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巻頭カラー図版 2

1 . 足守川加茂 A遺跡第 1謂査区土層断面（南西から）

2. 足守川加茂B遺跡土層断面 （西から）



巻頭カラー図版 3

1 . 足守川加茂 B遺跨貝塚 1 検出状況 （西から）

2. 足守川矢部南向遺跡遺構検出状況 （南から）



巻頭カラー図版 4

1. 足守川矢部南向遺跡土壌72遺物検出状況（東から）

2. 足守川矢部南向遺踪竪穴住居62遺物検出状況（北東から）
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1 . 足守川矢部南向遺跡竪穴住居37出土特殊器台
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 2. 足守JII矢部南向遺跡竪穴住居48出土小銅鐸



1 . 足守川加茂 B遺跡

土墳84出土櫛歯文鏡

3. 足守川加茂 B遺踪

貝塚 1 出土銅鎌

巻頭カラー図版 6

2. 足守川加茂 B遺跡

竪穴住居88出土蕨手状渦文鏡



巻頭カラー図版 7

1 . 足守川加茂 A遺跡竪穴住居14出土線刻土器 (1/ 1) 

2. 足守川加茂 A遺跡包含層出土線刻土器 (1/ 1) 
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1 . 足守川加茂 B遺跨貝塚 1 出土卜骨

し
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2. 足守川加茂 B遺跡土頃35出土卜骨
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1 • 足守川矢部南向遺蹄出土陶磁器



序

本報告書には、岡山市と総社市の南部地域をほぼ南北に流れる足守川の河川改修事業計画に伴

う足守川加茂A遺跡:足守川加茂B遺跡・足守川矢部南向遺跡の発掘調査の結果を収めました。

この発掘調査は、足守川の河川改修事業の実施に先立って、事業予定範囲内における遺跡の

範囲確認調査と、この結果確認された遺跡の全面を対象として実施したものです。

調査の結果、上記3遺跡は弥生時代中期から中・近世にかけての集落遺跡であることが判明

しました。とりわけ弥生時代後期後半から古墳時代初頭にかけては竪穴住居などの遺構が密集

しており、楯築弥生墳丘墓をはじめ周辺の丘陵に所在する墳丘墓との関連性など、足守川地域

の地域史を知るうえにおいてきわめて重要な資料を得ることができました。

本報告書が、文化財の保護・保存のために活用され、また、地域の歴史を研究する資料とし

て広く役立つならば望外の幸いと存じます。

最後に、発掘調査および報告書の作成に当たっては、足守川河川改修工事に伴う埋蔵文化財

保護対策委員ならびに岡山県土木部河川課をはじめ関係各位から賜りました多大な御指導と御

協力に対し、厚く御礼申し上げます。

平成 7年3月

岡山県教育委員会

教育長森t崎岩之助



例 言

1 . 本書は、足守川河川改修工事に伴い岡山県土木部河川課の委託を受けて、岡山県教育委

員会文化課• 岡山県古代吉備文化財センター（以下、文化財センター）が実施した足守

川加茂A遺跡・足守川加茂B遺跡・足守川矢部南向遺跡の調査報告書である。

2. 調査対象地は、足守川加茂A遺跡・足守川加茂B遺跡が岡山県岡山市加茂、足守川矢部

南向遣跡が倉敷市矢部に所在した。

3. 調査期間は、下記のとおりである。

足守川加茂A遺跡

確認調査 昭和60年5月

本調査 （一次）昭和57年1月～昭和57年3月

（二次）昭和60年9月～昭和61年1月

足守川加茂B遺跡

確認調査 昭和56年10月～昭和57年3月

本調査 昭和57年8月～昭和60年8月

足守川矢部南向遺跡

確認調杏 昭和60年5月

本調査 （一次）昭和55年2月～昭和55年3月

（二次）昭和55年4月～昭和55年5月

（三次）昭和61年4月～昭和63年12月

4. 発掘調査および報告書作成にあたっては、足守川河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対

策委員会の御指導と御助言を得た。記して深く感謝の意を表する次第である。

鎌木義昌 （岡山理科大学） 昭和57年8月～平成 3年2月

近藤義郎 （岡山大学） 昭和57年8月～平成 3年3月

水内昌康 （岡山県文化財保護審議会委員） 昭和57年8月～平成 7年3月

稲田孝司 （岡山大学） 昭和57年8月～平成 7年3月

出宮徳尚 （岡山市教育委員会） 昭和57年8月～平成 7年3月

村上幸雄 （総社市教育委員会） 昭和57年8月～平成 3年 3月

間壁忠彦 （倉敷考古館） 平成 3年4月～平成 7年3月

西川宏 （山陽女子高校） 平成 5年4月～平成 7年3月

小林博昭 （岡山理科大学） 平成 5年4月～平成 7年3月



5. 発掘調査は、昭和59年10月までを岡山県教育委員会文化課が、以後を文化財センターが

実施した。調査は、足守川加茂A遺跡の一次を松本和男が、二次を山磨康平•島崎 東

が行った。足守川加茂B遺跡は、山磨• 平井泰男・光永真一• 島崎が担当した。足守川

矢部南向遺跡は、一次を松本• 江見正己が、二次を江見• 島崎が担当した。

6. 遺物の分析・鑑定•同定については、下記の諸氏・機関に依頼し、有益な教示を得ると

ともに報告文を頂戴した。

鉛同位体比分析 馬淵久失l(作陽短期大学）

朱分析

石材鑑定

胎土分析

貝•動物遺体鑑定

陶磁器鑑定

平尾良光（東京国立文化財研究所）

榎本淳子

本田光子（福岡市埋蔵文化財センター）

成瀬正和（宮内庁正倉院事務所）

妹尾護（吉備国際大学）

白石 純（岡山理科大学）

金手浩昌（早稲田大学）

大橋康二（佐賀県立九州陶磁文化館）

7. 本報告書の作成にあたっては、平成 3年4月から平成 7年3月まで文化財センターにお

いて、遺構図面および遺物の整理作業を実施した。遺構・遺物の浄書は各担当者が行い、

主に足守川矢部南向遺跡の遺物写真撮影は政田 孝氏に依頼した。

8. 本書の編集・構成は、足守川加茂A遺跡を島崎、足守川加茂B遺跡を光永、足守川矢部

南向遺跡を江見がおこない、全体を島崎がまとめた。

9. 本文の執筆には、文化財センター河本 清•松本・山磨•江見•島崎・光永が分担して

あたった。文責は、各担当文末ごとに記した。

10. 本書に用いた高度は海抜高であり、方位は磁北である。

11. 第 2図は、建設省国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「岡山南部」 ・「総社東部」

を複製し、加筆したものである。

12. 出土遺物ならぴに図面・写真等は、岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻

1325-3)において保管している。



凡例

1 . 本報告書に収載された遺跡は、調査時期によって呼称方法が異なったため l遺跡に複数

の名称が存在した。ここでは、これを統一するために頭に事業名である足守川を冠し、

足守川加茂A遺跡・足守川加茂B遺跡・足守川矢部南向遺跡と呼称する。

2. 本報告書の遺構および遺物実測図の縮尺率は下記のとおり統一しているが、例外につい

ては縮尺率を明記している。

遺構

竪穴住居 1/60 

掘立柱建物 1/60 

土城・土壊墓•井戸•土器棺•溝断面 1 /30 

遺物

土器 1/4 土製品 1/3 石器• 石製品 1/2 鉄器•青銅製品 1/2

骨角器 1/2 玉類 1/ 1、2/3

3. 遺物番号は、材質を示すため土器以外のものについて下記の略号を番号の前に付した。

石器•石製品・石材： S 鉄器• 鉄製品・青銅製品： M 土製品： C 骨角器： B 

ただし、玉類についてはその材質により S・GもしくはCで示した。
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I. 遺跡の環境

I . 遺跡 の 環境

地理的環境

足守川遺跡群は、岡山県岡山市加茂と倉敷市矢部にまたがって所在する。

岡山県をほぽ南北に流走する高梁川・旭川・吉井川の県下三大河川は、いずれも中国山地に

源を発し、吉備高原を南貫流ののち瀬戸内海へと流れを注ぐ、この過程において県南部地域に

おいては支流の中小河川とともに肥沃な沖積平野を形成している。

こうした岡山平野にあって特に西部に位置する高梁川と中央部の旭川とのほぼ中間地点であ

る岡山市吉備津と倉敷市の東、倉敷市矢部から倉敷市上東にかけての足守川低地と、山手村・

総社市地域を中心とした総社低地の一帯は、北背後には吉備高原へと連なる標高200.......,500m級

の山塊がひかえ、一方平野部には沖積部と標高100m未満の低位丘陵が断続する瀬戸内丘陵の

展開する独特な景観をみせる。

吉備高原に源を発する足守川は、流域毎に名称を変更する。源流としての広面川・日近川が

岡山市大井で合流して足守川とな

り、やがて山間部をぬけ沖積平野に

はいると前川、 さらに血吸川• 砂川

等、鬼城山・登龍山山系に源を発す

る小河川と合流して流路域を拡大す

る。ところが足守川自体はその後、

下流の岡山市平田において笹ケ瀬川

と合流してからは笹ケ瀬川に吸収さ

れ、瀬戸内海にその流れを注ぐ。こ

の間とくに沖積平野部にあっては、

今日数多くの河道の痕跡が認めら

れ、いかに河川氾濫が頻繁にあった

かが窺われる。今日の足守川として

の流路は、近世以降に定滸したもの

である。

足守川遺跡群は、西に日差山、東

に中山等の山地・丘陵群に挟まれた

④
.
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1. 足守川加茂A追跡

6. 大内田貝塚

11. 南溝手遺跡

16. 雲山鳥打弥生墳丘墓群

21. 大拭古墳

26. 緑山 8号墳
31. 千弓lかなくろ谷製鉄遺跡

36. 大崎廃寺

41. 備中国分寺

46. 津寺遺跡丸田調査区

51. 宿寺山古墳

•各翠,·-r,

2. 足守川加茂B遺跡

7. 矢部奥田遺跡

12. 川入遺跡

17. 鯉食神社弥生墳丘墓

22. 造山古墳

27. 窪木薬師遺跡

32. 千引遺跡

37. 栢寺廃寺

42. 備中国分尼寺

47. 平山小造山古墳

52. 奥坂遺跡

3. 足守）II矢部南向遺跡

8. 関戸貝塚

13. _t東遺跡

18. 女男岩弥生墳丘絡

23. 作山古埴

28. 菅生小学校裏山遺跡

33. 随庵古墳

38. 日畑赤井廃寺

43. 高松城

48. 佐古田堂山古墳

53. 王姫山古墳

4. 黒住遺跡

9. 長良山遺跡

14. 津寺遺跡

19. 楯築弥生墳丘慕

24. こうもり塚古墳

29. 高塚遺跡

34. 矢部廃寺

39. 政所遺跡

44. 甫崎天神山遺跡

49. 小造山古墳

第 2図周辺遺跡分布図 (1/74,000)
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5. 前池内遺跡
10. 窪木逍跡
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20. 中山茶臼山古校

25. 亀山塚古培
30. 狸岩山古柑群

35. 惣爪廃寺

40. 鬼ノ城

45. 沖寺追跡土館山閥査区

50. 江崎古柑



I. 遺跡の環境

足守川低地の西側に位置する。足守川の河川改修工事に先立つ確認調査によって、その存在と範

囲が確認された。上流から足守川加茂A遺跡・足守川加茂B遺跡・足守川矢部南向遺跡である。

調査対象地区は、地形的にいずれも足守川左岸の東側から派生すると考えられる三つの微高

地の西側端部にあたると考えられる。微高地間の距離は、それぞれに50~1oom を測り、指呼

の間に所在する。

2 歴史的環境

遺跡の所在する岡山市加茂及び倉敷市矢部の地域は、旧国名でいう備中国に相当し「吉備」

の中同として、また考古学的にも弥生時代以降古代にかけての著名な遺跡が数多く密集する地

域性から、「吉備」の中枢地域として広く一般にも認識されている。また、こうしたなか足守

川の川底からは過去において多量の士器の出土が伝えられ、地元の古老からは当時の様子をき

くことが出来る。現在、吉備考古館に「足守川川底出土」として展示されている上器がまさに

その土器であろう。

以下、足守川遺跡群を取り巻く歴史的環境について、時代毎に概述してみよう。
あさぉ (1) 

本遺跡周辺において現在最古の遺跡としては、ナイフ形石器を出土させた総社市浅尾遺跡・
ほうふくじうらやま (2) 

宝福寺裏山遺跡など旧石器時代遺跡の散在が確認され、ナイフ形石器の単独出士も最近の山陽
(3) 

自動車道建設に伴う調査によって黒住遺跡・前池内遺跡等で確認されている。

縄文時代は、これまで大内田貝塚• 矢部貝塚•関戸貝塚の存在が知られるにすぎなかったが、
やぺ お く t' (5) 

最近の山陽自動車道建設に伴う調査により、矢部奥田遺跡・黒住遺跡などで遺構の明瞭なもの

は確認できないが、縄文土器の出土が知られる。中でも矢部奥田遺跡からは山形の押型文上器
(6) まかぺ (7) 

が出土し、長良山遺跡・真壁遺跡とともに早期に位置づけられる。この他にも後期以降の遺跡
みなみみぞて (8) ' 

の存在が判明しつつある。南溝手遺跡出土の後期末の土器片にイネの籾痕跡の確認は、当該地

域はもとより日本の稲作起源を考えるうえでの重要な資料を提供したといえよう。
かわいり

弥生時代は、前期の遺構・遺物が南溝手遺跡・真壁遺跡において、また遺物の検出が川入遺
(9) (10) 

跡・上東遺跡等でなされており、当該期には既に安定した微高地での定住が認められる。特に

南溝手遺跡においては、朝鮮半島との交流を窺わせる松菊里型の竪穴住居等の遺構も確認され

ることから、比較的早くから文化の基盤形成がなされていたことが知られる。

その後、中期以降は遺跡数が増加傾向をしめし、さらに集落規模の拡大が看取される。その
つでら

ピークは後期段階にあったようで本遺跡群はもとより、津寺遺跡・上東遺跡などは当該地域を

代表する集落の一つといえる。こうした背景としては、岡山市の百間川遺跡群での集落の在り

方にも窺われるように、沖積平野での可耕地の増加が要囚の一つにあげられる。総社平野にお

いても、真華遺跡からは微高地端祁において二十数状の灌漑用水路が検出されており、当該期
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の水田経営の一端を物語る事象といえる。おそらくは今日みる水田景観とさほど変わらない、

統括的な土地利用がなされていたものと考えられ、これに伴って集落規模も拡大傾向にあった

ものと推測される。そして、そこに首長の台頭があることは言うまでもないことである。この

結果として出現するのが吉備の場合、墳丘墓と呼ばれる弥生時代の墓である。本遺跡をとりま
みややま (11) お い し {12) こいくい

く丘陵端部には、宮山弥生墳墓群• 生石神社境内弥生墳丘墓• 雲山鳥打弥生墳丘墓群•鯉喰神
(13) 

社弥生墳丘墓・女男岩弥生墳丘墓等が所在し、特殊器台形土器• 同壺形土器と相侯って特異な
たてつき

地域性を強調させる。そして、これら弥生墳丘墓の頂点に位置づけられるのが楯築弥生墳丘

冨）といえる。

古墳時代になると前方後円墳を中心として各地で造墓活動が盛んとなるが、当該地域も例外
(15) (16) 

ではない。周辺の山塊• 丘陵には初現期の古墳が所在する。中山茶臼山古墳• 大抗古墳には特

殊器台形埴輪の存在が知られ、先進性の一端が窺われる。その後 5世紀代の造山古墳 (350
(17) 

m) . 作山古墳 (286m)等をはじめとする大古墳の在り方には、畿内に拮抗もしくは凌駕し

た地域性が看取される。その後 6世紀後半段階になると当該地域においても中小古墳の爆発的
(18) (19) 四

な増加が見られるが、こうした中こうもり塚古墳•亀山塚古墳・緑山 8 号墳等全国的に見ても

巨大な横穴式石室を内部主体とする古墳の当該地域への集中、さらには破壊されて墳丘は現存

しないが主体部には浪形石の組合式石棺を有し四仏四獣鏡をはじめとする豊富な出土遺物で著
(21) 

名な王墓山古墳の存在が知られる。一方、当該地域には造山古墳•作山古墳の被葬者の生前で

の権力を背景に新たな文化が流入する。 5 世紀前半頃にみられる須恵器生産• 鉄器製作等の新

技術であり、竪穴住居への鼈等の採用に窺われる新たな生活様式の導入である。前者の須恵器

は初期須恵器として陶質土器との識別に困難を伴うが、両者にはさらに後者の鉄器・蔽等とも
くぼきやくし 四ェ←ごう 図たかつか 似

共通した在り方を示し、窪木薬師遺跡・ 官生小学校裏山遺跡・高塚遺跡等においてその存在を

知ることが出来る。また、これと共通して興味深い遺跡に狸岩山古墳群の存在が挙げられる。

狸岩山古墳群は、集石墳 5基から構成された古墳群で、菅生小学校裏山遺跡から北接の標高

200---300m級の連山を経て総社平野へとぬけるルート沿いに単独で所在する。現在のところ県

下に類例はみられず、朝鮮半島との関連性が示唆される。さらに、古墳以外にも総社平野北接

の山麓部においては、 6世紀後半---7世紀にかけて芋開かなくろ谷製鉄遺跡・千引遺跡等の製
(25) 

鉄遺跡の存在が最近の調査事例から知られる。また、鉄鋸が出土した窪木薬師遺跡、 5世紀後
ずいあん 似

半の鍛冶道具の副葬で知られる随庵古墳の存在等からも、 5世紀前半以降中・近世に至るまで

継続した吉備の基幹産業の足跡を当該地方において窺い知ることができる。

その後律令体制下になると、首長層の地域支配の手段としての対象は専ら寺院の建立に力を

注ぐようになる。これを傍証するかのように各地に寺院跡が数多く所在する。また当該地域に

は旧山陽道の存在が想定され、これに近接して「津蜆駅家」とされる矢部廃寺、さらには惣爪
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I. 遺跡の環境

おおさき

廃寺が所在する。これを含め、当該平野には、現在 7廃寺の存在が知られる。中でも大崎廃

かやでら 切

寺・栢寺廃寺・日畑赤井廃寺等は、素弁瓦を伴い白鳳時代に位置づけられる。また、最近の調

磁まどころ四 切 (31) 

査事例によると津寺遺跡・政所遺跡・足守川矢部南向遺跡・南溝手遺跡・川入遺跡等から、相

次いで瓦の出土と複数の掘立柱建物の存在が知られる。中でも前二者の津寺遺跡・政所遺跡か

ら出土した飛鳥瓦は、奈良県奥山久米寺の軒丸瓦との同第関係が注目される。また津寺遺跡か

らは築地溝に区画された掘立柱建物群とこれら施設を水害から守るための護岸施設の存在が確

認されており、施設の性格はもとより当時の土木技術の水準の高さを垣間見ることができた。
きに

また背後の標高約400mの鬼ノ城山山頂には朝鮮式山城として位置づけられる鬼ノ城が所在し、

一層平野部での一連の寺院跡・国府・国分寺• 国分尼寺等と相侯って当該地域の重要性を浮き

彫りにする。

なお、総社平野に所在する備中国府• 国分寺• 国分尼寺のうち国府については想定地域内で

の確認調査が実施されたものの、現在までのところ場所を特定させるだけの遺構・遺物は確認

されていない。

中世当該地方は、主に南北朝時代を背景とする福山城合戦と戦国時代を背景とする高松城の

水攻めに関連して歴史上しばしば登場する。本遺跡の周辺では特に後者の高松城の水攻めに関
ほさき 函

連した城跡が少なくない。山陽自動車道建設に伴って調査された甫崎天神山遺跡は、水攻めに

際して毛利方の布陣した「天神山城」として史料中にも見られる。なお、山陽自動車道建設に

つくしやま 図 函

伴う調査によって、津寺遺跡土筆山調査区・同丸田調査区からは集落並びに鍛冶エ人の墓の存

在が確認されている。 （島崎東）
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II. 調査の経緯

]] . 調査の経緯

1発掘調査の契機および経過

1 . 調査委員会調査に至るまでの経緯

足守川は、吉備高原の南端で、その源を発する二級河川笹ケ穎川の支流である。岡山県が管

理する河川管理上の始点は、左岸が岡山市川原字黒谷1997番地先であり、右岸は岡山市東山内

字中タキ1776番地の 1地先となっている。いずれにしろ、足守川は上流部の黒谷ダムをへて、

中小の枝河川を集めて南下し、岡山市足守下では一部の区間で総社市の境界を流れ、また、岡

山市高塚付近では前川、砂川、血吸川を集めて水量を増し、当該遺跡の所在する倉敷市矢部か

ら岡山市川入近くまでは倉敷市域を流れ、さらに、流路を東南にとって岡山市今保で笹ケ瀬川

に合流する流程24.4kmの中小河川である。笹ケ瀕川本流となった流路は、ゆるやかに蛇行しな

がら再び南流して、岡山市浦安地先で児島湖に注ぎ込むのである。足守川は、また、主として

岡山県南部の風化のいちじるしい花尚岩地帯からなる山々の谷頭を起点とし、加えて流程の短

い中小河川を集めて平野部を流れているため、河床は常に高まり岡山平野でも著名な天井川を

形成している。このため1582年（天正10)の羽柴秀吉の備中高松城の水攻めを例に出すまでも

なく、上流での雨は短時間で水かさを増し、流域住民の生活をおびやかしてきたのである。こ

のため足守川の河川改修工事は長年の課題であった。

昭和54年12月にいたり、当時、岡山県教育委員会文化課文化財二係のデスクに席をおいてい

た松本和男の所に、都窪郡山手村在住の臼田某氏から倉敷市矢部の足守川工事現場で、土器片

らしいものを採集しているとの知らせを受けた。しかし、年末、年始のあわただしい中で係と

しても適切な対応がとれないままになっていた。

昭和55年 1月21日に倉敷市教育委員会から、足守川の改修工事中である倉敷市矢部地内にお

いて、大量の土器片が出土したとの報告が岡山県教育委員会にあった。このため岡山県教育委

員会文化課•倉敷市教育委員会文化課ならびに工事主体者である倉敷地方振興局の担当職員が

現地をおとずれ、遺跡の実態を調査した。現地はl日矢部橋の左岸下流部にあたる箇所で、工事

は現存する堤防の外側に新たに築堤する護岸部と、農業用水路の付け替え工事を起工していた

のである。遺跡はこれら工事中に発見された、新規の遺跡であることが判明した。しかも、土

層断面の観察による土器包含状況は、弥生後期を中心とした時期の密度の濃い包含層であるこ

とが予測されたのみならず、付近は極めて安定した微高地が拡がっていることも知られた。こ

のため、遺跡保存の立場から工事との調整をめぐって、三者協議がもたれた。その結果、築堤
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護岸工事区 (240rriりと県道改良工事高松・下庄線の左岸橋脚台区 (120rriり、ならびに用水路

の付替え区 (llOrriりについては、昭和55年 6月の出水期までに発掘調査を終了し、しかもエ

事を完了しなければならない、という厳しい条件であったが、調査を実施することとした。

そこで急逮、「足守川河川改修等建設工事に伴う文化財調査委員会」（資料 1) を組織し、倉

敷地方振興局と委託契約を締結の後、知事名による「遺跡の工事中発見届」の提出をまって発

掘調査を実施することとした。

この第 1次調究ともいうべき発掘調査の具体的事項は次のとおりである。

1 . 遺跡名 矢部南向遺跡

2. 調究担当者松本和男

3. 調査期間 昭和55年 2月4日から同年 3月22日

2. 第 2次調査

第 1次調査は、当初左岸橋脚台

調査区、築堤護岸調査区、農業用

水路調査区の三か所を昭和55年 3

月末までに終了させる予定で、ま

ず、左岸橋脚台区から調査実施に

入った。ところが遺跡は、今まで

岡山県教育委員会の調査では経験

したことがないほど、遺構の密度

が濃い上、切り合い関係の複雑さ

もからんで、調査は予想以上に遅

れた。昭和55年 3月22日までに調

査が終了できたのは左岸橋脚台調

査区のみであった。

資料1 足守川河川改修等建設工事に伴う文化財調査委員会

役職名

委員長

副委員長

委 員

（調査員）

監 事

そこで、年度も押しせまった昭

和55年 3月28日に、再度、倉敷地 事務局

方振興局と協議し、残りの 2調沓

区は次年度の 4月当初から早急に

調査することで、双方了解した。

特に、工事主体者である倉敷地方

振興局としては、築堤護岸のエ期

役職名

事務局長

事務局次長

事務局員
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氏名

近藤信司

秋岡久之

吉光一修

谷田正章

光吉勝彦

河本 清

松本和男

柳瀬昭彦

平井 勝

岡本寛久

武田俊宏

古屋野頌司

氏名

吉光一修

西田聰ー

田中建治
（林 正人）

所 属

岡山県教育庁文化課長

倉敷市教育委員会文化課長

岡山県教育庁文化課長補佐

倉敷市教育委員会文化課長補佐

岡山県教育庁文化課文化財主幹

.,,. 文化財二係長

.,,. 文化財保護主事

q ク

~ 9 

/,, ~ 

倉敷市教育委員会文化課文化財係長

岡嶋倉敷訪麟購臨I務第一艮第ご係長

所 属

岡山県教育庁文化課長補佐

岡山県教育庁文化課主幹

岡山県教育庁文化課主任



II. 調査の経緯

第 3図 足守川流域自然地形図 (1/30,000)
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第 5図調査遺跡位置図 (1/3,000) 
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II. 調査の経緯

は最低 lケ月間が必要とされるので、 6月の出水期から逆算すると、当然のこととはいえ 4月

末には、調査を完了してほしいとの強い要望がだされた。このため文化課は新年度体制となる

4月から調査員を増員して 2名とし、昭和55年4月1日から現地調奇を再開した。この期間の

調査を第 2次調査＇とよぶことにする。

第2次調査の築堤護岸調査区 (240niりは、またしても予想に反して、遺構密度の濃さや、

大量の土器からなる包含層は、先の左岸橋脚台調査区をはるかにしのぐものであった。その上、

想像を越える出水等によって作業能力は著しく低下したが、調査担当者松本和男• 江見正己両

名の 5月連休返上の調査により、ようやく連休あけに完了することができた。また、農業用水

路調介区 (llOmりは調査範囲が狭いため土層断面の観察が中心となった。こうして矢部南向

遺跡の緊急対応の発掘調杏は昭和55年5月初旬で完了させた。さらにコンテナ箱200箱を超え

た出土遺物の洗浄は、 9月30日に終了した。

3 . 全面調査に至る経緯

昭和56年にいたり、河川改修工事に伴って新たに計画されている橋梁部について、急遠確認

調査が要請され、同年 8月2、3日に江見正己によって実施した。調在箇所は上流部から甫綺

橋• 黒住橋• 矢部橋の三橋の予定地付近の調査であった。さらに、再び工事立会中に発見され

た、のちの足守川加茂A遺跡となる地区の左岸護岸工事区内（幅3m、長さ50m)の緊急調査

を昭和57年 1月7日から同 3月末まで松本が実施した。

合わせて、県道改良工事高松·下庄線の右岸部や県道改良工事清音•真金線の新矢部橋の橋

脚部 3 か所、左岸アバット部の確認調径や立会調査を昭和56年12月に松本和男• 平井勝が行う

など、継続的に工事との調整を計りながら対応してきた。しかしながら、河川課との協議の中

で当該遺跡の所在する倉敷市矢部付近は足守川流域の中でも河川幅は最狭少部であり、改修工

事としても大規模な工事となる上、早急に改修する必要があることが指摘されてきた。これら

工事との調整を計るには河川敷内の確認調査がまず急がれた。

そこで昭和57年3月25日、 26日に岡山市加茂から倉敷市矢部に至る河川敷内の左岸に中洲状

に残されている、南北に長い原野の確認調査を柳瀬昭彦によって実施した。その結果、上流部

から岡山市足守川加茂A遺跡3,500m2以上、同足守川加茂B遺跡2,200m2、倉敷市足守川矢部南

向遺跡3,300_rtiなど、総面積9,000m2以上の遺跡が河川敷内に残されていることが判明した。

これら一連の緊急調査や範囲確認調査の結果をもとに、岡山県土木部河川課と総括的な協議

を行い、これらの遣跡については、今後継続して専任する調在体制で、全面発掘調査を実施し

ていくこととした。そして、昭和57年8月より調在員 2名により足守川加茂B遺跡から全面発

掘調査を開始したのである。 （河本 清）
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2 調査体制

1 • 足守JII河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会

近藤義郎（岡山大学名誉教授） 鎌木義昌（岡山理科大学教授）

（岡山県文化財保護審議会委員）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

村上幸雄（総社市教育委員会）

間壁忠彦（倉敷考古館）

小林博昭（岡山理科大学教授）

2 . 発掘調査

昭和54年度 (1979年）

岡山県教育庁文化課

課 長 近藤信司

文化財主幹 光吉勝彦

文化財保護主事 松本和男（調査担当）

文化財保護主事 平井勝

昭和55年度 (1980年）

岡山県教育庁文化課

課 長 近藤信司

文化財二係長 河本清

文化財保護主事 松本和男（調査担当）

文化財保護主事 平井勝

昭和56年度 (1981年）

岡山県教育庁文化課

課長 早田憲治

埋蔵文化財係長 河本清

文化財保護主査 松本和男（調査担当）

文化財保護主事 平井勝

（岡山県文化財保護審議会委員）

稲田孝司（岡山大学教授）

出宮徳尚（岡山市教育委員会）

西川 宏（山陽女子高校）

課長補佐

文化財二係長

文化財保護主事

文化財保護主事

課長補佐

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

課長代理

主任

文化財保護主査

文化財保護主事
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吉光一修

河本清

柳瀬昭彦

岡本寛久

吉光一修

田中建治

柳瀬昭彦

江見正己

吉光一修

田中建治

柳瀬昭彦

江見正己



昭和57年度 (1982年）

岡山県教育庁文化課

課長 早田憲治

埋蔵文化財係長 河本清

主任 遠藤勇次

文化財保護主査 岡田博

文化財保護主事 中野雅美

岡山県教育庁文化課分室

文化財主幹

文化財保護主査

文化財保護主事

高原健郎

山磨康平（調査担当）

光永真一（調査担当）

昭和58年度 (1983年）

岡山県教育庁文化課

課長 早田憲治

課長代理 吉本唯弘

主任 遠藤勇次

文化財保護主査 岡田博

文化財保護主事 福田正継

岡山県教育庁文化課分室

文化財主幹 高原健郎

文化財保護主査 山磨康平（調査担当）

昭和59年度 (1984年4月1日,...,10月31日）

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲

課長代理 吉本唯弘

主 任 遠藤勇次

文化財保護主査 松本和男

文化財保護主査 高畑知功

文化財保護主事 光永真一

課長代理

主任

文化財保護主査

文化財保護主事

主事

文化財保護主事

課長代理

課長補佐

（埋蔵文化財係長）

文化財保護主査

文化財保護主事

文化財保護主事

主 事

文化財保護主事

橋本泰夫

田中建治

II. 調査の経緯

松本和男（調査担当）

江見正己

石井茂

平井泰男（調査担当）

橋本泰夫

河本清

松本和男

浅倉秀昭

中野雅美

楢原充二

光永真一（調査担当）

課長代理 逸見英邦

課長補佐 河本清

（埋蔵文化財二係長）

文化財保護主査

文化財保護主査

岡田博

二宮治夫
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岡山県教育庁文化課分室

夫多 事 橋本泰夫 文化財主幹 佐々木清

主 任 古瀬宏 主 事 楢原充二

文化財保護主査 山磨康平（調査担当） 文化財保護主事 島崎東（調査担当）

昭和59年度 (1984年11月1日r-.J1985年 3月31日）

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲 課長代理 逸見英邦

課長代理 吉本唯弘 課長補佐 河本清

（埋蔵文化財係長）

主 任 遠藤勇次（兼） 文化財保護主査 岡田博

文化財保護主事 光永真一

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松元昭憲（兼） 次 長 橋本泰夫

総務課長 佐々木清 主 任 遠藤勇次

主 任 古 瀬 宏 主 事 楢原充二

調査課長 河本清（兼） 文化財保護主査 山磨康平（調査担当）

文化財保護主事 島崎東（調査担当）

昭和60年度 (1985年 4月1日-6月30日）

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲 課長代理 逸見英邦

課長代理 吉本唯弘 埋蔵文化財係長 正岡睦夫

主 任 遠藤勇次（兼） 文化財保護主杏 松本和男（兼）

文化財保護主事 光永真一

岡山県古代吉備文化財センター

所 長 松元昭憲（兼） 次 長 橋本泰夫

総務課長 佐ダ木清 主 任 遠藤勇次

主 任 花本静夫 主 事 楢原充二

調査課長 河本清 文化財保護主査 山磨康平（調査担当）

文化財保護主事 島崎東（調査担当）
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II . 調査の経緯

昭和60年度 (1985年 7月1日.-...1955年 3月31日）

岡山県教育庁文化課

課長 松元昭憲 (-----12月15日）

高橋誠記 (12月16日～）

逸見英邦課長代理

埋蔵文化財係長

文化財保護主査

正岡睦夫

松本和男（兼）

岡山県古代吉備文化財センター

所長 松元昭憲（兼） (~12月 15 日）

高橋誠記（兼） (12月16日～）

次長 橋本泰夫 総務課長

査

事

主

主

遠藤勇次

楢原充二

主任

調査課長 河本清

文化財保護主事 島崎東（調査担当）

昭和61年度 (1986年）

岡山県教育庁文化課

課長 高橋誠記

埋蔵文化財係長

文化財保護主査

正岡睦夫

山磨康平（兼）

岡山県古代吉備文化財センター

所長 橋本泰夫

主査

調査課長

文化財保護主事

遠藤勇次

河本清

島崎東（調査担当）

課長代理

主査

文化財保護主事

文化財保護主査

課長代理

主任

文化財保護主事

総務課長

主任

文化財保護主任

吉本唯弘

遠藤勇次（兼）

光永真一

佐々木清

花本静夫

山磨康平（調査担当）

逸見英邦

二宮秀博

光永真一

佐々木清

花本静夫

江見正己（調査担当）

昭和62年度 (1987年）

岡山県教育庁文化課

課長

課長代理

高橋誠記 (-----12月15日）

吉尾啓介 (12月16日～）

河野衛 課長補佐 伊藤晃

（埋蔵文化財係長）
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主査 藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所長 橋本泰夫

総務主幹 藤本信康

主 任 • 岡田祥司

調査第一課長 河本清

文化財保護主任 江見正己（調介担当）

昭和63年度 (1988年）

岡山県教育庁文化課

課 長 、 吉尾啓介

課長補佐 伊藤晃

（埋蔵文化財係長）

文化財保護主事 宇垣匡雅

岡山県古代吉備文化財センター

所長 水田稔

総務主幹 藤本信康

主任

調査第一課長

岡田祥司

河本清

文化財保護主任 江見正己（調査担当）

3 . 報告書作成

平成 3年度 (1991年）

岡山県教育庁文化課

課長 鬼澤佳弘

課長補佐 柳瀬昭彦

（埋蔵文化財係長）

文化財保護主事 宇垣匡雅

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常賓

文化財保護主事

総務課長

主任

光永真一

佐々木清

花本静夫

文化財保護主査 井上弘

（調査第一課第一係長）

文化財保護主事

課長代理

主査

総務課長

主任

島崎東（調査担当）

河野衛

藤川洋二

佐々木清

花本静夫

主任 片山淳司

課長補佐 井上弘

（調査第一課第一係長）

文化財保護主事

課長代理

主査

次長
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島崎東（調査担当）

大橋義則•

時長勇

河本清



総務課長 藤本信康

主 査 平松郁男(........1月）

主 任 坂本英幸

調査第一課長 薯原克人

文化財保護主査 江見正己（整理担当）

平成 4年度 (1992年）

岡山県教育庁文化課

課長 渡辺淳平

課長補佐 柳瀬昭彦

（埋蔵文化財係長）

文化財保護主事 宇垣匡雅

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常官

総務課長 藤本信康

主査 石井茂

文化財保護参事 葛原克人

（調査第一課長）

課長補佐 高畑知功

（調査第一課第一係長）

文化財保護主任 光永真一（整理担当）

平成 5年度 (1993年）

岡山県教育庁文化課

課 長 渡辺淳平

課長補佐 高畑知功

（埋蔵文化財係長）

文化財保護主事 亀山行雄

岡山県古代吉備文化財センター

所長 横山常官

II. 調査の経緯

課長補佐 小西親男

（総務係長）

主 査 石井茂 (2月～）

調査第一課第二係長 山磨康平（整理担当）

課長代理

主査

次長

課長補佐

（総務係長）

主任

文化財保護主幹

文化財保護主奔

課長代理

主査

次長
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大橋義則

時長勇

河本清

小西親男

坂本英幸

松本和男（整理担当）

江見正己（整理担当）

松井新一

時長勇

葛原克人



総務課長 北原求

主 査 石井茂

主 任 三宅秀吉

調査第一課長 正岡睦夫

課長補佐 山磨康平

（調査第一課第二係長）

文化財保護主査 光永真一（整理担当）

平成 6年度 (1994年）

岡山県教育庁文化課

課長 大場淳

課長補佐 高畑知功

（埋蔵文化財係長）

文化財保護主事 柴田英雇日

岡山県古代吉備文化財センター

所長 河本清

総務課長 丸尾洋幸

主査

調査第一課長

石井善晴

正岡睦夫

文化財保護主査 島崎東（整理担当）

発掘作業

課長補佐 小西親男

（総務係長）

主 査 石井善晴

課長補佐 松本和男（整理担当）

（調査第一課第一係長）

文化財保護主査

課長代理

主任

次長

課長補佐

（総務係長）

島崎東（整理担当）

松井新一

若林一憲

癌原克人

杉田卓美

主任 三宅秀吉

課長補佐 松本和男

（調査第一課第一係長）

文化財保護主査 光永真一（整理担当）

森田精ー則武茂和田照忠畑中三郎後谷幸生土師稔赤木賢三古谷中雄

大森政夫多田義男安田勇渡辺昇安藤満孝高坂義視岩田稔岩田栄市

高谷宏三古谷美津子川上静恵林末子岸美弥子岸紀子坪井俊子

坪井栄引田都栗坂満須子近藤英子小西洋子和田美保子栗原栄

小郷利幸（現津山市教育委員会） 武田恭彰（現総社市教育委員会）

馬場昌一（現邑久町教育委員会）
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II . 調査の経緯

整理事務

横田宗子光森貞子坂本洋子

整理作業（現地）

別所昌美多田昌代多田英子大山幸子林文子横田光子肥田妙子石井孝子

森田洋子林康子多田晴美内藤益子

遺物実測（現地）

埴岡美矢安井友恵西本尚美阿部典子

整理作業（センター）

横溝節子大西信子山形五美森田洋子芳谷綾子小西洋子坪井婦美

鉄器処理

佐久山史子斎藤直子

遺物実測（センター）

平井典子松井政子埴岡美矢安井友恵山本千恵子西本尚美三垣佐知子

阿部典子高田師子峠田秀子吉田邦子松尾和子伊原史子藤原恵美村岡雅子

トレース

田中淑子田中毎美永田知奈美中野晴美

遺物写真撮影

米戸典子

清書他

谷井美幸久山泉守安淑子森安雅子犬飼祐紀子

なお、対策委貝会の委員の方々以外にも発掘調査期間中岡山県内外の数多くの研究者の方々

から大変貴重な御指導を得ることができましたが、特に小田富士雄 武末純一 赤塚次郎の三

氏からは出土遺物について有益な御指導•御教示を得ることができました。また調査遂行につ

いては、楠強 森田精一の各氏からは多大な御協力を得ることができました。記して厚く感謝

の意を表します。
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3 調査日誌抄

昭和55年1月 倉敷市矢部で足守川河川改修工事中、遺跡確認。

2月 足守川矢部南向遺跡第 1次調査開始。

3月 足守川矢部南向遺跡第 1次調査終了。

4月 足守川矢部南向遺跡第 2次調査開始。

5月 足守川矢部南向遺跡第 2次調査終了。

昭和56年10月 足守川加茂B遺跡橋脚部及び範囲確認調査開始。

昭和57年 1月 足守川加茂A遺跡第 1次調査開始。

3月 足守川加茂A遺跡第 1次調査終了。

3月 足守川加茂B遺跡橋脚部及び範囲確認調査終了。

8月 足守川加茂B遣跡調査開始。

昭和58年6月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

足守川の増水により調査区冠水。

9月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

足守川の増水により調査区冠水。

12月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

昭和59年3月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

6月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

9B調査区全体写真撮影。

11月 竪穴住居88内より鏡（蕨手状渦文鏡）出土。

昭和60年2.月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

3月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

4月 足守川の増水により調査区冠水。

5月 足守川加茂A遺跡・足守川矢部南向遺跡範囲確認調査開始。

6月 足守川加茂A遺跡・足守川矢部南向遺跡範囲確認調査終了。

7月 足守川加茂B遺跡対策委員会開催。

8月 足守川加茂B遺跡調査終了。

9月 足守川加茂A遺跡第 2次調査（護岸調査区）開始。

足守JII加茂A遺跡第 2次調査（低水路調査区）開始。

10月 足守川加茂A遺跡対策委員会開催。

足守川加茂A遺跡第 2次調査（低水路調査区）終了。
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昭和61年1月 足守川加茂A遺跡対策委員会開催。

足守川加茂A遺跡第 2次調査（護岸調査区）終了。

4月 足守川矢部南向遺跡第 3次調査開始。

7月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

10月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

昭和62年3月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

7月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

9月 竪穴住居48床面直下より小銅鐸出土。

昭和63年2月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

3月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

5月 調査区全体写真撮影。

6月 足守川増水により調査区冠水。

8月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

10月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

11月 調査区全体写真撮影。

12月 足守川矢部南向遺跡対策委員会開催。

足守川矢部南向遺跡第 3次調査終了。
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m. 調査 の概要

1 調査の方法と概要

ここで報告する足守川加茂A遺跡、足守川加茂B遺跡、足守川矢部南向遺跡の 3遣跡は、調

査の契機が河川改修とあって、調査の対象地域はいずれも左右の土手に挟まれた河川敷内に所

在していた。したがって、調査方法も通常の沖積平野の場合と異なり、絶えず足守川の増水に

よる調査区の冠水、さらには調査途中での地下からの湧水等不測の事態を想定しての調査方法

を取らざるを得なかった。また、調査区内出土遣構の実測に際しての調査基本グリッドの設定

についても、各調査区毎の工事工程・地形的な相違等から、国土座標軸に則った設定によらな

い、その場の状況に応じた方法を取らざるを得なかった。したがって、第 4図に示した各調査

遺跡の位置図については、後日国土座標のなかに各調査遺跡の位置と範囲を入れたもので、若

干の誤差は存在する。

足守JII加茂B遺跡は、北に足守川加茂A遺跡、南に足守川矢部南向遺跡の立地する二つの微

高地に挟まれた微高地を立地基盤とする。調査の対象となったのは、左右の土手に挟まれた舌

状を呈する約2,800面を測る、僅かに中洲状に残された微高地であった。

調査は、工事工程との関係から先ず樋門及び護岸予定地区に想定される上流部から着手した。

しかし、調査工程については、当初調査区を斜めに分断する農業用水を切れない事情等から、

また度重なる増水による調査区の冠水に備えての調査区範囲設定の制限等により、調査区の全

面調査には着手出来ず、変則的な調査を余像無くされた。

調査を実施するに際しての調査区設定の基本軸については、調査区東側に当時存在していた

南北に伸びる土手道の主軸に平行するラインを利用し、これを基軸として調査区を方眼に区割

設定し、年度毎に調査を下流方向へと継続した。

足守川加茂A遺跡は、昭和57年護岸擁壁工事に伴って、対象となる約 5X80m部分について

調査を実施し、その後足守川加茂B遺跡終了後の昭和60年から前回調査以北の護岸擁壁部分及

び河川内に舌状に残存する中洲が調査の対象とされた。ところが、これを実施するについては

それまでの足守川加茂B遺跡における調査の進捗状況等をふまえての策定段階で極めて困難で

あると判断された。これについては、河川課と協議を行い、河川課によって足守川の下流域に

おける河川の流量計算がなされ、改修計画の見直しが行われた。この結果、低水路部分につい

ては必要最少限度の平面掘削で通水計画に支障がないことが判明し、すべて改修の対象とする

従前の計画案は撤回された。また文化財センターとしてもこれに合わせて対象地域に広がる微

高地の確認調査を再度実施し、微高地範囲の確定を行った。この結果をもとに昭和60年8月に
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皿調査の概要

開催された対策委員会において、足守川加茂A遺跡の保存計画に関する議題が扱われた。これ

により平面掘削部分は基本的に微高地を避けた地域、即ち足守川左岸の新設護岸肩口から西側

に35mを測ったライン以西の確認調査の結果微高地の確認できない部分について、しかも護岸

の海抜高よりマイナス1.5mの部分についてのみを調査の対象とすることで決定された。した

がって調査は、昭和57年に実施した護岸擁壁工事部分以北の残り約25m部分と低水路調査区の

一部に限定されることとなり、後者の下層に存在が予想される中世以前の遺構の保存措置が図

られることとなった。結果的に低水路調査区の調査は、近世の水田のみが調査の対象となった。

なお、その際下層での遺構の有無を確認するために部分的にではあるが3か所にトレンチを入

れ、明瞭ではないが溝状の遺構

の存在を確認して調査を終了し

た。

足守川矢部南向遺跡は、足守

川加茂B遺跡の終了後の昭和61

年から昭和63年までの 3か年間

調査を実施した。調査対象とな

る部分は、足守川の旧土手部分

に相当し、新土手完成後は土手

の上部が削平を受けた状態で河

川内に幅約20m長さ約180mの舌

状を呈する中洲として残されて

いた。調査の対象となるこの部

分については、昭和56年と昭和

60年の 2回にわたってトレンチ

による遺構の有無、もしくは遺

跡の範囲の確認調杏を実施した。

この結果、調査の対象は中洲東

側において微高地の落ちが確認

されたものの遺構の遺存状態は

良好で、対象面積も 3,700rri2~こ及

ぶことが判明した。

調査区が足守川の旧士手の下

に残された長方形状を呈する微

SOrn 

傾斜線：微高地想定範囲

第 6図 足守川加茂 A遺跡トレンチ配置図 (1/1,500) 
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高地ということで、調査区は足守川加茂B遺跡の主軸から東に振って、しかもその軸線が足守

川矢部南向遺跡に接した護岸に平行するように調整を行った。この結果、足守川矢部南向遺跡

のグリッドは足守川加茂B遺跡で設定した基軸から東に119度振った軸線を中心軸としたもの

に設定した。

調査は、前固調査の足守川加茂B遺跡での増水による調査区の冠水等の教訓から、上流部か

ら3か年計画で着手した。

以上3遺跡について調査方法等概述したが共通しての問題点も少なくなかった。先ず、自然

的要因としての遺跡の立地に起因すると思われる調査の進展の遅れである。これは、調査対象

となる遺構・遺物の予想を上回る密度と相侯って、遺構の存在が足守川の川面以下のレベルに

あり、さらに遺構の立地する基盤が基本的に砂であったこと等により、たえず地下からの湧水

及び砂の吹き出しによる地面の陥没に見舞われ、調査方法もそれらに即応できる態勢で挑まざ

るを得なかった。また遺構によっては、途中で調査不能となる事態も多く、残念ながら特に深

い柱穴については完掘できないものも存在した。次に、これも前者同様自然的要因であるが、

足守川上流域での降雨に伴う増水による調査区の度重なる冠水・土砂の流入堆積等により、た

えず調査が後戻り状態に見舞われたことである。そのつど排水・排土を行い復旧させるまでに

相当な日数が必要となった。また、これを防ぐために調査区から排出される排土を利用しての

土納積みによる調査区周囲へ土手の構築、さらには水の流入による壁の崩落を防ぐための擁護

駁l●

第 7図 足守川矢部南向遺跡トレンチ配置図 (1/1,500)
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パネルの設置をする等、予防措償にも通常の遺跡調査以上に時間が費やされた。 （島崎）
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1 • 足守川加茂B遺跡
作業風景 (8B区）

2. 足守川加茂B遺跡
足守川増水状況
昭和60年6月25日
未明からの降雨により
足守川増水、現場冠水

3. 足守川加茂B遺跡
現場水没状況
(8 B・C区）

昭和60年6月26日



ill. 調査の概要

2 . 時代・時期区分について

当遺跡群からは弥生時代中期～近世に至る遺物総数4300箱が出土しており、その大半は弥生

時代後期から古墳時代前半にかけてのものが占めた。当該時期の編年について高橋護氏は県下

全域を対象に、昭和55年に 10期29型式にわたる細分試案を提示して以来、幾度か補充•再整
(2) 

理を行っており、また近年、高橋試案を踏まえつつ高畑知功氏によって備中地域の弥生時代編
(3) 

年が紹介されてもいる。そうしたなかで、高橋氏の一連の研究成果は編年試案に関する根拠が

明瞭に示されているわけでなく、むしろ卓抜した先見性に負うところが多い。にもかかわらず、

年毎に増加する新資料の整理にあたった調査者によって、皮肉にも高橋編年が追認される結果

となっている。

一方、当遺跡群の南方約 2kmには上東遺跡が所在する。上東遺跡は昭和14年、鎌木義昌氏・
(4) 

坪井清足氏によって資料紹介がなされて以来、当地域の標識遺跡として広く知られる所となっ

た。しかしながら遺跡の実態は不明な点が多く、昭和45年以降の県教委による新幹線建設に伴
(5) 

う発掘調査まで待たなければならなかった。その結果、柳瀬昭彦氏• 伊藤晃氏は比較的まとま

りのある遺構出土土器を中心に、上東式～亀川上層と弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて

の土器の変遷を明らかにし、その後、柳瀬氏は昭和50年に実施された都市計画道路建設に伴う
(6) 

発掘調査資料を補充し体系付けた。また、上東遺跡の北部に当たる王墓山丘陵では昭和46年、

倉敷考古館が中心となって組織された文化財調査委員会によって発掘調査がなされ、そのなか

で、間壁忠彦氏・間壁衷子氏は形式名の混乱を避けるため、従来から最も知られる上東式• 酒
(7) 

津式にプロトあるいはエピを付した形式分類を行っている。

本来なら、足守川遺跡群の中で整理分類し、独自の編年案を基に他遺跡との併行関係を導き

出すことが筋道ではあるが、当書では敢えて混乱を避け、上東・川入の編年に従うことにし、

編年対比表を付した。
(8) 

なお、足守川遺跡群の周辺丘陵上には楯築弥牛墳丘墓をはじめ、前期古墳に継続していく墳

墓群の多く知られる一帯でもあり、土器の伴う墳墓の幾つかを表に組み込んだ。墳墓群の時期

においては調査者の時期と圃甑するものもあるが、全て筆者の独断で挿入したものであること

をお断りしておきたい。 （江見正己）

註

(1) 高橋護「弥生士器ー山陽 1-2」「月刊考古学ジャーナル」 173・175・179・181P子 ニューサイエンス社 1980 

(2) 高橋護「上東式土器の細分網年基準」「岡山県立博物館研究報告 第7号J岡山県立博物館 1986 

高橋護「弥生時代終末期の士器紺年」「岡山県立博物館研究報告 第9号J岡山県立博物館 1988 

(3) 高畑知功 r備中地域」 r弥生土器の様式と編年ー山陽• 山陰編ー」木耳社 1992 
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(4) 鎌木義品・坪井清足「岡山県都窪郡庄村上東遺跡の上器」 I弥生式土器緊成図録J 1939 

(5) 伊藤晃•柳瀬昭彦他「上東遺跡の調査」 r岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J 2 岡山県教育委員会 1974 

(6) 柳瀬昭彦「川入・上東遺跡の弥生式土器及び古式土師器について」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J16 岡山県教育委員会 1977 

(7) 間壁忠彦・間壁蔑子「V 女男岩・辻山出遺跡の問題点」『倉敷考古館集報 第10号」 倉敷考占館 1974 

(8) 近藤義郎他『楯築弥生墳丘墓の研究J楯築刊行会 1992 

(9) 江見正己「時期区分について」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 39 岡山県教育委員会 1980 

{lo) r甫崎天神山遺跡」 r岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」 89 岡山県教育委員会 1994 

(11) 宇垣匡雅他「集成篇 2. 特殊器台•特殊壺」 I吉備の考古学的研究 (_r_) 」山陽新聞社 1992 

(12) 「郷境墳墓群」『岡山県埋蔵文化財発揺調査報告」 89 岡山県教育委員会 1994 

(13) r矢部古墳群B」「岡山県埋蔵文化財発据調査報告』 82 岡山県教育委員会 1993 

表 1• 編年対比表

川入• 上東(6) 周辺墳墓群＊ 百間川(9) 高畑絹年(3)

弥 I上 I上東鬼川市 I 百・後. I V-1 
甫崎天神山⑩

土城墓群A・B
生 I

い V-2 

町
百・後.II V-3 

V-4 

代 1

東 上東•鬼川市 1II 雲山烏打 3号(11) 百・後.Ill V-5 

後 I 雲山鳥打 1号楯築(8)

オノ町 I
女男岩(7)

期「――

↓ 百・後・ NI酒 I
オノ町1I

I 
津

辻山田(7)

↓ 古「――-
下田所 百•古. I 

王

墳 I泊
郷境墳墓群(12)矢部古墳群B四

＇ ＇ 
ノ一‘ I ＇ ~ ~ 

口百・古.III 

時層
亀川上層

代
川入・大溝上層

-30-

高橋編年(2)

上東式古 1

上東式古 2
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上東式古 2

上東式古 3

上東式古 4
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I IX―b 

I IXー c
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N. 発掘調査報告

1 . 足守川加茂A遺跡
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第 1章 遺跡の概要
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調査の対象となった地区は、足守川の左右両岸の堤防に挟まれた河川敷内にあって、足守川

の蛇行により大きく膨らんだ舌状に残された中洲であった。また、この地点は足守川の水面と

も比高差がない、ひとたび洪水に見舞われた際には川幅は左右両岸の堤防にまで広がり、中洲

はたえず川底となるといった地形であった。一方、左右の堤防の外はほとんど全面が水田とし

て耕地化がなされており、微高地・旧河道等の判別もままならない状態にあった。したがって、

現状での微高地・旧河道等の復元は極めて困難な状況であった。

調査の対象は、左岸の低水路擁護壁部分（第 1・2調査区）

とであった。

と流水路掘削部分（第 3調査区）

.， 
•K`
!,. 

調査の結果、前者については微高地を立地基盤とする集落の存在を、一方後者は調査の性格

が遺跡保存を前提に行ったものであり、海抜3.50m以下に所在する遺構については調査を実施

しなかった。これにより東からの微高地の広がりについてはその落ちを確認したものの、遺構

の在り方等についての詳細は確認出来なかった。

地形的には、足守川加茂A遺跡は東側から派生してきた微高地を立地基盤とするが、河川内

ではこの微高地は北• 西• 南側は徐々に低位部へと落ち、舌状を呈することが判明した。ただ

し、周辺の地形についての詳細は明確でなく、わずかに下流約100mに所在する足守川加茂B

遺跡で再び微高地の存在が知られるにすぎない。

足守川加茂A遺跡は低水路擁護華部分（第 1・2調査区）では、比較的粘性の強い基盤が遺

構の切り合いで明確でないが、北端でおよそ海抜2.80mから南端で海抜2.50mまでの高低差を

もちながら広がり、 これを基盤として先ず弥生時代後期前半の竪穴住居等が構築されていた。

その後弥生時代後期後半になると竪穴住居の検出面は若干高位で検出され、第 1調査区で海抜

3.20m、第 2調査区で2.70mを計測する。注目されるのは、古墳時代初頭段階における洪水砂

の堆積であろう。洪水砂は、中でも亀川上層段階の遺構を中心として比較的厚い堆積を見せて

おり、集落全体を広く覆っていたものと推測される。

一方、第 3調査区は上記した通り下層に展開する近世以前の遺構について調査を行っていな

いため、低水路擁護壁部分との比較検討は出来ない。確認されたのは、わずかに微高地の落ち

と時期不明の溝の存在が確認されたにすぎない。また、全体的な状況として地形は足守JII北上

流から南下流方向にゆるやかに下がっており、微高地端部に関して言及すれば遺構の在り方は

低水路擁護壁部分調査区ほどの密集はしていないものと推測された。 （島崎）
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第1章遺跡の概要
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第2章第 1節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

第 2章調査の概要

第 1節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居 1 (第 6・8図）

住居は、第 1調査区の北西端部において竪穴住居 2. 4によって切られ、検出できたのは僅

かに壁と床面の一部にすぎない。

海抜2.80mにおいて平面の確認がなされ、床面は検出面

より 35cmの深さで比較的容易に検出出来た。ただし柱穴

については、候補となるものが見当たらなく不明である。

住居の平面形態については、保存状況が良くないため、

これにより全体像の復元は困難である。ただし、時期的

に出土遺物が弥生時代後期前半を示すことで円形が推測

される。

出土遺物は、上記した時期の土器が僅かに確認され、

~ 
—••• •• 一

口

4点が実測できたにすぎない。 （島崎）
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第 6図 竪穴住居 1 (1/60) ・出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

(2) 土塘

土壊 1 (第 7・8図）

第 1調査区のほぼ中央部にお

いて竪穴住居10にその上面約

1/2が切られた状態で検出さ

れた。竪穴住居10との切り合い

により平面形が若干変形してい

るが、おおむね楕円形であった

と考えられる。

規模は、長軸1.40m、短軸

1.10mで検出面からの深さ80cm

を測った。平面の海抜高は、 2.70

mであった。

土城は、大きく 4層の土砂に

280cm 
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第 7図 土壊 1 (1/30) ・出土遺物 (1/4) 
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第 2章第 1節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

より埋没しており、第 1層のみ微砂質で以下はすべて粘質土による堆積を示していた。

出土遺物は、いずれも小片の状態で検出されたもので、完形品の出士は見られなかった。図

化された土器は、甕 5・6、高杯 7・8・9、台付鉢10、鉢12の4器種である。 11は、小片

で器種の特定は出来ない。

時期は、弥生時代後期前半に比定されよう。

土壊 2 (第8・9図）

第 1調査区の南西隅において海抜2.30mで検出された。側溝に西と南側が切られており全体

像は明瞭でないが底部が遺存することで復元は可能である。

土城は、長軸2.10m、幅1.20mで、平面隅丸長方形が復元される。漿内は、その中段にテラ

ス状の段がつくられており、その規模は長軸で1.53m、幅60cm、深さ25cmを測った。

城内の埋積は、大きく 2

層と考えられ、いずれも粘

性の強い土であった。 息
出土遺物は、図化できな

い小片が見られた程度で、

時期の位置づけを明瞭に示

唆するものはない。小片の

胎土の状態から、ここでは

弥生時代後期前半に位置づ

けた。

土城の性格は不明である

が、形態的な特徴から土城

墓の可能性を残しておきた

い。 （島崎）

土壌 3 (第8・10図）

第2調査区の北端近くで

検出された遺構である。土

壊25に切られている。土城

の規模は長径1.38m、短径

I.Olmの不整形な長方形を

呈し、深さは検出面から約

70cm程を測る。掘り方は西

匹

1. 淡灰黄褐色粘質土

2. 灰黄褐色粘質土

（含、焼士）

3. 炭を多く含む

4. 暗黄茶褐色粘質土

5. 灰茶褐色粘質土

。
lm 

第 9図土壊2 (1/30) 
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1 . 足守JI!加茂A遺跡

出土遺物は少量の弥生土器13・14が出土

している。 13・14はいずれも高杯である。

13は杯部、 14は脚部である。 13は口縁端部

が外面に拡張し、浅い凹線が2条みられる。

時期は弥生時代後期前半に比定されるもの

である。 （松本和男）

_mm 

ク ＝ーっ

13 

二;.

。
lm 閉an

第10図 土壊 3(1/30) ・出土遺物 (1/4)

(3) 包含層出土遺物（第11・12図）

弥生時代後期前半に比定された遺構は第 8図に示した状況で、その他の時期に比較した際、

散在的といえよう。したがって、遺構に伴わない遺物は多くない。

器種は、壺15-20、甕21、高杯22----27、飾り高杯28、鉢29、その他に石器としては、スク

レイパ-s1、石包丁S2がある。

壺は、長頸壺15・16・18と短頸壺17・18・19・20があり、 fsの口縁部外面には線刻による

鋸歯文が施されていた。

甕21は、在地産のものでなく胎土に角閃石を多量に含み、讃岐地方からの搬入品と考える

ものである。時期的な位置づけは明確でない。

高杯は、備中的な様相をもったもの22・23と、備前的なもの24がある。 25-----27は、上東・

鬼川市 I式に比定され、 22----24に比較して古相を示す。

飾り高杯28は、胎土が精選されており、新相を示す。

鉢29は、口径48cm、深さ20cmを測る比較的大型品である。内面の底部付近には、砂粒の移

動痕跡中に朱の遺存が確認された。朱の生産の工程に関係したことを示唆させる遺物である。

石器は、いずれもサヌカイト製品である。石包丁は、両端が部分欠損するが長期にわたる使

用を珪酸による磨耗痕がよくこれを示している。 （島崎）
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第 2章第 1節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

16 

23 

21 

第11図 包含層出土遺物① (1/4) 
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1. 足守HI加茂 A遺跡

24 

三~5

27 
二天正二竺三

28 

冒
S 2 

0 5cm 

第12図 包含層出土遺物② (1/4• 1/2) 
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第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居 2 (第13~1s図、写真図版 5)

第 1調査区の北西隅において基盤直上の海抜2.60mで検出された。床面直上の覆土中には、

比較的面的なまとまりをもった土器の堆積が検出された。また当初それらと一連の堆積と考え

ていた土器の一点が、住居造成段階から据え置かれた状態で検出された。即ち、土器30は、

貼床としての粘土が土器に密着状態にあり、貼床除去後はじめて据え置くための浅い掘り方が

検出された。ただし、この壺は検出段階にみられた肩部付近での水平状態での上部欠損が当該

期になされたものかどうかは判然としない。

住居は、全体の約 1/4程度の遺存状況であった。したがって、全体像についての言及には

限度があろう。

平面は、検出面での肩および床面での壁体

溝のラインが弧状を示すことで、またこれと柱

穴との位置関係を勘案すれば、直径5m前後の

円形住居にあったとして差支えないと考える。

床面は、平面検出面から深さ40cmにあり、

断面観察によると粘土による約 3cm程の厚さ

で床が貼られていた。

柱穴は、周辺に数多く検出されたが、候補

"f.-

゜一50cm 

1

0

 

c
 

摩
0 lm 一

傾斜線＝士器

寧

B 

1. 灰黄色土（粘土と砂の互層）

2. 灰色土

3. i炎灰色砂．

4. 灰黄色粘質土

5. 炭の堆積（床面）

i-- 6. 黄灰色砂

第13図 竪穴住居 2 (1/60)• 床面遺物検出状況 (1/30)

-47-



1. 足守JII加茂A遺跡

となるものは 2本である。調査範囲の限界から本来の主柱穴の数は不明であるがここでは状況

から 4本が想定される。また柱穴は、掘り方の検出がなされたのみで柱痕の確認はなされてい

ない。

出土遺物は、床面に据え置かれた壺30をはじめとして壺、甕、高杯、鉢等の器種が確認さ

れた。

壺には、長頸壺31・32と短頸壺33・34

、36があり、前者には胎土中に角閃石を

含み外面丹塗りのもの32と角閃石は含む

ものの丹の塗られていないもの31、後者

においては角閃石を胎土中に多く含み外面

丹塗りのもの33・36の存在が認められた。

甕は、いずれも器壁が薄く仕上げられ口

縁部を長く上方に拡張させ、底部は平底を

みせる。

-
C
 

軍
D
 

4

躙
2. 灰黄色土（貼床）

3. 灰色士

4. 黄灰色士

゜
Im 

閉cm

第14図 竪穴住居 2床面据え置き土器土層断面 (1/30)・出土遺物① (1/4) 

-48-



第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第15図 弥生時代後期後半検出遺構全体図 (1/200)
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第2章第2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

32 

10cm 

第16図 竪穴住居 2出土遺物② (1/4) 
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45 
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第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

b 'fem 

第18図竪穴住居 2出土遺物④ (1/4) 

高杯42・43・44は、口径が大型のものが多く、口縁部はまだ短かく外反するものであるが、

脚はすでに短脚化傾向を示しており、胎土も水漉粘土を用いている。

鉢には小型41と大型46とがあり、いずれも甕同様に口縁端部の上方への拡張を見せるもの

である。

脚付直口壺45は、高杯同様に短脚化した脚と頸部の比較的短い壺が一体化したものである。

胎土は、水漉粘土が用いられている。

以上の土器の型式から住居の時期は、およそ弥生時代後期後半に比定される。

竪穴住居 3 (第15・19図）

第 1調査区において竪穴住居2の南側約 4

mの地点で検出された。

海抜2.90mで竪穴住居21・4・5・6に切

られた状態で検出された。全体的な遺存状態

は不良で、図化できたのはわずかに壁体溝と

柱穴 1本にすぎない。

住居は、平面検出面から床面までの深さ25

-30cmを測り比較的覆土の厚い遺存をみせる

が床が面として確認されたのは、わずかに16

m2程度にすぎない。したがって、住居の平面

形はもちろんのこと柱穴• 中央穴等の状況に

ついては言及出来ない。

床面は、平面検出面から約2.5cm掘り下げ

た所に厚さ 5cm前後に粘土が貼り付けられて

形成されていた。

出土遺物については、遺構の遺存状況から

＼ 

◎
 

匹

3
 

4 5 

1. 暗灰色土（砂質）

2. 灰黄色士
0 lm 
~ 3. 灰色と黄色粘土の互層

4. 黄色粘土

5. 灰色土

6. 暗灰色土

第19図竪穴住居 3 (1/60) 
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1. 足守川加茂A遺跡

も予想されたことであるが、図化可能な土器は存在し

なかった。ただし、時期の位置づけの参考となる土器

片は若干であるが見られ、これによるとおよそ弥生時

代後期後半に比定される。

竪穴住居 4 (第15・20図）

第 1調査区の北西部、竪穴住居2の南側に一部竪穴

住居 2と重複した状態で検出された。

平面は、海抜約2.45mにおいて肩が検出され、その

下層約10cmの床面において壁体溝が弧状を呈して検出

された。 2条の壁体溝の存在で住居 2軒の重複とも考

えられるが、ここでは明確な床面等が確認されなかっ

たことで 1軒の住居として扱った。

時期は、土器の図化は出来なかったものの一応弥生

時代後期後半の範疇で差支えないものと考える。

竪穴住居 5 (第15・21図）

第 1 調査区の北側におい•て竪穴住居21 に北のほとん

どが、竪穴住居3に西側が切られた状態で検出された。

したがって遺存するのは、わずかに肩と覆土の一部に

すぎない。

住居は、海抜3.10mで平面比較的直線ぎみのライン

を呈する肩が検出された。床面は、検出面から約

25cm下層にみられた。ただし柱穴の確認は出来なか

＼入
____,,,,,. I 

—寧

鵬
0- 2m 

第20図竪穴住居4 (1/60) 

-=フ←←

った。

時期は、出土した土器片、住居の切り合い等を手掛

かりに一応弥生時代後期後半の範疇で理解した。

竪穴住居 6 (第15・21図）

第 1調査区の北側、前述の竪穴住居 5に切られて検

出された。平面検出面から約25cmの覆土を隔てて床面

と壁体溝の検出がなされたが、住居の規模・性格等の

詳細が言及できるものではなかった。したがって、時

期は判然としない。状況から一応弥生時代後期後半に

位置づけた。

箪

0 1m 一第21図竪穴住居5・6 (1 /60) 
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第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

竪穴住居 7 (第15·22~24、写真図版 6)

第 1調査区のほぽ中央部において 3軒の住居の重複として検出された。ただし、西側 l軒は

調査時の側溝によって切られ、わずかに肩のラインを示しただけで詳細は不明であった。

/~ 

酎目

-F 

1. 灰黄色土

2. 茶灰色土（含、焼土、

亨 炭多）

3. 黄灰色土

4. 暗灰黄色土

5. 暗黄灰色土

6. 灰黄色士

7. 黄色粘士（貼床）

8. 黄灰色土（含、

黄色粘土塊）
ぷ 9 黄灰色土

10. 灰色士

11. 炭の薄い堆積

12. 灰色土

13. 黄色土（含、灰色土〉

14. 灰色土

15. 暗灰黄色士（壁体溝）

16. 暗黄灰色土

17. 灰黄色土

゜ 一2m 

第22図竪穴住居 7• 8 (1/60) 
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1. 足守川加茂A遺跡

住居は、竪穴住居 8の埋没後こ

れをほぽその中央付近で切って構

築されたものである。

平面は、海抜2.90mにおいて円

形に検出された。規模は、南北方

向で3.60mを測り、西側一部他の

住居に切られ明確でないが東西約

3.50mが復元される。

床面は、平面検出面から55cm下

層において、基盤掘削面を造成の

後、約 3cmの厚さに粘土が貼られ

床面が形成されていた。

柱穴は、 4本がそれぞれに1.20

........ l.25mの芯心距離をもって検出

された。規模は、掘り方の径30........ 

40cmで深さ40cmが計測された。柱

は、柱穴断面中において径15cm前

後の柱痕跡が確認された。

中央施設には、床面中央部にお

いて柱の並びに乎行して大・小 2

基の土堀があり、両者間に切り合

いが認められなかったことで、共

存していたと考えられた。規模は、

大きい方が長軸95cm、深さ 11cm、

小が長軸63cm、深さ22cmを測った。

／ 

0 2m 

その他には長さ30cm、幅20cm大の 第23図竪穴住居7・8 (1/60) 

石が作業台として置かれていた。

出土遺物には、甕、鉢、高杯、器台があるが、時期的には新旧入り交じって検出された。住

居に伴う遺物は、甕47・48、脚付壺51、高杯53があげられる。これによると住居の時期は、

弥生時代後期後半に位置づけられる。

竪穴住居 8 (第15・22・23図、写真図版6)

竪穴住居 7に切られて検出された住居である。調査区が狭く、住居との切り合いで構造につ
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第24図竪穴住居7出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

いては明確には出来なかった。

住居は、海抜2.90mにおいて平面弧状を呈する肩のラインが検出された。規模は、これを切

った竪穴住居7と同規模にあったと考えられ、およそ直径3.30m前後にあったと推測された。

床面は、平面検出面から約50cm下層において確認された。しかし、壁体溝、柱穴等明瞭な状

態での確認はなされておらず、この住居を構成した柱の数についても明確にできなかった。検

出できた 2本の柱穴は、掘り方の径40-45cmで深さ41cmのもので、断面には直径15cm程度の柱

痕跡がみられた。

出土遺物は、土器の小片があった程度で図化可能なものはなかった。したがって住居の時期

についての言及は明確にはできないが、あえて推測すれば弥生時代後期後半の範疇として差支

えないと考える。

竪穴住居 9 (第15・25図）

第 1調査区のほぼ中央部西側において後述の竪穴住居10の西側一部を切って構築されてい

た。住居は、平面が海抜2.90mで検出されたものの、遺存状態が良くなかったことで詳細につ

一 . 

lm 

゜一

いては言及できない。平面的には、肩のラインが比較的直

線的な状況にあることで方形もしくは隅丸方形が推測され

る。

床面は、平面検出面から30cm下層で壁体溝の一部と共に

確認された。

10cm 

第25図 竪穴住居 9 (1 /60) ・出土遺物 (1/4)

出土遺物は、甕の小片および小型の浅鉢の 3点が出土したにすぎないが、特徴として甕

56・57は口縁部を上方に長く拡張し、 57外面にはヘラ描による沈線文57が施されている。こ

の特徴は型式的にみて、上東・オノ町式段階に位置づけられる。したがって住居の時期として

は、弥生時代後期後半の中でもほとんど終末段階とすることができよう。

竪穴住居10(第15・26・27図、写真図版6)

第 1調査区の中央部で前述の竪穴住居 9に西側の一部を、後述する古墳時代の竪穴住居22・

23によって南側の一部が切られた状態で検出された。
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海抜2.70mで検出されたこの住居は、遺存状態は決して良くないがほぽ正円形の平面形に復

元される。

規模は南北方向でおよそ4.40mが推測された。また平面検出面から床面までの深さは最大で

45cmを測り、床面からは柱穴• 中央穴• 壁体溝が比較的良好な状態で検出された。

柱穴は、径約30cmで深さ6Q~7Qcm と比較的しっかりとした 4 本が東西• 南北方向に対角線を

もち、さらにその対角線上約50---60crn外側にこれに関係するかの状況でさらに 4本の柱穴が確

認された。大きさは、径3o~socm と内側のものに比較して大きい。ところが深さはいずれも床
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1. 淡黄褐色粘質土

（含、炭）
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（含、炭）
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第26図竪穴住居10(1/60) 
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1. 足守川加茂A遺跡

面から30cm程度と前者に比較して浅い。

以上、基本的にこの住居は 4本の主柱で構成されるが、その外側にはさらに 4本の柱の存在

が予想され、特異な住居構造をみせる。柱穴の中には、直径10~2ocmの柱痕跡を見せるものも

ある。内側に見られる柱穴の距離は、芯心でおよそl.6Q~l.70m を測り、外側の柱穴との距離

は最短で50cm、最長で70cmを計測する。

中央穴は、住居の中央部において床面からの深さ20cmを測り、長軸約50cm、幅約40cmの楕円

形の土城と、この上部周沿に幅20-----25cmで高さ 5cm程度に粘土を土手状に巡らしたもので、城

内には炭を含んだ粘質土の流入堆積がみられた。また、この周辺にも炭の面的な広がりが認め

られた。ただし、この中央穴を含めた床面全体において火を焚いた痕跡を示す被熱面の確認は

なされなかった。

なおこの住居は、覆土が約40cmと比較的厚い堆積を見せているものの、層序に複雑な堆積状

況は認められず、淡黄褐色粘質土ただ l層である点において、廃絶後自然に徐々に埋没したも

のとは考えられない。むしろ一時に何等かの意図で廃絶後埋められたと推測される。

出土遺物は、覆土中と床面において少量ながら土器の出土が認められた。土器は、甕、高杯、

脚付小型壺と器種も少なく量も僅かである。甕59・60・61は、いずれも口縁部を上方に長く

拡張するものの外面に沈線が施されない点において、また高杯62・63・64は小型化と脚部短

脚化傾向にあることで、型式的にはいずれも上東・鬼川市III式に比定される。

住居の時期は、以上の点から弥生時代後期後半に位置づけられる。

三 :
59 

10cm 

61 

第27図 竪穴住居10出土遺物 (1/4)
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第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・迫物

竪穴住居11(第15・28・29・30図、写真図版 7)

第 1 調査区の中央やや南よりにおいて、竪穴住居10の埋没後そのほぽ上面に掘開•構築され

た住居である。ただし、竪穴住居11は廃絶埋没後、古墳時代の竪穴住居22・23により切られて

しまいその結果遺存状況としては僅かに住居の約 1/4北東隅が検出されたにすぎない。

住居は、海抜3.00m前後のレベルにおいて先ず土器の比較的多量な、ほとんど 1か所への集

中によりその存在が確認された。

検出された住居は、東西• 南北方向を基調とした、肩を比較的直線的に伸ばすもので、全体

についての詳細は不鮮明ながらおおむね方形もしくは長方形の平面形態であったものと推測さ

れる。

住居は、床面および覆土中に比較的まとまった状態で土器の一括遺存を確認したが、住居に

伴う壁体溝・ 柱穴等の検出はできなかった。ただし、住居北側の床面の一部において赤褐色に

被熱した火所と考えられる焼土が面として確認された。規模は、長さ50cm、幅30cmを測り、楕

円形を呈するものであった。また、この他にも床面からは小規模ながら被熱面が見られ、これ

には小片ながら獣骨の共伴も認められた。

出土遺物には、壺、甕、高杯、鉢、台付鉢の器種が認められた。

壺67は、直立する短頸壺で外面肩部に

はタテハケの後横方向にハケメ調整が施さ

れている。 68は、上半部を欠くが外面に

は斜め方向のタタキ痕跡が見られる。

甕には、在地産と考えられる口縁部を上

方に拡張したもの73・74・75と口縁部が

断面「く」字状で体部外面にタタキを残す

もの70・7-1・76・77・78・79の大きく 2

者の共伴が見られた。 80は、口縁部を上

方に長く拡張し、外面肩部には横方向にハ

ケメが施されている。胎土も全体に白色を

基調とする等、山陰地方からの搬入品の可

能性を示唆している。

高杯81は、口縁部が僅かながら長くな

り、内外面ともに丁寧な横方向のヘラミガ

キが施される。 82は、内湾気味の受部に

比較的長く外反する口縁部を有し、受部面

~ 
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1. 黄色粘質土 2. 暗茶褐色粘質土
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1. 足守川加茂A遺跡
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第29図 竪穴住居11出土遺物① (1/4) 
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84 
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1fcm 

第30図竪穴住居11出土遺物② (1/4) 

にはヘラによるケズリ調整が観察された。

鉢83は、底部外面にヘラケズリによる調整が見られ、新相を示す。 84・86は、いずれも外

面にタタキを残す。 85は、胎土中に

角閃石と雲母を含む。
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2. 焼土混層士

以上の士器の在り方から竪穴住居11

の時期は、 83の在り方に若干の疑念

はあるもののその他の土器型式が、オ

ノ町段階に比定されることで弥生時代

後期後半の範疇で考えたい。

竪穴住居12(第15・31図）

口
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第31図 竪穴住居12(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

竪穴住居12は、第 1調査区の南端部付近に位置する。

住居は、北西部分を古墳時代の竪穴住居23に切られた状態で、海抜2.45mで平面が検出され

た。遺構の遺存状態は不良で全体像は判然としないが、遺存する状況から推測される構造は隅

丸方形もしくは隅丸長方形が考えられる。

床面には、壁体溝が見られず、柱穴も僅かに 1本が検出できたにすぎない。床面には、全体

に炭の堆積が、また南側コーナ一部分には焼土と炭の集中が認められた。

時期は、出土した 2点の甕がオノ町段階に比定され、おおむね弥生時代後期後半への位置づ

けがなされよう。 （島崎）

竪穴住居13(第15・32・33図、写真図版 7)

第2調査区の北端で検出された住居である。本遺構は竪穴住居24・25・26に切られており、

検出されたのは住居の北東コーナ一部分のみである。規模は不明であるが、 1辺が約 4----Sm

の隅丸方形を呈する住居であったと思われる。遺構は海抜2.3mで検出され、壁高は床面から

約20cmを測り、全体に保存状態が悪い。

遺物の出土量は多くはないが、床面上で弥生土器が出土している。 89は壺、 90は甕、 91--.... 

95は高杯である。 89は口径20.8cmを測る。口縁部外面には 3条の凹線文がみられ、胴部外面に

はヘラミガキがみられる。胴部外面

にはタテ方向のハケメが施され、胴

下半部にはヘラミガキがみられる。
こ::.:―:::: 之ご亡ご

250cm 

＂^ト・ m
 

2
i
 

第32図竪穴住居13(1/60) 

内面にはヨコ方向のヘラケズリがみ

られる。 90は口径15.2cmを測る。ロ

縁端部は上に拡張し、やや内傾する

が、外面には 3条の凹線文がみられ

る。 91は口径18.5cmを測り、器壁内

外面にはヨコ方向のヘラミガキ調整

がなされている。色調は橙色を呈す

る。出士遺物からみて弥生時代後期

後半の時期（オノ町）に比定される。

竪穴住居14(第15・34-36図）

第2調査区のほぼ中央部で、竪穴

住居30と切り合う状態で検出された

住居である。床面レベルは竪穴住居

30より 20cm程低い。検出された遺構

-64-



第 2章第 2節弥生時代後期後半の遺構・遺物
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｀ 第33図竪穴住居13出土遺物 (1/4)

レベルは海抜2.4mで、遺構全体の約 1/2弱であり、大部分は調査区外となる。平面プラン

は西と北側にコーナーが認められることから、隅丸方形の竪穴住居が復元可能であり、その規

模は長径約 4m短径3.5m、の住居であったと考えられる。

住居は海抜2.4mで検出され、壁高は床面から約20cmを測り、保存状態は悪い。床面には住

居に伴う遺構としては柱穴のみである。この柱穴掘り方は径60cm、深さ55cmを測る。恐らく、

4本柱で構成されるうちの 1本と思われる。断面観察によると、埋土は黒褐色の粘質土であり、

床面には貼床層が認められている。

遺物は床面直上及び貼床面においてかなり多量の土器が出土している。床面直上においては

96・97・116が出tした。 96は口径19cmの高杯である。内外面とも横方向のヘラミガキ調整が

なされている。胎士には砂粒がみられない。 97は口径16cmの甕である。口縁外面には 4条の

沈線が施され、胴部内面は横方向のヘラケズリがみられる。 116は器台の胴部破片である。大

きさはlOX12cm程で、この破片の左右には方形の透し穴のヘラ痕跡が認められる。外面には縦

方向のハケメ調整後、縦方向のヘラミガキがなされている。このような器面調整がなされた後

に、 2個体の線刻絵画と凹線文が施されている。器壁内面は縦方向のヘラケズリがみられる。

胎土内には長石、雲母がみられる。色調は外面が橙色、内面はにぶい赤褐色、断面は褐灰色を

呈している。

-65-

， 



l. 足守川加茂A遺跡

2個体の線刻絵画は、いづれも鋭利なヘラ状工具によって描かれている。

中央に描かれた絵画は、頭部をハート形に表現され、顔面には細長い目と口を描いている。

胴部は四つ足動物の形態を呈し、前後の足と尻尾、鱗らしきものが表現されるという全体には

抽象化された絵画ということができる。このように、顔は人面を表し、胴部を蛇、竜もしくは

獣を表現した可能性があることから、「人面蛇体」、「蛇体人面文」あるいは「人面獣」絵画土

器と呼ばれてきたが、ここでは、人面に竜体を表現する線刻画としておきたい。

上部に描かれた線刻絵画は欠損しているため、全容は不明であるが、前足、後足及び尻尾の

ようなものが表現されていることから、鹿の可能性をもつものである。

貼床面からの土器は甕98-100・110-112、壺101・107-109、高杯102-106、製塩土器

114、鉢115がある。甕には口径、器高によっ

て大小の 2種類に大別できる。 100は口径11cm

を測る。口縁は内傾する。胴部外面には縦方向

のハケナデの後、斜め方向のヘラミガキが部分

的にみられる。内面はヘラケズリである。 112

は口径12.1cm、器高13.7cm、底部径6.4cmを測る。

口縁部には 2条の退化した凹線がある。胴部外

面には 2種類の調整がみられる。すなわち、上

半部には横方向の細いヘラミガキ、下半部には

縦方向のヘラミガキがみられる。なお、底部に

ば焼成後の穿孔があり、胴部外面には黒斑と媒

の付着がみられた。 98は口径16.2cmを測る。ロ

縁部は上方に拡張し、外面には 5条の沈線がみ

られる。 99は口径14.8cmを測る。口縁部は上方

に垂直にのび、外面には 5条の沈線がみられる。

110は口径15.0cmを測り、口縁部は内傾し、外

面には 4条の浅い沈線がめぐる。頸部付近の外

面にはヨコナデ、胴下半部には縦方向のヘラミ

ガキ調整がみられる。内面には横方向のヘラケ

ズリ後のナデ調整がみられる。 11 1は口径15.0

cmを測る。口縁部は上方に拡張し、端部はやや

外反する。外面には 6条の沈線がみられる。胴

部外面には縦、斜め方向のハケメが、内面の頸

@) 

寧

゜
2m 
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第34図竪穴住居14(1/60) 
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第35図竪穴住居14出土遺物① (1/4) 
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第36図 竪穴住居14出土遺物② (1/4・1 /2) 
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第2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

部近くは指押えの圧痕、下半部には横方向のヘラケズリがみられる。色調は外面がにぶい橙色

を呈し、焼成は良好である。 101は口縁部が上方に外反しながら拡張する複合口縁の壺である。

口径は18.8cm、器高35.8cm、底部径8.9cmで胴部の最大径は30.5cmを測る。口縁部外面には 5条

の浅い沈線がめぐる。胴部外面では、上半部がハケナデ後に縦方向のヘラミガキがなされ、

所々に指押え痕がみられる。下半部は器壁が剥離しているが、縦方向のヘラミガキがみられる。

胴部内面は、頸部付近において指ナデが、下半部には横方向のヘラケズリがみられる。なお、

胴部中位から底部にかけて黒斑がみられる。ほぼ完形品である。 107は口径14.8cmを測る。ロ

縁部は上方に拡張するが内傾する複合口縁の壺である。胴部外面には横方向のヘラミガキ、内

面には横方向のヘラケズリがみられる。胴下半部に煤が付着している。 108は口径15.8cmを測

る。口縁は上方に拡張する。外面はナデによる調整が、内面にはヘラミガキによる調整がなさ

れている。高杯は杯部の形態から 2種類みられる。 102は口径21.2cmを測る。杯部から稜をも

って外反しながら立上がり、外方向に拡張し、平坦部には浅い 4条の凹線文がみられる。内外

面にはヘラミガキがみられる。なお、内面には丹塗りが施されている。 103は口径19.2cmを測

る高杯である。杯部から稜をもって立上がるが、あまり外反しない。口縁部立上がりの高さが

受部に比べて高い。脚部は短脚で屈曲部をもち、 2個の円孔がみられる。恐らく 4孔と思われ

る。口縁部の内外面は横方向のヘラミガキが、受部の外面は縦方向のヘラミガキの後、横方向

のヘラミガキがなされている。内面は縦方向のハケナデ後、横方向のヘ

ラミガキがみられる。脚部には面取り後、横方向のヘラミガキがなされ

ている。丁寧なつくりである。 104~106は高杯の脚部である。いづれ

も短脚で、屈曲部をもち、 4個の円孔がみられる。脚端は丸みをもつが、

106のように面をもち、沈線をめぐらすものもある。 114は製塩土器の

脚部である。底部径は5.2cmを測る。外面調整は指押え、内面は指ナデで

三
I I 

117 

閉an

~Ml 

゜一2cm 

第37図 竪穴住居15(1/60) ・出土遺物 (1/4• 1 /1) 
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1. 足守川加茂A遺跡

ある。色調は内外面とも淡橙色を呈する。 115は口径45.4cm、胴部最大径43.5cmを測る大型の

鉢である。口縁部は上方に拡張するが、やや内傾する。外面には 5条の浅い沈線がみられる。

胴部外面の調整はヨコナデと縦方向のヘラミガキが、内面は指押えとヘラケズリの後に横方向

のヘラミガキがみられる。

これらの土器からこの住居の年代は弥生時代後期終末のオノ町段階のものと思われる。

竪穴住居15(第15・37図）

第2調査区の中央部で、竪穴住居30と切り合う状態で

検出された住居である。床面レベルは竪穴住居30より 30

cm程低い。検出された住居はコーナ一部分のみであり、

大部分が調査区外となる。平面プランからみて、隅丸方

形の竪穴住居と考えられる。遺構検出レベルは海抜2.5

mで、壁高は床面から45cmを測る。床面及び士層断面で

は壁体溝はみとめられなかった。

遺物は甕117と銅鏃M1が出土している。 117は口径

14.0cmを測る。口縁端部は上方に拡張し、外面には浅い

凹線文が3条みられる。胴部外面の調整は、上半部でヨ

_._____,,,..,, I 
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第38図 竪穴住居16(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

コナデ、下半部は縦方向のヘラミガキがみられる。内面の

上半部は横方向のヘラケズリ、下半部は斜め方向のヘラケ

ズリがみられる。色調はにぶい橙色を呈する。 Mlは銅質

があまり良くないが、鏃身には鏑がみられる。最大長は23

mm、最大幅llmm、最大厚 4mm、重さ3,105gを測り、色調

は明緑色を呈する。時期は弥生時代後期終末のオノ町段階

に位置づけられる。

竪穴住居16(第15・38図）

第 2調査区の中央部で、竪穴住居31に切られる状態で検

出された住居である。床面レベルは竪穴住居31より 10cm程

高い。検出されたのはコーナ一部分のみであり、大部分は

調査区外に存在する。平面プランからみて、方形を呈する

ー一ーニ---:____以
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こ冒二` 124 

~~125 
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B― 280cm 
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第39図 竪穴住居17(1/60) ・出土遺物 (1/4•1/2)

が、規模は不明である。遣構の検出レベルは海抜2.85mで、壁高は床面から35cmを測る。床面

及び土層断面では壁体溝はみられない。

遺物は高杯118--120、鉢121、122が床面直上で出土している。 118・119の口縁部は杯から

稜をもって外反しながら立上がる。脚部はいづれも短脚で屈曲部をもち、 4個の円孔をもつも

のと思われる。器壁の内外面には丁寧なヘラミガキによる調整がみられる。 120は胎土中に金

雲母を含み、特殊器台などと同じ色調をするものである。外面は丹塗りである。 121は口径

13.4cm、器高8.1cm、底径3.4cmを測り、胎土中に少量の金雲母を含む鉢である。 122は口径13.8

cm、器高16.4cm、底径6.6cmを測り、胎土中に長石、石英、角閃石を多く含む小型の鉢である。

時期は弥生時代後期終末のオノ町段階に位置づけられる。
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1'足守川加茂A遺跡

竪穴住居17(第15・39図、写真図版8)

第 2調査区の中央よりやや南で、竪穴住居18と切り合う状態で検出された住居である。床面

レベルは竪穴住居18より 5cm程高い。検出されたのはコーナ一部分であり、大部分は調査区外

となる。平面プランからみて、方形を呈するものと思われるが、規模は不明である。遺構の検

出レベルは海抜2.8mで、壁高は床面から約50cmを測る。床面の壁沿いには壁体溝がみられる。

遺物は床面から、甕123・124、壺125、鉢126、土製紡錘車C1が出土した。甕は口縁部が

上方に拡張するが、やや内傾し、外面には浅い凹線文がみられる。 125は壺の頸部である。胎

土中に金雲母、石英が多量に含まれ、外面には丹塗りが施されている。 Clは最大径3.0cm、

最大厚0.4cmを測り、重さ4.04gを測る。時期は弥生時代後期終末に位置づけられる。

竪穴住居18(第15・41図、写真図版 8)

第 2調査区の中央よりやや南で、竪穴住居17と切り合う状態で検出された住居である。検出

されたのは約 1/4程である。平面プランは隅丸方形を呈し、その規模は 1辺が約 4mである。

遺構の検出レベルは海抜2.5mで、壁高は床面から約25cmを測る。床面及び士層断面において

壁体溝は確認されなかったが、住居に伴う遺構としては柱穴がある。柱穴掘り方は径25cm、深

さは53cmを測り、埋土は黒褐色の粘質土である。

遺物は壺127----129、高杯130、甕131が床面から出土している。 127の口縁部は短い頸部か

ら鋭く外反し、さらに上方に伸びる。外面は横方向のヘラミガキを施した後、ヨコナデがみら

れる。頸部下には斜め方向のヘラミガキがみられた。内面は指ナデを施した後、ヘラミガキと

ヘラケズリがなされている。 128の口縁部は「ハ」字状に開く頸部から外反し、さらに上方に

拡張する複合口縁である。口縁の外面は横ナデを施すが、ヘラミガキが若干みられる。頸部は

ヘラケズリ、下半にはハケによる調整、横方向のヘラミガキがなされている。頸部内面はハケ

状工具による調整がみられる。 129は短い頸部から外反して上方に拡張する複合口縁の壺であ

る。頸部外面はヘラミガキ、内面にはヘラケズリが施されている。 130は内外面とも丁寧なへ

。
4m 

第40図竪穴住居17• 18• 19• 32 (1 /1 20) 
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ラミガキの調整が施されている。胎土は水漉粘土を使

用している。 131の口縁部は外反し、複合口縁を呈す

る。胴部外面には斜め方向のハケによる調整が施され、

内面上半は横方向のヘラケズリ、底部付近は縦方向の

ヘラケズリが施されている。 127は周辺地域、 131は

山陰地方からの搬入品と思われる。遣物は古墳時代初

頭のものが大部分であるが、遺構の切り合い関係など

からみて、弥生時代終末のオノ町段階に位置づけられ

ると思われる。

128 

129 

10an 

第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構，遺物

260cm 

~m 

1. 暗灰黄色粘質土

2. 暗黄褐色粘質微砂

3. 黒掲色上

第41図 竪穴住居18(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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1 . 足守川加茂A遺跡

竪穴住居19(第15・42-44図、写真図版8)

第2調査区の中央よりやや南で、竪穴住居32に切られる状態で検出された住居である。検出

されたのは約 2/3程である。平面プランは隅丸方形を呈し、その規模は 1辺が約4.5m程で

ある。遺構の検出レベルは海抜2.4mで、壁高は床面から約20cmを測る。埋土は 7層に区分さ

れるが、灰黄色と暗灰色粘質土に大別される。住居に伴う遺構としては柱穴 3本が検出されて

i::cil 

.K 

~1 IID A― 

c~ ご戸二三—―一牢~
i m

 
2
l
 1. 灰黄色粘質土 4. 暗黄褐色粘質土

2. 暗黄褐色粘質士 5. 暗褐色粘質土 7. 暗灰色粘質土

3. 灰黄色微砂混り土 6. 暗灰黄色微砂混り土 8. 暗灰色粘質微砂混り土

第42図竪穴住居19(1 /60) 

-74-



第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

いるが、 4本柱で構成される竪穴住居と思われる。検出された柱穴掘り方は40X50cm程で、深

さは15----20cmと浅く、柱痕跡は確認することができなかった。なお、床面及び土層断面におい

て壁体溝の確認はできなかった。

遺物は床面の上、下層において出土している。主な下層遺物としては、器台132、甕133・

153----156、高杯134、ミニチュア土器135、壺136・137がある。 132は「く」字状に上下に開

く受部と脚部をもつもので、受部の内外面は縦のヘラミガキが施され、脚部外面は縦のヘラミ

ガキ、内面は横のナデ調整がみられる。 133の口縁部は頸部から急に外反する。~面はヨコナ

デ、胴部内面はヘラケズリが施されている。 136・137は複合口縁を呈する壺で、 136の口縁端

部はやや外反する。 137の胴部外面にはハケ調整が一部みられ、内面は横のヘラケズリが施さ

れている。 153----156は口縁端部が上方に拡張するが内傾する。外面には 5条の凹線文がある。

胴部外面はヘラミガキ調整のもの153・154・156とハケナデ調整のもの155があり、内面はヘ

ラケズリ調整がされている。

床面上層からは石器、土器、士製品が出土している。石器は S3が敲石、 S4・S 5が石錘

である。石錘は有溝のものと両端を加工しただけのものの 2種類で、その重量は約50gである。

C2は有孔の土錘で、重量は92.5gである。上器は高杯138.......,141、壺142、鉢143、甕144・

147、製塩土器148.......,152などが出士している。 138は高杯の脚部で、脚端は面となり、浅い凹

線がみられる。外面はヘラミガキ、内面は横のヘラケズリ調整がみられる。円孔は下段に 3個、

上段に 3個が穿たれていたようである。なお、外面は丹塗りされている。 139・140は短脚で

屈曲部をもち、 4個の円孔が穿たれている。脚柱外面はヘラ状工具による面取りが施され、裾

部はヘラミガキ調整がなされている。 141は口縁部が斜め外方にほぽ真直ぐに延びるもので、

内外面は横のヘラミガキ調整が丁寧になされている。 142の外面はハケナデ後に櫛描の波状文

を施し、その上に鋸歯文を描いている。端部には部分的に刺突文がみられる。内面はハケナデ

調整がなされている。甕は口縁部の形態から 2種類に分けられる。 144・145は「く」字状に

外反する口縁部から端部をわずかに上方に拡張し、丸くおさめている。 144の胴部外面は縦の

ヘラミガキ、内面は横のヘラケズリ調整が行われている。 146は「く」字状に外反する口縁部

をそのまま丸くおさめる。胴部外面は横のタタキが行なわれ、下半部はさらに縦のハケメによ

る調整がみられる。内面は横のヘラケズリである。 147も146と同じ形態をとるが、口縁端部

がわずかに斜め上方に拡張し、鋭くおさめている。胴部外面は斜め方向のタタキ、内面は指押

えとナデによる調整がなされている。

このように、住居内からは弥生時代後期前半、後半、古墳時代前平期の遺物が出土している

が、遺構の切り合い関係、遺構平面プランなどからみて弥生時代後期終末の時期に位置づけら

れるものと考えられる。
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第43図竪穴住居19出土遺物① (1/4・1/3) 
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第44図 竪穴住居19出土遺物② (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡

竪穴住居20(第15・45図）

第 2調査区の南端部で、竪穴住居33、35に切られる状態で検出されたため、遺構の平面プラ

ン、規模は不明である。

遺物は床面から高杯161、甕159・160・1 62、鉢163、壺157・158が出土している。高杯は

口縁が外に大きく開き、外面は縦のヘラミガキがみられる。甕は口縁端部が上方に拡張するが

内傾する。 157は長頸壺である。口縁端部はわずかに上下に拡張する。口縁部には 2列の刺突

文がめぐる。頸部外面は縦のハケナデ調整後沈線をめぐらす。沈線は左回りで施されている。

内面は上半部が横のヘラミガキ、下半部は横のハケナデ調整がされている。 158は口径32cmを

測り、いわゆる複合口縁を呈する壺である。口縁部はやや斜め上方に延び、端部は面をもつ。

外面は横のヘラミガキ調整後、上部に山形文、下部に鋸歯文をめぐらす。内面は横のヘラミガ

キ、頸部内面は横ナデ調整がみられる。 M2は鉄鏃である。時期は遺物からみて弥生時代後期

終末のオノ町段階に位置づけられるものと考えられる。 （松本）

芦
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第45図 竪穴住居20(1/60) ・出土遺物 (1/4・1/2)
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第2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

(2) 土塘

土壊 4 (第15・46図）

第1調査区の中央やや北寄りに位置する。竪穴住居 8に

南側の一部が切られた状態で検出された。

平面形は、長軸90cm、幅82cmの楕円形に復元され、検出

面からの深さ30cmを測った。

出士遺物は、小破片であるが甕、高杯が確認された。

時期は、土器が上東• 鬼川市皿式に比定されることで、

弥生時代後期後半への位置づけができる。

土壊 5-(第15・47図）

290cm 

/
 

O-
lm 

166 

閉cm

第46図 土壊4 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

第1調査区の南端部において一部調査区外にかかって検

出された。

平面的には南北に長い楕円形を呈し、ほぼ垂直に堀底へ

と壁を落とすものである。

出土遺物には、甕、鉢がみられ、時期的には弥生時代後

期後半に比定されよう。 （島崎）
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.ヽ / ___ , 
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~ 11/crn 

1. 灰褐色土

2. 灰茶褐色土

゜
lm 

3. 黄褐色土

4. 茶色士 5. 暗茶褐色粘質土 6. 黄茶褐色土

第47図 土壌 5 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

土壌 6 (第15・48図）

第2調査区の北端寄りで、土城 7に一部切られ

る状態で検出された。土城の規模は長径1.28m、

短径86cmの不整形な長方形を呈し、深さは検出面

から約60cmを測る袋状の土城である。底面は平坦

である。

遺物は甕169・170、高杯171・172、直口壺

174、鉢173などが出土している。時期は出土遺

物からみて、弥生時代後期後半の上東• 鬼川市III

式に位置づけられる遺構と思われる。
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第48図 土壊 6 (1/30) 
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第2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土塘 7 (第15・49図）

土城 6を切っている遺構である。約 1/2程が調

査区外となるため、規模は不明であるが、深さは検

出面から約15cmを測る長楕円形のものである。

遺物は甕175、高杯176・177が出土している。時

175 

鬱~f~ご三
176 177 

゜
lm '1= 

第49図 土塘 7 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

期は遺物からみて、弥生時代後期後半の上東・鬼川市皿式に位置づけられる。

土壊 8 (第15・50図）

土城 9の北隣りに位置する。土城の規模は長辺1.05m、短辺68.crnの不整形な長方形を呈し、

底面がほぽ中央部で段差をもつ。深さは検出面から最深部で約50cmを測る。

~1~ 
i

口／

178 

179 

。
1m lOQII 

第50図 土壌 8 (1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡

___,}jcm 

第51図 土壊 8出土遺物② (1/4) 

遺物は甕178・179・181、壺180、器台182が出土している。なお、 178と179は同一個体と思われ

る。時期は遺物からみて、弥生時代後期後半の上東・鬼川市III式に位置づけられるものと思われる。

土壊 9 （第15·52~55図）

第 2調査区の中央より北、土城 8、11などが検出された場所である。これらの土城が検出さ

れた範囲は比較的に土城が集中しているが、その中でも特に大きな土壊であった。この土城の

大部分は調査区外となるため、規模、形態が正確にはわからないが、調査範囲内における規模

は長径2.10m、短径80cmを測るが、実際はまだ大きな遺構であったと思われる。深さは検出面
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1. 暗黄褐色細砂

2. 貝層

3. 黄褐色微砂

4. 暗黄灰色微砂

5. 黄灰色微砂

6. 暗黄色細砂

7. 貝層

8. 暗灰色粘質土

第52図 土壌 9(1 /30) 
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第2章第2節弥生時代後期後半の遺構・遣物

から最深部までが約1.00mを測り、平面形は恐らく隅丸方形を呈するものと思われる。埋土は

大きく 8層に区分され、最上層には暗黄褐色の細砂がみられた。断面観察によれば、貝層は上

層貝層（第 2層）と下層貝層（第 7層）に分離でき、上層貝層ではヤマトシジミ、ハイガイが

多量に堆積し、下層貝層ではヤマトシジミと少量のハイガイのみであった。遺物は土器、石器

が出土しているが、下層貝塚に比べて、上層貝層内で圧倒的に多く出土している。

上層出土は壺183-----186・189、甕187・188・190-----194、高杯195・196-----198・201、器台197、

鉢202、石槍S6、管玉S7などがある。 183は長頸壺である。口縁部、底部が欠損しているが、

頸部には 8条の沈線がめぐり、その下部にはヘラ状工具による刺突をめぐらしている。頸部内

面は横ナデ及び指オサエ、胴部外面は縦のヘラミガキ、内面は横のヘラケズリ、底部付近は縦

のヘラケズリによる調整がなされている。なお、胴部外面には黒斑がみられる。 184------186・189

は短頸の壺である。 185は「く」字状に外反した口縁部から端部を上、下ともわずかに拡張し、

肩が大きく張る器形である。口縁端面には 5条の櫛描沈線がめぐる。胴部外面はハケナデの後、

縦のヘラミガキ、内面は横のヘラケズリにる調整がみられる。胴部上半には黒斑がみられる。

189は口径15.9cm、底径10.4cm、器高36.0cm、胴部最大径35cmを測る壺である。形態は「く」字

状に外反した口縁部から端部を上方に1.5cm程拡張し、下方はわずか拡張し、肩が胴部中央で

大きく張るものである。口縁端面は横ナデ、頸部外面は縦のハケメがなされ、胴部外面はハケ

による調整後、斜めと縦のヘラミガキが施されている。内面の胴部上位は指押え、中位は横の

ヘラケズリ、下位は縦のヘラケズリによる調整である。底部外面もヘラミガキである。なお、

胴部下半に黒斑がみられる。甕は無台のものと 194のような台付のものの二種類がみられ、ロ

縁部の形態からは187と188と193の3形態がみられる。 194は「く」字状に外反した口縁部から

端部を上、下方にわずかに拡張する。胴部内外面は横、斜めのヘラミガキによる調整が丁寧に

なされている。なお、台部には 2個の円孔がみられる。高杯は口縁部の形態から 3種類あり、

脚部は長脚のもの196と短脚に分類される。 196は口径25.2cmを測る。口縁部は大きく外反し、

端部は丸く収める。口縁部と杯部の境は稜をもつ。口縁部外面は波状のヘラミガキ、杯部上位

には横のヘラミガキ、下位は縦のヘラミガキによる調整がみられる。口縁部内面は波状のヘラ

ミガキ、杯部上位は横のヘラミガキ、下位は放射状のヘラミガキが施されている。 197は口径

14cmの小型器台と思われる。口縁端部には浅い 1条の条線がめぐる。外面は縦のハケナデ後に

ヘラミガキ、内面も縦のヘラミガキが施されている。胎土内には金雲母が多量に含まれている。

また、外面は丹塗りである。 S6は先端部が折損している石槍である。剥片から製作されたも

ので、両面と両側縁に調整がみられる。 S7は全長3.1cm、厚さ0.9cmの碧玉製の管玉であり、

穿孔は片方からのみ実施している。

下層貝層出土の遺物には、壺203・204、器台205、高杯206---209、鉢210、壺211などがある。
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第2章第2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

~p~ —/ 
195 

200 

202 ~ 1Dcm 
201 

第54図土壊9出土遺物② (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡

203には突帯が 1条みられ、外面は丹塗

りである。胎土内には金雲母がみられる

が、 204に比較すれば少ない。 204は外面

が丹塗りで、胎土内に多量の金雲母を含

む。 203・204とも脚付の長頸壺である。

205は口径19.8cmを測る小型器台である。

口縁端面には 5条の凹線がめぐり、内外

面とも丹塗りである。なお、胎土内には

少量の金雲母が含まれている。高杯は弥

生時代後期前半と後期後半の 2種類があ

る。 206-------208は口縁部が大きく外反し、

端部を丸く収め、口縁部と杯部の境には

稜をもつ。 211は口径12cmを測る。口縁

部は上、下に拡張するが、下方はわずか

◎
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第55図土壊9出土遺物③ (1/2• 1/1・1/4)
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第2章第 2節弥生時代後期後半の遺構・遺物

である。胴部外面は縦のハケナデの後、横、斜

めのヘラミガキ、頸部内面は横のヘラミガキ、

胴部内面には横のヘラケズリとヘラミガキが施

されている。時期は遺物からみて弥生時代後期

後半の上東・鬼川市1II式に位置づけられる。

土塀10(第15・56図）

第 2調査区中央よりやや北、土城 8の西で検

出された遺構である。土城は柱穴と切り合って

いるため、規模は長径約90cm、短径70cm程の不

整形な楕円を呈していたと思われる。深さは検

出面から約40cmを測り、底面はほぼ平坦である。 ゜
lm 

212 
213 

~1戸
10cm 

217 

第56図 土壊10(1 /30) ・出土遺物 (1/4)

遺物は壺212、甕213・214、高杯215.-....217などが出土している。 212は長頸壺で、口縁端部

は上下に拡張するものである。端面にはナデによる調整、頸部外面には縦のハケメを施し、さら

に等間隔に凹線を入れている。 215は口径23.2cmを測る高杯である。口縁部が斜め上方に外反

して立ちあがる杯部である。水漉粘土を使用している。 216は杯部内面に段を有するもので、

小形器台の可能性もある。時期は弥生時代後期後半の上東• 鬼川市皿式に位置づけられる。

土壊11 (第15・57図）

土堀12の東に位置する。士城は柱穴と切り合う状態で検出されたが、長径約80cm、短径70cm
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1. 足守川加茂A遺跡

218 
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゜
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第57図土壊11 (1 /30)・ 出土遺物 (1/4)

の楕円形を呈する。深さは検出面から約30cmを測り、底面は平坦である。

遺物は装飾付の高杯218、甕219・220が出土している。 218は脚裾部で、円孔が上、下段に

4個ずつ穿たれている。外面には 1単位が5条の櫛描波状文が描かれている。胎土内には長石、

角閃石、雲母などが多量に含まれている。時期は遺物からみて、弥生時代後期後半から終末の

段階に位置づけられる遺構と思われる。

土壊12(第15・58図）

土堀14の北東で検出された遺構である。土城の規模は長径が約l.OOm、短径80cmを測る不整

ローー ／ミ
221 

旦 二 〈
222 

｀
 

凸
224 

223 

゜
1m 

10cm 

第58図土壊12(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2!): 第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

形な楕円形を呈する。深さは検出面から約50cmで、底面は平坦。

遺物は甕221・222、高杯223、手捏土器224が出土してい

る。時期は出土遺物からみて弥生時代後期終末のオノ町段 ＿ 

階に位置づけられる。

土壊13(第15・59図）

第2調査区の中央よりやや北側で検出された。土城の規模
~ 

は長径80cm、短径70cmを測り、平面形は不整形な円形を呈し

ている。深さは検出面から80cmで、底面は平坦である。掘り

方もほぽ垂直に近いものである。

遺物は高杯225・229・230、甕226・227、鉢228・231が出

土している。 225は口縁部が外反し、端部は丸くおさめる。

杯部はやや湾曲し浅く、口縁部と杯部との境に稜をもつ。脚

柱はやや短脚で、屈曲部をもち、 4個の円孔が穿たれている。゜
lm 
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第59図 土壊13(1 /30) ・出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

脚部内面以外は全て縦のヘラミガキによる調整がみられる。脚

部内面にはシボリ痕跡がみられる。 231は推定口径44.0cmを測る

大型の鉢である。口縁端部は欠損しているが、口縁は短く、端

面には退化凹線をめぐらすものである。胴部内外面はハケナデ

後に横のヘラミガキ調整がみられる。時期は遺物からみて、弥

生時代後期後半の上東・鬼川市III式に位置づけられる。

土墟14(第15・60図）

土城15の北隣りに位置する。土城は調査区外に延びるが、

l辺が80cmの正方形を呈する遺構と思われる。深さは検出面

から約50cmを測るが、底面中央が高くなる上底となっている。

掘り方はほぼ垂直である。遺物は甕232、高杯233・234、直

口壺235が出土している。時期は遺物からみて、弥生時代後期

後半の上東・鬼川市m式に位置づけられる。

0 50cm 一
232 
~ 

233 

10cm 

第60図 土壊14(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壌15(第15・61図）

234 

235 

土城14の南隣りに位置する。土壊は調査区外に延びるが、短径40cmを測る長方形の遺構と思

われる。深さは検出面から40cmで、底面は平坦である。

遺物は高杯などが出土した。 237は短脚である。 236は小型器台の脚部の可能性がある。時

期は遺物からみて弥生時代後期後半に位置づけられる。

土壊16(第15・62図）

第 2調査区の中央よりやや南、竪穴住居19の上層で検出された。土城は調査区外に延びるが、

短径は80cmを測る長方形の遺構と思われる。深さは検出面から約28cmで、底面が平坦になる。
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第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

寧

。
lm 

遺物は壺239、甕240、器台241、手捏土器242があ

る。 241の器台部は「ハ」字状にゆるやかに広がる。

242は手捏の皿形を呈するもので、口縁部は波状にな

っている。時期は遺物からみて弥生時代後期終末のオ

ノ町段階に位置づけられるものと思われる。

土塘17(第15・63図）

第 2調査区の中央よりやや南で、竪穴住居18の下層

で検出された。土壊の規模は長径90cm、短径80cmの不

三 三
236 

こ―-237 

~ 
238 

閉cm

第61図 土壊15 (1 /30) ・出土遺物 (1/4)
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第62図土壊16(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂 A遺跡

整形な楕円形を呈し、深さは検出面から20cmを測る。底面は柱穴に切られているが、平坦であ

る。

遺物は鉢243・248、甕244・245、高杯246・247が出土している。時期は遺物からみて、弥

生時代後期終末の段階に位置づけられる。

三

246 

243 

247 

。
1m 閉cm

第63図 土壊17(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊18(第15・64図）

竪穴住居19の北で検出された。約 1/2程が調査区外となるため、規模は不明であるが、長

径は約1.10mを測る不整形な方形を呈する。深さは検出面か

ら約30cmを測り、底面は平坦である。

遺物は甕249・250、未使用の製塩土器が出土している。

時期は弥生時代後期後半に位置づけられる。 （松本）

辛
ゲ 9

~~ 一
__ !; 叫

250 251 

IQan 

第64図 土壊18(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 2節 弥生時代後期後半の遺構・遣物

(3) 包含層出土の遺物（第65......,68図）

弥生時代後半後期の遺構に伴わない遺物としては、掲載困難な程の多量の壺、甕、高杯、鉢、

器台等の土器と石器• 石製品が存在したが、ここでは注目される遺物を中心に報告する。

壺には、それまでの長頸壺の系譜化にあって口縁部がさらに一段と長く拡張したもの252、

在地の系譜にみられない254・255、さらには特殊壺253の存在が認められた。 254は内面にヘ

ラケズリが見られずハケメ調整がなされており、胎士中には雲母の混和が見られた。 255はロ

縁部外面にヘラによる沈線が丁寧に巡らされ、胎土中には角閃石・ 雲母の混和が認められた。

いずれも搬入品の可能性が高いと考える。 253は、口縁部端部が上に長く拡張したもので、外

面には単位不明ながらヘラ描きによる沈線が全面にわたって施され、さらに内・外面には丹が

塗られていた。また特殊壺を根拠づける角閃石の混和が胎土中において確認された。

甕は、胴部外面にタタキを残すものがあり、 260には欠損するものの口縁部の一部に注ぎ口

状に段痕跡が見られる。

高杯は、全体に大きさが縮小傾向にあり、脚部支柱も短脚化している。

~ 三/
255 

三~56

257 

閉m

第65図包合層出土遺物① (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡

鉢には、大・小の器種が見られた。比較的中位の部類に属すと見られる261・262は底部の

形状の違いにより新旧が認められる。 262は、底部平底で口縁部は端部を上方に拡張し、 2-61

より型式的に古いものである。口縁部内面の一部に注ぎ口状の浅い溝が見られた。注目される

のは、内面に朱の遺存が砂粒の移動痕跡中に微量ながら看取され、この鉢が水銀朱の生産にか

かわっていたことが知られる。この胎土中には、長石の他に角閃石の混和が見られた。土器は

比較的丁寧に作られており内・外面にはヘラミガキによる丁寧な調整が認められた。 261は、

口縁端部の上方への拡張はないが、底部は平底をとどめないことで、 262より後出である。小

型の263は、口縁端部を拡張するが底部は丸い。底部には、外面からの穿孔が認められ、円形

の穴が開けられていた。 264の胎土中には、雲母と角閃石の混和が見られた。

器台は、普通器台と小型で胎土中に雲母の混和および外面への丹の塗布がなされているもの

の存在が見られた。 266は、普通器台の中でも小型の部類に属するものの、口縁部外面には線

刻による鋸歯文が巡らされていた。 267は、口縁部の遺存でしかないため全体の形状は不明で

ある。比較的水平気味に外への拡張部への線刻文と上・下に拡張した口縁端部は、器台として

の在り方ではなく、飾り高杯として分類されるものかも知れない。 268・269は、脚端部の文

様は異なるものの内面ヘラケズリ、外面には丹が塗布されるなど器形的には同一のものと考え

る。胎土中にも雲母を含む点で共通する。 270は、脚部の一部で全体像は不明である。端部及

び各稜線には剌突文が、またその間には竹管による文様が施されている。

高杯272-------274は、第 2調査区において一括で出土したものである。いずれも水漉しによる

精製粘土を胎土として用いており、形態の差こそあれ同型式の範疇で理解されるものである。

271は、壺の口縁部で端部が上方に長く拡張した部分である。外面には、ヘラ状工具により

線刻絵画が描かれている。土器片は、両端部への展開は予想されるものの、上・下に関しては

いずれも端部に近く、絵自体の上・下方向へのさらなる展開はないと考えられる。

絵は、直線と曲線の組み合わせにより意匠を凝らしたものであるが、絵画の意図する内容に

ついては明確でないが、おおよその検討は可能であろう。

下方に直線文が 1本土器接合面に平行して見られ、これより上方にさらに 1本が平行してあ

り、ただしこれは途中でなくなり、なくなった所からは上方に、直線文は口縁部方向への展開

を見せる。さらにそれら直線文で囲まれた部分には、 2本の平行する直線文とこれを基軸に 2

本 1単位の短い平行線が斜め方向に、あたかも棟木と垂木の関係を、さらにこれらと関係し合

うかのように直線文の配列が見られる。また、この直線文に挟まれた区画外には、下端部に平

行する直線文にたいして斜め方向に直線が描かれその上端部には醗を初彿とさせる膨らみが弧

線で描かれている。なお、この線刻文には船を描いたとする考えも存在する。土器中央やや左

付近において 4つの円とこれより縦方向にほぼ等間隔にみられる短い線刻が人と櫂の在り方を
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1. 足守川加茂A遺跡

‘‘‘ ‘‘ヽ

271 

。
5cm 

272 
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ゃ

第67図包合層出土遺物③ (1 /1・1/4)

示すとするものである。

石器• 石製品は、いずれもが包含層出土資料とあって、本来掃属する時期については不明で

ある。器種には、石錘S7----9、敲石 S10~13·15----16、石包丁 S14·19、砥石 S 18・20.---..., 

22、投弾S23等があげられる。注目されるのは、 S18の砥石と S23の投弾であろう。前者は、

玄武岩の自然石を裁断した後、裁断面を底として置き、自然面を使用していたと考えられ、ほ

ぽ全面に使用痕としての光沢が見られる。対象製品は、皮であろうか。投弾は、前面に細かな

面取りによる加工痕跡が見られる。 （島峙）
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1. 足守川加茂A遺跡
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第2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物

第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居21 (第70-86図、写真図版 9-11) 

第1調査区の北端部において覆土上層に多量の土器を伴って検出された。

住居は、海抜3.30mで平面の一部が確認され、それより 70cm下で床面の検出がなされた。

床面からは壁体溝．柱穴等の検出は出来ず、僅かに土層断面中において黄灰色粘士による貼

床の存在と柱穴の 1本が確認された程度であった。
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1. 足守川加茂A遺跡

住居の平面形は、東側が調査区外にかかっていたことで判然としないが、およそ隅丸方形を

基調とするものと推測される。規模は、南北方向で4.85mを測った。

出土遺物としては、覆土中で検出された多量の土器がある。ただしこれは、住居生活面に直

，接伴った土器ではなく、実際は住居が廃絶された後しばらくして洪水による堆積と考えられる

砂に混じって流入・集積したと考えられるものであるが、住居床面出土の土器と何ら型式的に

問題がないと思われるので、あえて掲載する。

遺物には、壺、甕、高杯、鉢、器台等の各種土器と、その他に石製品が共伴する。

壺275・276・283・284・292は、二重の口縁部と最大径を胴部下半にもつ点に特徴づけら

れる。 293は、色調が白色で在地産のものとは質感が異なり、他地域からの搬入品の可能性が

高い。胴部外面には籠目痕跡と補修痕跡が確認される。 287-----290・307は、胎土中に角閃石・

雲母等を多く含み、形態的にも他地域からの搬入品と考えられる。 300・301・308は、胴部外

面にタタキ痕跡を残す。 301は、胎土中に角閃石を含む。 277・278・285・286は、断面「く」

字状に外方に広がる口縁部を持つ。 309は、円形の胴部に「く」字に外反する口縁部をもち、

口唇部付近でさらに外側に折り曲げるといった特徴を示す。

甕は、口縁部を上方に長く拡張した後外面に櫛描沈線を施すもの310-----328と、口縁部の断

面が「＜」字形態をとるもの329-----341、さらには「S」字状の口縁をもち底部に脚を有する

東海系の甕も確認された。 331は、内面ヘラケズリにより薄く仕上げられ、胎土中には雲母の

混和が顕著に認められた。 332は、内面ヘラケズリが一部に施されるものの上半部には粗いハ

ケメが残っている。胎土中には、角閃石• 雲母の混和が多く見られ、他地域からの搬入品であ

ろう。 340・341は、いずれも胎土が同じで淡白色を呈する。胎土中には、籾痕の存在が多く

確認された。

高杯は、その器形から345・348・352・354・358の 5種類に代表される。いずれも精製さ

れた粘土と、脚部の穿孔数の 4から 3への減少化傾向に特徴づけられる。

鉢は、壺275・ 甕314に代表される器種と胎土・調整が共通した技法である360タイプと364

タイプの比較的大型のものと、 370に代表される小型で浅い器種が認められる。前者は、複合

した口縁部と肥大化した底部を特徴とする。後者は、前者の大型鉢とも胎土が共通し、底部外

面にヘラによる調整を特徴とする。 380は、浅い鉢に小さい脚が付くもので山陰地方に多く見

られる。

器台は、いずれも当該地方において普遍的に見られるものでなく、山陰地方の鼓形器台とし

て認識されるものである。 381を除いては内・外面に丹の塗布が見られた。
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1. 足守川加茂A遺跡
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1. 足守川加茂A遺跡
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1. 足守川加茂A遺跡
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1. 足守川加茂A遺跡
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第83図 竪穴住居21出土遺物⑪ (1/4) 
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第2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物

石製品としては、朱の精製段階で使用されたと考えられる石杵が2点と砥石、軽石が出土し

た。石杵は、比較的大型で「L」字状を呈したもの S25と細長い棒状のもの S26とがある。

前者は、花尚岩の自然石を一部加工して「L」字状に整形されており、底面には使用痕跡とし

ての「面」と、使用を物語る赤色顔料の遺存が認められた。後者は、斑岩で比較的長い河原石

を途中で切断したもので、切断面を面として使用していた。そこには使用痕跡としての擦痕と

僅かながら赤色顔料の遺存が確認された。

S27は、軽石を不定形ながら円形にちかく加工整形したものである。 S28は、凝灰岩製の

砥石で、縦方向の 4面はすべて使用されていた。

時期は、共伴する土器の型式から亀川上層段階に比定されることで、古墳時代前半に位置づ

けられる。
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第86図 竪穴住居21出土遺物⑭ (1/3) 
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1. 足守川加茂A遺跡

竪穴住居22(第73·87~89図、写真図版11·12)

第 1調査区南半部で検出された。後述の竪穴住居23とは切り合い関係にあり、竪穴住居23埋

没後、これを切っての構築が確認された。

住居は、調査区の東側調査区外にかかっていたことで、規模についての詳細は不明である。

調査区内での検出部分からは、一辺の最大長3.90mが計測され、およそ平面的にはこれを前後

した規模での方形もしくは長方形プランが想定されよう。

床面からは、壁体溝、柱穴、中央穴が検出された。中央穴は、床面検出面中央部において長

軸75cm、幅65cm、深さ10cmと比較的浅い窪み状に検出された。また、この周辺には微地形なが

らこの中央穴を取り囲む状況で床面との比高約 5cm程度の高まりをもった土手の存在が確認さ

れた。柱穴は、北側で 1本が確認されたが、対になる柱穴は検出出来なかった。

出土遺物は、床面南西隅に特に集中して検出された。器種には、壺、甕、高杯、鉢、器台等

が見られる。
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第 2章第 3節古墳時代前半の遺構・遺物

壺は、二重口縁のものと断面「く」字状のものの 2種類がある。後者の389は、 390と同じ

＜胎土中に角閃石を多く含むもので、外面にはタタキ痕跡を内面には粘土紐の接合痕跡を明瞭

に残す。

甕は、在地産の口縁外面に櫛描沈線の施されたものと、断面 r<」字状を呈するものの 2種

類が見られる。 398は、胴部外面にタタキと粗いハケメ調整を残した器形で、胎土中に角閃石

の混和が認められる。

高杯は、水漉粘土を胎土とする当該地域の土器の中にあって、 402には雲母が含まれていた。

鉢には、大型で二重口縁と丸底の底部をもったもの410と小型で浅いものがある。また、台

付きの鉢は413を除きいずれも製塩土器である。

蓋414は、高杯の脚部の在り方を見せるものであるが裾部への穿孔は施されず、また脚部支

柱部分の調整に押圧・ナデ等の技法が見られた。胎土中には、雲母の混和が見られる。

器台415は、内面ヘラケズリの後ヘラミガキ調整が施される。

土器以外には、 C3とした上製支脚がある。本来当該地方の生活様式に伴わない遺物で、他

地方からの搬入品と考える。

時期は、土器が亀川上層段階と考えられ、古墳時代前半への位置づけがなされよう。

竪穴住居23(第73・90----92図）

第 1調査区の南側において竪穴住居12・22と重複し、竪穴住居12を切り、竪穴住居22に切ら

れるといった状態で検出された。

住居は、竪穴住居22と同様全体の約 1/2が調査区外にあって、調査出来なかったことで詳

細については言及出来ない。検出状況から判断すると一辺の長さ5.70mを前後した方形もしく

は長方形の平面形が推測される。

床面からは、ベッド状の高まり、柱穴、壁体溝、砂利の集積が検出された。

ベッド状の高まりは、南側で明瞭でないが壁体溝からおよそ lmの間隔をおいて、各柱穴に

並び沿うかのようにベッドの端部が形成されていた。

柱穴は、 2本が検出されたにすぎないが、いずれも柱痕を残すものであった。規模は、掘り

方の径が30~40cmで深さ 60cm を前後するものであった。

砂利は、住居の南側にあっておそらく柱穴間のほぼ中央部に位置すると考えられ、また砂利

は敷きつめられたかの状況で、しかも範囲の確認は出来なかったものの面としての広がりが認

められた。砂利は、住居内への出人口に伴った土間としての性格が推測される。

出士遺物は、在地産の器種が多く見られた中にあって他地方からの搬入品と考えられるもの

も認められた。

壺420は、内・外面にハケメ調整が認められ、胎土中には角閃石・雲母が包含される。
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1. 足守川加茂A遺跡

高杯427は、形態的には在地のものと変わらないが、胎土中に角閃石• 雲母を含む点におい

て他地域からの搬入品としての可能性が高い。

鉢には、大型と小型製品が見られるが、概して大型の製品440・441に雲母と角閃石の混和

が多く認められた。

器台は、口径12cm、器高13.5cmを測るもので、上下対象に近い形状を示すもので、杯部内面

には丁寧なヘラミガキが施されていた。

時期は、甕421に見られる底部ヘラミガキ調整の存在および高杯が脚柱部内面が中空状態に

ないことで下田所段階に比定される。 （島崎）
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竪穴住居24(第73・93・94図、写真図版13)

第2調査区の北端で検出された住居である。竪穴住居25などと切り合う状態で検出されてい

る。遺構は全体の約 3/4程が調査区内となるため、ほぽ全容が判明した。平面形は方形を呈

し、その規模は 1辺が約 4mである。遺構の検出レベルは海抜2.8mで、壁高は床面から約30

cmを測る。埋土は土層断面から12層に区分され、灰褐色や黄褐色系の粘質土で埋まり、床面近

くでは、灰や焼土がみられた。住居内には幅約10cm、深さ約10cm前後の壁体溝が周沿にめぐる。

なお、本住居に伴う柱穴は確認することができなかったが、 4本柱で構成されるものと思われ

る。

290cm 

誓旦鳳言員三彎
1. 暗黄褐色粘質土 8. 暗灰褐色粘質土

2. 暗灰褐色粘質土 9. .,., (含、炭・ 灰）

3. 暗黄褐色粘質土 10. 暗黄褐色粘質土

4. .,,, 11. ヶ （含、焼士）

5. 暗灰褐色粘質士 12. ;,, 

6. ~ (含、焼士塊）

7. 暗黄褐色粘質土

遺物は床面の上層、下層、壁体溝な

どから出土している。上層からは壺

443、甕444・447、小型器台445、鉢

446が出土している。 443は口径17.8

cmを測る。「く」字状に外反する口縁

部をそのまま丸く収め、胴部外面には

縦のハケナデの後、横のヘラミガキが、

内面は指ナデ後、横のヘラゲズリとへ

ラミガキ調整が施されている。 445は

口径15.4cmを測る。小さな杯部からわ

ずかに上方に開く口縁部であり、端部

はわずかに内傾する。端面には浅い 1

条の沈線がめぐり、杯部内外面には丁

寧な横のヘラミガキを行なっている。

水漉粘土を使用する。 447は「く」字

状の口縁をもつ小型の甕である。口縁

゜C4 

一0 5cm 

第93図 竪穴住居24(1/60) ・出土遺物① (1/2) 
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1. 足守川加茂A遺跡

端部は丸く収め、胴部外面は横のタタキの後、ハケによる調整が施されている。内面は横のヘ

ラケズリである。床面の下層では、甕448、鉢449、製塩土器453・454が出土している。 449

は口径18.8cmを測り、胴部外面には縦のタタキが、内面には斜めのハケ調整後に放射状にヘラ

ミガキが施されている。 453・454は製塩に使用された土器の脚部である。内外面は指押えと

ナデによる調整が、胴部外面にはタタキがみられる。壁体溝からは柑450、鉢451、住居には

伴わない柱穴内から小型の甕452が出土している。 450は口径9.95cm、器高8.3cm、胴部最大径

10.95cmを測るほぽ定形の土器である。胴部外面は上部が斜めのハケ調整、下部が斜めのヘラ

ケズリ、内面は横のヘラケズリによる調整がなされている。 451は口径9.7cm、器高6.75cmを測

444 
443 

・----・-=一●,_ 
乏=—

445 ~ 
447 

叫~3
448 

449 

三4

ゃ

第94図 竪穴住居24出土遺物② (1/4) 
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第2章第 3節古墳時代前半の遺構・遺物

るほぽ完形の小型の鉢である。胴部外面は上部が指押え、下部が縦のハケナデによる調整がみ

られる。内面はハケによる底部からの掻き揚げによる調整がみられる。貼床面からは土製の紡

錘車C4が出土している。最大径2.7 cm、厚さ4.5mm、重量3.9gを測り、完形品である。

遺物は弥生時代後期後半のものもあ

るが、下田所段階のものがあるため古墳

時代初頭に位置づけられる遺構である。

竪穴住居25(第73・95図、写真図版14)

第 2調査区の北端で、竪穴住居24、

26などと切り合う関係の住居である

が、複雑な切り合いのため、住居プラ

ン及び床面の検出はできなかった。か

ろうじて、西側の土層断面用の土手に

おいて確認した結果、 1辺が約 5m程

456 

スクリーントーン：土器（竪穴住居25)

゜

455 

― `  手~ — 
~ —→-』，-｀ ヲー-, -

458 
459 

第95図 竪穴住居25(1/120) ・出土遺物(1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

で、壁体溝をもつ方形の竪穴住居を推定することができた。床面のレベルは海抜2.8mで、壁

高は床面から約30cmである。

遺物は床面から壺455·456、高杯457~459、製塩土器460·461 などが出土している。 455

は大型の壺胴部である。外面上部にはヘラ描き沈線文や櫛描波状文による装飾が、下部はハケ

ナデの後に斜め、横のヘラミガキに調整がなされている。内面は一部に押圧痕がみえるが、斜

めのハケナデ調整がされている。なお、内面には丹塗りが部分的にみられる。時期は遺物から

みて、下田所期に比定される古墳時代初頭に位置する遣構と思われる。

竪穴住居26(第73·96~99図、写真固版14)

第 2調査区の北端で、竪穴住居24、25などと切り合っているため、遺構の保存状態はあまり

良くない。また、住居の約 1/2程が調査区外となるが、ほぼ全容は判明した。この住居の平

,,.-
／ぺ，,-

/、9

---=--..,,,," I 

’’ ~I 

’’ 

匹 m

S29 
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・

m
 

2
!
 

口
'b.....---dcm 

1fcm 

第96図 竪穴住居26(1/60) ・出土遺物① (1/3・1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡

q

/

 

Ì 

ニ 2

483 

第98図竪穴住居26出土遺物③ (1/4) 
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第 2章第3節古墳時代前半の遺構・遺物

485 
486 

閉cm

第99図竪穴住居26出土遺物④ (1/4) 

面は方形を呈し、その規模は 1辺が約 5mである。遺構の検出レベルは海抜2.8mで、壁高は

床面から約30cmを測る。この住居は竪穴住居25の下層に位置し、埋土は暗灰褐色や暗灰黄色の

粘質土などである。床面には約10cm厚の暗灰色粘質土が貼床となっていた。なお、住居に伴う

遺構は検出されず、土層断面観察においても、壁体溝などは確認できなかった。

遺物は多醤に出士したが、ここに掲載したものは床面上層、床面に付着した状態で一括出土

したもの、そして、貼床層除去後に検出されたビット内出土のものである。床面に付着した土

器は壺464·465、甕462·463·466~468·471·473、鉢469·470·472·482·483、脚付

甜484である。 464は口径15.6cmを測り、口縁部は直立する頸部から外反し、端部はつまみあ

げている。頸部外面はタタキの後、縦のハケ調整、内面は斜めのハケ調整が施されている。胴

部外面にはタタキの後、縦、斜めのハケ調整、内面は指ナデによる調整がみられる。 465はロ

径19.3cmを測る。口縁部は「ハ」字状に開く頸部から、屈曲し斜め上方に伸びる。口縁端部は

上方にやや拡張する。頸部外面は縦のハケ調整、内面は指ナデによる調整が施されている。胴

部外面はハケナデの後、縦のヘラミガキ調整、内面には横のヘラケズリがみられる。甕は 5種

類のタイプがある。 462は口縁部が外反し、複合口縁を呈する。胴部外面は上部が櫛描波状文、

下部は縦、斜めのハケ調整、内面にはヘラケズリと指ナデ調整が施され、山陰系の上器と思わ

れる。 463は口縁部が上方に立ち上がり、複合口縁を呈する台付の甕である。胴部の上半には

横のヘラミガキ、下半には縦のヘラミガキ調整がみられる。内面はヘラケズリがみられるが、

頸部まで磨滅している。なお、外面全体には丹塗りが施されており、また、頸部以外には煤が

付着している。内面には朱と思われる痕跡が部分的にみられる。このことから、本住居内出土

の石杵S28とともに、何らかの関係をもつ土器と考えられる。 466・467は「く」字状に屈曲

する口縁部から端部を上方に拡張し、丸く収める。端面には凹線がめぐる。胴部外面は縦のヘ

ラミガキ、内面には上部が指押え、中部が縦のヘラケズリ、底部付近は指押えによる調整が施

されている。 468・471は「＜」字状に外反する口縁部をそのまま丸く収める。 468の外面はタ
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1. 足守川加茂A遺跡

タキの後にハケによる調整が施されるが、下半部

は特に丁寧なハケ調整となっている。内面はヘラ

ケズリの後、指押え、指ナデがみられる。口径

13.9cm、器高18.0cm、底径4.1cmの小形の甕である。

471の胴部外面は横のタタキが下半部までみら

れ、底部近くはタタキの後に縦のハケナデ調整が

みられる。内面は上部が斜めのハケナデ、中部を

ハケナデ後に指ナデ、下部はヘラケズリ調整と 3

分割されている。なお、外面には煤が付着してい

る。 473は「く」字に屈曲する口縁部の端部をわ

ずかに拡張させる。胴部外面はタタキの後に、縦

横、斜めのハケナデ調整を施している。内面は上

.,," 

;“ 
1. 暗灰褐色土

2. .,,, (含、炭少伍）

3. 暗黄褐色土

4. .,,, (含、炭少且）

0 lm 一
488 

閉an

第100図 竪穴住居27(1/60) ・出土遺物 (1/4)

部がハケナデ、中～下部はヘラケズリと指ナデによる調整がみられる。鉢は口径、器高の高い

もの469・472と台付のもの470、小型の手捏タイプのもの482・483の3種類がある。 469・

472は外面はナデ、底部がヘラケズリであり、内面はいづれもハケナデによる調整である。

484は杯部から口縁がほぽ垂直に伸び、端部を丸く収める。器壁の内外面は丁寧なヘラミガキ

調整がなされている。胎土は水漉粘土を使用している。 S28はL字状を呈する石杵である。上

部に握りをつくり、下部は緩い円形のカープを持つ磨面となっている。この磨面には長側辺に

併行な擦痕が全面に認められ、研磨されたような状態を呈していた。赤色顔料は凹部に付着残

存しており、付載で述べているように朱専用の石杵と考えられる。最大長は8.6cm、最大幅5.7
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第 2章第3節 古墳時代前半の遺構・遺物

cm、最大厚3.8cm、重量178.8gを測り、石材は細粒閃緑岩である。貼床層除去後に検出された

ピット内からは、甕485・486が出土している。これらは、口縁部を「く」字状に外反するだ

けと端部をさらに上方に拡張するものの 2種類がある。

床面上層からは、壺474、甕475・

476、鉢477~480、土製支脚 C 5、

高杯481などが出土している。 474

は「く」字状に外反し、端部はわず

かに上方に拡張する。器壁外面はハ

ケ調整の後、ヘラミガキがみられる。

内面は頸部は指ナデ、胴部はヘラケ

ズリによる調整がみられる。 475は

口縁部が「く」字状に屈曲し、さら

に上方、やや内傾しながら立ち上が

る。胴部は球形で、底部はかすかに

平底である。口縁端面には 8条のヘ

ラ描沈線文がめぐる。胴部外面は上

部がハケ調整後のヘラミガキ、下半

部は縦のヘラミガキを施している。

内面はヘラケズリをするが、底部は

指頭圧痕がみられる。

時期は弥生時代後期後半の遺物も

みられるが、下田所段階の遺物が床

面から出土しているため、古墳時代

初頭の遺構と考えられる。

竪穴住居27(第73・100図写真図版16)

第2調査区の北端で、住居のコー

ナ一部分のみが検出された。規模は

不明であるが、隅丸方形を呈するも

のと思われる。遺構の検出レベルは

海抜2.9mで、壁高は床面から約60

cmを測る。埋土は暗灰褐色の粘質土

が2層みられ、床面には約15cm厚の

|
ー
|
＼
ヽ
―
|

竪穴住居29

◎o 
◎ 

竪穴住居30

゜
2m 

第101図竪穴住居28・29・30(1/60) 

-133-



1. 足守川加茂 A遺跡

暗茶褐色粘質土が貼床となっていた。また、住居に伴う遣構としては、幅約10---20cm、深さ約

15cm程の壁体溝が検出された。

遺物は床面上層と下層で出土している。下層では487の甕が出土した。 487は口縁部が「く」

字に屈曲し、さらに上方、やや内傾しながら立ち上がる。胴部は倒卵型で、底部はわずかに平

底の面影を残す。口縁端面には櫛描沈線文がめぐる。時期は遺物が下田所期のものと思われる

ことからみて、古墳時代初頭に位置づけられるものである。

竪穴住居28(第73・101---104図）

第 2調査区の中央部よりやや北で検出された遺構で、竪穴住居29・30と切り合う状態であっ

た。また、遺構の約 2/3程が調査区外となるため規模等は正確に確認できなかったが、直径

が約 7mの楕円形の住居と思われる。遺構の検出レベルは海抜2.95mで、壁高は床面から約40

cmを測る。住居には幅15.--...2ocm、深さ約10cm程の壁体溝がめぐり、床面には柱穴、ピット状遺

構などが認められた。柱穴の配置からみて、この住居は 6........ 7本の柱で構成されるものと思わ

れる。柱穴掘り方は40---50cm程で、深さは約20cmの浅いものであった。埋土は上層が暗茶褐色

粘質土、下層は暗灰色微砂混り土であり、床面直上の土層である。

遺物は床面上層で甕490がある。 490の口縁部は「く」字状に外反し、端部は丸く収める。

胴部外面はタタキの後、ナデ調整、内面は頸部が指ナデ、胴部はヘラケズリ調整が施されてい

る。胎士内には金雲母がかなり多く含まれている。床面下層では壺491、甕492、高杯493、手

焙形土器494、鉢495・496、製塩土器497がある。 491はほぽ直立する短頸をもつもので、ロ

縁部はゆるやかに外反し、端部をわずか上方に拡張する。端面には退化した凹線がめぐる。器

~ ―-一;' 

＂ 

~--,,-——---------
I I ,, 

，，，,, ,, ---¥一,,c==-
f I / □ ~-

一ヽヽ

300cm 

。
2m 

第102図竪穴住居28(1/60) 
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第103図竪穴住居28出土遺物① (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡
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第104図 竪穴住居28出土遺物② (1/4• 1/1) 

壁外面はハケ調整、内面は頸部が指ナデ、胴部が指押えとヘラケズリによる調整が施されてい

る。 493は短脚の脚柱部である。裾部は屈曲して、「ハ」字状に開く。外面はヘラミガキ、内

面はハケ調整がみられる。円孔が裾部に 4個みられる。 494は手焙形土器の鉢部の頸部片であ

る。上部には刻み目の突帯が 1条みられ、突帯の下にはヘラ描きの綾杉文が描かれている。胎

土内には雲母が多くみられる。 495の口縁部は「く」字状に開き、さらに上方に拡張する複合

口縁を呈する大形の鉢で

ある。胴部外面の頸部付

近は櫛描沈線文がめぐ

り、それより下位は横と

縦のハケ調整が施されて

いる。内面は横のヘラケ

ズリがみられる。壁体溝

内からは小型の鉢499が

出土している。口縁部は

「く」字状に外反し、端

部は丸く収める。胴部外

面は斜め、横のハケ調整

内面は指ナデ調整である

が、頸部付近はさらにハ

ケ調整を加えている。ピ

ットからは鉢498、甕

500・502、製塩土器501

／ 

/ 

ニ―三〇

平`。
2m 

第105図竪穴住居29(1/60) 
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第 2章第3節 古墳時代前半の遺構・遺物

が出土している。 498は口径40.1cmを測る大型の鉢で

ある。「く」字状に外反し、端部はわずか上方に拡張

する。端面には 3条の沈線文がめぐり、胴部内外面と

もヘラミガキ調整がみられる。柱穴内出土のものは、

直接この住居と関係がないものと思われるが、甕

503・505・506、壺504、高杯507、管玉S30が出土

している。 S30は碧玉製である。

時期は亀川上層に比定されるものが認められること

から、古墳時代前半のものと思われる。

竪穴住居29(第73・105・107図、写真図版15)

竪穴住居28・30と切り合う状態で検出された遺構で

ある。遺構の約 1/2は調査区外となるが、竪穴住居

28の下位で検出された。住居の規模は 1辺が約 Smの

方形を呈するものである。遺構の検出レベルは海抜

2.5mで、壁高は床面から約10cmを測る。住居内には

幅10~2ocm、深さ約10~2ocm程の壁体溝がめぐり、検

出された 2本の柱穴配置からみて、恐らく 4本柱で構

成される竪穴住居と思われる。柱穴の掘り方は40cm、

深さ35cmを測る。埋士は黒色土、暗黄褐色の微砂混り

土があり、床面下には10cm厚の貼床層が認められた。

遺物は床面下層、ほぼ貼床付近で出土している。

508·510は壺、 509は甕、 511 は鉢、 s12~s20は製塩

土器である。 508は複合口縁となるもので、 口縁の内

外面はハケナデ調整、胴部外面はヘラミガキ、頸部内

面は指ナデ、胴部内面はヘラケズリによる調整がなさ

れている。 510の口縁部は「く」字状に外反し、端部

はわずか上方に拡張する。胴部外面はヘラミガキ、内

面は指押えとヘラケズリが施されている。 509の口縁

部は「く」字状に外反し、端部は上方に拡張する。ロ

縁部の内外面は横ナデ、胴部外面はハケ調整、内面は

ヘラケズリが施されている。製塩土器は胴部外面は叩

き、内面は指ナデ調整がなされている。いづれも、内
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1. 足守川加茂A遺跡
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第107図竪穴住居29出土遺物 (1/4• 1/3) 

疇
]

外面とも赤褐色を呈している。 S31は敲石である。両端に使用

痕がみられる。重量は175.9gを測り、石材は流紋岩である。

時期は切り合い関係、遺物からみて、亀川上層期の遺構と思

われる。

竪穴住居30(第73・108----120図、写真図版15・16・17)

第 2調査区のほぽ中央部に位置し、竪穴住居29と切り合う遺

構である。．したがって、遺構の規模、平面形は断定できないが、

直径約 6m程の隅丸方形を呈するものと思われる。遺構の検出

レベルは海抜2.6mで、壁高は床面から約20cmを測る。住居内に

は壁体溝は確認されなかったが、住居に伴うと推測される柱穴が4本検出されているが、柱穴

の配置からみて 5本柱の竪穴住居を想定することができる。柱穴掘り方は35-60cm、深さは38

----53cmを測る。

遺物は床面中央付近一帯に散乱する状態で出土した。土器は壺521---541、甕542----561、

563----580、鉢562、581-587、616----618、高杯591----611、脚付直口壺612、器台609・610、
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第 2章第 3節古墳時代前半の遺構・遺物

製塩士器615---618、土製支脚C6、手焙形土器619---621、石器は砥石S32、石錘S33、石杵

S34、軽石S35などがある。

壺は口縁部が複合口縁になるものとそうでないものの 2種類がある。 521は複合口縁を呈し、

胴部外面はハケナデ、内面は頸部付近が指ナデ、下部はヘラケズリである。 522も複合口縁を

呈し、直立する頸部から「く」字状に外反するもので、頸部と胴部の境には刻み目の突帯を持

つ。器壁外面はヘラミガキ、口縁部内面には櫛描波状文、頸部はヘラミガキ調整である。胎土

内には中量の雲母がみられる。 524の口縁部は「く」字状に折れ曲る。外面はハケナデ、内面

は口縁部がハケナデ、胴部上半は指頭圧痕のうえにハケナデがみられ、下半はヘラケズリがみ

られる。口縁部と胴部には黒斑がみられる。 527は口縁端部が欠損するが、「く」字状に大き

く外反し、胴部は球形化するものである。外面はハケナデ、内面は口縁部がハケ、指ナデ、頸

部以下を指ナデ仕上げである。 528は頸部から鋭く屈曲し、斜め上方に伸びるが、端部はやや

99•_• 
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3
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1. 暗灰黄色微砂混り土

2. 暗黄色褐色粘質微砂混り土

。
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第108図竪穴住居30(1/60) 
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1. 足守川加茂A遺跡

上方に拡張する。端面下には、浅い 1条の沈線がめぐる。外面には丁寧なヘラミガキ、内面は

櫛描波状文、頸部は縦のヘラミガキがみられる。 534は複合口縁を呈し、口縁部外面には上、

下2段の櫛描波状文が施されている。下段の櫛描波状文のうえには、竹管文を施した円形浮文

がみられる。内面は端部に櫛描波状文、その下に縦のヘラミガキ調整がみられる。

甕は「く」字状に外反する口縁部から、さらに上方に端部が拡張するもの542---555・559・ 

566------571と「く」字状にだけ外反するもの560・561・563------565・572・574---580の2つに大

別される。さらに、前者は口縁端面が凹線、ヘラ描沈線、櫛描平行沈線文をめぐらすものとヨ

コナデ仕上げの土器に細分できるが、櫛描平行沈線文をめぐらす土器の比率は極めて少ない。

552は口縁端面に 8条の櫛描平行沈線文がめぐる。胴部外面はハケナデ後、縦のヘラミガキが

施され、内面にはヨコナデ、縦、横のヘラケズリが施され、底部には指押し調整による指頭圧

痕がみられる。底部はわずかに平底が残り、焼成後の穿孔がみられる。なお、器壁外面には吹

きこぽれの痕跡がみられる。「く」字状に外反する甕は、器壁外面をハケナデ仕上をするもの

とタタキの調整をするものに大別できる。なお、タタキ調整には左下りと右下りのものがある。

565は口縁の内外面がヨコナデ、胴部外面は左下りのタタキ調整、内面は指ナデと板状工具に

よるナデ仕上げがなされている。なお、胎士内には金雲母が多量に含まれている。 578は口縁

部の内外面がハケナデ、胴部外面には縦、横のハケナデ、内面は頸部近くに指押えがみられる

が、大部分はヘラケズリによる調整が施されている。 572の器壁外面はタタキ調整後、ハケナ

デを行なっているが、底部付近にはタタキメがかなり残る土器である。

鉢は小型と大型の 2種類があり、小型はさらに無台と台付に区分できる。小型の鉢では、

583のように、器壁外面に 1部丹塗り痕跡が認められるものもある。

高杯は588のような大型のものと小型に大別され、小型はさらに細分できる。杯部の形態か

らみれば、 589---592・594は口縁部が斜め上方に著しく延び、杯部は浅く、稜線をもつ。脚部

は短く、屈曲して「ハ」字状に広がる裾部をもち、裾部には円孔が4個みられる。そして、杯

部の内外面は丁寧なヘラミガキ調整が施されている。胎土は水漉粘土を使用する。 593は杯部

が椀形の形態を呈するものである。 595・596は口縁部が大きく外反するもので、杯部が 2段

となる形態の高杯である。 596の内外面には櫛描波状文とヘラミガキ調整が施されている。な

お、胎土内にはわずかに金雲母が含まれている。 609・610は小型の器台である。いづれも、

受部が浅い皿状を呈し、脚部はラッパ状に開くものである。 609の受部は内外面が丁寧なヘラ

ミガキ、脚部は外面がハケナデ後にヘラミガキ、内面はハケナデ後に端部をヨコナデ仕上げし

ている。なお、円孔が4個みられる。水漉粘土を使用する。 610は剥離がみられるが、器壁の

内外面はヘラミガキによる調整と思われる。脚部内面にはシボリ痕跡がみられる。なお、脚部

には楕円形の穿孔が4個みられる。
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第109図 竪穴住居30出土遺物① (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡
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第110図 竪穴住居30出土遺物② (1/4) 
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第111図竪穴住居30出土遺物③ (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡

O 10cm 

第112回 竪穴住居30出土遺物④ (1/4) 
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第113図竪穴住居30出土遺物⑤ (1/4) 
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第2章第3節古墳時代前半の遺構・遺物

。』

第115図竪穴住居30出土遺物⑦ (1/4) 
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1 . 足守川加茂A遺跡

手焙形土器は 3個出土している。 619は台付で、口径13.7cm、鉢部器高12.0cm、全器高21.7cm、

台径13.0cmを測る。鉢部の口縁はヨコナデによって仕上げられている。胴部上半は丁寧なヘラ

ミガキ、下半はハケナデとヘラミガキがわずかにみられる。内面は指押えによる調整後、底部

近くはヘラケズリを施している。覆部は鉢部の口縁端部とぴったり接合し、接合面には指押え

とヨコナデがみられる。覆部外面はハケナデ後にヘラミガキ、内面はヘラケズリ調整がみられ

る。また、覆部の拡張帯には櫛描波状文が施されている。胎土内には雲母もかなり含む、橙色

を呈するほぽ完形の土器である。 620は口径13.8cm、鉢部器高11.7cm、全器高16.3cmを測る底部

が平底となる土器である。鉢部口縁はヨコナデ、胴部内外面はハケ調整後、ナデ仕上げである。

覆部は鉢部の口縁端部とぴったり接合させ、接合面をヨコナデしている。覆部外面はナデ調整、

内面は指頭圧痕がみられる。 621は覆部が欠損するが、口径18.2cm、鉢部器高10.7cmを測る。

鉢部外面はタタキの後にナデ仕上げ、内面はヘラケズリとナデが底部にみられる。覆部は鉢部

の口縁端部とぴったり接合する。外面はナデ調整後にハケ仕上げ、内面はヘラケズリがみられ

582 

閉血

第116図 竪穴住居30出土遺物⑧ (1/4) 
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第117図竪穴住居30出土遺物⑨ (1/4) 
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1. 足守川加茂A遺跡
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第118図 竪穴住居30出土遺物⑩ (1/4) 
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619 
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ll;le111 

第119図 竪穴住居30出土遺物⑪ (1/4) 
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1. 足守）II加茂A遺跡

る。なお、底部は平底である。

石器では L字状石杵S34が注目される。握部は折損しているが、下部には緩い円形のカー

プをもつ磨面がみられる。磨面には長側辺に併行な擦痕がほぽ全面に認められた。赤色顔料は

磨面の両端部の擦痕凹部に付着していた。付載で報告されているように、検査の結果、ベンガ

ラ粒子を確認していることは注目すべき事実である。なお、石材は角閃石玲岩である。時期は

遺構の切り合関係、遺物からみて、下田所期に比定されるもので古墳時代初頭に位置づけられる。

疇：
S33 

響 35

し一cmS34 

第120図竪穴住居30出土遺物⑫ (1/3) 
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竪穴住居31 (第73・121・122図、写真図版15・18)

第 2調査区のほぽ中央部で検出された。遺構の 1/2は調査区外となるが、規模は 1辺が約

5 rnの方形を呈するものである。遺構の検出レベルは海抜2.8mで、壁高は床面から約35cmを

測る。住居内には 2条の壁体溝がめぐることから、 1回拡張されていることが判明した。

遺物は床面上層から、高杯、壺、器台、鉢、甕、ミニチュア土器、製塩土器などが出土した。

626は外面に丹塗りが施された壺である。また、 623・626の胎土内には金雲母が多量に含まれ

ている。 M3は小型の鉄斧である。最大長4.3cm、最大幅2.9cm、重さ13.11gを測る。

土器は弥生後期のものがあるが、古墳時代初頭（下田所期）に位置づけられるものと思われる。
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290cm 1. 暗褐色粘質土

2. 暗灰色粘質土

3. 黒色粘質土

4. 黒色土

5. 暗灰色粘質土

0 _ 2m 

第121図 竪穴住居31 (1/60) ・出土遺物① (1/2) 
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竪穴住居32(第73・123----125図、写真図版18)

第2調査区の南端近く、竪穴住居19と切り合う遺構である。遺構の 1/3は調査区外となる

が、規模は 1辺が約5.sm・の方形を呈するものである。遣構の検出レベルは海抜2.7mで、壁高

は床面から約20cmを測る。住居内には幅約20cm、深さ約10cmの壁体溝が周囲をめぐり、柱穴が

3個検出されているが、 4本柱で構成される竪穴住居と思われる。柱穴の掘り方、深さとも大

きくない。

遺物は床面付渚のものと、直上で出土したものに大別される。床面付着のものとしては、甕

644、小型の鉢647・652・653、大型の鉢658・659がある。床面直上からは、壺、甕、高杯、

鉢、製塩土器と鉄器が出士している。 644は「く」字状に外反し、端部を丸く収める口縁部で、

胴部最大径が中央にある、わずかに平底が残るものである。胴部外面にはやや右下りのタタキ

メが、底部付近はその上にヘラミガキによる調整が施されている。 658・659は複合口縁を呈

する大型の鉢である。胴部外面はハケナデ後、ヘラミガキによる仕上げがなされている。内面

は658がヘラケズリ、 659がヘラミガキとヘラケズリ調整である。 M4は両端部が折損してい

るため不明であるが、鎌と思われる。時期は古墳時代前半に位置づけられる遺構である。
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第123図竪穴住居32(1/60) 
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1. 足守川加茂A遺跡

第124図竪穴住居32出土遺物① (1/4) 
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第125図竪穴住居32出土遺物② (1 /4・1 /2) 
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1. 足守川加茂A遺跡

竪穴住居33(第73・126-----129図、写真図版19)

第 2調査区の南端、竪穴住居20・34などと切り合う遺構である。検出された住居は両側辺が

調査区外となるため、遺構の規模は正確に計測することができない。ただ、検出された平面形

からみて方形を呈するものと推察される。遺構の検出レベルは海抜2.7mであるが、 2-----3回

の建て替えがあると思われたが、上層での住居は平面、土層断面においても確認することがで

きなかったが、下層においては、北コーナーのみベッド状遺構を伴う住居を確認できた。検出

面からの壁高はベッド状遺構までが約20cm、床面までが約35cmを測る。住居内には、床面中央

部に円礫を含むピット、若干不規則な配置の 4本の柱穴が検出されている。また、ベッド状遺

構には70cmX70cmの規模で、深さ約10cmの不整形な方形を呈する土堀が検出されている。また、

Cコ

2
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1. 暗灰色微砂

2. 茶褐色粘質土

3. 灰褐色粘質土

4. 灰茶褐色粘質土

5. 黒褐色粘質士

6. 暗灰色粘質微砂

7. 灰色微砂 13. 暗灰色土

8. 暗灰褐色粘質士 14. 暗灰色粘質土

9. 暗灰色粘質土 15. 暗黄褐色粘質土

10. 黒色上 16. 暗灰褐色粘質士

11. 暗灰色粘質土 17. 暗褐色粘質土

12. 灰色粘質微砂 18. 黒色粘質土

第126図竪穴住居33(1 /60・1 /80) 

19. 暗褐色粘質士

20. 暗茶褐色粘質土

21. 暗黄褐色粘質土

22. 黄褐色粘質土
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1. 暗茶褐色粘質微砂

2. 黒灰色粘質微砂

3. 暗灰色粘質微砂

4. 暗灰褐色粘質微砂

5. 黄灰色粘質微砂

6. 暗灰色粘質微砂

7. 暗茶褐色粘質微砂

8. 暗茶褐色粘質土

9. 暗灰褐色粘質士

10. 黄褐色粘質微砂

11. 暗灰褐色粘質上

12. 黄灰褐色粘質土

13. 暗黄灰色粘質微砂

14. 茶褐色粘質微砂

l:C!. A- 280cm A' 

c— 280cm , 
B 

。
狂

第127図竪 穴 住居33(1/60) 

る。また、ベッド状遺構と壁の間には、幅 5~1_5cm、深さ 4~8cmの壁体溝がめぐっている。

遺物は床面上層、下層（床面直上）、床面に付着した土器と土城内出土がある。床面上層か
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第128図竪穴住居33出土遺物 (1/4)
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らは高杯、甕などがある。 662は脚柱部が短く、屈曲し

て「ハ」字状に裾部が開くが、裾部が大きいのが特徴的

である。下層からは甕、高杯、製塩土器が出土している。

665は胴部外面はタタキの後、ハケナデ仕上げである。

高杯は短脚と長脚の 2種類があり、 670は脚柱がやや長

くて太い。外面には面取り痕がみられる。また、製塩土

器がかなりまとまって出土したことも注目される。床面

に付着する士器は671のみである。杯部は椀形を呈し、

脚柱は短脚である。屈曲し、「ハ」字状に開くが、裾部

には円形の穿孔が4個みられる。器壁外面は丁寧なヘラ

~ 

/ I I 

,:;?'-"~ 
-,~ ― 

687 

684 

1Dan~ 瓜
686 

第2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物

250cm 

冒
0 50cm 一
三~3

第129図 竪穴住居33内土壊 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

ミガキが施されている。なお、口縁端部には浅い l条の沈線がめぐる。水漉粘土を使用する。

住居の土城内からは器台681・685、甕682・683、高杯684、製塩土器686、壺687が出土し

ている。 681は小型の器台である。器壁が剥離しているため調整は不明である。 684は短脚の

脚柱部である。「ハ」字状に外反し、裾部は大きく開くものである。脚柱の外面には面取りの
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1. 足守JII加茂A遺跡

痕跡がみられるが、ヘラミガキによる仕上げがなされて

いる。なお、裾部には 3個の円孔が穿たれていたものと

思われる。胎土は水漉粘土を使用する。 685は鼓形器台

である。口縁部が欠損するが、器受部は斜め外方に反り

をもって延びる。筒部は短くて、鋭く屈曲する。器台部

は「ハ」字状にやや反りをもって広がり、端部は外方へ

やや拡張する。外面はヨコナデ、内面は器受部が工具に

よるヨコナデ、器台部はヘラケズリとヨコナデ仕上げが

みられる。器壁外面は全面を丹塗り、器受部の内面にも

全面に丹塗りがみられる。なお、胎土内に雲母がわずか

に含まれている。 688は柱穴内出土の手焙形土器である。

覆部が欠損し、鉢部のみである。覆部と鉢部の口縁端部はぴったりと接合するもので、接合面

＼
ー
l＼

 250cm 

三
゜

2m 

第130図竪穴住居34(1/60) 

には指押えによる仕上げがなされている。鉢部の内外面はハケナデ仕上げであるが、外面には

ヨコナデ調整も部分的にみられる。なお、底部はわずかながら、平底が残るものである。時期

は、遺物が亀川上層期に比定されることから、古墳時代前半に位置するものと思われる。

竪穴住居34(第73・130図）

竪穴住居34を切る遺構である。住居のコーナーだけであるため、規模不明であるが、平面形

は方形を呈する。遺構検出レベルは海抜2.3mである。出土遺物はないが、古墳時代前半期の

遺構と考えられる。

竪穴住居35(第73・131・132図、写真図版20)

第 2調査区の最南端で検出された遺構で、竪穴住居20

と切り合うものである。住居のコーナ一部分だけである

ため、規模不明であるが、方形を呈するものと思われる。

遺構検出レベルは海抜2.5mである。遺物はわずかな面

積の中の埋土層から、高杯689、甕690-697が出土した。

甕は口縁部の形態から、大きく 2つに大別されるが、さ

らに、各種のタイプがみられる。

時期は遺物、土層からみて、下田所期に比定され、古

墳時代初頭の遺構と考えられる。 （松本）

ヽ

枷

;＼ 
和

第131図竪穴住居35(1/60) 
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三 ぐ
690 

694 

69'1 

~92 

696 

693 

閉ロ

第132図竪穴住居35出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

(2) 土塘

土墟19(第73・133図）

第 1調査区の中央付近において竪穴住居22埋没後、これを切

った状態で検出された。

土城は、平面隅丸長方形を呈するものであった。規模は長軸

1.25m、幅40cm、深さ20cmを測り、城内には暗褐色粘質士が 1

層埋積していた。

出土遺物には、小片の甕、鉢等の土器が散見されたにすぎず、

時期についての詳細は判然としない。ただし、伴出した土器片

の型式に大きく時期差が認められないことで、土城の時期とし

ては古墳時代初頭段階への位置づけがなされて差支えないもの

と考える。

310cm 

＇` 
nvト m

 

1
i
 

698 二 61
1jcm 

第133図土壊19(1/30)・ 出土遺物 (1/4)

土塀20(第73・134図）

第 1調査区の南半部分で一部側溝に切られて検出された。おおむね楕円形を呈するもので、

長軸1.20m、深さ34cmを測った。

土城の埋積状況は、 3層の堆積が認められる

がいずれの層にも炭の包含が認められた。

出土遺物は、壺と甕の小破片が検出されたの

ーロ
―?  701 

。
m 

n
こ

閉lffl

第134図 土壊20(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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みで、土城の時期を決定するには資料不足の感は否めな

い。あえてこれを参考に土壊の時期を推測すれば、およ

そ古墳時代初頭への位置づけがなされよう。

土壌21 (第73・135図）

第1調査区のほぽ南端部分において、前述の士壊20の

南約50cmに近接した位置で検出された。

士城は、海抜約2.90mで不定形ながら平面長楕円形に

近い形状で、また城内には炭を含んだ暗黄灰色と灰茶褐

色の粘質土が互層をなして流入堆積しているのが確認さ

れた。

規模は、長軸2.56m、最大幅90cm、深さ 18cmを測り、

断面皿状にあった。

出土遺物には、壺、甕の器種が認められた。しかし、

いずれも小片であり、型式的な特徴を提示する事は出来

なかった。したがって、時期的なより細かな位置づけを

行うことは不可能で、ここではとりあえず古墳時代初頭

の範疇で捉えておきたい。

土壊22(第73・136図）

土城は第 1調査区の南半部に位置し、竪穴住居23の埋

没後、これを切って掘開されたものである。

310cm 

。
1m 

▽二／
第135図 土壊21(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土城は、海抜約2.90mで楕円形の平面形が検出され、長軸1.12m、幅90cmが計測された。

城内には、最下層に炭を含んだ暗黒色土が約20cmの堆積をみせ、上層には灰黄色を基調とす

る堆積土が見られた。 4層からなる埋積土除去後、検出面から約35cmの位置で城底の確認がな

された。

出土遺物には、甕、高杯、鉢、手捏等の土器の他、碧玉製の管至が 1点見られた。

甕は、いずれも上方に長く拡張した口縁部外面に櫛描による沈線が施されたものであり、高
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1. 足守川加茂A遺跡

杯710~714 と同様当該地方において普遍的

に見られる器種である。

手捏には、壺717、器台716・718、鉢

715・719・720の以上 6点が一括で出土し、

また管玉S36の共伴とも相侯って祭祀的な性

格が示唆される。

時期的には、土器型式が下田所式段階を示

すことでおよそ古墳時代初頭へ位置づけて差

支えないものと考える。

厨

705 

O. 
lm 4. 暗黒色土

（含、炭）

706 

冨瓜
712 713 

X(715阿 716 w 717 
lfan 

／ 

◎ 
709 

゜

711 

第136図 土塘22 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/1) 

土壊23(第73・137図）

第 1調査区の南端部分において土城21の東約 lmに近接して所在し、竪穴住居23の埋没後こ

れを切っての掘開が確認された。

平面は不定形な楕円形を呈し、城底も一様でなく検出面からの深さ最深部で23cmを測った。

出土遺物には、土器片と 1点器種不明ながら外面に加工痕跡を有する石製品S37が見られた
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にすぎない。

時期は、土器の型式から古墳時代初頭への位置づ

けがなされる。 （島崎）

二／
719 

'fan —゚ 3cm 

第137図 土壊23(1 /30) ・出土遺物 (1/4・1/2)

土壊24(第73・138----141図）

第2調査区の北端、竪穴住

居13・24・25と切り合う遺構

である。遺構の約 1/2は調

査区外となるが、長径2.2m、

短径不明の不整形な方形にあ

ると思われる。深さは検出面

から約32cmで、底面は凸凹が

みられる。埋士は 4層に区分

され、遺物は第 2、3層内か

ら出土した。第 2層からは壺

720・721、甕722----725、高

杯726----730、鉢731・732・

734・741、器台733、製塩土

器735-740がある。第 3層

からは壺742・743、甕744・

745、752----755、高杯756----

759、鉢750・760、増751、

製塩土器746----749が出土し

ている。 721の口縁部は複合
゜

325cm 

1. 暗灰緑色粘質土

2. 灰緑色粘質土

3. 灰白色粘質土

4. 灰黒色粘質土
2m 

第138図土壌24(1/30) 

-167-



1 . 足守川加茂A遺跡

723 

729 
734 

1"35 
730 

~736 

~1 巴饂737

~738 

IOan 
声 739

こ 740

第139図土堀24出土遺物① (1/4) 
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741 

~746 

二 747 

三 748

こ 749

743 

754 

。
1¥)cm 

第140固土城24出土遺物② (1/4) 
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758 
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ゃ

第141図土壊24出土遺物③ (1/4) 

口縁を呈し、頸部に凸帯を 1条めぐらす。口縁部外面には刺突文による綾杉文様が描かれ、端

面と凸帯にも刺突文が施されている。頸部外面はハケナデ、内面は口縁部から頸部までが縦の

ヘラミガキ、胴部は横のハケナデによる調整が施されている。このように、 2、3層とも時期

差はほとんどなく、この土堀は下田所段階に比

定され、古墳時代初頭のものと思われる。

300cm 

言
761 

。
lm 

10an 
l 

第142図 土壊25(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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土壌25(第73・142図）

土壊 3の上層で検出された遺構である。土城の規模は長経1.26m、短径56cm、深さ 14cmを測

る。平面は長楕円形を呈し、底面は平坦で

はなく、ゆるやかな凹凸をもつ。遺物は底

面付近から、甕761が出土した。時期は古墳

時代初頭のものと思われる。

ロニ
N, ,$攣:-三こ

762 

ー1~

。
lm 

や

第143図 土壊26(1 /30) ・出土遺物 (1/4) 

土壊26(第73・143図）

竪穴住居27のやや南、土城 6・32に近接する位置で検出

された。土城の規模は長径1.45m、短径l.OOm、深さ約80

cmを測る。平面は北東部がやや不整形ではあるが、方形を

｀ 
~ 766 ム且溶

767 

0 50an 一 旱 。
IOan 

768 

第144図 土壊27(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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呈するものである。底面は南がやや高くなるものであり、掘り方は急角度である。遺物は甕

762・763、壺764が出土している。甕の口縁端面には櫛描平行沈線文がめぐる。壺は複合口縁

v-, 

290皿

／多
C 50cm 一第145図 土壊28(1/30) ・出土遺物 (1/4)

lfcm 

を呈するものである。時期は古墳時

代初頭のものと思われる。

土壊27(第73・144図）

竪穴住居28の北隣りに位置する。

土城の規模は長径1.20m、短径40cm、

深さ 18cmを測る。平面形は不整形な

長楕円形を呈し、断面はU字形に近

／
 

-―-―― 亨ニ
772 

如

’
 

¥l1l0" 
'774  

773 三
775 

゜
lm 凶 778皐 779° IOan 

第146図 土壌29(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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い。遺物は埋士内から、甕765、製塩土器766

~768が出土した。時期は遺物からみて、古墳

時代初頭のものと思われる。

土壊28(第73・145図）

士城31の北隣りに位置する。土堀の規模は直

径80cm、深さは検出面から約18cmを測る。平面

形は円形を呈し、底面は平坦である。遺物は埋

士内から甕769、高杯が出土している。時期は

古墳時代初頭のものと思われる。
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第147図 土壊30(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊29(第73・146図）

竪穴住居15の東隣りに位置する遣構である。士堀の規模は長径1.05m、短径74cmの長方形を

呈する。深さは検出面から約18cmを測り、底面は平坦である。掘り方はやや緩かな角度である。

遺物は埋上内から、壺771 、甕772~774、高杯775·776、鉢777、製塩土器などが出土して

いる。時期は、古墳時代初頭に位置づけられる遺構と思われる。

土墟30(第73・147図）

土城16の北隣りに位置する。約 1/2程が調査区外となるが、規模は 1辺が約1.35mの方形

を呈するものと思われる。深さは40cm を測り、底面は平坦である。遺物は甕780~785が出上

している。形態・調整法とも全て異なる土器である。時期は古墳時代初頭のものと思われる。
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-~ 

一
第148図土壊31 (1/30) 

ニク
第149図土壌32(1/30) 

土壌31 (第73・148図）

土壊28の南憐りに位置する。規模は長径1.00m、

短径80cmの楕円形で、深さ24cmの底面が平坦なもの

である。時期は古墳時代初頭頃と思われる。

土壌32(第73・149図）

土城26の北隣りに位置する。規模は不明であるが、

長方形を呈すると思われる。底面は平坦である。遺

物は無いが、古墳時代前半頃のものと思われる。

土壊33(第73・150図）

土城35の北隣りに位置する。土城の規模は長径

1.00m、短径90cmの楕円形を呈し、深さは検出面か

ら10cmを測る。底面は平坦である。図示する遺物は

ないが、古墳時代前半頃の遺構と思われる。

~ 

言

。
1m 

第150図土堀33(1/30) 

土壊34(第73・151図）

第 2調査区の南端、竪穴住居33の近くで検出された遺構である。遺構は調査区外にもあるた

め、規模は不明であるが、現状での規模は長径90cm、短径70cm程を測り、深さは検出面から約

20cmを測る不整形な長楕円形を呈する遺構と思われる。

遺物は埋土内から、壺786・787、高杯788が出土している。 786は頸部に一条の凸帯をめぐ

らし、ヘラ描の格子文様を施す。外面には斜めのハケナデ、内面はハケナデ後、ヘラミガキが
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施されている。 787の口縁部は「ハ」字状に開

＜頸部から外反し、外上方に拡張する。また、

斜下方にもわずかに拡張する複合口縁を呈する

290cm 
'"' 

／ 巖

786 

787 

・一，．
= =  ca--一● ＋ 

・-
='-
ー—

788 

。
lm 序an

第151図 土堀34(1/30) ・出土遺物 (1/4)

ものである。外面はハケナデとナデ仕上げ、内面はナデによる調整がみられる。 788は脚柱が

短脚で、裾部は「ハ」字状に開く。な

お、裾部には円形の穿孔が4か所みら

れる。時期は下田所期の遺物があるこ

とからみて、古墳時代初頭のものと思

ュ

＇ 。
lm 

第152図土壊35(1/30) 

われる。

土壊35(第73・152図）

竪穴住居18の東隣りに位置し、切り

合う遣構である。士渡の規模は長径約

1.40m、短径1.20mの不整形な楕円形

を呈し、深さは検出面から30cmを測る。

掘り方はゆるやかな角度で掘られてい

るが、底面は平坦である。

出土遺物は図示するものがないが、

古墳時代前半頃の時期と推察される。

（松本）
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(3) 溝

溝 1-4 (第73・153図）

第 1調査区のほぽ中央部において東西方向に

平行して見られた。

規模は、いずれも検出面での幅20----30cmを前

後するもので、深さも 10-----15cmと浅い。

溝の所在する地点は、およそ海抜3.20mを測

り調査区のなかでも比較的高い位置にあり、こ

の地点をピークに南に向けて徐々に当該期の検

出遺構面の海抜高が低くなる。これは、即ち溝

は排水路としてでぱなく用水路としての機能を

果たしていたと推測される。

出土遺物は、特に溝 1から数多くの土器の出

土が認められ、他の溝からも甕、高杯を中心と

する土器の存在が確認された。なかでも溝 lに

伴った甕789、高杯792は、型式的に下田所段

階の特徴をよく示し、時期的に古墳時代初頭に

比定されるものである。 （島崎）

-====フ←十—

溝 3

叫
2
 

。
1. 暗褐色粘質微砂

2m 2. 灰褐色粘質微砂

ゃ

第153図溝 1・2・3・4 (1 /60)• 溝 1出土遺物 (1/4)

792 
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(4) 貝層出土遺物（第73・154図、写真図版20)

第 1調査区の北端部に所在する竪穴住居21の上層には、北側からと考えられる古墳時代初頭

の土器を多量に含んだ土砂の緩やかな斜面堆積が認められた。このなかにあって、粗密はある

ものの貝層としての堆積状況を見せる部分も確認された。平面で検出された貝の集積状況のな

かで最もよく集中し規模の広いものは、東西 lm、南北 2mで北から南にかけて約37cmの比高

差をもったものが厚さ約10cm確認された。

貝の最は、水洗の結果合計15,973gが計測された。種類は、シジミ、ハイガイ、カキ等の他

マキ貝が分類された。量的にはシジミが最も多く 9,912g (62.0%)、次にハイガイの5,698g 

—璽唸

- .... —毎

’’ 11 B 3 

84 

0 5cm 

囀》B2 

B 1 - """'-

麟 B 5 

_
|
い
山
山
―
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1

匹ー~B 6 

第154図 貝層出土遺物 (1/2)
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(35.6%)、カキの340g (0.02%) を計った。

一方、貝層からは貝の他に獣骨の存在が認められ、中には卜骨、骨鏃、未製品等が散見され

た。

B 1は、シカ左側肩甲骨であるが残存状況は良くない。肩甲骨は、間節裔から先端までの長

さ約15cmが計測された。内・外面には、焼灼痕が認められ卜骨と認定された。遺存部分が多く

なく不明瞭である。外面の焼灼痕は、間節商近くで 3か所、内面には下端部近くに 3か所が確

認された。焼灼痕は、中心が黒色で周辺が茶褐色に変色・収縮し、一部に火折・刹離が認めら

れた。

B2は、鹿角の一部を上下両端を長さ 6cm位に切断し、面的にも比較的丁寧な面取りが約 5

mm幅でなされていた。全面の遺存がなく不明ながら直径2.2cmが推測される。切断• 加工・整

形には鋭利な鉄器でなされたとみられ、面および断面などの状況はシャープである。

83は、中茎と先端の一部欠損はあるものの比較的保存状況の良い物である。鏃身は、長さ

約 5cm、厚さ 5mm、幅 1cmを計る。全面いずれも丁寧に調整され、調整痕跡としての鋭いエ具

によると思われる面取り痕跡が認められた。

B4は、全長5.4cmを計る。先端から中茎までの長さ4.5cmと短いことで鏃と認識されるもの

である。鏃身は、先端部分を鋭利に仕上げ、全体が面取り整形がなされていた。それぞれの面

には整形の際の擦痕がよく残り観察される。鏃身部の最大幅 8mm、厚さ 4mm、中茎の径 3mmを

測る。

85は、鏃身もしくはヤスの頭部分と考えられ、先端部分は鉄器で整形されたと考えられる。

最大幅 1cmを計った。

86は、上・下が欠損しているため明確に出来ないが、遺存する面はすべて面取りによる整

形がなされた痕跡がみられ、鏃もしくはヤスと推測される。 （島崎）
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(5) 土器溜り（第73・155-172図、写真図版21)

第 2 調査区の北半部において竪穴住居24~26が位置するその上層で検出面直下の海抜3.40m

から海抜3.00mまでの間で多量の一括土器の存在が検出された。ただしこの土器溜りは、相当

量が調査区外にかかっていたため全ての土器を取りあげの対象としたのではなく、取り上げは

一部側溝周辺のものに限定された。土器溜りからは、土器以外に銅製品 l点と鉄剣 1本が伴出

している。

土器は、時期の異なるものを多少含むものの全体的には、古墳時代初頭段階に比定される内

容を示す。ただし量的に膨大であっても、ここに図化・掲載できたものはその内の一部にすぎ

ない。

代表的な器種としては、壺、甕、高杯、鉢、器台が見られる。

壺は、弥生時代後期初頭の803、804にみられる在地産の長頸壺の系譜下に伎置づけられる

806の他は、他地域からの搬入品が多く見られ、それぞれに多彩な内容をみせる。

793は、外面にタタキ痕跡を残し、内面にはハケ目調整の後下半部についてヘラケズリによ

り調整がなされている。胎土中に角閃石• 雲母を多く含む点において他地域からの搬入品とし

ての可能性が考えられる。 812は、外面にタタキ痕跡を一部に残し、胎土中には雲母を多く含

む。 805は、内面ヘラケズリの後この器種にあっては珍しくヘラミガキが横方向に施され、外

面には使用に際してのものと考える籠目痕跡が部分的ながら観察される。 807~809、 835 は、

外面に丹の塗布が認められた。 814は、外面肩部に櫛描による 2本の沈線文とその間の櫛描波

状文が施され、さらに口縁部の在り方、胎土中への長石、角閃石等の包含等により畿内系の土

器と考えられる。 812は、 823・824・841・941と同様に胎土中に雲母・角閃石を含み、色調

も橙色系統と共通しており、讃岐地方の下川津B類士器に比定されるものである。 824は、外

面タタキの後粗いハケメがなされ内面もナデとハケメによる調整が確認された。 841は、頸部

以下を欠損するため詳細は不明であるが、 2つに大きく割れた破片に対して 4か所に 2孔一対

による穿孔補修が認められた。

834は、長頸の壺を呈するが、調整は在地のものとは異なり、内・外面ハケを中心とした調

整がなされる。他地域からの搬入品の可能性が高い。 839は、口縁部を欠損するため形態的に

判然としないが、内面のハケメ調整、外面タタキの後ハケメ調整および底部穿孔の状況は、こ

れも他地域で生産され当該地方へ搬人されたものであろう。 842は、外面粗いハケ調整の後ミ

ガキによる仕上げ、内面は外面同様に粗めのハケメが残る。色調が灰白色を呈すること等、先

述した rs」字口縁の甕と同じく東海地方からの搬入品と考える。 944は、口縁端部が内傾気

味に長く拡張をみせるものである。胎土中には雲母・角閃石を中心に多く含む。 945は、胎土

が水漉し状に砂粒の包含を見せないもので、外面にはタタキ痕跡が、内面にはナデによる調整
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が認められる。 951は、外面底部に粗いヘラケズリが残り、内面にはヘラケズリの後部分的に

不定方向のナデが見られる。 950は、口縁部が特徴的に複合する。内面にはヘラケズリの後ナ

デが施されている。なお、中には胴部に外から穿孔されているのが数多く見られた。

壺の中には、胴部に穿孔のあるものが比較的多く確認される。 820・822・823である。いず

れもが焼成後、ある段階で外面から内側方向に向けて穿孔されたことが知られる。ただし、

839に認められる底部穿孔の在り方は、前者が祭祀的であるのに対して甑としてより生活に密

着した在り方を示すものである。

甕は、内面ヘラケズリ技法により器壁が薄く仕上げられ、上方に拡張した口縁部とその外面

に櫛描沈線文が施されたものを中心とする。吉備地方南部において当該期普遍的に見られる型

式である。ただし、これまでこの器種には多く確認されていないタタキによる技法の痕跡が

850、852・855・881等で部分的ではあるが確認され、この種の甕にも整形段階でタタキ技法

が用いられていたことが窺われた。胎土中には、長石• 石英を中心としたものが主流を占める

が、土器によってはそれら長石•石英以外に角閃石• 雲母を多量に含むもの850・851・852・

854・859・879・880・884も散見された。また、土器によっては胴部に穿孔の存在が849・

855・859・885等において認められ、この傾向はこの種の甕以外にも外面にタタキを残した甕

949の一部にも窺われた。穿孔は、いずれも焼成後に行われたもので外側から内側方向へ開け

られていた。

高杯は、ほとんどが水漉粘土を胎土とする中にあって、 865・867・893・894・892・907・

908等には長石• 石英• 雲母・角閃石等の包含が見られた。傾向として在地製品と他地域から

の搬入製品の違いを反映したものであろうか。特に、雲母を多く含む893・897・908等につい

ては、その感が強い。形態的には、 868・910・895・892・897・899等が代表的な型式である。

また脚部への穿孔数も 4個から 3個へと省略化が認められる。 894は、形態的にもまた制作技

法からみても在地のものとは判断されない。即ち、ゆるやかに内湾気味に斜め上方へと立ち上

がる口縁部と、脚部内面には横方向のヘラケズリが認められる点である。

鉢には、大型で二重口縁と外面ヘラケズリによって特徴づけられる960 と、口径13~16cm を

前後する小型品が見られる。後者は、さらに器形・胎土等の違いによって細分される。口縁部

の径に対して深さがこれと同規模か勝るもの932~937、口径が大きくて深さが浅いもの826·

828~831·938·939である。さらに後者の場合おおむね外面にヘラケズリによる調整がなさ

れることが多い。

器台は、 874·875~878·916~928等に見られる様にいずれも小型品である。胎土および

器形的に在地でよくみられる874·922~928を除いてはいずれも鼓形を呈するものである。脚

部内面ヘラケズリと口縁部内面ヘラミガキ、さらに916・917を除くものについてはほぽ全面
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にわたって丹の塗布が確認された。 916・917は、いずれも内外断面が灰白色を呈し、山陰甕

の特徴ともよく符合する。 874は、器形的には高杯を示すものの杯部中央部に脚部に貫通した

穿孔が焼成前に開けられていた。胎土は929に角閃石が多く含まれていたが、他はいずれも水

漉粘土である。

手焙形土器914・915は、いずれも鉢を母体としたものに天井部を片側方向に被せた形状を

示す。 914は、胴部内外面がヘラケズリ調整がなされ、内面にミガキを認めない。胎土中には

石英・角閃石• 雲母を多く含む。 915は、 914と同じく外面胴部にヘラケズリによる調整が粗

く残され特徴的である。 915の場合天井部および窓は、鉢口縁部の全体の約 1/3程度に鉢口

縁祁を見せ、高さ10cmで他は天井部分の粘土で覆われている。なお、内面には被熱痕跡および

煤等の遺存は確認されなかった。

銅製品M5は、士器中に 1点単独で検出された。最長3.6cm、幅2.9cm、厚さ 2mmを計る比較

的小さなものである。下位部茎状のところで欠損か所が確認されるのみで、他の部~について

は欠損等の痕跡は見られなかった。表裏には毛彫りによる文様が認められるが、性格は不明で

ある。何等かの青銅製装飾具の透かしの一部であった可能性が高い。

鉄剣M6は、切っ先の一部と茎の端部を欠損するが残

存長27cm、刃の幅3.5cmを計測する。茎には、現状で直

径 2mm程の目釘穴が 1つ確認されるが、本来の個数につ

いては不明である。なお、剣は部分的ながら金粉をまぶ

したように光沢を持つものであったが、レントゲン撮影

では何等改変か所の確認も出来なかった。 （島崎）
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第159図土器溜り出土遺物⑤ (1/4) 
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I Dan 

第161図土器溜り出土遺物⑦ (1/4) 
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第162図 土器溜り出土遺物⑧ (1/4) 
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第163図 土器溜り出土遺物⑨ (1/4) 
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I Dan 

第165図土器溜り出土遺物⑪ (1/4) 
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第171図土器溜り出土遺物⑰ (1/4) 
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第 2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物

(6} 包含層出土の遺物（第173----178図）

古墳時代前半期段階において遺構に伴わない遺物には、多醤の土器をはじめとして石製品、

土製品、鉄製品があげられる。

土器は、壺、甕：高杯、鉢、器台、手焙形土器、さらには小型の手捏製品が見られる。

壺は、在地産と考えら

れる970----972等の一群

以外に一般に在地におい

て多く見られない器形の

ものが抽出される。

前者については、短い

頸部に軽く屈曲した後に

さらに長く外方に伸びた

口縁部および比較的明瞭

な稜線を特徴とするもの

である。胴部外面には、

板状工具による調整の

後、ヘラ状工具で縦方向

に反復したミガキが施さ

れていた。内面は、ヘラ

ケズリにより相当簿＜器

、.,-

~\ 疇~/ S39 

＼ 

一゚
3cm 

第173図包合層出土遺物① (1/2• 1/4) 
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1. 足守JI!加茂A遺跡

壁が仕上げられているのが確認された。 973は、前者と同じく二重口縁をもった壺であるが、

形態的に在地においてあまり見られない。 974-976は、比較的長く立ち上がった頸部に大き

＜斜め上方に伸びた口縁部を有するもので、肩部外面には櫛描きによる波状文等の装飾が付け

られている。畿内地方からの搬入品であろう。 977は、長い頸部から直接外反する口縁部へと

つながる形状を見せるもので、外面には斜め方向のタタキが粗く残されている。胎土中には長

石の他雲母を含む。 978は、途中でやや膨らみをもった直立気味の頸部に僅かに外反する口縁

部をみせる。胴部外面ハケメで内面ヘラケズリ調整は在地に一般的にみられる技法であるが、

器形的には在地に見られない。胎土中には長石を中心とし、これに雲母が含まれる。 979は、

西部瀬戸内地方からの搬入品と考える。 980・981は、いずれも頸部との接点から頸部・ロ縁

部にかけて大きく外反するものであり、胎土中には角閃石• 雲母が多く含まれる。

甕は、これも壺と同様に在地産と他地方からの搬入品に分類される。前者は、形状の違い、

同じ形状であっても大きさの違いなどによって細分される。形状の違いは、即ち時期差に言い

換えられる。 982--.-983・985・986・991は、僅かに上方に立上がった口縁端部外面には櫛描

文が施され、体部最大径を肩部におきそこから底部へと径を減少させる。そして底部にはまだ

平底が意識された形状および調整が見られる。一方、これに対して984・987-989・992は、

口縁部の形状および調整は同じでも体部の在り方において著しく相違点が見られる。体部にお

ける最大径の底部近くへの移動であり、縦方向のヘラミガキ調整の省略化傾向もしくは省略で

ある。土器型式での下田所式と亀川上層式の差である。搬入品については、外面にタタキを残

し内面がヘラケズリ調整でない、ハケメ・ナデ等による調整を指標にみた場合、ここでも抽出

される。 990は、小片のため判然としないが、口縁部が受口状を呈している。 993~995 は、

「く」字状の口縁部をもったもので、外面にはタタキ痕跡が粗く残る。内面は、 993が押圧と

ナデ、 994が比較的粗いハケメである。 995は、ケズリ後押圧およびナデとなっている。 996は、

内面にヘラケズリ、外面に部分的に横方向のハケメが見られるが判然としない。

高杯は、いずれもが水漉しされた粘土を胎土として使用したものである。

鉢は、大型製品と小型製品が見られる。前者は、口縁部が二重になったもので同時期の壺、

甕に共通した在り方をみせる。後者は、器壁が比較的薄く仕上げられたものである。

器台は、 1011を除く 1012-1015が山陰地方特有の鼓形を呈し、外面には丹が塗られていた。

手焙形土器は、覆部の一部にすぎないが端部を上下に拡張して得られた面には 2条の粘土の

貼り付けによる加飾が認められる。

石製品 S39は、斑岩を全面加工したもので、一辺を切断し他の部分に刀子状に刃を削り出

している。士製品には、支脚 C9が見られる。

鉄製品M7は、鎌で折り返し部を欠損する。 （島崎）

-200-



第 2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物
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1,. 足守川加茂 A遺跡
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第 2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物
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1. 足守川加茂A遺跡
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第 2章第 3節 古墳時代前半の遺構・遺物
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1. 足守川加茂A遺跡

第 4節 古墳時代後半期～古代の遺構・遺物

(1) 土城

土城36(第179・181図）

第 1調査区の北半部において海抜3.70mで平面の確認がなされた。平面形は、楕円形を呈し、

規模は長軸1.30m、幅65cm、検出面からの深さ16cmを測った。

城内からは、埋積土中に焼土の混入が多く認められた。

出土遣物としては、土師器の甕の胴部片が 1点

みられたが、時期を明示させるものではなかっ

た。

胎士の状況から判断すると、古墳時代後期後半

期のおおむね 6世紀前半頃のものと認識された。

(2) 包含層出土遺物（第180図）

須恵器の杯身・杯蓋等の存在が散見された程度

で量的には多くなかった。

中には杯身に高台をもつもの等、奈良時代に比

定される土器の存在が調査区の中でも第 1調査区

の北側に多く認められた。調査区の北約 1kmに所

在する津寺遺跡から検出された一連の役所的な古

代遺構との関連が示唆される。 （島崎）

蜘

1. 茶灰色土（焼土を多く含む）

゜
lm 

第179図土壊36(1/30) 

乙 1025
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序an

第180図 包合層出土遺物 (1/4)
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第 2章第 5節 中世の遺構・遺物

第 5節 中世の遺構・遺物
__,,,,, /I 

-----
溝 6・7

溝 5 -----,』 ill

／ () 

＼ 炉 ヽ ◎ 土39

゜
10m 

第181図 中世検出遺構全体図 (1/200)

(1) 土壊

土壊37(第181・182図）

第1調査区の北側において西側約 1/3が調査区外に跨が

って検出された。推定される平面形は、円形でおそらく径70

cm前後の規模にあったものと考えられる。検出面からの深さ

は23cmを計測した。

出土遺物には、土師器、須恵器等の小破片が認められた。

時期は、 14世紀頃に比定されよう。

土壊38(第181・183図）

第 1調査区の南半部において海抜3.55mで検出された。

平面形は不定形ながら隅丸方形を、また断面浅い皿状を呈

ロー
珪

~
 

0 lm 

する士壊であった。規模は、長辺68cm、単辺65~血沼起~-6 cm 

を測った。

時期は、出土遺物がなかったことで判然としないが、状況

から土城37とほぼ同時期として認識される。

土壊39(第181・184図）

第 1調査区南端部に検出された土壊で、南側一部が側溝で

こ二戸~1028
0 10cm 

第182図土壊37(1/30) 

・出土遺物 (1/4)
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1. 足守川加茂A遺跡

切られていた。

平面形は、東西方向に長い長楕円を呈し、長軸70cm、

幅50cm、深さ10cmが推測された。

出土遺物は、土器の細片が認められるにすぎず、時期

判断の明確な目安となる遺物は検出出来なかった。ここ

では埋積土の状況によりおよそ中世としての位置づけを

考えたい。 （島崎）

(2) 溝

溝 5 (第181・185図）

第 1調査区北半部において調査区に直交した、東西方

向に伸びる溝である。

平面の検出は、海抜3.80mでなされた。規模は、幅80

cmで深さ25cmを測り、断面形態は逆台形を呈する。

時期は、溝に伴う遺物が細片で図化出来なかったが、

土師質椀の存在が確認されたことで、上述の土城37と同

様中世と考えられる。

溝 6• 7 (第181・186図）

第 1調査区北半部に位置する。溝 5の北約 2mに近接

して検出された。検出面の海抜は3.70mで、 2条が密接

した状態で検出された。本来の溝掘開面はさらに上位に

あったものと思われる。

いずれの溝からも遺物の明確な検出はなされず、時期

の詳細は不明である。但し、埋積土の状況から判断する

かぎり、中世段階に比定されよう。 （島崎）

如

。
1m 

寧

疇1. 淡灰茶褐色砂質土

i m
 

l
i
 

第183図土壊38(1/30) 

辛

＂ 1. 淡灰茶褐色砂質土
lm 

゜
第184図土壊39(1/30) 

蜘

彎
。

lm 

第185図 溝5 (1/30) 第186図溝 6• 7 (1/30) 

-208-



第 2章第 6節近世の遺構

第 6節近世の遺構

近世の遺構は、第 3調査区においてのみ検出

された。

足守川加茂A遺跡における当初の調査計画に

よれば低位部改修掘削部分は全面を調査の対象

としたが、調査の見直し段階で全面調査は回避

され、擁壁工事部分と低位部改修掘削部分のう

ちの一部が調査の対象となった。

第3調査区は、このうちの低位部改修掘削部

分の一部調査区である。しかも、削平の深度が

およそ海抜3.30mまでと浅いことで、調査の対

象は近世の水田に限定された。

水田は、南北68mを測る第 3調査区のなかに

あって、東から派生してきた微高地をおよそ南

北方向の肩を境に西側を一段低く掘開・削平し

て耕地面を形成していた。

水田としての耕地化は、海抜3.65mで西側に

むけての掘開および削平が土層断面（第188図）

において水田の肩より約60cm下層に整地面が確

認された。

水田層は、整地面より約15cmの厚さに遺存し

ていた。

この水田は、水田層上層に部分グライ化はみ

せるものの基本的に砂質土の堆積が見られ、洪

水によるものと推測された。

堆積砂除去後水田には、南北方向にのびた肩

に直交する状態に畦畔 1本が取り付いているの

が確認された。またこの畦畔は西に約 8mの所

で分岐し、水田の肩のラインに平行した方向に

畦畔 1本が検出された。しかし、水田の肩に直

c~ 

ー
什
れ
、
十

QI[] 

ぞ
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20m 

スクリーントーン：水田

接取り付いた畦畔から南部分については、少な第187図第 3調査区水田遺構全体図 (1/400)
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1. 足守川加茂A遺跡

くとも34mまでの区間には

存在が認められず、水田自

体は南北方向に長い長方形

の区画形態にあったことが

推測された。

畦畔は、下端幅60-70cm、

上端幅約30cmと幅は比較的

広く、高さは約10cm程度と

低いものであった。

畦畔の断面は 2層よりな

り、上層に鉄・マンガンを

多く含んだ淡茶色粘質砂

が、下層には灰黄色粘質砂

が認められた。

水田の時期は、土器の出

土が備前焼の小破片 l点の

みで判然としないのである

が、おおよそ近世として差

支えないものと推測され

る。

なお、予定調査終了後対

象となった地点での下層の

状況を知るべく 3か所につ

いてトレンチによる確認調

査を実施した。

これによると下層には、

土器の出土がなかったこと

で断言はできないが、溝状

の遺構が確認されたことで

第 l. 第 2調査区程ではな

いにせよ近世以前の遺構の

存在が推測された。（島崎）
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第2章第 7節結語

第 7節結 語

現在の足守川左岸に展開する遺跡の在り方は、近年岡山県教育委員会による山陽自動車道建

設、県道三本木線建設に伴う調査や岡山市教育委員会による三手幼稚園建設、加茂小学校改幽

に伴う調査などによって遺跡の実態が明らかになりつつある。特に岡山市加茂を中心とする遺

跡の在り方をみると、弥生～奈良時代の遺構が多数検出されており、また重要な成果を得てい

るのである。

加茂A遺跡は、これらの遺跡に近接する位置にあることから、密接に関連するものと思われ

る。ここでは、確認された成果をもとに本遺跡の性格をまとめてみたい。

1 . 遺構の変遷について

足守川加茂A遺跡は、おおよそ現在の黒住橋が架かる位置である。調査対象地区は足守川左

岸の低水路擁護壁部分（第 1、2調杏区）と流水路掘削部分（第 3調査区）の 2地点であり、

調杏は大規模な遺跡に長大なトレンチを設定するようなものであった。

調査の結果、本遺跡は微高地を立地基盤とする集落であり、竪穴住居、上壊など数多くの遺

構が検出された。調査に先立つ確認調査、立会などによって、今回の調査区の北、西、南は微

高地が徐々に下がっていくことを確認しているため、遺跡の中心はやや東になると想定された。

本遺跡で最も古い遺構の時期は弥生時代後期前半であるが、遺構数は極めて少なく、居住区域

としての本格的な利用が未だなされていなかった。後期後半段階になると遺構数は増加し、古

墳時代初頭～前半期に遺構数がピークに達する。しかしながら、亀川上層期の大洪水によって

集落が廃絶し、古墳時代後半までは遺構が存在せず、古墳時代後半以降になって土漿、溝、水

田等の遺構がみられるようになるが、住居は確認されていないため、古墳時代後半以降は居住

区域として利用されなかったようである。

2 . 遺物について

本遺跡では土器を含め多種多様の遺物が出士している。とりわけ、遺物の量では弥生終末～

古墳時代前半期の士器が他を凌駕するが、なかでも絵画土器、石杵、青銅製品、 卜骨は注目さ

れる遺物である。

絵画土器は 2点116・271が出土している。 116は竪穴住居14の床面直上、 271は包含層から

出士した。 116は弥生時代後期後半の器台片で、線刻文様構成については、前節において詳述

したが、出士例からみて、胴部文様は竜を表現しているものと思われる。 271は複合口縁を呈

する弥生時代終末期の壺の口縁部に描かれたものである。 116と同様に複数の文様構成がみら

れるが、全ての表現意図の解明は困難であるが、上方には家もしくは船、櫂などを表現してい
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1. 足守川加茂A遺跡

ることが確認できる。船とするならば、船体両端の紬先は左右が反る、いわゆるゴンドラ形の

小船である。石杵は 4点出土している。いづれも、竪穴住居内から出土しており、時期は下田

所期、亀川上層期のものである。付載所見によれば、水銀朱、ベンガラ用の 2種類の石杵であ

ったことが判明している。また、内面に朱が付着している土器（大型の鉢）が出土しているこ

とから、この集落での赤色顔料の製造、使用が明らかとなった。青銅器M5は古墳時代初頭の

土器溜まりから出土した遺物である。外面には毛彫り状の文様が施される特異な遺物で、形態

からみて青銅製の装身具あるいは祭祀用具の一部の可能性をもち、技法とともに用途、性格は

不明である。 卜骨は竪穴住居21の上層に古墳時代初頭の土器とともに堆積した貝層内から出土

した。鹿の肩甲骨で、表面には 6か所の焼灼痕が認められた。 卜骨による農作物の農凶など各

種吉凶を占っていたことが伺える。

このように、本遺跡では祭祀をもとり行なう集落の一端を明らかにすることができたが、足

守川加茂B遺跡などともに、弥生時代後期後半～古墳時代前半期はこの地域における拠点的な

集落として存在していたものと思われる。 （松本）

註

(1) 昭和62年度～平成 2年度にかけて、発掘調査を実施した。調介結果については、順次報告書が刊行されている。

岡山県教育委員会「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 90」 1994年3月

「岡山県埋蔵文化財報告」 19 1989年、同20 1990年、同21 1991年

(2) 「岡山県埋蔵文化財報告」 22 1992年、同23 1993年、同24 1994年

(3) 岡山市遺跡調査団 「三手（庄内幼稚園）遺跡発掘調査報告」 岡山市教育委員会 1981年

(4) 昭和62年度に発掘調査を実施。報告書未刊。弥生時代後期～室町時代の遺構が検出されている。
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2. 足守川加茂B遺跡



第 1章遺跡の概要

第 1章遺跡の概要

足守川加茂B遺跡の発掘調査は、第 1図に示す約2,800面を調査対象とした。調査範囲を設

定するに際して、南北については、確認調査においてこの範囲の南北それぞれに低位部の状況

が認められたことで限定し、東については護岸工事による掘削の及ぶ範囲までとした。西につ

いては、調査範囲を保護するために現足守川との境に土手を残さざるをえなかったもので、本

来の微高地はさらに西へのびていたものと考えられる。足守川の川底で弥生土器が採集された

という記録もこれを裏付けるものであろう。

"l 

゜
第 1図調査地周辺地形図 (1/2,000)
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2 . 足守JII加茂B遺跡

この調査範囲に対して、第 2図に示すように、 20m単位のグリッドを設定した。グリッドの

呼称は北西の交点を用いている。さらに一つのグリッドを a-dの四つの小区に分けた。した

がって、一つの小区の面積は100面になる。

第4図には、ほぼDラインに相当する調査区東側壁の土層断面を掲載している。海抜高 4m

から4.2m前後が調査時の表土上面となる。海抜高 3mを上下する土層に斜線を入れたものが

古墳時代前半の包含層である。これより上層、表土までの間は各時期の水田利用を示す水田土

壌．畦畔• 溝等の堆積状況を示している。確認調査の段階で、発掘調査対象範囲にこの包含層

が広がり、なおかつこれより上層では遺構がほとんど検出できなかったため、発掘調査に先立

ってこの面までを重機によって除去した。古墳時代前半の包含層は、 11ラインより北では後の

洪水によって削られており、図示範囲より南の状

況については、第 2章第 4節で後述するところの

斜面堆積へと続き、第465図第 2層がこれに相当

する。この第465図に示されるように、調査区南

で確認される微高地の下がりは旧地形を示すもの

であり、基盤層上面での比高差は80cmを超える。

この低位部は水田としての利用が想定され、第

465図第 4・5層にその可能性が求められるとこ

ろであるが、調査時には湧水のためにその確証を

得るには至らなかった。

この古墳時代前半の包含層より下層で検出され

た遺構を網羅したのが第 3図である。中央部の長

方形の空白部分は、発掘調査時には橋脚によって

既に失われていた箇所である。 llC区における微

高地北端の状況は、竪穴住居の北辺が失われるな

どに示されるように、前述のとおり後の洪水によ

って削られたものであり、その時期は古墳時代以

降ということになる。 8B・C区に見られる下が

りは、さらに西へ続いている状況を示しており、

調査区西側壁添いの遺構の在り方もこれを指示す

るものである。南北幅約65mの微高地が残ってい

たことになるが、その基盤層の土質は均ーではな

く、平面的には東西方向の縞状に変化している。

11 

10 

B
 ゜

ー
川
し
＼
ー

T

10 

第2図 グリッド設定図 (1/800)

乎
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第 1章遺跡の概要

11 D 7+D 

7+C 

~ 三

11 B 密 98 □三ン 8 B 7B 

＋ ＋ ＋ ＋ 

゜ 乎 予I 

第 3図 弥生時代中期後半～古墳時代前半遺構全体図 (1/300)
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第1章遺跡の概要

すなわち、南北両端に粘質の強い部分があり、その中間部分は砂質が強くなっている。これを

断面として捉えると、北に高く南へ傾斜する砂質土と粘質土の互層とみなすことができる。

第3図に示した遺構は、時期的には弥生時代中期後半から古墳時代前半までのものである。

次章ではこれを各時期ごとに分けて掲載し、記述していくが、柱穴については、竪穴住居の柱

を構成すると認識できたものの他は、掘立柱建物としてまとまるものも確認できておらず、個

別に時期を限定しがたいため省略している。 （光永真一）

。., 

300 
● " '  

皿

皿

皿

0
1
 

ー

~ 

DI , , .. 

皿

墨

皿

茎

皿

堕

堕

斜線は古墳時代前半包含層

第 4図 Dライン土層断面（垂直1/60、水平1/120)
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2. 足守川加茂 B遺跡

第 2章調査の概要

第 1節弥生時代中期の遺構・遺物

(1) 概要

第16図に掲載した遺構のうち、この時期に属する遺構としては、竪穴住居 2軒、土城 5基が

検出されている。いずれも中期の後半に比定され、遺物にもこれを遡るものはほとんど見られ

ない。分布状況をみると、竪穴住居はllC区に位置し、土城も llB区、 lOC区までの微高地北

部に集中しており、安定した粘質土が基盤の部分を選んでいる状況とも考えられる。この時期

の微高地北端がより北へ広がっていた可能性はあるものの、集落の本体が調査区の東外側に存

在することが想定できる。竪穴住居はいずれも全容が不明であるが、円形ないし隅丸方形と考

えられるものである。土城2は、その遺構形態とともに貝殻で埋まっていた状況も特殊である。

土城 1は、形状は袋状土城に近しいが、後期の袋状土城とは区別される。 （光永）

(2) 竪穴住居

竪穴住居 1 (第 5・6・16図）

llC b区に位置し、北半を竪穴住居45、西半を

竪穴住居46にそれぞれ削られ、南東部側壁の一部

を土城 lに削られている。

平面形は隅丸方形と考えられ、南東隅部が残存

している。側壁から40cm内側で、掘り方円形の柱

穴 1本を検出しているが、柱構造は不明である。

海抜高2.46mの床面中央部で焼土が認められ、こ

こに火処が設けられていたことが想定される。壁

体溝は検出されず、その他の住居内構造も確認され

なかった。

遺物は床面直上からの出土であり、弥生土器の

壺 1----3、小形壺 4、甕 5・7、甑 6、高杯 8. 

9、鉢10・11等がある。 3・6の胴部内面下半

にはヘラケズリが施されているが、上半部は指オ

サエあるいはハケメであり、 5にあってはヘラミ

ーー ー

— 1 2 盈知

ラ ン／

゜
2m 

1. 焼士・

2. 灰色粘土

3. i炎黄色粘土（含、淡黄色細砂）

第5図竪穴住居 1 (1/60) 
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10cm 

第 6図竪穴住居 1出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

ガキが施されている。 8・9には円盤充填技法が用いられ、脚部外面には 8に凹線、 9に沈線

が施されている。 12は器台ないし台付鉢等の台部と考えられる。 1 ・ 10• 11に混入の疑いが

残るものの、菰池式の新段階併行で、時期は弥生時代中期後半に比定される。

竪穴住居 2 （第 7・8・16図、写真図版39)

11cc区に位置し、南東部を竪穴住居8に、西半を竪穴住居4・6にそれぞれ削られ、南端

についても竪穴住居19に削られて不明である。

平面形は円形ないし隅丸方形と想定されるが、規模は不明である。深さ25cm程度の遺存状況

で、床面は海抜高2.46m前後でほぽ平坦である。柱穴は 6本を検出しているが、柱構造は 8本

柱と考えられる。柱掘り方は長径33----53cmの楕円形で、深さは35-58cmである。柱穴は側壁か

-CQ)-

—•— 

-〇- ／ 

芦
〗

-〇-
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¥
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ー
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ー
ー
ー
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ーーー／ー
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□
忍
/
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1. 黄灰褐色微砂（含、炭・焼土）

2. 灰褐色微砂（含、炭）

3. 灰褐色微砂 。
2m 

第 7図 竪穴住居 2 (1/60) 
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第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物

===? 
19 

一 n
20 

5

勺クこ
21

バ鬱
27 こ

戸

'fan 

第 8図竪穴住居2
出土遺物 (1/4• 1/2) 

ら90-----llOcm離れて位置し、柱間は

1.7-2.0mである。東辺の一部で壁

体溝を検出した他は、中央穴その

他の住居内構造については不明で

ある。

出土遺物には、弥生土器の壺13・14、甕15-19、高杯20-26、鉢28、器台27の他に、サヌ

＇ 
~ 

S 1 —゚ 3cm 

カイト製の石包丁S1、鉄鏃Ml等がある。甕の体部内面上半については、 16ではヘラケズ

リが頸部にまで及び、 18ではハケメが施されている。高杯22・25には円盤充填技法が用いら

れており、杯部の形状については、 20・23-----25の杯部から口縁部が直立するものと、 21・22

のように杯部から曲線的に立上がるものがある。

これらにより、時期は弥生時代中期後半に比定される。 （光永）
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2. 足守川加茂B遺跡

O. 

(3) 土壊

土壌 1 (第 9・10・16図、写真図版38)

llCb区において西側で竪穴住居 1を切り、東側

で後期後半の土城55によって切られた状態で検出さ

れた。長軸長1.32mを測り平面楕円形を呈するもの

で、検出面から城底までは比較的垂直もしくは部分

逆斜傾した状態の壁を有することで袋状土城とも考

旦 ぇられたが明確でない。深さ約60cmを測る城内には

中層以上に比較的炭と焼土塊の包含された土砂の堆

積が多くみられ、さらに埋積のほとんど終了段階で

土器の一括廃棄が確認された。

土器には、壺、甕、高杯等の器種がみられ、なか

には完形に復元される土器が高い比率でみられた。

時期は、土器型式が仁伍式の特徴に酷似すること1. 淡灰色土

2. 暗灰黄色士

3. 黒灰褐色土（含、炭・焼土多）

4. 淡灰色土

5. 暗灰色土（含、炭・焼土多）

6. 黄灰色土

7. 黄灰色土（含、炭・焼土多）

8. 灰褐色士

9. 灰色砂

10. 黄灰色土

11. 暗灰黄色土

12. 暗黄灰色土（含、暗灰色租砂塊）

で中期後半に比定されよう。 （島崎）

第 9図 土壊 1 (1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物
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土塘 2

（第11・16図、写真図版38)

11 C c区北東部に位置し、上

層を竪穴住居2に削られている。

平面形は154X57cmの楕円形で

あるが、深さ45cmの断面形は横

断・縦断ともに袋状を呈し、最

大径は163X61cmを測る。

城内はほとんど純貝層となっ

ており、大半がヤマトシジミで

占められ、カキ・ハイガイ・カ

ワアイ等め貝殻少量と魚骨微量

がこれに混じる。

出土遺物には、弥生土器の甕

39・40、高杯41があり、これら

により時期は弥生時代中期後半

に比定される。
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2. 足守川加茂 B遺跡

軋

一2•50cm • 一—

} 
~ 

39 

40 

第11図 土壊 2 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壌 3 (第12・16図）

llBd区中央部に位置し、竪穴住居3に上層を削られている。

lm 
I 

閉血

平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長1.52m、短軸長1.26mをそれぞれ測り、深さ41cmの断面

形は逆台形で、やや凹凸のある底面の海抜高は1.74mである。埋土のうち、第 1層には炭・焼

土とともに貝殻が含まれている。出土遺物には弥生土器の甕42・43、高杯45、台付鉢44があ

り、これらにより、時期は弥生時代中期後半に比定される。
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第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物
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1. 茶褐色砂質土（含、炭）

2. 灰黄褐色砂質土（含、炭）

第13図土壊4 (1/30) 
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（第13・14・16図）

lOC a区南東部に

位置し、土城24との

距離l.lmである。

平面形は径1.13m前

後の円形を呈し、深

さ37cmの断面形は椀

形である。

出土遺物には弥生

土器の壺46、甕47、

高杯48があり、時期

は弥生時代中期後半

に比定される。

第12図土壌 3 (1/30) 

・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

~ 。 ゃ

47 

第14図

土壊 5 (第15・16図）

lOC b区南東隅に位置し、竪穴住居10に

近接する。平面形は径51cm前後の円形で、

深さ37cmの埋土の上層で、弥生土器が円礫

とともに集中して出土した。 49-----52はいず

れも甕で、胴部内面下半にヘラケズリが施

されている。これらにより、時期は弥生時

代中期後半に求められる。 （光永）
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第 2章第 1節

110 10D 90 8 D 

弥生時代中期の遺構・遺物
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第16図 弥生時代中期後半～後期前半遺構配置図 (1/300)
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

第 2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

(1) 概要

第16図に示す遺構のうち、竪穴住居3........ 16の14軒、土城 6_-53・145-166の70基と、土城墓

1・2の2基、土器棺 lの1基に加えて、貝塚 1がこの時期に属するものである。遺構の分布

は微高地南半にも及び、調査範囲の西側へも広がっていた状況が見られる。一方、中央東寄り

の部分は空白地となっており、その西側に貝塚が所在することが注目される。貝塚は橋脚部分

への立会い調査でも確認されている。竪穴住居は平面形が隅丸方形のものが多く、貝塚を挟ん

で南北2群に分けられ、北群には竪穴住居4・8・10の大形住居が所在する。土城70碁のうち

の14基が袋状士城で、その分布はllC区周辺と 9C区の 2群に分けられる。土城墓は北西部に

位置し、土器棺は南の袋状土城群に近い 9Cb区に位置している。竪穴住居4、土城 6の立地

からはこの時期にも微高地北端がより北にあったことが窺われ、遺構の分布も粘質土が基盤と

なる部分を選んで占地する状況を示している。 （光永）

(2) 竪穴住居

竪穴住居 3 (第16・17図）

llB d区南西部に位置し、北半を調査区外に置くが、

土城3を削り、西半を竪穴住居22、土城76に削られてい

る。竪穴住居 5との距離は約 4mである。

平面形は円形と想定されるが、規模は不明であり、海

抜高2.2mの床面まで深さ33cmが残る。柱穴は確認でき

ず、柱構造も不明であるが、焼失による幅15cm程度の炭

化材が床面に残っていた。また、床面に炭の集中する範
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ー
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第17図 竪穴住居 3 (1/60) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

。
竪穴住居 6

i 

第18図 竪 穴 住 居4・5・6・20・21 (1 /60) 
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第2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

囲が認められ、この北西側に中央施設が設けられていた可能性がある。壁際では台石と考えら

れる石を検出したが、壁体溝は認められない。

出土遺物には、弥生土器の壺53・54、甕55等があり、これらにより時期は弥生時代後期前

半に比定される。
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第19図竪穴住居 4 (1 /60) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

亨

10cm 晴

ヽ
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゜
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畠
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一 二戸

叫

感窯

67 

一三〉一、- •. -..、', ,, 
----------、-ぞ”

こエ戸
70 

I I M2 

゜1...1—ヨ
2cm 

第20図竪穴住居 4 出土遺物 (1/4• 1/2) 

竪穴住居4 (第16·1s~20図）

11c a区から11cc区にかけて位置し、竪穴住居2・5・6、土城10・15を削り、竪穴住居

20・21、土城11に削られている。

平面形は隅丸方形を呈し、長軸長7.78m、短軸長7.75mを測る。深さ42cmが残る側壁はほぼ

直立い、東半では幅25cm、深さ 5cm程度の壁体溝を検出している。床面はほぼ平坦で、海抜高

-234-



第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

2.15m前後を測り、床面積は42面である。柱構造は 8本柱であり、柱掘り方は長径36~83cmの

平面形楕円形で、深さ4_7-67cmを測り、側壁との距離は25-95cmである。中央施設の想定され

る位置には、竪穴住居20の柱穴等が重複しており、確定するには至らない。この他の住居内構

造は確認されていないが、北辺において内側に別な壁体溝を確認しており、 1回以上の建替え

が想定される。

出土遺物には、弥生土器の壺56·57、甕58·60·61 、甑59、高杯62~66、鉢67、製塩土器

68・69などの他に、瓢形土製品C1、土器片転用紡錘車C2、動物形土製品 C3、鉄器M2

がある。 70は手捏ねであり、一端を扶り、他端に孔を穿っている。

これらにより、時期は弥生時代後期前半に比定される。

竪穴住居 5 (第16・18・21回）

llCc区に位置して、東半を竪穴住居 6

に、北半を竪穴住居4にそれぞれ削られて

いる。このため、平面形は隅丸方形と想定

されるが、規模は不明であり、深さ39cmが

残るのみである。柱構造は 4本柱と考えら

れ、 2本を検出した。壁体溝は認められな

いが、側壁から so~socmの間が海抜高2.19

mの床面よりも約15cm高いベッド状になっ

ている。中央施設その他の住居内構造につ

いては不明である。弥生士器の甕71、高

杯72・73の出土により、時期は弥生時代

後期前半に比定される。

竪穴住居 6 (第16・18・22・23図）

llC C区に位置し、竪穴住居 5、土城16

を削り、竪穴住居4、士城15に削られる。

1回の建替えが行なわれており、新段階

を6A、旧段階を 6Bとする。

竪穴住居 6Aは、平面形隅丸方形で、長

軸長5.92mを測り、壁体溝が全周していた

と想定される。 4本柱のうち 3本を検出し

ており、海抜高2.02mの床面ほぼ中央に径

27cm、深さ53cmの中央穴が位置する。竪穴

ー

-(Q)-

/2 1 

“ 
2m 

枷

。
1. 灰褐色砂質土（含、炭•炭化材）

2. 炭化材

~7~ 〈—三〖
ゃ

第21図竪穴住居5 (1/60) 

7 
73 応
・出土遺物 (1/4)
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第22図 竪穴住居 6 (1/60) ・出土遺物① (1/4) 
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第23図 竪穴住居 6A (上）• 6 B (下） (1/60)・ 竪穴住居 6出土遺物② (1/2) 
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2. 足守JII加茂B遺跡

住居6Bは、北辺と南辺において壁体溝が6Aの内側で検出されており、短軸長で4.99mを測

る。柱構造は 4本柱で、そのうちの 3本を検出しており、柱間は1.9mである。中央穴はやや

北東寄りに位置し、径25cm、深さ30cmを測る。

弥生土器の壺74-77・79、甕78・80、高杯85----88、鉢81-84、器台89、土錘C4-6、

サヌカイト製の楔形石器S2等の出土により、時期は弥生時代後期前半に比定される。

竪穴住居 7 (第16・24・25図、写真図版39・40)

llC d区に位置し、竪穴住居8・9、土壊146を削り、土城55・61・62・64----66に削られる。

平面形は円形で、長軸長5.3m、短軸長4.99mを測り、床面積は17.3面となる。壁体溝は西辺

から北辺にかけて断続的に検出されているが、本来は全周していたものと考えられる。柱構造

は4本柱で、柱間

は2.2m前後と想

定される。柱掘り

方は平面楕円形で

長径57-95cm、深

さ45-65cmを測

り、側壁からの距

離は55-65cmであ

る。焼失により、

床面に炭・焼土と

ともに炭化材が遺

存するが、家屋構

造の復元はできな

い。炭化材等の遺

存状況は、中央部

が比較的良好で、

縁辺部では希薄で

ある。南東部で台

石を、北東部で浅

い土城をそれぞれ

検出したが、中央

施設は明確にでき

なかった。

＜ ー

A 

i 
1. 暗黄褐色土 3. 炭

2. 暗黄褐色土（含、炭•炭化材） 4. 暗黄褐色土（含、暗黄灰色士塊）

第24図竪穴住居 7 (1/60) 
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言言lS 3 

戸 こ員
1f9~ 

鴫

第25図 竪穴住居 7 床面検出状況 (1/80) ・出土遺物 (1/3・1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

出土遺物には、弥生土器の壺• 甕• 甑•高杯・鉢等の他に、砥石がある。 104は内外面とも

ナデ仕上げで、底部穿孔は焼成前に行われており、体部外面下半に煤が付着している。壺

90・96、甕97、鉢99等における口緑部の立上がり方、あるいは高杯103・106の短脚化は後期

後半の特徴を示しており、時期については周辺遺構との関係から後期前半に位置づけるが、後

期後半に下る可能性を含んでいる。

こ〕

260cm 

l. 暗灰色士（東半下面に炭層）

2. 暗黄灰色土

。
2m 

第26図 竪穴住居 8 (1 /60) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

竪穴住居 8-

（第16·26~29図、写真図版40)

llC C区に位置し、竪穴住居 2・9

を削り、竪穴住居 7・50、士城55・61

~59に削られている。

第26図に示す状況で検出され、壁体

溝の数からは 3回ないし 4回の建替え

が想定されるが、ここでは柱穴との組

合せで理解しうる 3段階を想定して記

述することとし、新しいものから順に

8A・8B・8Cとする。

竪穴住居 8Aは、平面形は楕円形に

想定され、規模は不明であるが、長径

4.5m以上と推定される。柱穴は 6本を

検出し、柱間は1.1~2.om と不揃いで

2m 

108 

112 

113 

116 

~ II 119 

120 

゜
悶m

第27図 竪穴住居8A (1/80) ・竪穴住居 8出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡

¥

＼

¥
i
/
 
"
i
‘
 

／
 

＼
 

ー

＼
 

ー

＼
 

／
 

＼
 

／
 

＼
 

¥

＿

@

/

 

＼
 

＼

◎

 

＼

一

[

．

 

[
 ご

l

l

 

,
lー
＼
一

/
 

/

/

 

/
/
．
 

[
/
[
／
/
 

a
 

／
 

/

＼

 

＼
 

＼
 

／
 ／

 |

＼

 
I

¥

 

.,＇ •• 

1
-
|
＇’’ 

ある。柱掘り方は

長径23~4ocmの楕

円形で、深さは20

~6ocmを測り、壁

体溝からの距離27

~63cm に位置す

る。床面の海抜高

は2.36mで、中央

穴その他の住居内

構造については不

明である。新しい

段階の BAである

が、 8 B・8 Cよ

辛

rNV'I~~ 
D 

り規模が小さく、

継続しての建替え

というよりは、別

途に建直したと考

えるべきかもしれ

C7 

ーロ）―m
 

゜
5cm 

.ca 
第28図竪穴住居 8B (1/80) •竪穴住居 8 出土遺物② (1/2) 

ない。

竪穴住居 8Bの

平面形は不整な円

形に復元され、長

径約7.35m、短径

約6.91mと推定さ

れる。柱構造は 5

本柱と考えられ、

木主rdJは2.0---2.6m

を測る。柱掘り方

は、長径30---58cm

の楕円形で、深さ

35-55cm、壁体溝

との距離20---50cm
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

である。 5本のう

ちの 3本で、柱痕

跡が確認された。

中央穴その他の住

居内構造について

は不明である。

なお、 8Aと8

Bの壁体溝の間に

","'~ ゞ(〗
"-c:'~ 

. --

~"'""'-=-__; — --=p,<~ ロ~---~- --
llOcm 

rt,:r'~IIIIU\~ 
きなかった。

竪穴住居BCの

平面形は円形に想

定され、長径7.89m、短径約7.5mで、床面積は40.6面前後となる。柱構造は 8本柱に復元する

ことができ、柱間はl.7,..,__.2.2mを測る。柱掘り方は長径25,..,__.65cmの楕円形で、深さ45,..,__.74cm、

壁体溝との距離15~45cmである。 2 本で柱痕跡を確認した他に、 4 本で重複が見られる。中央

穴その他の住居内構造については不明である。

これらの床面は同一の面で検出しており、遺物についても各段階に分けて取り上げることは

2m 

第29図竪穴住居 8C (1/80) 

は、 1条ないし 2

条の壁体溝および

側壁の肩と考えら

れる遺構が検出さ

れている他、 BB

南東部の壁体溝を

削る壁体溝も見ら

れるが、これらに

ついてはいずれも

柱穴との組合せを

想定することがで

できていないが、弥生土器の壺109、小形壺108、甕110・111、高杯118・119、鉢113・

114・116・117・121、台付鉢112・115、器台120、土器片転用紡錘車Cl、士錘cs等が出

土している。高杯には円盤充填技法が用いられており、甕の体部内面はヘラケズリが頸部にま

で及んでいる。 115の外面には彩文風の丹塗りが施され、 116の穿孔は焼成後になされている。

時期は弥生時代後期前半（上東• 鬼川市II式併行）と考えられる。
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2. 足守川加茂 B遺跡

竪穴住居 9 (第16・30----32図、写真図版40)

11cc区に位置し、竪穴住居 7・8、土城147に削られ、土城148を削っている。

平面形は隅丸方形で、長軸長5.71m、短軸長5.25mをそれぞれ測り、床面積は23面である。

検出面からの深さ38cmが残り、側壁は直立に近く、床面は海抜高2.07m前後でほぼ平坦である。

壁体溝は東辺の一部において検出された他、断面の観察では西辺にも想定される。柱構造は 4

本柱で、柱間は2.0-2.6mを測り、主軸を東西に置くが、平面形から想定される主軸方向とは

異なる。柱掘り方は長径45----65cmの楕円形で、深さは27-40cm、側壁との距離は45-150cmを

測る。床面の一部に微砂の散布がみられた他、北西部および南西部の側壁近くで、円礫の集中

て――---‘‘ .......... 
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1. 暗黄褐色土

2. 暗灰色土（含、炭）

3. 暗黄灰色土塊

4. 暗黄灰色土 0 2m — 5. 暗灰色砂

6. 暗黄灰色土（下面に砂層） 7. 暗黄灰色砂（下面に砂層）

第30図竪穴住居9 (1/60) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

する箇所が認められた。中央穴その他の住居内構造は不明である。

出土遺物には、弥生土器の長頸壺122、壺123・124、甕125-1 29・131・132、甑130、高

杯133-136、鉢139-141、器台137・138等の他に、敲石S5、サヌカイト製の石包丁S6、

鉄鏃M3がある。 122の頸部は口縁部に向かって開いており、体部内面上半は指頭圧痕を残し

ている。 138の外面には丹塗りが施されている。

時期は弥生時代後期前半に比定される。
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第31図竪穴住居 9出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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第32図 竪穴住居 9出土遺物② (1/3・1/2) 

竪穴住居10(第16・33・34図）

lOC b区に位置し、東辺を調査区外に置く。土堀149を削り、南

半を竪穴住居25・60に削られている。

平面形は円形と想定されるが、規模は南北方向での径7.86mが知

られるのみである。検出面からの深さ35cmが残り、側壁はほぽ直

立して、床面の海抜高は2.43mである。北西部において 2条の壁体溝

を検出しており、 1回の建替えが想定されるが、柱構造を復元でき

たのは第33図に示すもののみである。 5本の柱穴を検出しており、

6本柱と想定される。柱間は2.2---3.lmで、側壁との距離は70cm前

後を測り、柱掘り方は長径36---80cmの楕円形である。中央穴等の住居内構造は不明であるが、

北西部の側壁添いに台石とも考えられる角礫を検出している。

出土遺物には、弥生土器の甕142・143・146、高杯147・148、鉢144、台付鉢145、土器片

転用紡錘車C9等がある。 143の口縁部は下端が横方向へ摘み出されており、 145は手捏ね土

器である。 146・148には後期後半の特徴が見られるが、周辺の遺構との関係から弥生時代後

期前半に属する遺構と考える。

竪穴住居11 (第16・35図）

lOB a区に位置し、竪穴住居71、土城189に削られている。

平面形は不整な隅丸方形を呈するが、南東部の輪郭が不明であり、南北方向の長軸長4.28m

が知られるのみである。この不明瞭な輪郭の内側に、南北長3.28mを測る平面形方形の段があ

り、海抜高2.51mの床面まで約10cm下がっている。側壁からこの段までの間がベッド状遺構と

考えられ、幅は最大50cmとなる。壁体溝は確認されていない。柱穴は 4本を検出しており、柱

間は1.8---2.0mで主軸は東西に置かれるが、これは平面形から想定される主軸方向と異なる。

柱掘り方は径35cm前後の円形で、深さは10---40cmと不揃いである。中央施設と考えられる土城
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第2章第2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

は120X 80 X 12cmの平面

形楕円形で、南西方向に

勺
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灰の掻き出しを伴い、南
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280cm . A 

゜

肩口には台石と考えられ

る角礫がある。この他の

住居内構造については不

明である。

床面およびベッド上に

は、焼失に伴う炭化材が

残っており、幅15cmを測

る部分もある。また、北

東の柱穴脇の床面と、南

西部の段部分には焼土化

した箇所が認められる。

出土遺物には、弥生土

器の壺150、小形壺149、

鉢151~153、小形鉢154、

器台155がある。 150の

口縁部には 3条の凹線が

巡り、胴部外面はヘラミ

ガキされている。 149・

154はミニチュアの範疇

に入るものである。 156

2m は混入と思われる。

これらにより、時期は

弥生時代後期前半に比

定される。

B 
280cm B' 

5
 

4_ 5 1. 暗灰掲色砂質土

2. 暗灰色砂質士

3. 暗褐灰色砂

4. 褐灰色砂（含、炭）

5. 灰褐色砂（含、灰黄色土小塊）

第33図竪穴住居10(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡

---,J-,~~ 《

戸《

144 

147 

C9 

0 5cm 

第34図 竪穴住居10出土遺物 (1/4• 1/2) 

竪穴住居12(第16・36図）

lOB C区に位置し、土城36・161を削り、土

城103に削られる。

平面形は楕円形を呈し、長径3.77m、短径

3.47mを測り、床面積は9.3面程度に復元される。

側壁はやや外傾しており、壁体溝は平面的には

確認されなかったが、断面観察では可能性を残

している。床面で検出された柱穴• 土城は第36

図のとおりであり、柱構造を限定しかねるが、

4本柱の可能性が高く、その場合の柱間は1.0
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第35図 竪穴住居11{1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

ユ

誓

第36図竪穴住居12(1 /60) 

・出土遺物 (1/2• 1/4) 

1. 黒茶褐色土（含、炭）

2. 黒茶色土（含、炭）

3. 淡黄茶色土

4. 暗茶褐色土（含、暗灰色土）

5. 黒灰色士（含、暗黄褐色土塊）

6. 黒茶褐色士

7. 暗黄茶褐色土

8. 暗茶黄褐色土（含、灰色土塊）

M4 

゜
2m 

160 

159 

＝ 162 
1Qcm 

164 

165 166 

167 ~ 口―ーニ ミ
産わ＇ぷ·~.-. 

168ミ疇疇
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2. 足守川加茂B遺跡

-l.7mとなり、主軸は北東から南西に置かれることとなる。中央穴に相当すると考えられる

土城は浅く、上層に炭が堆積しており、その南西肩口には台石がのっている。

出土遺物には、弥生土器の壺157、甕158-161、高杯162-164・166、装飾高杯167・168、鉢

165等の他に、鉄鏃M4がある。 164の外面は丹塗り、 167・168の裾部には鋸歯文が施される。

時期は、弥生時代後期前半に比定される。 （光永）

竪穴住居13(第16・37-39図、写真図版41)

9C区のほぽ中央部分において検出された住居であるが、北東部分は調究年次が異なったこ

とで側溝等に切られ、完全な状態での検出は出来なかった。当該微高地のなかにあっては比較

的しっかりとした基盤上を掘開の後構築されたもので、平面規模径約 5mを測る円形住居であ

った。床面は検出面から約50cm掘り下げたところで検出され、およそ東西南北に 4本の柱穴と

~ 

"'..... ,ヽ/ ~ l I 骨
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~-----1; ら`\~< 膏q瓢GI> 
@ ~ I 

I 
I I 

／ヽ／ 冷

6
 

辛

1. 黄色土

2. 暗灰色士（含、炭•白色土）

3. 黄灰色土

4. 黄色土

5. 淡灰黄色粘土

6. 炭・灰

O・ 2m 

第37図竪穴住居13(1/60) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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第38図竪穴住居13出土遺物① (1/4) 
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2. 足守JII加茂B遺跡

186 

゜ や
·I~ // 
185 

， 
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187 ~ 
S8 

188 
! 

S 9 

。
5cm 

第39図竪穴住居13出土遺物② (1/4・1/2) 

その中央に径約50cm、深さ12cmの円形を呈する中央穴の存在が確認され、さらにこの中央部の

周辺には土器片• 小石等の平面的な散在が認められた。柱穴は、平面約60cm前後、深さ50-60

cmの規模をみせるものであった。なお壁体溝の存在の有無については確認出来なかった。

出土遺物は、床面に接した状態で壺、甕、高杯、鉢、器台等の土器と石匙、石鏃、石包丁等

の石器がみられた。

土器は、長頸壺の頸部は直立もしくは逆「ハ」字状を、高杯の口縁部立上がり上端部は平坦

面を有する段階のもので、型式的には上東•鬼川市 I 式併行と考えられるものであった。

なお、ここに図化は出来なかったが、この住居からは土壊40出土の壺418と同一個体に接合

される資料が出土しており、同時性が看取された。

竪穴住居14(第16・40図）

9C区にあって竪穴住居13の南約50cmに隣接して検出された隅丸方形を呈する遺構である。

当初その規模から土城として認識されたが、検出面から約15cmの深さで認められた底面には、

1本ながら柱穴の存在と被熱面さらに炭の広がり等の存在が確認され、住居と認定した。規模
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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丑
1fcm 

191 

1. 黄灰色士（含、焼士・炭） 4. 暗灰色土

2. 焼土

3. 炭

5. 黄灰色土

。
2m 

第40図 竪穴住居14(1/60) ・出土遺物 (1/4)

は、およそ東西• 南北方向に約 2m前後の一辺を有するもので、一般的な竪穴住居の規模とは

比較にならないくらい小規模であった。

出土遺物には、壺、甕、台付鉢等の器種が確認され、そのなかの甕191 が上東•鬼川市 II 式

に併行することで時期は後期前半へ位置づけられよう。

竪穴住居15(第16・41・42図）

9C区において竪穴住居14南西約50cmに

近接した位置に北西部が古墳時代の竪穴住

居91・92によって、南側が竪穴住居95・99

によって切られた状態で検出された。平面

は、状況からおそらく長軸長 4m前後で、

幅3.20mを測る楕円形を呈する住居であっ

たことが推測される。

床面には住居に伴う柱穴の確認は出来な

かったが、不明確な柱穴と 4か所に被熱面

の存在、さらに土器片の遺存が確認された。

ただし、壁体溝の存在については明確な状

態での確認ができなかった。

出土遺物には、壺、甕、高杯、鉢等の器

種がみられた。長頸壺の頸部は垂直気味に

長く、高杯の口縁立上がり部は外方に拡張

を見せないもので、型式的には上東・鬼川
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2m 1. 暗灰黄色土

（含、炭・焼土）

第41図竪穴住居15(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡

第42図竪穴住居15出土遺物 (1/4)

市 I式併行と考えられるものである。

竪穴住居16(第16・43・44図、写真図版42)

?J 

ljan 

8Ba区と 8Bb区に跨がった位置において弥生時代後期後半の竪穴住居43と古墳時代前半

期の竪穴住居107によって切られ、その北東部分の上半部覆土が削除された状態で検出された。

平面は、遣存部分の長軸長5.40mを測る楕円形が推測された。床面には、中央部に炭の広がり

と柱穴•中央穴等の存在が確認されたが、壁体溝については検出できなかった。柱穴は、 4 本

が芯心距離2.00-2.50mでそれぞれに鈍角をなした位置関係で検出され、これにより主柱穴 5

本が想定された。柱穴は、いずれも径50cm以上で40~5ocmの深さの掘り方を有するもので、南

端の柱穴には礎石の遺存が確認された。中央穴は、ほぽ柱穴と同じ規模で検出された。

出土遺物には、性格不明の土製品 1点と土器が少量検出された程度で、器種としても壺、甕、

高杯が確認されたにすぎない。全体的に上東・鬼川市II式併行段階と考えられるが、甕204は、

一見口縁部が長く上部に拡張を見せる等新しい様相を示すものであった。しかし、その甕は胎

土中に角閃石を多く含み、内・外面には丹が施される等の特徴から備中西部地域の土器と判断

されることで、共伴して差支えない土器と考える。

竪穴住居17(第16・45図）
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第43図 竪穴住居16(1/60) ・出土遺物① (1/4) 
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2. 足守JII加茂B遺跡

8Bb区において検出された平面不整隅丸方形を呈する住居である。検出面から約20cm下層

で比較的平坦な床面が検出されたが、そこには柱穴、壁体溝、中央穴等付属施設の検出が全く

出来なく、当初住居としての可能性の否定要因にあげられた。しかし、規模と水平面を呈する

底部等の状況は、住居として差支えないと考える。遺物には、他地域からの搬入と考える壺

209を含み、時期的には明確ではないがおよそ後期の範疇で理解されよう。 （島崎）

纏二言蓼
C10 

t..............cm 
第44図竪穴住居16

出土遺物② (1/2) 

第45図竪穴住居17

(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

(3) 土器棺

土器棺 1 (第16・46図、写真図版42)

9Cc区南部に位置し、土城39-----41に近接し、竪穴住居13との距離 4mを測る。

墓城の平面形は楕円形を呈し、長径79cm、短径63cm、深さ30cmをそれぞれ測る。海抜高2.2

mの底面はほぽ平坦である。この墓城の西寄りに、弥生土器の壺214が口縁部を西に向けて胴

部下半を底面に接地させる形で傾いて据えられていた。その口縁部には、脚裾部を打ち欠いた

弥生土器の高杯220が杯部を下にして蓋として用いられている。壺内の堆積土には、人骨等の

遺存はなく、副葬品も検出されなかった。

214の胴部には、焼成後にあけられた大小 3個の孔が見られるが、口縁部への打ち欠きは認

められない。埋土には219等の混入も見られるが、 214・220により、時期は弥生時代後期前半

（上東・鬼川市II式併行）に比定される。 （光永）

270cm 

。
lm 

第46図土器棺 1 (1/30) 

・出土遺物 (1/4)

~ ーコニニ
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デ ぐ

戸

214 
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2. 足守JII加茂B遺跡

(4) 土壊墓

土壌墓 1 (第16・47図、写真図版43)

llB C区に位置し、土城墓2との距離は lm以内と考えられる。

墓城については、北東隅と考えられる部分が検出されたのみで、規模は不明であるが、人骨

の残る範囲からは、 90X50cm以上に想定される。

人骨の遺存状態は悪いが、頭骨と下肢骨と考えられる部位が残っている。下肢骨は、膝を西

に向けて折り曲げた状態を示しており、背骨を東に置いていたと考えられる。性別・年令等は

不詳であるが、成人の可能性が高い。

遺物は出土していないが、土城墓 2と同時期と考えられる。

土壊墓 2 (第16・48図、写真図版43)

lOB a区に位置し、土城32・33・156に削られている。

墓城の平面形は長方形で、長軸長118cm、短軸長89cm、深さ10cmをそれぞれ洞る。底面の海

抜高は2.5m前後で、やや凹凸がある。

墓城内の北端に頭骨と若干の骨が残り、南半に膝を東に向けて折り曲げた状態の下肢骨が検

出された。骨の遺存状態は脆弱で、取り上げは困難であったため、性別・年令等の考察を加え

ることはできなかったが、略測で身長140cm以上には復元でき、成人の可能性が高い。

弥生土器の器台221が出土しており、時期は弥生時代後期前半に求められる。 （光永）

~ 

-0~"Jf-
280cm 
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第47図土壊墓 1 (1/30) 
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第48図土壌墓 2

・出土遺物 (1/4)
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1. 淡褐灰色細砂

2. 褐灰色砂質土（含、炭・焼士）

3. 灰色細砂

第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

(5) 土壊

土壊 6 (第16・49-----53図、写真図版44)

llCb区北部に位置して、 J:.層を北へ向けての下

がりに削られ、土壊 7・8との距離は約 4mである。

袋状土漿であり、平面形は楕円形と想定されるが、

検出面においては最大長径1.2mが知られるのみであ

る。南辺においては、内傾する側壁が深さ40cmまで

残っており、海抜高2.35mを測る底面はほぽ平坦で、

規模は長径1.42m、短径1.15mをそれぞれ測る。

埋土は 3層に分けられ、第 2・3層から炭・焼土

とともに多量の弥生土器が出土している。

長頸壺222~228、壺229~236·239、甕237·238·

240・241、高杯242、鉢243-----247等があり、長頸壺のロ

縁部には凹線が、頸部外面にはハケメ後に沈線がそれ

ぞれ巡らされている。頸部の内面はヘラミガキされる

ものが多く、これは壺においても229・230・236・

239において見られる。高杯の脚部は差し込みによる

223 

1Dan 
224 

第49図土塘6 (1/30) ・出土遺物① (1/4) 

-259-



2. 足守川加茂B遺跡

や

第50図土壊6出土遺物② (1/4) 
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第51図土壌6出土遺物③ (1/4) 
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236 
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237 

242 

し一 1ian 
240 241 

第52図土壊6出土遺物④ (1/4) 
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246 

ljcm 247 

第53図土壊6出土遺物⑤ (1/4) 
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接合であり、脚裾

部に 1条の沈線が

巡る。鉢は口径36

-49cmの大形品で

あり、いずれも内

面にヘラミガキが

施される。 245の

補修は焼成前に行

われている。

長頸壺の口縁部

や頸部の形状に新

しい要素もみられ

るが、時期は弥生

時代後期前半の枠

で捉えられる。



2. 足守川加茂 B遺跡

ユ

。
1. 黄灰褐色粘土

（含、炭・焼士多）

2. 褐灰黄色粘質土

（含、炭・焼土）

土壊 7 （第16・54図）

UCb区に位置し、土城 8の他、竪穴住居14、土城54

に近接している。

平面形は円形で、検出面での最大径1.05mを測る。北か

ら東の側壁はやや外傾するが、南西部の側壁は内傾して

おり、袋状土堀と考えられる。底面は径93cmの円形で、

海抜高2.35mでほぽ平坦である。

埋土は 2層に分けられ、いずれにも炭・焼土を含むが、

第 1層に多く、弥生土器の甕248・249、高杯250、鉢251、

器台252もこれに含まれる。 251に混入の疑いが残るが、

上東・鬼川市 I式併行と考えられる。

土壊 8 （第16・55図）

llC b区に位置し、西半を竪穴住居45に削られている。

平面形は検出面での最大径1.04mを測る円形で、深さ90

249 

10an 

第54図 土塘 7 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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256 

寧

~ 1. 淡灰褐色微砂

2. 灰褐色徴砂

3. 黄灰褐色土

4. 暗黄橙色粘質土

5. 灰褐色細砂（含、炭・ 灰・ 黄橙色土塊）

6. 褐灰色細砂（含、炭・黄橙色土塊）

7. 灰褐色士

8. 褐色細砂

9. 淡褐灰色細砂

10. 黄灰色細砂（含、炭・灰色粘土塊）
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第55図 土壊 8 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

cmの断面形が台形を呈する袋状土城である。海

抜高1.7mでほぼ平坦な底面は、径1.25mの円形

である。埋土は10層に分けられ、 259に後半に下

る要素を含むものの、他の弥生土器の特徴と遺

構の形状から、弥生時代後期前半に比定される。

土墳 9 （第16・56・57図）

李

0 lm 

第56図 土壊 9 (1/30) 

llC b区西部に位置し、上層を竪穴住居45に

削られている。

平面形は楕円形を呈し、北辺での肩の崩れを

除くと、 1.41X 1.26 X 0.6mの規模である。側壁は

ほぼ直立し、海抜高1.53mでほぼ平坦な底面は、

1.35X1.20mの円形である。

弥生土器の甕260が出土しており、上東・鬼川

市 I式併行期に比定される。
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2. 足守川加茂 B遺跡

土壊10(第16・58図）

llB b区に位置し、竪穴住居

4に削られている。

調査時に砂質の基盤層で湧水

が激しかったために詳細が不明

であるが、平面形は長方形と考

えられる。規模は短軸長1.25m

と底面の海抜高1.93mを測りえ

たのみである。

埋土には多量の炭化米を含ん

でおり、弥生土器の壺261・

264・265、甕262・263がこれ
第57図

1ヤ

土壊 9出土遺物 (1/4) 

に伴っている。これらにより、時期は弥生時代後期前半に比定される。

土壊11 (第16・59図）

11cc区に位置し、竪穴住居4を削っている。

平面形は不整な長方形で、長軸長198cm、短軸長75cmを測る。海抜高1.92mの底面は凹凸が

あり、 178X68cmの不整な長方形を呈する。埋土は 4層に分けられるが、特徴はない。

出土遺物には、弥生土器の壺266、鉢267、台付鉢269、手捏ね士器268、製塩土器270等があ
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第58図 土壊10(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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1. 灰褐色砂質土（含、黄橙色士小塊）

2. 褐灰色砂質土

第59図
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2ti>~r
土壌11 (1/30) 

疇/J

字
3. 褐灰色砂質土（含、灰色砂塊）

4. 淡褐灰色砂質土

・出土遺物 (1/4)

これらにより、時期は弥生時代後期前半に求められる。

土壊12(第16・60図）

llC d区北東部に位置し、土壊146を削っている。

袋状土城であり、検出面での平面形は径1.3mの円形で、深

さ50cmの断面形は台形を呈する。海抜高2.05mでほぽ平坦な底

面は、長軸長1.48mの隅丸方形を呈する。埋土は 2層に分けら

れるが、遺物は出士していない。
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珈 290cm 

Im 

i 
1. 灰色粗砂・褐灰色粘質砂（互層）

2. 灰色粗砂（含、炭）

第60図

m
 

1
i
 

1. 暗黄灰褐色砂質士（含、炭多）

2. 黄灰褐色砂質土（含、炭）

3. 暗茶灰色粘質土

土壊12(左）・ 13(右） (1/30) 
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271 

273 

276 

閉血

第61図土墟13出土遺物 (1/4)

土壊13(第16・60・61図）

lOC b区からUCd区にかけて位置し、土城79に削られている。

平面形は楕円形を呈し、長径1.5m、短径1.15mをそれぞれ測る。深さ40cmの側壁はやや外傾

し、海抜高2.42mでほぽ平坦な底面は、 1.29X1.05mの楕円形である。

埋土は 3層に分けられ、炭を多く含む第 1層から、弥生土器の甕274が一括出土した他に、

壺271、甕272・273・275、台付鉢276等があり、時期は弥生時代後期前半に比定される。

土壌14(第16・62図、写真図版44)
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＼
¥
 

,_ ---: ごご---

300cm 

貞 11cc区南東部に位置し、竪穴住居

52、土城71に削られている。検出面で

の平面形は長軸長1.21mの隅丸方形を

呈し、深さ33cmの側壁が南西部で内傾

する袋状土城であり、底面の海抜高は

1. 灰黄褐色土

2. 灰褐色土（貝殻痰跡残）

3. 貝殻

S10 

。
lm 一゚

3cm 

第62図 土壊14(1/30) ・出土遺物 (1/2)
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2.5mである。埋土第 3層からヤマト

＼ 
9

ー
ー
、
〗

ー
/

／

こ

•I-

250cm 

~ 
／
277

ロ278

―
-

~~~« 

こ~Jr

~ 
283 

了

1t;lan 

シジミを主とする多量の貝殻が出土し

た他、第 2層にも貝殻の痕跡が認めら

れた。土器の出土は無いが、サヌカイ

ト製の石包丁 S10が出土している。時

期は弥生時代後期前半と考えられる。

土壊15(第16・63図）

11cc区に位置し、北半を竪穴住

居4に削られている。平面形は円形

と想定され、現存最大径2.95mを測る。

側壁は外傾し、底面は北へゆる＜傾

斜している。弥生土器の壺277~280 、

高杯281~283、鉢284·285等が出土

しており、時期は弥生時代後期前半

に比定される。
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第63図 土墳15(1/30) ・出土遺物 (1/4) 第64図 土壊16(1/30) ・ 出土遺物 (1/4)
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'1. 淡茶褐色細砂 3. i炎茶褐色粘質微砂

2. 褐灰色粘質微砂（含、灰） 4. 黄灰褐色粗砂

第65図 土壊17(1/30) ・出土遺物 (1/4) 

閉m

土壊16(第16・64図）

llCc区北部に位置し、竪穴住居 6、土城15に削

られている。

平面形は楕円形を呈し、規模は89X 76 X 50cmで、

底面の海抜高は1.52mである。

弥生土器の高杯286が出土しており、時期は弥生時

代後期前半に比定される。

土塘17(第16・65図）

llBd区南東部に位置し、竪穴住居5に近接する。

平面形は不整な楕円形を呈し、長径1.88m、短径

1.35mをそれぞれ測り、二段に掘られて深さ43cmで海

抜高2.12mの底面に至る。

埋土は 4層に分けられ、灰を含む第 2層から、弥

生土器の甑287、高杯288・289が出土している。 289

には三角形の透かし孔が刻まれている。

時期は弥生時代後期前半に比定される。
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第66図 土塘18(1 /30) ・出土遺物 (1/4)
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-OJ-
300cm 

0 50cm 一

291 

。
10cm 

292 293 

第67図 土壊19(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土墟18(第16・66図）

llB d区南東部に位置し、土城20・75・171に

削られている。

平面形は楕円形で、長径123cm、短径99cmをそ

れぞれ測り、深さ24cmで海抜高2.7mのほぼ平坦

な底面に達する。

弥生土器の高杯290の脚部外面には 4条 1対の

ヘラ描弧線が刻まれ、脚端部には 2条の凹線が巡

っている。これにより、時期は弥生時代後期前半

に求められる。

土壊19(第16・67図）

lOB b区北東部に位置し、士城18・20に近接す

る。

平面形は方形で、 1辺48----5lcmを測り、深さ44

cmの側壁はほぼ直立する。底面の海抜高は2.54m

で、ほぽ平坦である。

出土遺物には、弥生土器の甕292、鉢293、器

台291がある。 291-の口縁部にはヘラ描沈線によ

る鋸歯文が巡らされている。

時期は弥生時代後期前半に求められる。

土壊20(第16・68・69図）

llB d区に位置し、土城18を削っている。

検出面での平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長

310cm 

。
lm 

1. 黄褐色士（含、炭）

2. 灰褐色土（含、炭）

3. 灰褐色土

4. 黄茶色土

5. 炭

6. 貝殻

一゚
3cm 

第68図 土壊20(1/30) ・出土遺物① (1/2) 
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第69図

10cm 

土壊20出土遺物② (1/4) 

105cm、短軸長85cmをそれぞれ測る。深さ47cmの側壁

は、南北両辺ではほぽ直立するが、東西両辺では内傾

しており、袋状土城の範疇に入る。海抜高2.51mで平

坦な底面は、 l辺95cm前後の方形を呈する。埋土は 6

層に分けられ、第 5層は炭の堆積で、第 6層にはヤマ
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第70図 土壊21 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/2• 1/1) 
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トシジミ・カキ・カワアイ等の貝殻が堆積していた。

出土遺物には、弥生土器の壺294、甕295~297·301·302、高杯298-300、分銅形士製品

C 11等があり、 300には西部瀕戸内系の矢羽形の透かし孔が見られる。 297の口縁端部は上方

へ立ち上がるが、体部内面のヘラケズリは上半へ及ばず、上半にはヘラミガキが見られる。

土塙21 (第16・70図）

llB C区南東部に位置し、西端を調査区外に置く。平面形は円形ないし楕円形と想定される

が、最大径1.2mが知られるのみである。深さは41cmが残り、底面の海抜高は2.07mである。出

土遺物には、弥生土器の壺303、甕304、高杯305の他に、サヌカイト製の石鏃S11、ガラス

玉G1~4 があり、時期は弥生時代後期前半である。

土塙22(第16・71図）

lOC b区西部に位置し、土城149を削っている。

平面形はl.06Xl.02mの不整な円形で、深さ 7cmが残る

のみであり、海抜高2.35mの底面はほぼ平坦である。袋状

土城の底部付近が残存したものと考えられる。

遺物は出士していない。250cm 

””ー／／／／／／／／／／／鳳／／／／／／”

0 lm 

第71図土壌22(1/30) 

270cm 

0 lm 

。
10cm 

第72図 土壊23(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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290cm 

1. 明褐色砂質土

2. 褐色砂質士

第73図 土塘24(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土堀23(第16・72図）

lOC a区北東部に位置し、上層を竪穴

住居52に削られている。

平面形は隅丸長方形で、長軸長135cm、

短軸長93cmを測り、調査時の湧水のため

に底面を明らかにできていないが、海抜

高2.18m前後である。

lm 

宝ー／
311 

Q・ 10cm 

出土遺物には、弥生土器の甕306、甑307があり、これらにより、時期は弥生時代後期前半

に比定される。

土壊24(第16・73図）

lOC a区北東部に位置し、土城 4・14に近接する。検出された平面形は140X9lcmの楕円形

であるが、深さ75cmの側壁のうちの西半は内傾していて袋状土城とみなすことができ、開口部

の東半分は肩口が崩れた状況を示すものかもしれない。海抜高2.04mの底面は108X97cmの楕

円形を呈する。出土遺物のうち甕308・309に混入の可能性があるが、甕310、高杯311の示す

特徴と、遺構の形状から、時期は弥生時代後期前半に求められる。
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

土墳25(第16・74図）

lOB b区北東部に位置して、土城26を削り、南半を竪穴住居62に削られている。平面形は北

東部に隅丸を呈する部分を検出したのみであり、規模についても不明である。出土遺物には弥

生土器の甕312、高杯313・314がある。 312の内面は底部と体部上半に指頭圧痕を残して、下

半のみヘラケズリされている。時期は、高杯から弥生時代後期前半に比定される。

土壌26(第16・75図）

lOB b区で土城25の下層に位置する。

検出された平面形は楕円形を呈し、長径140cm、短径91cmをそれぞれ測る。深さ 10cmが残っ

ており、その中央部の30Xl5cmの範囲に貝殻の堆積が認められた。

土器は出土していない。

土壊27(第16・76図）

lOB b区東部に位置し、竪穴住居61、土壊88に削られている。

検出された平面形は隅丸長方形を呈し、 1.91X 1.61mの規模で、北半は海抜高2.63m前後で

平坦な底面であるが、南西隅に段をもち、南東隅は63X57cmの範囲がさらに17cmほど低くなっ

ている。
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1-•9 

出土遺物として掲載したのは手焙形土器315のみで

あるが、これは埋土上層からの出土であり、埋没後

の混入とみなしうるもので、周辺遺構との関係から、

時期は弥生時代後期前半以降として扱いたい。

。
312 

tocm 

第74図 土壊25(1/30) ・出土遺物 (1/4) 

／
 

300cm 

。
Im 

l. 灰褐色砂質土

2. 貝殻

第75図土壊26(1/30) 
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2. 足守川加茂B遺跡

土壊28(第16・77図）

lOB b区中央部に位置し、土城

27・151に近接している。平面形は

径70cm前後の円形で、深さは不詳

である。弥生土器の甕316----321、

高杯322----325が出土しており、高

杯の脚部はいずれも差し込みによ

る接合である。時期は弥生時代後

期前半に比定される。

土壊29(第16・78図）

lOB a区北東部に位置して、土城

30を削り、土城91に削られている。

平面形は85X8lcmの楕円形を呈し、

深さ48cmの断面形は

逆台形である。海抜

高2.42mの底面は、

53X44cmの楕円形を

呈する。出土遺物に

は、弥生土器の甕

326----329、高杯330
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290cm 

第76図土塘27
315 

(1/30) ・出土遺物 (1/4) ゜
10cm 

／ -----F三 二! 三¢
316 

□3□19 《
317 318 

， li;lcm 

゜
lm 

322 

第77図土壌28(1/30) 州
324~325 

・ 出土遺物 (1/4) 323 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

300cm 

グ
H
廿ー

―
〗
]
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8
329 

閉cm

330 

。

第78図 土壊29(1/30) ・出土遺物 (1/4)

1m がある。これらにより、時期は弥生時代後期前半に求められ

る。

土壊30(第16・79図）

lOB a区北東部に位置し、西端を土城29・91に削られている。平面形は径I.Omの不整な円

形を呈し、深さ45cmの側壁はやや外傾している。出土遺物には、弥生土器の壺331、甕332・

334、高杯337----340、鉢333・336、製塩士器335等がある。 340は蓋に転用されており、脚裾

部の内外面に煤が付着している。 337は脚部を差し込むものである。 335は内外面ともナデに

よる仕上げである。時期は、弥生時代後期前半に比定される。

o 

―一三《
331 

=---::: 3—3芦2 ―ー33ラ4 

~ 
290cm 

嘘
335 

J参

336 

Im o 閉血

340 

第79図土壊30(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

土壌31 (第16・80図）

lOB a区南東部に位置し、土城155に削られている。

平面形は楕円形を呈し、長径110cm、短径91cmをそれぞ

れ測り、深さ44cmの側墜はやや外傾して、海抜高2.4mの

ほぽ平坦な底面に至る。

出土遺物には、弥生土器の長頸壺341-345、甕346-

350、高杯351-354等がある。 341・345とも肩部から頸

部へ段をもたずに移行し、頸部は口縁部へ向って開いてい

る。 353の外面には竹管文が見られる。

時期は、弥生時代後期前半に比定される。

土壊32(第16・81図）

lOB a区中央部に位置し、土壊墓2を削っている。

平面形は74X53cmの楕円形で、深さ21cmの側壁はやや外

300cm 

゜

言
[344

戸戸〗三

丁 ニ352
ニ353

ロ
ニ
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――
 

ロ35

u'-r 

ー

第80図 土壊31 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

傾して、海抜高2.53mの底面に至

る。円盤充填技法を用いた弥生

土器の高杯355が出土しており、

時期は弥生時代後期前半に比定

される。

土壊33

（第16・82・83図、写真図版45)

lOB a区北部に位置し、土城墓

2、土城34・156を削っている。

平面形は楕円形で、検出された規

模は1.93X 1.73 X 0.1 mである。遺

物は検出面より高い位置でも出土

しており、弥生土器の長頸壺357

-361、甕362-365・367、甑

366、高杯368-----370・372----374、

鉢356・371等がある。時期は、

356の出土状況等から弥生時代後

期前半に比定されるが、 357にみ

られる口縁端部の立上がりや頸部

の形状、あるいは367の体部下半

の丸みをもった形状は、後期後半

の特徴を示すものであり、ここま

で下る可能性もある。

355 

290cm 'ヤ

第81図土堀32(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

。
1m 

-300:m 

゜
1m 

356 し一.., .• ~ 

第82図 土壊33(1/30) ・出土遺物① (1/6) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

359 

360 

357 361 

デ~
←三

365 

w368丁369 

372 

373 

367 
374 

第83図土堀33出土遺物② (1/4) 
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0 1 m 

第84図土壊34(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

こ三:7:~~"Sー亨
t_._ .. , I細，、一m

土壊34(第16・84図）

lOB a区北西部に位置

し、土城33に削られる。

平面形は隅丸長方形を

呈し、長軸長71cm、短軸

長64cmをそれぞれ測る。

深さ17cmが残り、底面の

海抜高は2.27mである。

蓋375は、平面形が楕

円形に復元され、短辺に

2個 l対の突起に紐通し

孔をあけ、中央につまみ

を貼りつけている。時期は、周辺の遺構との関係から弥生時代後期前半に比定される。

土壊35(第16・85図、写真図版99・100)

lOB d区北東部に位置し、貝塚 lとの距離5.5mを測る。平面形は85X74cmの楕円形で、深

280cm 

J 
゜

Im 

:ニー＼ 
376 

ぐ 三
377 

゜
10cm 

さ28cmが残り、ほぼ平坦な底面の海抜高は2.44mである。弥

生土器の甕376、高杯377とともに卜骨B1が出土している。

灼痕は 3列13か所が確認でき、 2列の割れを生じている。

片側から灼いたものと両側からのものと二者があり、最大

径 8mmの痕跡となっている。時期は弥生時代後期前半に比

定される。

゜
5 ＇ cm Bl~ 

第85図土壊35 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/2) 

-281-



2. 足守川加茂B遺跡

土墟36(第16・86・87図）

lOB C区南部に位置し、竪穴住居12に削られ、西端を調査区外に置く。

平面形は不整な楕円形と想定されるが、北東部の浅い掘り込みを除いて、南北方向の最大径

1.38mが知られるのみである。

出土遺物には、弥生土器の壺378・383、甕379---...382・384-----390、高杯391---...393、鉢397、

器台394-396等がある。口縁部をみると、 378-380・382を除いて凹線が巡らされており、

壺．甕の体部内面のヘラケズリは頸部下端にまで及んでいる。 392の脚部外面、 394の口縁部

にはそれぞれヘラ描沈線文が施されている。

時期は、弥生時代後期前半（上東・鬼川市 I式併行）に比定される。 （光永）

土壊37(第16・88図）

9Ba区において検出されたものの、後世の攪乱等によりその約 1/2が切られ、不明瞭な

状態であった。したがって、遣構の位置は示されるものの詳細図面については割愛した。

出土した遺物には、壺、甕、高杯、鉢、器台、甑、蓋等の士器の他、鉄器が 1点確認された。

壺398・399はいずれも短頸で口縁端部を比較的長く拡張し、外面には深い凹線文が施される。

高杯は、 407・408と409の両型式の共伴事例として一つに地域性を示唆させるものである。甑

403は、焼成前の底部穿孔がなされ、内面には粗いハケによる調整がみられる。甑の位置づけ

が明瞭でないが時期的には後期前半の範疇に属するものであろう。 （島崎）

土塘38(第16・89図）

9Bb区東部に位置し、土堀163と接す

る。平面形は不整な円形に想定され、南北

方向の径1.24mを測る。深さ33cmの埋土は

3層に分けられ、第 2層には炭・焼土が含

まれる。弥生土器の壺414、甕415・416、

高杯417が出土しており、時期は弥生時代

後期前半に比定される。

土壊39(第16・90図）

9Cb区南西部に位置し、上層を竪穴住

居33に削られる。平面形は径l.06~1.10mの

円形で、深さ 7cmが残り、海抜高1.93mの

底面はほぽ平坦である。袋状土城の底部と

みなすことができ、遺物は出土していない

が、弥生時代後期前半と考えられる。
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2. 足守川加茂B遺跡
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第 2章第 2節

一—‘ ヽ 了 ~ 

弥生時代後期前半の遺構・遺物

序cm 言）4い

。

250an 

1. 暗灰黄褐色粘質土

2. 暗灰黄褐色粘性砂質土

（含、炭・焼士）

3. 暗灰黄褐色粘性砂質土

lm 

第89図 土壊38(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊40(第16・91図）

9Cb区南西部に位置し、北半を竪穴住居33に削

られた袋状土城である。検出面での平面形はl.19X

1.04mの楕円形を呈するが、深さ84cmの側壁は内傾

しており、海抜高1.85mの底面は最大径1.27mの円

形である。弥生土器の壺418、甕419、高杯420等の

出土により、弥生時代後期前半に比定される。
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1. 黄灰褐色砂（含、炭）

2. 灰褐色砂（含、炭）

3. 褐灰色砂

4. 灰褐色砂（含、灰色粘質微砂塊多）
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瓢
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第90図 土堀39(1/30) 第91図 土壊40(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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260cm 

L~m 
1. 灰褐色砂（含、炭・黄褐色砂塊）

2. 暗灰褐色砂（含、炭多、黄褐色砂塊）

3. 暗灰褐色砂（含、炭・灰色粗砂塊）

4. 灰褐色砂

（含、灰色粘質微砂塊• 炭・灰多）

5. 褐灰色砂（含、黄褐色砂塊・炭多）

6. 灰色粗砂（含、暗褐灰色砂塊多、炭）

土塘41 (1/30) 第92図

土壌41 (第16・92図、写真図版45)

9Cd区北部に位置し、土器棺 1、土城42に近接し

ている。検出された平面形は1.57X0.99mの隅丸長方形

であるが、深さ42cmの側壁が内傾する袋状土壊であり、

海抜高2.06mで平坦な底面は、 l.63Xl.llmの隅丸長方

形を呈する。埋土は10層に分けられて凸レンズ状に堆

積しており、第 4・5層に炭・灰が多い。遺物は出土

していないが、弥生時代後期前半で捉えられる。

土壊42(第16・93図）

9Cd区北部に位置し、南端を竪穴住居35に削られ

ている。平面形は楕円形と想定されるが、規模は確定

しがたく、海抜高1.93mで平坦な底面において短径89cm

が知られるのみである。深さ23cmが残る側壁はほぼ直

立しており、袋状土城とは断定しかねる。遺物は出土

していない。
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第93図 土壊42(1/30) 

1. 明灰褐色砂 3. 灰色粗砂（含、炭・灰・焼土多）

2. 灰褐色砂（含、炭・灰多） 4. 灰色粗砂（含、灰色粘質微砂塊多）

第94図土壌43(1/30) ・出土遺物① (1/2) 
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第 2章第2節 弥生時代後期前半の頌構・遺物

三~7r 二炉

:._: ·~428 

ーe二□二三言 l!)an 

第95図 土壊43出土遺物② (1 /4) 

土壊43(第16・94・95図、写真図版46)

9Cd区北西部に位置し、上層を竪穴住居35に削られている。袋状土城であり、検出された

平面形はl.23X1.18mの不整な円形であるが、深さ54cmの側壁は内傾し、海抜高1.72mで平坦

な底面は、 l.32X1.43mの不整な円形を呈する。埋上は 4層

に分けられ、凸レンズ状に堆積しており、第 2・3層には

炭・焼土が多い。出土遣物には弥生土器の長頸壺421、甕

422~426、高杯427·428、鉢430、手捏ね土器429、サヌ

カイト製の石鏃S12等があり、 426の肩部外面には 5個の

刺突が並ぶ。時期は弥生時代後期前半に求められる。（光永）

土壊44(第16・96図）

9Cd区において竪穴住居14に切られた状態で検出され

た。部分的な状態で検出されたことで明瞭でないがおよそ

長軸長1.19m、幅96cmを測る、平面楕円形の土城が復元さ

れる。土城の遺存度は不良で、検出面から漿底までの深さ

約15cm程度であった。断面一部袋状を呈することで、本来
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袋状土城であった可能性が高いと考える。 （島崎） 第96図 土壊44(1/30) 
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第97図土壌45(1/30) 

・出土遺物 (1/4)
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土壊45(第16・97図）

9Bd区南東部に位置し、竪穴住居35・84に削られており、形状・規模ともに不詳である。

出土遺物には、弥生土器の壺431・432、甕433・434、高杯435等がある。 432の頸部の穿孔

は焼成後に行われている。

時期については、弥生時代中期後半から後期前半に比定される。 （光永）

土壊46(第16・98・100図）

9Cd区の調査区際において城内に多量の土器が堆 ＼、又

積した状態で検出された。側溝等により部分的に切ら

れていたため全体についての詳細は判然としないが、

ー＂ ／ ＇ ＇ ＇ 一一 一`  
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” 0- 1m 第98図土壊46(1/30) 

・出土遺物① (1/3) 
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0 50cm 一1. 炭・焼土塊

2. 灰黄色士（含、炭・焼土）

3. 黄灰色士

4. 淡灰黄色土

第99図土塘47(1/30) 
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第100図土壊46出土遺物② (1/4) 

およそ長楕円形であったものと推測される。

出土遺物には、土器の他砥石が 1点確認された。土器には、壺、甕、脚付長頸壺、飾り高杯、

鉢、台付鉢等の器種が見られ、なかには脚付長頸壺437のように胎土中に雲母を含み、外面に

は丹が塗られていたものも散見される。

土壊47(第16・99・101図）

9Cc区に所在した古墳時代の竪穴住居93の床面下層において検出された。平面は、長軸長

1.29m、幅1.09mを測る楕円形を呈し、検出面からの深さ約37cmを測った。土壊には、堀内埋

積土上層に炭・焼土塊を包含した土砂の堆積とこれに混じった状態で土器の遺存が確認され

た。土器は、いずれも上東• 鬼川市 I併行のものに比定され、時期的には後期前半の範疇で理

解される。状況から本来の開口部はさらに上位にある袋状を呈する土壊であったと推測する。
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第101図土壊47出土遺物 (1/4)
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土壊48(第16・102図）

9 Cc区で北東部を古墳時代の竪穴住居91

によって切られた状態で検出された平面隅丸

方形を呈する土城である。断面は検出面から

溝底へと至る壁がほぽ垂直気味に見られ、土

砂の堆積も上位に炭と焼土を多く含んだ堆積

を見せるものであった。

遺物には、甕、高杯等が見られた。これに

より後期前半への位置づけが考えられる。

1. 黄灰色士

2. 暗灰色土（含、炭・焼土多）

3. 炭

4. 黄色土

5. 黄灰色土

6. 暗灰色土

第102図土壊48(1/30) 

・出土遺物 (1/4) 蔓
191111 
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第104図 土壊50(1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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第106図土壌50出土遺物③ (1/4) 
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土塘49(第16・103図）

先述の土城48を一部切って掘開された土城である。南と西側が側溝により切られていたため

形状および規模については明確ではない。検出面から城底までは約27cmと浅く、埋積土も 1層

のみであった。時期は、出土した土器によりおよそ後期前半に位置づけられるものである。

土壌50(第16·104~106図、写真図版46)

9Bd区において検出された平面楕円形を呈する土城で、長軸長1.90m、幅1.55mの規模を

測ったが上位部とくに北側部分は変形しており、本来幅1.30m前後にあったものと考える。城

底は、断面でみると皿状を呈しており、中央部に浅い窪みが遺存する他全体的に斜面を形成し

ており、平坦な面は見られなかった。堀内には特に中層以上には比較的多くの土器片が流れ込

んだ状況で堆積しているのが確

認された。一部に相当の形に復

元される土器も散見されたが、

多くは破片でしかも土城本来の

時期をはずれた年代観を示すも ＠ 
じ

のであった。

土器には、胎土中に角閃石・

雲母を多く含んだ、一見特殊器

台の胎土に酷似した様相を呈す

る甕474・481、高杯490が見ら

れた。

土壊51 (第16・107・108図）

8Bb区で長軸長2.90m、幅

2.18mの平面規模を測り、不整

形な隅丸方形を呈する土城であ

った。城底も一定でなかった。

出土遺物には、少量の土器と

周辺部に敲打痕跡をよく残す敲

石 1点が確認されたにすぎない。

時期的には、土器が上東• 鬼

川市Il併行と考えられ、後期前

半に位置づけられよう。
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第107図土壌51(1/30) 
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502 ＼」〗
505 

n
》

504 

閉cm

第108図土壊51出土遺物 (1/4・1/3)
S14 

゜一5叩

土塘52(第16・109図）

8Bb区において竪穴住居16の北側に接した状態で検出されたが、堀内には土器をはじめと

する遺物の遺存が認められなかったことで性格等についての詳細は明瞭でない。ただし、検出

状況、周辺に所在するその他の遺構との関係からおよそ後期前半の範疇に属するものと理解し

たい。

土壊53(第16・109図）

8Bb区で竪穴住居16および竪穴住居17の一部と切合った状態で検出された。長軸長1.44m、

幅74cmの規模で平面長楕円形を呈する土城であった。検出面から約10cm下がり一度城底を造っ

た後さらに 9cmの深さに漿底の一部を窪ませた状況を見せるものであった。

出土遺物が検出されなかったことで時期・性格等についての詳細は判然としないが、状況等

からおおむね後期前半への位置づけが推測されよう。 （島崎）

1.6.0!rr! 

270cm 
ー・ 一

賣
0 50血一 。

lm 

第109図土塘52(左） ・53(右） (1/30) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

(6) 貝塚

貝塚 1 (第16・110-----140図、写真図版47-----50・99・100)

1)立地と規模

足守川加茂B遺跡は、備中南部の足守川中流域の沖積地に形成された微高地上に位置する集

落遺跡の一つである。沖積地の微高地群に形成された遺跡には貝塚の形成もしくは貝類の散布

が確認されたものが発掘調査や分布調査において徐々にではあるが増加している。近くては、

下流約500mの惣爪廃寺の位置する微高地や、上東遣跡との中間付近に位置する新邸遺跡にお

n
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タ
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0
 ＼ピ 0

1
 

Jm 

網目：貝分布範囲

第110図貝塚 1(1/60) 
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いても弥生時代の貝塚や貝の散布が確認されている。足守川加茂B遺跡の立地する微高地は、

周辺部の古地形の復元と河川改修や道路改修に伴う周辺の立ち会い調査から推定すると北東か

ら南西に最大幅70m、長さ300mのやや細長い形状をなし、今回の河川敷内の調査部分は、形

成された微高地の南西端にあたると考えられる。

検出した貝塚は、足守川加茂B遺跡の河川敷内調査区の南北70mを測る微高地のほぼ中央に

位置している。他の貝類の大半の出土が土城等の埋土内からの出土であるのに対して当貝塚は

微高地の基盤層面に盛り上げられた状況を呈していた。ただ貝塚のほぼ中央を南北に用水路が

掘削されていたことや貝塚の東端が新矢部橋の橋脚位置にあたったため、本格調査時には既に

橋脚が設置され消失していたことと南側の一部がおそらく橋脚工事に伴うと思われる大きな攪

乱を受けていたことにより貝塚の全体像は把握できなかったものの、南北7.5m、東西10m程

度の小規模なものと想定される。

2)検出状況

貝塚を検出した付近は、調査区の中央をほぼ南北に横断する用水路が設置されていたために

用水路を残し西側の調査を北から先行して行い、用水のつけ換えが完了した後に用水路下の調

査にかかった。したがって用水路下の調査を開始した時点では用水路西側の調査区はかなり調

査が進行し、既に貝塚の西端の一部の貝殻の堆積層を検出する深さまで掘り下げていたが、用

c— 3.40m 
D 

彎..
1. 明茶褐色土

2. 暗茶褐色土

E― 3.40m F 

｀ 
t .. ―1●加1116 I、.......Jm 

3. 貝層

4. 泥土貝層

5. 茶褐色土（含、貝）

6. 明灰色粘質微砂

7. 灰色粘質微砂

8. 明黄褐色土

9. 黄褐色土

10. 灰褐色土

11. 暗灰緑色微砂

第111図貝塚 1土層断面 (1/60)
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閉IJII

第113図貝塚 1出土遺物② (1/4) 
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第114図貝塚 1出土遺物③ (1/4) 
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第115図貝塚 1出土遺物④ (1/4) 
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第117図貝塚 1出土遺物⑥ (1/4) 
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第118図貝塚 1出土遺物⑦ (1/4) 561 
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nt 

10cm 
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第119図 貝塚 1出土遺物⑧ (1/4) 
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第121図貝塚 1出土遺物⑩ (1/4) 
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第122図貝塚 1出土遺物⑪ (1/4) 
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第124図貝塚 1出土遺物⑬ (1/4) 
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第125図貝塚 1出土遺物⑭ (1/4) 
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619 
第126図貝塚 1出土遺物⑮ (1/4) 
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第127図貝塚 1出土遺物⑯ (1/4) 
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第128図貝塚 1出土遺物⑰ (1/4) 
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第129図貝塚 1出土遺物⑱ (1/4) 
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第131図貝塚 1出土遺物⑳ (1/4) 
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第132図貝塚 1出土遺物⑳ (1/4) 
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第133図貝塚 1出土遺物⑫ (1/4) 
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711 

第135図貝塚 1出土遺物⑳ (1 /4) 
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冒 720 

こ719 
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第136図貝塚 1出土遺物⑮ (1/4) 

水路の下に広範囲に広がるとは予想していなかった。

716 

717 

その後、用水底面の•清掃と水路両側に残していた土手の除去に取り掛かると徐々に貝殻の散

布が認められ始めた。しかし、・用水路の設置や橋脚の工事によりかなり貝層が削平や攪乱を受

けていたために貝塚の残存状況と広がりを把握する必要があった。そのため貝層の確認できる

深さまで先ず掘り下げることとした。したがって土層断面の設置は、北西付近の貝層の最も存

在状況の良い貝塚の広がりを確認した後に設置したため貝層上面までの層位が充分には観察で

きていないb 土層断面は、貝塚の広がりの中央のほぽ東西と用水路跡を挟んで東側と西側に南
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第137図貝塚 1出土遺物⑮ (1/2) 
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第138図貝塚 1出土遺物⑰ (1/2) 
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北方向にそれぞれ 1本の合計3本の観察用畦畔を設置した。

3)遺物の出土状況と貝層

第110図に掲載の平面図は、貝層面と土器片の散布状況を現したものである。貝層の濃密な

広がりは、大•きく分けると 3 か所である。最も小規模な西端の貝層の規模は南北1.8m、東西

BS 86 "~t9 

88 

87 A 
長 cc

。
5cm 

第139図貝塚 1出土遺物⑳ (1/2) 

-325-



2. 足守川加茂B遺跡

B9 

゜
10cm 

.-'-' 

~ 
€———• 

第140図貝塚 1出土遺物⑳ (1/2) 

1.2m、厚さ 7cmである。この東側に広がる貝層は、若干後世の攪乱を受けているが南北3.5m、

東西1.5m、最大厚さ22cmである。ただ両貝層の下層にあたる茶褐色土層にも貝を含んでいる。

この貝層の上層にあたる暗茶褐色土層には大量の大形土器片を含んでおり、南北約 6mの範囲

に貝層面を覆うように散布が認められた。

最も大きな広がりの貝層は、東半部の大半である。ただ橋脚位置や南側が攪乱を受け削平さ

れたところが多く検出範囲は東西 4m、南北 5m程である。最大厚さは32cmの純貝層を検出し

ている。平面図の東端の貝層面に等高線を記入した付近が最も良好に残存している場所である。

海抜3.3mの等高線の範囲が最も高く盛り上がっており、この付近より北側と南側に向かって

徐々に貝の堆積層も薄くなり下降している。

なお、東側の南北断面の観察では、第3・4層の貝層の間に貝を含まない薄い間層を挟んだ

状況が認められ、平面では確認できなかった新旧の堆積が判明した。

貝塚に埋没していた旧地形は、海抜約2.8mを測る微高地の基盤層でほぼ平坦であった。基

盤面には、貝塚形成以前の明瞭な遺構は検出されなかった。

4)動物遺存体の選別

貝層の掘り下げは、用水跡で東西に二分しさらに土層観察用の畦を境に東西南北に区分けし

下部まで一括して掘り下げ全面採取を行った。ただ断面観察の畦で判明した分層では、畦除去

の時に細分して取り上げている。

水洗選別は、充分に採取土を乾燥させた後に再度水に浸し溶かした状態で行った方がよいも
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のの時間的な制約で不十分なまま水洗選別を行ったものもある。ただ採取土が砂質に富む土質

であったために比較的水に溶け易く選別は容易であった。選別に使用したふるいが4mmの網目

のものであったために網目に掛からずに通過した資料もかなりあったものと思われる。

選別した獣、魚骨等の遺存体については、獣骨とその外の骨に大きく分類し、復元を行った

後に同定を依頼した。貝類については、総数が整理箱に43箱（長54cmX幅34cmX深さ15cm) に

のぼった。貝類の分類は、全て終了したものの統計処理については、総量の約10%にあたる 6

箱を選び行った。貝の種類は、ヤマトシジミが数醤で 8割以上を占め、ついでマガキ、ハイガ

イの 3種類で大半を占めている。

動物遺体の同定等については、早稲田大学の金子浩昌氏にご指導を仰ぎ、報告文（附載）を

いただいた。

5)出土土器外

貝塚出土の上器は、整理箱150箱にのぼる大量の士器片が出士している。純貝層中から出土

の土器片や貝を含まない土器片が主体の埋土等に分類が可能であるが細かな分層発掘を行って

いないために土器類は器種別に全体の器形が判別できるものを主体に掲載した。

器種は、壺、甕、高杯、鉢、器台等が見られ、特に器台の種類が豊富であった。若干後出の

もの (599・633等）も認められるが、頸部に沈線をもつ長頸壺と大形の器台が出土する上

東・鬼川市II式期とその前後の時期の範中に入るものが大半である。器形の変化が顕著な高杯

は杯部端部に凹線文を施し幅の狭い端面から徐々に端部が伸びる過度期の器形から完全に外反

する杯部の変化の様相がたどれる。脚部も完全に短脚化する以前のものが中心である。

外に、未加工の銅鏃、石器（砥石、石錘等）、士製品（土錘、紡錘車、分銅形土製品等）、鉄

製品等が出土している。（別項目に掲載）

6)骨角製品

卜骨 7点と鹿角の加工品が出土している。いずれも貝層および貝塚の堆積土中からの出土で

ある。詳細な記述は附載の金子昌浩氏の報告文に委ね、本項目では概略を述べることとする。

出土した卜骨 7 点（第13s~140図）は、イノシシとシカの肩甲骨を使用し明瞭に灼痕が黒く

残るものと薄く茶色に焦げたものが認められる。灼痕は肩甲骨の両面に複数認められるものが

多く 84では合計8か所にみとめられた。 85・6のように良く亀裂が入ったものもある。た

だ貰通した痕は少ない。また、 B4・6・7・9の肩甲骨には、肩甲棘などを鋭利な刃物で削

り取り平坦にした痕跡が認められる。

B 2 (第137図）は、鹿角の加工品で全長27.5cmを測り、一端に長さ7.2cm、幅 8mm、深さ 3

rnmの細長い溝が彫り込まれている。全面に削った痕跡があり、角先端部には面取りの加工があ

る。鉄製刀子などの柄の可能性もある。 （山磨）
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(7) 遺構に伴わない遺物（第141----148囮）

ここで遺構に伴わない遺物としたものについては、その出土状況が、いわゆる包含層出土の

ものの他に、複数の竪穴住居が重複して検出された際にその相互の関係が特定できない上層で

取り上げられたもの、遺物の特徴から想定される時期とは異なる時期の遺構に混入していたも

の等も含まれている。また、この条件に相当する土器については、その数量が非常に多量であ

るため省略している。

第141図には、分銅形土製品を掲載している。 C13・16は貝塚 1周辺から、 C15は土器溜り

l周辺からの出土であり、 C12・14はlOB区の包含層からの出土である。 C12は、上半部両

端と下半部を欠いているが、上半部に顔面表現をもつものである。表裏両面および各端面はオ

サエ・ナデによって仕上げられ、眉と鼻が隆起し、目と口が刺突されている。長さ 3mm程度の

線状の刺突文が上端面と表面上半では縦に、表面下半では横に施されており、前者は毛髪と額

髭の表現にも見える。全面に丹塗りされており、上端部に孔はみられない。 C13は上半部か

ら胴部の一部が残るのみであるが、 T寧に仕上げられ、端面も明瞭な面をもっている。表面に

は眉状櫛描文が扶りに添って施され、その両側に列点状の刺突文が並び、胴部ではこれが 1列

横断している。色調・焼成からも弥生時代中期に比定されるものである。 C14は上半部の一

端と下半部を欠いている。オサエとナデによって厚手に作られ、全面に丹塗りされている。表

面上端と上端面に 3孔一対の刺突文が並び、上端面から裏面への貰通孔が3孔、上端面から挟

り部端面への貰通孔 2孔が認められる。 C15は上半部の一端と下半部を欠いている。裏面側

に若干反っており、上端面は面をもつ。表面の剥離が顕著であるが、表面の上端部には櫛描に

よる重弧文が施され、扶り部に添って、眉状櫛描文が想定される。上端面から裏面への貫通孔

が並び、端部では上端面から挟り部端面への貫通孔が 1孔認められる。 C16は上半部の一端

と下半部を欠いている。オサエとナデによって上端部より胴部を厚く作られており、表裏両面

をヘラミガキし、全面に丹塗りしているのみで、文様は認められない。

第142----144図は、打製石器である。このうち、 S46・47が緑色片岩製である他は、すべて

石材はサヌカイトである。器種については、スクレイパー、エンドスクレイパー、石錐、小形

石斧、石鍬、石包丁等のエ具・農具の他に、石槍、石鏃の武器・狩猟具もある。 S15----19・ 

21・34がスクレイパー、 S20がエンドスクレイパーである。このうち、 S19は石包丁片を転

用しており、表面に石包丁としての使用時に付着したと思われる珪酸が認められる。いずれも

刃部への浅い細部調整がなされている。 S22----33・35・36は石包丁で、完形品と考えられるの

はS24・27・29の3点のみである。網目をかけて表現している範囲は、使用による摩滅と珪酸の

付着に伴う光沢痕の認められる箇所である。 S23・27で外湾している他は、刃部は直線的であ

り、基本的に両刃としての細部調整がなされている。完形品のうち、 S29は一端の扶りは明
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第144図

遺構に伴わない遺物④

(1/2) S46 S47 

瞭であるが、他端には細部調整されていない突起部があるためか扶りが認められない。 S24

では両端に挟りがあり、背部は敲打されている。 S27では一端は通常の扶りで、他端は背部

の端部を大きく扶っており、その他に背部中央にも挟りが見られる。光沢痕は片面に広く認め

られる。石錐のうち、 S37は刃部を欠いて基部のみであるが摩滅しており、完形の S38では

刃部に使用痕が残っている。 S46は小形石斧で、刃部は両刃の両面とも摩滅しており、体部

の両側に扶りが見られる。 S47は石鍬で、やや内湾気味の刃部は両刃に細部調整され、基部

は両側を挟って細く作られている。 S45は石核と考えられる。 S39・40は石槍で、ともに側

面は摩滅しており、 S40はほぽ完形をとどめている。小さな凸基が作られ、両側縁が両刃に

細部調整されている。 S41-----44は石鏃で、 S41・42は凸基、 S43・44は平基である。前者の

鏃身は柳葉形で、両側縁が両刃に細部調整されている。後者も両刃に細部調整されている。

S48・49・75は磨製の太型蛤刃石斧であり、 S48は完形品である。石材は、 S48・75が安

山岩、 S49が変斑槻岩である。いずれも体部側縁は平行し、基部は平基で、刃部は S48が弧

状を呈し、 S49は直線的である。 S50・51・7 4・76・77は砥石である。 S50は大形品で、お

そらく 1/3から 1/2を欠いているものと思われる。石材は流紋岩で、平らな 2面が使用されて

おり、擦痕の残る使用によって中央部が浅くくぽんでいる。 S51も流紋岩製で、 3面が使用され

ている。主たる使用面と側面の使用面には浅い溝状の使用痕が見られ、主たる使用面は浅く湾

曲している。 S74も流紋岩製で、断面五角形ないし六角形に整形され、やや薄く仕上げられ

ている一端の近くに、紐通し穴と考えられる径3mmの貫通孔が 1孔穿たれている。両端面をの

ぞく各側面が使用されており、長軸に対して斜めおよび横方向の擦痕が観察される。 S76は
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半花尚岩製で、欠損しているが、 4面が

使用されており、長軸方向の浅い溝状の

使用痕が認められる。 S77は小形品で、

長軸方向に縦に剥離しているが、 3面が

使用されている。 S52-----69は石錘であ

る。石材には、石英斑岩• 花商岩が多く

使われている。 S52-----56は、両端が打

ちかかれて挟りとされているもので、 S

52・53では扶りが溝状にのびている。 S

57-----68は、溝が 1条全周するもので、

いずれも長軸方向に平行している。この

第148図 遺構に伴わない遺物⑧ (1/3) 

うち、 S60・61・65・69では、側面に相当する部分に溝が巡らされている。 S70----73・78・ 

79は敲石である。石材は各々別であり、端面・側面が敲打調整されたのちに使用されている。

その重量は、 S70・71が200g未満である他は、 300gを超えている。 （光永）
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第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

(1) 概要

この時期に属する遺構は、第151図に示しており、竪穴住居27軒、井戸 1基、士器棺 2基、

土城146基、士器溜り 1か所である。竪穴住居は微高地上の全体に分布しているが、やや南半

に集中している。平面形態は隅丸方形ないし円形が主であるが、造出しをもつものが 1軒あり、

注目される。微高地南西部で検出された井戸は、他の時期も含めて唯一確認されたものである。

土器棺はそれぞれ単独に竪穴住居の近くで検出されている。後期前半に見られた袋状土城に代

わって、箱形に掘られた長方形土城の存在が注目され、 146基の土城のうち43基がこれに分類

される。その分布は微高地全体に及ぶが、特にllC区を中心とする北東部に集中しているよう

で、この地域は後期前半に袋状上城が集中していた範囲と重複する。橋脚の西部分に空白部分

があるが、この部分には後期前半につくられた貝塚が、除去される事無くそのまま占地してい

たようである。

(2) 竪穴住居

竪穴住居18(第149-----151図）

llCb区において 2軒の竪穴住居が重複した状態で検出された。しかし、東側半分が調査区

（光永）

外にかかっていたため、住居の全貌についての詳細は得ることができなかった。

2 

。

1. 暗灰色上（含、炭）

2. 灰褐色土

3. 暗黄灰色土

4. 暗灰褐色土

5. 暗灰色土

6. 暗灰黄色土（含、焼土）

~ 
7. 暗灰色土

8. 暗灰褐色土

● ,．黄灰色粘土（貼床）

聾 10. 暗灰褐色粘質砂

11. 淡黄灰色土

12. 暗灰黄色上

2m 

第149図竪穴住居18(1/60) 
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第150回竪穴住居18A(左上）

• 18 B (左下） (1/80)・出土遺物 (1/4)

寧

璽~~瓢鵬瓢

検出された住居は、推定径4.50mを前

後するもの（竪穴住居18A)と、その床

面下層において推定径4.20m前後の規模

のもの（竪穴住居18B)があった。

竪穴住居18Aは海抜約3.00mで検出さ

2m 
れ、床面からは柱穴 2本と中央穴、 さ

柱穴は、径約15cm程度の柱痕跡を見せるもので、

らに断面で壁体溝の存在が確認された。

さらに数本の柱穴が床面に遺存していたであ

ろうが、基盤状況が不良でその存在については明確に出来なかった。これについては下層の住

居も同様であった。中央穴は、径55cm前後で深さ43cmを測った。

竪穴住居18Bは、竪穴住居18A床面下層約10cmで検出された。遺存状態が不良で判然としな

いものでわずかに柱穴 2本が確認されたにすぎない。

時期は、竪穴住居18A出土の甕722が上東・ 鬼川市皿併行に比定される。

竪穴住居19(第151~156図、写真図版51)

（島崎）

llCc区北東部に位置し、竪穴住居 5を削り、中央部を大きく土壊70に削られている他、竪

穴住居50-----53に削られている。

平面形は隅丸方形を呈して、長軸長4.2m、短軸長3.9mをそれぞれ測り、床面積は11.2面と

なる。深さ40cmの側壁はやや外傾しており、幅10cm程度の壁体溝が全周していたものと考えら
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第151図 弥生時代後期後半遺構配置図 (1/300)
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

れる。床面の海抜高は2.35

mである。柱構造は 4本柱

で、柱間はL8-L9mを測

り、主軸を東西に置く。柱

掘り方は、長径37-65cmの

楕円形で、深さは65-80cm

であり、側壁との距離は20

---40cmを測る。中央穴は土

城70に削られていて不明で

ある。 ・3層に分けられる埋

土のうち第 2層では、焼失

に伴う炭化材・焼土等が検

出されており、側壁と東部

の床面には熱影響を受けた

旦緬c・

~ 
1. 明茶褐色土（含、礫）

2. 茶褐色砂質士（含、焼土・炭｝ ゜3. 炭

2m 

第152図竪穴住居19(1/60) 

箇所が認められる。

出士遺物には、弥生土器

の長頸壺・―壺• 脚付直口

壺．甕•高杯・鉢•台付

鉢・器台・手焙形土器等の

ほかに、石包丁・スクレイ

パー・敲石がある。甕のロ

縁端部は上方へ摘み上げら

れるものが多く、外面に退

化凹線が巡らされるものも

みられる。高杯は短脚化し、

深い杯部から口縁部が外反

するものと口縁部が内湾し

て終わるものの二者があ

る。古い要素をもつものも

散見されるが、総体として

は上東•鬼川市m式の範畷

に入るものと思われる。
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2 . 足守川加茂B遺跡
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~ 心ミ761 

756 0 10cm 一第154図 竪穴住居19出土遺物② (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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竪穴住居20(第18• 151・157図）

llC区西端からllB区にかけて位置し、竪穴住居21・48・49、土城59に削られ、竪穴住居

4・5、土城169を削っている。

平面形は不整な円形を呈して、長径6.07m、短径5.73mを測り、床面積は24.4面となる。側

壁はほぼ直立する部分とやや外傾する部分があり、最大深さ32cmが残る。海抜高2.28mの床面

はほぽ乎坦で、壁体溝は検出されなかった。柱構造は 4 本柱であり、柱間は2.5~3.lm を測り、
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

二9
S80 S81 

，
 

。
5cm 

S83 

L..........Jcm 
S82 

第156図竪穴住居19出土遺物④ (1/2• 1/3) 

主軸を東西に置く。柱掘り方は長径43----67cmの楕円形で、深さは40----65cmであり、側壁との距

離は25-----45cmを測る。中央穴は、 1辺80cmの方形を呈し、深さ45cmの底部は三つに分かれる。

中央穴の埋土には、炭・灰・焼土が多く含まれている。この他の住居内構造については不明で

ある。

出土遺物には、弥生土器の壺784、甕792---795、高杯785---787・791、脚付鉢788、台付鉢

789・790等がある。 795の体部外面はタタキメによる調整である。 787・788・791はいずれも

短脚で、 786---789・791には水漉粘土が用いられている。

時期は弥生時代後期後半（オノ町 I---II式併行）に比定される。

竪穴住居21 (第18・151・158図）

llC C区北部に位置し、竪穴住居 5・20を削り、竪穴住居53に削られる。

平面形は不整な円形と想定されるが、南東部分が検出できたのみであり、北西部分は竪穴住

居20との重複のために不明瞭で、全体の構造・規模を明らかにすることができなかった。計測

しうる最大径は3.35mである。深さ32cmが残る側壁は外傾しており、幅10.-...1scm程度の壁体溝

が全周していたと考えられる。海抜高2.37mの床面は貼床されており、ほぽ平坦である。中央

穴は60X43cmの楕円形を呈し、深さは 9cm程度と浅いが、その周辺も含めて炭の堆積が認めら

れ、埋土の第 6層がこれに相当する。柱穴は検出できず、柱構造は不明である。その他の住居

内構造についても不明である。埋土の下層には、炭・焼土が多く含まれている。

出土遺物には、弥生土器の甕796、高杯797、鉢798----800、台付鉢802-804、手捏ね土器

801・805等がある。 797は水漉粘土製で、透し孔は 3孔である。

時期は、弥生時代後期後半（オノ町 I....... Il式併行）に比定される。
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第157図 竪穴住居20(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

，， 第158図竪穴住居21(1/60) 

・出土遺物 (1/4)

一，多クノ

~ 

“ 

1. 茶褐色砂質土

2. 焼土

3. 暗茶褐色砂質土（含、炭・焼土）

4. 赤黒褐色砂質土（含、炭・焼士）

5. 暗茶褐色砂質土（含、焼土）

6. 炭

7. 暗茶褐色砂質土（含、焼土）

8. 黄褐色砂質士（貼床）

2m 

亨 □
796 

。
10cm /

 
799 802 

801 

803 

798 804 805 

竪穴住居22(第151・159図）

llB区南部に位置して、北半を調査区外に置き、竪穴住居55、土城76等に削られている。

平面形は円形と想定されるが、規模は不明であり、計測しうる最大径は5.95mである。深さ

15cmが残る側壁はほぼ直立し、南東部の一部で幅 7cm程度の壁体溝が検出されている。側壁か

らl.55---l.75mの幅でベッド状遺構となっており、海抜高2.22mを測る中央の床面との比高は

8cm前後である。柱穴は 3本を検出しており、柱間は1.5mと2.4mを測る。柱構造は不明であ

るが、 8本柱と想定することもできる。柱掘り方は径37-----50cmの円形で、側壁との距離はso---
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第159図 竪穴住居22(1/60) ・出土遺物 (1/3・1/2・1/4)
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第2存第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

70cmである。中央部では、 86X75cmの楕円形を呈する中央穴の他に台石を検出している。埋土

は4層に分けられ、第 3・4層下面には炭層が認められる。

出土遺物のうち、弥生土器の甕806・807、高杯808・811、鉢809、蓋810および石杵S84

が中央部からの出土であり、弥生土器の甕812-815、高杯816・817、鉢818・819、蓋820お

よび鉄器M6は第 1・2層からの出土である。 S84は辰砂精製用具と考えられ、使用面は非

常に平滑で側面には朱の付着が認められる。

竪穴住居23(第151・160・161図、写真図版52)

lOB b区南西部に位置し、土城89・180・183を削り、土城90・181・182に削られている。

平面形は不整な円形を呈し、長径5.3m、短径4.77mをそれぞれ測る。深さ30cmが残る側壁は

ほぽ直立し、壁体溝は検出されていない。床面の海抜高は2.67mを測り、ほぼ平坦である。 4

本の柱穴を検出してお

り、柱間は2.5----2.9m

で、主軸を南北に置い

ている。柱掘り方は、

長径30-40cmの楕円形

で、深さ25----35cmを測—•— 
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。
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第160図竪穴住居23(1/60)・ 出土遺物① (1/2) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第161図 竪穴住居23出土遺物② (1/4) 

り、側壁との距離は17-60cmである。中央穴は床面での平面形が不明であるが、径70cm以上の

不整な円形と考えられ、深さ40cmを測る。中央穴と南東の柱穴の中間で50X30cmの規模を測る

焼土面が検出されている他は、住居内構造については不明である。

出土遣物には、弥生土器の壺822、脚付直口壺823・824、甕825・826、鉢827-829、台付

鉢830の他に、鉄鏃M7、錐MSが出土している。 822の外面から頸部内面、 823の内外面、

824の外面にはそれぞれ丹塗りがなされている。 822は非在地系、 821は混入と考えられる。

竪穴住居24(第151・162図）

lOB c区北東部に位置し、上層を竪穴住居71等の古墳時代前半の遺構に削られている。柱穴

の重複により、 1回の建替えが想定され、新段階を24A、古段階を24Bとする。

竪穴住居24Aは、平面形は不整な円形と想定されるが、規模は不明である。床面の海抜高は

2.36m前後と考えられ、壁体溝は検出されていない。柱穴は 4本が検出されており、柱間は2.0

-2.4mで、主軸を東西に置いている。柱掘り方は長径42-70cmの楕円形で、深さは10-34cm

が残るのみであり、側壁との距離は66cmを測る。中央穴その他については不明である。

竪穴住居24Bは、平面形は隅丸方形に想定され、規模は 1辺4.8m以上に復元される。床面

の海抜高は2.36m前後と想定され、壁体溝は検出されていない。柱穴は 4本が検出されている

が、そのうち 3本は竪穴住居24Aの柱穴に削られている。柱間は1.6-2.0mを測り、主軸を南

北に置いている。柱掘り方は、長径50-66cmの楕円形で、深さ14-24cmを測り、側壁との距離

は80-135cmである。中央穴その他の住居内構造は不明である。

出土遺物には、弥生土器の甕831、高杯833-835、鉢832があり、時期は、弥生時代後期後

半 (J:.東・鬼川市皿式併行）に比定される。

-350-



第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

竪穴住居25(第151・163......... 166図、写真図版52)

lOC b区南部に位置し、竪穴住居10、土城149を削り、竪穴住居60・68に削られている。

回の建替えが行われており、新段階を25A、古段階を25Bとする。

ー

竪穴住居25Aは、平面形は不整な円形に復元され、短径5.9m、推定長径6.4mで、床面積は
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27面前後と考えられる。側壁
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第162図 竪穴住居24(左上） (1/60) • 24A (下左）・ 24B(下右） (1/80) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡
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3. 灰褐色粘土（含、灰褐色細砂・焼土） 10. 暗灰色砂（含、炭）
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5. 灰色粘土（含、灰色細砂） 12. 暗褐灰色砂（含、炭・灰色砂塊）

6. 灰白色細砂（含、黄橙色粘土塊） 13. 暗灰色砂（含、黄褐灰色砂塊）

7. 灰白色粘土（含、灰白色細砂） 14. 暗灰色砂（含、黄褐灰色砂塊多）

8. 淡灰色粗砂（含、炭） 15. 暗褐灰色砂（含、炭）

第163図竪穴住 居25(1/60) 
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弥生時代後期後半の遺構・遺物

壁体溝は検出されていな

い。柱構造は 6本柱と考

えられ、一部に複数の候

補があるが、柱間は1.9~

2.8mと想定される。中央

施設は、 2.55X1.5mの土

手状に謁まった内側が
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1. 淡茶灰色砂 2. 炭 3. 淡灰褐色砂

第164図竪穴住居25A(上）・ 25B(下） (1/80) 

170X80X 4 cmの楕円形

にくぽめられたもので、

炭が堆積している。

竪穴住居25Bは、 5.3

X5.24mの不整な円形を

呈し、深さ 6cmで海抜高

2.13mの床面に至る。柱

穴は 4本が検出され、柱

間は2.5~3.0m と想定さ

れる。中央施設は最大径

1.63mを測る土手状の高

まりの内側に、 1辺1.04

m、深さ 5cm程度に作ら

れている。壁体溝その他

については不明である。

出土遺物には、弥生

土器の壺•脚付直口壺．

甕 • 高杯・ 鉢•台付

鉢•手捏ね土器•製塩土

器の他に、土器片転用紡

錘車・土錘、石槍・敲石

•石錘、ガラス玉、鉄鏃

等がある。このうち、 843

・844・848には新しい要

素が見られ、混入の可能性
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2. 足守川加茂B遺跡
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第165図 竪穴住居25出土遺物① (1/4• 1/2) 

を残すものとして、周辺遺構との関係からは、遺構の時期は弥生時代後期後半に属するものと

して扱われる。
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

竪穴住居26(第151・167・168図）

lOC d区に位置して、東半を調査区外

に置き、竪穴住居27その他や、土城93等

に削られているため、第167図に示す状

況で検出され、これを新段階の26Aと古

段階の26Bの二段階に整理した。

竪穴住居26Aは、平面形は径9m程度

の円形に想定され、北端で深さ24cmが残

る側壁はほぼ直立して海抜高2.34mの床

面に達し、壁体溝は確認されなかった。

7本の柱穴がこれに伴うと考えられ、柱

構造は 9ないし10本柱と考えられる。柱

間は1.5~2.4mで、側壁との距離4o~so

cmと想定される。柱掘り方は長径35-----66

cmの楕円形で、深さは16-----50cmである。

中央穴は75X50X46cmの規模で、楕円形

を呈する。中央穴の北東に台石を検出し

た他は、住居内構造については不明であ

る。埋土は 3層に分けられ、炭・焼土を

含んでいる。

M10 竪穴住居26Bは、第168図に示す状況

に理解でき、平面形・規模ともに不明で

あるが、柱構造は 4本柱と考えられて、

第166図 竪穴住居25出土遺物② (1 /3• 1 /1・1/2) その場合2回の建替えが行われたことが

想定される。柱間はいずれにしても2.0m

を超えるものと想定される。柱掘り方は長径35-60cmの楕円形で、深さ30-50cmを測り、中央

M9 ―゚ 3cm 

穴を伴っている。

弥生土器の壺862、甕863~865、高杯867·868、鉢866が出土しており、時期は弥生時代後

期後半（上東・鬼川市皿式併行）に比定される。

竪穴住居27(第151・169・170図、写真図版53)

lOC d区南部に位置し、竪穴住居26、土城101を削り、竪穴住居67・69・73・76、土渡95・

97~100に削られている。
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2. 足守川加茂B遺跡

平面形は円形と想定され、最大径5.92・m:を測る。深さ26cmが残る側壁はほぽ直立し、床面の

海抜高は2.25mで、幅15-20cmの壁体溝が全周している。北東部では内側に重複してもう l条

の壁体溝が検出されており、中央穴が重複することからも、

--~' 
...... 

汀〗
◎ ©___~--

1回の建替えが考えられる。柱穴

~ 

◎ ~ 
.
|
 

•.... 

し,',"＂

ー
ー

9

心
（ 乞ヽvtfJ 

◎
 

◎ 
三

◎ 
, __ 

＼ーンソ

信

ロ ~I＼ミニン／

ー

＼

＼

＿

＿

ー

9
ー
ー
／

ー

辛

1. 灰褐色砂（含、炭）

2. 灰褐色砂（含、炭・焼土粒）

3. 灰褐色砂（含、炭・焼土粒．灰色砂）

4. 暗灰褐色砂（含、炭）

。
2m 

——~~ 
862 

竪穴住居26(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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/
 は5本を検出しており、柱間はl.6---2.2mを

測って、 7本柱と想定される。柱掘り方は長

径35~5scmの楕円形で、深さ 33---63cm を測り、

側壁との距離は20---40cmである。中央穴は平

面形楕円形を呈し、 93X66X3lcmの規模を測

り、古段階の中央穴も長径90cmの楕円形で、

同程度のものである。この中央穴の西側では、

1.4X 1.0m程度の楕円形の範囲が3cmほどく

ぼみ、ここに炭化物の堆積が認められた。 6

層に分けられる埋土のうち、第 2・4層には

炭・焼土が多く含まれている。

出土遺物には、弥生土器の甕869・870・

873、高杯871・874・875、鉢872の他に、土

器片転用紡錘車C19・20、サヌカイト製のエンドスクレイパー S89、銅鏃M11、鎚M12、鉄

器M13等がある。 C20は高杯の脚部を転用したものと考えられ、焼成前に穿孔されている。

土器には、 872に他地域系のものもみられるが、上東・鬼川市III式として扱われる。

◎ 一

—• ＠ニ—,. 

冒
辛

疇
im 

第168図竪穴住居26A(上）・ 268(下） (1/80) 
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2. 足守JII加茂B遺跡
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2. 暗灰褐色砂（含、焼土• 炭多）

3. 灰褐色砂（含、炭・焼土）

4. 暗灰褐色砂（含、焼土• 炭多）

5. 炭化物

6. 灰色砂

7. 暗灰褐色砂

8. 灰褐色砂

召
＼

二ll[69
三―[-[

8
 

870 

閉an

874 

873 875 

第169図 竪穴住居27(1/60) ・出土遺物① (1/4) 
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竪穴住居28 (第151・

171-173図、写真図版53)

lOC C 区北部に位置し、

竪穴住居29、土堀102・176

を削っている。

第171図に示す状況で検

出されており、 2回以上の

建替えが想定されるが、最

終段階を28A、これに先行

する段階を28Bとする。

竪穴住居28Aは、平面形

は不整な円形と想定され、

最大径6.03mを測り、推定

床面積は27.7面である。深

C19 

削

@― 

物

[口り
の

、

半

呻
旦
冒

後

〗
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節3
 

第章2
 

第
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A
,
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S
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＂口’’ー

M13 

D―
 

5cm 

第170図 竪穴住居27出土遺物② (1/2• 1 /1) 

さ32cmが残る側壁はやや外

傾し、海抜高2.38mの床面では東部から南部にかけて壁体溝が検出されている。柱穴は 6本を

検出しており、柱間はl.7-----2.8mで、主軸を南北方向に置いている。柱掘り方は、長径28-62

cmの楕円形で、深さ22-58crnを測り、側壁との距離は45-70cmである。中央穴は58X46X15cm 

の隅丸方形で、南45cmに70X55cmの範囲で炭の堆積が認められる。

竪穴住居28Bは、平面形は円形と想定され、最大径5.35mを測る。西半部分では壁体溝が2

条検出されており、 1回の建替えが想定される。 4本柱のうち 1本は28Aとの共有を想定せざ

るをえないが、柱間は2.4~2.Sm を測る。柱掘り方は長径35----42cmの楕円形で、•深さは35-52
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2. 足守JII加茂B遺跡
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第171図 竪穴住居28(1/60) ・出土遺物① (1/4) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

cmを測り、側壁との距離

は60cm程度となる。

出土遺物には、弥生土

器の壺878・879、小形壺

-Q)-／ ―◎ -¥  876、直口壺877、甕880

＼ ． 0 ¥_ -882、高杯884、鉢883

I 

-0--/1 'I I 

・885・886等の他に、土

-0- 製紡錘車C21、敲石S88、

錐M14、鉄器M15がある。

—•— -~/ 883は内外面丹塗りされ

-~-"""・
ており、他地域系のもの

と考えられる。時期は、

牢 弥生時代後期後半（上

疇 東•鬼川市皿式併行）に

比定される。

2m 

-0-
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I / L __  J 
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゜一5an 

第172図竪穴住居28A(上）

・28B (下左） (1/80) 

・出土遺物② (1/3) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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第173図 竪穴住居28出土遺物③ (1/2) 
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第174図 竪穴住居29(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

竪穴住居29(第151・174図）

lOC C区南東部に位置し、南西部の大半を橋脚によって失っていた。竪穴住居28・67・69、

士城195に削られている。

平面形は隅丸方形に想定され、長軸長 6m前後に復元される。深さ26cmが残る側壁はほぼ直

立し、床面の海抜高は2.22_mを測る。壁体溝は平面的には検出できなかったが、断面観察では

幅15cm、深さ12cm程度に想定される。柱穴は 3本を検出しており、柱構造は 6本柱と考えられ

て、柱間は1.85mと2.lmである。柱掘り方は長径35-50cmの楕円形で、深さ20-42cmを測る。

中央穴その他の住居内構造については不明である。

断面観察によれば、南東部の側壁から約1.2m内側に、床面海抜高2.15m前後で壁体溝を伴う

竪穴住居の存在が確認されているが、平面的には検出できておらず、構造・規模ともに不明で

ある。竪穴住居29の古段階と考えられる。

弥生土器の甕887、高杯888が出土しており、時期は弥生時代後期後半に求められる。

竪穴住居30(第151・175-177図、写真図版54)

9Cb区に位置し、竪穴住居73・76、土漿107・108に削られ、竪穴住居31-33、土城106・

201・202を削っている。 1回の建替えが行われており、新段階を30A、古段階を30Bとする。

竪穴住居30Aは、不整な

円形を呈し、最大径5.2mを
一,/ '-

測り、床面積は19.9面に復元

される。深さ 10cmが残る側

壁はほぼ直立し、床面の海

抜高は2.08mである。南部で

＇ 

ー

・・r＇
 

） 
—亨

曇鵬

。
2m 

S91 

゜— 5cm 

第175図 竪穴住居30(1/60) ・出土遺物① (1/3) 
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2. 足守JII加茂B遺跡
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は幅15cm、深さ10cm程度の壁体溝

が検出されている。柱穴は4本を

検出しており、柱間は2.4-2.8m

で、主軸を南北に置く。この内の

2本で柱痕跡を確認しており、柱

掘り方は、長径40-56cmの楕円形

で、深さ45-----52cmを測り、側壁と

の距離は30-60cmである。中央穴

その他の住居内構造は不明である。

竪穴住居30Bは、平面形は隅丸

方形と想定され、北東部で壁体溝

を検出しているが、全体の規模は

不明である。 4本の柱穴を検出し

ており、柱間は2.3-----2.Smで、主

軸を南北方向に置いている。柱掘

り方は、長径35-58cmの楕円形を

呈し、深さは42-54cmで、側壁と

の距離は60cmである。中央穴その

他の住居内構造は確認されていな

い。

出土遺物には、弥生土器の長頸

壺889・890、壺891、脚付直口壺

892、甕896・897・902、高杯898

・899・901、装飾高杯900、鉢903

・904、手捏ね土器893・894、製

塩土器895の他に、敲石S91があ

る。甕の口縁端部はほぽ直立して

寧 外面に退化凹線がみられ、短脚の

高杯では、 898・899に口縁部の

短い外反がみられるなど、弥生時
0 lm 

代後期後半（上東• 鬼川市m式

第176図竪穴住 居30A(上）・ 30B(下） (1/80) 併行）に比定される。
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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竪穴住居31 (第151・178・179図、写真図版54)

9Cb区に位置し、竪穴住居30、土城107・108・202に削られ、竪穴住居32、土壊200を削っ

ている。

平面形は隅丸方形と想定され、長軸長4.87-rnを測る。深さ46cmが残る側壁はほぽ直立し、貼

床された床面の海抜高は2.llmである。西隅部では壁体溝を検出しているが、側壁よりも 5cm 

以上内側に離れている。柱構造は 4本柱と考えられ、 3本を検出している。柱間は2.0mと2.4

mで、主軸を東西に置くが、これは平面形から想定される主軸と大きくずれている。柱掘り方
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2. 足守川加茂 B遺跡
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1. 暗灰褐色砂（含、黄褐色土小塊多）

2. 褐灰色砂（含、炭•灰・焼土多）

3. 褐灰色砂（含、淡黄褐色砂小塊多、貼床）

4. 暗灰褐色砂（含、淡黄褐色砂小塊）

は長径58----66cmの楕円形で、

深さ38----45cmを測り、側壁と

の距離は40----50cm程度であ

る。中央穴は平面形楕円形を

呈し、 108X35X7 cmの規模

である。その他の住居内構造

については不明である。 2層

に分けられる埋土のうちの下

層には炭・灰・焼土が多く含

まれている。

出土遺物には、弥生土器

の直口壺912、甕905.--....,910、

高杯913・914、鉢911の他に、

土器片転用紡錘車 C22、石

錘 S92・93等がある。甕の

口縁端部はいずれも上方へ

摘み上げられており、体部

外面には縦方向のヘラミガ

キが施されている。 914は差

し込みによって接合されて

いて、内外面ともハケメ調

整で終わっている。

時期は、弥生時代後期後

半に比定される。

C22 

nvト
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。
第178図 竪穴住居31 (1/60) ・出土遺物① (1/2• 1/3) 
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第179図竪穴住居31

出土遺物② (1/4) 
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270cm 
1. 暗灰褐色砂（含、炭・焼土）

2. 黄褐色砂質士

3. 暗灰褐色砂（含、淡黄褐色砂小塊多）

゜
2m 

第180図竪穴住居32(1/60) 

・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

竪穴住居32(第151・180図）

9Cb区に位置し、竪穴住居30・31・33、土城109・200に削られている。

平面形は隅丸方形と想定されるが、規模は不明である。最大深さ57cmが残る側壁はほぼ直立

し、床面の海抜高は2.05mである。柱穴は 2本を検出し、柱間は2.8mを測るが、側壁からの
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1. 暗灰褐色砂（含、炭・焼士・礫）

2. 灰褐色砂（含、黄褐色砂小塊多、炭・ 焼土） 5. 褐灰色砂（含、炭化材多）

3. 暗褐灰色砂（含、炭・焼土多） 6. 暗褐灰色砂（含、黄褐色砂小塊• 炭多）

4. 褐灰色砂（含、黄褐色微砂塊多） 7. 黄褐色微砂塊

第181図竪穴住居33(1/60) 
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第182図竪穴住居33出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

距離は2.2mであり、柱構造は 2本柱と考えられる。柱掘り方は、径42cmと55cmの円形で、深

さは45cm前後を測る。中央穴その他の住居内構造は不明である。 2層に分けられる埋土のうち

の上層には、炭・焼土が含まれている。

弥生土器の長頸壺915、脚付直口壺916が出土しており、 915の頸部外面はハケメ調整され、

沈線は認められない。時期は、弥生時代後期後半に比定される。

竪穴住居33(第151・181・182図）

9C区北半中央部に位置し、竪穴住居32、

土城110を削り、竪穴住居30・34、土城109に

削られている。

平面形は隅丸方形と想定され、短軸長5.34

mを測る。深さ最大46cmが残る側壁は直立し

ており、壁体溝が全周する。壁体溝は北東部

において 2条が検出されており、

えが行われたことが想定される。貼床された

床面の海抜高は2.0mである。柱構造は4本柱

と考えられ、

1回の建替

3本を検出したが、そのうちの

1本には柱痕跡が認められる。柱間は2.4----

2.5mと想定され、主軸を東西方向に置いて

いる。柱掘り方は、長径50cmの楕円形で、

深さは50cmを測り、側壁との距離は60-90

cmである。中央穴は、 135X98cmの範囲が床面

より 3cm程度高い土手状部分の内側を、

100 X63 X 15cmの規模で長方形に掘り＜ぽめ、

さらにその中に37X34X33cmの楕円形の掘り

込みがなされている。この中央穴の東50cmの

床面で台石が検出されている他は、住居内構

造は不明である。 5層に分けられる埋土に

炭・焼土が多く含まれている他、床面上の第

5層には炭化材も多く見られ、焼失の可能性

がある。

出土遺物には、弥生土器の壺917・918、甕

919~921 、高杯931·932、装飾高杯933、鉢

348 

---:--...-~ 
-- 34A 

i 
1. 暗褐灰色砂（含、炭•製塩土器多）

2. 灰黄色粘土

3. 褐灰色砂（含、炭•製塩土器多）

4. 灰褐色砂（含、黄褐色砂塊•炭多）

5. 灰掲色砂（含、黄褐色砂塊多）

6. 黄褐色細砂（含、炭・褐灰色砂塊）

7. 灰褐色砂

第183図

2世迦

m
 

2
i
 

竪穴住居34(1/60) 
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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冨
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940 

第184図竪穴住居34出土遺物 (1/4・1/3)

922------927・929・930、台付鉢928等がある。 918は内湾して立ち上がる口

縁部外面に 2条の突帯が貼り付けられており、壷と考えたが器種も断定

しがたく、類例の求めがたいものである。 922------924・926・931には水漉

粘土が用いられており、 932の脚部は内湾して膨らみをもっている。

923・924の口縁部に新しく位置づけられる要素をもつが、全体としては

オノ町式併行として捉えうるものと思われる。

竪穴住居34(第151・183・184図）

9Ca区東部に位置し、西半を橋脚によって失っており、竪穴住居33を削っている。 1回の

● L.............J叩

建替えが行われており、新段階を34A、古段階を34Bとする。

竪穴住居34Aは、平面形は隅丸方形と想定され、南北長4.32mを測る。深さ25cm程度が残る

側壁はほぼ直立し、南隅では幅12cm前後の壁体溝を検出している。側壁から1.l---l.3mの間は

ベッド状遺構となっており、海抜高2.15mである。中央部の床面は最大幅1.6mを測る方形の範

囲で、その北東・南東の角部で柱穴を検出している。柱構造は 4本柱と考えられ、柱痕跡に示

される柱間は1.6mを測る。柱掘り方は径48---52cmの円形で、深さは55---58cmであり、側壁と

の距離は80cm前後である。中央穴その他の住居内構造については不明である。
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2. 足守川加茂 B遺跡

竪穴住居34Bは34Aの北東側に残存しており、平面形は隅丸方形に想定されるが、最大長

3.05mが知られるのみである。床面は34Aとほぽ同じ高さで、壁体溝は検出されていない。柱

穴その他の住居内構造については不明である。

出土遺物のうち、弥生土器の壺（安国寺式） 934、甕935、高杯938・939、鉢937、製塩土

器936と石錘S94が34Aに、甕940・941、高杯942、鉢943・945、台付鉢944が34Bにそれぞ

れ伴うもので、時期は弥生時代後期後半（オノ町式併行）に求められる。

竪穴住居35(第151 ・ 1ss~1s1図、写真図版54)

9Cd 区に位置し、土城42·43·45を削り、竪穴住居86、土城114·212~214に削られてい

る。 1回の建替えが行われており、新段階を35A、古段階を35Bとする。

竪穴住居35Aは、平面形

は隅丸方形ないし不整な円

形と想定され、最大長5.82

mを測り、壁体溝が巡らさ

日 I I I 

I 

冗｝
'(~ グ

、_v

270cm . ______ ,,_ 

れている。床面の海抜高は

2.0mで、 4本の柱穴が検出

され、柱間はl.8--2.2mを

測って 6本柱と考えられる。

一笏笏笏 M16 

一゚
3cm 

o
i
 

fm 

1. 灰褐色砂

2. 灰褐色砂 (Mn)

3. 灰褐色砂
（含、炭•灰・焼土多）

4. 灰褐色砂 (Mn)

5. 暗灰色粘質徴砂（含、炭）

6. 炭

第185図 竪穴住居35(1 /60) ・出土遺物① (1/2) 
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', --ー、`` ―ヽ̀

-(o-
写 枷

＇ ~ 鴫-2m 
2m 

第186図竪穴住居35A(左）・ 35B(右） (1/80) 

柱掘り方は、長径30-50cmの楕円形で深さ35-70cmを測り、側壁との距離は50cm程度である。

中央施設は、土手状遺構に囲まれて、 lOOX70 X 24cmの不整長方形を呈し、その南に接して同

じく土手状遺構に囲まれた120X65X5 cmの浅い土城が付属する。

竪穴住居35Bは、平面形は隅丸方形に想定されるが、最大短軸長4.2m程度が知られるのみ

である。南東部で壁体溝が検出されており、柱構造は 4本柱で、柱間は2.0-3.0mを測り、主

軸を東西に置いている。柱掘り方は、長径30-52cmの楕円形で、深さ30-42cmを測り、側壁と

の距離は60-80cmである。中央穴その他の住居内構造は不明である。

出土遺物には、弥生土器の壺946-949、脚付直口壺950-952、甕955--958、高杯961・

962、鉢959、台付鉢953・954・960、板状鉄斧M16がある。 946・948に西部瀬戸内系の要素

が認められるが、時期は上東・鬼川市III式併行期として捉えられる。 （光永）

竪穴住居36(第151・188・189図、写真図版55)

9Ca・d区において存在が確認された住居であるが、橋脚基礎により北側の約 1/3が切

られており、明確な状態で検出できなかった。床面は検出面から約25cmの深さにおいてほぽ水

平を呈する面と 3本の柱穴、さらに中央穴を検出した。ただし壁体溝の有無については確認出

来なかった。
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2. 足守川加茂B遺跡
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第187図竪穴住居35出土遺物② (1/4) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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F
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1. 灰黄色土

2. 炭

3. 黄灰色土（含、炭多）

4. 暗灰色士

L幽

二冒゚
。

2m 

0((う
C23 

~ 

D 

一
3cm M17 

一゚
2cm 

第188図 竪穴住居36(1/60) ・出土遺物① (1/2) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第189図竪穴住居36出土遺物② (1/4) 
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1. 黄灰色粘土 7. 黄灰色粘土

2. 灰色粘質土 8. 黄灰色粘土

3. 暗灰黄色粘質砂 9. 炭・焼土塊

4. 暗灰色土 10. 黄色粘土

5. 炭 11. 炭

6. 黄色士 12. 炭

第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

13 

13. 黄色粘土

14. 黄色土塊多

15. 黄色土塊

16. 灰黄色士

17. 暗灰黄色土

18. 明黄色土

19. 暗灰褐色土

20. 黄灰色士

21. 炭

22. 暗灰色土

23. 暗黄色土

m 2i 

第190図竪穴住居37(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡

A— -B 

如
D
 

1. 黄色粘土 3. 暗黄灰色粘土

2. 炭 4. 黄灰色粘土 。

第191図 竪 穴 住居37A (1/60) 
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第 2章第 3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

骨``鵬

z.4.D.M!1 

1. 黒灰色砂

2. 黄灰色砂

3. 暗灰色粘土（含、炭）

。
2m 

第192回竪穴住居37B (1/60) 

柱穴は、径30-4Qcm、深さ50-70cmのものでそれぞれ2.20mの芯心距離をもって見られた。

住居は、覆土の第 2層に炭と焼土塊の互層が比較的厚い堆積を見せており、埋没過程で周辺

から排出された焼土塊の投棄がなされたようである。

出土遺物には、壺、甕、高杯、鉢等の土器類と土製紡錘車、鎚が確認された。甕の口縁部外

面にはヘラ描きによると見られる沈線文965と一部櫛描きによる沈線文966・967の2者の共存

が見られた。高杯は、脚部の短脚化に反比例して口縁部の外方への伸びが外反気味に長くなる。

こうした特徴はオノ町IIから下田所の段階によく見られるものであるが、ただ底部はまだ平底

を呈していることで、後期後半の範疇に位置づけられよう。

竪穴住居37(第151・199-194図、写真図版56)

9 B b・d区において海抜2.55mで平面の検出がなされた。北側の一部が地下水の湧水によ
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2. 足守川加茂B遺跡
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第193図 竪穴住居37出土遺物① (1/4ー・ 1/2)

る浸蝕で崩落していたが、基本的にはおよそ長軸長6.65m、

幅5.77mを測る楕円形プランの住居で、これには東側の一

部に長さ約 2m、幅60-SOcmを測る長方形の造出しが取り

付いた形状を示すものであった。

調査の結果、この住居には床面下層にさらに 1軒の住居

が中央穴を共有するかの状況で存在することが判明した。

C24 

一゚
3cm 

おそらく建て増しによる拡張と考えられ、時間的な隔たりはないと認識する。したがって、こ

の新旧の住居をそれぞれ竪穴住居37A・竪穴住居37Bとして、以下に概要説明を行う。

竪穴住居37Aは、先述したとおり楕円形の住居東側に長方形の造出しをもったもので、 5本

の柱によって構成されていた。造出しは、壁際「コ」字状に壁体溝を廻らせ、・幅約 lmの平坦
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第194図竪穴住居37出土遺物② (1/2) 

面を版築状に形成したもので、床面との比高差約20cmを有する。柱穴は、径80----lOOcm、深さ

50-70cm規模の掘り方のものが 5本、 2.00mから3.00mの柱間をもって検出された。中央穴は

楕円形で長さ1.10m、幅90cmで深さ約10cm程度の浅いものであった。被熱面は確認されなかっ

たが、中央穴周辺には焼土塊と炭の広がりが認められた。なお、 5本の柱穴に囲まれた状況で

不明瞭ながら落ちが部分的に認められた。ベッド状の高まりであった可能性も考えられる。

竪穴住居37Bは、 37Aの床面約10cm下層で検出されたもので、壁体溝、柱穴、中央穴等の遺

存が確認された。規模はおよそ5.10mを測り、平面形は円形であった。柱穴は 4本がそれぞれ

に芯心で2.30---2.50 mの距離を測った。

なお、中央部において竪穴住居37Aと37Bとの床面の間には 2---3枚の貼床とこれに伴って

の炭の堆積が認められ、部分的な床面の修復が窺われた。

出土遺物としては、竪穴住居37Aの床面および柱穴内に遺存していた少量の土器と金属器が

あげられる。土器には、壺、甕、高杯、鉢等の器種が認められ、それは型式的にはオノ町 I併

行期のものに比定されることで、後期後半の範疇での位置づけが考えられる。

竪穴住居38(第151・195----:197図、写真図版55)

9Bd区において海抜約2.50mで平面楕円形を呈する住居として検出された。規模は、長軸

長4.40m、幅3.82mを測った。床面には、南側に全体の約 1/3程度のベッド状を呈する高位

面とその北側に低位面の存在が知られた。平面検出面からの深さは、高位面で15---20cmを、低

位面で25-30cmを測って検出された。また中央部分において性格不明ながら不整形な落ち込み

とそれに入れられた状況で数多くの土器の存在が確認された。そのほか床面からは、柱穴4本

と不明瞭ながら壁体溝の存在が認められた。柱穴は、長軸方向が芯心で約l.70---l.80m、短軸
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2. 足守川加茂 B遺跡
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1. 灰茶褐色粘質土

2. 黄茶褐色粘質士

3. 暗褐色土（含、炭）

4. 黄色粘土（貼床）

5. 黄色粘質士

6. 暗灰褐色土

7. 灰黄褐色粘質土

8. 黄色粘質士

9. 灰褐色粘質土

M23 

0 3cm 

一第195図 竪穴住居38(1/60) ・出土遺物① (1/2) 

。
2m 

方向で約2.00mと住居平面と柱穴の在り方が逆の現象を見せるものであった。

出土遺物には、比較的まとまりをもった土器と鉄器 1点M23が確認された。土器には内面

ヘラケズリの後ハケメ調整が施された長頸壺992、胎土中に雲母を多く混和し、口縁部を長く

上方に拡張した後頸部を含め細かなヘラ描き沈線で施文された壺994を含み、さらに備後南部

地域によく見られる置立する口縁部をもった鉢1004も見られた。

時期は、判然としないがおおむねオノ町II式併行期への位置づけが考えられる。
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第196図 竪穴住居38出土遺物② (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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第199図竪穴住居39(1/60) 

竪穴住居39(第151・198・199図）

9Bd区から 8Ba・b区にかけての比較的狭い範囲内に弥生時代後期後半から古墳時代前

半までの住居が 7軒縦横に重複して所在しているのが確認された。ところが、密な重複状況と

相侯ってこの地点が調査区境であったことで側溝•土手等が東西方向にこれら住居群の中央部

をほぽ横断するような状況で掘開・残存し、それぞれの住居が同一面で同時に調査できなかっ

た。これにより住居間の関係は一層複雑なものとなり、それぞれの住居の検出および全体像の

把握により困難を来した。また、調査時には地下水の湧水とこれに付随すると考えられる土砂

の液状化様の現象により調査不可能な状態にあった。

竪穴住居39は、こうした重複住居群のなかにあって最古に位置づけられるものである。ただ

し、検出されたのは南側に弧状にめぐる肩と壁の一部と柱穴にすぎなかった。床面、壁体溝、

中央穴については湧水事情等で検出はおろか断片的な確認すら出来なかった。わずかに検出さ

れた 4本の柱穴は、検出面からの深さ約25-----35cmを測るものであった。

時期については、遺物の出土が見られなかったことで明確ではないが、古墳時代の竪穴住居
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第 2章第3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

100・101に切られた状態で、また近接する弥生時代後期後半の竪穴住居40とほぽ同一面で検出

されたことによって、およそ後期後半への位置づけが推測された。

竪穴住居40(第151・198・200・201図）

竪穴住居39の西約40cmに近接した位置に検出された。規模については検出面がそれぞれの部

分で異なるため明確にできないが、遺存部分から推測すればおよそ長軸長4.60m、幅4.55mが

考えられる。平面隅丸方形を呈する住居である。

床面と思われるレベルからは柱穴と壁体溝の一部が検出された。柱穴は東西• 南北方向に 4

本が、径40----50cm、深さ30----50cmの規模で見られた。柱穴の芯心距離は、住居の長軸・短軸の

在り方に合った様相を見せ、長軸側で2.00m、短軸側で1.80mを測った。

出土遺物は、床面に遺存した状態のものは見られず、ほとんどが覆土中からの出土であった。

土器には、壺1015・1016、甕1017・1018、高杯1019----1021、鉢1022・1023等の器種が見られ

240cm 
I~ 

O-
2m 

第200図竪穴住居40(1/60) 
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第201図竪穴住居40出土遺物 (1/4・1/2) 

た。壺1015は、長頸壺であるが口縁端部を相当上部に拡張したもので

当該地域には多く見られない器種である。 1016は、おそらく「ハ」字

状の頸部を有する壺と考えられ、外面にはヘラミガキが施されていた。

甕は、底部の在り方が平底から丸底への移行形態を示すものの、口縁端

部をわずかに拡張した程度である。高杯は、いずれも脚部が短脚化し、

口縁部は逆に長く伸びる傾向を示すものである。鉢は、小型品である。
m
 

l
 

c
 

2
 

4
 

111ー
'

-

ー

ー

J
-
2M 

。
1022は、精選された粘土を胎土とする。型式的には、オノ町段階のものに類似するものと考

えられる。したがって、時期的には後期後半へ位置づけられよう。

竪穴住居41 (第151・198・202図）

竪穴住居40の南東側で検出されたが、遺構の遺存状況が不良でわずかに弧状を呈する肩と床

面状の平坦面が検出面から約26cmの比高差をもって検出された程度で、詳細については不明で

ある。したがって、検出遺構についての詳細図は割愛した。

出士遺物としては、小片ながら甕、鉢の土器と不明鉄器が 1点検出された。甕1024が床面
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、ニ― ―て二羹

三1024 

1027 二
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閉an
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一゚
3cm 

第202図竪穴住居41出土遺物 (1/4・1/2)

から出土した他はいずれも覆土中からの出土である。鉢1028は、覆土中とはいえほぼ完全な

状態での遺存とあって、本来住居に伴っていた可能性が高いと考える。甕1025と1026は古墳

時代段階での混入と考える。

時期は、甕1024がオノ町 I併行と推測されることで、後期後半に位置づけられよう。

竪穴住居42(第151・198・203・204図）

竪穴住居40の北側において住居の 1/2以上が竪穴住居40によって切られた状況で検出された。

(Q) 

゜" & ,r·互~•翠捻Iぷ>s,合：；、ヽ、 ,! 

11 
゜

“ 

量ヽ！．暗褐色粘質士（含、炭多）

2. 灰黄褐色粘質土

3. 炭

゜
2m 

第203図竪穴住居42(1/60) 
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第204図竪穴住居42出土遺物 (1/4・1/2)

竪穴住居40による掘削は床面に達せず覆土中で止まり、床面への影響

は見られなかったが、先述したように側溝• 土手による掘開および残

存等で住居南側部分の追及がまったく不可能な状態であった。

検出できたのは、おもに柱穴 2本と住居中央と考えられる部分の床

面からは炭の広がりが、さらにその広がり西側で作業台としての角礫

の遺存である。壁体溝は、平面• 断面においても確認されなかった。

柱穴は、およそ東西方向に径35----40cm、深さ40-----60cmを測る 2本の

柱穴が約2.00mの芯心：距離をもって見られたことで4本と想定される。

住居埋積状況は、最上層に炭を多く含んだ粘質土の存在が見られるが、全体的には単層で埋

》

嚢―
―
 

ハ^
1
1
1
9
9
1
1
9
1

□月：ー_― 
M26 

一゚
2cm 

積が完了しておりおそらく一時に意図的に埋没させられたものと考える。

住居内からは、土器8点と鉄器 1点が検出された。土器は、短頸壺1029と甕1030には口縁

部を拡張した程度でまだヘラ描沈線は見られず、高杯は口縁部の外面への拡張がまだ顕在化し

ていない段階である。鉄器は、先端部を欠損するが先端近くの断面がレンズ状を呈しているこ
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とで飽と認識した。

時期的には、土器がオノ

町I併行と考えられること

で、後期後半に位置づけら

れよう。

竪穴住居43

（第151・198・205図）

9Ca・b区に跨がった

位置で、北側が調査時の側

溝および土手によって一部

検出出来なかった住居であ

る。検出できたのは全体の

およそ 2/3であった。

住居は、海抜2.35mで平

面が検出され、平面規模は

長軸長でおよそ4.20mの径

を有するもので、平面円形

を呈するものであった。

床面は、検出面から約35

cm下層で見られ、床面から

は柱穴、壁体溝、中央穴等

の遺存が確認された。

柱穴は、先述の竪穴住居

j
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1. 黄色砂質土

2. 灰黄色砂質土

3. 灰黄色粘質土（含、炭・焼士）

4. 灰黄色砂質士（含、焼土塊）

5. 炭

三 口

1039 

口、
1038 

星 10cm 

1041 

1042 

第205図 竪穴住居43(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

37B·39·40 と同様に東西•南北方向に主軸を有するもので、径40~6ocm規模の掘り方で東西

2.00m、南北約1.60mの芯心距離を測った。中央穴は、住居のほぼ中央部において径約35cmを

測る窪み状に検出され、中には長さ30cm大の角礫が入れられてあった。また、この周辺には焼

土塊と灰の散在が認められたが、被熱面の存在については確認出来なかった。

出土遺物としては、小片ながら甕、高杯、鉢等の器種が確認された程度であった。甕1037

は、口縁部を上方に拡張するもののヘラ描沈線は施されず、高杯も杯部の在り方が直線的でなく長

＜緩やかな弧を描く点等から型式的には上東・鬼川市皿式併行として差支えないものと考える。

竪穴住居44(第151・206図）

8Ba区において西側調査区外に大部分がかかった状態でその約 1/3程度が検出された。

住居からは弧状を呈する肩口と検出面から約20cm下層で床面が、またその床面からは柱穴．

中央穴の存在が確認された。ただし壁体溝については検出出来なかった。

柱穴は、径50cm前後を測るもので

あったが、底は約60cmまでは掘り下

げ可能な状態であったが、それ以下

については湧水のため調査出来なか

った。主柱穴の数については、検出

住居範囲の狭小さから検討出来なか

った。

中央穴としたものは、長軸長50

cm、深さ18cmを測る小土城で、堀内

には鉢1045が 1点入れられてあった

のみで焼土塊、炭等の遺存は確認

1043 

1044 。
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ロロ／

2fil!!!!! 
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第206図 竪穴住居44(1/60)• 出土遺物 (1/4)
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第 2~第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

されなかった。

出土遺物としては、この他高杯1043と鉢1044が覆土中

から出土した程度であった。高杯は、脚柱部は短脚で杯受

部がまだ長く内湾を見せるものであった。鉢1045は、ロ

縁端部を上方に拡張させ、体部内外面および平底を呈する

底部外面には丁寧なヘラミガキが施されてあった。

時期的には、土器が上東・鬼川市皿式のものに類似する

ことで、およそ後期後半への位置づけが考えられるもので

ある。 （島崎）

(3) 井戸

井戸 l (第151・207------209図、写真図版57)

9Bc区において竪穴住居38と一部重複し、これを切っ

た状況で検出された。

平面の検出は海抜2.60mにおいてなされ、規模は南北方

向の長軸長で1.03m、幅91cmを測る、平面楕円形を呈する

ものであった。掘り下げ途中で地下水の湧水および砂の吹

き出し等により調査の中断を余儀無くされたため、本来の

深さについては不明であるが、検出面からおよそ1.50mま

では確認された。状況から井戸として認識されるものであ

る。

城内には、下層にグライ化の進行した粘質土の埋積が、

中層の第 5層には窪み状に約 2-3 cm幅で炭と灰の堆積

が、さらにその上層第 2層と第 3層には微砂と粗砂の堆積

が第4層を挟んだ状況で見られた。土器は、そのうち第 6

層上部に比較的まとまった状況で遺存していた。

出土遺物には、多量の土器の他、玉類が3点検出された。

土器には、壺、甕、高杯、鉢等の器種が認められた。壺、

甕の口縁部はいずれも比較的上方に拡張をみせるものの外

面にはまだヘラ描沈線文が施されず、高杯は短脚で杯受部

に対して口縁部長がまだ短いといった特徴をみせるもので

あった。型式的には、オノ町 I式併行と考えられ、時期的

には後期後半に位置づけられる。 （島崎）

＼
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n3卜
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1
.
,
 1. 暗青灰色粘土

2. 灰褐色砂

(4) 土器棺

土器棺 2 (第151・210図、

写真図版57)

lOC C区北東部に位置し

て、竪穴住居25・28の中間

で土堀96・194に近接して

1066 

いる。

墓城は、平面形円形を呈

し、径60cmで深さ30cmを測

る。埋土は灰褐色砂で、棺

内部上層には暗青灰色粘土

が堆積していた。

墓城内には弥生土器の壺

1067が口縁部の過半を打

ち欠いて据えられ、この上に鉢1066が西に傾いて蓋として載っており、口縁部の下端は堀底

1067 D IOcm 

第210図 土器棺2 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

に達している。 1066"は、内面がヘラケズリの後に横方向にヘラミガキされており、口縁部には

補修痕がみられる。 1067の内面は横方向にヘラケズリされ、体部外面はヘラミガキされている。

時期は、弥生時代後期後半に比定される。 （光永）

土器棺 3 (第151・211図）

9Bc区で士器溜り 1検出途中の海抜2.60mにおいて壺を棺身とし、それを大型の鉢で蓋を

しているのが確認された。ただし、掘り方については精査を行ったにも拘らず検出できなかっ
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た。壺は頸部以上を打ち欠

き棺身とし、その上に棺身

がほとんど見えない状態に

まで鉢を逆にして被せたも

のであった。棺身の壺には

土砂の流入が見られ、この

流入土の洗浄をおこなった

が骨片および歯等の遺存は

確認出来なかった。

時期は、壺が口縁部を欠

くため明瞭でないが完形の

鉢は口縁部を長く拡張させ

るもので、およそオノ町式

併行として差支えないと考

える。 （島崎）

(5) 土壊

土壊54(第151・212図）

第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

1068 

1069 

第211図 土器棺 3 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

IOan 
I 

llC b区北東部に位置する長方形土城で、西半を竪穴住居45に削られている。

平面形は長方形で、長軸長3.98m、短軸長2.05mを測る。深さ80cmが残る側壁は、直立ない

しやや外傾して、海抜高2.lm前後でほぼ平坦な底面に至る。底面の幅は 1.8mである。西半部

分については、深さ約20cm程度が遺存していたが、調査時の湧水のために詳細不明である。埋

土は黄灰褐色砂質土の 1層で、炭・焼土を含んでいる。

出土遺物には、弥生土器の鉢1070、販石 S98があり、 1070は内外面ともヘラミガキされて
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時期は、弥生時代後期後半に

比定される。

土壊55(第151・213・214図、

写真図版58)

llCb区南東部に位置する長

方形土壊で、竪穴住居18を削っ

ている。

検出面での平面形は長方形で、

長軸長3.73m、短軸長1.9mをそれ

ぞれ測り、深さ45cmが残る側壁は

やや外傾しながら立ち上がる。底

面はほぽ平坦で、海抜高2.07mを

測り、 3.51X 1.73mの長方形を呈

する。埋土は 8層に分けられ、中

央部がくぼむ堆積状況を示して、

尋
。 Im L . ...........Jan 

第212図 土壊54(1/30) ・出土遺物 (1/4•1/3)
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第1・2層下面で部分的に炭の堆積が認められる他、第 5層にも炭が多く含まれている。

弥生土器の壺1071·1072、甕1073·1074、高杯1078、鉢1075~1077等が出土している。

1072には水漉粘土が用いられており、頸部外面はヘラミガキされている。これらの遺物は、弥

生時代後期でも古

員 □頸鳳 い様相を示すもの

であるが、遺構に

ついてはその形状

から後半に属する

ものと考えられる。

土壊56

（第151・215図）

llC a区に位置

し、南半を竪穴住

~ l I ¥ --1ヤl゚j疇
居46に削られてい

る。

平面形は楕円形

と想定され、短径

1.07m、最大長径

1.4mを測る。深

さ15cmが残り、断

面形は皿形を呈す

る。海抜高2.45m

の底面はほぼ平坦

辛

。

l. 灰黄色粘質微砂

2. 黄褐色粘質土

3. 黄褐色砂質土

4. 暗灰色粘質土
（含、炭・黄色粘土塊）

5. 暗灰色粘質土（含、炭多）

6. 暗灰色粘土

7. 暗灰褐色砂

8. 暗黄色砂質土

第213図土壊55(1/30) 
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2亨
二パ1072 

ロ
l~an 

1078 
第214図土壊55出土迫物 (1/4)

で、短径83cmを測る。遺物は出土していない。

土壊57 (第151 ・ 215~218図、写真図版58)

llCa区南東部に位置し、竪穴住居2、土漿 2を削り、竪穴住居46に削られている。

検出された平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長1.44m、短軸長1.05mをそれぞれ測る。深さ

35cmの側壁は外傾し、断面形は逆台形を呈する。海抜高2.56mの底面はほぽ平坦で、隅丸長方

形を呈し、 118X86cmの規模である。

埋土は、基本的には炭・焼土を含んだ黄灰褐色砂質土であるが、そのうちの下半部で南東方

向に高い土器の堆積が顕著であり、その下層には角

礫も含まれている。土器片も大形の破片が多く、一

括して廃棄された状況を示している。

出土した弥生土器には、壺1079·1083~1085、甕

1oao~1os2·1oaG-----109a、高杯1102·1103、鉢1099

・1100、台付鉢1101等がある。壺は口縁端部が直立

し、外面がヘラミガキされるもので、厚手に作られ

た胴部の形状は三者三様である。甕のうち、 1080-----

1086は体部外面にハケメ調整後ヘラミガキを施し、

口縁部外面に退化凹線が巡るものであるが、口縁部

はやや内傾している。肩は高い位置で比較的張って

おり、 1096にやや底部の丸みが見られるが、 1094・

1 095・1 097・1 098はいずれも平底で、内面に指オサ

工の痕跡を残している。 1080の肩部外面には籾粒大

-400-
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

の刺突 2個が縦に並んで焼成前に施されている。

高杯には水漉粘土が用いられ、短脚である。杯

部の形態には二者があり、 1103の口縁部は外反

していない。鉢はいずれも大形品で、内外面と

もヘラミガキされている。

時期は、弥生時代後期後半（オノ町 I式併行）

に比定される。

堕 土壊58(第151・219-----223図、写真図版59)

uca区中央部に位置し、北端を北方向への

微高地下がりによって失っている。上層を竪穴

住居47に削られ、土城56・168が近接する。

検出された平面形は隅丸長方形と想定され、短

軸長1.65mで、最大長軸長2.12mを測る。深さ38cm

。
10cn1 一 1082 

第216図 土横57(1/30) ・出土迫物① (1/4) 
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2 . 足守川加茂 B遺跡

1083 

1084 

10血D 
~ 

第217図土壊57出土遺物② (1/4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂B遺跡

が残る側壁は直立からやや外傾しており、断面形は皿形を呈する。海抜高1.98mの底面はほぼ

平坦で、短軸長1.56m、最大長軸長2.06mの長方形を呈する。長方形土城の範疇に含まれるも

のである。埋土は炭・焼土を含む黄灰褐色粘質微砂で、下層ほど粘質が強く、底面から15cm.以

上高い位置から完形に近い大形破片を含む弥生土器が一括出土している。

弥生土器には、壺1104-1113、長頸壺1117、脚付疸口壺1136・1137、甕1114-1116・

1118-1120、高杯1131-1135、鉢1121・1122・1125-1130、台付鉢1123、手捏ね土器

1124等がある。壺については、 1117が古い様相を示すのに対して、 1105・1106では口縁部が

頸部から急角度で開き、端部には外反の傾向が見える。甕の1119にはやや内傾する口縁部外

面に退化凹線が巡らされており、 1118の外面はタタキメ調整である。高杯• 脚付直口壺には

水漉粘土が用いられ、高杯は短脚で、口縁部は外反が少なく斜め上方に立ち上がる。

時期は弥生時代後期後半（オノ町 I-II式併行）に比定される。

土壊59・(第151・224・225図、写真図版59)

llCa区南部に位置し、竪穴住居4・20を削り、北隅を竪穴住居47に削られている。

平面形は長方形に復元され、長軸長2.23m、短軸長l.lmを測り、深さ13cmが残る側壁はやや

外傾し、断面形はIlil形を呈する。海抜高2.62mで平坦な底面は、 2.06X0.92mの長方形を呈し、

2
5
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂B遺跡
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

1122 

1123 

1128 

1124 

1120 

0 tgan 

第222図土壊58出土遺物③ (1/4) 

長方形土堀とみなしうる。埋土は暗黄灰褐色砂質土で、中央部で長軸方向に沿って弥生土器の

大形片が集中していた。
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2. 足守川加茂 B遺跡
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ら第223図土壊58出土遺物④ (1/4) 

や

1137 

弥生土器には、壺1138·1139、甕1140~1144、高杯11,45·1146、鉢1147等がある。 1138

の口縁端部はほぽ直立しており、 1139も同様である。甕のうち、 1144は諧岐系土器であり、

1140の口縁端部は上方に摘み上げられている。 1145~1.147には水漉粘土が用いられており、

高杯は短脚で、杯部には深い杯部から口縁部が直立するものと、浅い杯部から口縁部が斜め上

方にやや外反するものの二つの形態が見られる。

時期は、弥生時代後期後半（オノ町II式併行）に比定される。

土壊60(第151・226図）

llCd区北東部に位置して東端を調査区外に置き、竪穴住居 9、土城12を削っている。

平面形は長方形と想定され、長軸長2.61m、最大短軸長1.45mを測る。深さ90cmが残る側壁

はやや外傾しており、海抜高

2.09mの底面はほぼ平坦で、

長軸長2.2301を測る。 6層に

分けられる埋土のうち、第 6

層は炭化物の堆積層で、底面

の北半に厚さ 5cm以下で広が

っていた。第 1層にも士器片

とともに炭化物が多く含まれ

ていたが、土器片は小片が多

く、図示するには至らなかっ

た。長方形土城として理解さ

れる。
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第224図土壊59(1/30) 
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第225図土壊59出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡
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3痴

望
1. 褐色土（含、土器片• 炭化物多）

2. 淡褐色土

4. 淡褐色土

゜5. 黒灰色粘質士
lm 

3. 褐色土 6. 炭化物

第226図土壊60(1/30) 

土壌61 (第151・227図）

llCd区北部に位置し、竪穴住居

7を削っている。

検出された平面形は不整な長方形

を呈し、長軸長1.9m、短軸長I.Olm

をそれぞれ測る。深さ20cmが残る側

壁は直立からやや外傾して、海抜高

1.96mのほぽ平坦な底面に至る。竪

穴住居 9の床面において平面形を確

定したためにこの数値になっている

が、もとの深さは58cm以上に復元さ

れ、長方形土城とみなしうる。時期

は弥生時代後期後半と考えられる。

李

。
lm 

第227図土壊61 (1/30) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土墳62(第151・228・229図）

llC d区中央部に位置する長方形土城で、竪穴住居 7-9を削っている。

検出された平面形は長方形を呈し、長軸長1.85m、短軸長1.35mをそれぞれ測る。東辺で深さ

55cmが残る側壁はやや外傾し、海抜高1.91mでほぼ平坦な底面に至る。底面も長方形で、規模

はl.65Xl.17mを測る。埋土は 5層に分けられ、第2層から弥生土器の大形片が出土している。

出土遺物には、弥生土器の壺1148、甕1149---1153、高杯1154----1157等の他に、鉄鏃M27があ

る。壺1148の口縁部はやや内傾しながら上方に拡張され、外面には退化凹線が認められる。甕

の口縁部も上ガに拡張されて、 1152の外面には退化凹線が巡らされており。 1152・1153の頸部

外面には、 2個の刺突が縦に並んで施されている。

高杯には水漉粘土が用いられ、口縁部が外反する

ものと上方に立ち上がって外面に退化凹線をもつ

ものとがある。

時期は、弥生時代後期後半（上東・鬼川市m式

併行）に比定される。

土壊63(第151・230図）

llC d区南部に位置し、竪穴住居8・9、土城

77・148を削っている。

北端に明瞭な角が認められず、南半についても

土城77との重複のために輪郭を明瞭にできていな

いが、平面形は第230図に復元され、長方形土城

の範疇に属するものと考えられる。規模は、復元

長軸長2.89m、短軸長1.35mをそれぞれ測り、深

さ50cmの側壁は外傾している。海抜高2.05mの底

面はほぼ平坦で、幅1.21mを測る。埋土は 4層に

分けられ、底面直上の第 4 層に炭• 弥生土器片が

含まれる。

出土遺物には、弥生土器の壺1158、サヌカイト

製のスクレイパー S99、安山岩製の敲石S100等

がある。 1158は倒卵形の体部で、肩はよく張っ

ており、外面はハケメ後にヘラミガキが施されて

いる。時期は、弥生時代後期後半（上東• 鬼川市

III式併行）に比定される。

-411-

270cm 

゜
lm 

1. 灰色弱粘質微砂
（含、茶褐色土塊） -v--2. 茶灰色粘質微砂

3. 明茶灰色弱粘質微砂
（灰色強） - - (o 

4. 明茶灰色弱粘質微砂
M27 

5. 灰色粘質土 一゚2cm 

第228図 土壌62(1/30) ・出土遺物① (1/2) 



2. 足守川加茂 B遺跡

1148 

第229図土壊62出土遺物② (1/4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の迫構・遺物
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 19--9• 

李

。
lm 

1. 暗灰色粘質砂

2. 淡灰色粗砂

3. 暗灰色砂

4. 黒灰色粘質土

（含、炭•土器）

第230.図 土堀63(1/30) 

IQtm 

S99 

—゚ 3cm 

・出土迫物 (1/4• 1/2・1/3) 

鴫S100 

゜一5叩

土壊64(第151・231図、写真図版60)

llC d区北西部に位置し、竪穴住居 7北西部上層で土壊65・66を削っている。

平面形は楕円形で、長径92cm、短径81cmをそれぞれ測る。側壁は外傾して深さ36cmの断面形

は逆台形を呈し、海抜高2.45mの底面は60X50cmの楕円形である。埋土は黄灰褐色砂質土で、

底面から20cm以上高い位置で弥生土器の大形片がまとまって出土している。

出土した弥生土器には、壺1159、甕1160~1164、高杯1165·1166等がある。 1159は、「ハ」

字状にすぽまる頸部から口縁部が急角度に外へ開き、その端部は上方へ直立して拡張されてい

-413-



2. 足守JII加茂B遺跡

る。口縁端部上面には 1条の沈線が巡り、口縁部内外面とも横

方向に丁寧なヘラミガキが施されている。 1160の口縁部外面

には退化凹線が見られ、体部内面下端には指頭圧痕が残る。高

杯には水漉粘土が用いられ、 1165は外反せずに斜め上方に立

ち上がる。時期は、弥生時代後期後半（オノ町式併行）として

捉えられる。

土壌65(第151・232-234図、写真図版60)

llCd区北西部に位置し、竪穴住居 7・8、土城66を削り、

土城64に削られている。

弥生土器の大形片が集中する範囲に対して土壊の存在を想定

して調査したため、南北両端が明瞭でないが、平面形は長方形

と想定され、復元長軸長約1.80m、短軸長75cmを測る。深さ31
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第231図 土壌64(1/30) ・出土遺物 (1/4)

-414-



-----

▼ヽ
／
 ／

 /
 ク

300cm 

第 2存第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

cmが残る側壁は外傾し、断面形は逆台形を呈する。底面の海抜

高は2.5mで、ほぼ平坦である。埋土は炭・焼土を含む淡黄灰

褐色砂質土で、角礫を含む土器片は底面から10cm以上高い位置

に集中していた。

弥生土器には、壺1167・1168、小形壺1189、甕1169----

1188、高杯1190·1191 、鉢1192~1198等がある。 1167は、

頸部からすぐに口縁部が開き、口縁端部はやや外傾して上方に

拡張されている。甕のうち1169 ----11 79は口縁部外面に退化凹

線が見られ、いずれも口縁部下端が斜め下方へ突出している。

1190・1191・1197・1198には水漉粘土が用いられている。

1197の口縁部は新しい様相を示すものとも考えられるが、全

体としてはオノ町 I式併行期として捉えられる。

土壊66(第151・235図）

llCd区北西部に位置し、竪穴住居 7・8を削り、土壊64・

65に削られている。
Jm 

2段に掘られており、検出面での平面形は1.55Xl.2mの不整

1170 
lt;lcm 

第232図 土壊65(1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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1181 i 182 

tOan 

第233図土壊65出土遺物② (1/4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

1183 1186 1189 

1184 
1187 

1190 

f~ 
1185 1188 1191 

1195 

1192 1196 

1197 

1194 11 .. 1198 

第234図土壌65出土遺物③ (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡

_ _min 

。
fm 

1. 黄褐灰色砂質土 3. 暗灰褐色粘質微砂

2. 灰褐色粘質微砂

な楕円形を呈して、深さ25cm程度まで緩や

かに下がる。下段は平面形長方形を呈して、

長軸長108cm、短軸長91cmをそれぞれ測り、

深さ 15~30cmの側壁はやや外傾している。

海抜高2.07mの底面は、 97X78cmの長方形で、

北から南へやや傾斜している。 3層に分け

られる埋土のうち、第 2層上層から弥生土

器の大形片が出土している。

弥生土器には、壺1201、小形壺1203、甕

1199・1 200・1 202・1204、高杯1205・

1206等がある。 1199の口縁端部は直立し、

他の甕も上方へ摘まれている。 1205は、深

い杯部から口縁部が外反して立ち上がり、

短い脚柱部から裾部へ広がる。上東・鬼川

市皿式併行と考えられる。

｀ ¥W 
/
＼
4
 

―-―
[
(
[
1
2
0
 

Jcrn 
1199 

土壌66(1/30) ・出土遺物 (1/4)

1205 

三いこ
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊67(第151・236図、写真図版61)

llC C区北東部に位置する長方形土城で、竪穴住居 2・8を削り、竪穴住居50に削られてい

る。

ggz

— 

~ 

260cm 
1. 茶褐色砂質士

（含、黄褐色砂質土多）

2. 明茶褐色土

3. 暗茶褐色土

4 茶褐色砂質土

5 灰色砂

6. 青灰褐色砂質土

゜
lm 7. 青灰茶褐色土

~ 一~―--=-3 
1207 三~ぐ

~ 1208 

第236図 土壊67(1/30) ・出土遺物 (1/4)

讐

。
10cm 
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2. 足守川加茂 B遺跡

平面形は長方形で、長軸長2.73m、短軸長1.8mをそれぞれ測り、深さ62cmが残る側壁は直立

からやや外傾している。底面は海抜高1.88m前後でほぽ平坦であり、 2.57X 1.69mの長方形を

呈する。西辺から北辺の一部にかけて、側壁裾に幅 8---15cm、深さ 5cm程度を測る溝状の遺構

が検出されたが、全周してはいないようである。埋土は 7層に分けられ、第 1・4層が厚く全

体に堆積し、第 2・3・5層は部分的に認められる。

出土遺物には、弥生土器の壺1207、甕1208・1209、高杯1210、製塩土器1211等があり、

時期は弥生時代後期後半に比定される。

土壊68(第151・237図、写真図版61)

llCd区北西部に位置する長方形土城で、竪穴住居50、土堀69に削られ、竪穴住居8を削っ

ている。

平面形は長方形で、長軸長2.05m、短軸長1.03mをそれぞれ測り、深さ71cmが残る側壁は直

立からやや外傾する。海抜高1.88mの底面は中央部がややくぽんでおり、 l.93X0.95mの長方

形を呈する。埋土は 2層に分けられ、炭を含んで厚く堆積する第 2層の北西端近くでは、底面

から 8cm浮いて平石が立った状態で検出された。

出土遺物には、弥生土器の高杯1214・1215、鉢1212・1213等がある。 1212・1214・1215

には水漉粘土が用いられている。

時期は弥生時代後期後半（オノ町式併行）に比定される。

蘭 ＼
 

270cm 

1212 

1214 

。
10cm 

1215 

゜
lm 

1. 淡黄茶掲色砂質土

2. 黄茶褐色砂質土（含、炭）

第237図 土堀68(1/30) ・出土迫物 (1/4)
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第 2章第3節弥生時代後期後半の迫構・遺物
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270cm 

゜

1. 明黄茶褐色土

2. 黄茶褐色士

3. 暗茶褐色弱粘質上（含、炭）

4. 茶褐色土

5. 黄色土

6. 茶褐色砂

7. 茶褐色土

8. 暗褐色土

9. 灰茶褐色砂質土
Im 

第238図土壊69(1/30) 

土壊69(第151・238・239図、写真図版62)

llC C区東端に位置する長方形土城で、竪穴住居8、土堀68を削り、竪穴住居19に東接して、

竪穴住居50に削られている。

平面形は長方形で、長軸長2.95m、短軸長1.52mをそれぞれ測り、深さ61cmが残る側陸はほ

ぼ直立して、上端がやや外傾する。海抜高1.98mの底面はほぽ平坦で、 2.65Xl.43mの長方形

を呈する。埋土は 9層に分けられ、最上層から弥生土器の大形片が出土している。

弥生土器には、壺1216、甕1217-1219、高杯1221・1222、鉢1223・1225、台付鉢1224、器

台1226、ミニチュアの甕1220等がある。 1216の口縁部外面には、ヘラ描沈線による線刻が上
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2. 足守川加茂B遺跡

1218 

。
10cm 
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琴二二ご三こ-~ — 

1219 
~ 

~ 
二向

第239図

下二段に分けて施されている。高杯は短脚で、水漉粘土が用いられ、 1221は深い杯部から口

縁部が直立している。 1226は混入とみなして、その他の土器についてはオノ町式併行として

捉えられる。

土塘70(第151・240図、写真図版62)

11cc区中央部に位置する長方形土渡で、竪穴住居19を削り、竪穴住居50・51に削られる。

平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長2.35m、短軸長1.92mをそれぞれ測る。深さ45cmが残り、

77cm以上はあったと想定される側壁は直立からやや外傾し、海抜高1.89mの底面は中央部が浅

くくぽんで、 2.26X1.77mの隅丸方形を呈する。埋土は暗茶褐色砂質士である。

出土遺物には、弥生土器の壺1227・1228、脚付直口壺1239、甕1229・1230・1232-1235、

鉢1236、台付鉢1237·1238~ ミニチュアの甕1231、製塩土器1240等があり、時期は弥生時

代後期後半（上東・鬼川市皿式併行）に比定される。

土壊71 (第151・241・242図、写真図版63)

11cc区南部に位置する長方形土城で、竪穴住居19に南接し、土堀14を削っている。

平面形は閑丸長方形を呈し、長軸長2.7m、短軸長2.lmをそれぞれ測る。深さ44cmが残る側
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

壁は外傾し、海抜高2.57

mの底面はほぽ平坦で、

2.60X 1.88mの隅丸長方

形を呈する。埋土は 3層

に分けられ、底面直上の

第3層から角礫とともに

弥生土器が出土している。

弥生士器には、長頸壺

1241・1242、脚付直口

壺1243、甕1244-1247、

高杯1248、鉢1249・1251、

台付鉢1250がある。 1247

は、口縁部が斜め上方に

拡張されてヨコナデされ

ており、山陰系の士器と

考えられる。 1245には

水漉粘土が用いられてい

~ 

270cm 

。
lm 

1228 

1236 

1234 
1237 

1231 

1235 

。
10cm 

1238 

1230 1239 ( 1240 

第240図土壊70(1/30) ・出土迫物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

る。 1248は短脚で縦方向にヘラミガキされ、裾端部に 2条の沈線が巡る。

時期は、弥生時代後期後半（上東・鬼川市皿式併行）に比定される。

土塘72(第151・243図）

11cc区西部に位置し、上層を竪穴住居53に削られている。

西端を調査時の側溝によって失っており、規模を明確にできないが、平面形は隅丸長方形と

考えられ、最大長軸長148cm、短軸長83cmを測る。深さ18cmが残る側壁は外傾し、海抜高2.38

mの底面は短軸長76cmの隅丸長方形を呈する。埋土は茶褐色砂質土で、中央部では底面から浮

いた状態で弥生土器の大形片がまとまって出土している。

弥生土器には、甕1252・1253、

高杯1254、鉢1255・1256等が

ある。 1252は肩がよく張って体

部外面には縦方向のヘラミガキ

が施され、ほぽ直立する口縁部

外面には退化凹線が巡る。 1255

には水漉粘土が用いられてい

る。時期は、弥生時代後期後半

（オノ町 I式併行）に比定される。

土塘73(第151・244図）

llB d区北東部に位僅し、北

端を竪穴住居48に削られる。

平面形は楕円形と想定され、

長径95cm、復元短径78cmをそれ

ぞれ測る。深さ 8cmが残る側壁

はやや外傾し、海抜高2.55mの

底面は北へやや傾斜している。

埋土は炭を多く含む灰褐色砂質

土で、底面から10cm以上高い位

置で弥生土器が出土している。

弥生土器には、壺1258、甕

1257・1259・1260、高杯1261、

台付鉢1262、器台1263がある。

1259の口縁部外面には 4条の
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第241図土壊71 (1/30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・姐物

3
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。

ー／

第242図土壊71出土追物 (1/4)

B贔。
1254 

~ 

-_  

10cm 

1255 

270cm 

1256 

第243図土壌72(1/30) ・出土遠物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

',, 

＇ヤ

ユ

第244図 土壊73(1/30) ・出土遺物 (1/4)

退化凹線が巡っており、 1263には円形の透し孔が認められるが、孔数は不明である。 1261・

1263等に古い様相もみえるが、時期は、弥生時代後期後半に求められる。

土壊74(第151・245・246図、写真図版63)

llC C区西端に位置して、竪穴住居 5を削り、竪穴住居48に削られている。

北端を失っているが、r平面形は楕円形と想定され、復元長径115cm、短径78cmを測る。深さ

19cmの側壁は外傾しており、海抜高2.6mの底面は復元長径90cm、短径58cmの楕円形である。

埋土は炭を多く含む灰褐色砂質土で、これに角礫とともに多量の弥生土器片が含まれている。

弥生土器には、壺1264、甕1265~1277、高杯1280、鉢1278、小形鉢1279等がある。壺• 甕と

もに体部の調整は、内面ヘラケズリ、外面縦方向のハケメが主であるが、 1266内面はハケメ調

整である。体部外面に縦方向のヘラミガキが施されている

のは、 1264・1268・1276である。口縁端部については、

上方へ摘み上げる傾向が見られ、 1264・1270では口縁部

外面に退化凹線が見られる。 1280は短脚で、口縁部外面

に凹線が巡らされている。時期は、弥生時代後期後半（上

東・鬼川市m式併行）に比定される。

土壌75(第151・247図）

llBd区南東部に位置し、土城171を削る。

調査手順の関係で北半を明確にできていないが、平面形

は方形ないし長方形と考えられ、東西長1.26mを測る。深

さ46cmを測る側壁はほぼ直立しており、長方形土城の範疇

~ 

i 

第245図土壊74(1/30) 

m
 

1
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第2章第 3節弥生時代後期後半の遺構・遺物
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□ ~~ 《

~ ニ〗
1276 

三二

1280 

10cm 

第246図土壊74出土遺物 (1/4)

に含めうるものである。海抜高2.47-2.58mの底面は西へ向かって傾斜しており、東西長1.15

mを測る。

出土遺物には、弥生土器の甕1281、高杯1282、鉢1283のほかに、分銅形士製品 C25があり、

1281・1282は底面での出土である。 C25は混入であるが、列点文とヘラ描沈線によって加飾さ

れており、上端側面から裏面に貰通孔が施されている。 1282は短脚で、やや深い杯部から口
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2. 足守JII加茂B遺跡

縁部が外反して立ち上がり、時期は弥生時代後期後

半（オノ町 I式併行）に求められる。

土壊76(第151・248・250・251図）

llB d区南西部に位置し、竪穴住居22を削り、竪

穴住居55・59に削られている。

重複する遺構埋土の中で平面形の確定が困難であ

ったが、遺物の集中状況から、 165x 83 x 20cm程度

の規模の楕円形に復元される。

出土遺物には、壺1284、甕1286----1290、小形甕

1285、高杯1291~1298、鉢1 299----1 302・1305、台付

鉢1303ヽ1304等がある。高杯は短脚であり、杯部に

¾@ 

300cm 

ク

゜
lm 

ーにご詈戸~ー：

。
10cm 

I 

C25 

゜
5cm 

第247図 土壊75 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/2) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

ついてみていくと、 1291・1296は杯部

が深く径も大きいもので、短い口縁部

がやや外反しながら急角度に立ち上が

る。これに対して、他は浅い杯部から

深い口縁部がやや外反しながら斜め上

方へ立ち上がるもので、 1298はほと

んど外反しない。前者がオノ町 I式に、

後者がオノ町II式にそれぞれ比定され

るものであり、鉢1305に新しく位置

づけうる様相も見られるが、弥生時代

後期後半（オノ町II式併行）として据

えられる。

土壊77(第151・249図）

lOC b区に位置し、北端を士城63に

削られている。

平面形は不整な楕円形と想定され、

復元長径1.8m、短径1.4mを測る。 2

段に掘られており、上段の側壁は緩い

傾斜で下がり、下段の側壁は直立に近

くやや外傾している。底面は北から南

ヘ傾斜して、南端で海抜高2.09mを測

り、最大幅75cmの不整な長方形を呈す

る。埋土は 6層に分けられるが、遺物

は出土していない。

土壊78(第151・252図）

lOC b区南東部に位置し、竪穴住居

25に近接している。

北東隅を調査時の側溝で欠いている

が、平面形は楕円形を呈し、長径172

cm、短径93cmをそれぞれ測る。深さ33

cmの断面形は凸レンズ状を呈し、海抜

高2.27mの底面は、 121X 55cm. の楕円
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第248図土壊76(1/30) 

亨

。
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1. 茶褐色砂質士

2. 茶灰色粘質土

3. 暗茶灰色砂質土

4. 暗灰色砂質土

5. 暗灰色粘質士

6. 灰色微砂

第249図土壊77(1/30) 
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2. 足守J!I加茂B遺跡
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第250図 土壌76出土遺物① (1/4) 
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第 2章第 3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

1302 

1?03 

1304 

1299 

1301 

1300 。
10cm 

1305 

第251図土壊76出土遺物② (1/4) 

形である。

埋土は灰色細砂粘土で、上層から多数の角礫• 円礫とと

もに弥生土器の高杯1306、鉢1307等が出土している。 1306

は短脚で、深い杯部から口縁部が上端を内湾させながら立

ち上がっており、脚裾部には凹線 l条が巡らされている。

時期は、弥生時代後期後半に比定される。

270an -
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cuト
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第252図土壊78(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守JII加茂 B遺跡
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1. 茶褐色砂質土

2. 茶灰色砂質士

3. 灰色砂

4. 茶灰褐色砂質土

第253図 土壊79(1/30) 第254図 土壊80(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊79(第151・253図）

lOC b区北西隅に位置する長方形土堀で、土城13を削り、竪穴住居52に削られている。

西端を竪穴住居52によって失っているが、平面形は隅丸長方形に復元され、短軸長1.6mを

測る。深さ50cmが残る側壁は、下半が直立に近く、上半でやや外傾する。底面の海抜高は2.35

mで、南から北へやや傾斜しており、 2.02X1.5mの隔丸長方形を呈する。埋土は 4層に分けら

れ、第 1層が厚い。

遺物は出土していないが、遺構の形態から弥生時代後期後半に比定しうる。

土塘80(第1'51・254図）

lOC a区南東部に位置し、竪穴住居25・28の中間に所在する。

平面形は楕円形を呈し、長径87cm、短径67cmをそれぞれ測る。深さ22cmが残る側壁は外傾し

ており、海抜高2.47mの底面は61X45cmの楕円形を呈する。埋土は、炭を含む淡黄茶褐色土で

ある。
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

300cm 

7-
乙一1312 

。 閉an

1310 

。
lm ロニ）

1313 

第255図 土壊81 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

出土遺物としては弥生土器の甕1308があり、これにより、時期は弥生時代後期後半に求め

られる。

土壊81 (第151・255図）

lOC a区南東部に位置し、竪穴住居28に近接している。

平面形は楕円形を呈し、長径103cm、短径74cmをそれぞれ測る。 2段に掘られており、東半

に浅い段を残して、西半が深く掘られている。下段の底面は、海抜高2.7mで、径22cm程度の

円形である。上段の東西両端近くで、それぞれ角礫が出土している。

犀 ＼ 7 1314 1315 

＼ 
1317 

・・ 300cm • 一
II 

J 1316 

゜
10CIII 

゜
lm 

1318 

第256図 土壊82(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

1320 

笏

J 
L..ヽ』，,... ■ ,,,, ........... ,,? 血

1321 

04 
1m ーー—ー—=:b__ -------:;;:; 

1323 

第257図 土堀83(1/30) ・出土遺物 (1/4)

出土遺物には、弥生土器の甕1309・1310、鉢1311・1313、台付鉢1312等があり、時期は

弥生時代後期後半に求められる。

土壊82(第151・256図）

lOC a区北西部に位置し、土城83を削っている。

平面形は楕円形を呈し、長径61cm、

短径57cmをそれぞれ測る。深さ25cmが

残る側壁はやや外傾しており、断面形

は矩形を呈する。海抜高2.67mでほぽ

平坦な底面は、 54X47cmの楕円形を呈

する。底面からやや浮いて弥生土器の

大形片が出土している。

弥生土器には、甕1314、高杯1316、

鉢1317・1318、製塩土器1315がある。

1314の口縁部外面には退化凹線が巡

る。 1316----1318には水漉粘土が用い

られ、 1316の口縁部は深く、やや外反

している。時期は弥生時代後期後半

（オノ町Il式併行）に比定される。

で—,<'I—

A 

C
D
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_
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A- 270cm , 
: —ー A

1. 淡灰茶褐色砂質土

2. 灰茶褐色土

0 Im 

第258図土塘84(1/30) 
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M28 

一゚
5cm 

第259図土壌84出土遣物 (1/1)

第2't;i第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土塘83(第151・257図）

lOC a区北西部に位置し、北端を

土城82に削られている。平面形は楕

円形と想定され、復元長軸長70cm、

短軸長61cmを測る。深さ40cmが残る

側壁は外傾しており、断面形は逆台

形を呈する。海抜高2.51mの底面は

短径39cmの楕円形に復元される。

出士遺物には、弥生土器の甕1319

~1322、鉢1323等がある。

時期は、弥生時代後期後半に比定

される。 （光永）

土壊84

（第151・258・259図、写真図版64)

調査区の中央やや北東の最終基盤

層で検出した土城である。平面形は

楕円形を呈し、長径92cm、短径77cm、

深さ35cmを測る。掘り方は西側では、

緩やかな傾斜をなすが、東側では、

急角度の掘り方となる。埋土は 2層

に分離でき、上層の淡灰茶褐色の砂

質土から小型銅鏡が出土している。

下層は灰茶褐色を呈すが底面が明瞭

に確認できなかった。

出土した鏡は、土城掘り方の南側

上層埋土中からの出土で、土城内に

落ち込むように鏡表面を上にして検

出された。直径6.7cmの櫛歯文鏡の

完存品である。縁は、平縁で幅1.5

cm、縁厚 6mmで端部は摩滅し丸くな

っている。外区は、斜行の櫛歯文帯

である。内区は、 8か所に擬銘文を
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2. 足守川加茂B遺跡
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／ 

施している。紐径2.5cm、紐厚 9

mmである。重量は32.Sgである。

鏡以外の出土遺物は、弥生土

器の細片のみで時期の確定が困

難であるが、遺構の切り合い等

から弥生時代後期後半と想定さ

れる。 （山磨康平）

290cm 

。
lm 

l. 黄茶褐色士

2. 茶褐色土

3. 炭

4. 灰褐色土

土壊85(第151・260図）

lOB b区北東隅に位置し、土

城86・177を削り、土城87に削ら

れている。平面形はl.95X1.78m 

の隅丸方形で、南西隅から東辺

にかけて肩口が崩れており、深

さ58cmの側壁は外傾しているが、

長方形土城とみなしうる。海抜

高2.37mで平坦な底面は、 l.33X

1.23mの隅丸方形である。弥生土

器の甕1324、高杯1325・1326や

サヌカイト製石槍S101が出土し

ており、オノ町 I式

併行に比定される。

一馴＼
~ 

S 101 

゜
5cm 

第260図 土壊85 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1 /2) 
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第 2~第3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

-------

290cm 

1327 

゜
lm > 13~ 。

10cm 

第261図 土塘86(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊86(第151・261図）

lOB b区北東隅に位置し、土城85に削られ、土渡177を削っている。

平面形は隅丸方形に復元され、東西長1.25m、復元南北長1.25mを測る。深さ30cmが残る側

壁は外傾しており、断面形は逆台形を呈する。海抜高2.44mを測る底面は、やや束へ傾斜して

おり、 l.07Xl.05mの隅丸方形を呈する。

出土遺物には、弥生土器の高杯1328、鉢1327等がある。 1328には水漉粘土が用いられてお

り、脚部に円孔を有する。

時期は、弥生時代後期後半に求められる。

土壊87(第151・262・263図）

lOB b区北東部に位置し、土堀85を削っている。

平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長116cm、短軸

長63cmをそれぞれ測る。深さ40cmの側壁はほぽ直立

し、小形の長方形土城ともみなしうる。海抜高2.81

mの底面はほぼ平坦で、 105X55cmの隅丸長方形を

呈する。

出土遺物には、弥生土器の壺1329、脚付直口壺

1330・1331・1335・1336、甕1332・1333、甑

1334、高杯1337----1340等があり、脚付直口壺•高

330cm 

゜
lm 

1. 灰茶褐色砂質土

2. 茶褐色砂質土

第262図土壊87(1/30) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

1338 

1334 

1331 1335 

゜
10cm 

1339 

三置~゜
第263図土壊87出土遺物 (1/4)

杯には水漉粘土が用い

られている。高杯はい

ずれも短脚で、 1337・

1338の口縁部は外反し

ながら短く斜め上方に

立ち上がっており、厚

みをもっている。脚付

直口壺のうち、 1335は

小形で口縁部も低い。

1330は体部が扁平で、

口縁部は頸部から逆

「ハ」字状に外傾する。

これに対して、 1331は

頸部径が大きく、口縁

部は内傾する。

時期は、弥生時代後

期後半（上東・鬼川市皿

式併行）に比定される。
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第264図土壊88(1/30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壌88(第151・264,......266図）

lOB b区北東部に位置し、土城27を削り、竪穴住居62に削られている。

平面形は不整な長方形を呈し、長軸長2.32m、短軸長1.94mを測る。深さ30cmが残る側壁は

外傾し、平坦な底面は西から東へ傾斜して、東端での海抜高2.36mを測り、 l.99Xl.7mの不整

な長方形を呈する。西半で弥生土器の大形片がまとまって出土している。

1343 

10cm 
1342 

第265図土壊88出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

~ 10cm 

二量S102 

t ............ Jcm 
第266図土壊88出土遺物② (1/4• 1/3) 
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

出土遺物には、弥生土器の壺1341、甕1342-----1348、高杯1349-1352、鉢1355-1357、台

付鉢1353・1354等の他に、玄武岩製の砥石S102、炭化米がある。 1341は、頸部から急角度

で開く口縁部の端部が高く直立して上方へ拡張しており、体部内面もヘラケズリ後にヘラミガ

キされている。 1356の口縁部は大きく外反し、端部が斜め上方へ拡張されており、新しく位

置づけられる様相を示すが、全体どしてはオノ町 I式併行として据えられる。

土壊89(第151・267図）

lOB b区南部に位置して、西半を竪穴住居23に、東半を竪穴住居62・65にそれぞれ大きく削

られている。

平面形は楕円形を呈し、長径1.96m、短径1.75mをそれぞれ測る。深さ最大55cmが残る側壁

は外傾し、底面は中央部が浅くくぽんで海抜高2.45mを測り、 1.68X 1.53 rnの楕円形を呈する。

出土遺物には、弥生土器の壺1358・1359、甕1360-1363、高杯1364-1366、鉢1367があ

る。 1360は口縁端部がほぼ直立し、外

面に退化凹線が巡らされている。 1359

・1364等に古い要素もみられるが、全

体としては弥生時代後期後半に比定され

る。

1 ＼ 祠,-づ"- ~ 
’’， ¥ ’ ’ヽ ' 

： 
1359 

＇ ,, 
，， 

，，， .,, ，， ，， 

三三 言冗 二
1361 

1363 

31知

1. 灰褐色砂

2. 淡灰褐色砂 o 
（含、灰褐色砂塊多）

-----ー／
1m 

~~ 
1365 麟／

閉m

第267図 土壊89(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

280cm 

貪、〉／
。

lm 

300cm 

゜
lm 

300cm 

゜
1m 

第268図土壊90(1/30) 

土壊90(第151・268図、写

真図版65)

lOB b区南西部に位置し、

竪穴住居23を削り、土城181

に西接する。

平面形は楕円形を呈し、長

径100cm、短径78cmを測る。

深さ22cmが残る側壁は外傾して、断面形は逆台形である。 81X58cmの楕円形を呈する底面は、

1368 

1jan 

第269図土壌91 (1/30) 

、• 出土遺物 (1/4)

_—＿＿一~二

□9 
M29 

一゚
3cm 

第270図土壊92(1/30) 

・出土遺物 (1/2)

やや東へ傾斜しており、海抜高2.33mである。その中央部には、 53X37cmの楕円形の範囲に厚

さ15cmに及ぶ貝殻の堆積が認められた。貝の種類は、ほとんどがヤマトシジミである。

土器は出土していないが、竪穴住居23との関係から、弥生時代後期後半に比定される。

土壊91 (第151・269図）

lOB a区北東部に位置し、土城29・30を削っている。

平面形は円形で、径g4~sscm を測り、深さ48cmが残る側壁はやや外傾して、断面形は矩形を

呈する。海抜高2.42mでほぽ平坦な底面は、 75X6lcmの楕円形を呈する。

出土遺物には、弥生土器の鉢1368があり、外面を縦方向にヘラミガキされた体部には、焼

成後に穿孔がなされている。

時期は、弥生時代後期後半に比定される。
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊92(第151・270図）

lOB a区中央部に位置して、土漿墓2を削り、土城189

に近接している。

平面形は円形で、径84,..._,88cmを測り、深さ63cmの側壁は

やや外傾して、断面形は矩形を呈する。海抜高2.33mの底

面はほぼ平坦で、 71X65cmの楕円形を呈する。

出士遺物には、摘鎌M29がある。幅24.5mmで、一端を

10.5mm内側に折り返している。時期は、周辺の遺構との関

係から、弥生時代後期後半に比定される。

土壊93(第151・271図）

lOC d区中央部に位置し、竪穴住居26を削っている。

平面形は長方形を呈し、長軸長140cm、短軸長88cmをそ

れぞれ測り、深さ58cmが残る側照はほぼ直立している。海

抜高 2.Omでほぼ平坦な底面は、 125X 79cmの長方形を呈

する。埋土は 2層に分けられ、炭・焼土を含んでいる。

小形の長方形土城であり、竪穴住居26との関係からも、

弥生時代後期後半に比定される。

~ 

260cm 

贔

。
Im 

1. 褐色砂・褐灰色砂• 灰色砂

〈互層）（含、炭・焼土）

2. 褐灰色粗砂（含、炭•灰褐色砂小塊）

第271図土壊93(1/30) 

＼
 

260cm 

J 
。

lm 

第272図土壌94(1/30) 

-443-



2. 足守川加茂 B遺跡

土壊94(第151・272図）

lOC d区北部に位置し、竪穴住居26を削り、竪穴住居68

に削られている。

北辺が不明であるが、平面形は長方形に復元され、長軸

長3.15m、復元短軸長1.4mを測る。深さ29cmが残る側壁は

ほぽ直立しており、海抜高2.28mで平坦な底面は、 3.08X

1.26mの長方形を呈する。

遺物は出土していないが、長方形土城として、弥生時代

後期後半に属するものと考えられる。

土壌95(第151・273図）

lOC d区北西部に位置し、竪穴住居26・27、土城97を削

っている。

平面形は不整な長方形で、長軸長182cm、短軸長97cmを

一
-

』

-―
 

j
 

,．
 
-• 

ヽ

ー‘, 

‘
、
^
＇
‘

，
 

ー＇ 

ー

（
 
,'k ‘,＇ 

一

2恥

一＼
 

一＇ ヽ
、b

ー

I
I
I
I
9
1
r
I
し
ー
ー

I
I
I
r

’1
1
1
1
ー

1
L
I
I
I
_
1
1
L
9
1
1
1
1
ー

／

ー

-

L
 

。

／ 

¥ .,---------- r------ ¥ 
一呵—----

..,. __ 
—_ 

＼ 
-----一_,

¥¥____,--// 

ヽ

240cm 

I 
I 
I 

I I 
I ., 

＼ヽ); 
¥ -,/ 

ヽ ー一
‘ 

-------------------― 

゜ 'lm 
240an 

~ —·~ 重／｀
? I 1,,.1,.111 1 ...... ......i..11111 ,Jm 

第273図 土壊95(上）• 96 (下左）• 97 (下右） (1/30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

測り、 31cmが残る側壁は直立に近い。底面は175X8lcmの不整な長方形を呈し、北から南へや

や傾斜して、南での海抜高2.lmを測る。

遺物は出土していないが、長方形土城に含まれるものかもしれない。

土壊96(第151・273図）

lOC d区北西部に位置し、西端を土城194に削られている。

平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長2.27m 短軸長98cmを測る。深さ27cmが残る側壁は外傾

しており、断面形は逆台形を呈する。 2.0X0.72mの台形を呈する底面は、海抜高2.03mで平坦

である。

遺物は出土していないが、長方形土城の範疇に入るものである。

土壌97(第151・273図）

lOC d区西部に位置し、竪穴住居27を削り、竪穴住居67、士

城95に削られている。

西端を明確にできていな

いが、平面形は長方形に復

元され、最大長軸長1.75m

短軸長1.63mを測る。深さ

11cmが残る側壁は外傾して

おり、断面形は皿形を呈す

る。海抜高2.14mの底面は

平坦で、短軸長1.5mの長

方形である。

時期は、竪穴住居27・67

との関係から、弥生時代後

期後半に比定しうる。

土壊98(第151・274図）

lOC d区南西部に位置し

て、竪穴住居27、土堀101

を削っている。

平面形は楕円形で、長径

114cm、短径54cmをそれぞ

れ測り、深さ14cmの側壁は

外傾して、断面形は皿形を

290叩

冑—`
。

1m 

1. 淡褐灰色粘質微砂（含、炭・灰多）

2. 淡褐灰色粘質微砂

（含、炭•灰・黄灰色土）

、/

290cm 

0 lm 

1 . 褐灰色粘質微砂（含、炭）

2. 炭・ 灰（互層〉

（含、暗黄灰色土粒多）

3. 褐灰色砂質士（含、炭多）

4. 暗黄灰色砂（含、炭）

1369 

閉皿

1371 

第274図土城98(上左）• 99 (上右） (1/30) ・出土迫物 (1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第275図 土壊100(1/30) ・出土遺物 (1/4)

240cm 

。
Tm 

呈する。埋土は 2層に分けられ、炭・灰を含んでいる。

出土遺物については、西に近接する土城99と取り上げが重複し

てしまったが、両土城とも同時期と考えられるので掲載する。弥

生土器の甕1369、鉢1370、製塩土器1371が出土しており、 1369の

口縁端部はやや内傾しながら上方に拡張し、外面に退化凹線が残

っている。 1370には水漉粘土が用いられ、 1371の外面はタタキメ

による調整である。時期は、弥生時代後期後半に求められる。

土壌99(第151・274図）

lOC d区南西部に位置

し、竪穴住居27を削って

第276図 土壊101 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

いる。

南北両端を欠いている

が、平面形は楕円形と想

定され、復元長径100cm、

短径74cmを測る。深さ22

cmが残り、断面形はID1形

で、底面の海抜高は2.57

mである。埋土は柱穴状

や に4層に分けられ、炭・

灰を多く含んでいる。
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊100(第151・275図）

lOC d区南西部に位置し、土城98に北接して、竪穴住居27、土城101を削っている。

平面形は楕円形を呈し、長径71cm、短径57cmをそれぞれ測る。深さ12cmが残る側壁はやや外

傾して、断面形は皿形を呈する。底面の海抜高は2.59mでほぽ平坦であり、 52X45cmの楕円形

を呈する。検出面において、角礫とともに弥生土器片が出土している。

弥生土器には、壺1372、甕1373........ 1376、高杯1377等がある。 1372は、口縁端部がやや外

反しながら上方に拡張されている。 1377は深い杯部から口縁部がやや外傾して立ち上がるも

ので、水漉粘土が用いられている。時期は、オノ町式併行期に比定される。

土壊101 (第151・276図）

lOC d区南西部に位置し、竪穴住居27を削り、土城98・100に削られている。

南端を欠いているが、平面形は長方形と想定され、最大長軸長2.27m、短軸長62cmを測る。

深さ49cmが残る側壁は外傾し、東辺は 2段に外傾する。海抜高1.92mの底面は長方形を呈し、

最大長軸長2.19m、短軸長40cmを測る。堀内の北半では、底面から20cm以上高い位置で弥生士

器と角礫が出土している。

甕1378は口縁端部がやや内傾し

ながら立ち上がり、外面に退化凹線

を巡らせて、肩部外面に 3個の刺突

が見られる。弥生時代後期後半（オ

ノ町 I式併行）に比定される。

土壌102(第151・277・278図）

lOC C区北西部に位置する長方形

土城で、竪穴住居28、土漿196に削

られている。

平面形は長方形で、長軸長1.85m、

短軸長1.54mを測り、深さ54cmが残

る側陛はほぽ直立するが、下端が丸

＜納まっている。海抜高2.34mの底

面はほぼ平坦で、 l.72XL3mの長方

形である。 4層に分けられる埋士の

うち、第 1 層は西•南肩口で帯状に

検出された。

出土遺物には、弥生土器の甕1379

[
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310cm 

。
lm 

L 黄色土 3. 灰褐色砂質土

2. 茶褐色砂質土 4. 淡灰褐色土（混砂）

第277図土壊102(1/30) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

三二《
1379 

1381 

1380 

。
10cm ~ 

1383 1384 

1386 

三
第278図土壊102出土遺物 (1/4)

-----1382、高杯1383、鉢1384----1386、器台1387等がある。 1383・1387は混入とみなして、時

期は、弥生時代後期後半（上東・鬼川市皿式併行）に比定される。

土壊103(第151・279図）

lOB C区北東部に位置し、竪穴住居12を削り、竪穴住居71、土城137・239に削られている。

平面形は長方形で、長軸長2.79m、短軸長1.47mを測る。調査記録の不備で海抜高等は不詳

であるが、側壁はほぼ直立しており、長方形土城の範疇に入る。底面の南半には、 124X 67cm 

の不整楕円形を呈する＜ぽみが認められる。

出士遺物には、弥生土器の鉢1388・1390、製塩士器1389等がある。 1388は水漉粘土で作ら

れ、口縁部上端に沈線 l条が巡る。 1389の体部外面にはタタキメが見られる。

時期は、弥生時代後期後半に比定される。

土壊104(第151・280図）

lOB C区北部に位置し、土城105に近接し、土城240に削られている。

平面形は長方形を呈し、長軸長83cm、短軸長63cmをそれぞれ測る。深さ34cmが残る側壁はほ

ぽ直立し、断面形は矩形を呈する。海抜高2.68mでほぽ平坦な底面は、長軸長73cm、短軸長56
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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•119 cmの長方形を呈する。遺構形状からは、

小形の長方形土城とも呼びうるものであ

る。埋土は炭を含む暗灰褐色砂で、底面

から弥生土器小片が出土している。

埋土上層から高杯1392、鉢1391が出

土しているが、 1392は土師器とみなさ

れるもので、遺構の時期についても、埋

没は古墳時代前半まで下る可能性を残し

ている。

土壊105(第151・281図）

lOB C区北部に位置して、西半を調査

区外に置き、土城104・199に近接してい

る。

゜
1m 

□函
~an 

第279図 土壊103(1/30) 

平面形は、不整な長方形かと想定され

るが、規模は不明である。深さ32cmが残

る側壁はやや外傾し、側壁下端で海抜高

2.65mを測る底面は、東へやや傾斜して

310cm 

・ 出土遺物 (1/4)

いる。

出土遣物には、弥生士器の壺1393、

甕1394、鉢1395等がある。 1395の外面

はヘラケズリされている。 1393・1394

とも遺存度は悪いが、口縁端部は上方へ

摘み上げられている。

時期は、弥生時代後期後半に求められ

る。

i
 

ljm 

第280図 土壊104(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守）II加茂B遺跡
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第281図土壊105(1/30) 
・出土遺物 (1/4)

土墳106(第151・282図）

9 Cb区北部に位置し、竪穴住居30を削り、竪穴住居

73・76、土城201に削られている。

平面形は不整な長方形で、長軸長1.83m、復元短軸長1.5

mをそれぞれ測る。深さ17cmが残る側壁はやや外傾し、断

面形は皿形を呈する。海抜高2.09mの底面はほぽ平坦で、

長軸長1.71mの不整な長方形を呈する。

出土遺物には、弥生土器の甕1396・1397、高杯1398、

鉢1399等がある。 1398・1399には水漉粘土が用いられて

おり、 1398の口縁部はやや外反している。時期は、弥生

時代後期後半（オノ町式併行）に求められる。
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第282図 土壌106(1 /30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 3節

土壊107(第151・283図）

9Cb区東部に位置し、竪穴住居30・31、土城108を削っている。

弥生時代後期後半の遺構・遺物

平面形は長方形を呈し、長軸長86cm、短軸長70cmをそれぞれ測る。深さ34cmが残る側壁はほ

ぽ直立し、海抜高2.22mの底面はほぽ平坦で、 81X62cmの長方形である。遺構の形状からは、

270cm 

。
m
 

c
 

3
 

□

0
」

1. 灰褐色砂（含、炭）

2. 灰褐色砂（含、黄褐灰色砂小塊多）

第283図 土壊107(1/30) ・出土遺物 (1/2)

小形の長方形土城とも呼びうるものである。

埋上は 2層に分けられ、第 1層には炭が含ま

れている。
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出土遺物には、土錘C26があり、周辺の遺

構との関係から、弥生時代後期後半に属する

ものと考えられる。

土壊108(第151・284・285図）

9Cb区東部に位置し、竪穴住居30・31を

削り、竪穴住居76、土城107に削られている。

平面形は不整な長方形を呈し、長軸長2.41

m、短軸長1.64mをそれぞれ測る。調査時の

手違いのため海抜高に関する記録が不明であ

るが、側壁はやや外傾しており、遺構の形

状・規模からは長方形土城の範疇に入る。

出土遺物のうち、弥生士器には脚付直口壺

1432、甕1401~1414、高杯1421~1431、鉢

1415~1419、台付鉢1400、製塩土器1420があ

り、他に摘鎌M30がある。甕の口縁部は、基

本的に端部が上方に摘み上げられており、 1405

：之＝＝＝＝否
I 

,レ＇,

O-
lm 

゜
M30 

5cm 

第284図 土壌108(1/30) ・出土遺物① (1/2) 
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第285図土壊108出土迫物② (1/4) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

,---..,1407の外面には退化凹線が巡らされている。 1401体部の穿孔は焼成後である。高杯は短脚

で、 1421の口縁部は外反し、 1424・1429では上方にのびて終わっている。

時期は、弥生時代後期後半に求められる。

土壊109(第151・286図、写真図版65)

9Cb区南部に位置し、竪穴住居32・33を削っている。

平面形は楕円形を呈し、長径62cm、短径53cmをそれぞれ測り、深さ23cmが残る側壁は直立に

近く、断面形は矩形を呈する。海抜載2.32mの底面はほぽ平坦で、 51X43cmの楕円形である。

埋土は、炭・灰・焼土を多く含む暗灰褐色砂で、底面上で弥生土器の甕1433、手焙形士器

1440が出土している。

その他の出士遺物には、弥

生土器の甕1435-----1438、甑

1434、鉢1439等がある。

1440は、鉢部を背面にあた

る部分を高く作り、覆部をこ
/' 

ヽ

れに加えて、ハケメ調整してr ， 

いる。開口部には面をもたず

両端を焼成後に打ち欠いて開

口幅を大きくしている。甕の

口縁部は、上方に摘み上げら

れている。

時期は、弥生時代後期後半

に比定される。 、、ーこ
1434 

~,~-

□□ 

10an 

。
第286図 土壊109(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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260cm 

’ 

1441 

!Dan 

1443 

L_J、1444

。

1. 灰褐色砂（含、炭・焼土） 4. 褐灰色砂（含、炭）

2. 暗灰褐色砂（含、炭・焼土多） 5. 暗褐灰色砂（含、暗黄灰色砂小塊多）

3. 褐灰色砂（含、暗黄灰色砂小塊多） ． 

第287図 土壊110(1 /30) ・出土遺物 (1/4)

lm 

土城110(第151・287図）

9Cb区南西部に位置し、土城40を削り、竪穴住居33に削られている。

南東辺から北東辺の一部を検出したのみで全容が不詳であるが、平面形は方形ないし長方形

と想定される。深さ35cmが残る側壁は下半が外傾し、海抜高2.21mの底面はほぽ平坦で、遺構

の形状は長方形土堀の範疇に入るものである。 5層に分けられる埋士のうち、上層には炭・焼

土が多く含まれている。

弥生土器の甕1441、高杯1443・1444、鉢

1442が出土しており、時期は、弥生時代後

期後半（オノ町式併行）に比定される。

土壊111 (第151・288・289図）

9Bb区北西隅に位置し、土堀205を削っ

ている。

平面形は楕円形を呈し、長径77cm、短径70

cmをそれぞれ測る。深さ45cmの断面形は椀形

で、海抜高2.05mを測る底面は、 52X46cmの

楕円形を呈する。 2層に分けられる埋土のう

ちの上層からは、弥生土器がまとまって出土

している。

260cm 

。
lm 

第288図土壊111 (1 /30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第289図土壊111出土遺物 (1/4)

出土した弥生土器には、脚付直D壺1457·1458、甕1445~1450、高杯1452~1456、鉢

1451等がある。高杯はいずれも短脚であり、その口縁部には、杯部から屈曲して短く外反す

る 1452~1454と、やや内湾しながら立ち上がって外面に凹線が巡る 1455の二者がある。

時期は、弥生時代後期後半（上東・鬼川市m式併行）に比定される。

土壌112(第151・290図）
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 9Bb区において古墳時代の竪穴住居84の床面除去後、

海抜2.53mで検出された。北西部が土城207によって一部

切られた状態で確認された。

長軸1.03m、幅85cmを測る

平面楕円形を呈し、城底は検

出面から約49cmの深さにあっ

た。壁面はほぼ垂直気味に城

底へと落ちるもので、断面逆

台形を呈する。
S103 

。
3cm 

lm~ 

第290図土堀11.2(1/30)・ 出土遺物 (1/2)

出上遺物は、サヌカイト製

の石包Tが 1点検出されたの
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2. 足守川加茂B遺跡

みで、土器の出土は見られなかった。

時期は、土器を伴わなかったことで明瞭でないが、竪穴住居84および土城207との切り合い

関係によりおよそ後期後半の範晦で理解されるものである。

土壌113(第151・291・293図）

9Ba区に位置するが調査区境に所在していたため同一面での検出ではなく、調査年次を違

えて検出された土城である。

平面形は、西側の一部が後世の攪乱により切られているが長軸長2.10m、幅1.56mを測る楕

円形を呈するものであった。ただし規模に比較して城底は浅く、検出面からの最深30cmを測る

程度で、断面皿状に検出された。堀内には、堀底に密着した状態で焼土と炭化米を含んだ層の

存在と中層には土器の包含が確認された。

出土遺物には、古墳時代の紛れ込みと考えられる 2点の滑石製の臼玉と土器が見られた。土

器には、壺、甕、高杯、・ 鉢、脚付直口壺等の器種が見られた。壺と甕はいずれも口縁端部を長

く上方に拡張し、高杯の口縁部も直線的な長い伸びを見せるものであった。型式的には、オノ

町式段階に比定して差支えないと考える。 （島崎）

土壊i14 (第151・293図）

9_ Cd区北西部に位置し、土城115に近

O
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接して、竪穴住居35を削っている。

平面形は径64'"'-'65cmの円形で、深さ48

cmを測る側壁は下半が内傾し、上半がほ

ぽ直立して、袋状土城の範疇に入る。海

抜高 2mの底面は中央部が浅くくぽんで、

72X64cmの楕円形を呈する。 3層に分け

られる埋土のうち、第 2 層には炭・灰•

焼土が多く含まれ、角礫も出土している。

出土遺物には、弥生士器の脚付直口壺

1. 淡灰色土

2. 暗灰茶色士

3. 炭化米

4. 暗灰茶色土（含、炭化米）

5. 焼士

⑥ ◎ 

G!l CI!〕
S 104 S 105 

゜し一
1cm 

第291図 土堀113(1 /30) ・出土迫物① (1/1) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第292図土堀113出土泣物② (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡

1477、小形脚付直口壺1490、甕1478-1483、高杯1491・1492、鉢1485-1489、甕形手捏ね

土器1484等がある。高杯は短脚で、 1491の口縁部はやや外反しながら大きく開いている。

時期は、弥生時代後期後半（オノ町式併行）に比定される。

土墟115(第151・294図）

9Cd区北西部に位置し、土城114に近接して、竪穴住居35を削っている。

西半を調査時の側溝で失っており、全容は明らかでないが、平面形は楕円形と想定され、復

260cm 

0・ 

1. 灰褐色砂

2. 暗灰褐色砂

（含、炭・灰・焼土多）

3. 褐灰色弱粘質砂

1477 

1482 

｀ 
1483 

1484 

1485 

〈星置色/
1488 

や
1492 

1489 

第293図 土壊114(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

べ1/,~
S106 

0-
Im 一゚

3cm 

第294図土堀115(1/30) ・出土遺物 (1/2)

元長軸長1.5mを測る。調査時の記録の不備で海抜高が不詳であるが、側壁は外傾しており、

楕円形と想定される底面の長軸長は1.2mである。

出土遺物には、サヌカイト製の石包丁 S106があるが、時期を示す土器の出土はない。周辺

の遺構との関係から、弥生時代後期後半に比

定される。 （光永）

土壊116(第151・295図）

9C c区において南東部が古墳時代の竪穴

住居92によって一部切られた状態で海抜2.45

mで検出された。規模は、長軸1.54m、幅94

cmを測り、平面長方形を呈する土堀であった。

ただし、検出面からの深さが15cm程度と浅く、

壁面も比較的緩やかに城底へと続くことで、

長方形土城とは若干異なった様相を見せる。

城内には、南東部底面上に長さ約20cmの角

~ 生 a 

250cm 

~ ? I I I I I I I t I lm 

亨 口 J
ゃ

1495 

第295図 土壊116(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2 . 足守川加茂B遺跡

~ 
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1fil!.i;m 

ーヽ＇ 

nり
ト
・

Jm 
2. 炭・焼士

3. 灰黄色土

::/ 
1497 

1498 

1499-

O- 11皿

第296図土漿117 (1/30)• 出土遺物 (1/4)

礫と 15cm程の河原石の遺存が認められた程度であった。

遺物は、覆土中から甕、鉢、高杯が検出された。甕1493

は、拡張された口縁部外面にヘラ描きによる沈線文が施さ

れており、およそオノ町式併行と考えられる。

土壊117(第151・296図）

9 Cc区で上部を古墳時代の竪穴住居91および竪穴住居

92によって切られた状況で検出された。規模は検出面で長

軸長1.30m、幅1.25m、深さ42cmを測り、平面方形を呈し、

さらに壁は検出面からほぼ垂直気味に城底へと落ち、城底

は水平面を有するものであった。

城内は、基盤層とほぼ同質の土で埋没が認められたが、

城底から約25cm上層には炭と焼土塊による間層が約 5cm程

の堆積を見せていた。こうした城内埋積状況は、周辺に所

在をみせる長方形土城とは若干様相が異なるようである。

出土遺物には、堀底についた状態での高杯1498と埋積

土中から 2点の高杯が確認されている。

2 
260cm 
, ・・-

゜一50叩

1. 黄灰色土

2. 炭

3. 黄灰色土

4. 暗灰黄色土

第297図土壊118(1/30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

1500 

1502 1504 

1503 

1501 
序m

第298図土壊118出土遺物 (1/4) 

時期的には、高杯1497が若干古相をみせるが、他の 2点と共に上東・鬼川市1Il式併行とし

て理解されるものである。

土壊118(第151・297・298図）

9Bd・9Cc区の境部分に所在が確認された。平面は、長軸長101cm、幅86cmの規模で、

楕円形を呈し、検出面から城底までの深さ34,..__,40cmを測った。城内には、同規模の上壊に比べ

て比較的多くの士器片の遺存と、これに混じった状態で角礫等の包含も認められた。

出土した土器には、壺、甕、高杯、鉢の器種が見られた。甕1500、壺1501に新しい様相を

みとめるが他の高杯1502,..__,1504、鉢1505はいずれも後期

後半に位置づけられるものであろう。
-----~ (r~,: 心

¥ \'、~
¥ . 
＼ヽ

ヽヽ ＼ I~ 

‘、、、‘、‘、;:: 
‘‘ヽ IIf 

‘、、さ~;:'
~-::::: ニニ-:::<-

2 300cm 

土堀119(第151・299図）

9Bd区においてその中央部が調査段階での側溝によっ

て切られ、中断された状況で検出された。このため平面検

出面は、海抜2.95mで一部が見られたものの明確でなく、

ミロー／
1506 

一

1507 

一⑬ロ｝
閉cm 一゚

3cm 

゜一50叩

1. 暗灰茶色土（含、士器多） 4. 暗灰色土（含｀土器・灰• 炭）

2. 炭 5. 暗灰色土

3. 暗灰黄色士（含、土器多） 6. 黒灰色士

第299図土壊119(1/30) ・出土遺物 (1/4・1/2)
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2. 足守川加茂 B遺跡

およそ隅丸方形であったものと推測された。堀底までの深さは約81cmを計測したが、これも湧

水により明確性を欠く。

出土遺物には、少星の土器片と不朋鉄器が 1点散見されたにすぎない。土器は、高杯と鉢で

およそ後期後半の範疇で理解されるものである。

土壊120(第151・300図）

9Bd区で西側が土城119に、東側が古墳時代の竪穴住居91

によって切られた状態で検

出された。遺存部分での長

軸長は1.04mを測り、およ

そ平面楕円形であったと推

測される。深さは、検出面

から約16cmと浅く、城底も

一定でなかった。

出土した遺物は、手捏ね

による異形の脚付壺1508

が 1点見られた程度で、他

には認められなかった。

時期は、後期後半の範疇

として差支えないと考える。

土壊121(第151・301図）

9Bd区で海抜2.55mで

検出された土城である。砂

質の基盤を掘開して掘られ

ており、平面形はほぽ東西・

南北方向を基調とし、長方

形を呈するものであった。

規模は、長軸長2.38m、幅

1.21mで検出面からの深さ

42cmを測った。，壁は垂直に

近い状態で堀底へと落ちる。

城内への土砂の埋積状況 ゜
は、城底直上約 8cmにわず

。
lm 

1508 
10cm 

第300図 土壊120(1 /30) ・出土遺物 (1/4)

l
 
lm 

1. 暗灰黄色砂質土

2. 暗灰黄色土

第301図土壊121 (1/30) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

かな違いが粘質土と砂質士の差

としてあるものの基本的には 1

層と見られ、自然堆積による埋

没ではなく、意図的な埋没が窺

われた。

時期については、土器をはじ

めとする遺物の出土がまった＜

認められなかったことで明瞭に

できないが、他に多く所在する

長方形土城の時期的な在り方、

埋積土の状況等から考えておよ

そ後期後半の範疇に時期設定し

て差支えないと考える。

甚

疇
1. 暗灰色粘質土（含、焼土）

。
lm 

2. 黒灰色土（含、炭・焼土多）

1510 

二 1518O 

1519 
1520 

1Qロ ／彦t~
1521 

第302図 土壊122(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

土壌122(第151・302図）

9Bd区において竪穴住居37床面掘り下げ後の海抜約2.55mで検出された。北・東・南側に

直線的な伸びをみせる肩口の存在が認められるものの、西側は不整形であった。規模は、南北

方向で約1.97m、東西で2.08mを測った。検出面からの深さは、比較的浅いもので最深部で約

20cmを測った。断面は、皿状

を呈するものであった。

北東側の城底部には、長さ

40cm、幅25cm程度の被熱面の

広がりが認められ、埋積土中

にも多くの焼土塊と炭の包含

が認められた。

時期は、出土した土器がい

270cm 

/ ---_,,,, ~ 

゜一50cm 

李

1. 暗灰橙色士

2. 黒灰色土（含、炭多）

3. 黄色土塊

4. 暗灰色土

゜I-..,~ 
3cm 

第303図 土壊123(1/30) ・出土遺物 (1/2)
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第304図 土壊124(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

ずれもオノ町式併行に比定されることで、後期後半の範疇で理解されよう。

土壌123(第151・303図）

9Bd区で土堀121の北西約50cmに近接した位置に所在が確認された。検出面は、海抜2.70

mと土堀121より約15cm高い。平面的には、長軸長2.22m、幅83cmを測る長楕円形を呈する土

堀であった。

出土遺物には、僅か 1点の土製紡錘車の存在が確認されたのみであった。したがって、時期

については明確にできない。ただし、周辺に所在する土城および渡内埋積状況等から判断する

限りにおいて後期後半の範疇に理解されよう。

土壊124(第151・304図）

9Bd区で土塘123の北西約2.00mの地点に所在が確認された士城である。検出面は、海抜

2.65mで平面不整円形を呈し、長軸長78cm、幅71cm、検出面からの最深部での深さ約12cmの規

模を測った。

堀内ほぼ中央部中層には、小破片ながら士器の遺存が認められた。土器には、甕、高杯が見

られ、甕1523の拡張を見せない口縁端部の在り方を除いてはいずれも後期後半の範疇に位置

づけられる上東•鬼川市皿式併行段階に多く見られる特徴を示す。

土壊125(第151・305・306図）

9Bd区において遺存が確認されたものの調査時の側溝により、南側約 1/2程が切られ、

全体像の検出までは出来なかった。基本的には、方形を基調としたプランを見せる土城であろ

うが、北と東側で肩が直線的な一辺を見
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270cm 

せる程度で判然としなかった。

． ． S108 

L..............Jan 

第305図土壊125(1/30) ・出土遺物① (1/3) 

-465-



2. 足守川加茂 B遺跡

＼ 
1530 

［い

1534 1535 
序叩

第306図土壊125出土遺物② (1/4) 

出土遺物には、 2点の石錘と土器

の小片が見られた程度であった。

土器には、甕1527~1530、高杯

1531·1532、鉢1533~1535の器種

が確認された。甕の口縁部拡張の程

度とその外面に施されたヘラ描沈線

の有無、また高杯の脚部の在り方、

さらには小型鉢1534・1535の共伴

よって、時期は後期後半の範疇に位

置づけて差支えないと考える。

。
lm 

1. 茶色土

2. 明茶褐色土

3. 炭

4. 茶色土

5. 灰茶色土

6. 灰褐色土

7. 明黄褐色土

8. 黄茶褐色土（含、炭化米多）

9. 灰黄褐色士（含、炭化米）

第307図土塘126(1/30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊126(第151·307~311図、写真図版66)

9Bd 区において北•南側上層の一部が古墳時代の竪穴住居94·97によって削平されていた

が、海抜約2.60mでおよそ東西1.50m、南北1.90mの規模で平面隅丸長方形を呈する土城の存

在が判明した。検出面から城底までは最深部で約82cmを測り、およそ水平に形成された底面と

検出面からほぽ垂直に城底へと続く壁面が検出された。

城内には、各種土層がレンズ状を呈した状況で埋積しており、第 8層を中心に土器の一括遺

存が、また第 8・9層の黄色を基調とした粘質土中からは炭化米とガラス滓の抽出が土壌を水

WaA 

第308回土壊126出土遺物① (1/4) 
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第2意第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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1552 

q, 

1551 

1548 

序cm

1556 

1560 

1559 

第310図土壊126出土遺物③ (1/4) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

•ran 
第311図

1565 

土壌126出土遺物④ (1/4) 

1566 

洗することによって得られた。

出土した土器は、壺1536-1538・1541、甕1539・1540・1542-----1546・1549、鉢1547・

1548・1550-1555、高杯1556-1567等の器種に分類される。 大半のものが普遍的に見られる

器種であったが、壺1536・1537は長頸で口縁端部を長く J:.方に拡張した形状を示し、 その外

面にはヘラ描きによる沈線を多重に巡らせる等、一見特殊壺を窺わせるものであった。しかし、特

殊壺を定義する胎土中に多量の角閃石の混和、外面に

赤色顔料の塗布等は認められなかった。なお、 1536

は破砕後肩部の粘土紐接合部分で調整されており、器台

としての転用の可能性を示唆させる。また、壺1538

も比較的丁寧な調整が見られ、内面ヘラケズリの後へ

ラミガキが施されていた。甕は、

ものと口縁端部を長く拡張したものの 2者が認められ、

後者はさらに外面にヘラ描沈線文の有無で分類される。

鉢には大型品と小型品とがあり、

口頸部「く」字状の

ここでは小型の占め

る比率が高く、銘々器の在り方が注目された。高杯は

口縁部の在り方によって、 口縁部を長く外方に伸ばす

ものと端部を短く立ち上げるのみの 2種類が認められ

たが、いずれも脚柱部はまだ短いものであった。

時期的には、壺、甕の一部器種にヘラ描沈線文の存

在が認められることで、型式的にオノ町 II式併行段階

と推測されよう。
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊127(第151・312図）

8Ca区において古墳時代の竪穴住居101床面下層で検出された、長軸1.71m、幅1.15mを計

測する平面長方形を呈する土城である。検出面から城底まではほぼ垂直な壁と、城底も水平な

面を見せるものであった。

時期は、士器の出土が見られなかったことで明確ではないが、おおよそ他の長方形土城と同

時共存と考えたい。

土壌128(第151・313図）

8 Ca区で古墳時代の竪穴住居106の下層において土城127の西約 lmに近接して検出され

た。土壊127に酷似した在り方を見せるもので、

長軸長1.73m、幅1.31mを測る長方形士堀であっ

た。

寧

。
lm 

第313図 土壊128(1/30) 

250cm 

。
lm 
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や

第314図 土壊129(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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甕は、口縁端部を長

く上方に拡張し、外面

にはヘラ描きによる沈

線文を巡らせており、

型式的にオノ町II式併

行と認識されるもので

あろう。

土堀131

（第151・316図）

8Bd区に所在をみ

せた竪穴住居43の覆土

上層を掘り込んだ状態

で検出された土城であ

.lH!.m! 

? 1・I "~an 

第315図 土壊130(1/30) ・出土遺物 (1/4)

CD、

~ 

1572 

lfan 

1573 

。
lm lfc:m 

第316図 土塘131 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

る。海抜2.35mの検出面での規模は、長軸長1.13m、幅67cm、検出面からの深さ21cmを測った。

出土遺物は、、甕が 1点検出されたにすぎず、・時期についての詳細は不明である。

土壊132(第151・317図）

8Ba区の竪穴住居43と一部切合った状態で検出された。長軸長1.49m、幅93cm、検出面か

らの深さ41cmの規模を見せるものであった。壁

から城底にかけては比較的緩やかな撓み状を呈

していた。

壊内からはへ土器の小片が散見された程度で

あった。土器には、甕、高杯、台付鉢等の器種

が見られた。甕は、口縁端部を上方に拡張する

ものである。また、高杯は短脚であるが口縁部

に対する受部の長さの割合はまだ受部のほうが勝

っており、上東・鬼川市III式併行と判断される。

゜
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第317図 土壊132(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第318図 土壊133(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守JII加茂B遺跡

土壊133 (第151・318図）

8Ba区において竪穴住居43と44の間に挟まれた位置に、海抜2.45mで検出された。長軸長

74cm、幅64cmを測り、平面楕円形を呈する比較的小規模な土城であった。

城内には、暗灰黄色を呈する土砂が 1層埋積しており、この上層には土器片の堆積が見られ

た。士器には、甕、高杯の器種が認められた。甕は口縁部をわずかに拡張する程度で、高杯も

短脚ながら杯受部は長く、上東・鬼川市11I式の様相を見せるものであった。

土壌134(第319図）

全体図に位置を落とすことが出来なかったが、 8Cb区と 8Cd区に跨がった所で、微高地

の下がり斜面に近い位置で検出された土城である。長軸長1.73m、幅50cmと平面隅丸長方形を

呈し、検出面から城底までの深さ約29cmを測った。城内からは、僅かな土器片の包含と西側に

かたまった状態で角礫 5個の遺存が確認された程度であった。なお、検出面肩口からは特殊壺

が 1点検出されたが土城との関係については判然としない。城内出士の土器は、高杯の口縁部

が相当の拡張を見せ、壺の口縁端部の在り方も上東・鬼川市皿まで遡らないものと考える。特

殊壺は、口縁立上がりを長くほぼ垂直に拡張し、外面にはヘラ描きによる沈線文が巡らされて

いた。また胎土中には角閃石を多量に含み、内・外面に赤色顔料の塗布が認められた。（島崎）
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1fan 
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第319図 土壊134(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2窄第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

(6) 土器溜り

土器溜り 1 (第151·320~325図、写真図版66)

9Ba区と 9Bc区に跨がった状態で弥生時代後期前半から古墳時代前半までの時期差をも

った多量の土器が最大長 5m、幅2m前後の範囲に溜り状を呈して検出された。面的な検出の

発端は、海抜2.90mにおいてであり、以下海抜2.60mまでの約30cmの幅に集中した様相を見せ

た。土器溜り下層には、遺構の密集度が著しい当該調査区にあっては例外的に竪穴住居• 土城

等の所在がまったく見られないことで、この地点はおそらく貝塚 1と同様弥生時代を中心に古

墳時代前半ま書での間土器廃棄場としての役割を果たしていたものと考える。傾向としては西側

に弥生時代が多く、東側に古墳時代の土器が見られ、順次変遷の状況が窺われた。

出土した土器は、破片が多い中、完全な状態の土器も多く検出された。ここでは後者の比較

的遺存状況の良好な土器を中心に抽出した。

壺には、長頸と短頸とがあり、長頸壺は頸部が長く直立に近いもので外面にはヘラ描沈線を

1本もしくは 3本単位で完結的に巡らせるもの1589・1590と螺旋状に巡らせるもの、さらに

は施文を見せない器種等が認められた。これはさらに口縁端部の拡張度によって型式分類も可

能で、概して拡張する程新しい傾向を示すとされる。ただし1590に関しては頸部と胴部との

在り方は古相を示すものと考える。こうした中、 1593と1596は形態的に非在地系と考える。

短頸壺についても傾向としては口縁部の拡張・調整の程度等の違いによって型式差の抽出は比

較的容易で、 1597・1598は上東・鬼川市II式、 1599はオノ町 I式、 1602はオノ町II式併行に

それぞれ比定される。 1600は口縁端部を拡張し、外面の稜線が鋭角的であることで備中西北

部地域に多く分布を見るものである。 1603も判然としないが同地域であろう。古墳時代の壺

には、 1625~1629が挙げられる。 1625は、頸部にヘラ描きによる線刻が認められ、型式的に

は讃岐地方に多い土器である。 1629はきわめて歪な胴部を有するもので、在地には見られな

い土器である。 1627は、内傾気味に上方へと伸びる口頸部を有し、東海地方の内胄口頸壺を

祐彿とさせるが、胎土には水漉粘土が用いられている。

甕は、 3点を掲載した。 1604は、小型に分類されるもので底部中央には焼成後の穿孔と底

部外面には煤の付着を見ることができる。 1606は古墳時代初頭に位置づけられる下田所式併

行に比定される甕である。外面剥落して判然としないが、口縁部外面には櫛描沈線の痕跡が確

認される。 1605は、外面にタタキの後ハケメ調整がなされ、内面にはナデ調整が見られた。

高杯1607~1611 は、上東• 鬼川市IIから同III式にかけてのもので、脚柱部は長脚から短脚

化傾向を見せる。 1610は、胎土が水漉粘土でこの中にあっては新相を示す。

鉢は、上東・鬼川市II式併行の大型鉢1612の他は概して小型品である。 1612は、体部最大

径の所に径3cmを測る円形の突起を左右一対取り付けたもので、内外面ともに丁寧なヘラミガ
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂B遺跡
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弥生時代後期後半の遺構・遺物
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一土器溜り 1出土遺物④ (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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第324図土器溜り 1出土遺物⑤ (1/4) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第325図土器溜り 1出土迫物⑥ (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡

l冒瓢¥S109 
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<之西 「―~=1ロ

0 M34 

~ 
第326図土器溜り 1出土遺物⑦ (1 /3・1/2) 

5cm 

キが施されていた。小型品は、底部平底を呈するものから丸底に近い状態のものまで見られ、

前者の鉢1613・1614・1617はいずれも口縁端部が拡張を見せず、胎土中にも砂粒を比較的多

く含む。 1613は、口縁部を直立させその外面に凹線文を施したもので、在地産の器種に類例

はなく備後南部地域からの搬入と考えられる土器である。 1621・1622は、器形に若干の違い

はあるものの口縁端部の拡張は同程度になされており、 1615・1 619・1620等とともにオノ町

I式の範疇に位置づけられる。台付鉢1618は、台の端部に古相を見せるが胎土には水漉粘土

が用いられており新相を示す。 1631・1632は、底部外面にヘラケズリによる器面調整が見ら

れる等基本的に丸底が意識されており、古墳時代初頭段階に位置づけられる。

鼓形器台1633は、形態的に山陰地方に多く見られる形状を見せるものであるが、胎土は水

漉粘土が用いられ、内外面には赤色顔料の塗布は確認されなかった。

手焙形土器1634・1635は、いずれも覆部で口縁端部を上下に拡張し、 1634には棒状と円形

の浮文が貼付されていた。時期については加飾化傾向から下田所以降と考える。

土器以外には、砥石、敲石、刀子、鉄鏃、不明鉄器等が検出されている。 （島崎）

-482-



第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

第 4節古墳時代前半の遺構・遺物

{ 1) 概要

この時期に属する遺構は、第329図に示すように、竪穴住居63軒、土城32基、土器溜り 1か

所である。竪穴住居は微高地上の全域に分布しており、平面形は方形ないし長方形を呈するも

公Klem

1. 暗褐色砂質土（含、炭・焼土） 5. 灰

2. 暗灰褐色砂質士（含、炭・焼土） 6. 暗黄灰色粘質土（含、炭・焼士）

3. 暗灰色砂質士（含、炭・焼土、貼床） 7. 炭

4. 炭 8. 暗灰褐色砂質士

第327図竪穴住居45(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡

のが主となり、円形ないし楕円形を呈するものが若干見られる。士堀はlOBC区周辺に集中し

ており、弥生時代後期に比べて数も少ないが、明確に時期を限定できないままに弥生時代後期

後半としたものの中に、古墳時代初頭に下るものが含まれている可能性を残している。竪穴住

居47の北端が削られている状況に示されるように、この時期にも微高地北端はより北に広がっ

ていたものと思われる一方、当時の地形をとどめると考えられる微高地南端でも、肩口の近く

まで竪穴住居が作られている。また、集落は調査区の東西それぞれに広がりが続いていたこと

が想定される。微高地南側の低位部では、弥生時代以降の水田経営が想定されるところである

が、この時期も含めて確認されなかった。 （光永）

(2) 竪穴住居

竪穴住居45(第327-334図）

llC b区に位置し、竪穴住居 l・46、土漿 8・9・54・145を削っている。

第327図に示す状況で検出されており、これを壁体溝．柱穴等の関係から 3段階に分けて、

新しいものから順に45A・45B・45Cとする。

竪穴住居45Aは、西辺が不詳であるが、平面形は隅丸長方形と想定され、長軸長6.02m、復

元短軸長4.94mを測る。南辺において深さ51cmが残る側壁はやや外傾し、南辺では幅20cm程度

の壁体溝を検出している。海抜高2.3_mの床面はほぽ平坦で、復元床面積は20.8m2となる。 4本

柱で、柱間は2.1~3.2m を

測り、主軸を南北方向に置
-—~------ ---

いている。柱掘り方は長径

48.....,,58cmの楕円形で、深さ

は47.....,,66cmを測り、側壁と

の距離は約60cmである。中

央穴その他の住居内構造は

不明である。

竪穴住居45Bは、東辺と

南西部が不詳であるが、平

面形は隅丸方形と想定され

て、南北長4.75m、復元東

西長4.4mを測り、復元床

面積は15.6面である。北辺

および南東部で幅15cm程度

の壁体溝を検出している。
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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第329図 古墳時代前半遺構配置図 (1/300)
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第330図竪穴住居458(上） ・45C(下） (1/80) 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

海抜高2.22mの床面はほぼ平坦で、

中央やや南寄りに平面形楕円形の中

央穴が位置する。長径67cm、短径59

cm、深さ50cmで、南肩口に灰の掻き

出しが見られる。柱構造は 4本柱で

あり、柱間は2.l-2.5mを測って、

主軸は南北方向に置かれる。柱掘り

方は、長径55---73cmの楕円形で、深

さは50---66cmを測り、側壁との距離

は25-40cmである。その他の住居内

構造については不明である。

竪穴住居45Cは、平面形は隅丸方

形と想定され、長軸長4.86m、短軸

長4.78mを測り、復元床面積は17.5

面である。西辺および南東部で幅10

---18cmの壁体溝を検出している。 4

本柱で、柱間は1.8---2.4mを測り、

主軸を東西方向に置いている。柱掘

り方は長径48---62cmの楕円形で、深

さ50cm以上である。中央穴その他の

住居内構造は不明である。

出土遣物には、壺．甕•高杯・鉢

• 台付鉢・器台・蓋•手捏ね土器・

製塩士器等の土器のほかに、砥石S

111・112、石錘S113、敲石S114、

鉄器M35がある。 1,636---1642は複合

口縁の壺であるが、 1641・1642では

頸部から口縁部への屈曲部が丸みを

もっている。甕1646---1648の口縁部

外面には櫛描沈線が巡らされてい

る。高杯には短脚と長脚があり、前

者の杯部には椀形の1678・1679が



2. 足守川加茂B遺跡

~ 

10cm 

竪穴住居45出土遠物① (1/4) 

考えられる。杯部は他に 2種類があり、口縁部に段を有する1673・1675・1676と、直線的に

あるいは若干外反しながら斜め上方へ広がる 1677・1680........ 1684がある。脚部の透かし穴は 3

孔のものが多く、長脚の脚柱部には中空化が認められる。 1638・1644・1667等に古い要素を

もつものの混入がみられるが、最終的な廃絶時期は、亀川上層式併行期に求められる。
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第332図竪穴住居45出土遺物② (1/4) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

~16~ ~/ 

1673 

1676 

二—-~ 
二-=、` ヽ

1677 

土

~~oー／

二
三

''  

＼ 

1681 

"" 

1682 

＝ー／

ぷ忍’心沢A

今
A
7

⑤
 

ど
牝
．
1

‘̀＇ 

1694 

~~ ~,1693 

竪穴住居45出土迫物③ (1/4) 

閉m

第333図

-490-



第 2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

--
S 112 

S 114 

゜一5cm 

S 111 .S113  

第334図竪穴住居45出土遺物④ (1/3・1/2) 

竪穴住居46(第329・335-337図、写真図版67)

llCa区から llCb区にかけて位置し、竪穴住居 1、土城56・

57・145・168を削り、竪穴住居45に削られている。

北東隅を欠いているが、平面形は方形と想定され、南北長5.45m、

東西長5.32mを測り、北辺で深さ30cmが残る側壁はほぼ直立し、床

面積は23.1面に復元される。北辺を除いた 3辺では側壁沿いに幅12

-42cmのベッド状遺構が確認され、その内側では幅23-77cmと不規則な壁体溝を検出している

こロ
贋"M35 

゜
5cm 

が、北辺では壁体溝も確認されていない。中央やや南寄りに、平面形が72X5lcmの楕円形で深

さ50cmの中央穴が位置し、その南側の床面には灰の掻き出しが認められる。柱構造は 4本柱と

考えられ、 10本の柱穴の検出状況から 1回の建替えが想定される。内側の 4本は、柱間2.0-

2.4mを測り、柱掘り方は長径50-73cmの楕円形で、深さ39-58cm、側壁との距離50-126cmで
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2. 足守川加茂 B遺跡
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1. 灰褐色粘土（含、灰褐色細砂）

2. 焼土・炭

3. 灰褐色粘土（含、炭）

4. 灰色粘士（含、炭・焼土・灰色細砂）

5. 灰褐色粘土 ． 
6. 淡灰色細砂（含、灰色粘土塊）

7. 灰色粘士（含、炭・灰色細砂）

8. 灰色粘土（含、黄橙色細砂）

9. 灰色粘土（含、灰色細砂）

10. 灰色粘土

11. 灰色粘士

。
2m 

□― 
1 M36 

一゚
3cm 

第335図 竪穴住居46(1/60) ・出土遺物① (1/2) 
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第 2章第 4節 古墳時代前半の遺構畢遺物

1695 

1696 

1699 1701 

1697 

1704 

1708 

1703 

1709 

1706 □□ IOan 

1710 

1707 
第336図竪穴住居46出土遺物② (1/4) 

ある。外側の 4本は、柱間2.8-3.5mを測り、柱掘り方は長径28-56cmの長方形で、深さ48-

58cm、側壁との距離30-~0cmである。建替えは、ちょうどベッド状遺構の部分について拡張さ

れた可能性がある。住居埋没後、上層に士器溜り 2が形成されている。
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2. 足守川加茂B遺跡

1712 1714 

1713 1715 

1716 

'f皿

第337図竪穴住居46出土遺物③ (1/4) 

出土遺物には、壺1695---1698、甕1699---1703、高杯1712---1716、鉢1704---1711等の土器

の他に鉄器M36がある。 1702・1703はやや内傾する口縁部外面に櫛描沈線が巡り、体部内面

◎
 ~ 

300an 

1. 黒灰色砂質土

（含、焼土多、炭• 灰）

2. 炭・灰

3. 暗黄灰色砂質士

（含、黄色砂塊）

4. 暗黄灰色砂質土

5. 黄灰色砂質士

6. 黄色砂（貼床）

7. 灰褐色砂質土

（含、炭・焼士）

8. 炭

9, 炭・灰

第338図竪穴住居47(1/60) 
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第2章第4節 古項時代前半の遺構・遺物

下半には指頭圧痕が残る。高杯には

長脚と短脚があり、杯部にも 3形態

がみられる。鉢には平底が残り、深

さをもつ。 1704は弥生土器の混入

とみなされ、時期は、下田所式併行

期に比定される。

竪穴住居47(第329・338-340固）

llCa区に位置し、竪穴住居 4、

土城58を削っている。第338図に示

される状況で検出され、 1回の建替

えが想定される。以下、新段階を47

A、古段階を47Bとする。

,,,.--, 
(¥  
¥ I 
'- I 
ヽノ

-----I ヽ
＼＼  

'-ー／
.d乏

2m 竪穴住居47Aは、北辺が不明であ

るが、平面形は隅丸方形と想定され

て、東西長4.43mを測る。深さ29cm

が残る側壁はやや外傾し、壁体溝が

巡っている。複数回貼床された床面

冒,,.,_は海抜高2.54mを測り、ほぼ平坦で

ある。 4本柱のうち 2本で柱痕跡を

確認しており、柱間は2.0-2.5mと

想定され、主軸を南北方向に置いて

いる。中央やや南寄りに62X52X22

DJan cmを測る楕円形の中央穴が位置し

0
1
 

C28 

ャ

第339図竪穴住居47A(上） ・478(中） (1/80) 
・出土迫物① (1/2) 

て、その北側を中心に2.0X1.8mの

範囲で灰の掻き出しが見られ、その

範囲の北東隅には台石がある。

竪穴住居47Bは、北東部の壁体溝

により、平面形は隅丸方形と考えら

れるが、規模は不明である。床面は

47Aより 10cm近く低く、海抜高2.45

mで、中央部がやや高い。柱構造は

4本柱と考えられるものの、南東の
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第2章第4節古墳時代前半の遣構・遺物

1本を除いて47Aへの再利用を考えざるをえない。柱掘り方は67X 52 X 60cmの楕円形で、柱痕

跡が確認されている。中央穴は47Aの中央穴の下層に位置し、 80X43X38cmの楕円形を呈する。

東辺の壁体溝から10cm内側では、 71X63X3Qcmを測る方形土城が検出されている。その他の住

居内構造については不明である。

出土遺物には、壺• 直口壺・ 甕•高杯·鉢• 台付鉢・ミニチュア甕・支脚等の土器の他に、

分銅形土製品C28が混入しており、炭化米もある。 1720・1721・1725・1726の口縁端部はや

や内傾し、外面には櫛描沈線が巡る。胴部最大径は高い位置にあり、底部はほぽ丸底で、

1723・1 725・1 726の内面には指頭圧痕がみられる。 1717• 1718・1722等に弥生土器の混入も

みられるが、時期は下田所式併行期に

比定される。

竪穴住居48•49

（第329・341----346図）

llB区東辺中央部に位置し、西端を

調査区外に置いて、竪穴住居4・5・

20、土城11・73・74を削っている。

調査時には同一の住居として検討し

ていたが、建替えというよりは建直し

と考えられるに至り、第341図に示す

状況を竪穴住居48、第342図を竪穴住

居49として整理した。竪穴住居49につ

いては、さらに 1回の建替えが想定さ

れ、新段階を49A、古段階を49Bとす

る。出土遺物については、一部を除い

て峻別できていない。

竪穴住居48は、平面形は方形ないし

長方形と想定され、南北長4.42m、最

大東西長2.7mを測る。深さ35cmが残

る側壁はほぽ直立し、床面の海抜高は

2.46m前後で、南辺では幅15cm程度の

壁体溝を検出している。柱構造は 4本

柱と考えられ、可能性のある 3本を検

出しているが、南東の柱穴は浅い。中

~ 

｀ ゜
2m 

1. 淡褐灰色砂質土（含、炭・焼士）

2. 淡灰褐色砂質土（含、炭・焼土）

3. 淡灰褐色砂質土（含、炭・灰・焼土多）

4. 灰褐色砂質土（含、炭）

5. 褐灰色砂質士（含、炭）

6. 灰褐色砂（含、黄灰色砂質土多）

7. 灰褐色砂質土

第341図竪穴住居48(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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第342図

゜
5cm 

竪穴住居49 (1/60)• 竪穴住居48・49出土遺物① (1/2• 1 /3) 

央穴その他の住居内構造については不明である。

竪穴住居49については、第342図の土層断面において、上層の第11層

を貼床とする49Aと、下層の第11層を貼床とする49Bとして捉えられ、

中央穴が掘り直されている状況も見える。

1. 淡褐色砂質士
（含、焼土・炭）

2. 褐灰色砂質土

3. 褐灰色砂質士
（含、黄灰色土多）

4. 炭・灰

5. 褐灰色砂質士

6. 褐灰色砂質土

（含、黄灰色砂質士）

7. 灰色粘質微砂（含、炭）
8. 炭・灰

9. 灰色微砂（含、淡黄灰色砂）
10. 淡黄灰色砂

（含、灰色粘質微砂塊）

11. 淡褐灰色砂質土
（含、淡黄灰色砂多）

12. 褐灰色砂質土
（含、黄灰色砂質土塊）

13. 褐灰色砂質土
（含、炭・黄灰色砂質士塊）

14. 褐灰色砂質土

15. 黄灰色砂（含、灰色砂）
16. 灰褐色砂質土

（含、黄灰色砂質土・焼土）

17. 褐灰色砂（含、炭）

18. i炎黄灰色砂

（含、灰色砂質土・炭）

19. 褐灰色砂質土
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第 2章第4節古項時代前半の遺構・遺物

竪穴住居49Aは、平面形は方形ない

し隅丸方形と想定され、南北長4.47m

を測り、床面の海抜高2.33m前後で、

南辺では壁体溝が検出されている。 4

本柱で、柱間は2.3------2.4mを測り、主

＼ー、 三 / 軸を南北方向に置いている。柱掘り方

—• - --- は長径48_.___75cmの楕円形で、深さ58------
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79cmを測り、側壁との距離は40-90cm
__m:m 

である。中央やや南寄りには、短径60

cm、深さ54cmの中央穴が位置する。

竪穴住居49Bは、平面形は隅丸長方

形と想定されるが、規模は不明である。

床面の海抜高は2.26mで、壁体溝は乎

面的には確認されなかった。 4本柱の

うちの 3本を検出し、北西の柱は49A

より西側に所在する可能性がある。柱

間は2.lmと2.2mで、主軸は東西方向

である。柱掘り方は楕円形で、長径41

-59cm、深さ42----60cmを測り、側壁と

の距離は50----100cmである。中央やや

東よりに位置する中央穴は、深さ55cm
如

2m 

を測る。図示できなかったが、東辺沿

いに方形土漿があり、第346図に示す

土器が出土している。

竪穴住居48・49の出土遺物には、

壺・甕•小形甕．甑•高杯・鉢•台付鉢・蓋•製塩土器・手捏ね土器等の土器の他に、土錘C

第343図竪穴住居49A(上） ・498(下） (1/80) 

29・30、砥石 S115、石錘S116、鉄鏃M37がある。甕のうち1743・1744は口縁部外面に櫛

描沈線が巡り、 1743・17 45・177 4では底部内面に指頭圧痕が見られる。高杯の杯部は椀形の

ものと口縁部が斜めに立ち上がるものに分けられ、後者にあっては口縁部がやや外反する傾向

がある。脚部には短脚のものとやや長いものがある。鉢のうち1752・1753・1775は複合口縁

で、口縁端部が上方に拡張されている。 1740は山陰系土器と考えられる。時期については、

古い要素が多くみられるが、 1743により下田所式併行期に求められる。
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2. 足守川加茂B遺跡
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第2章第 4節 古墳時代前半の選構・遺物

1752 

1753 

1756 

1763 

1758 

1760 

•こ:<'一
1768 

。 閉ロ

第345図 竪穴住居48・49出土遺物③ (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡

竪穴住居50(第329・347-

349図、写真図版68)

11cc区からllCd区にか

けて位置し、竪穴住居 2 . 

6・8・19・51、土城67-70

を削っている。

平面形は長方形を呈して、
"' 

長軸長4.67m、短軸長4.26m

をそれぞれ測り、床面積は約

16面である。深さ30cmが残る

側壁はやや外傾し、南辺を除

いて幅20cm程度の壁体溝が検

出されている。壁体溝はこれ

の15-40cm内側でも部分的に

1条が検出されており、建替
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第346図 竪穴住居48• 49出土遺物④ (1/4) 

えの可能性がある。その際に復元される東西長は、 3.62mを測る。柱構造は 4本柱と考えられ、

3本を検出している。柱間は1.7mと2.0mで、主軸を東西方向に置いている。柱掘り方は円形

で、径15~32cm、深さ 38~45cmを測り、側壁との距離は75~105cmである。中央穴は西の柱穴

間に位置し、 60X45X7 cmの瓢形で、西側壁の一部に焼土面が見られる。東半において、径50

cm、深さ 7cmの円形の土城を検出した他に、南辺に接して二つの方形土城を検出している。そ

れぞれ68X5QX33cmと、 56X36X4lcmの規模で、西の方形土城からは土師器の甕 2点が出土し

ている。この他に、台石と考えられる角礫 3個が床面で検出されている。

出土遺物には、壺• 直口壺•小形丸底壺．甕•高杯・鉢• 製塩土器・ミニチュア （甕•高

杯・鉢・蓋）等の土器の他に、鉤M38がある。 1776・1777は複合口縁が外傾しており、頸部

からの屈曲部は鋭くない。 1785~1787·1789·1790の口縁部外面には櫛描沈線が巡らされて

おり、丸底である。高杯には長脚と短脚があり、杯部にも 2形態が認められ、 1802の脚柱部

は中空である。 1aoa~1a11 は丸底で、浅くなっている。 1778·1793・1813等の混入もある

が、住居廃絶の時期は亀川上層式併行期に求められる。

竪穴住居51 (第329・350図、写真図版68)

11cc区に位置し、竪穴住居2・4・5・19、土堀15・70を削り、竪穴住居50に削られる。

東半を失っているが、平面形は方形ないし長方形と想定され、南北長3.76mを測る。深さ32

cmが残る側壁はやや外傾し、北辺の一部で壁体溝を検出している。柱穴は 2本を検出したが柱
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第347図 竪穴住居50(1/60) ・出土遺物① (1/2) 

構造は不明であり、この 2本を生かせば2本柱と考えられる。床面の海抜

高は2.5mである。中央穴その他の住居内構造については不明である。

出土遺物には、壺1815、鉢1816がある。 1815は水漉粘土で作られてい

るが、細い頸部から口縁部が斜め上方へ開き、端部がさらに斜め上方へ拡

張されており、非在地系土器である。 1816は歪んで平面形が楕円形を呈

し、底部外面はヘラケズリされている。 1816の特徴と、竪穴住居50との

関係から、時期は亀JII上層式併行期に求められる。

竪穴住居52(第329·351~353図）

nee区からlOCa区にかけて位置し、竪穴住居19、土城14・23・79・

172・173を削っている。

平面形は隅丸方形を呈し、長軸長4.6m、短軸長4.35mをそれぞれ測り、
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2. 足守川加茂 B遺跡

`>
第348図 竪穴住居50出土遺物② (1/4) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

1801 

1807 

lfcm 

1803 

~ 
1804 1805 

1808 

1809 1811 

第349図竪穴住居50出土遺物③ (1/4) 

床面積は約15.2面に復元

される。深さ28cmが残る

側壁は、ほとんど直立し

ており、壁体溝は検出さ

れなかった。西辺中央付

近と、中央部南寄りで床

面における段の肩が検出

されており、南辺にベッ

ド状遺構が存在した可能

性を示している。これ以

外の床面の海抜高は2.84

m前後である。柱構造は

4本柱で、柱間は1.7-

1.9mと想定され、主軸

は南北方向に置かれてい

る。柱掘り方は、径32---

1810 

-(Q)-

-0-

1813 

1814 

1815 

如

へ乙ぅ
. ・-' 
`― 

-.--. 
• I••' ．、

1816 

10叩

o.―
 

2m 

1. 茶褐色士

（下面に炭層）

2. 淡茶褐色土

第350図 竪穴住居51 (1/60) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

42cmの円形で、深さは60-68cmを測り、側壁との距離は95-140cmである。中央やや南寄りに

位置する中央穴は、 2段に掘られており、東西径l.Omの楕円形で緩く下がり、その中央が径

30cm、深さ28cmに掘られている。埋土のJ:.層には、炭・焼土が含まれている。

出土遺物には、壺1817・1818、甕1820-1823、高杯1824--1828、鉢1829-1832、台付鉢

1833~1835、器台1836、手焙形土器1837、製塩土器1838~1844、 ミニチュアの壺1819等の土

器の他に、砥石S117・118、鉄器M39がある。高杯1824は、中実のやや短脚で、浅い杯部から

口縁部がやや外反しながら斜め上方へ高く立ち上がるもので、 1825~1827 もやや短脚である。

1837の鉢部外面はタタキメ調整され、開口部の端部は外側へ折り曲げられて上端は角状の突起

となっている。

遺物の示す時期は

古い様相が強いが、

遺構の関係等から古

墳時代初頭に属する

ものと考えられる。

竪穴住居53

（第329・354・355

図、写真図版67)

11cc区南西部に

位置し、竪穴住居4

-----6・19・21、土城

15・16・72を削って

いる。

平面形は方形で、

長軸長3.97m、短軸

長3.75mを測り、床

面積は13面に復元さ

れる。深さ15cmが残．

る側壁はやや外傾し

ており、北辺の一部

では側壁から10cm程

度内側で壁体溝を検

B —--
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,'1 ----,,,、;¥
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-o~ --. ~\:----
ヽ.... ____一，，パ〗-

A 

1. 黄褐色土（含、焼土・炭）

2. 灰黄褐色土

----1i. 

__[ 

330cm ・A 

. ―-
B 330cm、

B 

｀ ゜
2m 

出している。 この部 第351図 竪穴住居52(1/60) 
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第352図竪穴住居52出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第353図 竪穴住居52出土遺物② (1/3• 1/2) 

B
|
r
 
_
_
 l
 

L_  

桐
-ヨ A 

i、:~j〉
Q I 

゜ ___E 

立幽町＼＇

~: :::::: 疇 -
3. 炭
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

~( 

1847 

巳 三ニロ/

三？
1849 

1853 

10cm ~~ 

口瞬

TH函

ァ＿―

第355図竪穴住居53出土遺物
(1/4• 1/2) -T~J-1 --o-『

分から西辺にかけてと東辺の南半では、

最大幅23cm程度の段が見られる。柱構造

は4本柱で、北西の柱穴では柱痕跡を確

認しており、柱間は1.s~2.urn を測って、

主軸を南北方向に置いている。柱掘り方は、径25~4ocm

I 

: ~ ュ一つノ M40 

I 

こ~-~丘竺ーグクク M41 

-゚— .3cm 
の円形で、深さ 40-----55cm を測り、側壁との距離は6o~so

cmである。中央施設は、最大長径110cm、短径98cmで不

整な楕円形を呈する浅いくぼみの中央部に、 48X37X15 

cmの平面形楕円形の中央穴が掘られるもので、上面には

炭の堆積が認められる。

出土遺物には、甕•高杯·鉢·製塩土器等の士器の他

に、鉄器M40・41がある。 1845・1846の口縁部外面に

は櫛描沈線が巡らされており、 1846の口縁端部はほぼ直

立している。 1849の口縁部は、外反せずに斜め上方へ

拡張されている。 1855等の弥生土器の混人もあるが、

1845・1846により、時期は、古墳時代初頭に求められる。

竪穴住居54(第329・356図）

lOB b区北西部に位置し、竪穴住居55を削っている。

北半の状況が不明であるが、平面形は方形ないし長方

(ク,:-'er-

310cm 

“ 。
2m 

1. 灰褐色砂（含、炭・焼土）

2. 灰褐色砂（含、灰色粗砂多）

3. 灰褐色砂（含、黄褐色砂小塊多）

第356回 竪 穴 住 居54(1/60) 
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2 . 足守川加茂B遺跡

形と想定され、最大東西長2.45m、最大南北長1.3mを測りうるのみである。深さ22cmが残る側

壁はほぼ直立しており、壁体溝は検出されていない。床面の海抜高は2.67mで、ほぼ平坦であ

る。中央部には平面が楕円形と想定される深さ26cmの土城が位置しているが、柱穴は検出され

ていない。中央穴その他の住居内構造についても不明である。 3層に分けられる埋土のうち、

第 1層には炭・焼土が含まれている。

遺物は出土していないが、周辺の遺構との関係から、古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居55(第329・357図）

llB d区からlOBb 区にかけて位置し、竪穴住居 3·22·55~59、土城 3·76·185を削り、

竪穴住居54に削られて

いる。

北辺が調査区の境に

想定されるために不明

であるが、平面形は方

形ないし長方形で、東

西長5.68m、最大南北

長4.75mを測る。深さ

34cmが残る側壁は直立

しており、 3辺とも幅

10---23cmの壁体溝を検

出している。床面の海

抜高は2.66mである。

柱構造は 4本柱で、柱

間は1.7---2.0mを測っ

て、主軸は南北方向に

置かれている。柱掘り

方は長径56---67cmの楕

円形で、深さ35---76cm

を測り、側壁との距離

はl.25---l.95mである。

中央南寄りでは、

1.7X0.9cmの楕円形の

範囲で灰の掻き出しが

＼ 

-G-

一c-

◎
 

(/) 

き-= ニ＝

i胆竺

rr~r~ 疇
0 2m 

1. 灰褐色砂（含、炭・焼土） 3. 暗灰褐色砂

2. 灰褐色砂（含、炭・焼土、上面に炭・灰層）

第357図竪穴住居55(1/60) 
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第 2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

認められ、その北部に中央施設の存在が想定され

るが、遺構としては確認されなかった。 3層に分

けられる埋土のうち、第 1・2層には炭・焼土が

含まれ、その境には炭・灰が面をなしている。

遺物は出土していないが、周辺の遺構との関

係から古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居56(第329・358図）

llB d区南東部に位置し、竪穴住居3を削り、

＼＼ 竪穴住居55に削られている。
Iヽ

~ 正'~,

。
2m 

1. 淡灰褐色砂（含、炭）

2. 灰褐色砂

第358図 竪穴住居56(1/60) 
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第359図竪穴住居57(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡

北西部から西辺にかけてが検出されたのみで全容は不明であるが、平面形は方形ないし長方

形と想定される。深さ35cmが残る側壁はほぽ直立し、壁体溝は検出されていない。床面の海抜

高は2.59mである。柱穴は床面で 2本を検出したが、いずれも側壁に近く、柱を構成するもの

かどうか不確かであり、柱構造は不明である。西側壁から東へ2mの位置に、短径42cmの浅い

楕円形の土城が検出されているが、この住居に伴うかどうか不明である。

遺物は出土していないが、周辺の遺構との関係から、古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居57(第329・359図）

llB d区からlOBb区にかけて位置し、竪穴住居 3・58・59を削り、竪穴住居54・55に削ら

れている。

東辺から南辺にかけてが検出されたのみで全容は不明であるが、平面形は隅丸方形と想定さ

れ、幅15cm前後の壁体溝を検出している。床面は海抜高2.57m前後で貼床されており、断面観

察によれば、南東隅から約 2m内側に浅くくぽんで炭が堆積する部分が認められるが、平面的

には確認できていない。柱穴は検出されておらず、柱構造は不明である。前記の炭の堆積部分

以外には中央施設その他の住居内構造は不明である。

遺物は出土していないが、周辺の遺構との関係から、古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居58(第329・360図）
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lOB b区に位置し、竪穴住居55・57に

削られている。
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゜
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nu卜

3. 淡黄褐色砂質土（含:淡白褐色砂塊多）
2m 
I 4. 淡黄褐色砂質土（含、炭多）

第360図竪穴住居58(左） ・59(右） (1/60) 
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

東端が不明であるが、平面形は楕円形を呈し、最大長径3.65m、短径3.29mを測る。深さ37

cmが残る側壁は外傾し、壁体溝は検出されていない。床面はほぼ平坦で、海抜高2.33mである。

2本の柱穴を検出しており、柱間は2.75mである。柱掘り方は径25cm前後の円形で、深さ40---

43cm を測り、側壁との距離は20~3ocmである。中央部には60X30cmの範囲に炭の堆積が認めら

れ、埋土の第4層にも炭が多く含まれている。これ以外には、中央穴その他の住居内構造につ

いては不明である。

遺物は出土していないが、周辺の遺構との関係から、古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居59(第329・360図）

llB d区南西部に位置して、竪穴住居3・22、土城3・76を削り、竪穴住居55・57に削られ

ている。

南東隅を検出したのみで全容は不明であるが、平面形は方形ないし長方形と想定され、最大

南北長1.8m、最大東西長1.lmを測る。深さ 3cmが残るのみで、床面の海抜高は2.4m前後と想

定され、壁体溝は検出されていない。柱穴• 中央施設をはじめとする住居内構造については不

明である。

-------------

遺物は出土していない

が、周辺の遺構との関係

から、古墳時代初頭に比

定される。

1. 灰褐色砂

（含、炭・焼士・灰黄色土小塊）

2. 褐灰色砂

（含、炭・焼土・灰黄色土小塊）

3. 褐灰色砂（炭層を挟む）

4. 灰色砂

5. 炭・灰

6. 炭・灰

7. 灰褐色砂（含、黄灰色砂塊）

8. 黄褐灰色砂質土（含、炭）

9. 暗褐灰色砂（含、炭）

~ 10. 暗灰色砂（含、灰褐色砂塊）

11. 暗灰色砂（含、炭）

12. 褐灰色砂

13. 灰色租砂

14. 灰色粗砂（含、灰褐色砂塊．灰）

15. 暗灰色砂（含、灰褐色砂塊）

第361図竪穴住居60(1/60) 

-513-



2. 足守川加茂B遺跡
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第362図竪穴住居60出土遺物 (1/4• 1/3) 

竪穴住居60(第329・361・362図、写真図版69)

lOC b区に位置し、竪穴住居10・25を削っている。

東隅を調査区外に置くが、平面形は方形と想定され、長軸長4.32m、短

軸長4.22mを測り、深さ29cmが残る側壁はほぼ直立して、床面積はl6.6m2

に復元される。第361図に示されるように、北隅部では壁体溝が重複しな

冒
量

S119 

し一,,.Jan
がら 3条検出されており、南隅でも 2条が検出されている。これにより、

2回の建替えが想定されるが、柱穴等についてはそれを裏付ける状況を読み取ることができな

い。最終床面については、第 1・2層下面がこれに相当するものと考えられ、海抜2.4----2.5 m 

を測る。この面にあっては側壁からl.lrn前後内側に直線的な段が認められ、この間がベッド
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

状遺構とみなされる。柱構造は 4本柱と考えられ、 7本を検出しているが、組合せを決めがた

い。柱掘り方は、長径35-----72cmの楕円形で、深さ35-----52cmを測る。いずれにせよ、主軸方向は

東西方向に置かれている。中央施設は中央南西寄りに位置し、 170X88cmに復元される浅いく

ぽみの南が、 110X45 X 30cmに復元される規模で掘られ、これに炭・灰が充填されている。ま

た、南の柱穴の外側の床面には80X45cmの範囲で焼土面が認められ、西の柱穴の外側に52X

50X58cmの方形土城が検出されたほか、東の柱穴に削られる85X60cmの楕円形の浅い土城も検

出されている。埋土の第 1・2層には炭・焼土が多く含まれる。

出土遺物には、壺• 甕•高杯・鉢•台付鉢•製塩土器等の土器の他に、砥石 S 119がある。

1862は、小さく平らな杯部から口縁部が大きく斜め上方にのびている。弥生土器の混入もみら

れるが、時期は下田所式併行期に求められる。

竪穴住居61 (第329・363図）

lOC a 区に位置し、竪穴住居62~64を削っている。調査手順の関係で東隅を検出できたのみ

であり、全容は不明であるが、平面形は方形と想定される。深さ10cmが残る側壁はやや外傾し

ており、床面の海抜高は2.57mで、壁体溝は検出されていない。北東辺から 8cm内側で108X

85X 13cm を測る方形土城を検出した他は、柱穴• 中央施設をはじめとする住居内構造は不明で

ある。出土遺物には、甕1874、高杯1875、鉢1873の他に、勾玉S120があり、 1875は混入の

可能性を残すが、時期は古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居62(第329・364図）

lOB b区からlOCa区にかけて位置し、竪穴住居63・64、土城25・27・88・89を削り、竪穴

C-~~ —ー／
1873 

二戸
1874 1875 

290cn 

疇 ~ : ::::! 質ふ

。
10cm 

り5 
S120 

一゚
1cm 

゜
2m 

第363図 竪穴住居61 (1/60) ・出土遺物 (1/4• 1/1) 
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2. 足守川加茂B遺跡

住居61・65に削られている。

調査手順の関係で北東部が不詳であるが、第364回に示す状況で検出されており、 1恒lの建

替えが想定される。北側に位置する古段階の部分は、平面形は方形ないし長方形に想定され、

最大東西長3.07mが知られるのみであり、海抜高2.87mの床面で部分的に壁体溝が検出された

他は、住居内構造については不明である。新段階も平面形は長方形と想定され、長軸長5.73m、

短軸長5.47mを測る。深さ21cmが残る側壁はほぼ直立し、幅13-22cmの壁体溝が巡らされて、
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5. 炭

6. 焼土（上面は床面？）

7. 灰褐色土

8. 黄灰色砂質土（貼床）

第364図 竪 穴 住居62(1/60) 
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第2京第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第365図 竪穴住居63(1/60) ・出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第366図 竪穴住居63出土遺物② (1/4) 
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南半で貼床の認められる床面の海抜

高は2.89mである。柱穴は検出され

ず、柱構造は不明である。中央やや

東寄りに平面形が73X73cmの方形を

呈する中央穴が深さ20cmで2段に掘

られており、その南肩口には 3層に

分層できる炭の堆積が見られる。こ

の中央穴の南1~3m には135X90cmの

隅丸長方形を呈する浅い土城があ

り、その北半にも 130X40cmの範囲

で炭の堆積が認められる他、中央穴

の西l.lrnで径25cm、北35cmで径80

cmの焼士面が検出されている。

時期を明確にする遺物はないが、

周辺の遺構との関係から、古墳時代

初頭に属するものと考えられる。

竪穴住居63 (第329·355~357図）

第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

． 
S122 

5叩

゜一
第367図 竪穴住居63出土遺物③ (1/3) 

lOC a区に位置し、竪穴住居64、土城27・176を削り、竪穴住居61・62に削られている。

旱西半については不明であるが、平面形は方形ないし長方形と想定され、南北長5.lm、最大

東西長2.9mを測る。深さ21cmが残る側壁はやや外傾し、壁体溝は検出されていない。北辺と

南辺にはベッド状遺構が伴っており、北辺で幅1.15m、高さ15cm、南辺で幅l.3-----1.45m、高さ

20cmをそれぞれ測り、中央部の床面で海抜高2.7mである。柱構造は 4本柱と考えられ、ベッ

ド状遺構の内側で 3本を検出しており、柱間は1.4mと1.9mで、主軸は南北方向に置かれてい

る。柱掘り方は径33-----48cmの円形で、深さは40cm前後に揃っており、側壁との距離は90-----150

cmと想定される。北側の柱穴間では、短軸長50cm、深さ 5cmを測る長方形の土城を検出してい

る。埋土のうち、第 1層の下面で土師器の大形片がまとまって出土している。

出土遺物には、壺1877、直口壺1876、甕1880~1882、高杯1883-----1887、鉢1889-----1891·

1893-----1901、器台1888、製塩土器1878・1879、ミニチュアの甕1892等の土器の他に、砥石

S 121・122がある。 1880----1882は口縁部外面に櫛描沈線が巡らされ、体部内面下半に指頭圧

痕が見られる。高杯の口縁部は斜め上方に大きく拡張されており、 1884では口縁部径は杯部径

の2倍以上となって若干内反している。 1877の底部は丸底で、厚い円盤となっている。古い

要素をもつものも散見されるが、時期は下田所式併行期に求められる。
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2. 足守川加茂 B遺跡
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竪穴住居64(第329・368図）

10 Ca区に位置し、土城

25・26を削り、竪穴住居62・

63に削られている。

南半については不明である

が、平面形は方形ないし長方

形と想定され、東西長5.2m、

最大南北長I.Omを測る。深

さ19cmが残る側壁はほぽ直立

し、壁体溝は検出されておら

ず、床面の海抜高は2.87m前

後である。柱構造は 4本柱と

考えられ、このうちの 1本に相当するとみなされる 2本の柱穴を検出しているが、建替えを想

~~~ 

~
 

~
 

． 
S123 

゜
2m lb,_, 1,,...Jan 

第368図 竪穴住居64(1/60) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 

定する材科は他にはない。柱掘り方は長径35~42cmの楕円形で、深さ33cm と 50cm、側壁との距

離は70cmである。中央穴その他の住居内構造については不明である。

出土遺物には、甕1902、高杯1905・1906、製塩土器1903・1904の他に、磨製石斧片を転

用した敲石 S123がある。高杯の口縁部は直線的に斜め上方に拡張されている。これらの遺物

と周辺の遺構との関係から、時期は下田所式併行期に比定される。

竪穴住居65(第329・369図）

lOB b区に位置し、竪穴住居62、土堀89・232を削っている。

調査手順の関係で東半について不明であるが、平面形は方形ないし長方形と想定され、南北

長3.94m、最大東西長0.9mを測る。深さ49cmが残る側壁は直立しており、床面の海抜高は2.48

mで、壁体溝は検出されていない。柱穴•中央穴等の住居内構造については不明である。
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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1. 暗褐灰色砂（含、炭）

2. 褐灰色砂（含、灰色粘土）

第369図 竪穴住居65(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第370図竪穴住居66(1/60) 

出土遺物には、壺• 直口壺．甕•高杯・鉢・ミニ

チュアの高杯等の土器がある。 1909の口縁部外面に

は櫛描沈線が巡らされ、 1910の口縁部は 2段に開く。

時期は、下田所式併行期に比定される。

竪穴住居66(第329・370図）

IOC d区に位置し、竪穴住居26、土城190を削り、

竪穴住居68に削られている。東辺の一部と床面を検出

したのみで全容は不明であるが、平面形は方形ないし

長方形と想定され、最大南北長は2.9mを測る。深さ33

cmが残る側壁は直立し、床面の海抜高は2.45mである。

壁体溝は検出されず、柱穴その他の住居内構造につい

ても不明である。遺物は出土していないが、古墳時代

初頭に属するものと考えられる。

竪穴住居67(第329・371図）

lOC d区北西部に位置し、竪穴住居27-29・69、土

壊95---97・194・195を削り、竪穴住居68・70、土城233

に削られている。

平面形は不整な方形と想定され、 2条検出された壁

体溝から 1回の建替えが考えられ、古段階が4.87X4.8

-521-



2. 足守川加茂B遺跡
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1. 灰褐色砂（含、炭・焼士）

2. 暗褐灰色砂（含、炭）
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第371図 竪穴住居67(1/60)・出土遺物 (1/2)

m、新段階が5.47X4.87mの規模に復元される。深さ15cmが残る側陛はほぽ直立し、床面の海

抜高は2.47m前後でほぼ平坦である。柱構造は 4本柱で、柱間2.8-3.lmと想定され、主軸を

南北方向に置いている。柱掘り方は長径40-50cmの円形で、深さ43-50cmを測り、側壁との距

離は30-90cmである。中央やや南に位置する中央穴は、楕円形に復元されて深さ38cmを測る。

埋土には、炭・焼土が含まれている。
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

出土遺物には、鉄器M42の他に、口縁部外面に櫛描沈線を巡らせる土師器の甕が出土して

おり、時期は古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居68(第329・372-374図、写真図版69)

lOC区東半に位置し、竪穴住居25・26・66・67、土城94・192を削っている。

平面形は方形で、長軸長4.15m、短軸長3.69mをそれぞれ測り、床面積は13.2面である。深

さ36cmが残る側壁は直立からやや外傾し、壁体溝は検出されていない。西辺を除く 3辺では、

側壁から45-llOcrn内側に段があり、この間がベッド状遺構と考えられる。床面の海抜高は、

中央部で2.34m、ベッド上で2.55mである。 4本柱で、柱間は1.8-2.0mを測り、主軸は東西方
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2. 暗褐灰色砂（含、炭） 7. 炭・灰

3. 暗褐灰色砂（含、灰色粗砂） 8. 暗灰褐色砂（含、褐黄色砂小塊多）

4. 灰褐色砂（含、炭） 9. 暗灰褐色砂

5. 暗灰色徴砂，（含、炭・焼土多）

第372図竪穴住居68(1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡

向に置かれる。柱掘り方は長径36,.._,46cmの楕円形で、深さ43~57cmを測り、側壁との距離は35

,.._,85cmである。中央穴は45X40X45cmの楕円形を呈し、炭・灰・焼土で埋められていて、南側
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第373図 竪穴住居68出土遺物① (1/4) 

-524-



第 2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

三 三
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-
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第374図竪穴住居68出土遺物② (1/3・1/2) 

M44 

5cm 

S 124 

゜一San -, 

に炭・灰の掻き出しが認められる。埋士にも炭

が多く含まれている。

出土遺物には、壺1915• 1916、小形壺1917、

甕1919~1923、高杯1924、鉢1925·1927·

1928、台付鉢1926·1929~1932、器台1934、

製塩士器1936、ミニチュアの甕1918等の土器

のほかに、敲石S124、鎌M43、鉄器M44があ

る。 1928はほぽ丸底で、深い体部外面下半を

ヘラケズリされており、 1919・1922にはかろう

じて平底が残っている。 1914・1933・1 935等

の弥生土器の混入もみられるが、 1928・1934

・M34等により、古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居69(第329・375・376図）

lOC区南部に位置して、竪穴住居27・29、士

城99・193を削り、竪穴住居67に削られている。

西半を橋脚によって失っており、全容は不明

であるが、平面形は方形と想定されて最大南北

長3.8mを測る。深さ28cmが残る側壁はほぽ直

立し、壁体溝が巡っている。床面の海抜高は

2.66mである。柱構造は 4本柱と考えられ、 2
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1. 褐灰色砂（含、炭・焼上・礫）

2. 炭化材

3. 暗褐灰色砂（含、炭・焼士）

4. 暗褐灰色砂（含、炭・焼土）

5. 灰褐色砂（含、炭・灰）

6. 褐灰色砂（含、炭・灰多）

第375図竪穴住居69(1/60) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

本を検出して、柱間は2.2m を測る。柱掘り方は長径35cmの楕円形で、深さ ss~60cm、側壁と

の距離40~13ocmである。床面で台石と考えられる角礫を検出した他は、中央穴等の住居内構

造については不明である。埋土には、炭・焼土が含まれている。

出土遺物には、壺•小形壺．甕•高杯・鉢・器台•製塩士器・ミニチュア（甕・鉢）等の土
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第376図竪穴住居69出土遺物 (1/4• 1/3• 1/2) 
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第2章第4節古墳時代前半の迫構・遺物

器の他に、砥石S125、鉄鏃M45がある。 1937は頸部で屈曲した口縁部がそのまま斜め上方へ

のびており、畿内系土器かと思われる。 1949は丸底で、胴部は球形を呈して下半には焼成後

に穿孔されており、細い頸部から口縁部が開いている。非在地形土器と思われる。 1953はほ

ぽ直立する口縁部外面に櫛描沈線が巡らされていて、 1950にはわずかな底面が残っている。

高杯および1955には水漉粘土が用いられており、 1943は平らな杯部から口縁部が大きく斜め

上方へ開いている。 1947・1948・1951・1952等の弥生土器が混入しているが、 1943・

1946・1950・1953等により、時期は古墳時代初頭に求められる。
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竪穴住居70

（第329・377・378

図、写真図版70)

lOC a区南東部に

位置し、竪穴住居

28・67を削り、土城

233に削られている。

平面形は隅丸方形

で、長軸長4.39m、

短軸長4.0lmをそれ

ぞれ測り、床面積は

15.7面となる。深さ

24cmが残る側墜はや

や外傾しており、壁

体溝は検出されてい

ない。床面は南半が

やや高く、北半では

貼床されて、海抜高

2.43mを測る。柱構

造は 4本柱で、柱間

゜
2m 

1. 茶褐色砂質土

2. 炭

3. 黄色士（貼床）

4. 灰黄褐色土（含、炭）

第377図竪穴住居70(1/60) 
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1971 1974 1977 

三 攣 峠1972 

亭
1981 

旱 /2.Gb~ 
1973 1976 1979 

1982 

第378図 竪穴住居70出土遺物
(1/4• 1/2) 

は2.3-2.5mを測り、主軸を南北方向に

置いている。柱掘り方は長径38-49cmの

楕円形で、深さ22-36crnを測り、側壁と

の距離は40-lOOcmである。中央部やや

南西寄りに位置する中央穴は 2段に掘ら

れており、 105X62cmの楕円形の西寄りが、さらに径40cm、深さ15cmに掘られている。その東

側には炭・ 灰の掻き出しが広がり、北側には台石が位置している。また、北辺の側壁沿いには、

月

C31 

゜
5cm 

180 X 65 X 15cmの規模の楕円形の土城があるが、上層を貼床されている。

出土遺物には、壺・ 直口壺• 小形丸底壺•小形壺・甕・高杯・鉢• 製塩土器・ミニチュア

（壺• 甕）等の土器の他に、土器片転用紡錘車C31がある。 1960は口縁部から稜をなして立ち
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

上がっており、体部外面下半には煤が付着している。 1982は浅く、体部外面がヘラケズリされて

いる。高杯は長脚で脚柱部外面に面取り痕がみられ、 1964はややくぼむ杯部から口縁部が途中

で屈曲して外反しており、他は杯部が平らで、 1968の口縁部は 2段に拡張している。時期につ

いては、 1957·1958• 1962・1963・1980等の弥生土器の混入を除いて、高杯からは下田所式

併行に想定され、 1960• 1982は亀川上層式まで下る要素をもっている。

竪穴住居71 (第329・379・380図）

lOB区中央部に位置し、竪穴住居23・24・72、土城197を削り、土城135・136・235-----23$に

削られている。第379図に示される状況で検出されており、これを第380図に示す 2段階に整理

し、新段階を71A、古段階を71Bとする。

竪穴住居71Aは、平面形は不整な方形に復元され、長軸長4.34m、短軸長3.7mを測る。深さ

26cmが残る側壁はほぽ直立し、壁体溝は検出されていない。床面の海抜高は2.54-mで、南半が

やや低い。柱穴は 2本を検出しており、柱間は1.4mである。平面形の長軸と直行するが、こ

の 2 本を利用した 4 本柱は設定しがたく、 2 本柱と考える。柱掘り方は長径4s~s6cm、深さ20
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290an 

曇

。
2m 

1. 灰褐色弱粘質砂

（含、黄灰色粘土塊•炭）

2. 黄灰褐色砂

3. 灰褐色砂

4. 淡黄灰色粗砂

5. 暗灰褐色砂質土

6. 灰褐色砂

（含、褐灰色粗砂多）

第379図竪穴住居71 (1/60) 
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-----42cmの楕円形で、側壁との距離は1.0

-----2.25mである。柱穴間に64X61X30cm 

の方形な土城が位置し、肩口で台石が検

出されている。

竪穴住居71Bは、平面形は台形を呈し

て、長軸長4.lm、短軸長3.54mを測る。

深さ35cmが残る側壁は直立し、北西部で

は壁体溝を検出している。床面はほぼ平

坦で、海抜高2.39mである。柱穴は検出

されず、柱構造は不明である。南側壁か

ら約65cm内側で、径52cm、深さ13cmの円

形の土城が検出され、北西部でも平面形

楕円形と想定される土城が検出されてい

る他は、住居内構造は不明である。

第380図 竪穴住居71A (上） ・71B (中）
(1/80) ・出土遺物 (1/3• 1/4) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

出土遺物には、壺1983・1984、甕1989、鉢1985・1987・1990、台付鉢1988、手捏ね土器

1986等の土器の他に、砥石 S126、石錘S127がある。このうちの複合口縁をもつ198.3と、周

辺の遺構との関係から、時期は古墳時代初頭に比定される。
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280cm 

•v~:.,~,m 
1991 

＼ 
1996 

1992 

~ —<
1993 

1995 1997 

1Dan 

1999 

2000 

2001 

2002旦
第381図 竪穴住居72(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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1. 灰褐色砂（含、炭・褐黄色砂小塊）

2. 褐灰色砂（含、炭多）

3. 灰褐色砂（含、炭若干、褐黄色砂小塊）
4. 暗褐色砂（含、炭・焼土）

5. 暗褐色砂（含、炭）

6. 炭

7. 掲灰色砂（含、炭・焼土・褐黄色砂小塊多）

8. 茶褐色砂（含、炭）

9. 褐灰色砂（含、炭・焼土・褐黄色砂小塊多）
10. 灰褐色砂

11. 灰褐色砂

第382図竪穴住居73(1/60) 

竪穴住居72(第329・381図）

IOB区中央部に位置し、竪

穴住居11・23・24を削り、竪

穴住居71、土城135・136・

235に削られている。

平面形は楕円形に復元され

て、復元長径4.88m、短径3.8

mを測る。深さ17cmが残る側

壁はほぽ直立し、壁体溝は検

出されていない。床面は海抜

高2.55m前後でほぽ平坦であ

る。 2本柱で、柱間は2.9m

を測り、主軸を東西に置く。

柱掘り方は長径53cmの楕円形

で、深さ30---48cm、側壁との

距離65cmである。中央やや東

寄りで、径48cm、深さ27cmの

土城が検出され、中央穴と考

えられる。その他の住居内構

造については不明である。

出土遺物には、壺1991、

甕1992・1993・1996、高杯

1998-----2000、鉢1994・1995、

台付鉢1997・2001、製塩土

器2002等がある。 1992はロ

縁部外面に櫛描沈線が巡らさ

れて肩が張っており、 1996の

底部は平底で内面に指頭圧痕

が残る。高杯はやや短脚であ

るが、杯部が深い。これらに

より、時期は下田所式併行期

に求められる。
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

竪穴住居73(第329・382----386図）

lOC d区から 9Cb区にかけて位置し、竪

穴住居26・27・30・74----76、土城106・191・

201を削っている。

第382図に示す状況で検出されており、 こ

れを第383図に示す 3段階に整理し、新しい

ものから順に73A、73B、73Cとする。

竪穴住居73Aは、平面形は長方形と想定さ

れて、長軸長5.45m、短軸長3.94mをそれぞ

れ測り、床面積は19.2面に復元される。深さ

42cmが残る側壁は直立からやや外傾し、壁体

溝は検出されていない。北辺では側壁から約

寧

2m 
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20cm内側に段が見られ、 この段より南側で西

辺から 1.2~1.4m内側にも段が見られ、北辺

にも続く状況が想定される。これらはベッド状

遺構と考えられる。柱穴は 2本を検出してい

るが、柱構造は不明である。中央の38X32X
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第383区l竪穴住居73A(上）• 73 B (下左） ・73C(下右） (1/80) 
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第384図竪穴住居73A 出土遺物 (1/4• 1/2) 
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24cmの土城は中央穴と考えうる。海抜高2.36mの床面には炭化材が残り、焼失が想定される。

出土遺物には、壺2005・2006、直口壺2003・2004、甕2007........ 2010、鉢2014、台付鉢2011、

脚2012・2013等の土器の他に、土錘C32・33、瓢形土製品C34、錨M46、鉄鏃M47等がある。

竪穴住居73Bは、北半について不明であるが、平面形は方形ないし長方形と想定され、東西

長4.34m、最大南北長4.lmを測る。深さ43cmが残る側壁はほぼ直立し、壁体溝は検出されてい

ない。 4本柱と考えられ、可能性のある 4本を検出して、柱間は2.6........ 3.3rnである。中央穴そ
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第385図
竪穴住居738
出土遺物
(1/4• 1/1・1/2) C36 

,--、

一゚
2cm 

2024 

“ 5 cm 

の他の住居内構造については不明である。出土遺物には、壺2015、

甕2016・2017、高杯2024、鉢2018・2020-2023、製塩土器2019

等の土器の他に、土錘C35、土製勾玉C36等がある。

竪穴住居73Cは、平面形は不整な長方形を呈し、長軸長4.34m、短軸長3.69mを測り、床面

積は15.1面に復元される。深さ43cmが残る側壁は直立し、各辺で壁体溝が検出されている。床

面の海抜高は2.32mで、ほぼ平坦である。 4本柱で、柱間1.6------3.0mを測り、主軸を南北方向

に置いている。柱掘り方は長径45cm前後、深さ49-58cmの楕円形で、側壁との距離は25-60cm

である。中央穴その他の住居内構造については不明である。出土遺物には、壺2025------2027・

2031、甕2032------2036、高杯2029・2030、鉢2037........ 2039・2041 ....... 2043、台付鉢2040・2044、

器台2045、製塩土器2028等の上器の他に、土錘C37等がある。

各段階ともに2006~2010·2026·2029·2031·2037·2038·2043等の弥生土器の混入が
みられ、 2003・2004・2033等の畿内系の土器もみられるが、甕．鉢の口縁部を中心とする形

態変化には大きな隔たりは認められない。
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第386図竪穴住居73C 出土遺物 (1/4• 1 /2) 

竪穴住居74(第329・387図）

lOC d区南東部に位置して、東半を調査区外に置き、竪穴住居75、

土城191を削り、竪穴住居73に削られている。

平面形は方形と想定され、最大南北長4.6mを測る。深さ75cmが知

られる側壁は直立し、壁体溝は確認できなかった。 4本柱と想定され

るうちの 1本を検出している。柱掘り方は、径45cmの不整円形で、深

さ48cmを測り、柱痕跡を確認している。中央穴その他の住居内構造は

不明である。埋土には、炭・焼土が多く含まれている。

出土遺物には、壺・甕•高杯・鉢等の土器がある。

喜
19an 

0
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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軍

1. 暗灰褐色微砂 5. 炭・灰

（含、炭・焼士） 6. 暗黄灰色砂

12. 灰色粗砂 o 
13. 暗灰色細砂 し

2m 

2. 暗灰褐色微砂 7. 暗灰色粘質微砂 （含、炭・焼土多）

（含、炭・灰多、焼土） （含、炭・焼土多） 14. 褐灰色細砂

3. 暗灰褐色細砂 8. 炭
（含、炭・焼土・黄褐色 9. 黄灰色細砂
微砂小塊多）

4. 暗灰褐色細砂 10. 暗灰色細砂
（含、炭・焼土） 11. 暗灰色細砂

二二二亡—以

::: □ ―l 

2048 

2050 

2051 
11,1cm 

（含、炭・黄褐色砂小塊）

15. 暗灰褐色砂

16. 灰褐色砂
（含、黄灰褐色砂小塊多）

第387図 竪穴住居74(1/60) ・出土遺物 (1/4)

竪穴住居75(第329・388図）

lOC d区南東部に位置し、東半を調査区外において、竪

穴住居26・76、土壊93・191を削り、竪穴住居73・74に削

られている。竪穴住居74と同一の住居で、その建替え前の

状況とみなすこともできる。

平面形は隅丸方形と想定されるが規模は不明である。深

さ63cmが残る側壁は外傾し、幅 8-24cmの壁体溝が全周し

ている。一部に貼床も認められる床面の海抜高は2.4~で

ある。柱構造は 4本柱と考えられ、そのうちの 2本に相当

すると考えられる 4本がそれぞれ重複して検出されてお

り、 1回の建替えが想定される。柱間は3.0mを測り、柱

掘り方は長径35-60cm、深さ28-45cmの楕円形で、側壁と

の距離は25-85cmである。中央穴その他の住居内構造につ

いては不明である。埋土には炭・焼土が含まれている。

出土遺物には、甕2052・2053、高杯2057、鉢2054・
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310cm 

1. 暗灰褐色細砂（含、炭・暗褐灰色細砂小塊）

2. 暗灰褐色細砂（含、炭・灰褐色細砂小塊）

3. 暗褐灰色細砂（含、炭・灰褐色細砂小塊多）

4. 暗茶褐色砂（含、炭・焼土）

。
2m 

5. 暗灰褐色砂（含、炭）

6. 灰褐色砂（含、炭・暗黄灰色砂小塊）

7. 暗灰褐色砂（含、灰色砂多）

2052 

2053 

閉an

第388図 竪穴住居75 (1/60) ・出土遺物 (1/4• 1/2) 

2055、台付鉢2056等の土器の他に、鉄器M48がある。 2052はロ

縁部外面に櫛描沈線が巡らされており、 2053の体部外面はタタ

キメ調整されている。 2054・2056・2057は弥生土器の混入とみ

なして、時期は古墳時代前半に比定される。

竪穴住居76(第329·3g9~392図、写真図版70)

2055 

’
 

＼
祁
2

＼
 

__ L二〗;
9

9

刀

M48 

一゚
3cm 

9Cb区北部に位置し、竪穴住居27・30・31・33、土城106・108・201・203を削り、竪穴住

居73..--...75、土堀248に削られている。第389図に示す状況で検出され、これを第390図の 2段階
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~ 

290cm 
•一•一·-—

2 5 

1. 灰褐色砂（含、炭・焼土）

2. 褐灰色砂（含、炭・黄灰色砂小塊）

3. 灰褐色砂

4. 灰褐色砂（含、炭・黄灰色砂小塊多）

5. 灰褐色砂（含、黄橙色粘質微砂多）

゜
2m 

第389図竪穴住居76(1/60)' 

に整理し、新段階を76A、古段階を76Bとする。

竪穴住居76Aは、平面形は楕円形と想定され、北端が不明であるが、最大長径6.5m、短径

6.35mを測る。深さ30cmが残る側壁はほぼ直立し、北半では壁体溝が検出されている。南半で

は側壁から0.65~2.lm内側で、平面形が不整な方形を呈する段を検出しており、側壁と段の間

がベッド状遺構と考えられる。床面の海抜高は、中央部で2.37m、ベッド上で2.45m前後であ

る。柱構造は 6本柱と考えられ、 5本を検出している。柱間は2.2---3.4mで、主軸は北東から
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2. 足守JII加茂B遺跡

牢

南西方向に置かれ

ている。柱掘り方

は長径32---64cmの

楕円形で、深さ41

-------73cmを測り、側

壁との距離はso------

80cmである。中央

部では、長径60cm

前後の浅い楕円形

の土城3基を検出

しているが、性格

を決めがたい。埋

土には炭が含まれ

ている。
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竪穴住居76Bも

平面形は楕円形と

想定され、東西径

5.78mを測り、西

辺と南辺で部分的に壁体溝

が検出されている。 6本柱

で、柱間は2.0-3.lmを測

り、主軸は76Aと同様であ

る。中央部では長径4s~54

cmの楕円形の土城を検出し

ている。その他の住居内構

造については不明である。

出土遺物には、壺•脚付

直口壺・甕•高杯・鉢• 台

付鉢•製塩土器等の土器の

第390図竪穴住居76A

（上）• 76 B (下） (1/80) 
2m 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

2064 

2060 

竺
竺

玉

2074 

2065 

2066 

2068 

2078 

nt. 

1011h 
2075 ~ ニ／

第391図竪穴住居76出土遺物① (1/4) 

-541-



2. 足守川加茂B遺跡

S 128 

t..........Jan 

M49 

3cm —゚ 第392図竪穴住居76出土遺物②

(1 /4• 1 /3• 1 /2) 

竪穴住居77(第329・393図、写真図版71)

他に、石錘・鉄器等がある。

2060・2064・2073,.._, 

2075・2077,...,2079およ

び高杯には完形に近い弥

生土器がみられるが、複

合口縁の2058・2059・

2080や口縁部外面に櫛描

沈線をもつ甕により、古

墳時代初頭に比定される。

lOB C区南東部に位置し、土城164・165に西接し、竪穴住居78に削られている。 1回の建替

えが想定され、新段階を77A、古段階を77Bとする。

竪穴住居77Aは、平面形は楕円形と想定され、西半が不明であるが、最大南北長5.5mを測

る。海抜高2.54mの床面では、壁体溝は検出されていない。柱構造は 4本柱と考えられ、 3本
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

を検出している。

亨

冒二疇r,~言二
9~m 

、9、;

‘、¥、/、_I

＼ 
／ 

----"'"~=-~~-;, 

2転

才主間は2.2-3.0m

で、主軸を北西か

ら南東方向に置い

ている。柱掘り方

は楕円形で、長径

35-58cm、深さ30

-55cmを測り、側

壁との距離は50-

140cmである。中

央穴は北東辺の柱

穴間に位置し、

66X56X20cmの楕

円形である。

竪穴住居77Bも

平面形は楕円形を

呈して、最大長径

3.0m、短径4.3m

を測る。深さ 9cm 

が残る側壁はやや

外傾し、嘩体溝は

検出されず、床面

m 
2088 

ロ□／ニ三〇
゜

2091 
2m l~an 

第393図 竪穴住居77A(上） ・77B(下） (1/'60) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

の海抜高は2.44mである。柱穴その他の住居内構造は不明である。

出土遺物には、直口壺2088、甕2089・2090、鉢2091等の土器があり、 2089・2090の口縁

部外面には櫛描沈線が巡らされている。

竪穴住居78(第329・394_:__ 396凰写真図版71)

lOB区から 9B区にかけて位置し、竪穴住居77・79、土城138を削り、土城144・252に削ら

れている。

南隅を欠くが、平面形は隅丸方形に復元され、長軸長5.14m、短軸長4.96mを測り、床面積

—•-

-------―---

I
I
I
 

ー
ー
—

I
I

／
 ／

 ／
 ／

 /
 

-c-

＇ 疇`璽冒［

は20.7面となる。

深さ14cmが残る側

壁はほぼ直立し、

壁体溝が全周して

いる。部分的に貼

床された床面の海

抜高は2.53mであ

り、側壁から1.25

----1.4 m内側の中

央部北半には、高

さ3cmの段が見ら

れ、側壁と段の間

がベッド状遺構と

もみなされる。 4

本柱で、柱間は2.45

~2.65m を測り、
李

主軸は北西から南

東方向に置かれて

旦

疇

1. 暗褐色砂質土

2. 黄色粘性土（貼床）

3. 暗灰褐色士（含、炭・ 焼土）

4. 暗灰褐色土（含、炭•灰黄色土塊）

5. 灰黒褐色土（含、炭多）

i 

いる。柱掘り方は

6. 灰黄色土（含、炭）

7. 炭（含、灰黄色土小塊）

8. 暗灰黄色土（含、炭多）

9. 炭

10. 灰黄色土

和

第394図竪穴住居78(1/60) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・姐物

2092 

~2094 ー／
10cm 

2101 

□ロニ
第395図竪穴住居78出土遺物① (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡

こ 7210ai 

2109 

倉·1~
2111 

2112 

第396図竪穴住居78出土遺物② (1/4• 1/2) 

長径44-63cmの楕円形で、深さ71-87cm、側壁との

距離60-75cmである。中央穴はl.25X1.05mの不整

形な範囲が2-3段に掘られ、最下段は58X45X40

cmの楕円形で、炭を多く含む土で埋められている。

床面では、中央穴の北側

で径 8-20cmの焼土面 4

か所と、東側壁裾で台石

を検出している。

出土遺物には、壺・ 直

口壺• 甕•高杯・鉢•台

付鉢•小形器台・蓋•製

塩土器等の土器の他に、

土器片転用紡錘車C,38が

ある。 2095・2096は丸底

で、体部最大径は比較的

高い位置にあり、杯部に

2形態がある高杯の脚柱

部は中空になっている。

2098----2100・2111は弥

生土器の混入とみなさ

れ、時期は亀川上層式併

行期に比定される。

A
 

01 
C38 —゚ 3cm 

一

8 | 
A
 

1. 暗黄茶褐色土

2. 暗黄褐色土

第397図竪穴住居79A(1/60) 

。
2m 
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

竪穴住居79(第329・397・398図、写真図版71)

9Ba区北部に位置し、竪穴住居78・80・81、土城252に削られている。 1回の建替えが想

定され、新段階を79A (第397図）、古段階を79B (第398図）とする,o

竪穴住居79Aは、平面形は楕円形に復元され、長径3.8m、短径3.33mをそれぞれ測り、床面

積は10.1rnたなる。深さ14cmが残る側壁はほぼ直立し、壁体溝は検出されていない。床面には

若千の凹凸があるが、海抜高は2.4m前後である。柱穴その他の住居内構造は不明である。

竪穴住居79Bは、南半について不明であるが、平面形は楕円形と想定され、最大長径4.95m

を測る。側壁はほぼ直立し、照体溝は検出されておらず、床面は79Aとほぼ同様である。柱穴

その他の住居内構造は不明である。
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出土遺物には、壺．甕•高杯・鉢．蓋．

製塩土器等の士器の他に、鉄剣M51等があ

る。壺の口縁端部は、やや外傾しながら上

方に拡張されており、 2116の口縁部外面に

は櫛描沈線がみられる。 2117・2118・2120

は弥生土器の混入として除かれる。

含

。
2m 

Q M51 

一
3cm 

~! ~t :( 
2115 

2116 

ーニt211/ 1()叩

2122 

2120 

ヽ泌
2118 

~2121 

2119 

第398図 竪穴住居79B (1/60)• 竪穴住居79出土遺物 (1/2・1/4)
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2. 足守川加茂 B遺跡

竪穴住居80(第329・399図）

9Ba区中央部に位置し、西半を調査区外に置いて、竪穴住居79・81を削っている。

調査手順の関係で南端についても不詳であり、全容を明らかにできないが、平面形は隅丸方

形と考えられ、最大南北長3.lmを測る。深さ48cmが残る側壁は、裾部が不明瞭に外傾してお

り、壁体溝は検出されていない。床面の海抜高は1.38mで、全

体のなかでも最も低い床面となる。柱穴その他の住居内構造に

ついては不明である。

出土遣物には、壺2123、甕2124・2125、高杯2126等の土器

があり、 2126は短脚で裾部が大きく膨らんで開いている。

時期は、古墳時代初頭に比定される。

竪穴住居81 (第329・400図）

lOB C区から 9Ba区にかけて位置し、西半を調査区外にお

いて、竪穴住居79、士城36を削り、竪穴住居80に削られる。

第400図に示すように、 2回の建替えが想定されるが、いず

れも全容は不明である。建替えの順は、先に南へずらし、その

後やや北へ戻して少し西へずれている。各段階とも平面形は方

形ないし隅丸方形と想定される。最大南北長は、 3.9m、1.6m、

3.0mをそれぞれ測り、壁体溝は検出されていない。床面の海

抜高は2.lmから1.97mへと低くなっている。柱穴その他の住居

内構造については、各段階とも不明である。

|
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一

゜
2m 

1. 茶灰色粘質土

2. 暗灰茶色砂質土

’’ 

-_-~L-
2124 

亨2125 

10an 

第399図 竪穴住居80(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

~ 〗ク二j- -『

1 
2130 

＼ 
2131 

--7 
2134 

; (I 
贔b~2132 

2135 

ミ
2136 

2133 

270cm 

10cm 

乙 ---=_f-
L ------ -

2137 

゜
2m 第400図 竪穴住居81 (1/60) ・出土遺物 (1/4) 

出土遺物として掲載したものはいずれも弥生土器として扱われるものであるが、周辺遺構と

の関係から、時期は古墳時代初頭に比定される。 （光永）

竪穴住居82(第329・401図）

9Bb区において南側と東側を竪穴住居84と土城139によって切られ、僅かに北西側のコー

ナ一部分を中心に検出がなされた。海抜2.45mで新しい柱穴等で断続するものの直線的な肩口

の存在が確認されたが、床面までは浅く比高差約10cmが計測されたにすぎない。住居の平面形

は方形を基調とすることは明白であるが、規模等の詳細については不明である。床面からは北

西隅で浅い楕円形の窪み状の土城が見られ、土器の遺存が確認されたが柱穴• 壁体溝等の関係

遺構についてはまったく検出できなかった。

出土遺物は、甕 3点が確認された。 2138は、当該地域において普遍的に見られる器種で、体

部内面ヘラケズリ調整によって薄く仕上げられ、口縁端部を長く上方へと拡張を見せる。型式

的にはオノ町式併行に比定されるものである。肩部外面には性格不明な押圧痕跡が2点認めら

れた。 2139は、外面底部にタタキ痕跡を残し全体的にはハケメ・ミガキ調整が、内面はハケメ

の後ケズリ調整が認められた。胎土中には長石• 石英に混じって角閃石の混和が見られた。
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2. 足守HI加茂B遺跡

2140. は、内面ハケメとケズリによる調整が見られ、 2139と共に他地域からの搬入品の可能性を

示唆させるが、外面肩部には2138に見られた押圧痕跡が3点確認され特異な様相を呈する。

竪穴住居83(第329・402図）

9Bb区の海抜2.80mにおいて東側を土堀250に、東側一部が竪穴住居84によって切られた

状況で検出された。住居は、平面形が東西• 南北方向を基調とした方形を呈し、南北4.65m、

：｝ 
I 

\• 

----_--,-_ 
-------—··' ,, 

¥、

＇ 

＼
 

牢

畜 -ここ
01 

2m 

東西4.00mの規模で、検出面から床面までの深さ約40

cmを測った。床面からは壁体溝と中央穴、さらには

径25cm前後の小穴が 2本散見されたものの柱穴につ

いては精査を行ったにも拘らず確認できなかった。

中央穴は、想定される住居対角線上の交点に位置す

るもので、径40cmで深さ25cmの規模を測った。中央

穴の南西約70cmの地点には砥石を転用したと考えら

れる石錘の遺存が確認された。

出土遺物には、図化出来なかったが径10cmを前後

すると考えられる甕と製塩土器が散見された程度で

あった。時期的には、僅かながら土器の型式とこの

住居を切った竪穴住居84との関係により、およそ下田

.2138 

2140 

1~ 皿

第401図 竪穴住居82(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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前半の遺構遺物第 4節古墳時代第2章

鼻
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300cm 
2 5 1. 淡灰緑色粘質士,.__ ---, 

2. 淡茶褐色士

3. 淡茶褐色土

4, 暗灰色土

5. 炭

6. 暗灰褐色土
2m 

第402図 竪穴住居83(1/60) ・出土遺物 (1/3) 

▽
ー
〗
一

S129 

t.............Jan 

所から亀川上層の範疇に比定される。

竪穴住居84(第329・403図）

9B区において竪穴住居83の埋積後、これの西側一部を切り、

重複した状況で検出された。基本的には東西• 南北方向を基調

とした平面形を見せるもので、南北3.60m、東西3.45m、検出

面から床面までの深さ約20cmを測った。床面には、北辺側中央

部に方形上堀と床面中央部の各コーナーの対角線の交点にあた

る部分に覆士中に焼土と炭を含んだ中央穴の存在が確認され

た。ただし主柱穴となる柱穴の存在については竪穴住居83と同

じく精査にも拘らず検出できなかった。本来柱穴を伴わない住

居であった可能性も否定できない。方形土城は長軸75cm、幅60
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2. 足守川加茂B遺跡
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1. 暗茶灰色砂質土

2. 暗褐灰色砂質土

3. 暗灰色土
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口2141 
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第403図 竪穴住居84(1/60) ・出土遺物

(1/2・1/4) 

／
 摩麟三戸柔

府it / 
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辛

---~4 / 

゜
2m 

1. 暗灰褐色砂（含、炭・焼土）

2. 暗灰褐色砂（含、炭・焼士・黄灰褐色小塊多）

3. 暗灰褐色砂（含、黄灰褐色砂塊多）

4. 黄灰色粗砂

第404図竪穴住居85(1/60) 

cmを測るものであったが、明瞭な状態で

の検出は出来なかった。

出土遺物には、甕と高杯が見られた。

甕は口縁部が二重口縁をなし、外面稜線

が鋭角的な特徴を有することで山陰地方

との関係が示唆される。

時期的には、下田所段階に比定される

ものであろう。 （島崎）

竪穴住居85(第329・404図）

9Cd区南東部に位置し、東半を調査区外に置き、土城45・210を削っている。

平面形は方形と想定されるが、全容は不明であり、最大南北長2.5mが知られるのみである。

調査区東側墜の観察によれば、深さ55cmが残る側壁は外傾しており、幅20cm、深さ15cm前後の

壁体溝は平面でも確認されている。第 4層を貼床とみなしうる床面は、海抜高2.lmを測り、

埋土には炭・焼土が含まれている。その他の住居内構造は不明である。

遺物は出土していないが、古墳時代初頭に属するものと考えられる。
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

竪穴住居86(第329・405・406図、写真図版72)

9Cd区に位置し、竪穴住居35、土城45・213・214を削っており、調査手順の関係で、竪穴

住居88・89、土城215との先後関係は不明である。第405図に示すように 1回の建替えが行なわ

れており、新段階を86A、古段階を86Bとする（第406図）。

竪穴住居86Aは、平面形は不整な方形と想定され、南半が不明であるが、東西長2.66m、最

大南北長1.5mを測る。深さ31cmが残る側壁はほぼ直立し、断面観察では壁体溝が認められる

が、平面では検出できなかった。床面の海抜高は2.17mで、東寄りに55X45X30cmの楕円形の

土城が位置し、•その周辺に炭・灰の掻き出しが広がることから中央穴と考えられる。柱穴その

他の住居内構造は不明である。埋土には炭・焼土が含まれている。

竪穴住居86Bは、平面形は方形に復元され、東西長3.86m、最大南北長2.9mを測る。深さ53

cmが残る側陪はほぽ直立し、北辺の西半を除いて壁体溝が検出されている。床面は貼床されて

おり、ほぼ平坦で海抜高2.08mである。柱構造は 4本柱と考えられ、 2本を検出した。柱間

---
ー・

三三三き戸三三~'
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270cm 

0
1
 

Im 
IOan 

1. 暗褐灰色砂（含、黄褐色砂小塊多、炭・焼土・礫）

2. 暗褐灰色砂（含、暗黄褐色土小塊）

3. 炭・灰・焼士

4. 暗褐灰色砂

5. 暗灰褐色砂（含、炭・・焼土）

6. 暗灰褐色砂

7. 暗灰褐色弱粘質微砂（含、黄褐色砂小塊〉

第405図 竪穴住居86(1/60) ・出土遺物① (1/4) 

-553-



2. 足守川加茂B遺跡
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第406図 竪穴住居86A(上左）• 86B (上右） (1/80) ・出土遺物② (1/2) 

はl.lmで、柱掘り方は長径35----40cm、深さ50cm前後の楕円形を呈し、側壁との距離は80----90

cmである。床面で台石を検出した他は、住居内構造については不明である。

出土遺物には、甕2143、台付鉢2144の他に、刀子等の鉄器M53----57があり、 2144は古い要

素をもつが、 2143により下田所式併行期と考えられる。 （光永）

竪穴住居87(第329・407.・408図）

9Cc·d 区において海抜2.45mで検出された。住居の平面形は東西• 南北方向を基調とす

る方形プランであったと考えられるが、検出できたのは北側の約 1/3程度の範囲でしかなく

全体像については南側が調査区境であったり、弥生時代の竪穴住居の著しい重複等が障害とな

り検出できなかった。わずかに東西約5.50m前後の規模が推測されたにすぎない。床面は検出
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第407図 竪穴住居87(1/60) ・出土遺物① (1/2) 

面と同レベルにあり、壁体溝の検出によって範囲の把握がなされたと言っても過言ではない。

床面からは、ベッド状を呈する床面低位部に対する高位部の存在と 2本の柱穴が確認された。

ベッド状遺構は住居の検出ラインからおよそ1.20-l.40mの距離をもって高位部と低位部との

変換点を見せるものであるが、その比高は約 2cm程度とわずかであった。柱穴は、そのベッド

状のコーナ一部分にそれぞれ径50cm前後で深さ約65cmのものの存在が推測され、おのずと 4本

であったことが知られる。柱穴間の距離は、芯心で2.70mを測った。

出土遺物には、甕、高杯、鉢、器台等の土器の他、手鎌の折り返しと考えられる鉄器片M58

が 1点確認された。甕には口縁端部外面に櫛描沈線を施したもの2145-2147、二重口縁を有

するもの2149・2150、「く」字状を呈するもの2148等があり、当該地域以外に山陰系の所在

が認められる。時期的には、櫛描沈線甕の底部が見られないことで判然としない。胴部外面調

整のミガキの省略化傾向と高杯脚部穿孔数の減少等新しい様相をみせるが、甕胴部の状況はま

だ下田所の範疇で理解されるものである。

竪穴住居88(第198・329・409図）

9Cd区と 8Cb区に跨がった位置に竪穴住居89・90等の埋没後、これを切って構築され
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第408図竪穴住居87出土遺物② (1/4) 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

た住居である。住

ー

ー~:

240cm 

｀ 

居は、調査時の側

溝、他の住居との

切合い等により寸

断され、平面の在

り方については断

続的に確認された

肩口の復元作業に

よって認識された

もので、また検出

高がそれぞれ異な

ることで基本的な

平面形は隅丸方形

であろうが若干変

容した状態で検出

された。この状況

は床面についても

M59 

。
2m 

D 

一
2cm 

2159 

マー[―~160

2162 

1Qa11 

2163 

第409図 竪穴住居88(1/60) ・出土迫物 (1/2・1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

同様で、必ずしも面として同ーレベルで検出したものではない。わずかにその後の検討によっ

て2本の柱穴が中央に北側肩口に平行する状況で検出されたにすぎない。

出土遺物には、 1点の棒状鉄器の他、甕、鉢等の器種が確認された。甕は、 2162が表面剥

落して判然としないが、 2159・216Jと同じく口縁部に櫛描沈線をもったものと考えられ、こ

の器種にあっては小型に分類される。 2159での外面ヘラミガキの省略等の調整状況とあわせ

ても型式的に下田所～亀川上層段階に位置づけて差支えないと考える。

竪穴住居89(第198・329・410-----412図、写真図版73)

竪穴住居88・90の下層においてそれら住居と重複した状態で検出された。住居の複雑な重複

と調杏区境が住居中央部を横断したこともあって住居は各部分で分断され、面的な検出は困難

ニ二

240cm 

。
2m 

第410図竪穴住居89(1 /60) 
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第411図竪穴住居89出土遺物① (1 /4) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第412図 竪穴住居89出土遺物②

(1/4• 1/2・1/1) 

を極めた。しかし、調査後の再検討の結果平面の

状況、時期等が判明するにつれて調査時の認識の

変更を余儀なくされた。

住居は、検出段階での海抜高に地点毎の差異が

存在したため平面形が判然としない形状を見せる

ものであったが、およそ長軸長5.50-5.60mを前

後する円形住居であったと推測される。

床面には、 5本の柱穴が2.00-2.30mの芯心距

離をもって見られ、その中央部には長さ60cm、幅

27cm、深さ25cmを測る土城とこれに付随した状態で深さ 3cm程度の比較的浅い楕円形を呈する

窪みが確認され、いずれの埋土中にも炭の包含と、前者からは骨片の存在も確認されている。

出土遺物には、床面直上に甕2164の遺存が確認された他、覆土中からも小片ながら多くの

-―色~— 

M61 

0 5cm 

土器の検出がなされた。土器以外にも鏡が 1点ほぼ完全な状態で、床面より約20cm上層の覆士

中から出土し、注目された。鏡は、面径4.4cmで鏡背にはおよそ 3mmと狭い縁を有し、その内

-560-



第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

側には斜行櫛歯文帯があり、さらに図文帯には蕨手状花文が配されていた。部分的に錆による

欠損・剥落等が見られるが銅質は良好で白銅質を呈する。高倉洋彰氏の重圏文日光鏡系小形イ方

製鏡第 I型b類に分類（註）され、朝鮮半島で製作されたと考えられるものである。

時期的には、出土した土器には弥生時代に属するものが散見され、調査時には弥生時代の範

睛で理解していたが、その後の検討により甕2172、高杯2183がこの住居に伴うことが判明し

た。それらは亀川上層式

の特徴を示すもので、さ

らに伴出の山陰系甕

2176 ---...2178とも矛盾が

ないと考えられることで、

改めて古墳時代初頭への

位置づけを行った。

（註）高倉洋彰「日本金

-D 

260畑

。
2m 

第413図竪穴住居90(1/60) 

属器出現期の研究J1990 

年学生社

竪穴住居90(第198・

329・413-415図）

8C区において検出さ

れたが、ここに集中する

一連の住居と同様に側

溝、住居の著しい重複等

により、住居間の切合い

をはじめとする詳細な検

討は出来なかった。

平面形は、検出部分ご

とに海抜高が異なったこ

とで不整形の感は否めな

いが、閑丸方形を基調と

することが窺われる。

床面は海抜約2.14mに

見られ、径35-50cmを測

る柱穴4本がそれぞれに
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第415図竪穴住居90出土遺物② (1/3・1/2) 

1.6Q~2.30mの芯心距離をもって検出されたが、湧水もあ

って完掘は出来なかった。検出された 4本の位置関係から

考えると総計6本の主柱穴が想定される。床面からはその

他の中央穴、壁体溝等の関連施設は確認されなかった。

出土遺物には、覆土中から壺、甕、高杯、鉢等の土器と

~ 
----------------

I 

ーーー

砥石、鉄鏃等の石製品・鉄器が

検出された。

壺2185・2186は、いずれも

外方に長く拡張し二重口縁を呈

するもので、頸部は短い。甕

2187----2189は、口縁部外面に

櫛描沈線を巡らせるが全体像が

不明で型式については判然とし

ない。 2190・2191は、口縁部

と肩部ハケメ調整の状況から山

陰系を示唆させる。高杯2194

は、脚柱部の内面が中空でなく

亀川上層より古相を示す。

D
 

2m 

1. 黄灰茶色土

270cm 2. 灰黄茶色士

3. 灰色土

4. 暗灰色土

5. 炭

6. 暗灰色砂質土

7. 暗黄灰色土

8. 暗灰色砂質土（含、黄色粘土塊）

9. 暗灰色砂質士（含、黄灰色士塊）

第416図竪穴住居91 (1/60) 
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2. 足守川加茂 B遺跡

竪穴住居91 (第329・416・417回、写真図版74)

9 Cc区で西側の一部が調査区境の土手・側溝等により検出できなかったが、比較的基盤層

の粘質が強いこともあって肩口は海抜2.60mで明瞭に確認され、およそ方形のプランが検出さ

れた。規模は、南北長が4.30m、東西長が3.98mを、さらに検出面から床面高床部までの深さ

は約17cmを測った。

床は、ベッド状の高まりを周沿に巡らすことで、中央部が一段低い状態を見せている。ベッ

ドは、検出された肩口から0.7-----l.3mの幅をもってみられるもので、壁との境には東側に段状

の高まりは認めるものの壁体溝は確認されず、南辺壁際中央部に方形土城の存在が、高床部と

の比高差10cmを測る低位部からは柱穴 2本の存在が検出されている。方形土壊は、長軸長68cm、

幅40cmの楕円形を呈し、床面からの深さ40cmと他の住居のものと比較して深い。柱穴は、住居

の長辺に並行した状況で径40cm前後の 2本が芯心で1.80mの距離をもってみられた。深さは比

較的浅いもので30-----40cmを測った。

なお、住居は中央低位部が埋められ高位部の高さに揃えられていたことが知られる。南側の

柱穴付近で検出された石は床面上に置かれて作業台として使用されていたものと考えられる。

出土遺物には、床面に密着した状態で甕2202が1点と覆土中から甕、高杯、鉢等の存在が確
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第417図 竪穴住居91出土遺物 (1/4)
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

認された。甕は、 2202に見るように胴部最大径が肩から胴部に移行した段階で、裔杯は杯部

と上方に直線的に伸びる口縁部との比率が前者と同じか低い位の状態で、また脚柱部内面もま

だ中空でない段階にある。下田所式に比定されるものであろう。

竪穴住居92債第329・418・419図、写真図版74)

9Cc区で竪穴住居91に南西部が切られ、北東部で竪穴住居93を切った状態で検出された一

辺約 Smを測り方形を呈する住居である。検出面は海抜2.60mで、これは竪穴住居91・93とも

同じである。

床面は、西側が東側より最大10cm程高い位置にあり、検出面からの比高約15-----25cmと一様で

ない。床面からは柱穴4本と壁体溝、方形土城の存在が確認された。柱穴は、径60cmで検出面

からの深さ40.--.....socm規模の掘り方を見せるもので、芯心距離2.20-2.SOmを測った。方形土城
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第418図竪穴住居92(1/60) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第419図竪穴住居92出土遺物 (1/4• 1/2) 

は、住居南東部のコーナー付近にあって一辺約60cm、深さ40cmを

測った。

出土した遺物には、壺、甕、鉢、蓋等の土器と土錘、土製勾玉

等の土製品、さらには鈍が 1点確認された。壺2210は、二重口

縁をもつもので、胴部内面はヘラケズリにより薄く仕上げられて

いる。甕は「<J字状を呈する2211と口縁部外面に櫛描沈線が

施された2212が見られ、後者外面には 3点の押圧痕跡と縦方向のヘラミガキを見ることがで

きる。型式的には、下田所の範疇で理解されよう。

竪穴住居93(第329·420~423図、写真図版75)

I 
, -, 
I I I 

’ ’  M64 

一゚
3cm 

9Cc区で海抜2.55mと前記竪穴住居91・92より若干深い位置で、竪穴住居92によって南東

部分が切られた状態で検出された。平面的には、南と西側が直線的で北東部分が弧状を呈する

不整形な隅丸方形である。床面は検出面から約40cmの深さにあり、ほぼ水平面を見せるが、柱

穴と柱穴を結ぶラインに則して幅約 7cm程の木質痕跡が直線的に北と東側において認められ、
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9. 黄灰色士

3. 黒灰色土 10. 茶灰色土・黄色土

4. 黄灰色土 11. 暗灰色土

5. 木質痕跡 12. 灰黄色土

6. 黄色粘土 13. 暗灰色粘士

7. 黄灰色粘土 14. 暗灰茶色土

第420図竪穴住居93(1/60) 
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第423図竪穴住居93出土遺物③ (1 /4・1/3・1 /1) 

これを境に僅かながら高低の差が見られた。ベッドの存在を示唆するものと考える。

柱穴は、径40cmを前後するものと径50cmを前後する 2者がそれぞれに住居コーナー近くで 2

本ずつがそれぞれに切合った状態で見られ、 1回の建替えがあったことを知らせる。また、こ

れに伴って中央穴にも中央部分と南側柱穴間に 2通りの在り方がそれぞれ見られた。前者は深

さ 35~4ocmの土城 2 基が重複し、また後者も長軸長1.40m、幅57cm、深さ 10cm を測る長楕円形

のものと径70cm前後で深さ約50cmの土城の重複した状況が見られた。柱穴は規模の大きいもの

と小さいもので切合い、前者が後者を切ることは確認でき、中央穴の土城に関してもそれぞれ

切合いがあり先後関係は理解された。これによると基本的に建替えは、住居規模を拡張しない

で柱と中央穴の変更であったことが知られた。

出土遺物には、床面南東隅にあたかも一括して置かれた状況で、甕2220、壺2228、鉢

2229・2230、台付鉢2235がすべて完全な状態で重なりあって検出された。この中にあって

2235は型式的には本来弥生時代のオノ町式の様相を見せるが、共伴した土器がいずれも古墳

-570-



第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

時代の下田所式に比定されることで、これについては伝世品として、あるいは下田所段階に一

器種のみオノ町以降旧態依然とした形態が残ったもの、等の考え方もできようが、詳細につい

ての言及はここでは可能性を示すのみで避けておきたい。

その他覆土中からも壺、甕、高杯、鉢、器台等の土器をはじめ砥石S131・132等が確認さ

れた。また、調査時床面直上の堆積土を採取後土壌の水洗を行った結果、管玉S133の他ガラ

ス滓、さらには炭化した米、桃の種等各種自然植物遺体の確認もなされた。

竪穴住居94(第329・424・425図、写真図版74)

9B区のほぼ中央部、竪穴住居84の南側に隣接した位置に同じ海抜で検出された。検出され

た平面形は、基本的には東西• 南北方向を基調とする方形を呈するものであるが、西辺と東辺

では長さが異なる。床面は検出面から15-20cmの深さでみられたが、壁体溝については部分的

に確認できた所もあるが存在すら明確にできない部分も存在した。柱穴は精査にも拘らず検出

できなかった。わずかに中央において30X40cm、深さ40cmの規模の中央穴が東肩の部分に被熱

面を伴って、また南側中央やや東寄りで長軸長60cm、幅約45cm、深さ 18cmの規模の方形土城が

検出されたにすぎない。また東壁寄りの床面には作業台としての角礫が遺存していた。

出土遺物は、土器が床面に
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l. 暗茶灰色粗砂 3. 黒灰色土

2. 暗灰黄色砂 4. 焼土

第424図竪穴住居94(1/60) 

つぶれた状況で遺存している

のが確認された。

上器には、壺、甕、鉢等の

器種がみられた。壺は小型の

もの2248と頸の長い二重口

縁を呈するもの2247が、甕

には口縁部外面に櫛描沈線が

施されたもの2249・2250と

「く」字状の口縁部をもち外

面に整形時のタタキ痕跡を残

すもの2251等がある。大型

の鉢2252は、口縁部拡張を

みせず底部に平底を残すが、

小型の鉢は水漉粘土を胎士と

して用いたものである。

いずれも型式的に下田所式

に比定されるものである。
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8 7  
2247 

2250 

2252 

第425図竪穴住居94出土遺物 (1/4) 

竪穴住居95(第329・426....__ 428図、写真図版74)

2248 

2249 

2251 

~ 
2253 

平m

9Bc区を中心としたおよそ東西 9m、南北 7mの範囲内にほとんど土器 1型式と限定され

た時期の範疇で 6軒の竪穴住居の重複が見られた。
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2. 暗茶褐色土

3. 黄色土（貼床）

4. 暗茶褐色土

5. 黄色士（貼床）

6. 灰褐色土

7. 茶褐色土

8. 暗褐色士

9. 暗茶褐色土

10. 黄色土（貼床）

11. 灰褐色土

12. 炭

13. 灰褐色砂質t
14. 灰褐色土

15. 灰褐色砂質土

16. 灰褐色土・黄色士

17. 灰褐色土

第426図竪穴住居95-100(1/80) 
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第428図竪穴住居95出土遺物② (1/3• 1/2) 

竪穴住居95は、重複する住居の中にあって層序的にみて最も新しく位置づけられる住居であ

る。平面検出面は、海抜2.60mにあり北約 lmに近接する先述の竪穴住居94と同海抜といえる。

住居は、およそ東西・南北方向を基調とし、形態的には東西が4.76mで南北3.30-4.lOinと、

東西方向に長い構造が知られる。床面からは、壁体溝、柱穴、中央穴等の存在が確認された。

壁体溝は北側は検出できたが南側については明確な状態での検出には至らなかった。柱穴は、

各コーナ一部分で径40-SOcmの規模の掘り方が検出され、底からは柱痕の確認がなされた。そ

れによると柱はおよそ15cm前後が推測される。中央部には、長さ50cm、幅35cm、深さ 4cmの規

模を測る楕円形の窪み状の士堀が見られ、炭の堆積が認められた。

出士遺物には、覆土中から甕2257をはじめ壺、甕、鉢等の土器類の他、砥石、鉄器等の存

在が確認された。 2257は、形態的には口縁部が「く」字状で胴部中央に最大径を有する。胎

土中に角閃石の混和が顕著に認められ、その特徴から畿内生駒山西麓産と理解されるものであ

る。在地の土器は、壺2254、甕2255・2256、浅鉢2258等があげられる。

時期は、甕2256の調整技法に縦方向のハケメ調整の後に縦方向のヘラミガキが施されてい

ることで、下田所式の範疇にあるものと考える。

竪穴住居96(第~29·426·429図、写真図版74)

後述の竪穴住居97を切り、上記竪穴住居95によって切られた住居である。ただし検出できた
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2. 足守）II加茂B遺跡

のは東側一部分のみで、西側部分については検出できなかった。したがって柱穴と中央穴につ

いては不明である。床面からはわずかに壁体溝の一部と東側一辺中央部に方形土城が 1基検出

できたにすぎない。方形土城は、長辺74cm.、短辺60cm、深さ25cmを測り、乎面長方形を呈した。

出土遺物には、高杯2263、鉢2264、台付鉢（製塩土器） 2265等の土器と砥石、鏃と刀子状

鉄器が散見された。 2264を除く土器が小片なため明確性を欠くが、およそ下田所式に位置づ

けられると考える。

竪穴住居97(第329・426・430・431図、写真図版74)

重複する住居の中にあって最も東側に所在する竪穴住居である。竪穴住居96によって切られ、

検出されたのは一部床面と方形士城、柱
ー
バ

U
＼
ー
十
ー

280cm 

疇

言〗S 135 

し—.Jan

穴、中央穴等である。柱穴は、当初他の

住居との切合いと湧水等によりその存在

も明確にできない状態にあったが、その

後の検討で調在時に規模が大きいことで

土堀とした 3基が位置的に柱穴として差

支えないと判断された。おそらく柱の抜

き取りに伴って規模が拡大したものと考

えられる。柱穴間の距離は、およそ2.50

-2.70mが推測される。中央穴は、床面

中央部にあって長軸長58cm、幅39cm、検

、こ―:
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第429図 竪穴住居96(1/60) ・出土遺物 (1/3• 1/2・1/4) 
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出面からの深さ45cmを測る平面隅丸方形を呈するものであった。方形土城は、東側一辺ほぼ中

央部に一辺約45cm、深さ23cmを測る平面方形を呈して所在をみせた。またその北隣には長さ40

cm、幅28cmの河原石が住居内での作業台として置かれた状況で検出された。

出土した遺物には、壺、甕、高杯、鉢、ミニチュア土器等が確認された。甕2268胴部外面

には縦方向のヘラミガキが施され、高杯は杯底部に比較して直線的に外方へと伸びる口縁部の

ほうが長く、しかも脚柱部シボリメの存在等型式的に下田所に位置づけられる内容である。

竪穴住居98(第329・426・432図、写真図版74)

竪穴住居95によって切られ、他の住居との重複等により平面で検出できたのは北側肩の一部

のみである。他は僅かに遺存が確認された床面から壁体溝が、床面下層から柱穴と中央穴が検
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第430図竪穴住居97(1/60) 
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第431図竪穴住居97出土遺物 (1/4) 

出されたにすぎない。平面的には肩、壁体溝、柱穴等の在り方から方形を基調としたものと考

えられる。柱穴は、 4本が平面円形から楕円形と不揃いながら40-60cmの規模で、東西2.70-

3.00m、南北3.30-3.SOmの芯心距離をもって見られた。中央穴は、 4本の柱穴間のやや南寄

りで長軸長75cm、幅45cmを測った。

遺物は、僅かに遺存した北側床面を中心に甕、高杯、鉢、ミニチュア土器等が確認された。

甕2277は、胴部最大径を上半部におき技法的にも縦もしくは斜め方向のハケメの後、縦方向

に反復するヘラミガキ調整が施される。高杯2279は、椀状の杯部に短脚柱部で大きく外方に

広がる脚部とからなるもので、脚裾部には 4か所の穿孔が見られた。鉢には、体部から内湾気

味に上方に立ち上がる口縁部を有するもの2280・2282と「く」字状口縁の端部を僅かに上方

に掠張した手焙形の未製品2281等が見られる。いずれの底部も平底から丸底にいたる変換過

程にあると考えられるもので、内面にはヘラケズリの後ほとんど例外がないといって過言でな

いくらいにヘラミガキ調整の存在が知られる。

時期的には、土器が下田所式並行に比定されることで、古墳時代初頭への位置づけが考えら

れる。
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第433図竪穴住居99(1/60) 

竪穴住居99(第329・426・433図、写真図版74)

重複する一連の住居群の中にあって、直線的な墜体溝の存在を手掛かりに検討した結果確認

された住居である。規模はおそらく一辺5.30mを前後する方形住居と推測され、想定される各

コーナ一部分に 4本の柱穴の存在が認められた。ただし遺物としては、確認されたものは図化

できない土器の小片のみであった。

時期は、これら一連の住居の在り方から古墳時代初頭への位置づけが推測されよう。

竪穴住居100(第329・426・434図、写真図版74)

重複する住居群の中で最も下層において検出された住居である。検討した結果平面方形に復

元され、各コーナ一部分には柱穴 4本が径40-50.cmの規模でそれぞれに芯心距離1.80-2.00m

を測ってその存在が確認された。住居中央には住居平面プランに相似した状態の窪みが見られ、

ベッドの存在を示唆していた。

出土遺物には、南側に比較的遺存状況が良かった床面から鉢2283が 1点検出された。時期

は、古墳時代初頭に比定されよう。
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第434図 竪穴住居100(1/60) ・出土遺物 (1/4)

竪穴住居101 (第329・435図、写真図版76)

微高地南端部に近接した SC 区中央部において海抜2.50mで検出された。およそ東西• 南北

方向を基調とした一辺4m前後の規模の住居であるが、東西に比較して南北方向に長い平面形

態を呈するものであった。検出面から約20cm下層にはベッドとしての床裔位面が約1.10~1.20

mの幅をもって確認され、そこからは主柱穴4本が検出された。また、その柱穴間を結ぶかの

状況で床底位面におちる肩口が住居のプランと相似した状況で認められ、その比高差約10cmを

測って床低位面の広がりが見られた。柱穴は、平面径so~6Qcm とやや不揃いな円形から楕円形

を呈するものが、約so~60cmの深さをもって検出された。柱穴間の距離は、東西2.00m、南北

1.70mと住居の平面形態とは異なった在り方を示した。

出土遺物としては、甕2285以外はすべて小破片の状態で覆土中から検出されたもので、住

居の時期を明確に示したものは少ない。 2290は、製塩土器で外面にはタタキによる整形が認

められ、型式的には古墳時代初頭に比定されるものである。

-581-



2. 足守川加茂 B遺跡

260cm 

2285 

壬

第435図 竪穴住居101 (1/60) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 

-582-

S136 

゜一San 



第 2章第 4節古墳時代前半の遺構・遺物

ー◎

□) 
◎ 

0
 

250cm 

三ー―mR ――~-
1. 灰黄色砂

2. 茶灰色上

゜
2m 

第436図竪穴住居102(1/60) 

竪穴住居102(第329・436図、写真図版76)

竪穴住居101と同じく微高地下がり肩部に近い 8C区中央部において竪穴住居101によってそ

の西側の一部が切られた状況で検出された。一辺4mを前後する平面方形を呈する住居であっ

た。ところが遣存状況は検出面から床面まで僅かに10cm程度と浅く、決して良好とは言えない

状況であった。床面からは、柱穴と中央部において中央穴の存在が認められた程度で、壁体溝

は確認出来なかった。柱穴は、径50-60cmの掘り方を有するものであったが、地下からの湧水

の影響によるものか検出できた深さはおよそ20-----30cmと浅く、本来の深さとは相当の格差が感

じられた。柱穴間の芯心距離は南北2.10m、東西2.20-2.30mと概して東西方向の方が長く計

測された。

時期は、床面から上器をはじめとする遺物が検出できなかったことで詳細については明言で
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2. 足守川加茂B遺跡

きない。しかし、切合い関係をもった竪穴住居101との関係、住居形態等からおよそ古墳時代

初頭の範疇に位置づけて差支えないものと考える。

竪穴住居103(第329·437~439図、写真図版77)

竪穴住居101の北西

側で海抜2.35~2.4sm

で 3軒の竪穴住居が重

複した状況で検出され

た。

住103

＠ 

。
2m 

゜
M
 

-

7

 。I
I

竪穴住居103は、こ

の重複の中にあって最

も新しく位置づけられ、

長辺4.40m、短辺3.75

mを測る、平面長方形

を呈するものであった。

検出面から約20cm下

層で検出された床面か

らは壁体溝をはじめ柱

穴が検出された。柱穴

は、径50cm前後の 2本

が床面中央部に約 2m

の芯心距離をもって見

られた。ただし、深さ

については湧水により

確認出来なかった。

\̀~ 

|110 M71 

ヽ

゜
5cm 

M69 

第437図 竪穴住居103-105(1/60) ・出土遺物 (1/3)
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

出士遺物としては、床面に遺存した状況で甕2293・2294、高杯2297、手捏ね2299、北西側

の柱穴から壺2292が確認された他、覆土中からも土器、鉄器等の検出がなされた。鉄器は、

M72が僅かに左右非対象を見せるが中央に鏑を有する剣である。その他 3軒の重複のなかか

ら毛抜き M69、鏃M70、不明鉄器M71等が見られたが、これらは全体の覆土中から検出され

たもので個々の住居への特定は出来なかった。

時期的に見て、甕は胴部最大径が下半部分へと移行し、底部丸底化傾向が見られ、高杯脚部

穿孔数も 3か所となるなど型式的に亀川上層に比定される内容を呈している。

竪穴住居104(第329・437・440図）

竪穴住居103によって南側約 1/2が切られた状況で検出された。平面的には一辺3.25mを

前後する方形を基調とした住居と考えられる。検出面から約10cm下層の床面からは、おそらく

住居各コーナーを結ぶ対角線の交点に所在することで中央穴と考えられる径約40cm、深さ60cm

と比較的深めの穴と壁体溝の存在が確認された。ただし柱穴については精査を実施したにも拘

らず検出出来なかった。

出士した遺物には、壺2302、甕2303、高杯2305~2307、鉢2304等の土器と甕片を利用し

た土製紡錘車が 1点確認さ

れ、壺は肩と頸部との境に

粘士帯を添付し、その上を

ヘラ状のエ具により「 X」

字状に刺突したもので胎

土• 製作技法からも西部瀬

◎。Ilo c
 4

 

240cm 

~
 

攣
0. 

2m 

第438図 竪 穴 住 居103(1/60) 

戸内地方からの搬入土器の

可能性を示唆させるものと

して注目される。

時期は、いずれも小片で

詳細な検討が出来なく明確

にできないが、切合い関係

にある竪穴住居103・105と

の関係等から古墳時代初頭

の範疇に位置づけて差支え

ないものと考える。

竪穴住居105

（第329・437・441図）

-585-



2. 足守川加茂B遺跡

）
 

奪

ー

，
 

2
 

2
 

I
 

f

l

 

t

n
、

~_;; —=←声
--- --

--. 

2295 

2292 

2297 

正碑 I 

゜
2298 

ロ細

三

—冬迄全

＠ 
M72 

10cm -゚— 3cm 第439図 竪穴住居103出土遺物 (1/4• 1/2) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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゜
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c
 fem 

第440図竪穴住居104(1/60) 
・出土遺物 (1/2・1/4)

ニニ戸』
2303 ＝二／

2305 

2306 

2304 

ll;lan 喜
竪穴住居104によって住居の東側の大部分が切られた状態で、僅かに北西部のコーナ一部分

と西側一辺の一部が検出されたにすぎない。規模等については、遺存するコーナーが 1か所と

あって具体的な数値はでないが、基本的に方形を基調としたプランが推測される。床面は、平

面検出面から約25cmの比高差をもって確認された。床面からは、壁体溝と柱穴の一部が検出さ

れたが、遺存状況は良くない。柱穴は、住居西肩口から約l.20---l.30mの間隔で 2本がそれぞ

れに径35cm、深さ50---55cmの規模をもって検出された。全体的に西側に偏在することで本来4

本であったものと推測される。

出土遺物には、甕2308・2309、高杯2310、台付鉢2311・2312が見られ、甕2308には外面
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2. 足守川加茂 B遺跡

ハケメ整形の後ヘラミガキが認められ、高杯2310は脚柱部が細く穿孔数も 4と、型式的に見

て下田所式の範疇で理解されるものである。

竪穴住居106(第329・442・443図）

8B区と 8C区の調査区境において不鮮明ながら検出された住居である。床面にはベッドの

存在が柱穴より若干内側にはいった位置で一辺約2.20m前後の規模で確認され、さらにその内

側南寄りに中央穴の存在も見られた。柱穴は径35-50cmのものが4本、東西長約3.00m、南北

長2.6Q~2.70mの芯心距離を測った。中央穴は、長さは不明ながら幅約52cm、深さ 20cm を測る

平面隅丸方形を呈するものであっ

→ た。

□) 
◎
 

。
2m 

また、ベッド上面からは被熱し

た面が南西側と北西側の柱穴付近

の 2 か所で径20~3ocmの大きさで

確認された。

出土遺物としては、壺、甕、高

杯、鉢、器台等の器種が見られた。

260cm 甕2316は胴部最大径が胴部上半に

あり、高杯はいずれも脚柱部が長

く口縁部の拡張も受部に対して長

い傾向にあることで、時期的には

下田所式併行に位置づけられよう。

竺
2312 

•pcm 

2309 

第441図 竪穴住居105(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第2意第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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1. 淡黄茶褐色砂質土

2. 明黄茶褐色砂質土

第442回 竪穴住居106(1/60) ・出土遺物① (1/2) ゜C44 

一゚
3cm 

竪穴住居107(第329・444・445図、写真図版77)

8Ba 区と 8Bb 区に跨がった位置に、竪穴住居95~100の重複した住居群との間隔約 lm

と近接した所在状況を見せる東西•南北方向を基調とした住居である。北西側が調査時の側溝

によって切られ全体の検出には至らなかったものの、平面的には東西4.64m、南北4.50mを測

る方形を呈する住居であった。床面は、検出面から約15~2ocm と浅い位置に見られ、柱穴、壁
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第443図竪穴住居106出土遺物② (1 /4) 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

体溝、中央穴、方形土城等の検出がなされた。柱穴は、径60-----70cm、深さ30-----60cmの規模を有

する 4本がそれぞれに2.30mの芯心距離をもって見られた。中央穴は、住居中央部にあって、

不整形で床面からの深さ約10cmと浅い窪み状を呈するもので、内部は炭の埋積が確認された。

方形土城は、東側一辺ほぼ中央部に長さ約 lm、幅65cmの楕円形を呈して位置していた。出士

した遺物には、土器の他、土製紡錘車、砥石、鉄器が見られ、中でも M74は頂部に裁断痕跡

を有し鍛冶関係遺物として注目される。

時期は、甕2327の調整技法等の在り方により下田所式併行に位置づけられよう。 （島崎）

/
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2m 

1. 茶灰色士

2. 暗茶灰色土

3. 灰黄色土

4. 炭

5. 黄灰色粘質士

6. 淡灰色砂

7. 暗灰色土

8. 灰黄色土

第444図竪穴住居107(1/60) 
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

(3) 土壊

土壊135(第329・446図）

lOB b区南西部に位置し、＇竪穴住居 23・71・72を削っている。平面形は長方形を呈し、長軸

長1.51m、短軸長1.17mをそれぞれ測る。深さ21cmの

側壁は外傾し、底面はほぽ平坦で、 1.37Xl.Omの長

方形を呈し、海抜高は2.46mである。遺物は出土して

いないが、周辺の遺構との関係から、古墳時代初頭

＇
昌
〗
'
I
I
I
I

ーL
9
ー1ー1ー
]
‘

／
 

280cm 

彎 I 
h111直11....  ..........Jm 

土壊135(1/30) 第446図

に比定される。

土壊136(第329・447図）

lOB C区に位置し、竪穴住居24・71・72を削って

いる。平面形は隅丸長方形を呈し、長軸長136cm、短

軸長99cmをそれぞれ測る。深さ46cmで、側壁は外傾

している。底面は108X71cmの隅丸長方形を呈し、北

半が深く、海抜高2.55mである。出土遺物には、壺

2332 と、鉄器M76~78がある。 2332は頸部から外反

する口縁部の端部が斜め上方に拡張されている。時

期は、古墳時代初頭に比定される。

310叩 □ 
ー
"
" ロM77 

。
1m ,

i
 1. 灰褐色砂

2. 暗褐灰色砂

3. 褐灰色砂

第447図

ーローこ
I 

＇ 

土壊136(1/30) 

M78 

nvト
・

fem 

・出土遺物 (1/4・1/2)
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2. 足守川加茂B遺跡

土壊137(第329・448図）

lOB C区に位置し、土城103・239を削っている。

平面形は楕円形で、長径63cm、短径57cmをそれぞれ測り、深さ12cmの側壁は外傾して、断面

径は皿形を呈する。海抜高2.67mで平坦な底面は、 53X46cmの楕円形である。

出土遺物には、甕2333・2334、高杯2335があり、 2335は古い要素を示すが、甕の口縁部外

面には櫛描沈線が巡らされている。時期は、古墳時代初頭に比定される。

土塘138(第329・449図）

9Bb区に位置し、竪穴住居78・79に削られている。

平面形は楕円形で、長径79cm、短径41cmをそれぞれ測り、深さ21cmの側壁は東辺が直立し、

他は外傾している。東に偏った底面の海抜高は2.21mで、 46X23cmの楕円形を呈する。

出土遣物には、鉄鏃M79、鉄器M80があり、土器は出土していないが、周辺の遺構との関

係から、古墳時代初頭に比定される。

土堀139(第329・450図）

9Bb区南東部に位置し、竪穴住居82・83、土城250を削っている。東端を橋脚によって失

っているため全容は不明であるが、平面形は不整な楕円形と想定され、最大南北長5.9m、最

大束西長5.6rnを測り、

深さは 5~10cm程度で浅

く、溜り状を呈する遺構

である。出土遺物には、

壺2337、甕2336・2338、

高杯2339~2341 の他に、

鉄鏃M82、鉄器M81等

がある。 2339は長脚で脚

2334 

。
lm 1fan 疇亨

2335 

------.,'I 

ーロー
250an 

/4 
／
 

/
 

第448図 土壊137(1/30) ・出土遺物 (1/4)

， 
I I 

M79 

-o--=m@ 
・, , M80 
I I 

~ 

・O 1m 一゚
3cm 

第449図 土壊138(1/30) ・出土遺物 (1/2)
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2336 

l(lan 

2338 

。
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M81 

第450図土壊139出土遺物 (1/4・1/2)

柱部内面をヘラケズリされており、透かし孔は伴わない。 2341に古い要素もみえるが、時期

は、亀川上層式併行期に比定される。

土塙140(第329・451図）

9Cd区北東部に位置し、土漿208・209を

削っている。

北端が不明瞭であるが、平面形は楕円形に

復元され、復元長径106cm、短径70cmをそれ

ぞれ測る。深さ11cmの側殿は外傾し、海抜高

O
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第451図 土壊140(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

2.65m前後で若干凹凸のある底面は、 97X55cmの楕円形を呈する。底面から 5cm以上浮いた状

態で、大形土器片が出土しており、弥生土器の甕2342・2343、高杯2344がある。遺物の示す

時期は弥生時代終末であるが、検出状況から古墳時代に下る可能性を残している。 （光永）

土壊141 (第329・452図）

9Bd区に所在した弥生時代後期後半の竪穴住居37の埋没後この覆土を掘開した土城であ

る。遺構は海抜2.40mで検出された。平面は東西方向に主軸を有し、長軸長1.85m、幅95cmの

規模を測る長楕円形を呈し、城底は検出面から最深で27cmを測った。ただし壊底は西側に高く

東側に低いといった一様な面を有するものではなく、中央から西側にかけて段状に浅くなるも

ので、薄い炭の堆積を認めた。

出土遺物が認められないことで時期の詳細については明言出米ないものの、周辺の状況とも

照し合わせても古墳時代初頭への位置づけが妥当であろう。

土壊142(第329・452・453図）

土堀141と同じく竪穴住居37の覆土中に掘開され南北方向に主軸をもった土堀である。長軸

長74cm、幅55cm、検出面からの深さ20cmの規模を測った。平面楕円形を呈し、城内には比較的

土器が充満した状況で見られた。

出土した遺物は、壺2345、甕2346・2347・2353、高杯2348-----2352・2355-----2359、鉢2354

等の土器のみであり、他の鉄器• 石製品等の器種は見られなかった。

時期は、口縁部外面に櫛描沈線を有する甕2346の胴部最大径の位置が肩部近くにあり、高

杯2358・2359も脚柱部が長く、内面中

空状態でない等の特徴から下田所式併行

nv 
m
 

l
i
 

l. 暗灰色砂質土

2. 暗灰色土（含、黄色粘土塊）

~ プ勺—-

一聾―
280cm --

腎
0 50cm 一
1. 暗茶灰色土（含、炭）

3. 炭 2. 灰茶色士

第452図土壊141(左）・ 142(右） (1 /30) 
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2. 足守川加茂B遺跡

と考える。

土壌143(第329・454図）

8Bb区と 8Bd区の境付近に所在が

確認された土城である。

城内からは、甕、鉢、鉄鏃の出土が確

認された。甕は肩部以下を欠くため詳細

な調整技法に関する検討が出来ないが、

鉢はまだ平底をみせ、内外面に比較的丁

2361 

閉an 一゚
3cm 

第454図土壊143出土遺物 (1/4• 1/2) 

寧なヘラミガキが施されたものであった。

時期は、 2点の器種の特徴によりおよそ下田所式に併行すると考える。 （島崎）

(4) 土器溜り

土器溜り 2 (第329・455....... 464図、写真図版78)

llC区に位置し、竪穴住居46の埋没後、その上層に形成されている。平面形は円形で、規模

は南北径4.45m、東西径5.lmを測り、深さは25cm、中央部の海抜高2.65mである。

出土状況としては

完形に近い大形片が

多く、器種構成につ

いては、甕が多く、

高杯が少ないようで

ある。

2362~2370 ,± 令復

合口縁の壺で、 2365

......,2367には端部が屈

曲して外反する傾向

が見られる。壺2371

-2375は口縁部が外

反し、 2371-2374で

は内面上端が押さえ

られて、端部に面を

もつ。壺2382・2383

·2386~2391 は、ロ

縁部が直線的に開く

選

~~~ 
。

2m 

第455図土器溜り 2 (1/60) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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第457図

もので、 2389・2390の口縁部はほぽ直立している。 2381の肩部には櫛描沈線による波状文が

見られ、 2393とともに水漉粘土が用いられている。小形壺2392は丹塗りされている。 2374・

2376・2377の体部外面はタタキメ調整され、 2376・2377の内面にはハケメが残っており、

2380とともに他地域からの搬入品と考えられる。

甕2394-2418は、ほぽ直立する口縁部外面に櫛描沈線が巡らされ、体部外面はハケメ後に縦

方向にヘラミガキされて、内面下半に指頭圧痕を残すものである。 2404・2415には若干の底部が

認められるが、丸底化しており、 2394・2395は焼成後に穿孔されて、甑として使用されている。

2396・2398・2409・2411・2413-2415・2417・2418の肩部外面には、 2......,3個の刺突文が見ら

れる。 2419・2421-2426・2428・2429は口縁部が「く」字状に開くもので、 2419・2424・

2425では端部に面をもつ。 2425は肩部外面に櫛描沈線による波状文が施され、焼成後に底部穿

-600-



第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

2394 

D I Dem 

2395 

第458図土器溜り 2出土遺物③ (1/4) 

-601-



2. 足守川加茂B遺跡
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第459図 土器溜り 2出土遺物④ (1 /4) 
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---24; ー：＼
第460図 土器溜り 2出土遺物⑤ (1/4) 
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第461図 土器溜り 2出土遺物⑥ (1/4) 
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2. 足守川加茂B遺跡
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孔されて甑として使用さ

れている。 2426-2429

の体部外面はタタキメ調

整され、 2429の内面上半

にはハケメが残っている。

大形の鉢2430-2433・

2442は複合口縁で、端部

がやや外傾しながら立ち

上がっており、 2442の

底部ば焼成後に穿孔され

ている。小形鉢2444----

2447の外面はタタキメ

調整され、 2444・2445

の底部はヘラケズリされ

ている。底部外面のヘラ

ケズリは、 2448----2450 

第 2章第 4節古墳時代前半の遺構・遺物

S139 

t.....__.Jan 

$138 

第464図土器溜り 2出土遺物⑨ (1/3) 

にも見られる。小形鉢にあっては、 2437----2441の口縁部が屈曲して開くものは、 2444----2461 

の椀形のものより少ない。 2443は、壺の製作途上で鉢に変更されたものである。製塩土器

2466は外面がタタキメ調整されている。

高杯は 3種類に分けられる。 2479-2481は、杯部が椀形を呈し、短脚である。 2479では屈

曲部に凹線状の段をもつ。 2468....__.2473は、内面が平らな杯部から口縁部が斜め上方に開くも

ので、 2474もこれに含めうる。 2482-2484は口縁部が 2段に開くもので、 2483は杯部からの

屈曲が少なく、 2482・2484は稜をもって屈曲している。 2482・2484にみられる口縁部下段の

屈曲に着目すれば、 2472もこの範疇に入る。後二者の脚部は長脚で、 2478を除いて中空化し

ている。 2467は形態からは後二者に含まれるが、杯部と脚部の接合方法が異なり、脚柱部と

脚裾部の境が明瞭でなく、透かし孔をもたないなど、異種である。透かし孔については、 2473・

2478が4孔である他は、器台も含めて 3孔が主体である。器台2485....__.2488は小さな椀形で、

裾が大きく開いている。鼓形器台2489-2491は、丹塗りされている。ミニチュアないし手捏

ね土器としては、前述の壺2392の他に、甕2420、鉢2434-2436、高杯2464がある。

土器以外の出土遺物としては、安山岩製の砥石S138、ヒン岩製の石錘S131がある。

以上の出土遺物には、各器種ごとに諸要素を比較していけばある程度の時期幅が認められる

が、全体としては古墳時代初頭の在り方を示すものである。 （光永）
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2. 足守JII加茂B遺跡．

(5) 斜面堆積（第329・465----477図、写真図版78・79)

BB区から 8C区中央部を結んだ東西方向のラインを境に微高地が南方向への傾斜を見せは

じめる。こうした中、特に中央から東側にかけての長さ約25m、幅約 5mの範囲内の斜面にお

いて整理箱約290箱相当の土器の出土が見られた。斜面は、微高地上面との比高差約 lmをも

って比較的緩やかな傾斜を見せるもので、土砂の堆積は基盤から平面検出面まで大きく 5層に

分層が可能で、その中で最も多くの遺物の包含が見られたのが第 2層である。

出土遺物はほとんどが土器で、他には鉄器、石製品、ガラス滓等が確認されている。

土器は、形態的にみて在地産の器種が多く存在するが、他地域からの搬入を示唆させる土器

も相当量確認されている。紙面の都合からここでは在地の土器の中でも特に最も普遍的な在り

方を示し、一般に吉備甕と呼称される甕2518~2526を時期的な指標として抽出・掲載するに

とどめ、主に形態的に特異な形状を示す土器について見てみたい。

先ず、吉備甕であるが、いずれも口縁端部を上方に垂直かやや内傾気味に拡張し、その外面

には櫛描沈線がほとんど例外なく一気に巡らされる。胴部は、胴部最大径が中央よりまだ上位

の肩付近にあり倒卵形を呈するもので、底部外面には僅かながら平底の痕跡と調整技法として

平底を意識したかのような該当部分で完結するヘラミガキの存在を認める。外面は縦、もしく

は斜め方向のハケメによる器面整形の後、口縁部ヨコナデを行い、さらにその後上下反復によ

るヘラミガキ調整が施される。内面は、頸部屈曲部以下はヘラケズリによる器壁の薄化が見ら

れ、一方下半部には指頭によると考えられる押圧痕が多く見られた。甕は、大きさの違いによ

って細分されるが、こうした形態的特徴と調整技法は大きさには関係なく型式が変わらない限

り普遍的に見られるものである。また性格は不明であるが、特徴の一つとして肩部外面には多

くの場合長さ約 5mm前後の楕円形を呈する刺突圧痕が 1---3個見られる。

以上の特徴は、いずれも下田所式の範疇で理解して差支えないと考えるものである。これと

共伴した土器が以下に述べる壺、甕、高杯、さらに手焙形土器の一部で、これを形態的特徴か

ら便宜上その都度分類し、特徴の記述を行う。

旦

L 灰褐色砂質土

2. 茶褐色粘質土

3. 淡茶色粘質微砂

4. 灰白色粘質土

5. 灰色粘質土

O. 
2m 

第465図斜面堆積土層断面 (1/60)
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

壺

先ず頸部の長短の状況によって大きく A・Bに分類が可能で、頸部の長いA類でも形状が

「ハ」字状を呈するものを a類、逆「ハ」字状を呈するものを b類、さらに直立するものを c

類に分類する。また口縁部も外側上方に長く拡張するものを 1類、長く直立するものを 2類、

内側上方への拡張を見せるものを 3類、拡張を見せないものを 4類と細分する。一方B類とし

た頸部の短いものについてもその形状の違いで肩部との屈曲部からただちに外反する口頸部を

a類、直線的に比較的長く緩やかに外反する口頸部を b類とし、さらに a類では口縁部外側に

拡張するものを 1類、直立した拡張を見せるものを2類、拡張しないものを 3類とした。

この結果、 Aal類 (2492・2493・2514)、Aa3類 (2508)、Abl類 (2504)、Ab2

類 (2495・2500)、Ab3類 (2505・2512)、Ab4類 (2506・2507・2517)、Acl類

(2501)、Ac2類 (2494・2498)、Ba1類 (2502)、Ba3類 (2511・2513・2516)、B

b類 (2515)等の分類が可能である。

壺Aal類は、口縁端部を上方に長く拡張を見せる点において若干様相が異なるものの、ロ

縁部以下の状況は弥生時代の上東式の長頸壺の直接もしくは間接的な系譜下に位置づけられ、

その最終形態を提示するものと考える。この系譜下には足守川加茂A遺跡（以下加茂A遺跡）

包含層出土の971が、さらに加茂A遺跡竪穴住居21出土の275等が続くものと推測する。ただ

し、予想される2493は同じ系統ではなく、これはむしろ長頸壺に直接つながるものと見られ、

まだ伝統的に平底状態を残している。以上在地的な壺について見たが、 2514は比較的短く外

上方に拡張した口縁部外面に丁寧な線刻による鋸歯文が施され、在地的な様相とはいえない。

壺Aa3類は、頸部を「ハ」字状にするため口縁部への移行は鋭角的で、屈曲してから口縁

端部にかけては横方向へ長い口縁部を形成する。上面にはヨコナデにより凹線状の凹凸が幅 5

cmの範囲で全周するものであった。なお、小型ながらこれに共通するものとして士器溜り 1出

士の1625がある。後述のAb4類と共に讃岐地方の下川津B類土器に比定されるものである。

壺Abl類は、頸部上端部を外方に僅かに折り曲げた後、端部上面部分に粘土を貼付し、さ

らに比較的長い内湾気味の立上がりを形成する。 2503と共に畿内系の壺として認識される。

壺Ab3類は、一般的に2505に見られるよう9 に外面調整としてハケメの多用と、口縁拡張

部外面への櫛描波状文• 竹管による刺突等による加飾で特徴づけられる。 2512は頸部以下を

欠くため全貌は不明であるが、口縁部外面には吉備甕の口縁部外面に施された櫛描沈線が巡ら

されている。一般に西部瀬戸内地方で多く見られるものである。

壺Ab4類は、比較的直線気味な頸部から緩やかに外反し、さらに直線的に延びる口縁部を

見せるもので、僅かに端部を拡張させ、その外面にはヘラ描きによる鋸歯文が施されている。

これに類似したものは加茂A遺跡の竪穴住居21の307でも見られた。 2517は、 2506・2507よ
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2. 足守川加茂B遺跡

り頸部が短く、胴部外面にはタタキ痕跡を明瞭に残すことで様相が異なる。

壺Acl類は、円柱状の頸部から口縁部を直線的に屈曲させた後、その上端部にほぼ延長線

状に延びるような拡張部を構成するもので、下端部にも粘土紐の貼付後ヨコナデ調整により口

縁下端部が形成される。頸部は遺存しないが2499も同様に直立傾向の頸部をもつものであろう。

壺Ac2類は、 Acl類と類似するがA・cl類のほうが全体的に直線的である。 2494には

ヨコナデ調整後、内・外面に丹の塗布が認められた。

壺Bal類は、肩から急激に絞まり短く外反した口縁部にさらに上部に長く、下部に僅かな

拡張口縁を形成したもので、拡張状況はAcl類に共通する。

壺Ba3類は、 Bal類ほどの外反は見せず、また口頸部の長さはBb類よりは短いといっ

たもので緩やかに外反する。 2516は、西部瀬戸内のなかでも土井が浜IX式に類例が見られる。

壺Bb類は、口縁部を2511・2513より長く直線的に外方に延ばし、ヨコナデ調整される。

甕

形態的には口縁端部が拡張するものとそうでないものでA・B類に大別され、 A類でも口縁

部の拡張の度合いによって、短く直立気味に拡張するものを a類、長く外反気味に拡張するも

のを b類、また技法的な観点によっても胴部外面にタタキを認めないものを 1類、タタキを残

すものを 2類とし、一方、「く」字状を呈する B類にあっては口縁部の形態に大きな差が存在

しないこともあって胴部外面へのタタキの有無により先ず a・bに分類した。さらにタタキの

遺存する a類にあっても内面の全面がヘラケズリされるものを 1類、全面ヘラケズリがみられ

るものの一部に押圧との切り合いを認めるものを 2類、ハケメと押圧の両者が共存するものを

3類、肩部にナデもしくは押圧、胴部下半にケズリが多用されるものを 4類、ハケメとケズリ

の共存するものを 5類、押圧の後のハケメ調整をよく残すものを 6類と分類を行った。

この結果、 Aal類 (2518-----2526)、Abl類 (2538)、Bal類 (2529・2542・2545)、

Ba2類 (2530・2534・2537)、Ba3類 (2536)、Ba4類 (2540・2544・2546)、Ba

5類 (2527)、Ba6類 (2531)、Bb 1類 (2528・2539)が分類された。

甕Aal類は、先述した吉備甕に該当するものである。内面は頸部以下ヘラケズリによる器

壁の薄化が顕著に認められるが、肩部もしくは胴部下半にはこれと切り合った状態での押圧痕

跡が認められる。

甕Abl類は、 Aal類の吉備甕にしばしば共伴して見られ、胎土も酷似した器種である。

甕Ba1類は、ケズリの程度によってBa4類との混同があろうが、およそ肩と胴部の境付

近での在り方で区分した。 Bal類は頸部以下がケズリの対象となったものである。 2529は、

後述Ba2類2530、竪穴住居94の2257と共に胎士中に角閃石を多く含み生駒西麓産といえる。

甕Ba2類は、大きくはBal類の範疇にあるものの胴部下半もしくは肩部に押圧痕跡がヘ
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ラケズリと切り合った状態で見られる。

甕Ba3類は、当該期基本的に倒卵形が多い中、底部尖底気味で胴部径に対して器高が高い

形状を見せる。類例は加茂A遺跡竪穴住居21の332、同竪穴住居30の564等で散見される。い

ずれも内面ヘラケズリが部分的に見られるものの基本的にはハケメによる調整で、ハケメを最

もよく残す。またこれは外面調整も同様でタタキの後縦方向のハケメ調整が施されている。

甕Ba4類は、形態的には2544は撫で肩を呈し、斜め方向のナデをヘラケズリが切ってい

る。一方、 2546は肩から胴部への変換点が胴部最大径をなすもので、 2546はケズリの後に縦

方向のナデが施されている。

甕Ba5類は、 Ba3類と形態的にもまた外面調整もタタキによる整形の後、ハケメ調整が

なされる等酷似するものであるが、内面はハケメの後肩部下半がヘラケズリされ、頸部から肩

の一部にハケメを残す点で相違点が見られる。

甕Ba6類は、内面押圧後ハケメ調整が施されるが、外面タタキの後ハケメ調整が施設され

ない点でBa5類と相違する。

高杯

ここに提示した資料のうち2551・2552・2554以外については、いずれも当該地域で頻繁に

見られるものではなく、むしろ他地域に類例を求めるのが妥当であろう。 2553は、形態的にみ

て杯部の基本的な在り方は2556に類似するが脚部等僅かに差異を認める。 2557は、杯受部か

ら口縁端部にかけて大きく直線的に延びるもので、端部は「コ」字状を呈する。胎土中には雲母

を多く含む。おそらく北九州の西新町式の中に比定されるものであろう。 2259は、比較的深い

椀状の杯部に「ハ」字状の脚部を持つもので、接合部には円盤充填が認められた。胎土中には

角閃石を含み全体に淡黄色を呈する。摂津地域に散見される椀形高杯との類似性が注目される。

手焙形士器

近年畿内を中心とした資料の集積・研究成果が見られる中、吉備地方南部においても昭和55

年の足守川矢部南向遺跡（以下矢部南向遺跡）の調査以降、出土が相次ぎ、この斜面堆積だけ

でも掲載資料9点、この他加茂A遺跡、矢部南向遺跡等で遺構に伴った状態での資料16点、掲

載できない資料を含めると本報告書で対象とした 3遺跡からはおおよそ50点以上の数になると

考えられ、北約 1kmの地点に所在する津寺遺跡からも20数点の出土が知られている。足守川遺

跡群からの出土遺物の総数が4200箱を数える中にあって50数点の出土贔の割合の高低について

は現時点では評価できないにせよ、これまでの全国的な傾向からは通常な在り方とは思えない。

従来手焙形土器については、分布の偏在および形態的特徴から畿内を中心としだ性格づけが

なされ、大阪府美園遺跡での報告以降、さらに近年近江地方では口縁部の形態と接合方法が空

間および時間的な推移を反映するものと理解され、これを基軸とした分類方法がなされ、全国
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2. 足守）11加茂B遺跡

的にも定着した感が強い。一方、当該地域の手焙形土器の場合は、これまでに畿内のものに比

較して簡素さゆえの特性と資科数の僅少さからこれまで分類の主要な対象とはなり得なかっ

た。ところが近年良好な一括した状態での資料が周辺を含めると約70点を越す現状に至っては、

一瞥するに口縁部の在り方以上に全体を構成する鉢部と覆部の特徴差の方がより顕著であるこ

とが認められるようになってきたといえる。ここではその在り方に焦点を絞った分類方法を試

みるものである。

鉢部には、甕あるいは鉢状のものがあり、形成過程で覆部の形成に時間的な隔たりを然程も

たない一体化されたものをA類、一旦鉢を完成させてから覆部を形成する B類、さらに先ず皿

もしくは浅鉢状の底部を作成した後、その端部上方に立上がりをもたせ鉢を完成させた後これ

に覆部を組合わせたものを C類とし、またそれぞれの製作技法にタタキの採用の有無で、採用

されないものを a類、採用されたものを b類、底部外面が最終段階でヘラケズリ調整されたも

のを c類に、一方覆部についても口縁部調整に際して端部に切り口を残すのみで加飾されない

ものを 1類に、口縁端部上下に粘土紐を貼付することで口縁端部を拡張し装飾性が意図された

ものを 2類として細分した。なおここでは装飾化と理解し 2類のなかに位置づけたが、 1類と

2類の間にはただ端部を押圧後その部分を僅かに外方に折曲げ面を意識したものも見られる。

この結果、 Aa 1類 (B1440・ 矢726・ 矢1001)、Aa2類（該当なし）、 Ahl類 (B

1837・ 矢1302)、Ba 1類 (A620・B2281・ 矢667・ 矢1000)、Ba2類 (A619・B

2595・ 矢1669・ 矢1668)、Bb 1類 (A621・B2596)、Bb2類（該当なし）、 Bc 1類

(A915・A914)、Bc2類 (B315)、Ca1類 (B2588)、Ca2類 (B2589・B2590・B

2592・ 矢673)、Cb1類 (B2591)、Cb2類（該当なし）、に分類が可能となる。

Aal類は、基本的には鉢もしくは甕状のものを製作する過程である程度まで形成した段階

で粘土紐を一定方向にのみ水平位に高くなるように順次粘土紐の長さを短くしながら重ね、比

較的小さめの口を確保する。加飾傾向は窺われないが1440は鉢部と覆部を意識してか全体を

形成した後、タガ状突帯が 1条巡らされる。傾向としては矢部南向遺跡726より新しい要素と

もみられるが、共伴する土器は前者が上東・鬼JII市IIl式で後者がオノ町式である。同類型の資

料は足守川加茂B遺跡（以下加茂B遺跡）の東約500mに所在する西加茂遺跡からも見られ、

それは甕を母体としたものでオノ町式の土器と共伴し、現在までのところ時期的には上東・鬼

川市mからオノ町段階までの土器が共伴する。下田所段階のものは確認されていない。

Ahl類は、基本的な在り方はAal類に類似するが整形技法にタタキの採用がみられる。

ただし全体的に作りが稚拙で、中には底部の確認すらできないものもある。覆部口縁は、口縁

端部を押圧後上方に僅かに折曲げた程度のもので加飾化傾向の現れと考える。下田所式の土器

との共伴が認められ、基本的にはAalから派生したものと考える。

-612-



第2章第4節 古墳時代前半の迫構・遺物

Bal類は、現在までのところ足守川遺跡群で最も古いものでは矢部南向遺跡の土城72でA

a 1類1001との共伴が認められる。通常の鉢とは異なり口径に対する底径の割合が高く Aa

1類同様製作当初から手焙形土器を意識してつくられたもので、一旦鉢部を完成させ、ある程

度の乾燥の後改めて覆部を粘土紐を一定方向にのみ粘土紐の長さを順次短く水平位に接続する

ことで製作する。傾向として鉢部内面ヘラケズリの後ヘラミガキ仕上げが一般的な鉢の在り方

であるのに対して、一部ケズリとミガキを残すものの全体的にはナデ・ハケで最終調整された ― 

ものが多い。技法的にも製作H標が手焙形土器であったことが窺われる。また、鉢部口縁部の

在り方は端部を若干上部へと拡張したものがほとんどで、一見上東• 鬼川市皿式からオノ町段

階のものに酷似する。しかし、口縁部の在り方が年代観と一致するものはJ:.東・鬼川市皿式に

比定される比較的古相を示す段階のものに限定され、下田所段階まで下がると共伴土器との間

に格差を生じる。伝統の継続性の一端が看取される。

Ba2類は、 Bal類が一層加飾化傾向を増長したかのような状況で見られるものである。

覆部口縁部は基本的に本来の口縁部の厚さに倍増させるかのように端部を押圧、外側への折曲

げ、さらには上下端部への粘土紐の貼付により口縁部幅の拡張が図られ、その外面には線刻・

浮文等による加飾化が見られる。鉢部口縁部の在り方は依然として上東・鬼川市皿式の伝統的

な口縁形態を呈するが、実際に一括共伴土器の示す年代観は新しく下田所式段階までである。

亀川上層式に共伴するのは矢部南向遺跡1668・1669でその他にも周辺の奥坂遺跡・矢部古墳

群等で確認され、傾向として器形の小型化をはじめ口縁部は吉備甕状の比較的長く立ち上がる

ものとなり、底部は新しくなるにつれて丸底化と器壁の簿化現象を、また覆部と鉢部の比率も

1 : 1と覆部の占める割合が高くなるようである。

B b 1類は、鉢部の形成にタタキが用いられたものを想定するが、現段階当該地方では未確

認である。

Bb2類は、 Bb 1類の覆部口縁部の加飾化が一層強まったもので、鉢部形成後の覆部との

接合は明瞭でない。一体化の感が強く、時間的な隔たりも Bal・Ba2類に比べて少ないよ

うに見られる。覆部は一層高＜なり、全体の約 1/2近くに達する。

B c 1類は、基本的にはBal類と形態的な相違点は見られない。調整段階で鉢部外面の器

壁調整としてヘラケズリが用いられたものである。

Bc2類は、 Bc 1類の覆部口縁端部が上・下に拡張し、加飾化が一層顕著になったもので

ある。ただし、加茂B遺跡315は鉢部口縁部の正面に伝統的な口縁形態を残すが、背面側覆部

との接合箇所はそれが形成された状況になく形骸化傾向にあることも否定できない。

Ca 1類は、 A・B類の鉢部の作りとは様相がまったく異なり、皿状もしくは浅鉢状の底部

を作成した後その端部に垂直もしくは斜傾気味の立上がりをもたせ鉢部を形成・調整した後、
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2. 足守川加茂B遺跡

粘土紐を水平もしくは斜傾した状態で鉢部に積み上げ覆部を形成したものである。口縁端部に

は加飾化傾向の現れである拡張帯が然程意識されない段階である。

Ca2類は、 Ca1類の覆部口縁端部に粘土紐を下端および上・下両端に貼付け拡張帯が形

成されたもので、 9 その外面には線刻もしくは円形および棒状浮文による装飾が顕著に見られる。

土器との共伴関係で見れば、 1点矢部南向遺跡の竪穴住居37上層からオノ町式から下田所式の

幅の中にみられるが、いずれにせよその他の大多数は下田所式以降の土器との共伴関係にある

器種である。

Cb 1類は、基本的にはCa1類と形態的な相違点はないが、外面に形成の際タタキが用い

られ、器表面にその痕跡を残すものを想定するが、現在確認されていない。

Cb2類は、これも基本的な形状はCa2類と形成段階でタタキの使用を示唆させる痕跡の

遺存以外は何等相違点は見られない。

以上、従来の畿内を中心とした口縁部中心の分類とは異なり、手焙形土器を構成する主要要

素である鉢部、覆部の形態的・技法的な側面から粗削りな分類を試みた。この結果、傾向とし

てその在り方は当該地方の土器編年と比較的よく合致ずることが判明した。そこであらまし吉

備地方南部地域の手焙形土器の序列として次のような時期区分を行ってみた。

I期 Aal類と Ba1類の一部が該当する。現在までに祖形的な資料は確認されていない

が、既存資料は製作当初から既に手焙形が意識されて製作されたもので、鉢部内面に

はミガキが施されずヘラケズリのみが施されるといった一般的な鉢、甕の製作・調整

技法とは若干異なる。弥生時代後期後半の上東・鬼川市皿式に共伴する。

II期 I期に引き続き Aal類、 Bal類の一部が該当する。 I期との型式的な相違点は現

在までのところ資料不足もあって確認できない。 Abl類、 Ca2類の一部資科の存

在も知られるが、特にCa2類については遺構が年代幅をもった土器溜りであること

で、さらに検討が必要であろう。弥生時代後期末のオノ町式に比定される。

皿期 Abl類、 Bal類は引き続き見られるがAa 1類は姿を消し、新たにBb2類、 B

C 1類、 Bc2類、 Ca1類、 Ca2類、 Cb2類が出現する。器種の増加と全体的

に加飾化傾向が最も顕著となる段階である。その中にあってBa1類だけは依然と旧

態を保持する。ただし内面ヘラケズリ調整は見られなくなり、ハケ・ナデが多い。

IV期 全体に小型化傾向が窺え、 Ba2類が量的に最も多く遺存する程度である。周辺地域

からはCb2類の存在が古墳の副葬品の中に僅かに認められるが、いずれにせよ皿期

との断絶は著しく、衰退現象を示すといえよう。亀川上層の土器との共伴が知られる。

以上、紙面の都合でここでは加茂B遺跡の古墳時代初頭に位置づけられる斜面堆積出土の主

要な土器を中心に簡単に見てきたが、これによると土器は下田所段階で畿内、山陰、四国、九
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表 1 手焙形土器編年表
第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂 B遺跡

口
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2504 
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第467図斜面堆積出土遺物② (1/4) 
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2517 

第468図斜面堆積出土遺物③ (1/4) 
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2523 ゜
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乎ロ

第470回斜面堆積出土遺物⑤ (1/4) 
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第476図斜面堆積出土遺物⑪ (1/4) 
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2. 足守）II加茂B遺跡

州さらには東海地方との交流を示唆させる存在が明らかとなった。さらに手焙形土器について

は従来の畿内を中心とした在り方とは異なった様相が判明した。則ち、吉備地方南部地域にお

いても地域性を強く帯びたAal類、 Ba1類が弥生時代後期後半には確実に複数出現してお

り、その後古墳時代初頭の亀川上層

段階まで時期毎の転変はあるものの

一貰した系譜のもとに継続し、吉備

型と呼称して差支えない程の在り方

が特にAal類、 Ba1類、 Ba2

類を中心とした系譜のなかにはかな

り具体性をもって知られるようにな

ってきたといえよう （島崎）

註

(1) 野藤和也「美園遺跡出土の手焙形士器について」「美屈J

大阪府教育委具会•財団法人大阪文化財センクー 1985年

(2) 小竹森直子「手焙形土器雑考」 f紀要」第3号 財団法

人滋賀県文化財保護協会 1990年

(3) 以下足守Ill加茂A遺跡をA 足守ill加茂B遺跡をB、足

守川矢部南向遺跡を矢で表記する。
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

(6) 遺構に伴わない遺物（第478-484図）

ここで取り上げる遺物は、調査区を覆う古墳時代前半の包含層から出土したものの他に、建

物としてまとまらなかった柱穴や、重複する遺構埋土の上層で個別の遺構との関係を限定でな

いまま取り上げられたものも含まれている。また、士器については、前項の斜面堆積に代表さ

せることとして省略している。

第478・479図は、土製品である。土製勾玉C46は、長さ31.6mmの完形品である。 C47・56-

60は紡錘車で、 C56は未製品である。いずれも土器片を転用しており、径3-5cmの円形に

近い形に整形し、両面から穿孔している。重量は 3g程度から13gまでの幅がある。 C48-

55・58は土錘である。 C48・58は、側面に溝が巡るもので、 C48は指オサエの痕跡を残した

ままである。 C49・50は筒形を呈するもので、外径30----33mm、長さ59-65mmで、重量は69-

77 gである。 C51は球形の中心部に貫通孔をもつもので、外径36mm、長さ38cmで、重量は52

gである。 C52-55は、円筒の両端に長軸に直行する貫通孔をもつもので、 C55では二つの

貫通孔の角度が異なっている。径19-25mm、長さ65-91rnmで、重量は34-67gである。円筒形

を呈する後二者に属する土錘は図示した以外に数多く出土している。

第480-483図には、鉄器50点を示している。器種としては、刀子・錨・駿・斧等のエ具、

鎌．鋤先等の農具、鏃・ニ又矛等の武具をはじめとして、鋏・責金具などがある。 M90-95・98

は、刀子と考えられるものであ

る。 M90は柄の部分で、蕨手

となっている。 M91では柄の長

さは55mmを測り、刃部は磨ぎ込

まれて幅が狭くなっている。計

測できる刃部幅は、 7-29mmで

ある。先端部と考えられるM94
C46 

。
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゜
5cm 

号

い`言C48 
第478図遺構に伴わない遺物① (1 /1・1/2)
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2. 足守川加茂 B遺跡
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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2 . 足守川加茂B遺跡
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂B遺跡
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第483図 遺構に伴わない遺物⑥ (1/2) 

では、切っ先が下がっている。 M97・101・119・122は鉤と考えられるものである。 M119の

刃部は鰻頭状であり、 M97・122では柄部の幅から先端へ向けて幅を狭めている。 M97では刃

部が反る状況が見られる。 M96は、 X線写真により鋏の可能性が指摘されている。 M99は方

形断面を呈する柄の一端が鍛打されて幅を広げており、盤と考えられる。 M102は責金具で、

内径は22mmである。 M106は 1辺 5mmの方柱を 4回転ほど捻って先端を尖らせたものである。

M107・108は鎌と考えられるもので、いずれも一端を三角形に折り曲げており、 M107では木

目を刃部に平行させた木質が遺存していた。 M109は斧かと考えられるもので、鎌と同じく端

部を折り曲げているが、幅• 厚さともに鎌を凌いでいる。 M110は鋤先と考えられ、両端を折

り曲げて長さ62mmの外湾する刃部を作り出しており、厚さ 6mmである。 M111・112も、これ

らに近しい器種を想定しうる形状を示している。 M113-----118・120・121・125-----128は鏃と考

えられるものである。 M113が方頭式、 M114が定角式、 M117が圭頭式とみなしうる他は、柳

葉状を呈し、 M121に鏑が見られる他は、鏑が確認できない。 M114・125の茎が断面円形を呈
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M145 一゚第484図 遺構に伴わない遺物⑦ (1/1) 

する他は、いずれも断面方形である。 M124は二又矛

と考えられ、枝の部分は断面三角形である。器種を限

定できない鉄器片の中には、 M133・139のように、

端部が切断された痕跡を示すものもある。

5cm 

S 141 

一゚
2cm 

第484図のM140~146は銅鏃である。 M146を除い

て遺存状況が悪いが、 M140が腸挟柳葉式とみなされる他は、逆刺をもたない柳葉式と考えら

れる。 M140・144では縦一字鏑を見ることができる他は、鏑が明瞭でないが、十字鏑と考え

られるものは無い。 M146は貝塚上層での出上で、未製品であり、研磨を受けていない。

S 139は、翡翠製の勾玉で、完形品である。 （光永）
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2. 足守川加茂B遺跡

第 5節古墳時代後半の遺構・遺物

(1) 概要

足守川加茂B遺跡の微高地部分を覆う古墳時代前半の包含層より上層から掘り込まれた遺構

は、第485図に示すとおりである。このうちで、古墳時代後半に時期を限定できる遺構として

は、竪穴住居4軒があるのみである。 3軒では造り付けの鼈が確認されており、相互の距離は

9mと26mを測り、やや離れている。古墳時代前半までの遺構密度に比べ、非常に希博である

が、深さ10cm程度の遺存状況を考えれば、削平された遣構数も多いものと思われる。 （光永）

(2) 竪穴住居

竪穴住居108(第485-487固）

lOB b区に位置し、竪穴住居109・110との距離約 9mである。

平面形は長方形で、長軸長5.03m、短軸長4.3mをそれぞれ測り、床面積は18面となる。最大

で深さ10cmが残る側壁は外傾しており、ほぼ平坦な床面の海抜高は3.4mである。幅13-3lcm

の壁体溝が巡るが、北東隅と北辺の中央部で途切れている。柱構造は 4本柱で、南東の柱穴が

重複している。柱間は2.0-2.4mで、主軸は東西方向に置かれている。柱掘り方は楕円形で、

長径40-63cm、深さ45-60cmを測り、側壁との距離は70-120cmである。北辺の東から約1.5m

に鼈が造り付けられている。側壁の30cm外側から、長径155cm、復元短径97cm、深さ18cmの土

城が掘られ、これを第4・5層で充填すると同時に袖を造り付けたものと考えられるが、削平

されて袖以上の構造は不明である。焼土の範囲から、燃焼部の幅は65cm程度と想定される。こ

の土城の南西肩口と西70cmの2か所で、それぞれ径35cmと45cmの焼土面が検出されている。鼈

に対峙する南辺添いでは、平面形長方形で、 80X57X10cmの規模の土城が検出されている。

出土遺物には、士師器の直口壺2600、甕2601、須恵器の壺2602、杯蓋2603-2605、横瓶

2606の他に、鉄鎌M147、鉄鏃M148等がある。須恵器はいずれも小片であり、時期差もある

が、杯蓋2603から、 6世紀後半の年代を考えておく。

竪穴住居109(第485・488-490図、写真図版80)

10B区南部に位置し、竪穴住居110と東西方向の溝 2条に削られている。

平面形は長方形で、長軸長5.31m、短軸長4.63mをそれぞれ測り、床面積は22.2面である。

深さ10cmが残る側壁はやや外傾し、北東部と鼈周辺を除いて、幅10........ 18cm、深さ 5cm以内の壁

体溝が検出されている。柱穴は検出されておらず、柱構造は不明である。西側壁中央部には鼈

が造り付けられている。北側の袖は溝に削られて原状を損なわれているが、袖は高さ20cm、下幅30

cmで側壁から85cm内側にのびている。燃焼部は幅50cm、奥行88cmを測り、底面への熱影響は深

さ13cmにまで及んでいる。燃焼部中央には、土師器の高杯2613が支脚として倒位に据えられ
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第2章第 5節 古墳時代後半の遺構・遺物

11 D 10D 9D 80 

Oo  

＼
ぃ

¥
¥
/
 

¥
¥
/
 

／
 ゜

゜
゜~

 ゚
゜

゜
゜

l
"
9潅

9
l
:
O
O
0
 

0
 

0

0

。

0

0

 0
 

0
 

゜
゜

誓 ＋住108

~~~ 
~ 

密

゜

□
 
心もー

ー

A
"＂

＼
 

O
o
 

＂̂u
 ゜゜

+3 

゜ u ¥¥ ¥¥ + ーし~-1\\1\\ 
◎ 

\
’
↑
」
\
＼
八
〗

；‘'’/ロ

B+ 

8
 B+ 

7
 

住：竪穴住居

土：土凛 0
1
 

10
↓
 

:m 

第485図 古墳時代後半以降遺構配置図 (1/300)

-637・638-



第2章第 5節 古墳時代後半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂B遺跡

ており、底面上には厚さ

8 cmに焼土が堆積してい

た。床面はほぼ平坦で、

海抜高3.08mである。こ

の床面上では、裔の北西

25cmと南西隅の 2か所で

大形の土器片が集中する

箇所が見られた他、踊北

袖の外側付け根付近およ

び床面北東隅と中央やや

南寄りの 3か所で、角礫

が 2-----3個ずつ出土して

いる。

出土遺物には、土師器

の甕2607-2612、高杯

2613、甑2614と、須恵

器の杯蓋2615-2617、

甕2618の他に、土器片転

用紡錘車 C61、滑石製の

管至 S142、ヒン岩製の

石錘 S143等がある。土

師器の甕は「く」字状口

縁で、胴長である。高杯

は椀形の杯部で口縁端部

がやや外反し、中実の長

脚から裾部が小さく開い

ている。甑は底部がなく、

把手はやや上反する。須

恵器杯蓋は三者三様であ

るが、時期は、 2616によ

り、 6世紀前半に求めら

れる。
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第487図 竪穴住居108出土遺物② (1/2) 
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第2章第 5節古墳時代後半の遺構・遺物
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2. 足守川加茂 B遺跡

一一

＠
 

Q C61 
5cm 

S142 

一゚
1cm 

第490図竪穴住居109出土遺物② (1/2• 1/1・1/3)

竪穴住居110(第485・491図）

lOB区南部に位置し、竪穴住居109を削っている。
S143 し一an北西隅の部分が、検出面から 2cm足らずの深さで残っていた

もので、全容は不明であるが、平面形は方形ないし長方形と想定され、最大東西長2.2m、最

大南北長1.7mを測る。壁体溝は検出されておらず、床面の海抜高は3.38m以上と想定される。

柱穴は検出されず、柱構造は不明である。鼈あるいは中央施設を想定させるような焼土面も検

出されていない。

出士遺物には、須恵器の杯蓋2619・2620の他に、鉄剣M149・151、鉄鏃M150がある。

2619・2620はともに小片であり、時期を明確にすることはできないが、他の鼈付きの竪穴住

居が6世紀代に属することから、この住居についても同様に考えられる。 （光永）

竪穴住居111 (第485・492図、写真図版80)

8Ca区と 8Cb区に跨がった状態で検出された南西側に造り付けの鼈をもった住居である。

住居が位置する地点は調査時全体にグライ化がかなり進行しており、

住居の平面形態の検出もままならない状況にあった。被熱面が検出さ ~ -::::、、
2619 2620 

るに至ってはじめて鼈をもった住居と認定されたもので、特に東側と 6,,1.,, ...、...i..r...-,.,',.!Jaa

M14~ □-
'M151 

—゚ 3cm 

第491回竪穴住居110出土遺物 (1/4•1/2)

M150 
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第 2章第 5節古墳時代後半の遺構・遺物

北側については未確認のまま包含層として掘り下げを行った。

鼈を中心にその平面形態を検討した結果、住居は一辺4.78mを測る平面方形を基調とした平

面形態が推測された。寵は、この中央部に壁から粘土によって左右の厚さ約30----SOcmを測る袖

が約80cmの幅をもって見られ、住居外への煙道の遺存状況も良好であった。煙道は、特に天井

部分がよく被熱しており、内部の大きさは幅25cm、底から天井までの高さ約15cmを測る断面楕

円形を呈するもので、下部

＼ 

0 

1. 淡灰緑色粘質土

゜
2m 2. 灰茶色土

3. 暗灰黄色土（含、焼土・炭）

には焼土塊を含んだ層が15

cmの深さにまで見られた。

こうした下部構造は、焚口

についても同様で、一部住

居外の煙道部分を含め長軸

長約2.00m、幅85cm、深さ

30cmの掘り方が認められ

た。また断面はレンズ状に

灰と焼土塊の混和された層

序が認められ、入念な除湿

が図られていた。

床面には、 2本の柱穴と

300cm 炭化した建築材の遺存が認

められ、多量の焼土塊の散

在と相侯って火事による焼

失を窺わせた。

須恵器の共伴で 6世紀後

半頃と考える。 （島崎）

4. 灰黄色土

2622 

2621 

C
}
 

!Dan 

2623 

第492図 竪穴住居111(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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2. 足守川加茂B遺跡

第 6節古代以降の遺構・遺物

(1) 概要

第485図に示す遺構のうち、竪穴住居 4軒を除いたものが・古代以降に属するものと考えられ

る。 lOB・C区から南で検出される溝群は、東西方向に並び、 9・8B区では南北方向にこれ

と直行するものが見られる。 10・9B・C区において散見される柱穴については、 9B区にお

いて掘立柱建物 l棟が確認できた他は、建物としてのまとまりを見せない。しかし、その集中

度からは、 lOC区およびその東側の一帯に建物群が所在した可能性が残る。土堀としたものは
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第 2章第 6節古代以降の遺構・遺物

3基のみであるが、 lOC区南部にも大形のくぽみが所在する。 8B・C区では、後世の粘土採

掘によって、大きく削られている部分がある。

いずれにせよ、集落としての土地利用とは考えがたく、溝群も水田経営に伴うものと考えら

れる。この後埋没していく過程においても、各段階での水田利用の状況が調査区側壁の断面観

察で知られている。 （光永）

(2) 掘立柱建物

掘立柱建物 1(第485・493図）

9Bd区に位置し、南西隅の柱穴は溝を削っている。

2X2間の総柱で、平面形はやや平行四辺形に近い。規模は、桁行4.3m、梁間3.8mで、床

面積は16.3面となる。主軸は南北方向に置かれて、 N-12゚ 30'-wを示している。柱間は、

桁行でl.9-2.35m、梁間で1.75-2.0mを測り、北辺中央の柱がやや外側へずれている。柱掘り

方は円形で、径26-47cm、深さ17-50cmを測り、埋土は 1ないし 2層で、柱痕跡は確認されて

いない。

時期を明確にできる遺物の出士はないが、溝を削っていることから、古代以降という捉え方

にとどめたい。 （光永）

(3) 土壊

土堀144(第485・494図）

9Ba区から 9Bb区にかけて位置し、溝群を構成する 1条の溝と、下層の竪穴住居78、土

城165の一部を削っている。

平面形はやや角をもつ不整な円形で、南北径6.52m、東西径7.2mを測る。深さ63cmが残る側

壁はほぽ直立し、西辺ではやや内傾している。底面の南東半では、 2段に掘られた状況を見る

ことができ、底面の海抜高は上段で2.25m、下段で1.95mを測る。底面上段の幅は 3-----85cmで

ある。埋土は暗茶褐色土の 1層である。

出土遺物には、斧かと考えられる鉄器M152の他に、弥生土器・土師器等があるが、遺構の

関係から想定しうる時期を示す土器はなく、古代以降という枠で考えておきたい。 （光永）

(4) 溝（第485・495・496図、写真図版81)

調査区の南半lOB・C区から 8B・C区にかけて、東西方向および南北方向に直線的にのび

る細い溝が多数検出されている。これらは、個別の溝としての機能を考えるよりも、複数の溝

の集合として捉えられるものであり、溝群として一括してみていくこととする。

溝群の北端に位置するものは、検出状況はとぎれとぎれであるが、 lOBC区からlOCb区に

まで続き、さらにそれぞれ調査区外へ続くものと考えられる。西端での規模は、幅40cm、深さ

14-----20cm程度で、断面形は逆台形を呈する。埋士は淡茶褐色士が 1層である。これより南で東
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2. 足守川加茂B遺跡
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第494図土壊144(1/30) ・出土遺物 (1/2)

゜
M152 

5cm 

西方向の溝は、延べ28条が検出されている。このうち、第495

図にB-B' 断面を示した 8Ba区から 8Cb区へ続く溝は、

他の溝に比べて規模が大きいものである。断面形は逆台形で、

B-B' 断面での幅73cm、深さ29anを測り、西端では幅1.5m

を超えている。北端の溝との距離は32mを測り、この間に位置
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第 2章第6節古代以降の遺構・遺物
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する溝相互の間隔は、最大3.8mである。重複するものでは 3条の重複までが確認できる。

9ラインより南では南北方向の溝が検出されている。延べ19条が確認でき、その方向性は基

本的には直線であるが、やや東へ振れるものと西へ振れるものの 2種類があるようである。第

495図にA-A' 断面を示した 2条は後者に属するもので、全体的に西へ振れるものは東へ振長

れるものよりも規模が大きいようである。前述の東西方向の溝群との先後関係については、西

へ振れるものに古いものが多く、東へ振れるものは東西方向の溝群を切っている。

第495図に C-C' 断面を示した溝は、上記の溝群とは異なっている。規模は幅140cm、深さ

30cmを測り、 8Cc区から 7Ca区にかけて、西から南東方向へ湾曲している。

溝群からの出土遺物には、斧M153、釘M154、錨M155、不明鉄器M156の他に、弥生土

器• 土師器・須恵器等の土器片が出土しているが、時期を明確にすることはできず、寵付きの

竪穴住居等との関係から、古代以降のものと捉えるにとどめる。 （光永）

姦 lR -o: : ： : -M1-55 

ーロー` i; 

M154 

M153 ーい゜
5cm 

M156 

第496図溝群出土遺物 (1/2)
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2. 足守JII加茂B遺跡

第 7節結 語

(1) 遺構について

足守JII加茂B遺跡に対する発掘調査は、約2,800面を対象とした。このうち微高地部分は、

南北長65-70m、東西長23-41mの約2,070面である。この調査範囲は、東側へ広がることが

想定される微高地に対して南北方向の試掘溝をいれたに過ぎず、その調査成果のみでは微高地

上に営まれたであろう集落の全体像を知ることはできない。しかし、その限られた範囲の中に

あっても、各時代ごとに特徴が認められ、それぞれの概要として述べてきた。ここでは、時代

ごとの特徴を見なおす中で、集落の変遷を辿ってみたい。

最初に人の生活の痕跡が見られるのは、弥生時代中期後半である。竪穴住居 2軒、土城 5基

が検出されており、微高地北部の基盤が粘質の部分に立地している。竪穴住居は近接しており、

同時に存在したとは考えがたく、 1時期 1軒という状況である。土城のなかでは、貝殻で充満

していたものが注目される。

続く弥生時代後期前半に属する遺構としては、竪穴住居14軒、土城70基に加えて、土城墓2

基、土器棺 l基および貝塚 1か所が検出されている。竪穴住居は南部にも築かれ、平面形は楕

円形から隅丸方形まであるが、規模の違いが顕著で、径8m級の大形住居3軒が北部に集中し

ている。この 3軒については同時併存は考えがたく、全体でも 6軒までと考えられる。また、

この時期に特徴的な遺構である袋状土城は14基が検出されているが、その分布についても北部

に集中しており、一部が南東区にまとまっている状況である。成人墓である土堀墓は北西部で

検出され、小児墓の土器棺は南東部で検出されている。そして、これらに囲まれるようにして

貝塚が形成されている。この時期の微高地範囲は確定しがたいが、少なくとも貝塚は南北方向

における中央部に位置しており、斜面にはかかっていないことから単なるゴミ捨て場とは考え

られず、 卜骨の出土や、器台の多さに象徴される集落内の精神生活の中心としての位置付けが

なされる。その際の主役が大形住居の住人であったとも考えられよう。

弥生時代後期後半に属する遺構としては、竪穴住居27軒、井戸 1基、土器棺2基、土城146

基と土器溜り 1か所がある。竪穴住居の平面形は円形ないし隅丸方形が主で、規模には顕著な

差が見られないが、中央部東端に径8m以上に想定されるものが 1軒所在する他、造出しをも

つものも 1軒ある。その分布は微高地全域に及び、それまであまり利用されていなかった中央

部東半に集中するが、同時に存在しうるのは10軒までと考えられる。この時期に特徴的な遺構

として、長方形土城がある。今回長方形土堀としたのは、平面形が長方形で、長軸長2m以上、

短軸長 lm以上の規模で、 0.5m以上に想定される側壁が直立し、底面が平坦な士城である。

規模がこれを下回る場合でも、小形の長方形土城と称したものもある。これらを合わせると、
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第 2章第 7節結語

土堀146基中の43基が長方形土渡として扱われる。その分布は住居と同様に微高地全域に広が

るが、北東部に集中する箇所が見られ、その範囲は前時代に袋状土城が集中した範囲と重複す

ることとなる。土器棺が南部の住居近くで検出されている他、南東部で井戸が検出されたこと

が注目される。井戸は各時代を通じてこの 1基のみが検出されている。微高地を横断する形で

の線的調査という制約はあるものの、少ないと言わざるをえない。低位部を挟んで南に位置す

る足守川矢部南向遺跡においても、弥生～古墳時代の井戸は 1基が検出されたのみで、同じ足

守川の下流に立地し、同様に微高地を横断する線的調査がなされた倉敷市上東遺跡で多くの井

戸が検出された状況とは異なった在り方である。前時代につくられた貝塚は手を加えられた痕

跡もなく、住居の密集する地域に隣接してそのまま残されていたようである。

古墳時代前半に比定さ

ー

．．
 
｀
 

．．
 

゜,＇ ．`
 ヽ、'

弥生時代後期後半

古墳時代前半

_ __.1 

第497図 時期別主要遺構配置図 (1/1,000)

れる遺構は、竪穴住居63

軒、士城32基と土器溜り

1か所である。竪穴住居

の平面形は、切り合い関

係において先行するもの

の中に、一部楕円形ない

し隅丸方形のものが残る

が、基本的には方形が主

流となっている。その分

布は微高地全域に及び、

同時併存は12軒程度まで

と考えられる。古墳時代

前半として想定される時

間幅から考えると、住居

の建替え、建直しが頻繁

に行なわれたものと考え

られる。

こうして、弥生時代中

期後半以降、連綿と営ま

れ続けた集落を、古墳時

代前半の遺物を含んだ灰

褐色微砂が覆いつくすこ
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2. 足守川加茂 B遺跡

ととなる。土質は微砂であるが、炭化物を多く含んで洪水砂とは考えられず、微高地上だけで

なく南方向への下がりにも堆積し、その部分には特に大形の土器が多量に含まれていた。この

ような状況は足守川加茂A遺跡・足守川矢部南向遺跡においては認められず、その成因につい

ては不明といわざるをえない。

いずれにせよ、その後古墳時代後半の竪穴住居まで、空白となり、以降の土地利用は集落域

から水田域へと変化していく。 （光永）

(2) 遺物について

足守川加茂B遺跡からの出土遺物は、整理箱2,000箱に及ぶ。しかし、既述のとおり遺構密

度が非常に高い状況の中で、個別の遺構との関係を明確にできないままに取り上げられたもの

が多く、本報告書においてはその一部を掲載できたにすぎない。また、時期的に連続する中で

の遺構の重複のため、混入の見極めも難しく、いわゆる一括遺物として取り扱えるものも限ら

れている。その中では、弥生時代中期後半の資料としては、竪穴住居 1、土城 1などが好例で

ある。同様に、後期前半では土城 6、貝塚 1があり、後期後半では竪穴住居19・38、井戸 1、

土城57・58・65・76・126が挙げられ、古墳時代前半では竪穴住居93、土器溜り 2、斜面堆積

などが、それぞれの中に時間幅を示しているとはいえ、量的なまとまりをもつ好資料となろう。

また、他地域からの搬入品あるいは他地域の手法を用いた土器は後期前半から見受けられ、時

期を追って増加しており、その範囲は西は九州から東は東海地方にまで及ぶ。

土器の他にも、注目すべき遺物は多い。一つには鉄器出土量の多さがある。古墳時代前半ま

での報告数は139点で、このうち64点は竪穴住居からの出土である。弥生時代中期後半の 1例

をはじめとして、後期前半には15軒中 4軒から 4点、後期後半には27軒中12軒から20点、そし

て古墳時代初頭には63軒中24軒から39点が出土している。その器種においては、鏃等の武器も

見られるが、鈍•鎌などの農・エ具が多い。青銅器も、鏡 2 点、鏃 8 点が出土しており、未製

品の鏃 1点が注目される。金属器の加工に関しては、古代以降と考えられる状況での鉄滓の出

土はあるものの、弥生～古墳時代前半においては他に資料が無い。一方、弥生時代後期前半に

作られた貝塚周辺をはじめとして、いくつかの土城や斜面堆積からガラス滓が出土している。

それぞれの量は少ないが、出土地点の数は多いといえる。

弥生時代中期後半に比定される土壊2をはじめとして、いくつかの土堀から貝殻が出土して

いる。貝種については別稿に詳しいが、ヤマトシジミを中心とする汽水域の様相を見ることが

できる。これは貝塚においても同様で、その堆積状況は何層かに分層できるが、それぞれの量

も多い。この貝塚において検出された 7個の卜骨は、土城35からの 1点とともに、注目される

ものである。この他、種子がいくつかの遺構から出土し、土城10からの大量出土をはじめとし

て、炭化米も多く出土している。 （光永）
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3. 足守川矢部南向遺跡



第 1章遺跡の概要

第 1章遺跡の概要

足守川は前章 II1 の第 8 図に示すように岡山市甫崎で大きく迂回をし、同黒住• 加茂地内でほ

ぽ南流するものの、倉敷市矢部で南東方向に流路を変える。足守川矢部南向遺跡は現状では東

西に架かる新黒住橋と新矢部橋の河床に位慨した。当遺跡の発見および調査の経緯は前章に詳

述されているが、今一度略述を加える。

今回報告する足守JII矢部南向遺跡は昭和55年度および昭和61-63年度の 2度の調査によって

明らかにされたもので、昭和55年度（旧調査）では主に左岸の護岸部分およびアバット部の調

査を実施し、集落跡の所在の確認と弥生時代後期～中世にいたる高密な遺構検出状況の一部を

把握した。主に旧左岸堤防下にあたる昭和61-63年度調査では、旧調査同様の数多くの集落に

関わる遺構を検出するとともに遺跡の北端を把握することが出来た。

上記 2度の調査によって、当遺跡からは弥生時代中期前半-18世紀代の遺物がコンテナ約

1700箱出土し、竪穴住居74軒．掘立柱建物18棟• 井戸 1 基• 土城墓 8 基• 土器棺 2基・炉 2

基• 土城202甚• 溝43状・柱穴約2000個などの遺構が検出された。これら遺構は単独で検出さ

れる例は希で、ほとんどの遺構は大小の差はあるものの著しく切り合う状況で検出され、さら

に、 2面あたり 1箱の割合で遺物が出士するなど、このような状況を呈す遺跡は県内において

当遺跡群以外に例をみない。

次に微高地の状況を記す前に調査区の設定についてふれておく。調在区は第 2図に示すよう

に、 20mごとに 1-10を、それに直交する A-Cを設定しており、 lA区あるいは 4分割し、

細かく 5Bd区のように表記している。

当微高地の基盤は安定した粘質土で、第 2図の遺跡縦断図に示すように 4B区付近が最高所

にあたる。ここから南方向に 6B・8 B区付近で小さな凹地状を呈しながら徐々に下がってお

り、調査区南端の10ラインで途切れている。また、微高地北端から 4Bにかけてもわずかなが

ら基盤が下がる傾向を示すとともに、北端斜面は挟られるように削平を受けており、前章の足

守川加茂B遺跡の南端状況と合わせ考えれば、両遺跡間には幅約50mの南流する河道が所在し

たことを裏付けている。

次に、微高地北斜面を微細にみれば第4図に示すように、堆積層は 3つに大別された。微高

地基盤上に堆積する第 9----11層を挟り取るように、洪水砂と思われる第5----7層が堆積してい

た。これら砂層からの遺物の出士はなかったが、基盤斜面に流れ込む第 8層からは水漉粘士で

作られた高杯片がみられ、弥生時代後期後半以降に埋没したものと考えられる。また、上層の
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3 . 足守川矢部南向遺跡

第3・4層においては堆積状況は下層に比べ緩く北へ傾斜していたが、下層と同様洪水の影響

を受けたと推察される層で、第 4層から 7世紀後半と考えられる須恵器高杯の脚柱部片が出土

しており、古代以降に堆積したものと判断される。さらに、第 1・2層は下層と同様に急激に

北へ傾斜する軟らかい粘質砂で、遺物の確認はされなかったものの近世以降の堆積と思われ

る。

一方、調査区横断の状況は、微高地の按部にあたり遺構密度も比較的粗な部分の第 5図で説

明を加える。図の右が河川外の水田側、左が河床部分にあたる。旧堤防は基盤上に中世溝を刻

0 

100m 

第 1図 足守川矢部南向遺跡周辺地形図 (1/2,000)
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第 1章遺跡の概要

み、その上層は第20層の洪水砂によって覆われていた。第19層も洪水砂層であるが部分的に粘

質土の土塊を含み、また、その上層の第16,..._.18層においても良く締まった土塊を基本にした盛

土層であった。さらに、第16層の河床側には第 7---15層の、水田側には第 1,.._. 5層の堤防を補

強した状況が窺えた。なお、河床側の堆積土間には微砂層の薄層が確認される箇所もあり、河

川の堆積あるいは築堤土か断定しきれないものの、水田側においては第 4層から明らかなよう

に、一時期築堤部を切り水田耕作のなされた跡が窺えた。

遺物は断面からは確認できなかったが下層遺構の状況から、当堤防は近世のある時期に底部

幅約 7....,8mの築堤がなされ、その後両側が補強され、今回の改修前には図の右端に見える丸

太から左端の第15層の間約14mを測るものに補強されていったものと考えられる。

以上、微高地および旧堤防の状況を説明したが、これを地形図の第 l図に合わせれば、加茂

B遺跡と矢部南向遺跡を隔てる北東～南西に流下する旧河道は、旧矢部橋西側で東に迂回し、

現足守川に、あるいはそれを突き抜けて流走していたと理解され、ここから推定される微高地

は東西約350m、南北約200m、面積約 6万面を測る。そしてまた、今回の調究箇所は微高地の

中央部にあたるとともに、現足守川は微高地の最高所を貫通していることが明らかになった。

なお、当遺跡からは弥生時代後期～古墳時代前半にかけての遺構遺物が大半を占めるものの、

重要な問題として足守川の築堤がある。前述の如く、その時期については今回調査を実施した

地点においては近世段階になされたものと考えられるが、当河川の岡山市岩崎～同市福富間は

平安時代の妹尾兼康によって開設されたとする湛井12カ郷用水の一部をなしている。当河川は

戦国の動乱に加え、江戸期の新田開発等の再開発に向けて幾度もの改修がなされたものと推考

するが、今後検討を加えていく必要があろう。 （江見）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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3. 足守川矢部南向遺跡

第 2章調査の概要

第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居 1 (第 5~8 図、写真図版105)

5Bd区に位置し、上層には後述する弥生時代前半の竪穴住居20が所在し、また、弥生時代

中期の溝 1の埋没後、これを切って建てられている。住居は北東約半分を検出し、南東部は調

査区外に延びていた。平面形態は北東部の掘り方及び主柱穴からほぽ円形を呈するものと考え

られ、推定径約4ふm、床面までの

深さは約20cmを測る。覆土は 2層に

分けられたが、第 1層は竪穴住居20

の貼床部分にあたる可能性もある。

主柱は住居の形態規模から 4本と推

定され、その内径約40cm、深さ約30

cmの柱穴 2本を検出した。中央穴は

径約80cm、深さ約40cmを測り、埋土

には炭および焼土粒が多く含まれる

|．

nu 

l. 淡褐色砂質士

2. 淡灰褐色砂質土

（混、炭）

3. 淡黄灰褐色砂質土

4. 淡灰褐色砂質土

（混、焼土）

5. 暗灰色砂質土

（含、炭•灰多）
6. 淡灰色粘質土

7 .. 黄褐色砂

2501;111 

゜
2m 

第 6図竪穴住居 1 (1 /60) 

ものであった。また、中央穴の周辺

からは径50cm前後の焼土面が3か所

確認されたが、覆土の状況からは火

災にあったとは考えにくく、これら

焼土面は住居使用時に生じたものと

思われる。

遺物は床面から少し浮いて甕 2点

(1・2)が横転し、押し潰された

状態で検出されたほか、 3-----5は覆

土中から、 6~8 は p 1から出土し

た。甕 1・2・6はいずれも口縁端

部に数条の凹線をもち、胴部外面は
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第 2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物
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第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物
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第 8 図竪穴住居 1 出土遺物 (1/4•1/2)
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3. 足守/II矢部南向遣跡

ハケメの後ヘラミガキ、内面は胴中位まで縦方向のヘラケズリを施している。特に 2は口縁端部

成形時の屈曲が著しく、内面に明瞭な稜線を残すものである。また、石包丁を転用したと思われ

るスクレイパー S1は覆土から、石包丁片S2はP2、石包丁?S 3はp1から出士している。

以上、壺、高杯などやや古い様相を示すものの、住居埋没時に近いと考えられる甕の特徴か

ら当住居は中期末、仁伍併行期に廃棄されたものと考えられる。

竪穴住居2 (第 7·9~12図）

SB調査区において海抜2.70mで検出された。後述の竪穴住居 3とほぽ同地点に重複して、

（江見）

竪穴住居3の埋没後、これを切る状態で構築されていた。

O
I
 

／ 

A-

＼ 

-8 
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， ・・ — ,_ 3 3 280cm 
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疇瓢ニ
1 ------,/I~ 
1. 灰茶色土 2. 暗灰茶色土 3. 黄灰色土（床）

。
2m 

第 9図竪穴住居2 (1/60) 
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第2章第 1節弥生時代中期の遺構・遺物

検出できたのは、床面から僅かに15cm程度とあっ．

て、南部分については検出できていないが、壁体溝

部分への炭の遺存により、おおむね5.50m前後の規

模にあることが判明した。

住居は、 5本の主柱穴からなり中央部には長軸長

90cm、幅65cm、深さ10cmの中央穴が、またこの中央

穴に接して東側には40X40cmの規模に床面が被熱
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3. 足守川矢部南向遺跡
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した箇所および炭・灰の広がりが認められた。

また北西側の床面上には長さ43cmを計る石が作

業台として置かれていた。

出土遺物には、 1点の分銅形土製品をはじめ

土器•石器等が見られた。

土器には、壺、甕、高杯が確認されたがいず

れも小破片であった。

石器には、サヌカイト製の打製石器の他、緑

色片岩製の片刃石斧 S15、安山岩製の蛤刃石斧

S16等が見られた。器種は、スクレイパー S

4・8、楔形石器S9 ----12、石鏃、石斧などが

あった。

時期は、上記した遺物の特徴等から弥生時代

第 2存第 1節 弥生時代中期の遣構・遺物

． S16 

中期中葉～後半に比定されるものと考えられる。 ° 一5cm 

竪穴住居 3 (第 7・13・14図） 第12図 竪穴住居 2出土遺物③ (1/2) 

8B区において竪穴住居 2のほぼ下層で検出

された。住居は、ほとんど床面を一にした状態での部分的な拡張がなされており、拡張前と拡

張後の 2軒に分類することが出来る。前者を竪穴住居3B、後者を竪穴住居3Aとして以下に

概要を説明しよう。

竪穴住居 3Bは、竪穴住居3Aの貼床面下で検出され、両者間には時間的な差はほとんどな

かったものと考えられる。規模は、直径4.90mを測り円形を呈する。柱穴は、 4本が検出され、

おおむね東西• 南北方向に近い棟方向をとるもので、それぞれに芯心距離が2.70-2.90mを測

った。

竪穴住居 3Aは、竪穴住居3Bの一時居住中断後、それまでの住居の北東側の一部について

のみ約40cm程拡張したものであった。柱穴は 4本のみの検出とあって、 2者に共通しての在り

方が推測される。また、中央部分にみられた合計 3基の穴についても判然としないものの、お

そらく柱と同じく共通しての使用が考えられる。

出土遺物としては、そのほとんどが竪穴住居3Aとした床面、およびその覆土中からの出土

品であった。しかし上記したように住居間に時間的な隔たりがほとんど感じられない状況から

は、これを分離する必要もないし、またそれだけの数の遺物も出土していない。

出土遺物は、比較的多くの石器と少量の土器がみられた程度でけっして多いとはいえない。

土器は、高杯27・28、鉢29、器台30のみであった。高杯は、いずれも脚部の一部であった。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第13図 竪穴住居 3 (1/60) ・出土遺物① (1/4•1/3) 
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第 2章第 1節弥生時代中期の遺構・遺物
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第14図竪穴住居 3出土遺物② (1/2) 

透かしは三角形で内面に貫通し、さらに外面には線刻による施文が見られた。これは器台にお

いても同様な傾向が認められた。

石器は、スクレイパー、石包丁、石鏃、楔形石器等の製品の他、鏃の未製品を含む点に特徴

づけられる。

時期は、土器により弥生時代中期中葉～後半に位置づけられよう。

竪穴住居 4 (第 7・15図）

8Bd区、竪穴住居3の南約 5mに位置し、南西半部は調査区外に延びる。また、住居は上

（島崎）

部大半を弥生時代後期前半の竪穴住居26に削平を受けるとともに、地下水の高い位置にあたる
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3. 足守川矢部南向遺跡

~~ 冒”ーニ
¥__巳d.1

10cm 

。
2m 

第15図 竪穴住居 4 (1/60) ・出土遺物 (1/4)

ため十分な調査は行い得なかった。平面形態は不整円形を呈し推定径約4.5mを測る。床面ま

での深さ約10cmを残す。主柱穴は 4本と推定されるが、北東部から径約60cmを測る柱穴 1個を

検出したのみである。また、柱穴の深さは湧水のため明らかでない。遺物は覆土中から僅かに

土器片が出土したのみで、図示し得た鉢?31も小破片である。 31は橙色を呈し、外面は磨滅

し判然としないが内面はヘラミガキが施され、底部には径 3mm程の円孔が穿たれており、中期

にみられる深鉢形土器に類似することから、当住居は弥生時代中期の範疇に収まるものと考え

る。 （江見）

(2) 掘立柱建物

掘立柱建物 1 (第 7・16・17図、写真図版106)

6B区に位置し、上部は中世溝群により削平を受け、北東隅の柱穴は一部弥生時代後期土城

に切られている。主軸は北西から南東に向く 2X 1間の東西棟建物である。桁行約 6m、梁間

南北約2.9mを測り、桁行の柱穴間の距離は北辺が約 3mとほぼ桁行の半分であるのに対し、

南辺は3.15mと2.92mと僅かに東側が狭い。床面積は17.6面を測る。柱穴の平面形態は円形を

呈し、径約 lm、深さ50-----SOcmを測る。柱は断面の在り方や調在中の所見から径20cm前後の柱

が建てられていたものと考えられる。

遺物は南東隅柱穴の柱抜き取り後堆積したと考えられる土器が出土したが、他の柱穴からは

ほとんど認められなかった。 32はジョッキ形の深鉢で、胴下部には櫛状工具による、端部に

はヘラ状工具による施文がなされている。甕35のように口縁に刻みを施す古い様相を示すも

のもあるが、高杯33は口縁部立ち上がりに稜線が入る浅い杯部をもつもので、弥生時代中期

末には廃絶された建物と考えられる。
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1. 茶灰色粘質土

2. i炎茶灰褐色微砂

（混、灰色粘質土）

3. 淡茶灰褐色微砂

4. 明灰色粘質土

5. 明灰色微砂

6. 蘇褐色微砂

第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物

／ 

ー， 心山”’呵 2911 I I , / _ ! —-

7. 淡黄灰色粘質砂

8. 淡褐色粘質微砂

9. 淡褐色粘質徴量砂

（混、焼土・炭）

10. 淡灰褐色微砂

11. 淡灰色粘質砂

21¥0an 

12. 暗茶灰色粘質土

（混、焼土・炭）

13. 茶灰色粘質土

14. 茶灰色粘質士

15. 淡茶灰色粘質土

16. 淡茶灰褐色微砂

第16図 掘立柱建物 1 (1/80) 

17. 淡褐灰色微砂

18. 淡茶灰色粘質士

19. 淡褐色微砂

20, 淡茶灰褐色微砂

21. 明灰色粘質微砂

掘立柱建物 2 （第 7・18図、写真図版106)

掘立柱建物 lの南にほぼ並行して検出された、 2 X l間の東西棟の建物である。桁行約3.5
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第17図 掘立柱建物 1出土遺物 (1/4)
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mを測るが、梁間は西辺が約2.5m、

東辺2.35mとやや西辺が長い。また、

桁行の柱穴間の距離は北辺が約1.75m

前後のほぼ桁行の半分の位置に柱穴が

掘られているのに対し、南辺は西側

1.96m、東側1.58mと掘立柱建物 1と

同様、東側が僅かに狭い。床面積は

8.57面を測る。柱穴の平面形態は円形

を呈し、径• 深さとも40cm前後を測る。

遺物は皆無であったが、北東隅の柱

穴が後述の士城 3に切られていること

や、上述の掘立柱建物 lの主軸に対し、

棟建物のそれは僅かに南に振るもの

の、西辺はほぽ直線上に並ぶことなど

から掘立柱建物 1と同様、弥生中期末

の範疇のものと考えられる。

なお、上記 1・2の建物間は1.5m

程しかなく、同時に建っていたかは問

第18図 掘立柱建物 2 (1 /80) 題が残る。 （江見）
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第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物

(3) 土壊

土壊 1 （第 7・19図）

4Bc区において東側が側溝および調査区外にかか

った状態で検出された土城である。

全体については判然としないが、計測可能な東西方

向で幅1.22mを測ることでこれを前後する規模にあっ

たことが推測できる。断面形は、肩口から比較的平坦

な底まで緩やかな斜面を見せるもので、城内への士砂

の埋積状況も比較的水平に堆積したことを窺わせる。

出士遺物は、甕、鉢等

の土器の他、石包丁片を

含む石器片が3点検出さ

れた程度である。

時期は、中期中葉に比

定されよう。 （島崎）

土堀 2 （第 7・20図）

5Bd区に位置し、竪

穴住居 1を一部切ってい

る。径71X58cm、深さ24

cmを測る不整円形の土城

である。埋土に焼土・炭

を多含し、土堀内から甕

40-42、高杯43、スクレ

イパー S27、石包TS28.

楔形石器S29などが出土

した。甕41の僅かに上方

に摘み上げられた口縁端

面には凹線が施され、胴

内面は刷毛調整されてい

る。高杯43の裾部には 2

条の沈線及び、刺突が巡

らされており、これら土

S26 

゜~ 
2cm 

第19図 土壊 1

＼ 

一I 

> 
j-

~,,./ 

／ 

290cm , .,,, __ _ 

。

(1/30) 

Im 

1. 灰黄色土

2. 灰色土

3. 灰黄色土

4. 黒灰色上

（炭層）

5. 黄灰色土

6. 灰茶色砂

(2-3mm大）

7. 黄灰色土

8. 炭層

こで三
ニニニ=二竺圭會督鸞{~
。 ＇ヤ

・出土遺物 (1/2・1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡
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1. 茶灰色粘質砂

2. 黄褐色粘質砂

3. 灰黒炭層

4. 暗灰色粘質砂

（含、炭多）

5. 暗灰色粘質砂

（混、焼土）

＼
 

~@~ 

~ 
閉血

41 

42 

S28 

゜
5cm 

S29 
第20図 土壊 2 (1/30) ・出土遺物 (1/4・1/2)

250cm 
,'"一一

5 4 2 / 

器の特徴から弥生時代中期末に比定される。

土壊 3 (第 7・21図）

6 B c区に位置し掘立柱建物 2の柱穴を一部切っ

ている。径l.16Xl.05m、深さ22cmを測る不整円形の

土城で、埋土上層に炭を多含するものであった。甕

44は胴部内面をナデ調整するもので、弥生時代中期

末のものと考えられる。 （江見）

。

1. 茶灰色粘質土

2. 暗茶灰色粘土質土

（含、炭多）

3. 淡灰褐色微砂

4. 茶灰色粘質土

5. 灰茶色粘質士

6. 淡灰褐色微砂

第21図 土壊 3 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

1m 44 

ゃ
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第2章第 1節 弥生時代中期の遺構・遺物

土塘4 (第 7・22図）

7Ba区において弥生時代後期前半の竪穴住居22に東側の一

部が切られた状況で検出された。

一部欠損しているとはいえ、平面円形を呈し、径68cm、深さ

26cmを測る比較的小規模な士城であった。

出土遺物は、壺、甕を中心とする土器片が検出された。時期

は、弥生時代中期中葉頃に位置づけられよう。 （島崎）

゜一50叩
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ド
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ミ＼

48 

49 

第22図土壊4(1/30) ・出土遺物 (1/4)

(4) 溝

溝 1 (第 7・23図）

5Bd区南東側から 5Bd区東側方向にかけて流走をみせる溝である。溝は、砂質土を基盤

とする微高地上において海抜2.55mで検出された。溝埋積土は基盤層よりも粘質度が強く、こ

の違いによって溝が基盤層より分離された。溝の規模は、最大幅2.70m、検出面からの深さ55

cmを測り、断面逆台形を呈するものであった。性格は、他に関連する遺構が無く不明である。

出土遺物としては、小片ながら土器と石器が確認された程度である。土器は、小片で器種が

判然としないが甕が中心で50・51には多条化した櫛描波状文等の装飾が施されていた。

時期は、おおむね中期前葉もしくは中期中葉段階に位置づけられるものと考えられる。（島崎）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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1. 黄灰色粘質砂

2. 灰黄色粘質砂

3. 黄灰色土

4. 黄色粘質士

5. 黄灰色粘質土

6. 淡黄色粘質砂
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一゚
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¥50 
53 

54 
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第23図 溝 1 (1 /30) ・出土遺物 (1/2・1/4)

-674-



第2章第 2節

5

7

 

2

住

‘̀ 

土

）

ミ
00]o[。9
り）

1

⑪

5

土

＼
 

9

土
砂

心

C

0126 

6
土

，
土
土

5
 

住

土124

(F 

土 8

1
4
f
`
C
2
8
 

土

土

-,0
ー

{~.) 
土16

土15

゜:土21

土129 0土131:::0. 
土11''・.D o 

土18 土22

住10

土23~
土ヽ132

土27◎
土133

5
+
 

土34

弥生時代後期前半の遺構・遺物

B
 

6
+
 

c+ ＋ 
＋
 

第24図 弥生時代後期前半遺構全体図 (1/300)

+c 

0
1
 

toi 
乎

6
+
 

B
 

7
+
 

8
+
 

住24

土360

◎
止

土137の

土38o:: 

の立

ー
i
.

8
 

3
 

ー土◇
 
0
 

21 
住

◎ 
土139

年`
41 

土

ヽ
土140

(<j) 

土142

住26、:

土440

こ

住27ff;n(弓46・

0±47 

c土48

，
 

4
 

土

C
)
 

。
5
 。土

ー

〇均

+B 

5
 

O
坦

住29

-675・tJ76-



第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

第 2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居 5 (第24・25図）

2B区において古墳時代前半の竪穴住居52・53および弥生時代後期後半の土城59によってほ

とんどその大半が失われた住居で、検出できたのはわずかに壁体溝と一部床面にすぎない。し

たがって、住居の詳細については言及できない。

出土遺物としては、かろうじて時期判断の可能な土器の細片と分銅形土製品 1点が検出され

たにすぎない。これによって、住居には弥生時代後期前半への位置づけがなされよう。

竪穴住居 6 (第24・26図、写真図版107)

2B区において古墳時代前半の竪穴住居52・53お

よび弥生時代後期後半の土壊60・145等との切り合

い関係をもって検出された住居である。

住居は、直径4.00mの円形を呈するプランで床面

からは柱穴と中央穴の存在が確認された。

柱穴は、地下からの湧水• 砂の吹き出し等により

判然としなかったが、 4本と推測された。ただし、

柱穴の深度に格差が見られる等、明確ではない。

出土遺物としては、少量の土器片と石器が2点検

出された程度である。

時期的には、土器が上東・鬼川市 I併行期の特徴

を示すことで弥生時代後期前半に位置づけられよ

っ。 （島崎）

ー図

wr( 
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‘‘ 

A ヽ ヽヽヽ Aヽ ヽ ヽヽ

麟
。

2m 

1 . 黄茶灰色土

2. 茶黄灰色土

320cm 

3. 灰色土

4. 淡黄白色粘土

゜一~cm 

゜
5cm 

C3 

第25図 竪穴住居 5 (1/60) ・出土遺物 (1/4・1/2)
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第26図 竪穴住居 6

こミ--
゜

黄灰色土

暗黄灰色土

（含、炭）

3. 茶灰色土

（含、黄色塊）

4. 暗灰色土

5. 暗黄灰色土

（含、炭）

6. 黄色粘士

7. 灰黄色土

竪穴住居 7 （第24・27・28

(1/60) 

99, S32 
5cm 

S31 

・出土遺物 (1/4・1/2)

図、写真図版107)

2B区中央に位置し、北西

部を竪穴住居51・52に、南東

部を竪穴住居37・ 土城62等に

切られて検出された。主柱は

6本で、平面形態は残存する

柱穴の位置からほぽ円形を呈

すものと考えられる。規模は

径6.2m、深さ20cm、床面の

海抜高は2.75mを測り、床面

積は27.3面と推定される。柱

穴は径40---80cm、深さ約50cm
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

を測り、柱穴間の距離は南北の辺が1.5m前後、他は2.2m前後を測り、主軸はほぽ南北方向を

示す。床面中央には径120X80cm、深さ約60cmの中央穴が穿たれ、その肩口には炭が貼り付き、

穴内においても、埋土中には炭が含まれるものであった。また、住居北西部からは長さ約 lm、

残存幅約30cmの範囲に焼土面が認められ、その中央は赤黄褐色を呈し、特によく焼けていた。

遺物は床面から甕64が、他はいずれも覆土から出土した。長頸壺61は口縁端部が水平に引き

出され、上端面には 4条の凹線の後、刺突を巡らしており、頸部には螺旋状に沈線を施してい

300cm 

1. 茶褐色砂質土 5. 暗茶灰色粘質土 10. 暗茶褐色粘質砂 15. 淡黄白色粘質砂
（混、炭） 6 暗茶灰色粘質土 11. 暗茶褐色粘質士 （炭の薄層）

2. 黄色粘質土 7. 灰黒色砂質土 12. 淡黄白色粘質砂 16. 暗茶灰色粘質砂
3 暗茶灰色粘質砂 8. 茶灰色砂質士 13. 炭層 （混、黄色粘土小塊）

4 炭焼土 9. 暗灰色砂質土 14. 暗茶褐色粘質上

第27図竪穴住居7 (1/60) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第28図 竪穴住居 7出土遺物 (1/4)

る。甕64は口縁部に 5条の凹線が巡り、胴部内面はナデ痕跡が認められた。高杯65は長脚で

円盤充填の作りとなるもので、製塩土器67・68は脚端径約 6cmを測る底面がしっかりと密着

するもので、これら土器の特徴は上東・鬼川市 I併行期のものと考えられる。 （江見）

竪穴住居 8 (第24・29図）

2A区において検出された大半が調査区外にかかった住居である。検出できたのは、海抜

辛

~ 
0 lm 一

1. 黄灰色土

2. 暗灰黄色土

3. 暗灰色士

3.05mにおいて長さ 3mの弧状を呈する肩口

にすぎない。したがって、住居の詳細につ

いては言及できない。わずかに遺存状況か

70 
10cm 

第29図 竪穴住居 8 (1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

ら、平面が円形であることが推測されるにすぎない。出土遺物は、覆土中から高杯2点が細片

ながら検出されたにすぎない。時期は、弥生時代後期前半に位置づけがなされよう。 （島崎）

竪穴住居9 (第24・30・31図、写真図版108)

3A区南西隅に位置する火災を受けた住居で、南東部は竪穴住居35・ 土城70に切られている。

乎面形態は楕円形を呈し、規模は長軸6.45m、短軸5.95m、推定床面積37.6面を測る。検出面

からの深さ約40cmを残し、床面の海抜高は2.90mを測る。柱穴の規模は径20-----lOOcm、深さ40

-----60cmと各々異なるが、住居形態からすれば図示した 4本の主柱によって建てられたものと考

えられる。床面付近からは炭化木、炭、焼土などが多く認め

られた。床面中央には径50cm、深さ70cmの中央穴が、また、

督`

l
lじ
¥
‘
+
ー

＠ ゜

◎

O
 

｀ 
340cm 

1. 炭

2. 淡茶灰色砂

質土

3. 淡黄灰色砂

質土

4. 黄灰色砂

質土

。
第30図 竪穴住居 9 (1/60) ・出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

S33 

L......,.__Jan 

言 9
S36 

一゚
3cm 

南西部には65X45cm、深さ約

15cmの平面楕円形の浅い小土

城が検出された。遺物は床面

東部から高杯71が、小士漿か

らS33----36が出土している。

71は口縁外面に 4条の凹線を

施し、杯部中央は円盤充填さ

れたものであり、当住居は上

東・鬼川市 I併行期に焼失し

たものと考えられる。

竪穴住居10(第24・32----

34図、写真図版109)

3Bb区に位置し、住居南

西部を士城77に切られ、北東

部は地盤沈下によるズレが生

じて検出された、 2度の拡張

による建て替えがなされた平

面形態不整円形の住居であ

る。最終床面を残すlOAの規

模は長軸6.4m、短軸6.25m、

深さ35cm、床面積29.9m2,床

面の海抜高は2.52mを測る。

主柱は 4本と考えられる。床面中央には径約70X60cm、深さ

約50cmの中央穴が穿たれており、埋土は炭を多く含むもので

S35 あった。また、中央穴の周囲には西部が一部途切れるような

第31図竪穴住居 9

出土迫物② (1/4• 1/2) 

形状で幅約30cm、高さ約 5cmの低い士手が巡り、この土手は

さらに南部を大きく迂回する事も確認され、中央穴から東西

に延びる小土手の間は炭層で埋まる状況であった。このよう

に中央穴の周囲には小土手によって画された何らかの施設

（以後中央施設と呼ぶ）は竪穴住居10-A以前のB・Cにおい

ても認められた。

一方、竪穴住居lOAの床面下からは竪穴住居lOBの壁体溝
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

゜

10A 3面
~ 

1. 暗茶褐色砂質土

（混、炭）

2. 暗茶灰色粘質砂

第32図

8. 黄色粘質土

9. 灰色粘質土

10. 暗灰色砂質土

11. i炎業褐色砂質士

12. 黄色砂質土

7. 淡黄褐色粘質土

竪穴住居10(1/60) 

14. 淡黄褐色粘質砂

15. 淡茶灰色粘質土

16. 黄褐色粘質上

17. 暗灰色砂質土

（混、炭・黄色粘質土塊）

13. 黄褐色粘質土
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3. 足守川矢部南向遺跡

および中央穴、柱穴 3 (P4-6)等、想定される主柱穴4個のうち 3個を検出するとともに、

中央穴の東壁には40X10cmの範囲に焼土面が認められた。竪穴住居lOCは壁体溝のみが検出さ

れたが、中央穴および柱穴はlOBのそれと共有していた可能性が強い。

遺物はlOAに伴うものは住居壁から床面にかけて77-82、覆土中から85---93および石包丁

S37、砥石、 p1の埋土中から72-76が出土している。甕72は内傾して立ち上がる拡張部に

凹線が施設されており、底部はやや上げ底を呈す。 73はやや雑な作りのミニチュア器台であ

る。 77・78は口縁が外反する長脚の高杯で、 78の脚柱部端にはヘラ状工具による沈線が施さ

れている。なお、 Mlは板状の鉄片で地盤のずれた部分からの出土したものであるが、床面に

近い部分から出土しており掲載した。また、 lOBあるいはlOCに伴う遺物は P6から高杯74

の小破片が出土している。

以上、当住居は 1度の建て替えと 2度の拡張がなされたもので、出土遺物は上東・鬼川市 I

＇ S37 

゜

［ 
= Ml 

5cm 0 2cm 

一
口~)J

2l 
閉血

第33図竪穴住居10出土遺物① (1/2• 1/4) 
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第2索第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

....... IIの特徴をもつものである。（江見）
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第34図竪穴住居10出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居11 (第24・35図）

3B調査区で検出された住居であるが、住居中央部を境に調査時期が異なったため北東側の

約 1/2は検出できなかった。検出されたのは、壁体溝の一部と柱穴の 2本のみで、中央穴は

調査範囲内においては確認されなかった。柱穴は、推測される径約 5mの円形規模から勘案す

ると本来は 4本柱であったことが窺われる。

出土遺物は、士器の小片と石器が 1 点確認されたにすぎない。土器は、甕• 高杯等が上東・

鬼川市 Iに併行するものである。時期は、後期前半に比定されよう。

竪穴住居12(第24・36図）

3B区において中世の溝等にその東半分および東西中央部分が掘削され、遺存する西側半分

＼ 

~ ' 暗灰色士

0 2m 

ーニ三：
95 

1

_
 

書／
 

]
 

97 

S38 

96 

10c:m 

99 ゜~ 
2cm 

第35図 竪穴住居11 (1 /60) ・出土遺物 (1/4・1/2)
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

の一部が検出されたにすぎない。

住居は、遺存する壁体溝• 肩により直径5.90mが推測された。床面からは、 2本の柱穴と中

央穴に伴う士手状高まりの一部が検出されたのみで、住居構造を知るためには資料不足の感は

-~-LI・-_
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第36図 竪穴住居12(1 /60) ・出土迫物 (1/3・1 /2• 1 /4) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡

否めない。

出土遺物には、土器、土製紡錘車、鉄器が散見されたがいずれも小片であった。土器は、甕、

鉢、高杯、器台がみられた。鉄器は、錨である。

時期は、土器型式（上東・鬼川市1I併行）からおおむね弥生時代後期前半に比定されよう。（島崎）

竪穴住居13(第24・37-39図）

4A-B区の新旧調査によって明らかになったもので、土城29に一部切られ、住居南西半部
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第37図竪穴住 居13(1/60) 
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第38図竪穴住居13出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

， 
S39 ' S40  

'~, 
S42 I S43 

゜
5cm 

S41 

第39図 竪穴住居13出土遺物② (1/2) 

は地盤崩壊によるズレが生じている。平面形態はほぽ円形を呈す比較的大型の住居で、規模は

長軸7.12m、短軸6.9m、深さ25cm、床面積38111尺床面の海抜2.35mを測る。主柱は 8本で径70

cm前後、深さ60cm前後を測り、柱痕跡が認められる北側柱穴から、径20cm前後の柱が立てられ

ていたものと推定される。中央穴は径105X85cmの楕円形を呈し、肩口から緩やかに下がり、

半ばよりほぽ垂直に掘り込まれ、床面から深さ約60cmを測る。埋土は炭混じりの黄灰色粘質土

が堆積していた。

遺物は小型の長頸壺108が横転、小型鉢125が反転した状態でいずれも床面から出土しており、

他は覆士から出土したものである。長頸壺109.--..111はいずれも頸部に沈線が巡らされているも

のであるが、 111の沈線は 2度にわたって施紋し、その間隔を詰めている。甕112は口縁が内傾

して立ち上がる拡張面をもつもので、最大径が胴中央上半に位置し、ほぽ直線的に底部に向かう。

甕113.--..116には口縁端部に凹部を形成するのみの113から数条の凹線をもつ115・116などがあ

る。高杯11a.--..120は長脚をもつもので、口縁が外反するのに対し、 121は口縁が直立し、さらに

外に引き出され、立ち上がりに面をもつものである。 112・121は備中西部～備後にかけてのも

のと考えられる。他に器台122やミニチュアの壺123・ 鉢124などが出土している。

以上、当住居は上東・鬼川市 II併行期に廃絶されたものと考えられる。

竪穴住居14(第24・40・41図）

4B区の中央、竪穴住居13の南西に位置し、後述の竪穴住居15を一部切り、竪穴住居42に大
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

B

＿
 

＼
 

且

、ヽ

て
＼

‘
 

＼
 

。
2m 

29むm

｀
 

u.A 
!
i
 

,'‘、

290CITI 

A_ 
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2. 1炎茶黄灰色粘質砂

3. 茶灰色粘質砂

4. 暗灰色粘質土

5. 灰黄粘質土

6. 淡茶黄色粘質土

7. 淡茶黄灰粘質砂

第40図竪穴住居14(1/60) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第41図 竪穴住居14出土遺物 (1/4)

半が削平を受けており、覆土および床面の残存部は北西の一部にとどまった。平面形態は不整

円形を呈し、規模は長軸6.lm、短軸5.9m、深さ40cm、床面の海抜高は2.45mを測る。主柱は

5本と考えられ、部分的に建て替えがなされたようであるが、拡張・縮小の痕跡は残る平面・

断面などからは確認されず、中央穴においても同様であった。

遺物は北東柱穴から甕129および高杯132が出土した他は、いずれも覆土中のものである。

壺126は大きく開く口縁に、内傾して立ち上がる端部は上下に引き出され、端面には 3条の凹

線を施している。口縁内面は荒い刷毛調整の後、貝殻による施紋がなされているが、この部位

の内面調整は当地方では見かけないものである。 127・128は長頸壺あるいは器台の口縁部で、

128の端面には凹線の後、ヘラ状工具による鋸歯紋が施されている。甕130・131は口縁が「く」

字状に開き、端部は面をもつ。 132は高杯、 133は台付鉢でいずれも古い様相を呈しているが、

他の土器の特徴から当住居は、上東・鬼川市II併行期に廃絶したものと考えられる。 （江見）

竪穴住居15(第24・42-46図、写真図版109)

4B区南半部で古墳時代前半の竪穴住居63の床面下層において北西側が弥生時代後期前半の

竪穴住居40によってその約 1/3程度が、またそのさらに北側の一部が弥生時代後期前半の竪

穴住居14によって切られた状態で検出された住居である。したがって住居の全貌についての詳
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員

¥
O
 

寧

2
 

2
 

。
2m 

1. 灰黄色土

2. 黄色粘士（貼床）

3. 暗灰色土

4. 暗灰黄色土

（粘質土）

5. 暗灰色士・

黄色土

（粘質土）

6. 茶色土

7. 黄灰色土

第42図竪穴住居15(1/60) 

細は判然としない。

住居は、当初直径6.60mの比較的規模の大きい住居 l軒であると認識されていたが、床面直

下にさらに壁体溝および柱穴の存在を確認したことにより 2軒の重複であることが判明した。

ただし、両者間にはほとんど同一に近いレベルでの床面を有することで然程時間的な隔たりはな

かったものと考える。以下前者を竪穴住居15A、後者を竪穴住居15Bとして概要説明しよう。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第43図

・15 B 

竪穴住居15A

（下） (1/100) 

S44 

一゚
3cm 

ー
cs 

（上）

竪穴住居15Aは、平面円形で径6.60mを推測

させるもので4本の柱穴と、床面中央部には長

軸長2.10m、幅約90cmの平面楕円形の範囲に幅

1s~2ocm、高さ 3~5cm程の粘土帯を床面に貼

り付け、その範囲内には炭の広がりが見えた。

柱穴は、すでに柱は抜き取られたと考えられ、

埋積土断面に柱痕の存在はなく、南側の柱穴の

中には器台142が入れられていた。

竪穴住居15Bは、竪穴住居15Aの床面直下で

壁体溝と柱穴の存在で確認された。壁体溝の状

況が竪穴住居15Aの壁体溝の内側約50cmにほぼ

同心円状に検出されたことで、両者間には拡張

前と拡張後の関係が推測された。柱穴について

は、 2本のみ検出されただけで対となる柱穴に

ついては見られなかった。おそらく東側 2本が

竪穴住居15Aに共通して使用されていた結果と

も考えられる。

ー
出土遺物には、柱穴内に柱を抜き取った後に

入れられた器台142をはじめ床面からは壺134・

135、甕136・137、鉢139、高杯140、器台

.,. 

L,,, 幽........Jan 

第44図 竪穴住居15出土遺物① (1/2• 1/3) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

141等の土器と土製品C5、石器S44・45が検出された。

壺は、長頸を呈するものである。また甕は口縁端部をわずかに上方へ拡張するものとそうでな

134 

二＼
~ 

-695-

136 

137 

10an 

第45図竪穴住居15

出土遺物② (1 /4) 



3. 足守川矢部南向遺跡

142 一血第46図竪 穴 住 居15出土遺物③ (1/4) 

いものの 2者が認められたが、前者については当該地域にみられる地域色の一つであろう。高

杯は口縁部が比較的長く外方に伸びた形式を示すが、胎土中にまだ砂粒を多く含む点において

古相を示すものと考える。

石製品は、長さ 7cm程度の大きさの河原石の一部を溝状に敲打することにより作り出された

ものである。

土器が上東・鬼川市II併行と考えられることで、弥生時代後期前半に比定されよう。

竪穴住居16(第24・47図）

4B区南半部において北東側の一部コーナーを竪穴住居15A、同15Bに切られ、また南西側

は調査区外にかかった状態で検出された。したがって、南西側が未調査とあって住居形態等の

全貌については明らかでない。

検出されたのは、状況から平面円形を推測させるもので、遺存する部分はおよそ住居全体の

約1/2程度と考えられ、柱穴、中央穴などの存在が一部であるが確認された。ただし、検出

された 3本の柱穴のうち東側の 2本については平面がかろうじて確認されたものの地下水の湧
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2. 黄灰色土

3. 黄色粘土

（貼床）
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4. 黄灰色土

5. 淡黄色土

第47図 竪穴住居16(1/60) ・出土遺物 (1/4)

水および砂の吹き出し等により、掘り下げは困難をきわめ結局底部の検出は出来なかった。検

出された 3本の柱穴および中央穴の位置関係によれば主柱穴は 4本と考えられる。

中央穴としては、貼床面の上に粘土を土手状に幅20cm、高さ約 3cm程度の規模で、それをさ

らに円形に巡らしたと考えられるものの存在が確認されたが、その中央部もしくはその周辺に

中央穴となる比較的深い土城等深い土城等の共伴の確認までは出来なかった。

出土遺物としては、床面において台付鉢、高杯の破片が散見された程度で、時期判断の参考

とするには資科不足の感は否めない。

時期は、出士遺物および住居形態および竪穴住居15との切合い関係等により弥生時代後期前

半頃として差支えないものと考える。

竪穴住居17(第24・48・49図）

4B区南半部に位置する。竪穴住居14の西約50cmに近接するが、距離的にみても当然上屋構

造を考えれば、本来両者間に共存関係は存在しなかったものと思われる。

住居は、海抜2.95mにおいて当初平面形態長方形を呈する土城として認識された。 しかし、
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3. 足守川矢部南向遺跡
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1. 黄灰色土 2. 暗灰色土 3. 灰黄色土

（含、炭・焼士）

第48図竪穴住居17(1/30) 

床面が確認されるにおよんで、東西2.30m、南北1.55mと他の住居に比べて規模が小さいなが

らも住居であることが判明した。

さらに床面からは、壁体溝、柱穴、被熱面等の検出されたことにより、小規模ながら住居と

しての条件を満足させるものであった。ただし柱穴については、 1本ということと壁との距離

があまりにも密接していることで、本来この住居に伴っていたものか否かについては明言でき

ない。被熱面は、ほぽ床面中央部に長軸50cm、幅約35cm程の広がりを見せるものであった。

出土遺物には、床面直上で壺、甕、高杯、鉢等の土器が小片であるが遺存しているのが確認

された。

時期的には土器がいずれも型式的に弥生時代後期前半に比定されることで、時期も弥生時代

後期前半、上東・鬼川市II併行期として差支えないものと考える。 （島崎）

竪穴住居18(第24・50・51図）

5B区中央東寄りに位置し、住居の北部大半は調査区外に延びており、また、残存する住居

南部も竪穴住居48に切られて検出された。平面形態は円形を呈し、推定規模は径約 8rnの比較

的大型の住居と考えられる。深さは20cmを残し、床面の海抜高は2.5mを測る。柱穴は 3個検

出されたが、住居の平面形状からすれば7-8本の柱によって建てられたものと推定される。

覆土は 2層に分かれ、上層は茶灰色粘質土、下層は炭粒を僅かに含む暗茶灰色粘質土が堆積し
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第 2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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第49図竪穴住居17出土遺物 (1/4)

ており、壁体溝の内側床面には炭面が部分的に認められた。

遺物は覆土中から出土しており、壺150は口縁端部を斜め外方に肥厚し、内傾する端面を形

成しており、頸胴部外面は刷毛調整の後ヘラミガキを、内面のヘラケズリは胴上半にとどまっ

ている。甕152は口縁端部を上方につまみ出しているのに対し、甕154のそれは上下に僅かな

がら拡張させ、端面を形成している。

以上、土器の特徴から当住居は上東・鬼川市 I-IT期に廃絶したものと考えられる。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第51図 竪穴住居18出土遺物 (1/4)

竪穴住居19(第24・52・53図、写真図版110)

5B区、竪穴住居18の南に位置し、竪穴住居48に切られ竪穴住居20を切って検出された、平

面形態不整円形の住居である。規模は長軸推定 5m、短軸4.65m、深さ35cm、床面積約15m¥

床面の海抜高2.55mを測る。主柱は 4本で、南北方向の柱穴間の距離が東西のそれに比べ50cm

程長く、ややいびつな配置を示しており竪穴の掘り方にも影響を与えているようである。柱穴

は径約50cmを測り、深さは南西の柱穴が約60cmを測るものの他はいずれも湧水のため確認不可

能であった。径約60cmの中央穴内の下層には炭、焼土粒が混じるものであった。また、中央穴

の周囲には東西方向が一部途切れるものの高さ約 5cmの土手が巡り、その南には同様の土手に

より、 l.10mX6Qcm、深さ約 5cmの平面楕円形の浅い凹地を形成する中央施設が作られていた。

さらに、中央穴の西からは90X45cmの範囲に焼土面の広がりが確認された。

遺物はいずれも覆土中から出土した。スクレイパー S46は両端が欠損しており、刀子M3

は銹のため不明瞭であるが切先は丸味をもつ。鉢155は口縁端部を上下につまみ出しており、

形態的には甕とみられるが、胴部内面にヘラミガキがなされていることから鉢と判断した。高

杯157の口縁は端部が外方に引き出され、上面に凹線が施されている。杯内面は縦方向の、外面は

横方向のヘラミガキが施されている。高杯158・159の脚柱部はいずれも緩やかに広がる脚裾部

をもち、 3および4個の円孔を穿っている。鉢160は灰褐色を呈し、 口縁端部に僅かに凹部を
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第 2章第2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

もち、体部上半外面に鈍い稜線が走る。なお、覆土からはガラス滓も出土している。

以上、記載した土器の特徴は上東・鬼川市 I併行期のものが大半をしめるが、 159の長脚高

杯がみられることから、当住居は上東・鬼川市II併行期に廃絶されたものと考えられる。

UOcm 

□檸二 。
2m 

1. 茶灰色砂質士 3. 淡褐色砂質土

2. 茶灰色砂質土 4. 褐色砂質土

（混、褐色砂質士） （含、炭・焼土）

1. 灰茶褐色粘質土 3. 淡茶灰色粘質士 5. 炭層 7. 淡茶灰色粘質士塊

2. 灰黄色粘質土 4. 淡灰茶褐色粘質士 6. 黄色砂質士 8. 黄色微砂

（混、炭） 9. 淡茶灰色粘質土

--~-ーい~-$46 

—゚ 3cm 

I 

こ二ニf--

V M3 ＿゚ 3cm 

第52図 竪穴住居19・(1/60) ・出土遺物① (1/2) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第53図竪穴住居19出土遠物② (1/4) 

竪穴住居20(第24・54図）

5B区、竪穴住居19の南西に位置し、住居南西半部は調背区外に延びている。また、住居北

部は土城89に一部切られる一方、住居下には竪穴住居 1が所在し、当住居はこの下層住居の拡

張建て替えがなされた可能性が高いものである。平面形態は円形を呈し、前述竪穴住居 1の同

心円上に約1.2m広がる径6.8mを測る。深さは上部を中世の遺構により削平を受けていたため

5 -20cmと浅い。床面は中央に向かい緩やかに下がり、中央付近でさらに傾斜が変換し、凹地

状を呈するが、中央穴は確認されなかった。主柱は竪穴規模から 5本と想定されるが、内 3個

を検出した。柱穴は径50-65cm、深さ40-60cmを測り、北東の柱穴では柱の抜き取り痕跡が観

察された。また、南東のそれからは復元完形の鉢161が柱根部分の中位に埋められており、住

居廃棄の際、柱を抜き取った後に土器を埋め、何らかの祭りがなされたものと想像される。

なお、住居内からの土器の出土はほとんどみられず、北東柱穴からスクレイパー S47が、

覆土中から楔形石器S48など石製品 4点および鉄鏃 1点が出土するにとどまった。 M4は両端

を欠いているが方頭斧箭形式のもので、残存重量は4.18gを測る。鉢161は明褐灰色を呈し、

緩く外反する口縁に端部は面をもつ。胴部外面は縦方向のハケ調整の後、下部を縦方向に、中

位を横方向にヘラミガキしている。胴部内面はヘラケズリが顕著であるが、催かながらヘラミ

ガキが認められる。

以上、当住居は竪穴の形態および埋積状況から中期末の竪穴住居 lが拡張建て替えがなされ、

鉢の年代観から上東• 鬼川市 I期に廃棄されたものと考えられる。 （江見）
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第54図 竪穴住居20(1/60) ・出土遺物 (1/2・1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居21 (第24・55・56図、写真図版110)

6B区のほぼ中央部において検出された。当該区には同時期の住居の重複はなく、南約 6m

に竪穴住居22・23の存在が認められたにすぎない。

住居は、東側の一部が弥生時代後期の竪穴住居49・50によって切られていたため明確にでき

ないが、平面形態は海抜2.55m段階で長軸長が5.00m、短軸長が4.50mを測ったことで、平面

楕円形にあったことが推測された。

平面検出面から25-30cm下層で検出された床面からは、柱穴、壁体溝、中央施設等の存在が

確認された。

柱穴は、いずれもが直径60cm以上の掘り方をみせるものであったが、すでに柱は抜き取られ

たと考えられ、土層断面に柱痕跡の確認はできなかった。

骨

。
2m 

1. 黄灰色粘質土

（含、黄色粘質土塊多）

2. 灰黄色土

3. 暗灰黄色粘士

4. 炭

5. 黄灰色粘質砂

6. 灰黄色砂

7. 黄灰色土

第55図竪穴住居21 (1/60) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

4本の柱穴に挟まれた床面中央部

には、中央施設としての比較的浅い

土城とこれを中心に床面上には貼床

粘土と同じ粘土で土手状に僅か比高

差 5cm未満の高まりが、一部これを

取り囲むかのような状況で検出され

た。ただし、この範囲内には明らか

に熱を受けたと思われる部分は確認

されず、被熱面はその外側に45X40

cmの円形に近い平面プランで検出さ

れた。
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なお、これに伴うと考えられる炭、

灰の広がりはむしろ中央部分に集中

するのが認められた。

出土遺物には、僅かであるが土器

片、ガラス製小玉 l点、碧玉製管玉

1点、砥石等が検出された。

時期は、弥生時代後期前半に位置

づけられよう。

竪穴住居22(第24・57-62図、

写真図版111)

7B区北端部において検出された 第56図 竪穴住居21 出土遺物 (1/4·2/3• 1/2• 1/3) 

2軒の重複住居である。
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2cm 

゜一5cm 

住居は、最初のものを竪穴住居22B、これを拡張したものが竪穴住居22Aとして以下に概要

を説明しよう。

竪穴住居22Aは、竪穴住居22Bの埋積後、これを拡張したもので、東西7.00m、南北7.30m

の規模を誇り平面円形を呈する住居である。平面検出面から約35cm下層において床面が検出さ

れた。床面には、中央部に弥生時代後期前半の土城があったことで、その部分が陥没し同一レ

ベルでの把握に困難を極めたが、およそ柱穴 8本と中央部に中央穴およびその南側には弧状を

呈する土手状の高まりが長さ1.60mにわたって確認された。

柱穴は、ほとんどが径6Q~7Qcrn を計る比較的規模の大きいもので、断面には柱痕跡を残す柱

穴と明らかに抜き取られたと考えられる柱穴が存在した。
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3. 足守川矢部南向遺跡

1!!l!m! 
/_ B 

3. 暗灰黄色土 7. 暗灰色砂質土 11. 灰黄色土
m （含、炭） 8. 黄色士（含、炭） 12. 暗灰黄色砂質土

4. 灰黄色砂（粗） 9. 黄色砂質土 13. 暗灰色砂

1 . 灰橙褐色土 5. 黄灰色砂（粗） 10. 黄色粘質土 （含、焼土塊）

2. 炭層（薄い） 6. 暗灰色砂 （貼床） 14. 黄色士（貼床）

第57図竪穴住居22(1/80) 

竪穴住居22Bは、竪穴住居22Aの床面除去後、ただちに平面で肩口が検出された。規模は、

東西5.10m、南北4.60mを測り、平面円形が確認された。床面からは、 5本の柱穴とその中央

部に長袖長70cm、幅43cmの中央穴が確認されたが、土城との切り合いにより明確な状態ででは

なかった。

出土遺物は、おもに竪穴住居22Aの床面に近い位置で土器が面的な堆積状況を呈して検出さ

れた。検出された器種は器台が最も多く特徴的であるが、その他に壺、甕、高杯、鉢等も確認
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第58図竪穴住居22A (左）・ 228 (右） (1/100) 

□三；））

169 

0 10im 

第59図竪穴住居22出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第60図 竪穴住居22出土遺物② (1 /2• 1 /3・1 /4) 
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第61回竪穴住居22出土遺物③ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

(J/:( 

pヽ叫芍‘

ヽ -~I ―:-:.... . -

--)_ 

188 

189 

閉叩

第62図 竪穴住居22出土遺物④ (1/4) 
192 

されている。また、士器以外にも石鏃、鉄器、土製紡錘車等があり、なかでも鉄器M5は製品

とは考えられず未製品もしくは鉄器製作過程での廃鉄材の可能性も考えておきたい。

時期は、土器編年により弥生時代後期前半に比定されよう。

竪穴住居23(第24・63・64図、写真図版112)

7B区において竪穴住居22Aに北側の一部が切られ、南側は調奔区外に一部がかかった状態

で海抜2.55mで検出された。床面は、平面検出面から約40cm下層において検出され、そこから

は柱穴、壁体溝、中央施設等の存在が確認された。

柱穴は、 4 本が芯心距離2.20m をもって位置し、それぞれに径40~5ocmで深さ 50cm以上の規

模を有するものであった。

中央施設としては、 4本の柱穴のほぽ中央部にあって、柱穴に平行した状態での平面長方形

を呈する土城が 1基検出された。規模は長軸長90cm、幅70cmを測った。ただし、この周辺にお

いて面的な状況での被熱および炭の広がりは確認されなかった。

出土遺物としては、床面から土器が少量と銅鏃が 1点検出された程度であった。土器は、甕、

高杯、鉢の器種が見られたが、いずれも小片であった。銅鏃はすでに面としては遣存せず、僅

かに形状が推測される程度のものである。

住居の時期としては、土器の特徴が上東・鬼川市II併行期として理解されることで、弥生時

代後期前半に比定して差支えないものと考える。 （島崎）
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1. 灰色士 2. 黄灰色土

（含、炭） 3. 黄灰色粘質土

4. 灰黄色土

（砂質）

5. 黄灰色土

（砂質）

6. 黄灰色砂

7. 黄橙色砂

8. 黄色粘土

（貼床）

9. 淡黄色土

10. 黄色粘士

11. 炭

12. 黄色砂

第63図竪穴住居23(1/60) 

竪穴住居24(第24・65・66図）

7Ba区、竪穴住居22の東に位置し、住居の北東部は調査区外に延びており、南西の一部を

土城92に切られている。平面形態は不整円形を呈し、規模は径3.45m、深さ15cm、床面の海抜

高2.45mを測る。住居内には主に暗灰茶色の粘質土が堆積していたが、上層の暗茶灰色粘質土

-711-



3. 足守HI矢部南向遺跡
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一第64図竪穴住居23出土遺物 (1/4・1/2)

中には住居中央に土器溜りが形成されていた。壁体溝は住居北部で検出され南部においては判

然としなかったものの、巡っていたものと推定される。主柱は 4本と考えられるが、内 3個を

検出した。柱穴は径約70cm、深さ45cmを測り、住居の規模に対しやや大きく、また、住居壁に

近接して掘られている。住居内には中央施設は確認されず、中央穴のみを検出した。中央穴は

径35cmを測るが深さは約20cmと浅く、また、穴内に炭、焼土などが混入する堆積土はなく、他

の住居のそれとは様相が異なっていた。

遺物はミニチュア鉢198が床面から、甕201が覆土下層から、他は上層士器溜りから出土し

ている。長頸壺196は頸部がやや上方

に開き、沈線は螺旋状に施されている
芦 1. 黄灰色粘質土疇 2. 黄灰褐色粘質土

270cnJ 

゜
2m 

1. 暗茶灰色粘質土 2. 暗灰茶色粘質土 3. 暗茶灰色粘質土

第65図竪穴住居24(1/60) 

もののその間隔は広い。甕は口縁端部

に面をもつ201、肥厚し、凹部を形成

する202、凹線をもつもの199・200な

どが出土している。また、 203は器台

と考えられ、 204は大型のものである。

以上、当住居は床面遺物およびJ:.層

遺物から上東・鬼川市1I併行期に廃絶

されたものと考えられる。

竪穴住居25(第24・67図）

7B区の中央、竪穴住居23の東に位

置し、住居の北部上面を士城93・168に

一部削平を受けている。平面形態は南

北方向に長軸をもつ不整円形を呈す。
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第66図 竪穴住居24出土遺物 (1/4)

規模は長軸4.35m、短軸3.75m、深さ45cm、床面積10.8ml床面の海抜高2.3mを測る。住居壁に

は断面から壁体溝の所在が確認されたが、平面的には検出し得なかった。主柱は 4本で柱穴間

の距離は南北2.9mに対し東西間のそれは約30cm短く、柱穴は菱形に配置されている。中央穴

は径約40cm、深さ20cmを測り、前述の竪穴住居24同様小規模なものであるが底には厚さ数cmの

炭が堆積していた。中央穴の周囲には西側が一部途切れる中央施設が作られており、楕円形の

凹地には炭が堆積していた。なお、北西隅の小土城は貼床直下から検出され、ここより転倒し

た甕209片の胴部が水平に切断された状態で出土したことから当住居はこれを削平し、建てら

れたものと判断される。

住居に伴う遺物205-----208はいずれも覆土中から出士したもので、壺205の口縁端部は上方お

よび下方に拡張し端面に凹線を施している。甕207は下方に、 208は上方に口縁端をつまみ出

している。甕209は口縁端部が僅かに肥厚し、凹みを形成しており、肩の張りのない胴部外面は細
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3. 足守川矢部南向遺跡

かな繊維状工具による調整

がされている。

以上、当住居は上東・鬼

川市 II併行期に廃絶したも

のと考えられる。

竪穴住居26(第24・68・69

図、写真図版112・169・173)

8Bd区に位置し、一部

掘立柱建物 6に切られ、竪

穴住居4を切って検出され

た、ベッドをもつ住居であ

270cm る。南東部は調査区外に延

びているが、平面形態は楕

円形を呈す。規模は推定 6

rn X5.7rn、深さ55cm、床

゜
m 

1. 茶灰色粘質砂
面積推定25.5m¥床面の海

2. 淡灰茶色粘質土

3. 茶灰色粘質砂 6. 淡茶褐色微砂 10. 炭層 抜高2.0mを測る。ベッド

（混、茶灰色粘質土） 7. i炎茶灰色粘質土 11. 淡茶褐色粘質土
は幅45~socm、床面との段

4. 茶灰褐色粘質土 8. 褐灰色微砂 12. 淡茶灰色微砂

5. 黄灰褐色粘質土 9. 灰褐色微砂 13. 淡茶褐色粘質±

汗

209 

第67図 竪穴住居25(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

差は約15cmを測る。また、断面から明らかなようにベッドの壁際には壁体溝が確認されており、

この堆積土には炭が多含することから、住居壁には板材が巡らされていた可能性が強い。主柱

は5本で柱根部はいずれもベッド下端内側に配置されているが、南西隅のそれは想定されるべ

ッド下端からかなり内側に入った位置になるものと思われる。中央穴は径60cm、深さ30cmを測

り、肩口には炭面が確認され、 10層内も焼土、炭が含まれるものであった。中央穴の南からは

＼
 

＼
 

＼
へ

＼
 

.. ~~ ~) ;;/~ 
270叩

1. 淡茶褐色粘質土 6. 黄褐色粘質土 11. 暗茶灰色粘質士
2. 茶褐色粘質土 （含、炭多） （含、焼土多）

3. 灰茶褐色粘質土 7. 赤色焼土塊 12. 暗灰褐色粘質土
4. 茶灰褐色粘質± 8. 灰色粘質土 （含、炭多）

5. 黄灰色粘質土 9. 暗黄褐色粘質土 13. 茶灰褐色粘質土
（混、炭） 10. 暗茶灰色粘質土

第68図竪穴住居26(1/60) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

鬱C9

曇
A
料
＞

C令 S54

今 S53

一゚
3cm 0 2cm 一 ゜L..-.J 

2cm 

了 《
210 

ill" 

~ 匹こ芦

214 
M7 

I fan 0 3cm 

一212 

第69図竪穴住居26出土遺物 (1/2·2/3• 1/4) 

南辺の柱穴に平行して中央施設が検出され、楕円形の凹地面には炭が堆積するとともに、中央

部約40X20crnの範囲に焼士面が確認された。

遺物は覆土上層から甕210、石鏃S53・S54、覆土下層から甕210・211、床面から勾王c

10、鉄製品M7、楕円形の凹地から壺214、北端柱穴から装飾付土玉C9が出土している。甕

は口縁端部に面をもつ210と上下につまみ出された211・213があり、 212は焼成後穿孔された

甑である。 214は壺底部で外面刷毛調整後ヘラミガキ、内面ヘラケズリされている。 C9の中

央には径2-mm弱の円棒状のものにより穿孔されている。最大幅 5cmのM7は袋状鉄斧が押し潰

された状態にも窺えるが、左右の折り目は明瞭で、頭部から幅約 1cmは帯状にやや厚く作られ

ていることや、折り曲げられた内側の稜線が内湾気味に走ることからも袋状鉄斧とは異なると

思われる。器種は不明であるが工具類の一部であろう。

以上、当住居は上東・鬼川市1I併行期に火災を受け焼失したものと考えられる。

竪穴住居27(第24・70図）

8Bd区、竪穴住居26の南東に位置し、住居北部上層を中世溝に削平を受け、南東部は調査

区外に延びる。平面形態は隅丸方形状の不整円形を呈す。規模は短軸3.65m、深さ40cm、床面

積推定10.2m2、床面の海抜高1.9mを測る。床面下には厚い貼床造成土（第 7層）を確認すると
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

—一
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゜
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＼ 

216 

1. 暗茶褐色粘質土
240cm 

2. 茶灰色粘質土

3. 茶灰褐色粘質土

4. 茶褐色粘質土

5. 黄褐色砂質土

6. 茶灰褐色粘質土
2m （混、炭・焼士）

7. 茶灰粘質土

7/ 219 ふ

乙土＼
218 220 

゜ 序
217 

第70図 竪穴住居27(1/60) ・出土遺物 (1/4)

ともに、住居床面隅には平面では図示し得なかったが、断面から小規模な壁体溝の巡っていた

ことが確認された。主柱は 4本で、柱穴間の距離は1.7m前後を測る。中央穴は径55X40cm、

深さ35cmを測り、埋土下層は炭・焼土が多含するものであった。また、中央施設は確認されな

かったものの、中央穴の南東から径60cmの範囲に厚さ 1cm余りの焼土面を検出している。遺物

はいずれも破片で、高杯217・218が北西の柱穴から、他は覆土中から出土した。 215はミニチ

ュアの壺である。高杯217の口縁下端には凹線が走る。 219・220は古い様相を示す高杯である。

以上、当住居は上東・鬼川市II併行期に廃絶されたものと考えられる。 （江見）

竪穴住居28(第24・71図）

9B区南端部において北側が新矢部橋の基礎によって切られ、南側が調査区外にのびること
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3. 足守川矢部南向遺跡

で検出できたのはわずかに幅 2mの調査可能範囲内に遺存するのみで部分であった。

住居は、検出面から床面まで比較的残りの良いもので、深さ約50cmを測った。床面からは、

柱穴 2本と南側に作業台としての石の存在が知られたにすぎない。柱穴は、径60cm程度の掘り

方を見せるもので、断面中からは柱痕の存在が確認された。

出土遺物としては、まったく検出できなかった。 したがって、時期判断の根拠は住居の形態

と周辺に所在する他の遺構との関係に委ねるしかない。これによると住居には、弥生時代後期

前半への位置づけが妥当であると推考する。

竪穴住居29(第24・71・72図）

A-

＼
 c-

-B 

-0 

12 12 13 

220l-
-」

． 。
2m 

1. 灰色土

2. 緑黄色士

（粘土）

3. 灰茶色土

4, 暗灰色土

5. 暗茶色

6. 暗灰茶色土

7. 灰黄色土

｛含、黄色土塊• 炭）

8. 黄灰色土

（含、黄色塊）

第71図 竪穴住居28(上）

9. 灰黄色土（含、炭、

黄色土塊多）

10. 灰黄色土

11. 黄灰色土

12. 炭層

13. 焼土層

14. 茶色土に黄灰色

（含、粘士塊）

・29 (下） (1/60) 

15. 黄灰色粘士

16. 黄色土砂質

17. 灰茶

18. 黄色粘質土

19. 暗茶色士

20. 茶灰色土

21. 灰茶色土

22. 茶色土

23. 黄色粘士
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第 2意第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

9B区において南側約半分が調査区外に、また北側を新矢

部橋の基礎、さらに竪穴住居28によってほとんど切られた状

態で検出された。床面には 3本の柱穴の存在がかろうじて確

認されたにすぎず、遺

物も石包丁 1点と蛤刃

石斧を転用した敲き石

1点の他、土器が2点

小片で検出された程度

介
＼-. 

＼
 

.

1

 
-
．

2
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2
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一
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゜
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第72図 竪穴住居29出土遺物 (1/4·1/3• 1/2) 

である。したがって、住居構造の詳細については言及できない。

時期は、 2点の上器から弥生時代後記前半に位置づけられよう。

(2) 井戸

井戸 1 (第24・73図）

5Bb区、竪穴住居19の東に位置する当遺跡では唯一の井戸である。平面形態は径約 lmの

（島崎）

不整円形を呈す。検出面から約60cm程はやや内湾気味に下がり、以下底部に向かいほぼ直線的

に掘り込まれ、徐々に径を減じさせている。埋土は茶灰褐色および灰色の上下 2層に大別され

たが、上層は甚盤に近似しており僅かに炭粒が混入することでようやく判断できたもので、短

期間に埋め戻されたものと推定される。なお、井戸は海抜0.6mまでを確認したが、それ以下

は湧水のため明らかではない。

遺物は海抜 lm付近から出土しているが量的には少なく、また、壺224・225などは完形に

復元されたもののいずれも破片である。口縁に凹線をもつ壺225に対し、口縁端部に凹部を形

成し、上方にやや拡張される甕223はやや後出の可能性もあるが、いずれにせよ上東・鬼川市

IIの範疇に入るものと考えられる。 （江見）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第73図 井戸 1 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

(3) 土壊

土壊 5 (第24・74図）

2Ba区で検出された東西1.48m、南北l.OOmを測り、平面不整円形を呈する土城である。

城内断面不整形で、周辺に所在する袋状土城とは異なり城底も明瞭ではない。城内からは、 20

---30cm大の角礫が検出されたが、出土遺物の共伴は確認されなかった。したがって時期的には、

判断材料を欠くため明確には出来ないが、一応城内への埋積土の状況等から弥生時代後期前半

への位置づけがなされよう。

土城 6 (第24・75・76図、写真図版113)

2Ba区において古墳時代前半の竪穴住居51下層の海抜2.75mで検出された。長軸長1.26m、
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第 2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

幅1.10mを測り、平面不整円形を呈する。土城は、海抜

2.75mでの平面検出面から約22cm下層にほぼ水平面をも

った城底と、壁は垂直もしくは逆斜傾を有することで本

来断面袋状を呈するものと推測する。

出土遺物には、壺、甕を中心に上東・鬼川市II併行段

階の土器が検出された。壺は、いずれも長頸で頸部は垂

直もしくは逆「ハ」字形を呈する。甕231は、肩部外

270cm 

。
lm 

1. 黄色砂質土 4. 灰黄色砂質土

2. 黄灰色砂質士 5. 黄色粘土

3. 暗灰色砂質土 6. 黄色粘士

（含、炭）

第74図土壊5 (1/30) 
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／
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両

~ ー
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。
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第75図土壌6 (1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

227 

228 

231 

230 

閉cm

232 

第76図土塘 6出土遺物② (1/4) 

面に整形段階でのタタキ痕跡を残す。

時期は、土器が上東•鬼川市 II 併行期と考えられることで、弥生時代後期前半に比定されよう。
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第2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

土壊 7 (第24・77図）

2A拡張区において弥生

時代後期前半の竪穴住居 8

—.. 一 310cm 
233 

＼ 
ーニ ←一

“—~~-~ 

によってその北東側約 1/

2が切られた状態で検出さ

れた。状況から平面円形で

あったことが推測される。

出士遺物としては、土城

埋積土中から、甕 2点の士

器小片が散見されたにすぎ

゜一50cm 
ない。

第77図 土壊 7 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
時期的には、弥生時代後

期前半に比定されよう。

寧

｀ 
~an 

土塘 8 (第24・78図）

2A拡張区に所在し、南側が古墳時代前半の竪穴住居56に切

られ、一部が検出されたにすぎない。平面円形が推測され、検

出面から堀底までの深さ約20cmを測った。

序cm
235 

第78図土壊8 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

出土遺物には、器台が 1点検出されたのみで判然としないが、時期的には弥生時代後期前半

の範疇に位置づけられよう。

土城 9 (第24・79-----81図、写真図版113)

2Ba区において古墳時代前半の竪穴住居51・52の下層、海抜2.65mで検出された。平面は、

長軸長1.18m、短軸長1.09mの規模で円形を呈し、検出面からほぼ水平面を呈する城底までの

深さ約30cmを測った。競は、断面垂直もしくは上位部にむけて胴部径を減少させるもので、本

来は袋状を呈する土堀であったものと考える。
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3. 足守川矢部南向遺跡

270cm 
"''—-

, 3 3~ 

城底には、比較的数多くの土器および石器の遺存

が認められた。土器には壺、甕、鉢、高杯等の器種

があり、いずれも上東・鬼川市 I併行段階に位置づ

けられるものである。

時期は、弥生時代後期前半に比定されよう。

゜
lm S57 

。1. 淡灰黄色士 2. 炭層 3. 灰黄色土
5cm 

10cm 

第79図 土壌 9 (1/30) ・出土遺物① (1/2• 1/4) 
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第 2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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第80図土壌9出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向迫跡
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第81図土壊9出土遺物③ (1/4) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

土壌10 (第24·s2~s3図）

2Ba区において古墳時代前半の竪穴住居51・

52の床面下層の海抜2.65mで検出された。土城は

平面長軸長1.08m、短軸長I.Olmを測る円形で、

検出面からの深さ31cmと比較的浅いものであった。

257 

270cm 
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／｀ 。
lm 

1. 灰黄色砂 4. 暗灰茶色士

2. 黄灰色砂 5. 灰黄色粘質土

3. 炭層
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第82図 土壊10(1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第83図土壊10出土遺物② (1/3• 1/2) 

土堀は、底部が水平で斜傾する壁を有

する、本来断面袋状を呈する土城であっ

たことが知られる。城内南東側の城底近

くには、土器の一括遺存が確認された。

土器は、少量ながら壺、甕、鉢等の器

種が認められた。また、土器以外にも石

鏃、敲石等の検出がなされた。

時期は、土器が上東・鬼川市 I式のも

のに類似することで弥生時代後期前半に

比定されよう。

土壊11 (第24・84-86図）

2 B~ 区において上層が古墳時代前半の竪

穴住居51・52によって切られ、土城10の東約

50cmに近接して所在した土城である。

海抜2.65mで長軸長1.44m、幅1.09mを測る、

平面不整楕円形を呈するもので、検出面から

城底までの深さ約67cmを測った。断面第 1層

には砂質土が比較的厚く堆積し、その下層の

270cm 第2・5・6層には焼土塊および炭の包含が

多く認められた。また第 1層中の北東側には、

一括して土器の堆積が確認された。

出土遺物としては、壺、甕、高杯等の土器

の他に石鏃、石包丁、石斧等の石器類が見ら

れた。壺は、長頸のものと短頸のものがみら

れ、長頸壺は頸綿がおおむね垂直気味につく

1. 淡黄灰色砂質土 7. 暗黄灰色砂質土

2. 炭・焼土
（含、炭•黒灰色粘質られ、またいずれの口縁部にも凹線文が施さ

3. 黄灰色砂質土
上塊）

れていた。高杯は口縁端部が拡張傾向を僅か
（混、灰色粘質士~) 8. 黄灰色砂質土

4. 黄灰色砂質士 9. 淡茶灰砂質土

5. 淡黄灰色砂質土 10. 淡茶灰砂質土
（含、焼土・炭） （含、炭）

6. 黄灰色砂質土 11. 暗灰白色粘質土
（含、焼士・炭）

。
1m 

第84図土壌11 (1 /30) 

に示し始めた段階で、その脚部は長く内面へ

ラケズリでしかも外面は線刻による沈線で文

様が刻まれたものであった。

時期的には、上記した土器の特徴がいずれ

も上東• 鬼川市 I式のものに類似することで、
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3. 足守川矢部南向遺跡
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[
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267 

S61 

゜｀ 
I I 

~ 
$62 

5cm 

269 

S63 

L...,,,,.,,,,......Jcm 
第86図土壊11出土遺物② (1/4• 1/2• 1/3) 

弥生時代後期前半の範賭に位置づけて差支えないものと考える。

土壊12(第24・87図）

2B区において弥生時代後期前半の竪穴住居 6の南東部が切り合った状態で検出された。規

模は、長軸長80cm、幅75cm、深さ55cmと小さく、一見柱穴との差はないものである。

出土遺物は、小片ながら 3点が図化された程度である。これによると中でも最も新しい土器

271が上東遣跡・鬼川市IIの特徴を有することで弥生時代後期前半に比定されよう。
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第2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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1. 灰黄色土

（含、炭）

2. 黄色砂

3. 灰黄色砂
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4. 黄灰色砂

5. 黄色粘質土

6. 暗灰色士

（含、炭）

第88図

7. 黄灰色土

8. 暗灰色士

（含、炭）

て

3. 暗灰色土

4. 暗灰黄色土

5. 黄色砂塊含む

第87図

土壌13(1/30) 

-:::1272 
序m

土壊12(1 /30) 

ア

ロ

・出土遺物 (1/4)

土塘13(第24・88・89図）

2 B区において古墳時代の竪穴住居52

の南隅に、 これと重複した位置で検出さ

れた。平面円形で断面袋状を呈するが、

底部中心は高く、それに比較して周辺部

は低く城底を巡るものであった。
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3. 足守川矢部南向遺跡

·~ ●一ロニ
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第89図土壊13出土遺物② (1/4) 
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城内への土砂の埋積状況は、上層 (2. 

3・4) には砂が、下層第 6と7層には炭

を含むことが認められた。

出土遺物には、覆土中を中心にして甕 2

点、高杯 2点の土器が検出され、それぞれ

の器種には新旧 2相が認められた。ただし、

土城の時期としては上東・鬼川市 I併行期

として差支えないであろう。 （島崎）

土壊14(第24・90・91図、写真図版114)

2Bb区、竪穴住居 7の南に位置し、竪

堕距 穴住居30・32などに切られて検出された不

整円形を呈す袋状土城である。検出面から

。
lm 

1. 淡茶褐色砂質土 3. i炎黄褐色砂質士

（含、炭僅少） （混、黄色粘士小塊）

2. 淡茶褐色炭混砂層 4. 淡茶灰色砂質土

（混、黄色粘土小塊）

第90図土壊14(1/30) 

深さ約90cmを測る。床面はほぽ水平で、床

面の規模は径約1.5m、床面積l.9lm¥床面

の海抜高1.96mを測る。埋土には粘土の小

塊の混じる層が多く、人為的に埋め戻され

た状況と判断される。遺物は第 2------3層か

ら礫とともに出土し、下層からはほとんど

確認されなかった。

出土遣物は壺277をはじめ、甕278------283、

高杯284-288、ミニチュア壺289などがあ

る。甕279は底部が平坦で、内面ヘラケズ

リは胴部上半で止まっている。高杯の口縁
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第2章第 2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

•,1~ 
こニニロー／

285 

286 

287 

279 

） に一 ぐ ~ ＼ ピ
282 283 

280 

゜
IOtm 

第91図土壌14出土遺物 (1/4)

端はいずれも拡張部上面に凹線が施されており、脚

部の円孔は287は竹管状の289は円棒状のエ具により

施されているが、いずれも貰通はしていない。

以上、当土城は遺物の特徴から上東・鬼川市 I併

行期に廃棄されたものと考えられる。 （江見）

土壌15(第24・92図）

2Bb区において竪穴住居31にその上半を切られた状態で検出された土壊である。土城は、
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3. 足守川矢部南向遺跡

海抜2.65mで平面規模長軸長1.30mを測る不整

円形であることが判明した。

出土遺物は認められず、土城の時期について

は明確にできなかった。しかし、周辺に所在す

る遺構との関係等から勘案すれば弥生時代後期

前半への位置づけが可能であろう。 （島崎）

土壊16(第24・93図）

2Bb区、土城14の南に位置し、上部は竪穴

住居32に削平を受けた袋状土城である。平面楕

円形を呈し、深さ84cmを測る。床中央は僅かに

270cm ·-— 

290cm 
•一

｀ -＂t
 

m
 

1-•I 

l. 暗茶褐色粘質砂 4. 暗灰褐色粘質砂

2. 黄色粘土塊 （含、炭僅少）

3. i炎茶灰色粘質砂 5. 淡褐灰色粘質砂

（含、炭僅少）

。
lm 

1. 灰色粘土

2. r炎灰黄色土

3. 灰黄色士

4. 淡黄灰色土

5. i炎灰黄色土

第92図土壌15(1/30) 

高く、径l.55X1 m、床面積l.34m2,床面の海

抜高1.96mを測る。埋土下層は軟らかく、炭粒

を含むものであったが、第 3層はよくし締まっ

た基盤層に似、壁面が崩落したものと考えられ

る。遺物は下層から鉢290が出土した。胴

1Dan 

第93図 土壊16(1/30) ・出土遺物 (1/4) 
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第 2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

部外面および口縁部内面をハケ調整、胴部内面は

ヘラケズリの後、粗いヘラミガキを施す。

以上、当土城は上東・鬼川市II併行期に廃棄さ

れたものと考えられる。

土城17(第24・94図、写真図版114)

2 B d区、土城16の南西に位置し、竪穴住居

33・ 土漿66に一部切られて検出された袋状土城で

ある。平面ほぼ円形を呈し、深さ約70cmを測る。

床中央は平坦で径約1.3m、床面積l.37m2~ 床面の

海抜高2.36mを測る。埋土は水平堆積を示し、第

3層は炭を多く含むものであった。

遺物は長頸壺291、台付鉢296が上層から、他

は下層から出土した。 291の器壁は厚く、沈線も

しっかりと深い。 296は内傾気味に立ち上がる口

縁に、端部は面をもつ復元完形の鉢である。

以上、当土城は上東・鬼川市 I併行期に廃棄さ

れたものと考えられる。

~ ＼縛！ーg294 
10cm 
I 

第94図 土壊17(1/30) 
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1. 暗茶褐色砂

2. 茶褐色砂

（混、黄色粘士塊）

310an 

m
 

1
i
 

3. 茶褐色砂

（含、炭多）

4. 淡茶灰色砂

（含、炭少韮）

296 

・出土遺物 (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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碑皿 土壊18(第24・95図）

2Bd区、土城17の南に位置する袋状土城で、小

土城に一部切られている。平面不整円形を呈し、深

さ約 lmを測る。床中央は平坦で、径約l.lm、床面

積0.94m2..床面の海抜高 2mを測る。埋土はほぽ水平

堆積を示し、上層に粘土小塊が多含することから一気

に埋め戻されたと考えられる。

遺物は下層から甕297が出土しており、当土城はそ

の特徴から上東・鬼川市 I併行期に廃棄されたもの

1m 

1. 暗茶灰色砂質土

2. 暗茶灰色粘質土

3. 暗茶灰色粘質士

（含、黄色粘土塊多）

4. 灰黄色粘質士

第95図土壊18(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

序CIII

297 

m 

。
lm 

第96図土壊19(1/30) 

と考えられる。

土壌19(第24・96・97図）

2Bd区、土城18の西に位置し、南部を土城68に

切られて検出された、平面不整長方形の土城である。

長さ1.45m、深さ約20cmを測る。壁は垂直にちかく掘

りこまれ、底部は平坦である。埋土は茶褐色砂質土

に黄色粘質土の小塊が混じり、遺物は土城中位

から焼土塊とともに廃棄された状態で出土し

た。壺298の口縁は肥厚し、口縁端に凹部を形

成するもので、肩がやや張り 299のような直線

的に延びる底部に向かうと思われる。小型鉢

300の口縁は緩く外反し、端部は丸い。大型鉢

301の口縁下には稜線が走り、口縁端部は肥厚

し、上面に凹部を形成している。

以上、当土塊は上東・鬼川市 I併行期に廃棄

されたものと考えられる。
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

- =-:--ニ

300 

0 10cm 

301 

第97図土壊19出土遺物 (1/4)

土壊20(第24・98図）

3Ac区、竪穴住居 9の下層から検出された袋状

土壊で、土城70に一部切られている。平面不整円形

を呈し、深さ40cmを測る。床面は平坦で径約l.lm、

底の海抜高2.35mを測る。埋土は暗茶灰色粘質土で、

遺物は皆無であった。検出状況および周辺遺構のあ

り方から、当土城は後期前半の範疇ものと推定され

る。 （江見）

土壊21 (第24・99図）

3Ba区において竪穴住居31に北側を切られた状

態で検出された。遺存状況から平面は南北に長い楕

円形であったと推測される。

』-`
lm

-
／
／

0
 

第98図土壌20(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

城内からは、土器が散見されたが図化出来たのはわずかに 2点にすぎない。土器はいずれも

上東• 鬼川市 I併行期として理解されるものである。 （島崎）

土堀22(第24・100図）

3 B c区、土城18の南東に位置する平面楕円形の土城で、約l.2mX約75cm、深さ25cmを測

る。埋土は茶褐灰色粘質砂で、土城検出面から廃

棄された状態の土器が出土した。 304---307はい

ずれも甕で307は甑として利用され、これらは上

東・鬼川市 I---IIにかけてのものと判断される。

土壊23(第24・101図）

3 B c区の南方、一部は調査区外に延び、竪穴
320cm ,．． 

300cm 

c
u
L▲
 

m
 

1
i
 

303 

閉an

゜
lm 

＼` 
304 

306 

~7 

。
10血

第99図 土壊21 (1/30) ・出土遺物 (1/4) 第100図 土壊22(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

住居55、土城155などに削平を受けている。平面は不整円形を呈し、壁が緩く傾斜する大型の

土城で、径約1.8m、深さ35cmを測る。蓋308の孔は 1か所のみ残っている。また、当土城から

は甕309の他土器数点が出土しており、これら土器の特徴は上東・鬼川市 Iの特徴を示す。

土塘24(第24・102図）

3Bb区、竪穴住居10の西に位置し、竪穴住居55に一部切られて検出された袋状土城である。

平面不整円形を呈し深さ約50cmを測り、床中央部が僅かに高い。床面径1.4X 1.2m、床面積

l.35m2~ 床の海抜高2.53mを測る。遺物は僅かに甕細片310-----312が出土するのみであったが、
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300cm , __ _ 
310cm 

n
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1
i
 

1. 灰黄色粘質土

2. 暗灰色粘質砂

3. 暗緑灰色粘質砂

4. 緑茶灰色粘質砂

5. 暗灰色粘質砂

6. 暗緑灰色粘質砂

ニ 308

ぶ'- -¥  

309 

。
lm 

1. 暗茶灰粘質砂

2. 茶灰粘質砂

（含、黄色塊）

3. 黄色粘質士

（混、灰色砂）

4. 黄色粘質土

（含、灰色粘質砂僅少）

~310 

f □《
311 312 

ゃ 。
10cm 

第101図 土壊23(1/30) ・出土遺物 (1/4) 第102図 土壊24(1/30) ・出土遥物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

その特徴は上東・鬼川市II併行期のものと判断される。

土墳25(第24・103図）

土城24の東に接し、これに切られ検出された平面円形の浅い土城である。径約 lm、深さ約

10cmを測る。埋土は暗茶灰色砂で甕313・314、

小型鉢315、器台316などが出土した。これらは上

東・鬼川市 I~II にかけての特徴を示す。（江見）

314 

~ 

胃
。

1m 閉an
316 

第103図 土壊25~1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊26(第24・104図）

3Bb区にあって竪穴住居12の東側の一部を切った状態で検出された。平面は、およそ南北

方向に長い不整円形を呈する土城で、壁を垂直気味に堀底へと続ける。城内埋積土は、大きく

3層に分層され層境には炭の薄い堆積が認められた。

出土遺物には、壺、高杯、飾り高杯、ミニチュア土器等が見られた。いずれの土器も上東・

鬼川市II式の特徴に類似するものである。 （島崎）

土壌27(第24・105・ ・106図、写真図版145)

4Ba区、竪穴住居14の北西に位置する平面不整長方形の土壊である。主軸を東西に向け、

長さ約1.8m、幅約1.35m、深さ約70cmを測る。壁は東側が緩く下がっていくのに対し、西側は

急に落ち込み、不安定な播鉢状の底部になっている。土層は第 2層までとそれ以下の上下 2層

に大別され、特に 2層中からは、破損した状態の土器が拳大の礫とともにまとまって出土した。

また、士器は上層に比べ少ないものの第 6層からも出土している。下層からは胴部にタタキ痕

跡を残す小型長頸壺?321をはじめ、口縁に凹線を施す甕323、長脚高杯330・331、裾端部に
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第2章第2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

~ 
函 m 318 

1. 黒灰色土

2. 黄灰色士

3. 炭層

4. 黒灰色土

5. 黄色粘土塊

6. 黒黄灰色土

゜
lm l~cm 

第104図 土壊26(1/30) ・出土遺物 (1/4)

凹 部を形成する器台332、口縁端部

上面に凹線を施す鉢337などが出土

しており、他は上層遺物である。さ

らに、上層からは鏃の茎と思われる

鉄製品MSが出土している。

以上、土器の特徴は上東・鬼JII市 I

~II 併行期のものが含まれ、当土城

はこの期に廃絶されたと考えられる。

3．1． 0cm 

1. 灰黄色粘質砂 6. 暗灰色砂質土

（含、炭） （含、炭多、

2. 暗灰色粘質砂
土器多）

（含、炭多） 7. 暗黄灰色粘質砂

3. 茶褐色粘質土 （含、炭僅少）

（含、黄色粘土 8. 暗灰色粘質砂
．塊炭僅少） （含、炭僅少）

4. 暗褐色粘質砂 9. 灰黄色粘質士

（含、炭多） 10. 黄灰色粘質土

゜
1m 

5. 茶灰色粘質土 （含、炭僅少）

（含、黄色粘土塊） 11. 淡灰黄色粘質土

（含、炭僅少） 第105図土壊27(1/30) 

-741-



3 . 足守川矢部南向遺跡
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第106図土壌27出土遺物 (1/4• 1/2) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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第107図 土壊28(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第108図 土堀29(1/30) 

土壊28(第24・107図）

4Bb区、竪穴住居13の南西に位置し、これに一

部切られた、平面楕円形の士城である。推定長1.5m、

幅約 lm、深さ30cmを測る。埋士は茶灰色粘質土に

黄色粘質士塊が混入しており、土城上位から遺物が

出土した。 340は白灰色を呈し、口縁は鋭く外反し端

部に凹部を形成する大型の高杯で、甕339ともに上

東•鬼川市 II の特徴を示す。

土壊29(第24・108・109図）

4Bb区、竪穴住居13の一部を切って検出された

袋状土城で北東部は地盤の

l. 茶灰色粘質土

（含、黄色塊多）

2. 茶灰色粘質土

3. 灰黒色炭層

（含、炭茶灰粘質士塊）

4. 淡茶灰粘質士

（混、炭）

ズレの影響で明瞭でない。

平面不整円形を呈し、深さ

約40cmを測る。床面北部に

は約10cm高い平坦面が検出

され、床面径約1.2mX 80 
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3. 足守川矢部南向遺跡

cm、床面の海抜高2.3mを測る。埋土には水平堆積を示す第 3層に多くの粘質土塊が含まれて

おり、人為的に埋め戻された可能性が高い。なお、断面中央の窪みは地盤のズレによるものと

判断される。

遺物は壺341·342、甕343~346、高杯347·348、器台349、鉢350·351 などが出土してお

り、中に古い様相を呈す346・347などが含まれていた。

以上、当土城は上東•鬼川市 II 併行期に廃絶されたものと考えられる。

土壌30(第24・110図）

4Bb区に位置し、東部は調査区外に延び、南部は竪穴住居45に切られて検出された平面不

整長方形の土城である。長さ 2m以上、深さ約20cmを測る。床面は平坦でなくやや凹凸がある。

土城内には上部に黄色粘質士塊の混入する暗茶灰色粘質土が、下部に茶灰黄色粘質土が堆積し

346 

可 ~ 
343 

348 

〗`、二34~349 

,~;~\1こ！
ー・ ""''一・，．．．

. . 

← .• ..,, - ・.  
.. ::-: ユ.=.:.

三三`

--.:=, ― 二ニー
• -=-—·--= ..:;:= ~--'. 

d 

IOan 

戸
＼
廿

351 

第109図土壊29出土遺物 (1/4)
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第 2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

ており、上層から土器細片に混じって復

元完形の高杯352が出土した。橙色を呈

し、口縁内面に稜線をもち、杯部には円

盤充填を施す。脚部には 3個の円孔を 2

段に穿っている。
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 以上、当土城は上東・鬼川市 II併行期

に廃絶されたものと考えられる。（江見）

土壊31 (第24・111・112図）

4Bc区において竪穴住居14および17

に挟まれるかのように所在していた柱穴

規模の土壊である。包含層掘り下げ途中

海抜約3.00m付近で先ず土器が検出され、これ

—碑

／鼻

。
Im 

に端を発してさらに次々に完形品の密着した状

態で検出される土器の在り方によって、はじめ

て土器を一括して入れた土城としての性格が認

識された。土城完掘後の規模は、長軸長42cm、

幅28cm、深さ 17cmを測った。

土器は、先ず甕353が入れられた後、鉢358・

356、高杯354、最後に鉢357が入れられていた。

甕は口縁端部が拡張を見せず、高杯も砂粒を多

く含む胎土で、脚屈曲部にヘラ描きによる沈線

が巡る特徴を有するものである。型式的には、

上東・鬼川市IIの段階に比定される。

時期は、弥生時代後期前半の範疇で考えて差

支えないと考える。

土壊32 (第24·113~115図）

4Bdに所在する土城であったが、南側は調

査区外にかかっていたことで全掘は出来なかっ

た。海抜約3.60mで検出された平面は円形と推

測され、壊底までの深さ 1.20mを測った。断面

形態は、最大径が城底部分にあり上位方向に径

を縮小することで袋状を呈していたものと考え

nt~ 

ゃ

第110図土壊30(1/30) 

・出土遺物 (1/4)

~ 

。
50cm 

第111図土壊31 (1/20) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

第112図

<::-~ 

-f ¥¥_i 
I 

l 」 1 J _l_ 

370cm 

第113図土壊32(1/30) 

-- ---: ~ 

356 

354 

w 
ゃ

土壊31出土遺物 (1/4)

る。

城内は、第 7層が粘質士による堆積をみ

せるだけで、それ以外はすべて砂質土によ

って埋没していた。

出土遺物は、城底近くの第 8・10層を中

心に検出され、壺363・365、甕359---362・

364・366、高杯367---369、鉢370---374の器

種が確認された。土器は、一部に古い様相

を有するものがあるが、おおむね上東• 鬼

川市 II併行と考えられ時期的には弥生時代

1. 灰褐色砂質士 7. 暗青灰褐色粘質土

2. 灰黄褐色砂質土 8. 青灰色砂質土

3. 灰青褐色砂質土 9. 淡暗青褐色砂質土

4. 淡暗青褐色砂質土 10. 淡青灰色砂質土

5. 暗青灰褐色砂質士 !l. 淡灰黄褐色砂質土

6. 黄褐色砂質士
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第 2章第2節弥生時代後期前半の遺構・遺物

刀

363 

361 

~-- —-~ 7 
366 

368 

,L---・j 
,369  ゜

t(,lg,i 

第114図土墟32出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第115図

後期前半に位置づけられよう。

土壊33(第24・116・117図）

土壊32出土遺物② (1/4) 

5Ba区において北東の一部が調査区外にかかった状態で、海抜2.20mで平面が検出された。

-748-



第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

規模は長軸長1.95mを測り、平面円

形を呈する土城であった。検出面か

ら床面までの深さは、およそ45cmが

計測された。ほぼ水平面を有する床

面と周辺の壁が垂直に立ち上がる状

況から考えて、本来この土城は袋状

を呈する土城であったものと推測さ

れ、これが機能していた時点での出

入り口はさらに高い位置にあったも

のと考えられる。

土城断面は、先ず凸レンズ状に中

央部が高く形成され、その周辺の低

い部分に別の土が堆積していた。こ

れは通常の土城の埋没状況とは異な

り、おそらく袋状土城特有の埋積状

況を示したものと考えられる。

遺物は、ほぽ堀底近くに面的に見

られるもので、土器と石器が検出さ
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230cm 

。
lm 

1. 暗灰色土 3. 黄灰色土

2. 暗茶色土 4. 灰黄色土

375 

ー←

・- . こ

377 

＇ S65 
378 ゜~ 

2cm 

Wan 

第116図土塘33(1/30) ・出土遺物① (1/4• 1/2) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

~ 二ニ―---;r
380 

381 

10an 

第117図土壊33出土遺物② (1/4) 

382 

383 

384 

れた。

土器には、壺、甕、高杯、鉢、器台の各種が認

められた。型式的にはいずれの器種も上東• 鬼川

市 IIの段階に類似例を有することで、土城はおよ

そ弥生時代後期前半に存在していたことが知られ

よう。

土壊34(第24・118・119図）

5Bc区において海抜2.80mで検出された、平

面不整円形を呈する土城である。

規模は、長軸長1.13m、幅97cm、平面検出面か

らの深さ最深部で73cm、浅い所で54cmを測った。

断面の形態は検出面から城底に下がるに従い径

を減少させるもので、周辺に多く所在する一連の

断面袋状を呈する土城とは形態的に異なった性格

づけがなされるものである。

遺物は、城内埋積土中から小破片ながら土器と

士製紡錘車の検出がなされたにすぎない。

麟

0-
Im 

第118図土壊34(1 /30) 
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

~ 

，
 

．．
 

―_ ヽ,

7

t

．ー・

8

こ

3
 ロ
•• 

`
 
．．
 

`
 

鴫

噸

g
>．
 

｀
 

し
閲

て口麦／ア

390~ 

り~~
~C11 

~""〗口J
392 

388 

閉c:m

第119図土壊34出土遺物 (1/4• 1/3) 

土器には、壺、甕、高杯、鉢等の器種が認められたが、いずれも小片とあって詳細について

は言及できない。型式的には、上東・鬼川市II併行として差支えないものと思われ、したがっ

て時期は弥生時代後期前半に位置づけられよう。 （島崎）

土塘35(第24・120・121図、写真図版146・172)

5Bc区、竪穴住居20の北に位置する平面不整

楕円形の浅い土渡である。長さ約1.3m、幅80cm、

深さ約20cmを測り、底部は西に傾斜している。土

城内には炭を多含する暗茶灰色粘質土が堆積して

おり、これに混じって士器片および鉄鏃が出士し

た。長頸壺394の頸部はやや下方に開き、甕395

....... 39aには口縁端部に凹部を形成するものが多

く、高杯401のように古い様相を呈すものも含ま

れる。鉄鏃M9は先端が磨滅あるいは欠損してい

るが、方頭斧箭形式になるものと思われる。

以上、当土渡は上東•鬼JI!市II併行期に埋没し

たものと考えられる。

厨

。
lm 

第120図土壊35(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

二□
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、
lfcm ご

第121図土壊35出土遺物 (1/4• 1 /2) 

土壊36(第24・122図）

6Ba区に位置する平面円形の袋状土城である。深さ約50cm、床面径92X9Qcm、床面積0.66

面を測り、袋状土城の中では床面積が狭い。埋土は 4層に分かれ、第 3層に土器が含まれてい

た。また、第 4層はよく締まった基盤に近似し、僅かに炭粒が含まれることで判断できたもの

で、一気に埋められた可能性が高い。遺物は壺405、高杯406や、口縁が斜め外方に直線的に

延びる古い様相を呈す大型鉢407などが出土しており、当土城は高杯の形態から上東・鬼川市

Il併行期には廃絶されたものと考えられる。

土城37(第24・123図）

6Ba区、土城36の南東に位置する平面不整円形の土城である。径約1.2X1 m、深さ35cm

を測る。埋土は茶灰色土で、これより甕408・409、高杯410が出土した。小型の甕408は胴部

内面のヘラケズリが上半で止まっており、口縁端部が外方におおきく拡張される410など、上
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弥生時代後期前半の遺構・遺物

f? 

270cm '""—..... 

0-

第122図

290cm 

。
/lm 第123図

1. 茶褐色粘質土 3. 淡茶灰色粘質土

（含、炭粒多） （含、炭僅少）

2. 茶灰色粘質土

（含、炭）

土壊36(1/30) 

10im 

9/407 
4. 淡茶灰色粘質微砂

・出土遺物 (1/4) 
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土壊37(1/30) ・出土遺物 (1/4)

東•鬼川市 I 併行期の特徴を示しており、当土城はこの期に埋没したものと考えられる。

土壊38(第24・124図、写真図版146図）

6Bc区、士城37の南西に位置し掘立柱建物 2の柱穴を一部切って検出された袋状土城であ

る。平面円形を呈し、深さ約45cm、床面径約1.3m、床面積l.45m2.. 床面の海抜高1.66mを測る。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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2. 茶灰色粘質土

3. 灰色粘質土

4. 暗灰色粘質土

（含、炭多）

5. 淡茶褐灰色粘質土

6. 淡茶褐色粘質砂

7. 炭層

8. 淡灰色砂
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lf皿

第124図 土墟38(1/30) ・出土遺物 (1/4)

埋土は下部に灰色粘質土と淡茶褐色粘質砂が水平に近い堆積を示すものの、中位の第 5層は中

央が厚く堆積し、以後周囲に流れ込むように埋まっていた。

遺物は頸部が上方に向かって開き気味の長頸壺421、頸部に凹線を施す古い様相を呈す壺

413、口縁端部上面が拡張する高杯414、稚拙な作りの蓋416などが出土しており、当土城は上

東・鬼川市 I併行期には廃絶されたものと考えられる。

土城39(第24・125図）

6Ba区、土城37の東に位置し一部竪穴住居49に切られて検出された袋状士城である。平面

不整円形を呈し、深さ約45cmを測る。士城北部に一段高い平坦面が認められた。また、底部は

平坦ではなく緩く凹み、他の袋状土城とは様相を異にしている。床面径約 1m X60cm、床面積

0.63面を測り、計測できた当遺跡の袋状土城の中でもっとも面積が狭い。遺物は第 4層から、

口縁端部が僅かに肥厚する甕417や、底部が上げ底になる鉢418が出土しており、

東・鬼川市IIの特徴を示す。

これらは上

（江見）
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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1. 茶灰粘質± 4. 茶灰粘質士

2. 茶灰褐色粘質土 （含、遺物多、混、炭）

3. 茶灰粘質砂 5. 灰褐色粘質土

（含、炭僅少）

第125図 土壊39(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土壊40(第24・126図）

6Bbに所在する竪穴住居22の東約 lmの地点

に近接し、土城136によってその南側約 1/2が

切られた状態で検出された。

海抜2.60mで平面長方形を呈することを確認し、

その平面規模は長軸長1.51m、幅75cmで、さらに

検出面からの深さ約21cmを測った。ところが、土

城136によって南側が切られていたため幅につい

ては判然としなかった。堀内は、検出ラインから

ほぼ垂直に落ち、定型化した断面形態を見せる。

埋積状況は、断面において上下 2層に分層がな

されたが明確なものではない。

遺物が出土しなかったことで、時期についての

詳細な検討はできないが、およそ弥生時代後期前

半に位置づけられよう。

IIlll 

＼
 

270cm . " 

', A 
。

lm 

1. 淡灰黄褐色土 2. 黄灰色士

第126図土壊40(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

土壊41 (第24・127図）

7Ba区に所在する竪穴住居22のほぽ中央部において、竪穴住居22の床面除去に検出された

土城である。検出面から約60cm下層でほぼ水平面を有する城底と、袋状を呈する断面形態が確

認された。城内の埋積土は、床面中央部で凸レンズ状に盛り上がり、袋状土城特有の埋積状況

を呈していた。出土遺物は見られなかったが、竪穴住居22および周辺に所在する一連の袋状土

城の在り方から、これも同じく弥生時代後期前半に位置づけられるものと考える。 （島崎）

土壊42(第24・128図）

7Bb区、竪穴住居24の南から検出された平面不整長方形の土壊である。長軸が南北方向に

向き、長さ約1.2m、幅91cm、深さ23cmを測る。壁の傾斜は緩く、平坦な底部にいたる。埋土

は3層に分かれ、第 1層には炭粒が僅かに含まれるものの、下層からは確認できなかった。ま

た、第 2・3層にはいずれも小土塊が混入するものであった。遺物は土器細片が僅かに出土し

たのみであるが、弥生時代後期前半の範疇に入るものと考えられる。 （江見）
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1. 灰黄色粘質土 5. 炭・焼士

2. 黄灰色粘質土 6. 暗灰色土

3. 黄色粘質士 7. 灰色粘質土

4. 灰色土 8. 黄灰色土

第127図土壊41 (1/30) 

250cm 

。
lm 

1. 茶灰色粘質土

（含、炭僅少）

2. 茶灰色粘質砂

（混、茶灰色粘

質土小塊）

3. 褐灰色微砂

（含、灰白粘質土塊）

第128図土壊42(1/30) 
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

土壌43(第24・129-----132図）

8Ba区の北側側溝近くで検出された土城である。検出面は、海抜約2.57mでほとんど正円

に近いプランで確認された。検出面からほぽ水平面を有する壊底までは、断面形態が城底に行

くにしたがい径を拡大し、結果断面袋状を呈するものであった。

城内の土砂の埋積状況は、途中第 4層と 6層の間で大きく 2層に分層が可能で、それによる

と上層は粘質土で、下層は砂を基調とした土で埋没していた。また、土層中には炭、焼土塊、

粘土塊等が特徴的に混在している。第 5層は、炭と焼土の薄い堆積であり、第10層の粘土塊は

第11層の焼土塊とともに漿底のほぼ中央部に密着した状態で検出された。

遺物としては、粘土、焼土塊を除

いた第 6-----第12層の全体的に下層部

分で比較的数多くの土器と石器、さ

らには鉄器の遺存が確認された。

土器には、壺、甕、高杯、器台の

器種が認められた。

壺419は、大型のもので口縁端部

には凹線文を巡らす。 420は、甕と

の判別に困難をきたすが、全体およ

び胴部最大径部分への加飾を根拠に

壺と認識した。甕は、 422---428が

該当すると判断したが、いずれの器

種も頸部が胴部より相当小さい傾向

を示すことで一部の器種423・424

によっては壺との判別が困難であっ

た。

形式的には、高杯429を除くいず

れもが上東・鬼川市 I式の範疇に属

するものと考える。

鉄器は、小片であるが断面等の在

り方から鏃とした。

石器には、石包丁、石槍、石鏃、

敲石が確認された。

時期は、後期前半に比定されよう。
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260cm 
—• • 一

D
 

lm 

1. 黄灰色土

2. 茶黄色土

（混、黄色粘

質土塊）

3. 茶灰色土

第129図

4. 灰黄色土

5. 焼土• 炭

6. 灰黄色砂

7. 灰茶色土

（砂• 互層）

8. 灰茶色砂

9. 灰黄色砂

10. 粘土

11. 焼土塊

12. 暗灰色土

（含、焼士塊）

土壊43(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

419 

422 

第130図土壌43出土遠物① (1/4) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡

S66 

ーロ`

，
 ~S68 

曇 S70

↑△ 一 ゜一
3cm 

S67 
＜委

S69 

一゚
3cm 

第132図 土壌43出土遺物③ (1 /2• 1/3) 

土壊44(第24・133図）

9 Ba区において検出された平面不整円形を呈する土城である。海抜2.45mで長軸長92cm、

短軸長90cm、検出面からの深さ約25cmの規模であった。断面形態は、一連の袋状土城のそれと

は異なり、袋状土城でなかったことが知られる。

出土遺物には、長頸の壺、甕等の土器片が少量検出されたにすぎない。型式的には、上東・

鬼川市II併行段階に比定される。

土壊45(第24・134図）

9Ba区で北東側の一部が調査区外にかかった状態で、海抜2.45mにおいて検出された土城

である。平面的には円形を呈し、遺存部分で長軸長1.46mを測った。検出面からの深さは、城

底面が水平でないことで一様でない。中心部に比べて周辺部がゆるやかに下がるもので、中心

部で約50cmを測った。

城内埋積状態は、上層の第 1・2・3層に粘質土が、下層の第 4・5層に砂および砂質土の

比較的厚い堆積が見られた。この中において遺物は、壊底部南側に土器の集積が見られた程度

であった。士器は、壺が3点図化できたにすぎない。これによると土器は上東・鬼川市 I段階

に併行すると考えられ、時期的には後期前半の範疇に位置づけられよう。
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

•>
434 

~cm 
250an 

431 

,' 2~ ; ーこ口—-:-

~- t~-\ ＼ 
433 

1. 灰色土 2. 灰黄色士 3. 暗灰色土

第133図 土塘44(1/30) ・出土遺物 (1/4)

435 

250叩．．． 

436 

＼ ¥ 

D lm ＼ 
'I  

1. 灰茶色粘質土 4. 黄灰色砂質土

2. 黄茶色粘質土 5. 黄色砂

゜
1Qcm 

3. 茶灰色粘質土

第134図 土壌45(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

土壌46(第24・135図）

8Bd区において竪穴住居27の東約50cmの近接した状態で検出された土城である。南西部が

一部調査区外にかかっていたことで全貌の検出には至らなかった。平面的には東西約1.35m、

南北1.25mの規模で楕円形を呈し、城底は平面規模より大きく、断面袋状を示すものであった。

城底からは、最下層において炭の薄い堆積が認められたが、 この性格については明らかでない。

時期は、土器の遺存が見られなかったことで判然としないが、後期前半であろう。

土壊47(第24・136図）

9Ba区に位置し、上部を竪穴住居75および

掘立柱建物 8に削平を受けて検出された袋状土

城である。平面不整円形を呈し、深さ55cmを測

る。床面は中央が僅かに高く、床面径1.25X 

1.15m、床面積l.l8m2... 床の海抜高1.75mを測る。

------,..-
/ 

/ -........ .... 
///~',,、

¥／／‘1:1¥1¥：：／11¥） -

／ 

。
lm 

1. 茶灰褐色粘質土 4. 茶褐色粘質土

2. 暗灰色粘質土 （混、暗灰色粘質士）

3. 茶褐色粘質土 5. 炭層

（混、灰色粘質土）

（島崎）

240cm 

。
1m 

1. 褐色微砂 5. 淡茶褐色砂

2. 灰色粘質砂 6. 灰褐色微砂

（含、灰茶色粘質砂塊） （含、茶灰色粘質

3. 灰茶色粘質砂
土塊多）

4. 灰色粘質砂

（含、褐色粘質砂塊）

閉血

第135図 土壊46(1/30) 第136図 土壊47(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

埋土は第 2層下面の凹地状を呈す上層と、それ以下の 2層に大別され、遺物は上層下部から主

に出土している。なお、西側に不自然な層を確認したが、上部壁の崩落によって生じたものと

思われる。

遺物は図示した小型鉢438の他土器細片が僅かに出土したのみであるが、上東・鬼川市IIの

範疇に入るものと判断される。

土壌48(第24-137~140図、写真図

版115)

土城47の南に位置し、上部を竪穴住

居75および掘立柱建物 8に削平を受け

た袋状土城である。平面は西および南

がやや直線的に走る不整円形を呈し、

深さ55cmを測る。壁は西から北部にか

けて下部を扶り込んだ部分が認められ

たが、南東部ではほぽ垂直に掘り込ま

れた状態で検出された。床面は中央部

が一番低く、南に向けて僅かに高くな

る一方、床面西半部には壁に沿って幅

約20cm、高さ約10cmの一段高い部分が

検出された。床面径l.85Xl.6m、床面

積2.47面を測る、袋状土壊としては床

面積の広いものである。床面の海抜高

は1.75mを測る。

埋土は上層 (1....... 7)、中層 (8)、

下層 (9-ll)の3層に大別され、第

6層は上部壁の崩落したものと考えら

れる。中層からは中央やや東寄りを中

心に土器がまとまって出土しており、

これらには完形に復元されたものが多

く含まれるものの出土状況から、破砕

され廃棄されたものと推定される。な

お、下層の第10層はほぼ水平堆積を示

す炭層で面をなしており、第11層が比

250cm 
• • 一

a lm 

1. 暗灰茶色粘質土 6. 淡灰褐色微砂

（含、黄色微砂塊） （基盤層と近似）

2. 暗灰茶色粘質士 7. 暗茶灰色粘質土

3. 淡灰褐色微砂 8. 茶灰褐色粘質砂

4. 暗灰茶色粘質土 9. 淡茶灰色粘質土

（含、徴砂多） 10. 炭層

5. 淡灰褐色砂質土 11. 微砂

（混、淡茶灰色粘質土）

第137図土壊48(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

較的締まった微砂層であることから、 10層下面が床面の可能性もあり得る。

遺物は石包TS71をはじめ壺、甕、 ミニチュア土器などが出土した。壺は口縁端部に凹線

をもつ439・446・447、端部が肥厚し凹部を形成する440・442・443、端部を外方に引き出す

441 、上方につまみ出す444などがある。胴部下半は439~441 が緩く丸味をもって底部に達し

ているが、 445-----447は直線的にすぼまり、 442は底部で逆反りしている。胴部外面調整はハケ

調整の後ヘラミガキを施しているが、 440はハケ調整で終了している。 439の頸部下端には刺

突が巡らされ、胴下半には竹管による浅い施紋が認められた。また、 442は二次焼成による煤

が胴部下半に付着していた。甕448-----452においても口縁の整形は同様であるが、器表面は二

次焼成により剥落しているものが多かった。 451の胴部外面はハケ調整で終了しており、 452

は胴下半をさらにヘラミガキしている。 453-----455はミニチュアで、稚拙な作りながらも器台

453の口縁部には凹線を施し、体部に浅い沈線を巡らせ、一

対の円孔を数か所に穿っている。 456の器表面はケズリおよ

び押圧ナデで調整された雑な作りで、蓋と思われる。

以上、当土城は土器の特徴から上東・鬼川市 I併行期に廃

絶したものと考えられる。 （江見） 999 S 71 
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第138図 土壊48出土遺物① (1/2• 1/4) 
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第 2章第 2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物
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第139図 土塘48出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

449 453 
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1gcm 

456 

第140図土壊48出土遺物③ (1/4) 

土壊49(第24・141図）

9Bbにおいて検出された平面楕円形を呈する土城である。海抜2.50mでの検出面での規模

は、長軸長1.25m、幅87cmを測った。深さは、墟底断面が中央部で凸レンズ状に盛り上がった

形状を示し一定でないが、最高部で検出面からの深さ40cmを測った。

城内埋積土は、大きく 2層に分層され下層に砂質士の比較的厚い堆積が見られた。城内遺存

遺物は、この砂質土中において壺、鉢が検出された。型式的には、上東・鬼川市 I式に併行す

るものと見られ、およそ後期前半に位置づけられよう。

土壊50(第24・142図）

9Bb区において土城49の北 lmの位置に近接して、長軸長1.25m、幅1.09mの平面楕円形

を呈する土城が検出された。検出面（海抜2.45m)から城底までの深さは、 43cmを測った。水

平面を呈する城底からほぽ垂直もしくは斜傾して上方に立ち上がる壁の状況から考えて、性格

的には袋状土城と考える。埋積状況は、土堀49と共通し、下層に砂質土の堆積が見られた。

時期は、出土した甕によって後期前半への位置づけがなされよう。
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1. 黄灰茶色土

2. 黄灰色砂質土
10血

第141図 土塘49(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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1. 暗灰黄色粘士 2. 黄灰色砂 3. 暗灰色土

第142図 土壊50(1/30) ・出土遺物 (1/4)

-767-



3. 足守川矢部南向遺跡
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土壌51

（第24・143-----146図、写真図版115)

9Bbにおいて土城50の東約 3mの

地点に所在が確認された。平面1.10~

1.72mの径を有し、円形を呈するもの

で、検出面から城底中央部までの深さ

87cmを測った。壊内の埋積状況は、最

下層に炭の簿い堆積が見られ、その上

層第10層の粘質土中には数多くの土器

の包含が認められた。また中間層とし

1. 暗灰黄色粘質士

2. 灰黄色砂質土

3. 黄色粘質土

4. 灰茶色砂質士

5. 灰茶色粘質土

6. i炎灰色砂

7. 淡黄灰色砂

8. 茶灰色砂質土

9. 淡灰黄色士

10. 灰色砂

11. 茶灰色粘質土

12. 茶灰色粘質士

（含、炭粒多）

第143図 土壊51 (1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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第2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

ての第 6・7・10層には、砂の堆積が見られた。

出土した土器は、大型で口縁部近くに円形の穿孔された壺462を含めて比較的壺が多く、ま

た他の器種としては甕466・467、高杯470、鉢468・469・471等が確認された。

壺と甕の一部口縁部外面はわずかに上下に拡張を見せ、そこには凹線文が施されていた。高

杯は、口縁部をほぽ垂直に立ち上げ、外面には凹線文が、また脚部外面にはヘラ描きによる沈

線文と円形の穿孔とで加飾されていた。型式的には、いずれも上東・ 鬼川市 I式併行期に比定

され、時期は後期前半に位置づけられよう。 （島崎）

1ヤ

第144図土壌51出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第145図土塘51出土遺物③ (1/4) 
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第146図土壊51出土遺物④ (1/4) 

土壊52(第24・147図）

;， 、,

I 

9Ba区、土堀48の南西に位置し、上部を竪穴住居65に削平を受けて検出された袋状士城で

ある。東壁部分の検出で袋状土城と判断されたもので平面不整楕円形を呈し、床面径2.15X1.6 

m、床面積2.77面を測り、当遺跡検出の袋状土城としては最も広い床面積をもつ。床面はやや
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3. 足守川矢部南向遺跡

堕

。
lm 

1. 灰褐色粘質砂 4. 灰色粘質砂 7. 明灰色粘質微砂

2. 明灰色微砂 5. 淡褐色微砂 8. 明灰色粘質土

3. 茶灰褐色粘質土 6.灰色徴砂

第147図土壌52(1/30) 

凹凸があるもののほぽ平坦で、検出面からの深さ35cm、床面の海抜高1.44mを測る。

遺物は土器細片が数片出土しており、これらは弥生時代後期前半のものと思われる。

土塘53(第24・148図）

士城52の北西に接して検出された袋状士城で、一部調査区外に延び、上部は竪穴住居65に削

平を受けている。平面不整楕円形を呈し、・短径約 lm、深さ54cmを測る。床付近は湧水のため

不明瞭ではあるが、床面は中央が高く周囲が窪む状況を呈していた。

遺物は土器細片が出土しており、これらは弥生時代後期前半のものと思われる。

土環54(第24・149図）

土城52の西から検出された袋状土城で、西半部が調査区外に延びる。平面円形を呈し、径

l.lm、深さ約 1rnを測る。床面は平坦で床面の海抜高は約1.7mを測る。

遺物は土器細片が出土しており、これらは弥生時代後期前半のものと思われる。 （江見）
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1. 茶灰色粘質土

（混、褐色微砂）

2. 灰褐色砂質土

（混、茶灰色粘質士）

3. 灰褐色粘質土

4. 暗茶灰色粘質士

1. 淡灰褐色粘質土

2. 灰黄褐色粘質砂

（中枇？）

3. 淡褐灰色粘質士

（古墳？）

4. 茶灰褐色粘質土

5. 淡褐色微砂

6. 茶灰色粘質砂

第148図 土壊53(1/30) 第149図 土壊54(1/30 

土壊55(第24・150図）

9Bc区において海抜2.45mで検出された土堀である。長軸長1.03m、幅95cmを測り、平面

円形を呈する。断面形態は、検出面から約54cm下がった所に城底をもち、検出面肩口から城底

までは垂直もしくは斜傾する壁を有するもので、袋状を呈する。城内は、基本的に粘質土で埋

積しており、中間の第 4層には炭粒の包含が認められた。また、城底の下層第 6層中にも炭粒

が含まれていた。

出土遺物には、 2点の石器と壺、甕等の土器が確認された。土器は、壺472を除いてはいず

れも小破片で明確でないが、壺472から後期前半への位置づけがなされよう。 （島崎）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第150図 土壌55 (1/30) ・出土遺物 (1/4•1/2)
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第2章第2節 弥生時代後期前半の遺構・遺物

(4) 包含層遺物（第151-154図）

包含層遺物は各節末に記載しており、この項においても士器、土製品、石製品を掲載してい

るが、遺物によってはその所属時期の決定が困難なものも多く、別時期の遺物が掲載される場

合もあることを最初に断わっておきたい。

ミニチュア土器480は5B区から出土した。褐灰色を呈し、倒卵形の胴部に指でつまみだし

て口縁部を作り、端部に左右一対の円孔を穿っている。器表面は刹落が著しく明瞭ではないが、

ハケ調整の後指頭による押圧ナデで仕上げられているようである。弥生時代後期前半のものと

考えるが、中期に遡る可能性もある。

分銅形土製品 C12は上半部を残すもので黄褐色を呈し、表面に竹管状工具による刺突が内

側から外に向かって 6列にわたって施されている。また、縁部中央から背面にかけて、 3か所

に円孔の貰通する部分が認められた。弥生時代中期～後期前半のものであろう。

石製品にはスクレーパー S74-82をはじめ、石包Tを転用した石錐S83、石包TS84-89、

楔形石器S90-94、石斧S95・96、石槍S98、石鏃S99-1"12、石鍬未製品S113などが出士

している。これら石製品は大半がサヌカイト製の打製品であるが、石包丁S89、扁平片刃石

斧S95、石斧S96は磨製品である。また、石鏃は凹基式S99-101、平基式S102....__.106、有茎

式S107・109・110、凸基式 S108などがあり、重さは0.61....__.

5.74 gを測る。なお、 S99の形態は古い様相を示している。掲載

図面の他、弥生時代中・後期前半と思われる各遺構出土の未掲載

分を含めると、石錐 1点、石鏃8点、敲石 3点、砥石 5点、 u.

F32点、 R.Fl2点などが出土しており、当時期までの石製品は

全体で170点余りにのぼった。 （江見）

゜一5cm 

冒
ll1

ー

,r 

C12 

゜
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第151図包含層出土遺物① (1/3• 1/2) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第152図 包含層出土遺物② (1/2) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

第 3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居30(第155・156-----158図、写真図版116・146・147)

2B区の中央に位置し、竪穴住居55に西部を切られ、土城62を切って検出されたベッドをも

つ住居である。最終床面をもつ竪穴住居30Aの平面形態は南北方向にやや長い不整円形を呈し、

規模は5.15X4.9m、深さ30cm、床面積20.5m2"床面の海抜高2.7mを測る。主柱は 4本で、ほぼ

I= 

‘. 

~ 

Aこ

_A_ 310叩

1. 茶灰褐色粘質砂

（混、黄色粘土小塊）

3. 暗茶褐色粘質砂

4. 暗灰色粘質砂

5. 黄灰色粘質砂 10. 黄色粘質土

（混、暗灰色粘質土塊） 11. 黄色粘質土

2. 灰茶色粘質砂 6. 暗灰色粘質砂

（混、黄色粘土小塊•炭） 7. 茶灰色砂質土

8. 淡茶灰色砂質士

9. 暗灰色砂質土

第156図竪穴住居30(1/60) 

12. 炭屈

13. 灰黄色粘質土

14. 炭層（混、黄色粘土小塊）

15. 灰色粘質土
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第157図竪穴住居30出土遺物① (1/4) 
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

方位に沿って位置する。南北に緩い下がりが認められる中央穴は、長さ80cm、幅45cm、深さ約

50cmを測る。穴内は僅かに炭を含む埋士であったが、中央穴南部には炭の堆積する部分（第11

層）が認められた。住居北東部には鉤状に幅1.1~1.sm、高さ約10cmのペッドを設置している。

なお、床面下からは内側に半周する壁体溝および中央穴状の小土城を検出しており

30B)、30Aはこれより拡張されたものと考えられる。

（竪穴住居

遺物は中央穴から498が、その南部床面から481~419が投げ込まれるような状況で出土して

おり、 504は南西柱穴の西の床面下から、 499~503および刀子M11 、紡錘車C 13・14は覆土

から出土している。 481は口径14.4cm、高さ20cmの異常に大きな口縁をもつ直口壺である。 482

~497はいずれも脚部内面や器表面に部分的にハケメが残り、横方向のヘラミガキで仕上げられた

もので、裾部には円孔を 4

個穿っている。また、 これ

らは水漉粘土で作られてい

るが、脚付直口壺482-

484、高杯492-496、脚付

鉢497の色調は橙褐色を呈

すのに対し、高杯486-491

M11 

-0-
¢四~

C13 
必—

C14 

t..............cm 

498 

~ 

＇ ー

ご
汎
＼

↓」

-
.
5
0

500 

10ロ

第158図 竪穴住居30出土遺物② (1/2·1/3• 1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

はやや灰色を帯ぴた褐色を呈すものであった。甕485の口縁拡張面には凹線状の横ナデがされ

ている。壺499の口縁拡張面には凹線の後ヘラ状工具による鋸歯紋が巡らされている。

以上、当住居は士器の特徴からオノ町II併行期に廃絶したものと考えられる。 （江見）

竪穴住居31(第155・159・160図）

2B区と 3B区の境中央部に位置する。住居は、その埋没後土城72および調査時の側溝によ

り切られ、住居の約 1/3程度が破壊された。したがって、平面規模約5.25mを測る円形を呈

する住居としての認識は比較的容易であるが、床面の状況については判然としない。わずかに

検出された 3本の柱穴の存在により、 4本柱であったことは知られるものの中央施設の存在に

ついては不明である。

寧

。
2m 

第159図竪穴住居31(1/60) 
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第160図 竪穴住居31 出土遺物 (1/4•2/3)

出土遺物については、ガラス製小王 1点の他小片ながら土器が少量確認された。土器は壺、

甕、高杯等確認されたがいずれもオノ町併行に位置づけられるものである。

時期は、弥生時代後期後半へ比定されよう。 （島崎）

竪穴住居32(第155・161図）

2B区に位置し、土城63をはじめ多くの遺構に切られて検出された。平面形態は東西にやや

長い不整円形を呈し、残存する短径は5.4m、深さ20cm、床面の海抜高2.7mを測る。主柱は 5

本で、ほぼ方位に沿って配置しているように思われるが、北端の柱穴は土城によって切られて

いた。中央穴は住居中央北寄りに位置し、南に接して長さ1.2m、幅約60cmの浅い凹地状部分

が検出され、ここより径約40cmの範囲の焼土面が確認された。また、焼土面は中央穴の西から

も確認している。なお、住居内側を巡る壁体溝から別住居の存在が窺えるが、施設はこれ以外

確認できず、切り合い関係も明らかに出来なかった。

遺物519----524、鉤M12はいずれも覆土から出土しており、やや古い様相を示す甕520を含むも
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第161図 竪穴住居32(1/60) ・出土遺物 (1/4・1/2)

竪穴住居33(第155・162・163図）

3A区に位置し、住居の大半が調査区外に延びるとともに竪穴住居34に切られ検出された、
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第162図竪穴住居33....... 35 (1/80) 

平面円形を呈す住居である。深さ25cmを残し、検出

された施設は柱穴 1個と 2条の壁体溝で、床面が一

度拡張されたものと思われる。
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第163図 竪穴住居33(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

遺物525----531はいずれも覆土から出土しており、 527を除く土器の特徴から、当住居は上東

鬼川市皿併行期には廃絶されたものと考えられる。

竪穴住居34(第155・164・165図）

竪穴住居33の西から検出され、北部は調査区外に延び、南東部は土城71に切られている。平

面は円形を呈す。規模は径6.6m、深さ15cm、床面の海抜高2.3mを測る。主柱は 4本で、中央

穴は径40cm、深さ約15cmで浅い。壁体溝は東部のみ検出されたが全周に巡ると思われる。

遺物はいずれも覆土から出土した。直口壺533---535をはじめ、外面粗いタタキ、内面ナデ

の甕536・537、短脚の高杯539----542、小型鉢543・544などがみられ、これら土器の特徴は上
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第164図竪穴住居34(1/60) 
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＼クに四 〉こ―《 ＼膚り／
539 
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540 

／翼琴
541 542 

第165図竪穴住居34出土遺物 (1/4)

東•鬼川市III-オノ町 I 期におさまるものと思われ、当住居はこの期に廃絶したと考える。

竪穴住居35(第155・166・168図）

竪穴住居34に大半を削平された平面円形を呈す住居である。規模は径5.lm、床面の推定面

積48.4面、床面の海抜高2.15mを測る。主柱は 4本で、柱穴間の距離は2.2m前後のほぼ等距離

を測る。中央穴は床面中央やや東寄りに位置し、径40cm、深さ60cmを測り、この南から東西方

向に主軸をもつ長さl.lrn、幅50cm、深さ 10cm余りの楕円形の凹地が検出された。なお、壁体

溝は図示し得なかったが、住居西部壁に沿って部分的に確認されていることから全周していた

ものと思われる。

遺物は楕円形の凹地西から長さ20cm前後、高さ約10cmの作業台に使用されたと思われる礫を

はじめ、凹地東部から545、住居南西隅から552が、他は覆土から出土した。壺545は直立する

口縁拡張面に凹線状の横ナデがなされ、 546は内外面丹塗りされている。甕552においても内

傾し立ち上がる拡張面には凹線状の横ナデが施されている。高杯はいずれも水漉粘士で作られ、

口縁が直線的に立ち上がる553と外反する554がある。大型鉢554も同様粘土を使用し、内外面

を細かなヘラミガキを施している。

以上、当住居は土器の特徴から、上東• 鬼川市11I併行期に廃絶したものと考えられる。
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眉 I附
200cm 

。
2m 

第166図竪 穴住居35(1/60) 
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。
2m 

第167図竪穴住居36(1/60) 

竪穴住居36(第155・167図）

竪穴住居35の下層から検出された、平

面隅丸長方形を呈す住居である。南北方

向に主軸をもち、規模は3.25X2.25m、

床面積6.4m¥床面の海抜高1.97mを測る。

床面は硬く叩き締められ、上面に薄い炭

層が認められたが、柱穴その他の施設は

確認されなかった。遺物はなく時期不明

で、住居としても問題は残るが、平坦で

明瞭な床面を残すことから当項で扱っ

た。 （江見）
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第168図竪穴住居35出土遺物 (1/4• 1/3) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居37(第155·169~182図）

この住居は 3A区と 4A区にまたがって検出された遺構で、約 1/2程は調査区外となるが、

平面形態は不整円形になると思われる。住居内には 2本の柱穴、ピット、壁体溝が検出され、

貼床は 2面認められた。なお、検出された遺構レベルは海抜2.5mで、床面からの壁高は約 5

cmであるが、壁面においては、約50cm程が確認できた。

遺物は住居の廃棄後に投棄された状態で出土し、土器溜りの状況を呈していた上層遺物と床

面出土遺物に大別される。投棄された上層遺物を除去後、住居床面からは鉢560~562、 568、

甕563、 567、高杯564~566、土製紡錘車 C16が検出している。 563は「く」字状に外反する

口縁部で、端部をわずかに上方に拡張する。高杯は脚柱が短く、裾部が「八」字状に開くものであ

る。 564.の口縁部はゆるく外方に広がり、受部の浅い器種である。 567は「く」字状に外反す

る口縁部で、端部を上、下方に拡張し、端面には 3条の退化凹線がめぐる。 568は床面に付着す

B_ 

1. 耕作土

2. 黄褐色徴砂層

3. 灰褐色土

A― 寧“

4. 灰色微砂層
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7. 暗褐色土

8. 黒色土

9. 暗茶褐色土

10. 茶褐色士

11. 茶褐色徴砂土

12. 暗茶褐色粘質

~- 微砂土

13. 黄色粘質土

14. 炭層

15. 黄灰色粘質土

16. 暗灰黄色土
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20. 暗黄灰色士
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第169図竪穴住居37(1/60) 
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る土器である。 C16は重さ11.43gを測り、土器片再利用の紡錘車

である。

上層出土遺物はコンテナ箱に約150箱出土しているため、主要な

遺物を図示する。土器は壺570---582・586------593・596---600、甕

602---612・671・672、鉢583・594・595・613-----629・631・

632・667---670、脚付直口壺630・664........ 666、高杯633---663、手

捏士器584・585・674・675がある。土製品は土錘C17、紡錘車C

18、分銅形土製品 C19がある。

560 561 

~ 
565 

563 

第170図竪穴住居37出土遺物 (1/4・1/3)
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3 . 足守川矢部南向遺跡

569は23個体に割れていたものを接合したもので、接合の結果、口縁部から筒部の第 2文様

帯までを復原することができたが、脚部の破片は出土していなかった。口縁部はやや内傾する

が、口縁径は42.2cmを測る。口縁部の立上りは約 9cmと高く、口縁受け部の幅は狭くなる。厚

さは0.9cmを測る。口縁立上り部外面には板状工具によるハケメ状の平行沈線32条が、内面に

はヨコナデと横方向のヘラケズリがみられる。筒部は上から第 1文様帯、第 1間帯、第 2文様

帯とすれば、第 1間帯は幅1.1cm、厚さ0.3cm程の突帯を上下に貼り付けて形成され、その間に

は口縁立上り部と同様の22条の平行沈線がみられる。第 1文様帯は「分割型」で、長方形の区

画内に上下 2個の透し孔をもつものと、縦に分割された区画内に斜線文を施すものがあり、透

し孔と透し孔の間が 1単位の文様構成と推察される。第 2文様帯は「連続型文様」で、横方向

に連続する「S」字状文様帯を基本に、巴形、三角形、略M字形の透し孔を配置する。 S字状

文様帯には斜め方向の沈線が充填され、その外側には平行沈線帯を配する。巴形透し孔は S字

状文様帯と S字状文様帯の連結部に配され、三角形透し孔は突帯に接した部分に配されていた

ようである。筒部の厚さは約0.8cmを測り、内面には横方向のヘラケズリがなされている。丹

塗りは、内面は口縁立上り部まで、外面は受け部に一部丹塗りが見られない他は、全面に施さ

れている。なお、筒部直径は約45.6cmを測る。胎上内には石英、長石、角閃石、黒雲栂などが

含まれている。 601は器台の受部である。ほぽ直立する筒部に朝顔状に開く口縁部をもち、端

部は上下に著しく拡張する。口縁端面には櫛描波状文 (6条）が描かれ、端部には 2条の沈線

が巡る。受部内面にはヘラ描きによる撥形の孤帯文が施されている。外面調整はヨコナデと指

押えがみられるが、筒部はヘラミガキである。内面はヨコナデと横方向のヘラミガキ、筒部内

面はヨコナデである。胎土内には長石、角閃石、石英と少量の雲母がみられ、外面はにぶい橙

色を呈している。線刻文様は横方向のヘラミガキで調整した上に、ヘラ描きによる撥形の孤帯

文が施文されている。文様は中央部の 2本の沈線によって区画され、上部が撥形、下部が孤帯

文となる。施文は、まず撥形を表現した後に、沈線を上下 2条横走させるが、その間隔は約

1.3cmで、下部の沈線は上の沈線のように一気に描かれたものではない。上の沈線から約0.5cm

の間隔をおいて撥形に対応する孤帯文を描いた後、さらに 1条の沈線を描いている。このよう

に、上中 2本の沈線で文様は区画されるため、下の沈線は文様構成において重要な意味を持つ

ものではなかったと思われる。なお、撥形文の中心部はレンズ形になっている。壺は口縁端部

が発達しないもの577・578と口縁端部が上下に拡張するものに分類できる。 577は胴下半分か

ら欠損するが、口径11.8cmのやや小ぶりの壺である。口縁部は頸部からほぼ垂直に立上がり、

端部は丸く収める。外面は頸部がヘラミガキ、胴部はハケナデ、ヘラミガキ、内面はヨコナデ、

押圧、ヘラケズリの調整がみられる。 578は「く」字状に外反する口縁部で、端部がわずかに

上方に拡張する。口縁部内外面はヨコナデ、胴部外面はハケナデ、内面はヘラケズリである。
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胎土内には石英、長石、角閃石が多く含まれている。 570----572・574・575・597は長頸壺で

あり、口縁部の内外面はヨコナデ、頸部外面は縦のハケメ調整後にヘラ描き沈線文が施され、

内面はヘラミガキ、指ナデによる調整がみられる。 599は口縁部が「く」字状に外反し、端部

が上下に拡張する。端面には櫛描波状文と鋸歯文がめぐり、頸部と胴部の境には突帯を貼り、

上面には刺突が施されている。外面は頸部がハケメ、胴部はハケナデ後にヘラミガキ、内面は

頸部上面はヘラミガキ、胴部はヘラケズリである。胎士内には、石英、長石と少量の角閃石、

金雲母がみられる。 580は口縁部が「く」字状に外反し、さらに斜め上方に著しく拡張するも

ので、端面には櫛描波状文が施されている。口縁部の内外面はヨコナデ、頸部外面はハケメ、

内面はヨコナデ、指頭圧痕がみられる。胎土内には石英、長石、角閃石、金雲母などがみられ

る。 592の口縁部は「く」字に鋭く屈曲し、さらに斜め上方に著しく拡張し、端部に面をもつ。

外面はハケナデ後にヘラミガキ、内面は口縁部がヘラミガキ、頸部は押圧、ヨコナデ、胴部に

はヘラケズリの調整がなされている。胎土内には石英、長石、角閃石が多く含まれている。 586

----591の口縁部は「く」字状に外反し、さらに上方に著しく拡張する。口縁帯はほぽ直立し、外

面には13---29条の櫛描平行沈線文が施され、 567のように頸部にも12条の櫛描平行沈線文をめぐ

らすものもある。頸部は長頸になるもの567と短頸のもの586・591がある。口縁部内面の調整は

ヘラミガキ、ヨコナデである。胎土内にはいずれも石英、長石、角閃石などが含まれるが、 586・

589・591には雲母が含まれていた。また、丹塗りは認められなかった。甕は口縁端部が上方に

拡張するものとしないものに分類できる。 603の口縁部は「く」字状に外反し、端部は平坦とな

る。胴部は卵形を呈し、底部は平底である。調整は口縁部の内外面はヨコナデ、胴部外面はハケ

ナデ、内面はヘラケズリ後にハケナデ、底部には指押え痕がみられる。口径12.3cm、底部径4.6cm、

器高17.2cmを測る。なお、胴部全体に黒班がみられる。 607は口縁部が「く」字状に外反し、端

部は上方に拡張するが内傾する。端面には 4条の沈線文が施されている。胴部は卵形を呈し、底

部は平底である。調整は口縁部の内外面はヨコナデ、胴部外面はヘラミガキ、内面はヘラケズ

リ、底部には指頭圧痕がみられる。口径14.0cm、底部径5.9cm、器高25.4cmを測り、胎土内には

長石、石英、角閃石が多く含まれている。 606・608は口縁部が複合口縁を呈するもので、胴部

は卵形を呈し、底部は平底となる。調整は口縁部の内外面はヨコナデ、胴部外面はハケナデ、内

面はヘラケズリである。胎土内には石英、長石、角閃石、雲母が多く含まれている。 606はロ

径14.8cm、底部径5.4cm、器高27.2cmを測り、丹塗りが外面には全面、内面は頸部まで施されて

いる。 609は口縁部が「く」字状に外反し、端部をつまむ程度拡張したものである。頸部内面に

は櫛描波条文が施されている。調整は胴部外面がハケナデ、内面は指押え痕がみられる。胎土内

には石英、長石、角閃石、雲母などが含まれている。 612は底部穿孔のある甕で、胴部外面には

右下がりの叩き、内面にはハケナデがみられる。平底を少し残す小型の甕である。高杯は杯部
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の形態からみて、椀形とやや浅い受部で口縁部が外反もしくは直立するものに大別できる。椀

形は口縁部が直立し、端面に浅い凹線が入るもの636とやや斜め上方にのびるもの663がある。

後者は口縁部が斜め上方に外反するもの644、反りをあまりもたずに斜め外方にのびるもの

662、垂直にのびるもの640、内傾するもの635や639のように口縁部が斜め上方に外反し、さ

らに端部が上方に拡張するものもある。このように、各種の形態がみられるが、 639を除いて

口径はやや小さくなり、受部に比べて口縁部の長いものが多く出士している。脚柱は高さ 1....... 

2 cmの短脚で、裾部は屈曲して「八」字状に開き、円形の穿孔が4個みられた。調整は杯部の

内外面は丁寧なヘラミガキ、脚柱、脚裾部にはヘラミガキやハケメが施されている。なお、脚

柱には面取り状の痕跡、内面にはシボリひずみ痕がみられる。胎土はいずれも水漉し粘土を使

用している。鉢は大型613・614・626と多種多様の小形583・594・595・615-----625・631・

632・667 ....... 670が出土している。ミニチュア土器には手捏とT寧な作りのものに大別され、器

種は杯627....... 629と脚付直口壺630がみられる。 673は手焙形士器である。鉢形土器の上に覆部

を持つものであり、底部を欠損する。鉢部は口径16.6cmを測り、調整は口縁部の内外面はヨコ

ナデ、胴部の内外面はハケメ調整がみられる。覆部と鉢部口縁の上端面はぴったり接し、接合

部外面はヨコナデ、内面は指押えとナデが施されている。覆部の調整は外面がナデ、内面は指

押え後にナデが施されている。その他に584・585・674・675などの手捏がある。 584は摘ま

みの形状を呈し、 585は把手の可能性をもつものである。 674は一部欠損するが、土製の片口

容器と思われる。基部端には把手部が斜め上方につくられ、把手は空洞となっている。恐らく、

この空洞に木製の柄が挿入されていたと思われる。胎土内には雲母が少量含まれている。 675

は蓋形で、摘まみ部に紐穴を穿っている。胎土内には金雲母が少量含まれている。土製品には

土錘C17、紡錘車C18、分銅形土製品C19などがある。 C19は粘士を貼りつけて鼻を表現す

るものである。文様は上縁部に沿って 3列の刺突孔（穴は貰通する）によって縁どりがなされ、

中央部に幅1.3cm、長さ2.2cm、高さ0.9cmの鼻が付けられ、下端には刺突による鼻孔が表現され

ている。最大長6.3cm、幅5.8cm、厚さ1.2cm、重量67.07gを測り、両面とも丁寧なナデ仕上げが

なされている。胎土内には少量の長石、角閃石が含まれ、焼成は良好である。

このように、上層から多量の遺物が出土したが、搬入品と考えられる609・612や山陰的な

器形の608・609とともに特殊器台569の出土は注目すべき出来事である。この特殊器台は文様

構成、間帯の製作手法等から「向木見型」の範囲内に含められるもので、その中でも（あたご

山型）のグループに入るものと思われる。集落内での廃棄がどのような意味を持つかは今後の

課題である。上層の時期はJ:.東・鬼川市Ill----亀川上層の遺物を含むが、大部分はオの町 I期と

思われる。なお、竪穴住居37は上東• 鬼川市Ill....... オの町 I期の時期に比定される。 （松本）
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

I砒胃

第171図 竪穴住居37上層出土遺物① (1/5• 1/4• 1/3) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第172図 竪穴住居37上層出土遺物② (1/4) 
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第173図竪穴住居37上層出土遺物③ (1/4) 
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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第174図 竪穴住居37上層出土遺物④ (1/4) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第175図 竪穴住居37上層出土遺物⑤ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第176図 竪穴住居37上層出土遺物⑥ (1/4) 
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第177図竪穴住居37上層出土遺物⑦ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第178図 竪穴住居37上層出土遺物⑧ (1 /4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第179図竪穴住居37上層出土遺物⑨ (1/4) 
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3. 足守HI矢部南向遺跡
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第180図 竪穴住居37上層出土遺物⑩ (1/4) 
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第181図竪穴住居37上層出土遺物⑪ (1/4) 
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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第182図 竪穴住居37上層出土遺物⑫ (1/4• 1/3) 

竪穴住居38(第155・183・184図）

4Ad区に位置し、平面形態が東西方向にやや長い不整円形を呈す住居である。住居南西部

は部分的に壁体溝が確認され、柱穴位置から推定したものである。規模は長軸 6m、短軸5.4

-808-



第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

m、深さ40cmを測る。床面推定面積は24.6m:尺床面の海抜高2.5mを測る。主柱は 4本と考えら

れ、南東の柱穴は溝状遺構によって削平を受けていた。柱穴は径40---....gocmと差があるが、深さ

はいずれも60cm前後を測る。長さ60X40cm深さ35cmの中央穴は床面中央やや東寄りに位置し、

中央施設は検出されなかった。

遺物は床面南部から脚付直口壺677、西部から高杯680の脚部、北東部から甕679が出土し、

他は覆土からのものである。これら遺物の特徴から、当住居はオノ町 I併行期に廃絶されたも

のと考えられる。

竪穴住居39(第155・185・186図）

4B区、竪穴住居38の西に位置し、北西部は溝 9に切られて検出された平面形態円形の住居

である。規模は径5.2m、深さ35cm、床面推定面積20.3rrf、床面の海抜高2.55mを測る。主柱は

300cm 

第183図竪穴住居38(1/60) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第184図竪穴住居38出土遺物 (1/4)

寧
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第185図竪穴住居39(1/60) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

◎ 
cm G3 

~ 
684 

欝暮 7 
0 t;;;;;j 5nm 

686 

10cm 

第186図竪穴住居39出土遺物 (1/4・2/3)

5本で柱穴間は北西の辺がやや距離があるものの 2m前後を測る。中央穴は床面中央東寄りに

位置し、その南部には東西に主軸をもつ長さ1.5mX80cm、深さ約 5cmの中央施設が設置され

ていた。遺物はいずれも覆土から出土しており、やや古い様相を示す甕683・684が混じるも

のの、直線的に高く延びる口縁の高杯685·686がみられることから、当住居はオノ町 I~II

併行期に廃絶したものと考えられる。 （江見）

竪穴住居40(第155・187・188図、写真図版118)

4B区のほぼ中央部において西側で竪穴住居41・42、南西側で弥生時代後期前半の竪穴住居

15・16を切り、さらに東側においては古墳時代前半の竪穴住居62によって切られるという複雑

な切合い関係のもとに検出された住居である。

住居は、海抜2.80mで当初平面円形を呈する住居として検出されたが、調査の進展につれて

2軒の重複した住居であることが判明した。以下、この 2軒の住居のうち新しい住居を竪穴住

居40A、古い住居を竪穴住居40Bとして概要説明しよう。

竪穴住居40Aは、長軸長を東西方向に7.20m、南北長6.80mを測り、平面楕円形を呈する住

居であったが、さらに東の一部に緩やかな弧状を呈する張出しの存在と、その中に拳大から人

頭大の石の集積を伴うことが確認された。

床面からは、柱穴 6本と北側部分にベッドの状高まり、さらに中央部には中央穴 l基等の存

在が確認された。柱穴は、いずれも規模が径70cmを越える掘り方を有し、断面中には柱痕の存

在と柱穴の底には礎板痕跡が散見された。また中央穴の東側にはこれに接した状態で粘士の張

り付けによる土手状の高まりが一部長さ約60cm検出され、さらにこれを中心とした範囲に炭の

面的な遺存が認められた。

竪穴住居40Bは、竪穴住居40Aの床面除去後検出された住居であるが、柱穴 5本とベッド、

-811-



3. 足守川矢部南向遺跡

C
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1
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寧

2m 5 黄色粘土（床） 10. 黄色土（床層）

6. 暗灰色土、黒灰 11. 暗灰黄色土

色土 12. 灰黄色土

1. 暗灰色土 7. 黄灰色士 13. 黄灰色土

2. 黄色士（貼床） 8. 黄色小粘土塊と炭 14. 暗灰黄色土

3. 暗灰色 が混合したもの 15. 黄灰色士

4. 暗灰黄色土 9. 暗黄灰色土 16. 灰黄色土

（含、黄色粘土塊）

および中央施設の存在が確認された程度で

明確な構造は判然としなかった。

出土遺物には、少量の土器の他 l点、手

捏 1点が検出された。時期は、特に高杯の

在り方により、弥生時代後期後半に比定さ

れよう。 （島崎）

~ru :,3今

一゚
2cm 

C20 

0 3cm 

一第187図竪穴住居40(1/80) 

・出土遺物① (1/2) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第188図竪穴住居40出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居41 (第155・189・190図）

竪穴住居40の西に位置し、これに切られ竪穴住居42の上部から検出された、平面不整円形の

住居である。規模は4.4X約 4m、推定床面積14.5m2,床面の海抜高2.45mを測る。主柱は 4本

で、南北間はいずれも 1.9mを測り、東西間は北側が2.lmであるのに対し、南側は1.65mと短

い。中央穴は床面中央北寄りおよび南側東西柱穴に沿って 2個検出されており、前者（断面A)

には第 2層の薄い貼床が認められることから、これから南へ掘り直されたものと考えられる。

なお、南の新中央穴は長さ 1.3m、幅75cmで緩く傾斜し、中央部分径約30cmが深く下がる状況

を呈しており、旧の中央穴においても平面的には捉えなかったが、断面から明らかなように中

央穴の上面周囲には緩く下がる部分があったものと推定される。

｀ 

__!L 260叩

゜
2m 

1. 暗茶褐色粘質土 4, 暗灰色粘質土

2. 褐色粘質土 （含、炭・黄色粘土

3. 暗灰色粘質土 小塊多）

5. 暗灰色粘質土

（炭層薄層）

6, 黄色粘質砂

（混、炭）

第189図竪穴住 居41 (1/60) 
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第190図竪穴住居41 出土遺物 (1/4• 1/3) 

遺物は床面から甕709・ 小型鉢710、南西柱穴から高杯711、北東柱穴から小型鉢712、壁体

溝南東部から線刻紋様の715が出士し、他は覆土からのものである。甕714は口縁端部を上方

につまみ出し、横ナデされている。小型鉢はボウル状を呈す710と、口縁が「く」字状に開き、
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3 . 足守川矢部南向遺跡

拡張部に凹線状の横ナデを施す712・719がある。 715は水漉粘土で作られた壺？で、反転し器

台あるいは高杯などの裾にあたる可能性もある。

以上、当住居は上東・鬼川市III--... オノ町 I併行期に廃絶したものと考えられる。

竪穴住居42(第155・191-----193図）

竪穴住居14を切り、竪穴住居40・41に切られた住居である。平面形態は不整円形を呈し、断

面の状況からベッドをもつ42Aから、平坦な床面をもつ42Bに建て替えられたと理解される住

居である。規模はいず

れも径5.3m、推定床

面積21.4面を測る。

40Aに伴う柱穴はA

断面から明らかなよう

に第 5-10層がこれに

あたる。これら 2柱穴

はいずれも40Bが埋め

A A 
られた後に掘り込まれ

ていることや、切り合

い関係から、当住居の

主柱は内側に位置する

4本と考えられる。柱

穴間の距離は東西間

1.2mに対し、南北間

_A_ 290cm 
は1.5mとやや長く、

また、東側の柱穴は僅

かに住居中央に寄って

いる。

一方、床面中央から

1. 暗茶灰褐色粘質土 6. 暗黄灰色粘質土 11. 暗灰褐色砂質土
は旧の中央穴が、その

2. 暗灰黒色粘質士 7. 暗灰色粘質土 12. 炭層 北側から新の中央穴が

3. 暗灰色粘質土 8. 暗灰褐色砂質土 13. 淡茶灰色粘質土

4. 暗灰色粘質土 9. 暗灰色粘質土 14. 淡褐色砂質土 検出され、中央穴の掘

5. 暗灰色粘質土 （混、炭） 15. 黄灰色粘質砂 り直しがなされたもの

（混、炭） 10. 暗灰色粘質土 16. 暗灰色粘質土

と思われる。

第191図竪穴住居42(1/60) 遺物は床面から高杯
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第 2章第 3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

723、手焙形土器726、中央穴

から高杯722、覆土から高杯

725が出土した。なお、 726は

ほぼ完形で、土圧によって押し

潰された状況で出土している。

高杯724の口縁部にはハケ状工

具の横ナデによる条線が施され

たもので、 725は混入の可能性

もある。橙色を呈す726の作り

は単純で、下半部は壺と同様に

器壁が厚く、円錐形にすぼまる

覆部に三角形に開口された端部

は丸く収めている。内面はヘラ

ケズリの後、部分的にハケ調整、

外面はハケ調整が施されている。

42Bは床面の周囲にベッドを

巡らせたもので、床面から約25

cmの高さに幅50.-.....150cmの平坦

面を矩形に巡らせている。主柱

は4本で柱穴間の距離は東西間

1.5m、南北間2.6mと40Aに比

べやや長いものの、東西と南北

の比はほぼ同様であった。

一方、中央穴は検出されなか

ったが、床面中央南寄りから、

炭が堆積する、東西に主軸をも

つ平面楕円形、長さ 130X80cm、

深さ約 5cmを測る浅い土城が検

出された。なお、当住居に伴う

A 

日．

T
 

叶

1. 暗灰色粘質土

2. 灰茶色粘質土

3. 暗灰色粘質士

（
 

ー

r,

第192図竪穴住居42A (上）• 428 (下） (1/100) 
遺物は皆無であった。

以上、当住居B からは遺物の出土をみなかったが柱穴配置や住居の状況から、上東• 鬼川市

III併行期に建て替え、廃絶されたものと考えられる。 （江見）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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~ 口／
725 

Wan 

723 

726 

第193図竪穴住居42出土遺物 (1/4)

竪穴住居43(第155・194・195図）

5B区の北側において検出された南側の一部に張出しを有し、径およそ4.60mを測る住居で

あった。ところがこの住居は、床面の北側部分に地下水およびこれに伴う地面の陥没等が著し

い所があり、柱穴等明瞭な検出はできなかった。

検出面は海抜2.85mで床面までの深さ約45cmを測る比較的遺存状態の良好な住居であったが、

覆土のはぽ中央部には中心部が盛り上がった状況で最大厚約35cmもの焼土塊の集積が見られた。

また、床面には、断片的ながら炭化建築材の遺存が確認され、火災を受けたことが窺えた。

柱穴のほとんどは、湧水等で完掘できなかった。したがって、平面で 5本の存在が確認され

たものの深さ等の詳細は不明である。南側の張出しは、壁体溝を伴わず堆積土も住居内と同様

な堆積状況を見せていたことで、本来は住居と同一空間を共有していたものと推測される。

出土遺物には、少量の土器の他鉄器・管玉• 土製紡錘車等が検出された。時期は、弥生時代

後期後半に比定されよう。
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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4. 黄灰色土
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第194図 竪穴住居43(1/60) ・出土遺物① (2/3• 1/3• 1/2) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第195図 竪穴住居43出土遺物② (1/4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

竪穴住居44(第155・196-----199図、写真図版118)

5B区において竪穴住居43にその西側が切られた状態で検出された。住居は、ほぽ床面を一

にした状態での拡張が認められた。以下、竪穴住居44A、44B、44Cと概要を説明しよう。

竪穴住居44Aは、最初に検出された住居で、長軸長6.10mを測り、平面円形を呈する。床面

には、 6本の柱穴の存在が想定され、北東側 2本の柱穴間にはこれを結ぶかのような範囲でベ

ヽヽ＇ ’ 

).~ ヽ
,,.' 

、1/

1. 灰茶色土

2. 灰黄色土

（含、黄色塊）

3. 暗灰色土

4. 暗灰色土

5. 黒灰色士

6. 黄灰色粘士

7. 暗黄灰色土

8. 黄灰色粘質土

9. 灰黄色士

三
0- 2m 

第196図竪穴住居44(1/60) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

＼
 

L----....J• 

第197図竪穴住居44A (左） ・448 (右） (1/100) 

ッド状の高まりが存在していた。また、中央部分には粘土帯を土手状に貼付したものと比較的

浅い土城とがセットをなしているのが確認された。

竪穴住居44Bは、竪穴住居44Aの床面を除去後ただちに検出された住居であるが、さらにそ

の内側に別の壁体溝を 1条有し、もう 1段階古い住居の存在が窺われた。ただし、これに伴う

柱穴等の遺構の存在は確認されなかった。住居は、東側が竪穴住居43に切られ検出されなかっ

たが、平面規模径約5.50mで不正円形を呈するものであることが推測された。また主柱穴が4

-o-= 
M15 〗-:,g了

ーーロ
M16 

>—
. / M17 

•>
|l

0 3cm 

一

本であったことは明瞭に推測された。

出土遺物は、おもに竪穴住居44Aの覆土

中および床面を中心に土器と鉄器10点、土

製勾至 l点、碧玉製管玉 1点、碧玉製勾玉

1点等が検出された。土器は、高杯の脚が

短脚化をみせ、甕の口縁部も比較的上方に

拡張した段階で、時期的にはおおむね弥生

時代後期後半への位置づけがなされよう。

6
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第198図 竪穴住居44出土遺物① (1/2• 2/3) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第199図竪穴住居44出土遺物② (1/4) 
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3 . 足守JII矢部南向遺跡

竪穴住居45(第155・200・201図）

4Bbから 5Ba区において東側は竪穴住居40が肩口を接して、また南側は竪穴住居43・44

によって約 1/2が切られた状態で、海抜約2.40mで検出された。床面に遺存する住居施設と

しては、肩口、壁体溝、柱穴、中央施設等であった。肩口および壁体溝の在り方により、およ

そ7.00m前後の規模の円形住居が推定される。

柱は、検出された 4本がそれぞれに2.50-2.70rnの芯心距離を計測することで、本来 6本の

柱で構成されていたことが想定された。残りの 2本については地下水の湧水等により検出不可

能な状態であった。一部柱穴の底には、礎板痕跡を残すものも確認された。

検出面から約 5cm下層で検出された床面の中央部には、床面からの深さ約60cmを測る小土城

の存在と、これを取り囲む状況で粘土帯が巡らされていた。また、周辺には被熱面の点在が確

認された。

＼
 。

2m 

WO叩

第200図竪穴住居45(1 /60) 
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

出土遺物は、床面および覆土中から土

ービ）— -0 器と土製紡錘車 6点が検出された。

m:zう~
土器には、甕、脚付直口壺、高杯、鉢

C25 
<ZZZ2J cz,zzぅ 四 C 等の器種が見られた。甕763を除くいずC26 C27 

-~ -@-r;;) 
れもが上東・鬼川市 II段階に近い様相を

示すが、住居の時期としては上方に長く

口縁端部を拡張する763に年代比定の根

ezz; 加』、 忽忽 ~ 四 0

拠を置きたい。
C28 C29 

C30 

゜
5cm 時期は、上東・鬼川市m併行として差

支えないものと考える。 （島崎）

／二夏
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＼
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763 767 

1Qan 
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第201図竪穴住居45出土遺物 (1/3・1/4)

-825-



3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居46(第155・202----204図、写真図版119・172)

5Bb区に位置し、竪穴住居47・48を切り、住居東部を土城166・ 溝10などに切られて検出

された平面形態円形の住居である。なお、北部は調査区外に延びている。住居は第202図の断

面から明らかなように第 1層下面 (A)、第 8層上面 (B)の2面の床を確認し、 1回の拡張

を経て廃絶にいたっていると理解されたが、平面的には、最上面の40Aについては住居西部に

おいて硬く締まった貼床面を確認しただけで柱穴等は確認できず、 40Bについてのみ明らかに

し得た。主柱は 4本で柱穴間の距離は南北間が東西間に比べ約40cm長い2.4mを測る。中央穴

は径、深さともに約50cmを測り、中央穴の南部には深さ 5cmの浅く凹地状を呈す中央施設が配

置されていた。また、中央穴の北西および南からは径50----SOcmの焼土面が検出されている。

遺物は40A覆土から769----771、773----775

管玉S117、紡錘車C31・32、鈍M23・ 鉄

鏃M24・不明鉄製品M25が、 40Bの中央

穴から772、中央施設床面から鉤M20・21、

覆土から鉄鏃M22が出土している。

1. 茶灰色粘質土 6. 暗灰色粘質士

2. 黄褐色粘質土 7. 暗茶灰色粘質土

3. 茶灰色粘質土 8. 黄褐色粘質砂

2'01'!11 

11. 灰褐色粘質土 16. 黄褐色粘質士

12. 黄灰褐色粘質砂 17. 茶灰色粘質土

13. 黄褐色粘質士 （混、炭）

4. 暗茶灰色粘質土 9. 暗灰色粘質土 〈混、灰色粘質砂） 18. 茶灰色粘質土

（含、炭多） 10. 黄褐色粘質士 14. 黄灰色粘質砂 19. 茶灰色粘質砂

5. 暗茶灰色粘質土 （混、灰色粘質土） 15. 茶褐色粘質土 20. 茶褐色微砂

21. 褐色微砂

第202図竪穴住居46-48(1 /80) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

以上、高杯773、大型鉢775はやや古い様相を呈すものの甕、高杯の特徴から、当住居は才

ノ町 I併行期に廃絶したものと考えられる。

＼ 

＼
 ＼

 ＼
 ヽ

◎ 
＼
ー

＼
 

＼
 

＼
 

竪穴住居47(第155・202・205図）

竪穴住居46、土城163に切られ、

竪穴住居48を切って検出された。

平面形態は不整円形を呈し、推定

径約 5mを測る。床面は検出面か

ら約30cmを残し、東に向かい傾斜

がみられ、その差は10数cmを測る。

主柱は 4本と推定され、内 2個の

柱穴が検出され、柱穴間の距離

◎ 

280an : : 

ー：一
名臨屁

C31 

二

ii. 
S 117 

0 5mm 
l;;;;;;;j ロー

~ 珍
C32 

゜~ 
5cm 

＼ 
771 

第203図 竪穴住居46(1/60) ・ 出土遺物① (2/3• 1/3・1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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゜
0 3cm ― 

□ 
<Z(t'//t'P 

M22 

M25 

は厚さ約10cmの貼床が認められ、特に、

床面直下の第16層は覆土と明瞭に区別されるものであった。主柱は 8本と推定され、内 4個の

第204図竪穴住 居46出土遺物② (1/2) 

は約2.8mを測る。なお、住居墜は床

面より僅かに下がるものの明瞭な壁体

溝は確認できず、後述する竪穴住居48

の床面にあたる可能性もある。

遺物は覆土中から高杯776が出土し

ており、オノ町 I期を示す。

竪穴住居48(第155・202・206-208 

図、カラー図版、写真図版119・147)

竪穴住居46・47および土城163に切

られ検出された住居で、その掘り方と

柱穴位置から、推定径7.6-8 mを測

り円形の平面形態を呈す。深さ30cm、

床面の海抜高2.4mを測り、床面下に

柱穴が検出された。径約60、深さ約50cmを測り、柱根部分がいずれも柱穴底部からさらに10cm

前後深く沈み込んでいた。なお、 p1、2は「8」字状の平面形を呈すもので、掘り下げ状況

から、本来の柱穴と同規模の柱抜き取り穴が掘られたためと理解され

る。柱穴間の距離は2.3m前後を測る。なお、上述した竪穴住居47と

の切り合い関係は第202図

に示すように第 1層の分離

は微妙なことから、当住居
ー

は竪穴住居47のベッドにあ

たる可能性もあり得るが、

同一住居と想定した場合、

柱根はいずれも住居壁か

260cm 

776 
1ヤ

。
2m 

第205図 竪穴住居47(1/60) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・迫物

＼
 p 4 

280cm 

第206図竪穴住居48(1/60) 

ら内側60cm前後に位置しているのに対し、ベッドの内端からの距離はp1では約70cmを測るが、

P3では約40cmと東に向かうにしたがって距離を減じているため個別の住居と判断した。

一方、貼床掘り下げ時に、住居の南端から小銅鐸M26が出土した。小銅鐸は淡褐色砂質土

（微砂）の自然堆積層に掘り込まれた円形の小土壊から出土したもので、検出面での径約20cm、

深さ約 3cmを測る。土堀内には基盤層と近似する微砂層が堆積していたが、それに比べやや軟

らかく、僅かながら灰色をおびるとともに、炭粒が認められた。小銅鐸は鐸身が東北東に向き、

斜め下方に傾きながらも鉦を垂直に立てた状態で検出されており、その状況から意識的に埋置

されたものと考える。なお、鐸身内からは土に混じって白い骨粉状のものが確認された。

遺物は床面下から小銅鐸が出土したのをはじめ、土器類は主に柱穴から出土しており、覆土

からも甕•高杯片などが出土しているがいずれも細片であった。

小銅鐸M26の遺存状況は、鎌部分はややもろく取り上げの際その一部を欠損したが、鐸身

のそれは比較的良好であった。淡青緑色を呈す。重量34.56g、総高6.42cm、鐸身高5.24cm、紐

高1.18cm、舞2.4X2.llcm、底部3.77X3.2cmを測る。鉦は上方にやや長く延びる断面菱形を呈す。

紐孔下部には僅かながら甲張りが認められるとともに、鉦内側や鐸身の磨滅痕跡は顕著ではない。
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3. 足守JI!矢部南向遺跡

一゚ 10cm 

床面

/ .2.35!u. 
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M26 

b 1cm 

第207図竪穴住居48小銅鐸埋納土壊 (1/4)

・出土遺物 (1/2)

鐸身は無紋で鰭はなく、断面は円形に近い。鐸身A面右下方およびB面上半に大きな欠損部分

が、また、 B面下方には小孔が認められるが？これらはいずれも欠損端部が丸味をもつもので、

湯まわりが悪かったためと観察される。鐸身の型持せは現状ではA面左上方に長方形の孔が 1

か所明瞭に残されるのみであった。しかしながら内面観察の結果、 A面右上方にば湯がまわっ

ているものの左同様の型持せ痕跡が認められ、 B面ともに中型には 4か所に型持せが作られて

いたものと考えられる。また、舞においても表面からは小円形の型持せが2か所あるかのよう

に観察されたが、図にみられるように内面には約 1X0.5cmの長方形の型持せ痕跡が認められ、

本来、鉦に直交するように長方形に型持せ孔 1か所をあけようと意図したものの、湯がまわっ

たため 2個の円孔を残したものと考えられる。さらに型持せ孔に湯がまわった原因は実測図か

ら明らかなように、 A・B面は上下左右に僅かにずれており、鋳造時に外型が正確に組み合っ

てなかったために生じたものと理解される。なお、 B面鐸身上方および中央付近に打圧痕が認

められる。

土器は p1から777・778、P2から779・780・782、P3から781が出土した。特に p1の

壺はその一部が柱根部分にかかる位置から、また、 p3の甕は柱根部分から出土しており、こ

れらは住居廃棄時に意識的に埋められたものと判断される。

壺778は口縁端の一部が欠損するもののほぽ完形である。口縁部は鋭く外反し、端部は僅か

に内傾して立ち上がる拡張部をもつ。拡張面には浅い 2条の凹線が施され、端部は丸く収めて
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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閉m
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第208図竪穴住居48出土遺物 (1/4)

いる。口縁部内外面はヨコナデ、頸部内面はヘラミガキ、胴部外面はハケ調整の後ヘラミガキ、

胴部内面はヘラケズリしている。なお、胴部上半には焼成後の小孔が穿たれている。また、壺

779は口縁端部を上方に肥厚させたもので、端面には前述同様の仕上げがなされている。甕

780は柱穴中位から斜めに破砕された状態で出土したもので、「く」字状に外反する口縁に端

部は僅かに肥厚し、面をもつ。胴部外面ハケ調整、内面ヘラケズリを施す。甕781は完形であ

る。全体的にみてやや稚拙な作りの印象を与えるもので、口縁部は斜め外方に立ち上がり、端

部は丸く納めている。口縁部内外面はヨコナデをほどこすものの内面には押圧根が一部残る。

胴部外面はハケ調整、内面はヘラケズリされている。小型鉢777は胴部外面の一部が剥落した

手捏土器で、大型鉢782は口縁端部が上下に僅かに拡張し拡張面には凹線状のヨコナデで仕上

げられている。

以上、当住居は遺物出土の在り方および遺構の切り合い関係から、オノ町 I併行期に建てら

れ、廃絶されたものと考えられる。 （江見）
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3 . 足守HI矢部南向遺跡

竪穴住居49(第155・209図、写真図版120)

6B区中央部において後述の竪穴住居50と切り合った状態で、海抜2.65mで検出された。住

居は、平面不整円形を呈し、長軸長4.15m、幅3.90m、検出面から床面までの深さ約 5-10cm 

を測る遺存状況を示すものであった。

床面からは、柱穴、壁体溝、中央穴等が検出された。ただし、柱穴は 4本が確認されたが東

側の柱穴は湧水のため掘り下げ不可能であった。また、中央部分での中央穴および被熱面等の

明確な状態での存在は検出できなかった。なお、南側に検出された 2本の柱穴間に位置する長

楕円形の土城は、この住居の一施設と考えられ、古墳時代初頭段階の住居に見られるものと同

様の在り方を示すものである。

時期については、床面および覆土中から土器の出土が確認されなかったことで判然としない

が、住居形態およぴ周辺に所在する他の住居との関係等により、ここでは住居の時期を弥生時

代後期後半の範疇で理解しておきたい。

/
 

。
2m 

1. 灰色土

5. 暗灰色土

3. 黄灰色土 （含、炭）

2. グライ化に 4. 暗灰色土 6. 暗灰色土

より暗灰色 （含、炭） 7. 暗灰茶色土

第209図竪穴住居49(1/60) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

竪穴住居50(第155・210・211図、写真図版120)

6B区の中央部において竪穴住居49の下層において所在が確認された。住居は、竪穴住居49

に北東側覆土の約 1/2が切られた状態で、海抜2.60mで南西側に一部半円形の張出しを有し、

全体的に不定楕円形を呈する住居として検出された。床面からは、柱穴とその中央部には粘土

による貼床の存在が複数認められた。ただし、これは中央部においてのみ見られることで住居

の拡張・建増し等を示すものではないと考える。また、床面上には粘土帯を土手状に巡らした

部分が遺存しており、中央穴に付随して有ったものであろう。柱穴は、北側 2本が湧水等によ

り検出不可能であったが南側の 2本の在り方から本来 4本であったことが推測される。

出士遺物には、床面に遺存した土器の他に碧宝製管玉 1点、鉄器2点等が検出された。士器

は、壺、甕等口縁部を上方に若干拡張させ、高杯は脚部短脚化傾向を示すもので、時期的には

おおむね弥生時代後期後半に位置づけられよう。

-B 

2 3 

0 2m 

6
 

（島崎）

¥
 

:J 

_|． 

5. 黄色粘質砂

6. 黄灰色粘質砂

7. 黄灰色粘質砂

8. 黄色粘質砂

（含、灰多）

9. 黄色粘質砂

第210図竪穴住居50(1/60) 

-833-



3. 足守川矢部南向遺跡
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第211 図竪穴住居50出土遺物 (2/3• 1 /2• 1/4) 
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第2章第3節弥生時代後期後半の遺構・遺物

(2) 土器棺

土器棺 1 (第155・212図、写真図版121・147)

3 Ba区の南東に位置する。甕795を横位にするとともに口を南に向け、南からやはり横位

に向けた大型鉢796によって蓋をされた状態で検出された。甕の中には下半に暗灰褐色土が溜

まっていたが、遺物は確認されなかった。掘り方は検出面での径53X45cm、深さ約10cmを残し、

土器との間は暗褐色粘質土が堆積していた。 795の口縁部は上方に拡張しヨコナデされ、胴部

は最大径に対し、器高がやや長く、直線的に下半がすぽまる。 796は口縁端部が僅かに凹む。

内外面ハケ調整の後ヘラケズリを施

す。これら遺物は上東・鬼川市m期

の特徴を示す。

土器棺 2 (第155・213図、

写真図版121)

4Ad区に位置し、竪穴住居38に

一部切られて検出された。また、上

部を削平されているため全体は明ら

かではないが、口縁部を欠損した壺

79プの胴部を斜めに置き、逆方向か

ら大型鉢798によって蓋がなされた

ものと考えられる。なお、掘り方は

冒

゜
50cm !96 

li;lm 

第212図 土器棺 1 (1/20) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

径約50cm、深さ約20cmを

残す。 797は口縁部を欠く

が最大径35cmの比較的大

型の壺で、下半は緩く曲

線を描きながら底部にい

たる。 798は口縁拡張面

に凹線が巡る。これらの

土器は上東・鬼川市皿期

の特徴を示す。 （江見）

"'*'ヽ、、＊．、．`

'<.・.' ー→→三

797 

300cm 

ふ
＼
 

―-:¥`
 ‘‘、

i

l

.

、,̀三
.-

゜
50cm 1Qcm 

798 

第213図 土器棺 2 (1 /20) ・出土遺物 (1/4)

(3) 土壊

土壊56(第155・214図）

調査区北端近くの 1B b区において海抜約2.90mで検出された。平面は、長軸長1.35m、幅

1.28m、検出面からの深さ約75cm円形を測り、おおむね円形を呈する。断面は、肩部から城底

に向けて斜傾するもので、逆台形を呈する。

城内への土砂の埋積は、最下層の第 6層が粘質土のみで、他の第 1-----5層までは砂質士によ

る断面レンズ状の堆積を見せるものであった。

時期は、出土遺物としての土器の存在が確認されなかったことで明確ではないが、周辺に所

在する他の遺構との関係等から、おおむね弥生時代後期後半に比定されよう。

-836-



第 2~第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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1. 灰茶色砂質土 4. 茶灰色砂質土

2. 茶灰色砂質土 5. 淡茶灰色砂質土

3. 灰色砂質土 6. 灰茶色粘質土

第214図土壌56(1/30) 

土壊57(第155・215図）

1 B b区において南側が側溝および

古墳時代の竪穴住居53によって切られ

ていたことで規模等明確でないが、幅

1.80mで長軸長およそ2.50m以上を想

定させ、検出面からの深さは30cmを測

る断面逆台形を呈するものであった。

城内への土砂の堆積は、褐色系統の

土でなされており、 3分層された。

壊内からは壺800と蓋799の土器の 第215図土壊57 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/2) 

小片と鉄器が出土したにすぎない。

゜
lm 

1. 黄灰色土 2. 黄褐色土 3. 茶褐色土

冒三
799 ?_一皿

，
 

四
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げ
ー
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戌,
9
1

一゚
2cm 

時期的には、土器が小片で判然としないが、おおむね後期後半へ位置づけて差支えないもの
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3. 足守川矢部南向遺跡

270cm 
, • 一'""'

ー2 ／ ／ 

n
3
 

m
 

ー．

i

1. 黄灰色土 （含、砂粒）

2. 黄色士 3. 明黄色土

第216図土壌58(1/30) 

300an ． 

i
 

m
 

ー`
＇

1. 暗灰色土 2. 灰黄色土（含、炭）

（含、炭• 少伍の

黄色粘土塊）

第217図土壊59(1/30) 

と考える。

土壊58(第155・216図）

2Ba区で古墳時代前半の竪穴住居51・54の下

層、床面除去後の海抜2.60mにおいて検出された

土城である。

平面方形を呈し、長軸長1.17m、短軸長1.07m、

検出面からの深さ27cmを測った。

出土遺物は、床面および埋積土中のいずれから

も検出されなかった。したがって、時期について

の詳細は不明である。しかし、遺構の切合い関係

および埋積土の状況等から推測して、およそ弥生

時代後期後半への位置づけがなされよう。

土壊59(第155・217-219図、写真図版122)

2Ba区において周辺を古墳時代前半の竪穴住

居52・53・54の3軒に挟まれ、一部が切られた状

態で検出された。したがって、土城の平面形態と

しては明瞭でなく、検出面では長軸長1.60m、幅

1.15mを測る、不定形な長楕円形を呈するもので

あった。しかし、埋積土除去後の城底の状況は、

長軸1.90m、幅95cmを測る長方形を示したことで、

本来は長方形にあったことが推測された。

土城は、両面とも斜傾する面を有するもので、

断面逆台形を呈する。堀内からは、小片ながら数

多くの土器の出土が確認されたが、いずれも本来

の状態にあったとは考えられず、土城の埋没の過

程で流入したものと推測された。当初平面および

断面等の状況から土城墓としての可能性も考えら

れたが結果判然としなかった。

土器には、壺、甕、高杯、鉢等の器種が確認さ

れたが、この中には後期の範疇にあっても新旧の

土器が混在した状況にあり、本来土城の時期を示

す土器は僅少である。およそオノ町 I段階に比定
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構，遺物
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第218図土壊59出土遺物① (1/4) 
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3. 足守HI矢部南向遺跡
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第219図土壊59出土遺物② (1/4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

される。

土壊60(第155・220図）

2 Ba区で土城145と切り

合った状態で検出された。長

軸長2.10m、幅1.10mを測る

平面長方形を呈する土漿であ

る。検出面から壊底までの深

さは、約20cmと浅い。

時期については、遺物が出

士しなかったことで詳細につ

いては明確ではないが、周辺

の遺構との状況から、およそ

後期後半に位置づけられよう。

土壊61 (第155・221図）
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I
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第220図土壊60(1/30) 

2Ba区において竪穴住居30の西約 lmの地点に所在が確認された。平面不整円形を呈した

土壊で、検出面からの深さ約10cmと浅いが、小片ながら多くの士器の存在が認められた。器種

としては、甕、高杯が見られた。時期的には、甕の口縁部が上方への拡張を長く見せることで

およそ上東・鬼川市1Il併行と推測され、後期後半へ位置づけられよう。 （島崎）

850 

310cm 

畜
0 !iO皿一
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'fem 

第221図土壊61 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

／
 

300cm --— 

。
Im 

1. 茶灰色粘質砂 3. 黄色粘質土

（含、黄色粘士塊多） （混、暗茶灰色粘質砂）

2. 暗茶灰色粘質砂

（混、炭・黄色粘土小塊）

夏-・-852 

玄

＼ 
0 853 

10cm 

--1 

土壊62(第155・222図、写真図版122)

2Bb区の北西に位置し、上部を竪穴

住居30・56などに切られて検出された、

平面台形を呈す土城である。土城の壁は

急で、底部は平坦な面をもつ。規模は長

さ1.72m、幅1.65m、深さ46cm、床面積

1.95面を測る。埋土にはいずれの層にも

粘質土などの塊が混入しており、人為的

に埋め戻された状況を示していた。

出土した遺物はいずれも破片で、埋土

とともに廃棄されたものと考えられる。

甕852は口縁端が上方に拡張し、拡張面

は凹線状のヨコナデを施す。高杯854・

855は高杯の口縁拡張面に上下 2段に、

また、脚端部にも細く浅い鋸歯紋がヘラ

ガキされている。鉢856は短い雑な作り

の口縁である。

以上、これらの土器は上東• 鬼川市m

～オノ町 Iの特徴を示す。

~、

第222図 土堀62(1/30) ・出土遺物 (1/4)

土塘63(第155・223固）

2Bb区南東に位置し、竪穴住居31・32を切って検出された、平面不整方形を呈す、比較的

規模の大きな士城で、長さ約2.6m、幅約2.3m、深さ90cm、床面積3.42面を測る。土堀は東西

壁がやや緩く下がっているのに対し、南北壁は急であった。また、埋土の状況は下層の第 4. 

5層が自然堆積を示すのに対し、上層にはいずれも土塊が混入していることから、土壊廃棄の

-842-



第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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280cm —-

1. 暗灰色粘質土

（混、黄色粘土塊）

2. 黄色粘質土

（混、暗灰色粘土塊）

。
lm 

3. 褐灰色粘質土

（混、黄色粘土塊）

4. 褐灰色粘質土

5. 暗灰色粘質上

~;-, :-:.-< ー贔
860 ▽

 
闘

862 
857 859 

‘‘、三← 《
858 

nマ
r■

II)四

第223図土壌63 (1/30)• 出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

後、時間をおいて埋め戻されたと推定される。

遺物はいずれも破片で、やや古い様相を呈す甕857・858・861などが混入するものの、甕

859・860や高杯862、鉢863などはオノ町併行期のものと考えられる。

土壊64(第155・224図）

2Bd区北西に位置する平面長方形を呈す土城である。壁は垂直に近く急な傾斜をもち、底

部は平坦である。規模は長さ2.lm、幅1.4m、深さ約50cm、床面積2.5面を測る。埋土はほぼ水

平堆積を示し、第 1・2層間には炭層が認められた。埋土の状況は第 2層下に土塊が混入して

おり、人為的に土器片とともに埋め戻されたものと考えられる。鉢864の口縁端部には凹線状

の条線を残し、甕865のそれはヨコナデを施す。これら土器の特徴は上東・鬼川市Ill----オノ町

I併行期に収まるものと考えられる。

土壊65(第155・225図）

2Bb区、土城64の南東に位置する、長軸が南北方向に長い平面長方形を呈す土壊である。

長さ約1.4m、幅約 lm、深さ約50cm、床面積約 1面を測る小規模なものである。埋士は上述

土城と同様の堆積状況を示しており、僅かに出土した土器細片からも後期後半の中に収まるも

のと考えられる。

1
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310cm '.. 

-;;: c( 

． 
866 

〇― tm 
ljan 

1. 茶褐色砂質土 2. 茶灰色粘質土 3. 黄灰色粘質土

（含、黄色粘土小塊多） （含、黄色粘土塊多）

第224図 土壌64(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壌66(第155・226図）

2Bb区、土城65の東に位置し竪穴住居32を

切って検出された。東西方向に長軸を向ける平

面不整長方形を呈す土城である。壁はほぽ垂直

に下がり、底部は平坦な面をなす。長さ約2.7

m、幅約1.7m、深さ約40cm、床面積3.5面を測

る大型のものである。埋土は上記土城と同様の

堆積状況を示す。遺物は鉄鏃M30の他、僅か

ながら土器細片が出土した。高杯868はやや古

い様相を示すものの、当土城は上東・オノ町 I

併行期には廃棄されたものと考えられる。

（江見）

土壌67(第155・227図）

2Bb区で検出された平面規模南北70cmX東

西62cmを測る小規模土堀である。渡内上層第

＼ 

310cm 

。
lm 

1. 茶褐色砂質土 3. 黄灰色粘質土

2. 茶灰色粘質土 （含、黄色粘上塊多）

（含、黄色粘土小塊多）

第225図土壊65(1/30) 
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1. 茶褐色砂質土

2. 茶灰色粘質士

（含、黄色粘土小塊多）

第226図土壊66(1/30) ・出土遺物 (1/2• 1/4) 

。
lm 
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3. 足守川矢部南向遺跡

1・2層には、炭の包含層と土器の遺存を認めた。ただし、下層の第 3・4層には土器および

炭の包含層は認めない。出土した高杯は、短脚で口縁部をやや長く外反するもので、型式的に

は上東・ 鬼川市m併行と考える。時期は、後期後半に比定されよう。 （島崎）

土壊68(第155・228図）

2 B d区の南東に位置

し、土城西半は調査区外に

延びる。平面長方形を呈し、

幅1.7m、深さ75cmを測る。

壁はほぽ垂直に下がり、底

部は平坦である。埋土には

土器片とともに土塊および
330cm 
•一•• •• 一t 

0 50叩一
1. i炎灰色士（含、炭）

2. 暗灰色土（含、炭）

3. 暗灰色土

4. 暗灰黄色士

（含、黄色粘土塊）

第227図 土壊67(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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。
閉皿

炭・焼土粒が含まれていた。

土器はいずれも細片であ

ったが、甕871が出土した

ことから、当土城は上東・

鬼JII市皿併行期には廃棄さ

れたものと考えられる。

二暑~71
＼ 

872 

:
B
i

口874

13 

。
lm 

'11:111 

第228図 土壊68(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊69(第155・229図）

3Bc区、土城67の東に位置する平面長方形を呈す土城で、長軸は南北方向を向く。長さ

1.5m、幅約 lm、深さ約50cm、床面積1.06面を測る。上記土城と同様、壁はほぽ垂匝に下がり、

平坦な底部をなす。埋土においても、中層には土塊が混入するものであった。

遺物は器台877や大型鉢878など古い様相を呈す破片もみられるが、水漉粘土で作られた高

杯876が出土しており、当土城は後期後半には廃棄されたものと思われる。

土壊70(第155・230図）

3Ac区の南東に位置し、竪穴住居35を切

って検出された平面長方形の土壊である。長

軸は東西に向き、長さ約1.4m、幅約1.2m、

深さ50cm、床面積0.97面を測る。壁の傾斜は

急で、底部は平坦な面をなす。埋土は中位で

- 11 、
炭・焼土を多く含むものであった。遺物はい

ずれも土器細片で、直口壺879や蓋882など

が出土しており、これらの土器は上東・鬼川

市III期の特徴を示す。

土塘71 (第155・231図）

3Ab区に位置し、竪穴住居34を切って検

出された平面長方形の大型の土堀である。長

軸は東西方向に向き、長さ2.8m、幅約1.5m、

深さ45cm、床面積2.1面を測る。土城壁の傾

斜は上記士城に比べやや傾斜が緩いが、底部

三 ぐ
875 

口）
876 

10an 

I I 
I ¥ 

ここニニ）
320cm • 一

0 lm 

1. 暗灰色粘質士 3. 茶灰色粘質土

（中世pit) (含、黄色塊）

2. 茶褐色粘質土 4. 暗茶灰色粘質土

877 

878 
第229図 土堀69(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

はほぽ平坦で、埋土に土塊が含まれる。遣

物は弥生時代後期後半と思われる土器細片

が数片出土するにとどまった。 （江見）

n》

ロー冒， 旦/m 881 
882 

290cm 二］及880 

1Qan 

1. 暗褐色砂質土 5. 暗黄褐色砂質土

（含、炭） （含、炭・焼土）

2. 暗褐色砂質士 6. 炭層

3. 暗黄褐色砂質土 7. 焼土層

1~ m 4. 暗灰褐色土 8. 暗黄色砂質土

（含、炭・焼土多く）

第230図 土壊70(1/30) ・出土遺物 (1/4)

ユ

。
1m 

第231図土壊71 (1/30) 
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壌72(第155・232----254図、写真図版123・148----156)

3Ba区において竪穴住居31の埋没後、これを切る状況で掘開された土城で、覆土上層に数

多くの士器を伴って検出された。平面的には、海抜3.15mでの遺構検出面では東西方向の長軸

長3.50m、南北方向で2.90mを測る不整円形を呈するものであった。しかし、埋積土除去後の

状況は、検出面から城底までの深さ約1.50mを測り、北側の壁は垂直もしくは逆斜傾を、南側

は比較的緩やかな斜面を見せるものであったが、底面がほぼ長方形を呈していたことで、本来

は長方形土城であった可能性が示唆された。南側および東西方向の一部斜面は、壁の崩落によ

って形成されたものと考えられた。城内での土砂の埋積状況は、最下層の第18層に炭を含んだ

粘土層が堆積を見せるが、その上第11----17層までの間約80cmは砂による埋積が認められた。そ

れより上層は、それまでの水平堆積とは異なり断面皿状に堆積し、第 1----4層までは多量の土

器の包含と平面的にあたかも置かれているかの整然とした状況での検出がなされた。 （島崎）

遺物は調査時点において横転・破損するものもみられたが、平面図からも明らかなように、

本来完形の状態であっただろうと推測される土器が大半を占めており、また、壺892の胴部に

1か所、 889にも数か所に穿孔痕が認められるなど、下記する遺物の量と合わせ意識的に一括

廃棄された状況を想起させるものであった。

遺物は特殊器台をはじめ、壺、甕、高杯、鉢、手焙形土器、製塩土器、ミニチュア土器など

総数506個体分の土器が出土した。なお、壺、甕、鉢については底部、高杯については脚柱部、

製塩土器については脚部の数から割り出したものであるため、個々の器種分類結果の数値とは

一致しないことをあらかじめ断っておく。この結果、比率的には甕が215個体（約42%) と約

半分近くを占め、高杯132個体 (26%)、鉢75個体（約15%)の次に壺61個体 (12%)が続く。

特殊器台883----885は土器溜りの範囲を検出作業中に出土したもので、 886が断面の上部から

出士したため、これら特殊器台片は当土城上層に堆積したものと断定するに至った。 883・884

は口縁直下にあたる破片で、丹塗りされた上から上部に横方向に 1条、 2.5----3 cmの間隔で 2

条の縦方向の沈線が引かれ、その間を綾杉状の多条の沈線が施されている。 885は筒部の間帯

にあたり、幅約 1cm、高さ約 5mmを測る突帯は中央がやや凹む形状をなして貼り付けられてお

り、下端は剥落している。間帯幅は約 6cmを測り、 2mm前後の条痕を残す板状工具により横方

向の施紋がなされている。 886は885と同様の間帯に文様帯が残されたもので、「S」字状の連

続渦紋の端部と、それに向かう斜め方向に多条の沈線が引かれ、その結節点上部には逆3角形

の透かし孔が穿たれている。また、渦紋上部は 7mm前後とやや広く、下部は狭い 2条の線刻に

より画し、中には斜め方向の線刻よりなる。なお、下端には巴状と思われる透かしの一部が確

認される。器壁はいずれも 7mm前後と薄く、裏面は横方向の丁寧なケズリが施されている。こ

れらの土器はいずれも同一個体の破片と考えられるが、当土城から東に約20m離れた前述の竪

-849-



3. 足守川矢部南向遺跡
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1. 黄茶色土

2. 灰黄褐色土

（灰色土と黄褐色

粘土塊との混合）

3. 黄灰色土

4. 淡灰褐色土 10. 黄灰色土 17. 黄灰色砂

5. (暗）黄灰色砂質土 （含、黄色粘土塊） 18. 暗灰色粘土

7. 淡灰色土（灰） 11. 暗灰黄色砂質士 （含、炭）

8. 炭と粘土との混り 12. 灰黄色砂質土

第232図土壌72(1/30) 

19. 灰色粘土
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

穴住居37上層出土の569とも同一個体の可能性が強いものである。

壺は特殊壺と同様の胎土の887をはじめ長頸壺の頸部に沈線を残す889......... 891、頸部が「ハ」

字状を呈す892、形態は甕に似る906---911などの比較的大型のもの56個体と、直口壺912--...914

ほか小型のもの 5個体が出土している。

攣((
883 

885 

f!_~|_1884 

胃 TI~ •'" 887 

平ロ 888 

笑髯羞攣
C34 

一゚
3cm 

第233図土壌72出土遺物① (1/4・1/2) 
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3. 足守JIJ矢部南向遺跡

890 

10cm 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第235図土壊72出土遺物③ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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土壊72出土遺物④ (1/4) 

887の外面は板状工具による条線が巡らされ、内面は斜め方向にヘラミガキが施されている。

胴部破片を確認できなかったため断定は出来ないが、胎土に角閃石を含む淡茶褐色を呈す特殊

壺と同様の胎土のもので、器表面は丹塗りされている。一方、上記同様の口縁形態の888は黄

褐色を呈し、胎土に長石• 石英粒などを含む当地域の日常土器にみられるものである。

889・890の頸部の沈線はいずれも細く浅いもので、特に889はヘラミガキ状に繊細な細線で

ある。また、 891の沈線は太く、深く巡っているが、 これらはいずれも上東・鬼川市皿式と比

ベ頸部径に対し長さがない。 890の口縁部は端部がやや肥厚しヨコナデを施す古い形態を残す

ものの、 889・891のそれは屈曲して開く口縁に、端部はほぽ直立する拡張面をもち、オノ町

I式の特徴をもつものである。さらに、 口縁拡張面の一部にヘラ描きされた892は長頸壺の系

譜を引く新たな形態であるが、頸部端には刺突を巡らせ古い様相を残している。

他に口縁端部が大きく拡張する900--902・905や、 口縁端部が鬼川市皿以来の立ち上がりを

示し端面をヨコナデによる凹部を形成する893・898や、凹線あるいは凹線状の条線を巡らせ

-854-



第2章第 3節弥生時代後期後半の遺構・迫物
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3. 足守JII矢部南向遺跡
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第238図土壊72出土遺物⑥ (1/4) 

る 894·903·904などがある。また、甕状の形態を呈す906~911 においても口縁の調整は上

記同様であるが、全体を通じて胴部の最大径は上東・鬼川市皿式に比べやや低い位置にあり、

丸味が増している。なお、 895は讃岐系のものである。

小型の壺はわずかに 5個体出土したのみで、実測し得たのは直口壺 3点であった。 912は水

漉粘土、 913・914は砂粒が混じる精製粘土が使用され、口縁端部には数条の細い沈線が巡ら

されている。 914は完形で底部は丸底である。
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

甕は215個体出土し、器表面をハケ・ミガキで仕上げ

ているものと、口縁端部を丸く収め、タタキ目痕跡を残

す形態に属すものとに大別され、前者は192個体、後者

は23個体出土しており、甕全体からすれば後者は10.7%

を占める。前者は口縁部の特徴から 3分類した。 a類は

口縁端部が肥厚する915・916、上方につまみ出す917-

923からやや拡張する925-927・934・935など、 b類

は口縁端部が拡張し、拡張面に凹線紋をもつ954----963

で、 c類はb類同様に口縁端部に拡張面をもつが、ヨコナ

デあるいは凹線状の条線を残す928----933・936-953・

963などで、 ab両類間の漸移的な形態で、特に凹線状

の条線を残すものについては b類との判別が難しいもの

も多々あった。後者は器表面にタタキ目を残す畿内系の土

器 k類969----975、口縁端部を丸く収めタタキ成形後ハ

ケなどによりタタキ目を消している965----968などd類

に分類した。その結果 a類41個体、 b類29個体、 c類86

個体、 d類19個体、 K類 6個体に分かれ、形態の判る甕

総数181個体中 c類が最も多く、甕全体の48%を占め、 a

類23%、b類16%、d類10%と続き、 K類は約 3%の比

率であった。なお、上記したように c類には凹線状の条線

C 86 

表 1. 器種別構成表

-857-

912 

913 

11cm 

第239図土塘72
出土遺物⑦ (1/4) 

k 6 

b 29 

計 181

(bc30) 

表 2.甕分類表



3. 足守川矢部南向遺跡
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

932 

土壊72出土遺物⑨ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

943 
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第242図土城72出土遺物⑩ (1/4) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土壊72出土遺物⑪ (1/4) 
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3 足守川矢部南向遺跡
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

962 

第245図土壊72出土遺物⑬ (1/4) 

の走るものが含まれており、これらを b類に加え c類の再計算すれば、 b類59個体（約33%)、

c類56個体 (31%)になる。いずれにしても口縁端部が拡張する b・C類はそれまでの a類に

比べ3倍近く存在することと、畿内系の遺物は極めて希な遺物としてあることが理解される。

高杯は 132個体出土し、杯部が椀状を呈す a 類993~999など、口縁部が外反あるいは外反気

味に斜め外方に立ち上がる b 類977~992などの 2 つに大別した。いずれも短脚の脚柱部をも

ち、裾部の穿孔は確認し得る限り 4孔であった。また、大半が水漉粘土を使用したもので、一

部に精製された粘土に砂粒が混入され、 a類の999は1mm前後の砂粒を含むものであった。

a・b類の比率は杯部の存在率の良い資料

を基にしたため、総数がやや低くなるが a類

11個体 (27%)、b類30個体 (73%) でb類

が a類の約 3倍を占めた。・

b類の中には図示しなかった口縁部が外反

するものもわずかに含まれているが、大半は

記載のように口縁部が外反気味に斜め外方に

延びるもので、上東・鬼川市1II式にみられる

ものに対し、口縁部が高く、杯部容積の増加

傾向が窺われる。一方、 a類の変化は微細で

-863-

計 41

表 3.高杯分類表
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の迫構・遺物

993にみられるように端部に沈線を巡らすなど、鬼川市旧式の影響を残すものの全体としては

無紋様化の傾向を示す。なお、 b類の口縁部径は13.3-20.Scm、器高7.8-11.8を測る。 a類の

それは12.2---19cm、器高7.8-20cmを測り、 a類は b類に比べ総じて小型のものが多く、また、

977 

983 

978 

984 

989 

985 

990 

991 

―,-.. 

第247図土壊72出土遺物⑮ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

993 995 

997 

998 

994 996 

0 10cm 

第248図土壊72出土遺物⑯ (1/4) 

杯部の深さにおいても b類は4.2-7 cmを測るのに対し、 a類は3.4-5.2cmと浅い傾向がみられ、

これから得られる杯部容積は、一部異なるものの口縁部径にほぽ比例するようである。

当土器溜りからは 2個体の手焙形土器が出土している。 1000は完形で、後述する中にはみ

られないがやや幅広の底部をもつ鉢状の下部に、覆部を接合させた形態をとる。外面はハケ調

整およびヨコナデ、内面は下半はヘラケズリ、覆部は押圧およびハケ調整している。 1001は

鈍重で、稚拙な印象を与えるもので、広い底部に厚い器壁が立ち上がり緩い曲線を描きながら

覆部に達している。ほぽ円形に開いた窓の端部はナデで仕上げられ端部は丸く収めている。外

面はハケ、内面は下半をヘラケズリののち、覆部も含め押圧・ナデを施している。

表 4. 鉢分類表

鉢類は75個体出土しており形態的にはバラ

エティに富んでおり、容量的にも小型48個

体・中型11個体・ 大型15個体の 3種類に分け

られ、小型が圧倒的に多い。形態からすれば

小型鉢はボウル状を呈す a類1015-1025、a

類に台が付く a'類1045-1047、椀状に台が

付<b類1027-1039、杯状を呈す c類1040-

1044、口縁が屈曲し端部が肥厚あるいは拡張

する d類1048,..._,1058・1063、形態的には甕に

似る e 類1015などに分類した。なお、 1048~

1051は県北部系の、 1055は備中西部から備後
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第251回土堀72出土遺物⑲ (1 /4) 

系の形態を示しているようである。中型鉢は a類1026、 e類1060-----1062、 d類1064・1066

-----1069などで、 1069の胴部中央には雑な鋸歯紋の上下に平行沈線が描かれている。大型鉢は

d類1065・1070-----1074などで、口縁端部の拡張するものが大半を占めた。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第252図 土壊72出土遺物⑳ (1/4) 
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

10an 

第253図土壊72出土遺物⑳ (1 /4) 

他にミニチュア土器1002-----1014や、製塩土器1075---...1080なども出土している。

以上、これら一群の土器は遺構の在り方から短期間に埋没したものと想起されたものではあ

るが、土器の示す特徴はオノ町 I期の範疇で捉えられるものが大半を占めるものの、上東・鬼

川市III期の様相を色濃く残すものから、オノ町I1期に下がる可能性をもつものまでを含む一群

であった。そして、上層から出土した特殊器台の破片についてはこれら一群の土器と同時期、

あるいはそれ以前に既に破砕した状態であったと考えるのが妥当と思われる。 （江見）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第254図土壊72出土遺物⑫ (1/4) 

土壌73(第155・255図）

3Ba区において北側が調査区外にかかった状態で検出された。東西方向での最長2.30m、

最短で2.00mと平面台形を呈する土城で、検出面からの深さ約85cmを測った。断面は、壁が垂

直もしくは城底に向けて逆に斜傾するものであった。

埋積土は、大きく 3つに分層され上層に砂が、下層には炭・焼土の包含が確認された。

出土遺物には、甕、高杯、鉢等の土器が散見された程度であった。土器は、上東・鬼川市m

に類似するものである。時期は、後期後半に比定されよう。
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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l. 灰黄色砂質土 2. 黄灰色土

（含、黄色粘士塊）

3. 明黄灰色土

（含、粘土・ 炭・焼土）
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閉an

第255図

土壌74(第155・256図）

土壊73(1/30) • 二
3Ba区において検出された土城で、先述の士壊73によって北側約 1/2が切られていた。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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1. 暗黄灰色土

2. 暗灰色砂

3. 暗黄灰色粘質士

4. 暗黄灰色粘質土

（含、黄色粘質土塊多）

5. 灰黄色土

6. 暗茶色砂質土

7. 暗灰茶色砂土

三（（

平面は、平面検出時点では明確ではなく、城

底でのその在り方によって本来南北方向に長

い楕円形であったことが推測された。ただし、

土層断面での在り方によれば袋状を呈する 2

基の土城の重複の可能性も考えてよい。

出土遺物としては、甕、高杯、鉢の土器の

存在が確認された程度で、他にはなかった。

時期は、土器が上東・鬼川市皿に類似する

ことで、後期後半に比定されよう。 （島崎）

土壊75(第155・257図、写真図版124)

3Ba区、土器棺 1の南東に位置し、竪穴

住居57に一部切られて検出された、土城であ

る。平面不整円形を呈し、径約70X約65cm、

深さ約20cmを測る小規模な土渡で、埋土の暗

茶褐色粘質砂の中から口縁を西、底部を東に向

けた甕1096が押し潰された状態で出土した。

／
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第256図 土壊74(1/30) ・出土遺物 (1/4) 

他に高杯片1095が土城中央部から出土している。甕は土器棺に利用された可能性もあるが、

蓋にあたる土器は確認されなかった。甕の口縁部端部は内傾し上部に拡張するもので、端面に
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

LY, 
1095 

.k, 
。

1m 

は凹線状の条線を残す。甕全体の形態特

徴は上東・鬼川市皿併行期に収まるもの

と考える。

土壊76(第155・258・259図）

3Bb区の南西に位置する平面不整円

形の土壊で、径約 lmX約80cm、深さ20

cmを測る。壊内からは脚付直口壺1097

をはじめ甕、高杯、鉢などが出土したが、 L.......,, ヽ I I 1...,.,,,IQcm 

いずれも破片であった。図示し得た遺物 第257図 土壊75(1/30) ・出土遺物 (1/4) 

は1102を除き水漉粘土であり、これら遺物の特徴は、

上東•鬼川市 III 併行期に比定される。

土壊77(第155・260・261図）

3Bb区の南西に位置し、竪穴住居10を切って検出さ

れた平面不整長方形を呈す土城で、土城西部は後世の基

盤のズレによって生じたものである。規模は長さ約1.3

m、推定幅70cm、深さ約60cm、床面積0.76面を測る。土

城壁はほぼ垂直に下がり、底部は平坦な面をなす。堆積

層の多くに土塊が混じり、これとともに石錐S119、刀

子?M31をはじめ、土器片1104....... 1116が出土した。ロ

縁が拡張する甕1104~1106や外反する高杯1111 、短脚

の高杯1114などの特徴から、当土堀は上東• 鬼JII市m
～オノ町 I併行期に廃棄されたものと考えられる。

320cm • 一

’ ~an 

第258図土壌76(1/30) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡
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第259図土壌76出土遺物 (1/4)
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（含、黄色粘土小塊多）

第260図 土壊77(1/30) ・出土遺物① (1/2) 
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第2t;f: 第 3節弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第261図土壌77出土遺物② (1/4) 

9恥m

土壊78(第155・262図）

3. B d区、士堀77の南西に位置する平面長方形の土城で、東西に長軸を向ける。規模は長さ

約l.lm、幅90cm、深さ24cm、床面積0.88面を測り、この種の土城としては小規模のものである。

壁の傾斜は急で、平坦な面をもつ底部は貼床状に締まっていた。遺物は礫に混じって壺、甕、

鉢1117などの破片が出土し、これらの土器は上東・鬼川市rn.-.....オノ町 Iの特徴を示す。

土壌79(第155・263図）

土城78の南から検出された平面長方形を

呈す土城で、北西部は試掘坑による崩壊をー

介
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：
氏
喝

。
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受ける。規模は約2.5mX90cm、深さ約27

cmを測る。土城壁・底部など上記土城に似

るが、異常に長軸が長く、それらとは機能

310叩

__—: 
。

lm 
10cm 

第262図土壌78(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

を別にするものと思われる。遺物は土器細片が出

土するのみであったが、弥生時代後期後半の範疇

のものと思われる。

土壊80(第155・264図、写真図版124・157)

土壊79の南に位置する平面不整長方形を呈す土

城である。規模は長さ1.65m、幅1.3m、深さ45cm、

床面積1.53面を測る。土城壁の傾斜は急で、底部

は平坦な面をなす。埋土は黄色粘質土塊を多く含

む茶灰色粘質土であった。
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2. 茶灰色砂質土 （含、黄色粘土小塊）

4. 黄灰色粘質砂

第263図土壊79(1/30) 
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第264図 土壊80(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

遺物は土壊西壁際から甕1118が出土したのをはじめ、堀内からは高杯、台付鉢などが出土

しているが、いずれも破片であった。甕は口縁端部が上下に拡張し、拡張面には凹線状のヨコ

ナデを施す。胴部下半はやや膨らみ気味に底部にいたっている。上東・鬼川市ill----オノ町 Iに

かけてのものであろう。

土壊81 (第155・265図、写真図版125)

土堀80の北西に位置する平面円形を呈す土城である。径

約90cm、深さ24cmを測る。埋土は上層に炭を、下層に土塊

を含むもので、中位からは粘土塊を確認した。遺物は埋土

とともに廃棄された状態で出土した。

遺物は甕、直口壺、鉢などがあり、甕には口縁端部が上

方に拡張する 1119や、胴部下半が膨らみ気味に底部にい

たる 1121がある。これらの土器はJ::東・鬼川市ill,...__. オノ

町Iにかけての特徴を示す。

土壊82(第155・266図）

3Bb区において検出された長軸長2.18m、幅1.69mで

（江見）

検出面からの深さ約48cmを測る土城である。断面は、検出

面からほぼ垂直に落ちる陪を有するもので、長方形土城と

320cm 

。
1. 暗茶褐色粘質土

（混、炭）

2. 灰色粘土

3. 茶褐色粘質土

（混、黄色粘土小塊）
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第265図土壊81 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3 . 足守JII矢部南向遺跡
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して認識される。

城内は、複数の土層で埋積

した状況でなく城底から検出

面まで同一の土砂による埋積

状況が確認された。

出土遺物としては、覆土中

から甕、鉢等土器の小片が散

見された程度であった。

土器は、甕の口縁端部を長

く上方に拡張させるもので、

型式的にはオノ町 I併行段階

と見られる。

時期は、土器の型式によっ

ておよそ弥生時代後期後半へ

位置づけて差支えないものと

Cl-
lm 

三《
1127 

1128 

1ヤ

第266図 土堀82(1/30) ・出土遺物 (1/4)

考える。

土壊83(第155・268図）

4Bc区において海抜約2.85mで検出され

た平面楕円形を呈する土城である。

城内からは、土器の出土が少量確認された。

互麟

~ 
'L..,,I■ Ill、11 I~ 叩

第267図土壊83(1/30) 
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第268図土壌83出土遺物 (1/4)

土器には、甕、高杯、鉢等の器種が認められ、鉢1134の口縁部の在り方から、後期後半に位

置づけられた。

土壊84(第155・269図）

4Bc区で土城83の北約40cmの地点に隣接して所在する。長軸長2.16m、幅72cm、深さ44cm
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第269図土壊84(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

の規模を測り、平面長方形を呈する土城であった。壁は、肩から城底までほぽ垂直気味に落ち

るもので、断面逆台形であった。土城の平面および断面等の形状から土城墓としての可能性が

推測されるが、堀内の形状および断面の状況等には木棺痕跡を物語るものは確認されなかった。

出土遺物が検出されなかったことで時期についての詳細は言及できないが、古墳時代前半の

土城100との切り合い関係等により、およそ弥生時代後期後半への位置づけが推測されよう。

土壌85(第155・270図）

4Bc区において土城84の東50cmの地点に近接して検出された。平面の長軸長1.95m、幅80

cm、深さ25-30crnの規模を測る土城で、平面形は長楕円形を呈した。土城84同様にこれも土城

墓としての可能性が想起されるが、城底および断面からは判然としない。

城内は、大きく 2層に分層され、上層に多く遺物の遺存が認められた。時期的には、オノ町

I併行と推測され、後期後半に比定されよう。

土壊86(第155・271図）

4Bd区で土城85の南約 3mに近接して検出され

た。東西1.16m、南北88cm、深さ 13cmの規模を測り、

平面長方形を呈する土城である。

出土遣物は、少量であるが堀内西側において土器が

検出された。細部の遺存状態が不良で判然としないが、

壺の状況から後期後半の範疇に比定して差支えないも

のと考える。 （島崎）
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1. 黒灰色土 2. 灰黄色士（混、灰色土・黄色粘士塊）
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第270図土壊85 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 
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第 2章第3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

土塘87(第155・272・273図、写真図版125)

4Bb区、竪穴住居43の西に位置し、土城南東部は調査区境にあたり、明瞭に出来なかった。

平面長方形を呈し、推定長1.5m前後、幅約70cm、深さは断面位置で約90cmを測る。壁はほぽ

垂直に下がり、特に断面位置においては上部が崩れるとともに、壁は後期前半にみられた袋状

土城のように：下半が挟られた状況が窺えた。埋土には多くの焼土塊• 炭粒、土塊が混入して

いた。土器はいずれも破片で、主に底部付近から廃棄された状態で出土している。

出土土器には甕•高杯・鉢などがあり、甕1141 は口縁端が上方に拡張するもので、高杯1143

は口縁が外半し、 1144のそれは直立し、外面に凹線

を巡らしてい名。また、高杯の脚柱部も短脚の1145

と、やや長い1146がある。なお、高杯はいずれも

精製された粘土で作られており、水漉粘土ではない。

以上、当土堀は断面形態が袋状土城に似るものの、

底部の平面形が長方形を呈する例はなく、当遺跡に

多くみられる長方形士城の部類に入るものと判断さ

れるとともに、その廃棄時は上東・鬼川市皿併行期

と考えられる。

290cm 
● ・-・.  

゜
lm 

n:~~r 
10an 

1140 

第271図 土壌86(1/30) ・出土遺物
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1. 暗灰褐色砂質土 5. 淡暗茶灰褐色粘質微砂

（含、焼士塊•炭粒） （含、黄色斑・焼土塊．

2. 淡暗灰褐色粘質土 炭粒）

（含、黄色斑・焼士塊 6.黒灰褐色砂質士

• 炭粒） （含、炭粒・焼士塊多

3. 灰黒色炭層

4, 暗灰褐色砂質士

（含、焼土塊•炭粒）

士器多し）

第272図土壊87(1/30) 

-883-



3. 足守川矢部南向遺跡
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第273図土塘87出土遺物 (1/4) 

土壌88(第155・274・275図）

5Bd区の北西に位置する平面不整長方形の土

城である。長さ 1.2m、幅75cm、深さ30-----40cmを

測る。土城西部にやや平坦な段をなし、底部は西

から東方向に傾斜している。士壊壁は西部を除き

ほぽ垂直に下がっていた。埋土には炭を包含する
290血
一●●"'・・-

[Uト・
m
 

1
i
 

1. 灰茶色粘質砂

2. 暗灰色粘質砂

（混、炭）

3. 茶褐色粘質土

4. 灰茶色粘質土

（含、炭多）

5. 黒灰色粘質土

（含、炭多）

6. 灰茶色粘質土

7. 灰茶色粘質土

（含、炭多）

第274図土壌88(1/30) 

層が多く、遺物はこれらに混じって土器片および

小礫が出土した。

土器は甕、高杯、小型鉢などが出土している。

甕はいずれも口縁が上方に拡張するもので、 1152

はやや開き気味である。高杯1153の口縁は屈曲

気味に外反する。

以上、これら土器の特徴は上東・鬼川市皿の範

疇のものと考えられる。

土壌89(第155・276・278図、写真図版126・157)

5Bd区の北端、土城88の北に位置し、竪穴住

居20を一部切り、中世の柱穴に切られて検出され
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

V7 
1155 

閉m

1152 

第275図土塘88出土遺物 (1/4)

280叩

。

1154 

た。平面長方形を呈し、長軸はほぽ東西に向く。規

模は長さ2.5m、幅約1.6m、深さ約50cm、床面積

2.58面を測る比較的広い床面積をもつ士城である。

土堀壁は急で、底部はほぼ平坦な面をなす。埋土に

は第 2・3層に僅かながら黄色粘質士塊が混入し、

第3層は上層に比べよく締まっていた。

遺物は主に第 3層下部から出土しているが、完形

の甕1159をはじめ復元完形さ

れる土器も多く、これらに混

じって破片とともに無造作に

投げ込まれた状況を呈してい

た。なお、板状を呈すM32・

33は上層から出土したもの

で、器種は不明である。

壺1156の口縁は拡張し、凹

線が巡る。甕は口縁端部が肥

厚し凹部を形成する1159、上

方に引き出される1160、拡張

Im 

1. 暗茶灰色粘質土 2. 茶灰色粘質土 3. 暗灰色粘質土

こそ空 口

M32 

0 3cm 

一
M33 

第276図土壌89(1/30) ・出土遺物① (1/2) 
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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第278図土壌89出土遺物③ (1/4) 

される 1161--.,1164がある。また、 1162・1163の拡張面には数条の凹線を巡らせており、

1163の器壁は薄く、底部内面に指頭圧痕が残り、肩部には 2か所に刺突がなされている。高

杯はいずれも水漉粘土で作られており、口縁は外反し、やや深い杯部に短脚をなす。鉢は小型

の1169~1171 と雑な作りの1172がある。なお、下層からは紡錘車C37も出土している。

以上、当土城は上東・鬼川市皿～オノ町 I併行期に廃絶したものと考えられる。

土壌90(第155・279図、写真図版126)

5Bb区、竪穴住居48の南に位置し、北西部を土城113に切られて検出された平面長方形の

土城である。長さ1.7m、幅65cm、深さ27cm.を測る。土壊壁は急で底部は平坦である。残存す

る東部床面からは10cm前後の礫が、やや浮いた位置から甕、高杯などが出土した。これらの土

器は上東・鬼川市m---オノ町 I期の特徴を持つ。

土塘91 (第155・280図）

7Bb区において弥生時代後期前半の竪穴住居22・23によって挟まれるかのように、その北

（江見）

東および南東の一部が切られた状態で検出された。規模は、本来の形状が不明であるがおよそ

東西70cm、南北60cm程が推測された。深さは、平面検出面から約20cmを測り、断面1II1上を呈す
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3. 足守川矢部南向遺跡
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1 . 灰色土 3. 灰黄色土

2. 灰黄色砂質土 4. 黄灰色土

第279図 土壊90(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物

るものであった。

城内には、土器と自然石の遺存がみられ、土城の規模に比較して土器の遺存率が高かった。

土器には、甕、高杯、鉢などの器種が確認された。型式的にはいずれの器種もオノ町 I併行

と考えられた。時期は弥生時代後期後半に比定されよう。 （島崎）

土塘92(第155・281図）

7Ba区の南方に位置し、一部土城196に切られて検出された平面円形の土城である。径約

lm、深さ36cmを測り、下層から高杯・甕などの破片が出土した。 1183は短脚で外反する口

縁をもち、 1184の口縁は端部が肥厚し、底部が上げ底を呈すものである。甕の特徴はやや古い

様相を示すが高杯の形態から、当土城は上東・鬼JII市皿～オノ町 I期に廃絶したものであろう。

土壌93(第155・282図）

土壊92の南に位置する平面楕円形の土城である。長軸は南北方向に向き、長さ約2.lm、幅

約 lm、深さ20cmを測る。城内から後期後半と判断される土器細片が出土している。

土壊94(第155・283図）

7Bd区、土城93の南に位置する平面楕円形の土城である。長軸は東西に向き、長さ約1.2

m、幅約90cm、深さ40cmを測る。埋土に炭焼土が混入し、これらとともに後期後半と判断され

る土器細片が出土している。 （江見）

}vJ 
270cm 一,_

゜
lm 

1. 茶灰色粘質土（混、炭）

2. 茶褐色粘質砂塊

3. 暗褐灰色粘質士

lOan 

第281図土壊92(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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1. 茶灰褐色粘質砂

2. 灰茶褐色砂

1. 灰茶色粘質砂 3. 黄茶褐色砂

（炭粒含） （焼士混）

2. 灰茶色粘質砂 4. 茶灰褐色粘質土

5. 灰茶褐色粘質土

第282図土壊93(1/30) 

(4) 包含層遺物

蓋は遺跡全体から 9点出土しており、その内訳は弥生時代後期前半 2点、同後半 6点、古墳

第283図土壊94(1/30) 

時代前半 1点である。 1185は5Bd区から出土したもので、つまみから上半は指頭圧および

ナデ、裾部をヨコナデしているやや雑な作りである。底部径は10.6cmを測り、これを被せる容

器は比較的小型なものに限られるであろう。 1186は2Ba区から出土したもので、水漉粘土

で作られたシャープな印象を与える。つまみの上部は凹み、全体の調整は器表面が磨滅してい

るため不明瞭である。底部径は17cmを測り、 1185とは逆にこれに対応する容器は大型の器種

でないと収まらないと思われる。

ミニチュア土器は遺跡全体から80点余りが出土しており、その内訳は弥生時代50点余り、古

墳時代10数点、それに当項記載の弥生～古墳時代にかけての1187--....1205の18点である。ミニ

チュア土器については小型・手捏などその理解に微妙な相違が認められ、当遺跡では容器とし

ての本来の用途を果たさない小型のものや、作りが稚拙で、通常みられる器種形式から逸脱し

ているものをこれに当てた。なお、鉢類については特に判別しにくく、今後の判断に任せたい。

ミニチュア壺1187は7Ba区から出土した。水漉粘土で作られており、口縁内外面および肩部

-890-



に波状紋、その下に直線紋が巡らされて

いる。 1188・1189は弥生時代後期前半、

1190は同後半の特徴を示す。 1191は4

Bb区から出土した。短脚の嵩杯をよく

模倣しており、裾部外面はヘラミガキが

なされ、 4カ所に円孔を穿っている。ミ

ニチュア鉢1193 -1196・1203・1204は

弥生時代、それ以外は古墳時代に含まれ

るものであろう。 （江見）
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第 2章第 3節 弥生時代後期後半の遺構・遺物
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3 • 足守JII矢部南向遺跡

第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居51 (第285・291図、写真図版127)

2Ac から 2Ba 区にかけて海抜3.40mで検出された。平面は、東西• 南北方向に主軸をも

った方形プランを呈し、一辺の長軸長 6mを越える規模を有するものであった。調査の結果、

住居は 1回建て替えがなされたことが判明しており、それら 2軒の住居について以下建て替え

前の住居を竪穴住居51B、建て替え後の住居を竪穴住居51Aとして概要説明を行う。

竪穴住居51Aは、長軸長が南北方向で6.30m、短軸長が東西方向で6.10mを測る平面方形を

呈する住居である。床面は、平面検出面の海抜3.40mから約65cmの深さで検出された。床面に

は、微地形ながらベッド状の高まりおよびその高まりの変換点が東側と西側、さらに南側いず

れも共通して壁体溝から約1.50m前後の範囲でおよそ壁体溝に並行した状態で観察され、さら

に東側においては上記3面とは若干異なり中央やや北寄りの地点に平面「コJ字状の区画の存

在が確認された。床面精査後の状況としては、それら微地形の変換点には、これに呼応するか

の状況で、西側は例外としていずれの部分にも貼床直下に幅約20----30cmで深さ10cm前後に掘ら

れた溝状の区画がそれらに対応して検出され、さらにその溝状の中には比較的大きさの揃った

約 1cm大程度の小石が砂を混えた状態で入れられてあった。状況から考えて住居内での排水も

しくは除湿を狙った暗渠的な性格が推測されたが、この溝状遺構の住居外への伸びはまった＜

検出されなかった。また、床面北西部のコーナーでは、一辺約1.50mの方形範囲に床面より約

5 cm程度低い面を形成した後、さらに壁際に南北80cm、東西60cm、深さ40cmを測る小土堀をも

った施設の存在が認められた。またこの平坦面には溝状遺構に充填されたのと同規模の小石と

砂があたかも面を意識したかのような状況で固められて検出された。おそらく住居内での何等

かの施設の一つであったことは間違いないであろう。また、これとは反対側に検出された「コJ

字状を呈する高まりの落ちについても下層に砂利で充満された暗渠状の溝と、さらにその周辺

においても砂利の面的な広がりの点在箇所も確認され、なおかつ北側にはほとんど溝と接する

かの状況で、住居への入り口を推測させる方形土堀の存在が確認された。さらに床面からは、

柱穴、中央穴の検出もなされた。柱穴は壁体溝から約1.00~1.somの距離を保ったコーナ一部

分に 4本が深さ50........ 60cmの掘り方をもって、また中央穴は床低位面中央部で径45cm程度のもの

が東側に被熱面を伴っているのが確認された。

竪穴住居51Bは、 Aの床面除去後に検出された住居である。 Aの西と南の壁体溝の内側約70

cm~l.OOmの地点に壁体溝が検出され、平面規模長軸長5.60m、短軸長5.20m を測った。平面

的にBとAの住居には相似関係が認められた。状況からみておそらく両者間には時間的な隔た
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

◎ 
土175

' ... 
土174 • 

__ , 

十‘・

、〉
ヽ

--~---一、住60

住59、~

食
｀` 

@) 

,_ 

住58

゜土104

◎ 
土177

土17~0
土101 (Q) 土102

0 。ぐ
土98 土99 土100

◎ 
土176

゜土103

B
 

6
+
 

土1796 

゜土180

土107

c+ ＋
 

＋ 

第285図 古墳時代前半遺構全体図 (1/300)

+c 

。

6
+
 

B
 

7
+
 

8
+
 

---. 、、
・.、.--~ 
溜り 2

-口

門年
◎臨◎詞

-893・894-



第 2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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゜ 1. 淡茶黄色砂質土

2. 茶灰色土

3. 暗灰茶色土

（含、黄色塊）

4. 暗灰色土

（含、炭）

5. 黄灰色土

（含、黄色土・焼土）

6. 暗灰茶色土

7. 黄灰色土（含、炭、

底部に焼士・炭）

8. 砂利層、茶灰色士

9. 暗灰色土

10. (暗）灰黄色土

（暗灰色土に黄色塊入る）

11. 暗灰色土

12. 黄色土

13. 黒灰粘質土

14. 黄灰色土

15. 暗灰色土

第286図 竪穴住居51 (1/60) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡

300cm 3年
J 

G
 

瓢
Cl・ 1m 

茎 8. 茶灰色土（含、砂利）

11. 暗灰色土

12. 黄色土

13. 馬灰色粘質土

14. 黄灰色土

15. 暗灰色土

第287図竪穴住居51内土壊 (1/30) 

りはほとんどなかったものと推測される。すなわち、竪穴住居51Aは、竪穴住居51Bの北東部

分の方形土堀と「コ」字状部分、さらに北と東側の壁を活かした状態で西•南方向への拡張を

行ったものとみられ、おそらく両住居に共通した施設と考えられる。また、柱、壁体溝、中央

穴、砂利で充満された溝、北西隅の土城等をはじめとする住居構造についても共有施設を中心

t-......... ー・
第288図竪穴住居51A (左）• 51 B (右） (1/100) 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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3. 足守JII矢部南向遺跡
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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3 . 足守川矢部南向遺跡

とした相似関係を示していることが理解されよう。

出土遺物としては、竪穴住居51Aの床面に遺存していた壺、甕、高杯、鉢等の土器の他、鉄
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1. (暗）灰黄色土 5. 黄灰色土 9. 暗灰色土（含、炭） 14. 黄灰色土

2. 暗灰黄色土 6. 暗灰色土 10. 灰黄色土 15. 暗灰色土

3. 黄灰色土 （含、黄色塊•炭） 11. 暗灰黄色土 16. 黄色土

（含、黄色塊） 7. 暗黄灰色土 （含、黄色塊） 17. 黒灰色土

4. 黄色粘土 （含、灰） 12. 灰黄色土 （含、炭・黄色塊）

（含、炭• 灰） 8. 灰色 13. 黄色土

第292図竪穴住居52(1/60) 
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

剣、玉類、砥石、土錘等が検出された。甕は完存するものがなく、特に底部の詳細が判然とし

ないことで明確ではないが、傾向として胴部最大径は肩より下にあり、外面調整も縦方向のミ

ガキが省略された1212が見られることで、時期的には下田所段階まで遡らせることはないと

考える。亀川上層の範疇で理解されよう。

竪穴住居52'(第285・292・293図）

2Ba区において北東側を竪穴住居51により切られた状態で全体の約 1/2程度の遺存が確

認された。おもに南西側がよく遺存し、その一辺は最長部分で6.25mを測るものであった。検

出面から床面までの深さ20----30cmを測り、床面からはベッド状の高まり、柱穴、方形土城等の

存在が確認された。ベッドは、南東隅にあって壁体溝に並行する状態で長さ約 2m、幅1.20m、

低位面は約 5cmの比高差をもって見られた。柱穴は、床面上において 2本が、竪穴住居51床下

において 2本が確認された。

いずれも径60cm以上の掘り方

を有するもので、柱穴間の距

離は短辺で2.30m、長辺で

3.20mを測った。これによる

と住居の長辺は 7m前後の規

模が、ひいては長方形の住居

□
日
廿゜ M35 

一゚
2cm 

',_-:'C49 

0 C48~°' 

1249 
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1252 
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I01J11 

第293図竪穴住居52出土遺物 (1/2• 1/3・1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

構造が推測される。方形土城は、住居南東側の一辺に付設された状態で長軸長70cm、幅55cmで

深さ45cmの規模をみせるもので、 これには楕円形の土城が近接して見られたが、性格について

は判然としない。出土遣物としては、甕、高杯、器台の土器の他に不明鉄器、土錘等が検出さ

れた。土器は、竪穴住居51出土のものと比較した場合若干の相違点が見られる。甕は、胴部最

大径がまだ中央部にあり、外面はヘラミガキによる調整が窺えた。時期的には下田所併行段階

とし差支えないものと考える。

竪穴住居53(第285・294・295図、写真図版127)

lBbと2Ba区にかけて所在が確認された住居で、南東コーナー付近で竪穴住居52によっ

て一部が切られた状態で、また平面は海抜3.00mで長軸長3.80m、短軸長3.75mのほぽ方形を

呈する住居として検出された。床面は、検出面から約30cmの比高をもって検出されたが、床面

からは柱穴の存在は精査を行ったにもかかわらず確認出来なかった。わずかに東側壁の一辺中
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1. 茶灰色土

2. 灰黄色士

（含、黄色粘土塊）

3. 暗茶灰色土

4. 暗灰黄色土

5. 暗灰色土

6. 黄灰色土

（含、黄色粘土塊）

7. 炭

第294図 竪穴住居53(1/60) 
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物・
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第295図竪穴住居53出土遺物 (1/4• 1/2• 1/3) 

央部において方形土城が 1基検出されたにすぎない。規模は、

長さ95cm、幅65cm、深さ約20cmを測り、城内北側斜面には拳大

の河原石の集積が認められた。

出土遺物としては、床面および覆土中から壺、甕、高杯、鉢

等の土器と土錘、砥石が確認された。甕は肩の張りと外面ヘラ

ミガキの在り方に竪穴住居51・52に比較して若干の古相を見せ

る。高杯の脚部穿孔数等の在り方には新しい要素を認めるが、

時期的には下田所併行段階に比定されよう。

竪穴住居54(第285·296~289図、写真図版128)

lBbから 2Ba区にかけて所在が確認されたものの、北側

OC50 

—゚ 3cm 

冒言璽'fl
t..............an 

は中世段階の河道によって、また東側の一部は竪穴住居51によって切られた状況で検出された。

検出された住居は、長軸長6.80mを測る平面不整円形が推測されるもので、肩から床面まで

の深さ約30cm を測った。床面からは、壁体溝の他、柱穴•中央施設等の遺存が確認された。

柱穴は、床面の状態があまりいい状態でなかったため明瞭な状態での柱穴の検出はできなか
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3. 足守川矢部南向遺跡

才
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1. 黒灰色士 8. 淡黄灰色士

2. 黒灰色土（含、炭） 9. 灰黄色土

3. 淡灰色土 10. 炭・灰層

4. 暗灰色土 11. 暗灰色土

（含、黄色塊• 炭） （含、黄色粘土塊炭）

5. 黄色土塊 12. 暗灰色士

6 黄色土塊 （含、黄色粘土塊炭）

7. 黄灰色土

C::,・ lm 

第296図竪穴住居54(1 /60• 1/30) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡
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第298図 竪穴住居54出土遺物② (1/2・1/3) 

った。おそらく 6本の主柱穴によって構成された住居と考える。

中央施設は、床面南側に若千はずれた位置におよそ東西方向に主軸をもった長方形土城の存

在が確認された。これは、長軸長1.30m、幅86cm、深さ約10cmを測る土堀内にさらにその中央

やや東寄りに深さ50cm程の土城を有するものである。この断面には、壊底に炭と灰を中心とす

る埋積と上層には黄色粘土塊を含んだ灰色土と炭層の互層が確認された。床面中央部に被熱面

の検出は出米なかったものの、いずれにせよ火所に近接して機能していたことが推察される。

出土遺物には、壺、高杯、鉢、器台等の土器の他、銅鏃、鉄器、土錘、動物形土製品等が検

出された。土器は、いずれも亀川上層段階に比定される特徴を有するものである。したがって

住居の時期は、古墳時代前半に位置づけられよう。 （島崎）

竪穴住居55(第285・299------303図、写真図版128・158・173)

2Bd区に位置し、土城173および試掘坑により一部切られて検出された。平面形態は隅丸

方形を呈し、一部に柱の建て替えおよび床面の拡張がなされている。最終床面をもつ竪穴住居

55Aはほぽ方位に辺を合わし、規模は5.3X5.15mを測りやや東西軸が長く、西壁が東壁に比べ

短い。深さは40cm、床面積22:5ni尺床面の海抜高2.8mを測る。主柱は 4本で柱穴規模は径50------

80cm、深さ60------75cmを測り柱穴間の距離は南北間約2.2mに対し東西間は2.5m前後とやや長い。

なお、南西の柱穴は内側から外側に掘り直されたものと考えられる。床面中央南よりからは東

西に長軸をもつ平面隅丸長方形の中央穴が検出された。長さl.6X推定幅1.2m、深さ65cmを測

る。床面から緩く下がり平面長方形の傾斜変換点付近で僅かに平坦になり、中央が急に落ち込

む状況を呈していた。

一方、床面下からは55Bが検出された。海抜高2.75mを測る床面からは、 55Aとほぽ重複す
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第 2章第 4節古項時代前半の遺構・遺物
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1. 暗茶灰色粘質土 2. 暗黄灰色粘質砂

（混、炭 黄色粘土小塊） 3. 灰黄粘質土（混、炭）

よい

漆-へ憩, 芯涵s!!涛泊[ll>遠涼渇[11>柔H-． t 

1. 茶褐色砂質土 4. 暗茶褐色砂質士 8. 黄褐色粘質土 10. 炭層

2. 暗茶褐色砂質士 （混、黄色粘土小塊） （上面床） 11. 茶灰色粘質士塊

（混、黄色粘土塊炭） 5. 暗黄灰色粘質士 9. 黄褐色粘質土 12. 暗茶灰色粘質土

3. 暗茶褐色砂質土 6. 暗茶褐色砂質士 （上面炭層）

（含、土器多） 7. 暗褐色砂質土

第299図竪穴住居55(1/60) 

る位置に径50cm、深さ約60cmの中央穴が検出され、その北からは幅60cm、推定長 lm程の南北

に浅く凹む部分が確認された。また、床面西部からは壁体溝が一部検出された。

遺物は55Aに伴うものが大半を占め、 55Bからは土器細片が僅かに出土するにとどまった。

-907-



3. 足守川矢部南向遺跡
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第300図竪穴住居55出土遺物① (1/3・1/2) 
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◎ ]  
〇゚
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5 
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55A床面および直上からは 1281~

1290の壺をはじめ甕、高杯、小型鉢

などが出土している。また、覆土中ほ

とんどの層に土器片は包含されていた

が、特に第 2層には多く、住居東部を

中心に土器溜りが形成されており、こ

れら上層およぴ土器溜りからは1291~

1320の壺、甕、高杯、手焙形土器、鉢

などが出土した。なお、板状鉄斧M38

は壁体溝の中から、手鎌M39は覆土上層から、土錘C54----58は土器溜りから出土している。

床面出土の甕1282は口縁が「く」字状に外半し端部を上方に僅かにつまみ出しており、胴部

外面は粗いタタキの後、下半をヘラケズリしている。高杯は平坦な杯部に、斜め外方に直線的

に延びる口縁をもつ1286----1288と、口縁が2段に拡張する1289、杯部が椀状を呈す1290があ

る。なお、裾部の円孔は1286・1288が4か所、 1287・1290が3か所に穿たれている。上層お

よび土器溜り出土の壺1291は胴部外面をタタキの後ハケ調整している。水漉粘土で作られた

壺1295の口縁下端には波状紋の上に円形浮紋が付けられている。壺1296は丹塗りされており、

数条の凹線が巡る。鈍い橙色を呈し不安定な丸底の手焙形士器1302は、粗いタタキおよび押

圧で成形された、胎土も粗いものである。高杯は床面出土と同様3種あるが、確認し得た10数

個の裾部の円孔はいずれも 3か所であった。小型鉢には椀状を呈すものの他、皿状を呈し口縁

端部に面をもつ1319があり、大型鉢1320の体部にはタタキがみられる。

以上、当住居は廃絶期とその後の堆積が認められたが、土器の特徴はいずれも下田所併行期

の範疇に収まるものと考えられる。

-908-



第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居56(第285・304・305図）

2Bb区、竪穴住居55の東に並行し検出された方形の大型住居で、北東部は調査区外に延び

る。また、住居の南部および西部には弥生時代遺構が集中していたため検出は判然とせず、検

出面のから床面までが残りの良いところでも 15cm程であった。規模は一辺7.8m、推定床面積

54面を測る。主柱は 4本で、柱穴間の距離は約 2mを測る。床面西部には壁から約1.2mの位

置にも南北方向に壁体溝が掘られており、住居西辺から南辺には幅90cm余りのベッドの設置が

なされていた可能性が高い。一方、中央穴は径約60cm、深さ30cmを測り、その周囲からは被熱

による焼土面が検出された。

遺物は床面からは高杯1328が出土したのみで、甕、鉢、鈍M40、鉄鏃M41、紡錘車C59な

どは覆土中からのものである。

以上、当住居は土器の特徴から下田所併行期に廃絶したものと考えられる。

1. 茶灰色粘質砂

2. 暗灰色粘質土

3. 灰色粘質士

4. 淡青灰色粘質土

5. 暗灰色粘質土

（含、炭多）

＼
 

ーぐ》

匂—―

員`

第304図竪穴住居56(1/80) 

-912-



--=-〗-〖了~y-
, , M40 M41 

0 3cm 

一
'"●9 

疇《
1322 

□ -~,-, 「ヽ／
. 1324 

1323 

~25~6 

、デ

言三ご_::.-
ー..一

---ーニ.,__ ---- ---". . ::-::_-_ -_:-—;__―ーニ
=-"'" 1327 

10cm 

第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

-0-
四四

C59 

L.........,1Jcm 

1328 

--- -- --—・ニー ムー

一 9ー-----ー＇● ・-.. ―-・ 一..., —=— ー--=-・-・-・・'――→ -= •. ---: ---_ニ-ー・---ーニC'"..
-・:,:a・c= -=- -亀-·~ニ--=・ ~~、
~~ . -

-'"- =で....---" =--~. 
● ,r•'' 

—ー・•—--= . ----・ .. .. -

．． 

―_ 

,... 

-,. 

富-':.:. -=--=:-
" =-·-—-

1330 

1329 

第305図竪穴住居56出土遺物 (1/2• 1 /3• 1 /4) 

竪穴住居57(第285・306---308図、写真図版129)

3Bc区に位置する、平面形態が隅丸方形を呈す、ベッドをもつ住居に拡張建て替えられた

ものである。

57Aの規模は5.13X5 m、床面積22.4m2、深さ25cm、床面の海抜高2.8mを測る。住居西半部

には幅約50cm---1 m、高さ約10cmのベッドが逆「コJ字状に巡る。主柱は 4本で、柱穴間の距

離は2.5m前後を測る。なお、ベッドに接する西側柱穴の柱根位置はいずれも床面端にあたる。

床面中央西寄りからはベッドから延びるl.8Xl.7m、深さ約10cmの不整方形を呈す浅い凹地状

の部分がみられ、底部東寄りから、径約40cm、深さ40cmの中央穴が検出された。また、中央穴

の南から焼土面が確認されている。

57Bは住居北部から削平された壁体溝の痕跡と、柱穴 2個および焼土面を検出した。推定長

-913-



3. 足守川矢部南向遺跡

の

~20an 

1. 茶褐色粘質土

（含、土器多）

2. 暗茶灰色粘質土

（混、炭）

3. 灰色粘質土

4. 暗茶灰色粘質土

（混、黄色粘土小塊• 炭）

o
i
 

5. 茶灰色粘質土

6. 茶灰色粘質土・

黄色粘土塊（薄層状）

7. 暗茶灰色粘質土

Im 

8. 淡茶色粘質土

9. 茶灰色粘質士．

10. 茶灰色粘質土

第306図竪穴住居57(1/60) 

約4.4X4.25m、推定床面積14.3m2-.床面の海抜高2.7mを測る。柱穴間の距離は東西方向が2.2

m前後であるのに対し：，南北方向は1.9m前後とやや短い。なお、北西柱穴は57Aと重複する。

中央穴は57Aのそれの南から一部切られて検出され、その束約 lmからは径40cmに広がる焼土

面を確認している。

遺物は床面および中央穴周辺から 1331·1332·1335~1338·1341~1344·1360·1361 、

中央穴から1340・1345、C60、北東柱穴から1333・1334、南西柱穴から1339が出土してお

り、他は覆土中からのものである。なお、高杯は口縁が直線的に外方に延びるものと椀状を呈

-914-
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第307図竪穴住居57出土遺物① (1/4) 

す 2種あるが、確認し得た裾部の円孔はいずれも 4か所であった。また、住居からは弥生土器

1360~1362が出土しており、特に、長頸壺1360は胴部上半でほぼ水平に打ち欠かれたもので、

床面に接し出土しており、口縁は調査時では欠けていたものの、器台として再利用されていた

可能性を窺わせる。

以上、当住居は土器の特徴から下田所併行期に廃絶したものと考えられる。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第308図 竪穴住居57出土遺物② (1/4• 1/2• 1/3) 
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

竪穴住居58(第285・309・310図）

3Bb区に位置し、住居東半は中世の溝 9に切られ検出された。北東部は後世の地盤のズレ

によって下がっていた。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は長軸5.6m、深さ20cm、床面の海

抜高2.9mを測る。主柱は 4本で、内 2個の柱穴が検出され、柱穴間距離は約2.7mを測る。床

面の周囲には東辺が土城によって一部途切れるものの幅 1----1.4m、高さ約 5cmのベッドが北

～西へと巡っていた。中央穴は径40cm、深さ50cmを測り、下層には多量の炭が堆積していた。

また、中央穴の北からは中央が凹む焼土面が検出されたが、その厚さや形状から単なる暖をと

る施設ではなく：鍛冶施設の可能性を想像させる。さらに、床面東部からは壁に沿って平面長

方形の土城が検出された。 l.2X1 rn、深さ約60cmを測り、土城西部に床面より一段低いやや

平坦な面がある。なお、遺物は出土しなかった。

遺物は床面から1363・1366'"'-'1368が出土しており、他は覆土中からのものである。甕はい

320cm 

攣~三 3 ; 4 

1. 暗茶灰色粘質砂 5. 暗灰色粘質土 0 2m 、
2. 暗灰色粘質土

（混、炭）

3. 灰黒色粘質土

4. 黒灰色粘質土

6. 暗灰色粘質士

（混、黄色粘t小塊）

7. 暗茶灰色粘質砂

（混、黄色粘土小塊）

8. 黒灰色粘質土

9. 灰黒色炭層

第309図竪穴住居58(1/60) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第310図竪穴住居58出土遺物 (1/4)

ずれも拡張する口縁に櫛状工具による沈線が巡り、 1364・1365は肩が張らず、最大径がほぼ

胴中央にある。高杯1366・1367の杯底部は平坦で、口縁部は斜め外方に直線的に延びる。椀

状を呈す高杯1369・1370の脚部は杯部に対して異様に大きい。小型器台1371は外反する口縁

をもち、内面は放射線状にヘラミガキされている。小型鉢1372・1373は外面に指頭圧痕の残

る皿状を呈すもので、 1373は僅かに平底が確認される。以上、当住居は土器の特徴はやや新

しい様相を示すものの、亀川上層併行期に廃絶したものと考えられる。 （江見）

竪穴住居59(第285・ ~11 図），

3Bb区で検出された住居であるが、北西側は地盤沈下等により住居の確認すら容易ではな

い状況にあった。検出されたのは、わずかに東側の一辺のみで、床面についても東側にゆくに

つれて面が段々におちる状況を示し、床面本来の在り方は確認されなかった。

遺物もわずかに高杯と鉢の 2点の土器が出土したのみであった。

時期は、古墳時代前半と考えて差支えないものと考える。 （島崎）
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第2t;'f: 第4節古瑣時代前半の遺構・遺物
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疇;-1. 暗茶灰色土

2. 暗灰黄色土

3. 暗灰色士

1375 

閉cm

。
2m 

第311図 竪穴住居59 (1/60)• 出土遺物 (1/4)

竪穴住居60(第285・312-322図）

3A区と 4A区との境に位置し、竪穴住居59と切り合い関係をもつ。護岸工事による第 1次

調査において、遺構の大部分を調査したが、南コーナ一部分は後年次対応となっている。住居

は海抜2.8mで土器溜りとなっている状態を検出したため、平面での検出を実施した。その結

果、住居廃絶後に投棄された遺物が土器溜りの状態を呈していたことが確認されるとともに、

貼床層除去によって 4回の建て替えを確認することができた。検出された最終時期の住居は長

軸7.2m、短軸5.9mを測り、平面形は不整円形を呈する。住居内には 3本の柱穴、焼土面、壁

体溝が検出され、貼床層は 3面までは確認することができた。 4本柱で構築された竪穴住居で

ある。なお、検出された遺構レベルは海抜2.65mで、床面からの壁高は最も良好な所では約40

cmを測り、壁体溝は幅10.-25cm、深さll-14cmを測る。床面のほぼ中央部の焼土面は長径90cm、

短径65cmの楕円形を呈し、良く焼けていたため炉の機能を持つものと思われる。

遺物は上層、床面に付着する状態のもの、柱穴内、貼床層内出土の 4つに大別されるが、そ

の中でも上層の遺物が最も多い。上層の主な遺物としては、弥生時代後期の士器、古墳時代前

半の土器、古墳時代後半の須恵器とともに土錘、砥石などが出土している。

床面に付着する遺物（床面下層）は甕1442----1444・1446・1448、壺1445・1447・1449-
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3. 足守JII矢部南向遺跡

＼ 
---~-----~/ 

1. 耕作土 11. 黒色土 21. 暗灰黄色粘質士 31. 暗黄灰色土

2. 黄褐色微砂 12. 暗黄灰色粘質土 22. 暗黄灰色土 32. 暗灰色粘質士

3. 灰色微砂 13. 黒黄色粘質士 23. 暗褐色土 33. 暗灰青色土

4. 黒色土 14. 暗灰色粘質土 24. 灰茶褐色土 34. 暗灰色粘質土

5. 暗茶褐色粘質士 15. 黄茶褐色土 25. 黄褐色土 35. 暗灰青色土

6. 黒色士 16. 暗灰黄色土 26. 灰黄色土 36. 黄色粘質士

7. 暗灰色粘質土 17. 暗灰黄色粘質土 27. 暗茶褐色土 37. 暗黄褐色土

8. 暗灰色土 18. 茶褐色土 28. 暗灰色粘質土 38. 灰黄色上

9. 灰黄色粘質士 19. 暗褐色土 29. 灰茶色土 39. 茶灰褐色粘質士

10. 暗黄色土 20. 暗黄灰色土 30. 黄灰色土 40. 灰黄色粘質土

41. 灰黄色粘質土

第312図竪穴住居60① (1/80) 

1451、鉢1452-----1455・1458・1459、小型器台1456・1457・1460・1461、製塩土器中1462

-----1465、土錘C64、砥石S126などがある。甕は口縁部が「く」字に外反し、端部が上方にや
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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第313図 竪穴住居60② (1/60) 

や内傾しながら立上る。端面はヨコナデと櫛描平行沈線がめぐるものがみられる。調整は外面

がナデやハケナデ後にヘラミガキを、内面はヘラケズリ、ヘラケズリと指押え、ハケナデとへ

ラケズリなどがある。壺は小型の壺1445と比較的に大型のものに区分され、複合口縁を呈す

るものがみられる。 1450は口縁部が内傾し、複合口縁を呈し、胎土内には角閃石、雲母が多
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3. 足守川矢部南向迫跡
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第314図竪穴住居60上層出土遺物① (1/4) 

-922-



-·=—· 
一.::;; 二::::— 

一̀― .... 
=os::--

マー・

1390 

1391 

1392 

1393 

ヽ.. 
鳥

1394 

—• ・・・

第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第315図竪穴住居60上層出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

1400 

1406 

ャー

1401 

1402 

1403 

＼ 

二:~,
1404 

1405 

や

1407 

1408 

1409 

1410 

1412 

1413 

1414 

1415 

1411 

第316図 竪穴住居60上層出土遺物③ (1/4) 
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1421 

1424 

く含まれ、色調は橙色である。 1451は複合口

縁を呈し、口縁部の内外画に櫛描波状文が施さ

れている。 1450は四国系、 1451は畿内系の搬

入品と思われる。小型器台は受部中央が脚部へ

貫通するか否かによって区分されるが、いずれ

も出土している。柱穴内からは士器は甕1466・

1473---1476、高杯1467・---1471、小型器台

1472、土製品は土錘C63、石製品は砥石S127

が出土している。甕は口縁部が「く」字状に外

反し、さらに上方に端部が拡張するもの1466・

1473・1474と「<J字状だけ1475・1476のも

のに大別できる。高杯は短脚で、脚柱がやや細

い1470・1471とやや長脚で中太の1468・1469
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第317図 竪穴住居60上層出土遺物④

(1/4• 1/3) 



3. 足守JII矢部南向遺跡
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

がある。貼床層からは高杯1477・1478、甕

1'479が出土している。 1478は短脚で、脚裾部

[〉は「八」字状に大きく開くものである。このよ

うに、竪穴住居60では多量の遺物が出土したが、

廃絶後の土器、床面及び柱穴等の土器からみて、 (0Y~~~ 

本遺構は下田所期の新相の時期に比定されるも S127 C65 

のと思われる。 鳳 や

:-'戸:h :ヽニーニ-< 
1466 

1467 

1468 1469 

~ 
1470 

1473 

1475 

~ 
1471 

1472 

19cm 

第321図 竪穴住居60柱穴および中央穴出土遺物 (1/3• 1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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1478 

第322図 竪穴住居60貼床出土遺物 (1/4)

竪穴住居61 (第285・323----325図）

19cm 

4A区のほぽ中央部に位置し、中世以降の大溝に大部分は切られているが、北部分は調査区

外となる。遺構は海抜2.3mで検出され、平面形は不整円形を呈するが、遺構の規模は不明で

ある。住居内には柱穴 3、中央ピット、壁体溝が検出され、貼床層は 2面確認でき、 1回の建

て替えがなされている。住居の規模は不明であるが、柱穴の配置から主柱は 5本であったと考

えられる。柱穴も切り合い関係が認められることから、建て替えが確認できた。柱穴掘り方は

65X65cm、深さ72cmを測り、比較的に大形である。床面からの壁高は最も良好な所で36cmを測

り、壁体溝は幅15~30cm、深さ 10----12cm を測る。床面のほぼ中央部は長軸2.15m、短軸1.7m 、

深さ22.5cmの浅い二段掘りの凹みとなり、その中央には40X60cm、深さ68cmのピットが存在し

た。ピット内は炭で充填されているが、遺物も含まれている。遺物は主に覆土から出土してい

るが、床面、壁体溝、柱穴等からも出土している。床面からは鉢1480----1482、高杯1488・

1484、石包丁S128が出土している。 1483は杯部が椀形を呈し、脚柱は低脚で、裾部は「八」

字状に大きく開き、円形の穿孔が3か所ある。 1484は脚柱がやや長く、裾部は「八」字に開

き、中太である。胎土はいずれも水漉粘土である。 S128は一部欠損するが、磨製石包丁であ

る。刃部は直線刃で、 2個の紐孔がみられる。壁体溝からはかなりまとまって遺物が出土した

が、廃絶後の遺物と考えられる。遺物は高杯1485.....,1489、鉢1490、製塩土器がある。高杯は

杯部が 3段に拡張し、脚柱は短脚で、裾部が「八」字状に大きく開くものである。なお、裾部

には円形の穿孔が3か所ある。胎土はいずれも水漉粘土である。貼床層内からは甕1492、高

杯1493が出土している。中央ピット内からはミニチュアの壺1494、土錘C66・67が出土して

いる。 1494は水漉粘土を使用している。 C66は重量99g、C67は104.94gを測る。柱穴内か

らは甕、高杯、壺が出土しているが、この柱穴は本遺構に伴わないものである。
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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18 19 17 

1. 黒色土

2. 灰色砂層

3. 黄褐色微砂層

4. 黒色土

5. 灰色土

6. 灰色微砂層

7. 灰色粘質土

8. 灰白色微砂柑

2m 

9. 暗灰色粘質土

10. 暗灰青色粘質士 17. 黄色粘質土 24. 暗黄色粘質土
11. 灰褐色士 18. 暗灰色粘質土 25. 暗黄色土
12. 茶褐色士 19. 赤色粘質土 26. 茶褐色粘質土
13. 暗茶褐色士 20. 暗黄褐色土 27. 暗褐色士
14. 黒色土 21. 暗灰黄色粘質士 28. 暗黄褐色粘質土
15. 暗灰黄色粘質土 22. 暗灰黄色士 29. 黄色粘質土
16. 黒色土 23. 黒色土

第323図竪穴住居61 (1/60) 
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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第324図 竪穴住居61出土遺物① (1/4) 
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

竪穴住居61の時期は、床面出土の遺物からみて、

下田所期～亀川上層期と考えられる。また、廃絶は

壁体溝内出土高杯の形態からみて、下田所～亀川上

層期に廃絶したと考えられる。いずれにせよ、土器

の形態からみて、あまり時期差がない、短期間の使

e
 

|

e

|

 ＇ 用であったと思われる。 （松本）

S 128 

゜一5cffl 

ご
nt.
 

'j血

OC66  ◎ C67 
〇比●一

第325図竪穴住居61出土遺物② (1/4・1/3) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居62(第285・326---328図、巻頭カラー図版、写真図版131)

4Bbから 4Bd区にかけて所在が確認された住居で、当初賂しい土器の溜りとして認識さ

れた。住居としての確認は海抜2.85mにおいてで、隅丸方形を呈する平面形態が認められた。

規模は、東西方向で5.30----5.70m、南北方向で5.50----5.85mを測り、検出面から床面までの深さ
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310cm -—,. 

。

2m 3. 暗灰茶色土 8 黄灰色土 12. 暗灰黄色土

4. 暗灰色土 （含、黄色粘土塊） （含、炭・焼土）

1. 暗灰黄色土 5. 暗灰褐色土 9. 黒色灰 13. 灰黄色土、黄灰色士

（含、多量の土器） 6. 灰黄色士 10. 暗灰黄色土 （含、黄色塊）

2. 暗灰黄色士 7. 灰色土 11. 暗黄灰色土 14. 黄灰色土

第326図竪穴住居62(1/60) 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

約35cmを測るものであった。

床面は、 4本の柱穴と南側柱穴間に所在する中央施設、さらに壁体溝以外はほとんどが平坦

な床面を認識させるものであった。柱は、床面のほぽ中央付近で径40~60cm、深さ 50~60cm規

模の柱穴が芯心距離、東西で2.30-2.SOm、南北で2.10-2.35mを測って位置していた。なかに

は、断面および底部に柱痕を認めるものも見られた。中央施設としては、長軸長1.45m、幅65

cmを測る長楕円形の土城の存在が南側柱穴間中央部に認められ、さらにこの城内中央部にはこ

れに並行した長軸長60cm、幅45cm、深さ約30cm規模の土城の存在が確認された。埋積状況は、

第 9層の灰の堆積を上から包み込むかのような状況で基盤土城の層的な堆積が見られた。周辺

に火所としての被熱面の確認は出来なかったものの火所に関係した性格が窺われよう。

出土遺物としては、住居範囲に符合するかの状況で多羅の土器が一部中央部で床面と接する

状態で溜まりを形成していたが、床面に遺存した遺物としては少量の土器と鉄器2点、管至 2

や

三 三1502 
第327図竪穴住居62出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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 ゜
点、土錘2点等が散見されたにすぎない。

土器には、甕、高杯、鉢等の器種が見られ、型式的には

下田所から亀川上層の範疇で考えられるものである。

住居覆土中に多く見られた土器は、一部床面に接すると

はいえ住居廃絶後の土砂の埋積過程での覆土中に堆積し、

住居の埋没を一層助長させる役割を担った感がつよく、こ

こには直接住居との関係を示唆させる要素は存在しないと

考える。 （島崎）

上層遺物はまず平面的な出土状況の把握のため土器溜りの端から順次検出を行った。結果、

鬱， 0
~cm 

◎ ◎ 

S 129 

-0-

S130 
◎ C68 

0 2cm 一第328図 竪穴住居62出土遺物② (1 /2• 2/3・1 /3) 

全面に赤く発色した高杯類を主体に、予想をはるかに超える贔の土器が隙間なく、折り重なる

ように密に詰まった状態で、足の踏み場

もない状況に至った。

一方、断面から観れば、上層から第 2

層間に第 1層が観察され、新旧差が存在

台

．．
 

讐

z
 

JJ

塩

7
製
ー

鉢

67

表 5.器種別構成表

するようにも見受けられるが、平面的に

は遺物は検出面から間断なく堆積してお

り、断面右に見える士器群は幾つか所在

した部分的な凹みに堆積したものと考え

られる。

遺物は総数1537個体を数え、その77%

にあたる1186個体もの高杯が出土してお

り、甕 165個体 (10.7%)、鉢67個体

(4.3%)、壺53個体 (3.4%)、小型器台30

個体 (1.9%)、ミニチュアおよび製塩土

-936-



第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

第329図 竪穴住居62上層出土遺物① (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第330図 竪穴住居62上層出土遺物② (1/4) 
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第331図 竪穴住居62上層出土遺物③ (1/4) 
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3. 足守川矢祁南向遺跡

器などが続く。

壺は容積的に大型の1505-1525、中型の1526-1540、小型の1541-1549に分けられる。

大型の口縁部形態は直立する頸部から鋭く外反し、端部が肥厚する1505をはじめ、口縁が頸

部から緩く曲線を描きながら外反する1506、甕状を呈す1507、口縁部が斜め外方に直線的に

延びる1512など様々な形態がある中で、最も多くみられたのは1515-1521の口縁部が2重口

縁を呈すものであった。また、土器の調整は1506が内面を下半をヘラケズリ、上半をハケし

1526 
1529 

／
 

1533 

1534 

1528 

や

第332図 竪穴住居62上層出土遺物④ (1/4) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第333図 竪穴住居62上層出土遺物⑤ (1/4) 

ているものの器墜は厚く鈍重な感があるのに対し、 1505は内面に無数ゃ指頭圧が残り、器壁

が薄い繊細な印象を与えるものであった。これと同様に器陛を薄く仕上げているものに1511

および1515-1521の2重口縁壺が含まれる。胴部の形状は1507が中央やや上部に最大径をも

ち、 1512は逆にやや下半に位置するものの、大半は中央に位置し、球形を呈すものが多い。

中型壺は直口壺1529-1535、2重口縁壺1536----...1539などがあり、これらはいずれも水漉粘

上を使用されたものである。他に、 1526・1528があるが上記 2種がほとんどで、直口壺が主

体を占める結果となった。

小型壺は1527・1541-1549などがある。いずれも水漉粘土を使用したもので、壺の小型化

した1541-1544、小型丸底壺1545-1547などがある。なお、 1527は器表面が著しく荒れて

おり、弥生時代の可能性を残す。

甕は165個体出土しており、器種別の比率は口縁端部が拡張し、櫛描平行沈線が施される

1550----...1574が最も多く 147個体、約90%を占めるものであった。他に口縁が「<J字状に屈曲
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3. 足守川矢部南向遺跡

第334図 竪穴住居62上層出土遺物⑥ (1/4) 

-942-



第 2章第4節 古墳時代前半の追構・遺物

1569 

第335図 竪穴住居62上層出土遺物⑦ (1 /4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

し端部を丸く納めている 1580....... 1582や 2重口縁を呈す1576ものなど4個体 (2%)、小型の

甕 1575・1577-----1579など4個体 (2%)、畿内系の甕1585~1592など 8 個体 (5 %)であり、

畿内系の甕は前述の土城72と比較すれば倍近い割合に増えているものの、弥生時代からの系譜

を引く口縁部拡張甕b類の圧倒することが理解された。 b類は口径11.3cm、器高11.6の小型の

ものから、 口径15.8cm、器高25.1cmの大型のものまであり、 口縁部の櫛描平行沈線が浅く、消

えかかっているものも散見された。また、胴部の形態はほぼ中央に最大径をもつものが大半で、

最大径が中央より下がるものは皆無であった。なお、 1577・1578は外面に煤が付着していた

1573 

こ］
~.·~157: ( 

580 

1(},;m 

第336図 竪穴住居62上層出土遺物⑧ (1/4) 
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3. 足守）11矢部南向遺跡

工
1593 

1594 

1595 

1596 

1597 

1598 

1599 

1600 

1601 

第338図竪穴住居62上層出土遺物⑩ (1/4) 

ため甕として扱った。また、畿内系甕には口縁端部を丸く収める

ものと端部を摘み出すものなどがあり、胴部のタタキも 1585-

1587・1591は粗く、 1590・1587は細かいもので、特に1590・

1591は胴部上半を横方向に走るものであった。 1589は河内から

1602 

1604 

1605 

゜
序叩

の搬入と思われる。

小型器台は30個体出土している。口径8.5cm、器高7.5cm~口径10.4cm、器高12.4cmのものまで

あるが、形態はいずれも「ハ」字状の脚部に、斜め外方に延びる口縁をもち、脚中央部 3か所

に円孔を穿つ。

小型 4 k 8 

その他 4

計 163
計 1183

表 6. 甕分類表 表7. 高杯分類表
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第339図竪穴住居62上層出土遺物⑪ (1/4) 

-947-



3. 足守川矢部南向遺跡

第340図 竪穴住居62上層出土遺物⑫ (1/4) 
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第341図竪穴住居62上層出土遺物⑬ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

高杯は長脚1003、短脚183の計1186個体出土した。長脚につく杯は斜め外方に延びる口縁の

b類1606----1 649および2段に延びる口縁の c類1651-1658に、短脚の杯は椀状を呈す a類

1659-1667に限られているため高杯全体の比率は表に示す結果となった。また、口縁形態か

ら割り出した b・C類の個体比は約8.5: 1.5であることから、およそ b類850個体 (72%)、 C

類150個体 (13%)が所在したものと推定される。

b類は1640-1649のような小型のものを含めたが、その量は少なく記載した10個体ほどで

大半は口径20cm前後、器高13-15cm前後を測り、杯内面はほぼ水平で、脚裾部が屈曲して開く

形態をもつものであった。 c類は杯部の段が不明瞭なものが多く、脚部は b類と同様のものが

大半を占めるが、 1651のように段をなすもの、 1652のように脚裾部が極端に屈曲し、狭い端

1658 

第342図 竪穴住居62上層出土遺物⑭ (1/4) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第343図竪穴住居62上層出土遺物⑮ (1/4) 

部径をなすものなどがある。

a類は183個体 (15%)出土しており、 1667のように稜線をもつものはわずかに 2個体のみ

であった。

なお、高杯全体を通して脚裾部の穿孔は1666以外、確認できたものはいずれも 3孔であった。

当上層土器溜りからは前述の土城72同様に手焙形土器1668・1669、ミニチュア土器1670....... 

1681に加え蓋1682なども出土している。 1668は乳褐色を呈し、口径12.6、器高14.5を測る小

型なもので、広い底部と口縁端部を拡張した鉢状の下半に、覆部が足されたもので、覆部端は

外方に拡張され平坦な面をなす。器面は磨滅のため判然としないがナデ仕上げされているよう

で、覆部内面には押圧痕が残り、底部の内面中央は灰色を帯びた部分が認められた。胎土に砂

粒を含む精製された粘土が使用されている。 1669は口径17.5cm、器高16.6cmを測る。上記同様

の作りであるが、水漉粘土が使用されている。

鉢は67個体出土しており、その内小型のもの60個体 (90%)が大半を占め、大型は 5個体

(7 %)で、中型は強いて分ければ1740および1741の2個体であった。小型鉢は弥生時代後期

のボウル状を呈す鉢の系譜を引く a類1683-1718が36個体 (54%) と大半を占め、この中に

-951-



3. 足守川矢部南向遺跡
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第344図 竪穴住居62上層出土遺物⑯ (1/4) 

は口径に対し、器高の高い、やや古い様相を示す1709・1710や、器壁をほぽ均ーにし、下半

をヘラケズリするもの1716-1718などが含まれている。また、 2重口縁状に延びる1719----

1721は口縁部の稜線が不明瞭である。このほか小型のものにはタタキ成形の1728・1729、山

陰系のもの1731が出土している。中型鉢の1741は他に類例をみないものである。乳橙暗褐色

を呈し、口縁部は短く外反気味に立ち上がり、内傾する体部上半から緩く曲線を描きながらボ

ウル状の体部下半に続く。外面には口縁および体部を分ける凹線状の凹みが形成されている。

-952-
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第345図竪穴住居62上層出土遺物⑰ (1/4) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡
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第346図 竪穴住居62上層出土遺物⑱ (1/4) 
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

外面は不明瞭であるが内面はヘラケズリされて

おり、手法・胎土は当地域に該当すると思われ

る。大型鉢の口縁はいずれも 2重口縁壺と同様

の繊細な作りのものであった。

他に製塩土器17個体も出土している。

以上、当住居上層土器の特徴は下田所～亀川

上層併行期に属すものであり、亀川併行期に一

気に排棄されたものと考えられる。 （江見）

大型 5

計 67
表 8. 鉢分類表

1741 

ー7 42 了麟□

。 ゃ

第347図 竪穴住居62上層出土遺物⑲ (1/4) 
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3 . 足守川矢部南向遺跡
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第348図 竪穴住居62上層出土遺物⑳ (1/4) 

竪穴住居63(第285・349-----352図、写真図版132)

1758 

1759 
11;1叩

4Bb区において竪穴住居62に東側の一部が切られ、西南側は調査区外にかかった状態で検

出された。平面の検出は海抜2.85mにおいて、平面遺存部分で一辺5.75mを測る方形プランが

確認された。住居方向は、竪穴住居62 と主軸を同じくするもので、およそ東西• 南北方向を基

調とするものであった。床面が2面存在することで 1回建て替えがあったことが知られた。

竪穴住居63Aは、最初に検出された住居で、平面およそ一辺5.75mを前後する規模を有する

方形住居であった。床面は、検出面から約25cm覆土を掘り下げた地点で確認され、様体溝、柱

穴、中央施設、方形土堀等が検出された。柱穴は、住居のそれぞれのコーナーにおいて壁体か

ら約 lm前後の間隔をおいて 4本の所在が確認された。また、この柱穴間に取り込まれるかの

ように中央施設の一つと考える土城が見られる。位置的には、中央部を避け南側に偏在した在

り方を見せていた。平面規模は、長軸長1.90m、幅80cmを測るもので、この城底ほぽ中央部に

はさらに一段下がる土城の存在が認められた。

出土遺物としては、床面および覆土中から土器と鉄器、土製紡錘車等が確認された。土器に

は、甕、高杯、鉢等が見られた。型式的には、下田所～亀川上層の範疇にあるものと考えられ、

時期的には、古墳時代前半に位置づけられよう。

竪穴住居63Aの床面を約10cm程除去後に壁体溝、柱穴、円形土城等の検出で確認された住居

である。規模は、 63Aの壁体溝よりおよそ60...... SOcm内側で壁体溝が見られ、これによって長軸

長4.15m前後のものが推測される。柱穴は、 4本が63Aの位置とほぽ同地点で検出された。中

央穴についても明瞭な状態での存在は確認されなかったが、 63Aとの重複も十分考えられる。
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遣物
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1. 暗灰橙色士

2. 暗黄灰色土

3. 暗灰黄色土

4. 灰橙色

5. 黄灰色

6. 黒黄色 10. 黒灰色

（含、炭・黄色土塊） （含、炭・灰層）

7. 黄黒色 11. 黄色土

（含、黄色土塊多） （床面）

8. 暗灰色土 12. 黄色土

9. 灰橙色 13. 暗灰色土

第349図竪穴住居63(1/60) 

員

r -

14. 暗灰色土

15. 黄灰色土

（粘土）

16. 暗灰黄色土

17. 暗茶灰色土

（含、焼士）

時期的には土器の遺存が確認されなかったことで判然としないが、およそ63Aとは時間的な差

がなかったものと考える。

竪穴住居64(第285・353・354図）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第351図 竪穴住居63出土遺物① (1/4) 
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第2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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第352図竪穴住居63出土遺物② (1/2・1 /3) 

7Bから 8Bにかけて海抜2.70mで平面が検出された。長軸長5.05

m、短軸長4.40mを測り、平面不整方形を呈する住居である。床面か

らは、ベッド状の高まり、中央穴、方形土城などが検出されたが、柱

ーロ〕
e'Z22Z'C:222Z, 
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第353図竪穴住居64(1/60) 

1. 暗灰橙色

2. 炭層

3. 暗灰色粘土

4. 黒色土

（含、炭・焼土塊）

5. 暗灰色土

（含、黄色粘土塊）

6. 黒灰色士

7. 黒灰色土

（含、黄色粘土塊｝
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第354図 竪穴住居64出土遺物 (1/4• 1/2) 

穴については精査を行ったにも拘らず検出出来なかった。

ベッド状の高まりは、住居の長軸方向中央にl.60~1.80mの幅

で低位面をつくり、さらにその低位面は中央部から北東方向の

方形土城に向けて伸び、平面「T」字状を呈する低位面が形成さ

れていた。南西側に比べて北東側の方がその比高差が大きく、後

者の一部には側板を入れていたであろう溝の遺存が確認された。

方形土城は、北東の一辺中央部壁際に床低位面の中央に位置し、あたかも出入り口に相応し

た在り方を見せるものである。規模は、長軸が85cm、幅65cm、深さ約30cmを測った。中央穴は、

床面「T」字状を呈する低位面のほぼ中央部において径55cm、深さ15cmの規模で見られた。ま

た、中央穴の方形土壊方向の肩には一部被熱面が確認された。

出土遺物としては、壺、甕、鉢等の土器の他に刀子状鉄器が 1点確認されたにすぎない。

時期は、土器が下田所併行と考えられることで古墳時代前半に比定されよう。 （島崎）

竪穴住居65(第~85 .-355 .._ 356図）

9Bb区に位置する、平面形態円形を呈す住居である。なお、住居は一度床面の拡張がなさ

れているが拡張前の65Bについては壁体溝を検出するにとどまった。

65Aの規模は径約 5m、深さ35cm、床面積19.4m2,床面の海抜高2.25mを測る。主柱は 4本

で柱穴間の距離は約2.3mを測る。中央穴は径約40cm、深さ約30cmを測り、埋土には炭を含ん

でいた。中央穴の南には「LJ字状に中央施設が配置され、特に東西部分の長さ約1.9m、幅
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

炭

270cm 

l. 茶灰褐色粘質土

2. 茶灰色粘質土

3. 茶灰掲色粘質微砂

4. 黄灰色粘質土

（混、炭）

5. 茶灰色粘質微砂

6. 黄灰色微砂

（混、炭）

7. 黄灰色粘質土

（混、炭）

9. 灰色粘質土

10. 茶灰色粘質士

11. 淡黄灰色微砂

12. 淡茶灰色粘質微砂

13. 褐灰色微砂

第355図竪穴住居65(1/60) 

幅約60cm、深さ約10cmの部分には底部に炭の堆積が認められた。

遺物は中央施設から作業台と思われる石をはじめ高杯1782・1783が、床面および床面直上

からは高杯1785、甕1781、小型鉢1789などが出土しており、他は覆土からのものである。

高杯の脚柱部は上方に向かい器壁の厚みを増し、 1784の裾部は内溝気味に端部に向かう。

また、小型鉢1789も雑な作りなものの平底を呈すなど、やや古い様相をもつものもみられる

ことから、当住居は下田所併行期に廃絶したものと考えられる。 （江見）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第356図竪穴住居65出土遺物 (1/4)

竪穴住居66(第285・357-361図）

8A区、 9A区の境に位置し、竪穴住居67、68を切る住居である。遣構は海抜2.45mで検出

され、平面形は隅丸方形を呈する竪穴住居である。遺構の規模は長軸5.5m、短軸5.4mを測り、

床面からの壁高は20cmである。支柱穴は 4本検出されており、掘り方は45-75cmで、円形ない

し楕円形を呈し、深さは20-25cmと浅い柱穴である。壁体溝は幅10-20cm、深さ 5-10cmを測

る。遺物は床面上層（覆土）、床面下層（床面付着）、柱穴内、貼床層において出土したが、と

りわけ、住居の北コーナー付近で、床面に付着する状態でかなりの遺物が出土した。上層から

は古墳時代後期の須恵器（杯蓋） 1790・1791、古墳時代前期の甕1792-1796、高杯1797・

1798・1801・1803・1804、鉢1800、ミニチュア土器1799、製塩土器1802、砥石S131が出土

した。下層では甕1805-1818、壺1819、高杯1820 -1 824・1 827 -1 830、製塩土器1825・
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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1. 灰青色粘質微砂上 4. 灰褐色粘質土 7. 暗茶褐色土

2. 灰青色土 5. 茶褐色土 8. 黄茶褐色土 10. 暗褐色土

3. 灰黄色士 6. 黄茶褐色土 9. 暗灰色粘質士 11. 暗褐色土

第357図竪穴住居66(1/60) 

1826、鉢1831・1832が出土した。柱穴内からは甕1833.._, 1836、高杯1837・1838、貼床層から

は高杯1839·1940、甕1841~1844、鉢1845などが出土している。下層（床面付着）遺物に

おける甕の特徴は、口縁部が「く」字状を呈し、さらに上方に拡張するもので、外面には櫛描平

行沈線が施される、いわゆる「吉備甕」であるが、 1818は山陰系の搬入品と考えられるもので

ある。遺構の時期は甕、高杯などの特徴からみて、下田所期に比定されるものと思われる。
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第358図 竪穴住居66上暦出土遺物 (1/4• 1/3) 

-964-



第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第361図 竪穴住居66柱穴および貼床出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居67、68(第285・363・364図）

8A区に位置し、竪穴住居66に切られる状態で

検出され、竪穴住居67は同68を切っている。遺構

は海抜2.05mで検出され、乎面形は67、68とも隅

丸方形を呈するが、規模は不明である。床面から

の壁高はいずれも約20cmで、壁体溝、貼床層は認

められなかった。遺物は竪穴住居67において、床

面に付着する状態で出土した。器種は高杯1846

----1849、鉢1850、甕1851----1859などがみられた。

高杯の杯部は浅い受部から外に大きく開く口縁部

をもち、脚柱は長く、裾部は「八」字に開く。鉢

は口縁部が複合口縁を呈し、胴部に穿孔が 1か所

ある。甕は口縁端面に櫛描平行沈線がめぐり、底

部が丸底となっている。時期はこれらの遺物から

みて、下田所期の遺構と考えられる。 （松本）

第362図竪穴住居67 (右）• 68 (左） (1/60) 

260cm 

””三戸三巧9グ 9

1. 暗褐色土

2. 暗黄褐色土

。
. 2m 

1847 1848 

1846 

~849 

O-
10cm 

1850 

第363図竪穴住居67出土遺物① (1/4) 
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

1851 

1856 

1852 

1857 

1853 

1854 1858 

~ し三：
1859 

!Dan 

1855 

第364図竪穴住居67出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

(2) 土壌

土塙95(第285・365図）

lBb区に所在が確認された土城であるが、地点が調査区境とあって側溝によりほとんどが

切られ、わずかに平面および断面の状況が確認されたにすぎない。平面不整方形で検出面から

の深さ約73cmを呈する。

~·(、\ ---,、｝＿
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1
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1. 茶灰色砂 3. 灰色土

2. 暗灰黄色土 4. 茶灰色土

（混、黄色粘土） 5. 灰色土

6. 黄色粘土

第365図 土壌95(1/30) ・出土遺物 (1/4)

時期は、出土した甕、高杯、特に高杯は脚柱部の状況から

古墳時代前半のなかでも古く、下田所併行段階に比定される

ものである。

｀ 
L..... ,___.:3an 

第366図 土壌96(1/30) ・出土遺物 (1/4)

や

土壊96(第285・366図）

2Ac区において竪穴住居51

の東約50cmに隣接した状態で検

出された楕円形を呈する土城で

ある。堀内からは、土師器鉢が

1個体に近い状態で確認された。

時期は、古墳時代前半に比定

されよう。 （島崎）
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第2章第 4節 古墳時代前半の遺構・遺物

土壊97(第285・367園）

2Bd区、竪穴住居55に切られ検出された平面楕円形の土城で、 1.2mX 58cm、深さ55cmを

測る。遺物は第 1層から甕、高杯の破片が出土した。 1864は口縁に櫛描沈線を施し、 1865は

胴部外面タタキ、内面ヘラケズリしており、これら土器の特徴は古墳時代前半を示す。（江見）

寧

1. 暗茶褐色砂質土

（含、土器多）

2. 茶灰粘質砂

（混、黄色粘上小塊）

3. 黄灰色粘質砂

。
第368図土壊98(1/30) 
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第367図土塘97(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

土墳98(第285・368・369図）

4Bc区において検出された土城である。平面隅丸長方形を呈し、検出面から城底までの深

さ約10cmと比較的浅いものであったが、城内には高杯を中心に比較的土器の遺存が多く確認さ

1871 

1870 

第369図土壊98出土遺物 (1/4)

れた。高杯は、口縁部に有段の1872・1873・1874と無段の1869・1870の2者が見られたが、

脚柱部はいずれも中空で、しかも脚屈曲部に穿たれた孔は 3方向と型式的に亀川上層段階に比

定されるものである。

疇
-- MQ皿

疇
0 50cm 一第370図土壊99(1/30) 

土壊99(第285・370----372図）

4Bc区で土城98の南東約 2mの近接した地点で、海抜3.05

mにおいて検出された。平面楕円形を呈し、長軸長60cm、幅53

cm、検出面から城底までの深さ約10cmの規模を測る。城内には

長さ7.0-8.5cm、径2.5-3.5cmの円柱状で中心が中空状態の土錘

が集中して遺存しているのが確認された。土錘の総数は約34点

を数えたが、状況として 2-3の土錘の並びはあったとしても

全体としてそれらが紐もしくは網等により繋がった形跡は認め

られなかった。

時期は、土錘の型式により亀川上層併行と考える。
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第 2~第4節古墳時代前半の遺構・遺物

◎ C75 ◎ C76 0 C77 0 C78 ◎ C79 

◎ CBO ◎ CB1 ◎ C82 ◎ C83°CB4  

◎ C85 ◎ ~86 0 C87 0 C88 0 C89 ◎，。

—an 

第371図土壌99出土遺物① (1/3) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

0 C91 0 C92 0 C93 0 C94 0 C~ 

◎ C96 ◎ C97 0 C98 ◎ C99 0 C100 

◎ C101 0 C102 ◎ C103 ◎ C104 

L.., ____Jcm 

第372図土壊99出土遺物② (1/3) 
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物

土壌100(第285・373図）

4 B c区において先述の土城99と同じく海抜3.05m付近で検出された土城である。土城は、

南側が調査区外にかかっていたため全体についての詳細は判然としないが、およそ平面形も方

形に近い状態であったものと推測された。壊内には北西隅に土器、土錘等の一括遺存が見られ

た。また、城内埋積土中には黄色粘土塊が約20cm近い厚さを見せていた。

土器には、高杯、鉢、小型器台等が散見された。これによると土城の時期は、古墳時代前半・

と考えられる。

~ 
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第373回土壊100 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

土壊101 (第285・374図）

土城100の北東約 lmと近接して所在が確認された。長軸長83cm、幅70cmの規模を測り、平

面不整方形である。検出面からの深さ中心部で約30cmを測り、城内からは小片ながら土器の遺

向口寧，
 

｛

187 

ペ

-78―ニ二戸

8
 

ー

>/

n
t
 

m
 

1
i
 

1. 茶灰色土 2. 灰茶色士

1883 

閉血

第374図 土壌101 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

310cm 

＇ ／ 

-', ~ 
0 lm 

1. 暗灰色土 3. 暗灰黄色土

2. 淡灰茶色士 （混、黄色粘土塊）

第375図土壊102(1/30) 

存が確認された。

土器には、甕、高杯、鉢等の器種が散

見された。時期的には、高杯1879・

1880、小型器台1881が該当するものと

考えられる。いずれも古墳時代前半に位

置づけられよう。

土壊102(第285・375・376図）

4B区で竪穴住居63の北約 3mの地点

に所在が確認された。平面検出面は、海

抜3.05m付近であった。規模は、長軸長

1.66m、幅1.26m、検出面からの深さ約35

cmを測った。堀内からは、中心西側に偏

在した状況で土器の遺存が検出された。

土器は、甕、高杯でなかでも高杯には

1点脚部に 4方向の穿孔が見られる 1889
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第 2章第4節 古墳時代前半の遺構・遺物
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第376図土壌102出土遺物 (1/4)

もあり、型式的には下田所併行に比定されるものである。

土墳103(第285・377図）

4Bb区、竪穴住居62の北に位置する平面不整長方形を呈す土城で、中世の土城墓 5に一部

（島崎）

切られている。規模は1.34mX9lcm、深さ13cmを測る。埋土は茶褐色砂質土で中から高杯およ

び鼓形器台が出土した。 1890の円孔は 3個穿っており、 1891は口縁端部に面をもち、口縁下

端、頸部との境が不明瞭である。亀川上層併行

期のものであろう。 （江見）
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第377図土壌103(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

土環104(第285・378図）

4Ba区において海抜3.05m付近で所在が確認された。平面規模は、長軸長90cm、幅70cmで

検出面からの深さ約10cmを測るもので、平面楕円形を呈する。城内には土器片に混じって10-----

15cm大の川原石が断面浅い皿状を呈する面に立った状態で遺存しているのが確認された。

土器は、時期的に見て古いものも多く含まれるが甕1893、鉢1896が土城の時期を示すと考

える。鉢は、内・外面に押圧痕を残すもので底部には状況から焼成江によると考える穿孔が 1

か所見られた。時期は、判然としないがオノ町もしくは下田所併行と考える。 （島崎）

I - _1年

O_r-- / 

1895 

， lm 
1893 

I 

>) 土~1894 Q 
1Qan 

第378図 土壊104(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第379図 土壌105(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

土濃105図（第285・379図、写真図版133)

4Ad区、竪穴住居61の南に接して検出された平面不

整円形の土城である。規模は70X65cm、深さ18cmを測り

土城内から主に高杯が折り重なるような状況で出土し

た。高杯は脚部が長短の 2種が出土しており、甕はいず

れも口縁拡張面に櫛描沈線が巡るものである。他に製塩

土器1902も出土しており、これらの土器は下田所併行

期のものであろう。

土塘106図（第285・380図）
cm 

5Ba区、竪穴住居62の東に位置する平面不整円形の ， 土城である。規模は約1.2mX86cm、深さ22cmを測る。

遺物は主に土城北部の壁から底部にかけて、礫とともに

゜
1m 

破損した土器が投げ込まれた状態で出土した。

1903 塁~
1908 

1905 

1910 

こ 口ー 1907

序m

第380図 土城106(1/30) ・出土遺物 (1/4)

-979-



3. 足守川矢部南向遺跡

1 
羞三〗

土器には直口壺、甕、高杯、小型鉢などがあり、

甕を除きいずれも水漉粘土で作られていた。 1903の

口縁は内湾気味に立ち上がり、端部に浅い沈線が巡

る。 1905の口縁は先に向かい厚みを減じており、端

部は丸く収めている。最大径が胴部上半に位置し、

高杯1910もやや古い様相を呈す。これらの土器は下

田所併行期のものと考えられる。

。
1m 

二.・・. ,;,/ -< 

1911 

序cm

1913 

第381図 土壊107(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第382図土器溜り 1出土遺物 (1/4)
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第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物

土堀107(第285・381図）

5Bb区の南方に位置し、上部を中世溝で削平を受けて検出された平面楕円形の土城である。

規模は推定約 lmX約65cm、深さ10cmを測り、断面皿状を呈す。埋士が暗褐色粘質土の土城内

からは小礫とともに破損した状態の土器が出土した。甕の口縁拡張面は内傾し立ち上がり、高

杯の杯部はやや深く、裾部の円孔は 4個と想定され、土器の特徴は下田所併行期のものと考え

られる。

(3) 土器溜り

当遺跡から土器溜りは10数か所確認しており、

その内のいくつかは竪穴住居あるいは士城の項で

も記載してきた。ここでは搬入土器を伴った溜り

のみ取り上げた。

土器溜り 1(第285・382図）

8 B c区、竪穴住居64の南方に位置する。径

1.8 x 80cm、深さ10cm余りの小規模なものである。

（江見）
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第383図土器溜り 2 出土遺物 (1/2• 1/3• 1/4) 
1921 
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3. 足守川矢部南向遺跡

甕、高杯の特徴から亀川上層併行期と考えられる土器に伴って壺1914が出土している。灰白

色を呈し、口縁部が「く」字の複合口縁で、端部は面をもつ。内傾する拡張部には横方向に部

分的にヘラミガキが確認され、口縁下端から頸部にかけてハケ調整が施されており、瀬戸内西

部からの搬入と思われる。また、高杯1918は胎土に砂粒を含む。形態的には古い様相を窺わ

せるが、脚裾中位に巡る段は低く、全体に稚拙で退化した状況を示していることから、当時期

との隔たりはあまりないものと考える。

土器溜り 2 (第285・383図）

7Ba区、竪穴住居24の上層から検出された径約1.5mX 1 m、深さ約10cmを測る土器溜り

で、亀川上層 (1293-1296)-----大溝上層 (1920-1922)併行期と思われる土器が出土した。

1920は全体に鈍重な印象を与える器壁の厚いもので、直立する口縁拡張部に、胴部は球形を

なす。胴部内面下半にヘラケズリが認められ、上半は指による押圧ナデで仕上げられている。

県北部のものであろうか。 1921は肩に張りのない胴部をもつ壺で、口縁部および胴部外面に

粗いハケ調整痕が明瞭に残り、胴部内面は押圧ナデで仕上げている。 1925は胴部外面をタタ

キの後ハケ調整を施し、内面は下半は不明であるが、上端付近はハケ調整される。 （江見）

(4) 包含層遺物（第384------388図、写真図版170・173)

玉類は遺跡全体から44点出土しており、その内訳は石製の勾玉 5点、管玉15点、臼玉 5点、

土製の勾至 2点、土玉 9点、ガラス小玉 8点である。第384図では包含層出土のガラスおよび

石製のものを記載した。
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0 2cm 一

第384図 包含層出土遺物① (2/3) 

金属器類は鉄製品および

青銅製品が出土している。

鉄製品は鋤先 l点、手鎌 2

点、斧 l点、鈍22点、剣 l

点、刀子 5点、鏃8点、不

明鉄製品11点など、弥生時

代後期～当時期にいたるま

での総数50点を数え、他の

同時代の集落跡と比較し、

調査面積の割合からも前章

の加茂B遺跡と同様出土比

率は異常に高い。一方、青

銅製品においても弥生時代

後期後半の小銅鐸 1点をは

-982-



第 2章第4節古墳時代前半の遺構・遺物
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第385図包含層出土遺物② (1/2) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

じめ、鏡片 2点、鏃 5点など、当刻期まで計 8点が出土しており、これら各遺構出土の青銅器

および包含層出土のM48-50については、後章で分析・検討が加えられている。

線刻土器は第386図以外にも数例出土しているが、水漉粘土で作られた 3点にとどめた。

1927は内面上端部にヘラミガキ痕が認められることから高杯の裾部と判断されたもので、上

下に 3本の直線を引き、その間を綾杉紋を配し、下段の綾杉紋の横には円および円弧を描いて

いる。また、下方には円弧とは別の短い直線が3本の平行線と交差するように描かれている。

1928は高杯あるいは直口壺の口縁と考えられるもので、内外面に平行線を引き、その幅約 7

mmの間に斜めに線を入れており、外面の下端にも一部確認している。また、口縁下端の内外面

には細くて浅い線が部分的に認められた。 1929は平面が方形を呈すもので、立ち上がった口

縁部内面には斜めに、外面には斜格子に前面から側面に引き続いて描かれている。

土製品は大半が土錘が占め、中でも C121-131のように円筒形を呈すものは遺構出土を含

めると90個余りが出土しており、他の形態の土錘とは格段の差がある。

一方、土錘以外に鏡のミニチュア C113、動物形c114........ 111、土玉C118・119、舟のミニ

チュア C120などの土製品が出土している。表面採集の C117を除き、 3........ 5 B区から主に出

土している。なお、 C113は3Ba区の土城72付近から出土したもので、胎土には砂粒が混じ

る。凸面を呈し、紐部分は欠損しているが孔を開けてはなかったようである。また、 C120は

竪穴住居62の近くの 4Ba区から出土した。水漉粘土で作られた舟のミニチュアと推定したも

ので、紬先部分にあたる。 ・
（江見）
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第386図 包含層出土遺物③ (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第388図包含層出土遺物⑤ (1/3) 
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第2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

第 5節古墳時代後半～古代の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居69(第389-----392図、写真図版134)

2Bb区において海抜3.40mで検出された。後世の土地変革によって住居の上位ほとんどが

削平を受け、遺存して検出されたのは検出面からわずかに 5cm程度であった。

住居は、長軸長4.45m、幅3.70mの平面不整長方形を呈するもので、長軸方向の北西側一辺

中央部には造り付けの寵が見られた。そしてその中央には被熱面と使用時を初彿とさせる士師

1. 焼土

2. 淡灰色粘質士

3. 灰色砂

鼻, 

如

。
m 

第390図竪穴住居69(1/60) 
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3. 足守）11矢部南向遺筋

／
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第391図 竪穴住居69出土遺物① (1/4• 1/3) 

曇36

゜一
3cm 

器の甕1931の遣存が確認された。

床面からは、壁体溝が判然としないものの検出された程度

で、その他柱穴等の検出は出来なかった。床面からは、わず

かに須恵器、土師器、鉄滓、輛羽口等遺物の遺存が散見され

た程度であった。鉄滓と羽口の出土は、この住居が鉄器製作

に何等かの状態で関係していたことを示唆させるものである。

時期は、須恵器がおよそ 6世紀前半の範疇で理解されることで、同時期に比定して差支えな
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1941 

Wern 

第392図竪穴住居69出土遺物② (1/4) 

いものと考える。

竪穴住居70(第389・393------395図）

5Baと5Bcの両調査区に跨がった状態で検出された住居であるが、竪穴住居69同様に後

世の土地変革によって上部構造の大部分が削平を受け、結果的に検出されたのは床面と検出面

との比高が最深部でわずかに約10cm程度の遺存状況にすぎなかった。平面的には、北西方向の

コーナーで一部未検出部分があるもののおよそ長軸長8.30m、短軸長7.10mと比較的規模の大

きな不整長方形を呈する住居であった。床面からは、壁体溝の一部と柱穴、さらに住居北壁中

央部付近の床面において直径約 1rnの規模の被熱面が検出された。壁体溝は、部分的に存在を

認定した箇所もあったが、全体的に明瞭な状態での遺存は確認出来なかった。土層断面で確認

されても平面での検出ができない部分が相当見受けられた。柱穴は、径40cm前後のものが4本

住居中央部分でそれぞれに芯心距離3.50mをもって、深さ約60cm程の掘り方が見られ、南東部

に位置した一本の柱穴からは須恵器の杯身、杯蓋のまとまっての遺存が確認された。被熱面は、

当初上部構造が遺存しないことで判然としなかったが、住居の時期と所在位置等から勘案して

本来的には籠が造り付けられていた箇所であることが想起された。

出土遺物としては、当初この住居が竪穴住居として認識されない調脊段階において比較的多

くの須恵器の出土が確認された。その後調査の進展に伴って竪穴住居の認識がなされ、その段
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3. 足守川矢部南向遺跡

一三〕一

~ 
.0 50叩一

階でそれまで出土していた多くの須恵器が住居に伴っていたこ

とが判明したのである。したがって、共伴が認定された須恵器

の大部分は覆土中からの出土で、直接床面に伴った遺物として

確認されたのは把手付鉢1971の 1点と柱穴内に遺存が確認され

た杯蓋1942・1947、杯身1957の3点にすぎなかった。覆土中か

ら出土したと考えられる遺物はすべて須恵器で、器種としては

杯身、杯蓋、高杯、臨、壺、甕、把手付鉢、甑、横瓶等が確認

された。なかでも把手付鉢1970・1971の存在と高杯1959は、朝

鮮系の器種として、また胎土的に注目される土器といえる。

時期は、およそ 6世紀前半の範疇で考えられよう。 （島崎）
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第393図竪穴住居70(1/30・1/80) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

1970 

閉cm

第395図竪穴住居70出土遺物② (1/4) 

竪穴住居71 (第389・396図）

8B区の中央北寄りに位置し、東部および南部を掘立柱建物 4・5に一部切られて検出され

た、平面形態長方形の住居である。規模は4.05X3.46m、深さ約10cmで床面に達し、床面積推

定13.2rn2,床面の海抜高2.6mを測る。長軸は東西方向に向き、やや西に振る。火災を受けたた

めか、第2層には炭が多く含まれ、床面北部からは焼土面が検出された。柱穴は確認されなか

ったが、北壁の東寄りからは寵が検出された。鼈の遺存度は悪く上部は削平されていたが、底

部の焼土面中央には高杯1976が支柱として伏せられた状態で出土しており、その上部周辺に
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第 2章第 5節古墳時代後半～古代の遺構・遺物

は甕1978の破片が散在し

ていた。覆土からは須恵

器杯蓋1972~1-974、広口

壺1975、土師器甕1977、

ミニチュア壺1979など

が出士した。杯蓋はいず

れも口縁端部の内側に稜

線が走り、やや長胴の甕

1978の内面はヘラケズリ

もみられるが、指頭圧に

よる凹凸が顕著である。

以上、当住居は土器の

特徴から、 6世紀初頭に

は火災により焼失したも

のと考えられる。

c
uト
・ m

 
2
i
 1. 淡茶褐色粘質砂 2. 暗茶褐色粘質砂 3. 灰茶褐色粘質土

（含、炭多）

二 1972 CID),979) 

二 1973

二こ

や

1976 

フー， 7 7 

1978 

第396図 竪穴住居71 (1/60) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

竪穴住居72(第389・397・398図、写真図版166)

竪穴住居71の南に並行する位置から検出された平面形態隅丸長方形を呈すと推定される住居

で、掘立柱建物 4---6・ 溝33に部分的に、南東部は新矢部橋によって切られている。規模は東

西方向6.lm、深さ25cmを測る。支柱は 4本で柱穴間の距離は東西約3.3m、南北約2.5mを測る。

北壁中央からは寵が検出された。寵は内径約80cmを測り、煙道に続く北側は住居北壁ラインよ

り僅かに突出する。底部西寄りに

—一~
-~------,---~- は明瞭な被熱面が残り、その東か

ら出土した土師器甕1981は鼈壁

崩壊後に横転したものと思われ

る。遺物は他に覆土から須恵器杯

身1980、土師器甑1982が出土し

ており、土器の特徴から、当住居

は6世紀の後半には廃絶したもの

と考えられる。

ュ・-

／ 

I' --
I 

＼ 
竪穴住居73(第389・399図）

竪穴住居72の北に並行して検出

された平面形態隅丸方形の住居で

あるが、土城109および新矢部橋

に大半を切られ、僅かに壁体溝の

みを検出したものである。検出面か

らの深さ 15cm、床面の海抜高2.5

mを測る。僅かに出土した遺物か

ら、当住居は 6世紀後半には廃絶

したものと考えられる。 （江見）

A ..IL 12 3..1!! 転

亨 企停心 1. 灰茶色粘質土 3. 暗灰茶色粘質土 5. 焼土（橙色）

2. 暗灰色粘質土 （含、炭・焼土粒多） 6. 焼土（赤色）

4. 暗灰色粘質士 7. 黄褐色粘質士

軍 （含、炭・焼土粒多） 8. 茶灰褐色粘質土

0 2m 1. 灰茶色粘質土

2. 灰茶褐色粘質土

第397図竪穴住居72(1/60) 

-996-



第2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

文□三--.:=_?7 
＼ 

¥1{" 1`f怜¥(＂ ＼ 

1980 

亨--\~ '.'i 

r. J・刈1 

mヽ

)¥ 駁贔t必i~ ., 
し

r 
゜ 1~,;m 

1981 
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第399図竪穴住居73(1/60) 

゜
2m ・出土遺物 (1/4)

竪穴住居74(第389・400図）

9B調査区の橋脚南西部において直線的な肩の一部と橋脚側断面においてその存在が確認さ

れた住居である。床面をはじめとする住居施設がまったく確認できず、わずかに断片的で不明

確ながら一辺4.30mの規模で、平面が方形を呈していたものと推測されたにすぎない。

出土遺物としては、土器の遺存はまったく確認されず、鉄器4点の検出がなされた。鉄器は、
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第400図 竪穴住居74(1/60) ・出土遺物 (1/2) 

直刀M61、鏃M62の2点については器種の確認は比較的容易であった。一方、 M63、M64に

ついては一般的にその類例は見られず、最近では鍛冶遺構に伴って検出される中にしばしばこ

れを確認することがある。いずれも端部に盤によると考えられる裁断痕跡を有するものである。

時期は、状況から古墳時代後半期の範疇に属すものと考えられる。

竪穴住居75(第389・401図）

（島崎）

9B区の中央北寄りに位置する乎面形態方形を呈す住居で、掘立柱建物 8および溝36に切ら

-998-



第 2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

れ、北半は調査区外に延びる。南北

方向5.6mを測り、検出面からの深

さは約 5cm、床面の海抜高2.5mを

測る。唯一検出された柱穴位置から

主柱は 4本と推定される。遺物は覆

土から平瓶および杯身、杯蓋が出土

しており、これらの特徴から、当住

居は 7世紀初頭には廃絶したものと

考えられる。

竪穴住居76(第389・402固、写真

図版134・172・173)

9B区の東端に位置する平面形態

方形を呈す住居で、溝 6を切り、住

居東部は溝37に切られるとともにそ

の南側は調査区外に延びている。南

北は4.72mを測る。検出面から床面

までは約 5cmと浅く、床面の海抜高

は2.5mを測る。壁に沿う壁体溝は

明瞭であったが、柱穴は確認されな

かった。床面中央には径 lm余りの

炉状を呈す被熱面が検出され、特に

80X65cmの範囲は硬く、その中央に

は径約30cm、深さ数cmの凹みがみら

れた。しかしながら、中には暗灰色

の粘質土が堆積していたのみで、遺

物は皆無であった。一方、床面から

は鋤先M68および鉄滓が、覆土か

ら耳環、鉄鏃、袋状鉄斧などが出土

したが、土器は皆無であった。

以上、当住居は古墳時代後半以降

に廃絶した、工房的な役割を果たし

た建物と考える。 （江見）
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第401図竪穴住居75(1/60)• 出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

(2) 掘立柱建物

掘立柱建物 3 （第389・403図）

7B区のほぽ中央部において海抜2.80mで検出された方形の掘り方をもった柱穴4本で構成

された建物である。建物規模としては、 1間X 1 間と構造的には単調であるが、桁行3_35~

3.65m、梁行3.40......,3.45mに窺われる規模の大きさは通常みられる同規模の掘立柱建物のなか

にあっては例外といえよう。

また、 この建物の主軸の延長

線上約1.20mには、長軸長

1.00m、幅90cm、深さ約80cm

の規模の方形土城が建物のそ

れぞれの柱穴掘り方方向に平

行した状態で所在するのが確

認された。隣接して同様の遺

構の所在が認められなく、検

出面、柱穴および土城内での

土砂の埋積状況が酷似する点

において両者は本来共存して

いたものと推測された。

時期的には、遺物がみられ

なかったことで判然としない

が、柱穴の掘り方が方形を基

調とし、周辺に同様な掘立柱

建物群が多く所在することで

古代の範疇に属するものと考

える。 （島崎）

掘立柱建物 4・5

（第389・404図、写真図版135)

8B区に位置する桁行 2間

A ＼ 
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ーロ
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9

第403図
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掘立柱建物 3

|山

1. 黄灰色土

2. 灰黄色粘質土

3. 灰黄色士

4. 暗灰黄色粘質士

5. 茶灰色土（砂）

6. 茶灰色土

7. 黄灰色士

8. 灰黄色土

9. 淡黄灰色砂質士

(1/80) 

以上x梁間 2間の建て替えがなされた南北棟建物で、掘立柱建物 6、竪穴住居72などを切って

いる。掘立柱建物 4は建て替えられた建物で、主軸はほぼ真北に向き、桁行4.4m以上、梁閻

4.63mを測る。柱穴の掘り方は方形を意識しているようであるが、やや丸いものもあり、径85

cm~lm、深さ30~7ocmを測る。また、これら柱穴には柱根および柱痕跡が残っており、建物
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第2章第 5節古墳時代後半～古代の遺構・遺物

は径約20cmの丸太材で建てられていたことが明らかになった。遺物は北東の柱穴から釘と思わ

れるM69が出土するのみで、土器は皆無であった。

一方、掘立柱建物 5の主軸は掘立柱建物4より東に約10゚ 振り、南西隅の柱穴は共有してい

たようである。桁行4.3m以上、梁間約4.9mを測りやや前者に比べ梁間が長いが、柱根位置で

はほとんど差違はない。柱穴の形状・規模においてもほぽ同様で、遺物は皆無であった。

以上、 2棟の掘立柱建物は、遺構の切り合い関係から竪穴住居72よりも新しく、また、当掘

立柱建物の西方約50mからは有機的な関係が想定される溝 2が検出されており、その遺物の示

す年代観は 6世紀末から 7冊紀代であることから、これとあまり時期を隔てず建てられたもの

と推定される。

掘立柱建物 6 (第389・405図、写真図版135・136)

掘立柱建物 4・5の南に位置し、これに切られ、竪穴住居72を切った状態で検出された桁行

3間x梁間 2間の東西棟建物である。桁行4.09m、梁間3.45mを測る。柱穴の掘り方は円形で

径約60cm、深さ40----50cmを測る。柱根位置はほぼ軸線上に乗るものの、桁行北側中央の 2柱穴

はやや南にずれる。桁行の柱穴間はl.19----l.65m、梁間のそれはl.67----l.78mを測る。

以上、当掘立柱建物は遺構の切り合い関係から 7世紀前半には廃絶したものと考えられると

讐

~ 

第405図掘立柱建物 6 (1/80) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

い三
ニ贔
5

1. 茶灰色土

2. 黄・茶色粘質土滉

3. 黄色砂質土

4. 茶灰色土

第406図 掘立柱建物 7 (1/80) 

ともに、当掘立柱建物の西方数mには棟とほぼ同様

の方向に流走する溝3・4が検出されており、有機

的な関係が示唆される。

掘立柱建物 7

（江見）

（第389・406図）

9Ba区の橋脚北束部において検出された。建物

の本体は北東部調査区外に所在し、調査区内では 2

本の方形を呈する柱穴が、柱痕間の距離2.05mを計

測して確認された。時期は、土器が認められなかっ

たことで判然としないが、古代に比定して差し支え

ないであろう。

掘立柱建物 8

（島崎）

（第389・407図、写真図版137)

9B区に位置する桁行 2間?x梁間 2間の東西棟

建物で、竪穴住居75を切っており、さらに北東柱穴は調査区外に延びる。桁行3.9m、梁間3.8

mを測るほぽ方形を呈す建物で、総柱の倉庫も想定したが中央からの柱穴は確認されなかった。

柱穴間の距離は梁間西側が半分の1.9

mを測るのに対し東側は1.5mとやや

不均等で、桁行においても北側はほぽ

均等な柱穴間距離が推定されるが、南

061 〗
ーi
i
ー
ロ
一.. ~
 

炉

ー
◎ 

側においては50cmの差がある。柱穴は

不整ながら円形を呈し、埋土および形

態から建物を想定したが、桁行は数間

広がる可能性もあ

□
[
 

2208 

?m 

第407図 掘立柱建物 8 (1/80) 

る。なお、遺物は

皆無であった。

以上、当建物は

遺構の切り合いか

ら7世紀以降に建

てられたもので、

掘立柱建物 6とほ

ぽ同じ棟方向で、

示唆的である。

（江見）
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量
第408図

掘立柱建物 9

◎
 ..

 ,
~
~
1
9
5

ー
※
 

(1/80) ・出土遺物 (1/2)

（第389・408図、写真図版137)

9B調査区において溝 5・6の埋没後、 これを切った状態で検出さ

れた建物である。柱穴の掘り方は、いずれも方形を基調としたもので、

底部に柱痕跡の遺存が多く認められた。ただし、検出面から底部まで

の深さは20~4ocm と浅く、相当上面が削平を受けたことが窺われる。

規模は、 2間X2間の総柱の掘立柱建物で、性格的には倉庫と考える。

IIDI' 
-~ 

M70 

0 3cm 

一時期は、土器の出土が見られなかったことで明瞭ではないが、柱穴掘り方が方形にあること

で、およそ古代の範晦に属するものとして差し支えないと考える。

掘立柱建物10(第389・409図）

（島崎）

8A区、 9A区の境で検出した 2間X2間以上の総柱の掘立柱建物である。棟方向はN6° 

Wで、桁行は440cm(柱間距離220cm)、梁間420cm(柱間距離210cm)で、床面積は18.48面以上

である。柱穴掘り方はほば方形で、 1 辺が55-75cmを測り、直径21~24cmの柱痕跡がすべてに

認められた。柱穴の深さは、検出面から35---....sscmを測る。

遺物は柱穴内に細片ではあるが、古墳時代後期の須恵器、土師器が出土している。 8B区、

9B区で検出された掘立柱建物 4-----9などと同規模である。掘立柱建物4とは同一の棟方向で

あり同時期の遺構とも推察されるが、 7世紀前半頃の溝 7、溝 8A・Bの検出時において、大
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3. 足守川矢部南向遺跡

形の掘り方をもつ柱穴が確認されていなかったことからみて、この時期よりも年代が遡るもの

と思われ、 6世紀後半から 7世紀初め頃の掘立柱建物の可能性を持つ遺構と考えたい。（松本）
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第409図 掘立柱建物10(1/80) 

| ＜ 

{3) 土壊

土堀108(第389・410図）

3Bb区において検出された土城であるが、平面検出段階から城内を中心として焼土塊およ

び炭の広がり、さらには中央部分から角礫• 土器片等の存在が確認された。状況から住居に造

り付けられた翁の下部構造の在り方に酷似するが明確

i-

／
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第410図 土壊108(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

ではない。

時期は、 6世紀後半頃に比

定されよう。 （島崎）

土壌109(第389・411図、

写真図版138)

8B区に位置する、本来は

長方形を呈すものと推定され

るが、竪穴住居72に切られ、

同73を切った状態で検出され

た焼土城である。残存する北

壁は白色化した焼土面が上部

に見られ、底部に向かうにし

たがい被熱度はやや下がる。

底部は掻き出されたためか、

やや凹む部分が検出された

が、焼土面は確認できず、炭層が堆積する状況であった。窯状の機能をもつものと考えられる

が遺物の出土もなく、今後の事例を待ちたい。 （江見）

(4) 溝

一了
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一
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一
l
 

j
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¥
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ー
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u50L~_ 

270cm 

5 6 2 嘉

1. 茶灰色粘質土

2. 茶灰褐色粘質土

3. 灰・焼土

^
U
卜 m

 

9
ー

4. 炭層

5. 白色焼土

6. 橙色

第411図土壊109(1/30) 

溝 2 (第389・412・413図、写真図版138)

6Bb区から 7Bc区にかけて海抜2.75m前後で検出された。規模は、およそ幅1.10m、深

さ50cmで断面逆台形を呈するもので、ほとんど同じ規模を維持しながら直線的な流走を見せる。

中世段階で溝23によって南端部を切られるが、溝は下層に上器等遺物の包含をほとんどみせな

い暗灰黄色粘質土が、上層には淡灰色粘質土がレンズ状を呈した状況で堆積しており、この上

層ほぼ中央部には士器の集積が帯状に検出面に表出した状態で検出された。

280an 

0 50an 一1. 淡灰色粘質土 2. 暗灰黄色粘質土

＝叩，口
M71 D 

一
3cm 

第412図溝2 (1/30) ・出土遺物① (1/2) 
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1989 

□碑

第413図溝2出土遺物② (1/4) 
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第2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

出土遺物としては、下層のほとんど溝底に近い状態で平瓶1993が 1点遺存しているのが確

認されたのみで、他はいずれも上層に堆積した土器であった。土器は、土師器の甕1989・

1990の他はいずれも須恵器で、高杯、長頸壺、平瓶、横等の器種が見られた。なお、土器以

外には20X18X15cmの大きさで重量3.9kgを計り椀形を呈する鉄滓の共伴がみられ注目された。

溝の性格としては、出土した土器が6世紀末から 7世紀代に比定されることで、またこの溝

を西限として以東の南東方向に多く所在をみせる掘立柱建物群、あるいはそれに付随すると考

えられる溝等との位置関係からも、同様に掘立

柱建物群との関係のなかで理解されよう。

溝 3 (第389・414図）

8B区西隅に調査区境にほぽ平行した状態で

その存在が確認されたが、北東部と南西部がそ

れぞれ中世の土城119と溝29・30によって切ら

れ、わずかに長さ 2m程度が検出されたにすぎ

ない。また溝 3は溝4とともに同時に存在が確

認され、両者には規模の差こそあれ平行した状

態で北東から南西方向への流走が認められた。

時期は、出土した須恵器の裔杯が短脚化傾向

を示すことでおよそ 6世紀末から 7世紀までの

範疇で理解されよう。

溝 4 (第389・415図）

溝 3から約 2m東南方向で溝

3と平行した状態で検出された

溝である。溝は、幅 lm、深さ

50cmで、断面形態は中心部が深

い「U」字状を上半部が浅い皿

状を呈するものである。溝内か

らはほとんど遺物の出土が見ら

れなかったが、わずかに須恵器、

土師器、鉄器等が検出された時

期的には古代の範疇で理解され

るものである。おそらく溝 3と

セット関係をなして前述の溝 2

250cm 

V 
゜一50cm 

/ / 

//~ 

1996 

三
I .. • I 、-

-1998 

> r.00一CIII

第414図溝3(1/30) 
・出土遺物 (1/4)

280cni 

0 50an 一
3
 

7
 

M
 

O: 

A

0

 

10cm Q____Jcm'M74 

第415図溝4 (1/30) ・出土遺物 (1/4・1/2)
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3. 足守川矢部南向遺跡

と同様南東に集中して所在する掘立柱建物群との関係が示唆される。

溝 5 (第389・416図）

掘立柱建物 9に切られ、後述の溝 6と平行した状態で同時に検出された。溝3・4とは約30

mの直線距離を間にもつもので同じく溝 6とのセット関係をもって所在していた。溝 5は、溝

6に比較して小規模であった。埋積土中からは製塩土器が 1点出土したにすぎない。

溝 6 (第389・417図）

溝 5の束南約1.20m離れ、溝 5に平行した流路を見せるが北東側で竪穴住居76によって切ら

れていた。出土遺物は須恵器 2点と鉄器が2点図化されたにすぎない。時期的には、出土遺物

から 6世紀末頃と判断される。また性格的にも掘柱建物群相互の切り合い関係もしくは掘立柱

建物群の主軸に複数の方向性が看取されること等で特定はできないが、いずれにせよ 7B区以

東に所在をみせる多くの掘立柱埠物群との有機的な関係が示唆される。 （島崎）

280cm 

• 一,,

/ / // 
0 50cm 一

第416図 溝 5 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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2
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2
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ふ
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第417図 溝 6 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/2) 
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第2章第 5節 古墳時代後半～古代の遺構・遺物

溝 7

8A、

（第389・418・419図）

9A区で検出された、南北に走行する溝である。溝の幅は約70cm、深さ約21cmを測り、

断面はU字形である。底面高からみて、北から南に流下する溝で

ある。遺物は溝内から、弥生.....,6世紀末の土器、鉱滓が出土して

いる。 7世紀前半代に使用されていたものと思われる。

溝 8A・B （第389・419図）

9A区に位置する。溝8Aは溝 7から分流する溝で、西から東

に流下する。溝8Bは8Aの北に位置し、ほぽ東西に走行するが、

西端は溝42に切られている。溝8Aに接続するものと思われる。

遺物は溝 8A・Bともに出土しているが、図示可能なのは溝 8

Aの遺物であった。溝内の遺物から

みると、 6世紀末葉の遺物が下限と

なるが、調査区の東壁断面観察によ

れば、溝8Aの掘り方は中世遺構面

より下位の土層からの掘り込みを確

認していることなどから、溝8A・

Bは7世紀前半に機能していたもの

s
 

_ _ 280cm 

~ 一1. 暗灰青色土

2. 暗灰青色土（含、炭）

第418図 溝 7 (1/30) 

so : ; 

一50cm 

1. 暗黄茶褐色土

2. 暗黄青色土

と思われる。 （松本）
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-1011-



3. 足守川矢部南向遺跡

(5) 包含層出土遺物（第420---422図）

古墳時代後半から古代にかけての遺物として特に注目される資料には次のものが抽出される。

高杯2012は、胎土に特徴があり竪穴住居70出土の1959と酷似する。器形も個性的で在地産

の可能性が高い。 C137は、時期的には不明瞭であるが把手付円面硯として一連の掘立柱建物

群との関係が示唆される。これに時期的な整合で取り上げられるのが杯蓋2013・2014である。

瓦は、包含層および中世の溝から出土したものが多く、性格については明確でないが本遺跡

に近接する矢部廃寺との関係が窺われる。複弁蓮花文軒丸瓦2019は、二子御堂奥窯と矢部廃寺

:.::. . 
、、

ー・

三！、：
C137 

゜一5cm 

2012 

こ
2013 

~ 
2014 

Mカ

において、同じく 2020も矢部廃寺からの出土品に類例が

見られる。また軒平瓦2021-2027も軒丸瓦と同じ在り方

を見せる。この瓦に伴うと考えられる須恵器が2016であ

るが、本遣跡においてこの時期の資料は他に見られない。

耳環M77と鉄鎌M78、袋状鉄斧M79は、竪穴住居76等

に窺われる鍛冶に関係した性格が想起される。 （島崎）
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

第 6節 中世以降の遺構・遺物

(1) 掘立柱建物

当遺跡からは今回の調査において2000個

以上の柱穴を検出した。平面形態はいずれ

も円形で、径10cm前後から60cm余りのもの

までがあり、特に30cm前後の比較的小規模

な柱穴が多くみられた。また、柱穴は調査

区のいたるところに所在したが、最も密集

した 5B区では、 1面あたり 10個近く検出

される箇所もあった。こうした状況の中で

建物復元の作業は困難を極め、調査時点に

おいて十分に検討する余地はなく、調査後

の再検討の結果、方位の異なるいくつの建

物を抽出し得た。当然の事ながらこの何倍

もの建物が所在したことは自明であるが、

これによって中世建物の在り方の

一端を垣間みることが出来るので

はないだろうか。

掘立柱建物11 (第424・425図）

4Bc区に位置する 1間X1間

の南北棟建物で、長軸は西に振る。

桁行2.15m、梁間1.45m、床面積

約3.1面を測る小規模な建物であ

る。北西の柱穴は後記する掘立柱

建物12に一部切られている。柱穴

からは吉備系土師質土器椀片が出

土している。

掘立柱建物12(第424・426図）

掘立柱建物11と重複する位置に

ある桁行 2間X梁間 1間の南東棟

建物で、長軸は真北に近い方向を

贔

讐

JIM 
im 

第425図掘立柱建物11 (1/80) 

攣

N
6了
—
⑥
ー

g

冥

第426図掘立柱建物12(1/80) 
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3. 足守JII矢部南向遺跡

一g 四

＼ 

曼

...Jlkm 

第427図掘立柱建物13(1/80) 

示す。桁行3.57m、梁間2.83m、床面積

胴璽璽町'
約10面を測る。柱穴径は40cm前後を測り、

出土した遺物は弥生時代後期後半から古

墳時代前半の土器片に限られたが、切り

合い関係から上記建物より新しい。

掘立柱建物13(第424・427図）

6B区に位置し、土城115を切って検

出された桁行 2間x梁間 1間の東西棟建

物である。短軸はほぽ真北に向く。桁行

4.75X梁間2.25m、床面積約10.7面を測

る。柱穴径約35cm前後と前記建物より僅

かに小さい。

遺物は柱穴から備前焼播鉢片、瓦質鍋

片が出土している。

“ 
掘立柱建物14(第424・428図）

掘立柱建物13に交差する位置にあり、

0 ?m 

土城115を一部切って検出された桁行 2

第428図掘立柱建物14(1/80) 間X梁間 1間の南北棟建物である。長軸
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

はやや西に振る。桁行4.5m、梁間

2.l_m、床面積9A5面を測る。柱穴径

は上記同様、総じて小規模であっ

た。

遺物は柱穴から土師質椀片が出土

している。

掘立柱建物15(第424・429図）

掘立柱建物14に南に接して検出さ

れた桁行2間X梁間 1間の南北棟建

物である。長軸は上記とほぼ同様で

あるが、それより僅かに東に振る。

桁行約4.5m、梁間約2.25m、床面積

約10面を測る。柱穴径は上記と同様

35cm前後を測る。

遺物は柱穴から瓦質鍋片が出土し

ている。

掘立柱建物16(第424・430図）

掘立柱建物13・14の東に位置する

桁行 2間X梁間 1間の東西棟建物

で、土城116を切った状態で検

出された。短軸は磁北よりやや

西に振り、掘立柱建物15の東 7

mに直角に振った位置にある。

桁行3.45m、梁間2.4m、床面積

8.28面を測る小規模な建物で、

柱穴径も30cm前後と小さい。な

お、桁行南側の中央柱穴がほぼ

均等に配されているのに対し、

北側のそれはやや東に寄った位

置にある。

遺物は柱穴から平瓦および瓦

質鍋片が出土している。

/
 l--m~-J 

2m 

第429図掘立柱建物15(1/80) 

冒

1_,,, 

~m 

第430図掘立柱建物16(1/80) 
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3 足守川矢部南向遺跡

掘立柱建物17(第424・431図）

8B区、溝30の東側に位置する桁行3間X梁間 2間の東西棟建物で、検出し得た当時期の建

物としては最も規模が大きい。短軸は掘立柱建物16と同様にやや西に振る。桁行6.05m、梁間

U<l(tt 
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第431図掘立柱建物17(1/80) 
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第 2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

3.8m、床面積約23面を測る。桁行の柱穴間距離はl.85-----2.2mと様々で、梁間のそれは西側1.6

m・2.2m、東側1.4m・2.4mとやや北寄りにずれている。柱穴径は30cm前後と小さい。

遺物は柱穴から土師器の皿片が出土しているが、埋土の状況から中世の範疇に入る建物と判

断される。

掘立柱建物1・ac第424・432図）

9Bd区、調査区の最南端に位置し、建物の南東部は調査区外に延びる桁行2間以上、梁間

1間以上の東西棟建物である。桁行5.7m以上、梁間2.7m以上を測る。柱穴は35cm前後を測り、

中から吉備系土師質椀片が出土している。

(2) 炉

炉 1 (第424・433図）

2Bb区の南方に位置し、周辺の中世柱穴群ともに検出された。上部はすでに削平を受け、

（江見）

炉の東部においても小土城によって切られていた。平面不整楕円形を呈し、中央部50X20cm、

深さ約10cmの範囲が凹む。凹みには上層に炭、焼土、砂礫などが混入していたが、薄い下層は

何も含まない粘質土であった。炉の上面は高熱を受けたためその発色は暗灰色～灰色を呈し、

厚みも 6cm近く計測された。また、熱の影響を受けた第 5層は断面から明らかなように東に延

びており、本来当炉床は東部に僅かに高くなり、突出するように広がっていたものと推定され

る。遺物は皆無であったが検出状況から判断し、当時期に記載した。

炉 2 (第424・433図）

炉 1の南約1.5mに位置し、炉の西約半部を中世の柱穴によって切られている。炉床は検出

径約30cmの平面円形を呈し、中央に向かい下がっている。炉の上面は炉 lと同様に暗灰色を呈

していたが、その厚みは約 3cmで薄い。炉内には 2 層の堆積土を確認したが、土器• 鉄滓など

出土しなかった。検出状況から判断し、当時期に記載した。 （江見）
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3. 足守川矢部南向遺跡

(3) 土塘墓

土壊墓 1 (第424・434図）

2Bd区において側溝によりその約 1/2が切られて検出された。遺存する規模は長軸長80

cm、深さは検出面から約13cmを測り、おそらくこれを若干上回る規模の土城墓と考える。城底

付近には、頭を北にした状態の人骨が確認されたが、骨の保存状況は性別などを判断させる状

態になかった。土器の検出が見られなかったことで、時期は判然としないがおおむね中世に比

定して差支えないものと考える。

土壌墓2 (第424・435図）

4Ba区の海抜3.10mで検出されたが、土城のほとんどは既に後世の地下げによる削平で消

滅しており、わずかに人骨と城底の一部が確認されたにすぎない。頭骨の位置は北西に位置す

＼ /,_ ［乙
340cm 

辺

畜~~

｀ ゜
50an 

1. 暗茶色土 ゜
50an 

第434図土壊墓 1(1/30) 第435図土壊墓2 (1/30) 

』。
I- 330cm ー,,.,,,_

ヽ

330cm 

疇
~~cm 

~ 
しヽ I,~ 1. 灰色士

第436図土壌墓3 (1/30) 第437図土壊墓4 (1/30) 
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

る。ただし遺存状況は良好ではなく性別等の推測は不可能であった。時期は、判然としないが

埋積土等からおそらく中世と考えて差支えないであろう。

土塘墓 3 (第424・436図）

土城墓 2の北に隣接して検出された墓である。遺存状況が悪くわずかに人骨の遺存が確認さ

れたにすぎない。

土塘墓4 (第424・437図）

土城墓3の東約 4mの地点で検出された。長軸長90cm、幅67cm、検出面からの深さ約24cmを

測るものであるが堀内埋積土中からは人骨の検出はなされなかった。しかし周辺に所在する土

城墓および城内埋積土の状況により土城墓と判断した。

土塘墓5 (第424・438図、写真図版139)

土城墓4の南約 lmに近接して所在が確認された。長軸長1.54m、幅54cm、深さ 5cmとわず

かに漿底付近の遺存状況として検出された。堀内からは、角礫に混じった状態で人骨の遺存が

確認されたが本来の姿を窺わせるものではなかった。時期的には、堀内から亀山焼きのすり鉢

が 1点出士しており、これによると中世末段階への位置づけがなされよう。

土塘墓6 (第424・439図、写真図版139)

土城墓 5に南東部の一部が切れた状態で検出された。長軸長1.04m、幅70cm、深さ40cmの規

模で平面楕円形を呈する。城底付近で足を折り曲げ屈葬を窺わせる状態での骨の在り方が認め

られた。遺物は、土師器の皿2029と青磁椀2030が副葬された状態で検出された。これにより

時期は、およそ16世紀後半頃に比定されよう。

土壌墓 7 (第424・440図）
1
|
|
V
、
＼
—
丁

＿J

ロー

茎

疇
?.., I直 I I● ,5?cm 

9B区のほぼ中央部において検出された。一辺約85cm、深さ

15cmと比較的規模の小さいもので、城底に接した状態で骨の遺

存を確認した。判然としないが墓と考える。時期は、伴出の土

器により 14世紀前半頃への位置づけがなされよう。 （島崎）

10cm 

第438図 土壊墓5 (1/30) ・出土遺物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

叉 2029 
lQCIII 

茎

゜
lm ~ 

2030 

゜
5cm 

第439図 土壊墓6 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/3) 

{ 

＼ーし／

亨

し一月cm

第440図 土壊墓 7 (1/30) ・出土遺物 (1/4)

(4) 土壊

土壊110(第424・441図）

2031 

~cm 

5Bd区に位置する平面が不整楕円形を呈す土城である。長軸は東西方向に向き、長さ約

2.6m、幅約1.15m、深さ19-25cmを測り、西側が一段深くなっている。埋土は東から西へ順次

埋まっていった状況が確認されたが、第 2・3層は洪水砂の可能性も考えられる。
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第 2章第6節 中世以降の遺構・遺物

ー
土ーし
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1. 灰色粘質土

（含、炭多）

2. 淡灰色粘質砂

~ 
2032 

閉D11

=-==~ 
2033 

Jm 

3. 黄色細砂

4. 暗灰色粘質土

5. 暗灰色粘質土

゜一5cm 

へ、ゞ
M80 

~3cm 

第441図 土壊110 (1/30) ・出土遺物 (1/4• 1/3・1/2) 

遺物は土師質小皿をはじめ、瓦質鍋、亀山焼播鉢、染付碗、不明鉄製品などが出士した。

2032は淡橙色を呈すほぼ完形の小皿で上げ底気味の底部をもつ。口径9.4cm、器高1.8cmを測る。

2034は灰白～淡橙色を呈す亀山焼である。 2035は素地が灰白色、釉は明緑灰色を呈す見込み

に花丹文が配された、中国製のものである。 MBOは縁辺部が折り曲げた状態のもので、鋳物

の可能性がある。

以上、当土城は遺物の特徴から16世紀後半には埋没したものと考えられる。 （江見）
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3 . 足守JII矢部南向遺跡
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¥ ¥ 
¥ ¥ 
¥ I 
＼ 
, ＼＿  

I I 
I I 
I I 
I I 
I I 

• I I 

I l 

ニーニ｝
~ 

土壊111 (第424・442図）

5Bb区において中世の遺

構検出途中の海抜3.25m付近

で検出された。

地形的には東側に多く集中

する溝群にむけて平坦部から

徐徐に下る地点変換部に所在

した。

土城は、下がりに平行する

東西方向に長軸長をもった不

整長方形を呈するもので、規

模は2.30m、幅1.90m、検出

。
Im 

第443図 土壊112(1/30) 

面からの深さ18cmを測った。

城内からは、土器等の遺物

の検出がなされなかったこと

で時期についての詳細は不明

である。しかし、検出状況・

周辺に所在する他の遺構等か

ら中世に比定して差支えない

ものと考える。

土壊112(第424・443図）

5Bb・d区で土城111の

東約 3mに位置する。

SB区から 6B区付近に集

中する溝群にかけて地形的に

下がりを見せるが、土城112

はそのなかで比較的低位部に

検出された。また、この土猥

はおよそ東西方向を主軸とす

る溝群に対して直交した平面

形態を見せるもので、先述の

土城111とも直交する。なお、

-1028-



第2章第6節 中世以降の遺構・遺物

土城は、溝11・12によって埋没後切られ

ていた。

平面形態は、長軸長2.20m、幅1.20m

と不整形な長楕円形を呈し、検出面から

の深さ最深部で約10cmと浅かった。

時期は、遺物の検出が見られなかった

ことで判然としないが、おおむね中世の

範疇で理解して差支えないものと考える。

土壊113(第424・444・445図、

写真図版140)

5 B-b・d区において土城111と士漿

112の中間に挟まれた状況で検出された。

地形的に高位部から溝群の集中する低

位部にむけての暖傾斜面に所在すること

で、土城の主軸はこれに平行する。

規模は長軸長4.70m、幅 lm前後を測

り、平面長楕円形を呈するものであった（

深さ45cmを測る城内には、図示は出米な

かったが、比較的大きな角礫が部分的な

偏在は見せるものの数多く入れられた状

況で検出された。

また、性格は不明ながらこの土城の西

側高位部には溝との関係を示唆させる状

況でテラス状の平坦面が見られた。

時期は、遺物の出上が見られなかった

ことで判然としないが、埋積状況および

周辺の遺構等との関係によれば中世に位

置づけて差支えないと考える。 （島崎）

1. 灰色土

Z. 黄灰色砂

3. 灰黄色砂

4. 灰色粘質士

第444図土墟113(1/30) D―
 

1m 
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3. 足守川矢部南向遺跡

＿□可ー
2036 

支―1~37 

ごゴ：2038 

n
>
 

lfm 

/,, バ--

□ 

1. 淡緑灰色粘質士

2. 暗灰色粘質土

（混、細砂）

7W 
D 一San 

2040 

第445図土壌113出土遺物 (1/4• 1/3) 

土壊114(第424・446図）

6Bb区に位置する平面がやや弧状に延びる

不整楕円形を呈す土城で、溝20と切り合い関係

にあり土城が古い。長軸は東西方向に向き、長

さ約3.2m、幅約 lm、深さ約20cmを測る。土

城の東部は約10cm高くなった平坦面がある。土

壊内からは握り拳大から径20cm前後の礫を多く

含み、これに混じって僅かながら土器が出土し

てし・ヽる。

2041は瓦質の鍋片である。口縁部外面は横

方向のハケ、胴部はナデ調整され、内面はD縁

から胴部にかけて横方向の粗いハケ調整がなさ

れている。他に縄目タタキの丸瓦および平瓦片

が出土するのみで時期判定は難しいが、 16世紀

代には埋没したものであろう。

nYr. 

m
 

1
1
 

閉血

第446図 土壊114(1/30) ・出土遺物 (1/4)
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第 2章第6節 中世以降の遺構・遺物

土壊115(第424・447図、写真図版140)

土城114の南に位置し、掘立柱建物13に一部

切られて検出された、方形の土城に溝が付され

たような形状で、溝状を呈す部分も同じ堆積状

況を呈したため 1土渡と判断した。方形部は長

さ約1.6m、深さ約10cmを測り、溝部は断面逆

台形状を呈し、幅約50cm、深さ約 5cmを測る。

遺物は主に方形部から出士しており、青磁椀

_2042、土師質小皿および鍋、亀山焼播鉢2046、

備前焼播鉢2047などがある。 2043・2044はロ

径7.05cm、器高約1.3cmを測る。 2047の口縁は

上方に拡張するが外面はヨコナデで終了してお

り、端部内側の稜線も不明瞭である。これら遺

物の特徴から、当土城は室町時代後半には埋没

したものであろう。

/2042 

L...., . .........Jcm 

＼ 
2043 
~ 

2044 

1. 灰色粘質砂 2. 淡灰色粗砂

（混、白色細砂）

~ 

t
 

序an

第447図 土壊115(1 /30) ・出土遺物 (1/3・1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡

土壌116(第424・448図）

6Bb区の南方に位置し、掘立柱建物16に一部切られている平面長方形の土漿である。長軸

はほぽ南北方向に向き長さ約2.4m、幅約 lm、深さ約20cmを測る。暗灰色粘質土の埋土中か

ら土師質皿2048が出土している。

・-----

□□エニ?・,、
＼ヽ
I 1 
1 I 

1 ヽ

土壊117(第424・449

・450図、写真図版174)

土城116の南に位置

する平面不整方形の土

堀で、長軸は東西方向

を向く。長さ約1.8m、

幅約 lm、深さ25cmを

又□二］ 亥
2048 

-ut 
m
 

1
i
 

や

第448図 土壊116(1/30) ・出土遺物 (1/4)

文
2049 

30Dan 
...... , ... , 一・

｀ 
2051 

nuト
・

m
 

1
i
 

＇ヤ
1. 灰色粘質土

（含、炭粒．拳大の

黄色塊）

2. 灰色粘質土

第449図土壊117(1/30) ・出土遺物① (1/4) 
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第 2章第6節 中世以降の遺構・造物

測り、土城壁は緩い傾斜をもつ。土城内から

は土師質小皿、瓦質の揺鉢？、土師質鍋とと

もに、金属製品M81・82が出土した。 M81

は管状の銅製品で、草および烏の毛彫りがな

されているようである

土壊118(第424・451図）

7B区の中央から検出された南北方向に長

軸が向く平面楕円形を呈す土城で、北部が一

段高くなっている。長さ約2.5m、幅約 lm、

深さ23cmを測り、暗灰色粘質士の埋土から円

盤C1.38が出土した。

土壊119(第424・

452図）

7Bb区に位置する

平面円形の大型士城で、

湧水のため調査途中で

-0-
＿＿羞璽

C138 

゜一5血

C望~~芦ー」

゜
〇-

M81 

一゚
3cm 

M82 11 

第450図土墳117出土遺物② (1/2) 

320cm 

。
lm 

第451図土壊118(1/30) ・出土遺物 (1/3)

断念したものである。径約 4mを測

り、検出面から約60cm、海抜2.4m

で掘り下げを終了した。遺物は備前

焼甕2052、瓦質鍋2053、亀山焼播鉢

2054、円盤C139などが出士し、こ

れら土器の特徴から当土城は室町後

半には埋没したものと考えられる。

なお、土壊として取り扱ったが、

井戸の可能性もある。 （江見）

□―直
□
年
・戸霞咲”

面
闘
龍
2.

噌

．． 
，，． 

八
0522

疇
2054 

序叩 ゜一5an 

第452図土壊119出土遺物 (1/4• 1/3) 
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3 足守川矢部南向遺跡

土壌120(第424・453図、写真図版141)

9Bd区において溝38に切られた状況で検出された。土城121との峻別が困難な状態で、埋

／
 

◎ 

如

nり
ト
・

m
 

1
i
 

1. 明灰色土

2. 明灰色土

（含、黄色の粘質土塊）
乙し一cm

I 

文—ー ーニ

I 

~ 
I 

I D I 

一
3cm f 

M83 

第453図 土壊120(上）・ 121 (下） (1/30) ・出土遺物 (1/3• 1/2) 
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第 2章第6節 中世以降の遺構・遺物

積土上層は両者に共通するものである。

土城は、不整方形の平面形態をみせるものでおよそ2.30X1.70 

mの規模を測った。また深さ約15cmと浅く、断面皿状であった。

出土遺物は、服内北西部において刀子の遺存が確認された程度

で、他には青磁の小片が 1点見られたにすぎない。刀子は、刀身

部が途中で折れていたため明確ではないが、およそ全長20cm位に

あったものと推測される。

土壊121 (第424・453図、写真図版141)

土城120に接した状態でほとんど同時機能を果たしていた可能

性が高い。

ロ
¥-

旦

土壊122(第424・454図）

掘立柱建物18と溝38の中間に所在した柱穴状の規

模の小さいものである。城内からは土師器の椀と小

皿がまとまった状況で検出され、状況は地鎮祭祀を

祐彿とさせる。

時期は、 14世紀前半に比定されよう。 （島崎）

(5) 溝

溝 9 (第424・455----457図、写真図版141)

Vo-[函〗＼
2ヽ056 

て 巨
2057 

てご巳二
2058 

¥ 工 i 
2059 

2062 
li;lcm 

4A 区~3B 区にまたがって検出された大溝で、

調査区全体からすれば旧地表面の一番高い部分にあたると思われる。溝は緩やかな断面逆台形

第454図土壌122(1/30) 
・出土遺物 (1/4)

状を呈す。幅約 4m、深さ約1.3mを測り、調査区北端の微高地斜面と同様の東北東～西南西

ぷ

Im 

4. 黒灰色砂質士
1. 淡茶灰色粘質 2. 淡愚灰色粘質土 3. 淡黒灰色粘質土 （含、土器）

（含、マンガン・鉄分） （含、土器•鉄分） （含、士器） 5. 黒灰色粘砂

第455図溝9 (1/40) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

に延びていたが、流れの方向は湧水のため明瞭には出来なかった。溝の埋土は軟らかい粘質土

を主体としたものであり、遺物はいずれの層からも出土したが、特に第 3・4層には多く含ま

れていた。なお、洪水層は確認されず徐々に埋没していったものと思われる。

遺物は瓦器鍋• 羽釜2063~2068·

~l~~~l、
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2071・火鉢?2069、士師質鍋2070、備

前壺2072・2073・大甕2074・播鉢2076

-2077、亀山甕2078・ 揺鉢2079-

-o 。一
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第456図溝9出土遺物① (1/4・1/3) 
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二］

2078 

<Jfi, 禽
＼苓

・2072 

這7

2081、円盤 C140------143 

などが出土している。

大甕2074や摺鉢2075・

2076などの特徴から、

当溝は中世末には埋没し

第2意第 6節 中世以降の遺構・遺物

たものと考えられる。 第457図 溝 9出土遺物② (1 /4) 

溝10(第424・458図）

5Bb区に位置し、ほぽ方位に沿い矩形を呈す溝で大半は調査区外に延びる。断面V字状を

呈し、幅約2.Sm、深さは東西方向で約90cmを測るが、南北方向では底が約10cm高い。溝内は

有機物を多く含み、第4層には泥化した貝類が確認されており、溝の形状および堆積状況から

区画溝と考えられる。遺物は瓦器類2082・2083、備前壺2084・ 播鉢2085-------2087、茶臼 S146、

砥石 S147、円盤C144、無文銭M84、輛の羽口、砥石などが出土しており、当溝は中世末に

は埋没したものと考えられる。 （江見）

-1037-



3. 足守川矢部南向遺跡

2痴

） ーロ― -0 
冒

s,:46 .,.1 
゜一

3cm 

゜一5cm 

。M84 

疇
C144 

冒
2084 

第458図 溝10 (1/30) ・出土遺物 (1/3• 1/2• 1/4) 
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

溝11,..._,20(第424・460------467図、写真図版142)

5Bdから 6Baを中心として溝の集中する地区が約10数mの幅でみられ、地形的にも溝群

の集中箇所が全体に低く、その両脇が高いといった状況に検出された。ただし、その比高は約

40cm前後と際立った差ではなく、全体の地形のなかでは僅かな変化といえよう。こうした中、

溝は規模に大きな差はないが幅20cm-l.2mの小規模で不揃いな溝状を呈するものが相当の重

複を見せながら所在するのが確認された。小規模なため途中で溝の延長が確認出来ないものも

eg 
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3. 足守川矢部南向遺跡

散見された。

検出された多くの溝は、状況として単独での流走をみせるものも一部見られるが、本来的に

多くはたえず他の溝群と水の流量等で関係し合って機能していたようで、基本的にはそれぞれ

に平行した流路を形成しているように見られる。所々溝のバイパスの存在とさらに詳細に溝底

のレベル差を観察すると一層具体性をもった水の流れが理解されよう。

溝11は、溝群のなかにあって最も西に位置するもので、規模を同じくする溝12とはおおむね

平行して北東方向に流れる。いずれも深さは約 5cm前後と浅い。

溝13は、溝14と部分的に切合い重複した状況でその存在が確認される程度のものであり、平

面的な追及は出来なかった。溝底は溝14のほうが約10数cm深い。

溝14は、溝13の東側にあって幅• 溝底の在り方に規則性は認められなかったものの、傾向と

しては南西部より北東部の方向に規模の拡大と溝底のレベルの深度の低下が認められる。

坦

三
1. 灰青砂

2. 暗灰青砂、

灰青色土

3. 灰色砂

4. 暗灰青色粘土

5. 淡灰色砂

6. 灰色土

7. 暗灰色土

第460図溝13 ,.._, 1 6 (1 /30) 
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C145 

?.......,111,...Jcm 

¥. -''"'_ t~---==_; 
2093 

~cm 

第461図溝15出土遺物 (1/4• 1/3) 
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第 2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

溝15は、南西部において窪地状の連続が、中

央部で幅70cm程の直線的な溝が見られ、やがて

溝14に直交気味に取付くものである。溝内から

は小片ながら備前焼2088---2090、亀山焼2091

---2093等の遺物が散見された。なかには古い

時期のものも含まれるが、備前焼壺2088の存在

でおよそ16世紀後半---17世紀のものと考えられる。

溝16は、 ここに検出された溝群の中にあって

ほぽ中央部に位置し、規模・直進性共に幹線水

路としての様相を見せるものである。水の流れ

を復元的に推測すれば、北東流して中央最深部

に溜まった水は海抜1.55mを越せばさらに下流

に流れ、水位が数cm上がれば溝20にバイパスを

経由して通水が可能となるものと考えられる。

増水が溝の肩を越えない限り下流域への分流が

可能となり、ただし溝20は途中で流路が切れる

堀状を呈するもので、保水あるいは水の統御を

図った結果と考える。

出士した遺物には、土師器小皿2094-----2097、

鍋2098・2099、羽釜2100・2101、亀山焼揺鉢

2105----2107、備前焼壺2104、甕2102・2103、

青磁碗21oa~2111 等の土器類の他、刀子 M 

85・86、砥石S148、茶臼 S149・150等が確認

された。中でも茶臼 S150は、作りが丁寧で優

品であった。

時期は、備前焼甕2103の口縁部至縁が垂下

傾向をみせることでおよそ16世紀後半----17世紀

頃への位置づけがなされよう。

溝17は、溝18と共に一連の溝群の埋没後、新

たに溝18が、その後溝17の順で掘開されたこと

が知られた。溝18からは、士師器小皿2113~

2115、釜2116、鍋2117・2118、亀山焼播鉢

身
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3. 足守川矢郭南向遺跡
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口
げ
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第463図溝16出土遺物① (1/4• 1/3) 
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第 2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

2119、備前焼播鉢2120、染

付け碗2112・2122、皿2121、

白磁碗2123等が検出され

た。

時期的には、 16世紀代の染

付け碗を含むものの、備前焼

揺鉢の型式から17世紀頃まで

下がることが知られる。

溝19は、溝17と溝18のほぼ

中間点付近で、それらに挟ま

れた状態で検出された。切合

い等明確に出来なかった。

S 148 

゜一5叩

I 

エニニ
g 

I ●●● ニ—●
I I ~' M86 

一゚
3cm 

7
」 互

e"
＞
 

M85 

'1  M87 

S150 

lr;lcm 

第464図溝16出土遺物② (1/2·1/3• 1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

溝20は、当該地区に集中する溝群の中にあって最も南側に所在する溝状を呈するものである。

全長約12mを測るが平面幅、深さ、形状等それぞれの部分で異なった在り方を見せ、一見規則

性は感じられない。ただし、総体的に幅と深さには反比例した関係が窺われた。溝内からは、

他の溝と同様に輸入磁器である染付け碗2124·2125、白磁碗2126·2127、皿2128~2130、

備前焼播地2131、土錘、鉄器等の検出がなされた。

以上ほぽ 1か所に集中した溝群について個別に概要説明を行ったが、溝20を除く溝がいずれ

もグライ化の進行はあるものの比較的粗い砂によって埋没したことが知られ、溝として機能し

ていたものと理解された。

一 甲

゜一5cm 

~=~ 
2113 

（島崎）

2112 

第465図溝17出土遺物 (1/3)

~-一--/
21 

I 82,22  

21 
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叉：乏／
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・-

I'(¥ 

11) I 1 
I 

、I¥.

2116 

＼ 
> 三忌〗

2118 
2117 

謬等誓念 ― 

邑1t:f:,9
nv5-

10an 

ぃ仁
2123 

゜一5cm 

-0-
@ C147 置

C148 

0 2cm O 5cm 

~ ― 
a-o—且 M83

j wcm 

第466図溝18出土遺物 (1/4• 1/3• 1/2) 
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

2124 

’担 乙
／虚／虚7

年

゜一5cm 

2131 

nt 
『CIII

ご
R) 

M89 

0 3cm 

一

C149 

゜一
3cm 

e -IT-

M90 

第467図溝20出土遺物 (1/3• 1/4・1 /2) 

溝21 (第424・468図）

6Bb区、土城115の北東に接して位置する北へ延び

る区画溝で、南端部を検出した。断面は傾斜の強い逆台

形を呈し、幅65cm、深さ約50cmを測る。遺物は皆無であ

ったが、他の同様の溝から中世末には埋没したものと考

える。

溝22(第424・469図）

6Bd区の南端に位置する南へ延びる区画溝で、北端

部を検出した。断面は逆台形を呈し、埋土下層には礫が

混入していたが、火を受けたと思われるものも幾つか見

られた。上記同様、中世末には埋没したものであろう。

（江見）

溝23・24(第424・470図）

7B区において一部重複した状態で検出された。およ

そ南北方向への延びを見せるが途中で中断する。ここで

は溝として挙げたものの状況から、また幅80cm、深さ45

cmの規模からは区画溝的な性格を意識させる。北延長線

_310cm 

0 50an — 第468図溝21 (1/30) 

290cm 

゜— 50cm 

1. 暗青灰色粘質土

2. 暗灰色粘質土

第469図溝22(1/30) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

i
 

1. 灰色土

2. 灰黄色士

3. 灰色土

4. 暗灰色土

5. 淡灰色土

第470図溝23(1/30) 

300tm 

言゚
一50cm 

上には溝21が見られ、同じ性格が推測

痴 される。

時期は、遺物の出土がなかったこと

で判然としない。 （島崎）

溝25-28(第424・471図）

7B区の東半から検出された断面皿

状の浅い溝で、いずれも東西方向に平

行して延び、溝29で途切れている。埋

土は淡青褐色砂で溝29とは相違する

が、各溝間約3.5mの区画する溝とし

て機能したものと推定される。-0- 溝29(第424・481図、写真図版142)

言 C150 7 B区の中央を南北方向に走り、南端

0 5cm . で西に矩形に曲がる区画溝である。断面

一 はV字状を呈し、幅約 lm、深さ約55cm

を測る。溝底の海抜は南北方向において
第471図溝27(1/30) ・出土遺物 (1/3)

0 50cm 一

辛 はほとんど変化はないが、東西部は約30
. /7,7/,,77 

cm低くなっていた。埋土はいずれも軟らか

く遺物は火を受けた礫などとともに出土し

た。 2132の見込み印花文の青磁碗をはじ

め備前焼2133-2140、亀山焼2141-

2143、瓦器2144-2146、円盤C151-

゜

1. 淡青灰色粘質土 3. 淡灰色粘質土

2. 淡青灰色粘質土

（混、黄色粘質土）

M91 ロニこーrn,-o--o-
~an-鵬〗 C152 冒瓢言 C153

第472図溝29(1/30) ・出土遺物① (1/3• 1/2) 

゜一5cm 
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

豆

==~ 2142 
2145 
fl 

三二
／
2144 

第473図溝29出土遺物② (1/4) 
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3. 足守川矢部南向遺跡

153、判読不明の銭貨M91、鉄滓、砥石などが出土した。なお、亀山播鉢2141は後記する溝30

出土の破片と接合したものである。以上、磁器や壺はやや古い傾向を示すものの播鉢や大甕の

特徴から、当溝は室町時代後半には埋没したものと考えられる。

溝30(第424・474・475図、写真図版142・171)

溝29の東に平行して検出された区画溝で、断面V字状を呈す。幅約1.5m、深さ約50cmを測

詈

1. l炎青灰色粘質土

L 『2疇淡青灰色粘質土

（混、白色粘質土） 匂—

゜
lm 3. 暗灰色粘質土 I 

~ M92 

［ ％,-グ、 0こ 2cm 

2147 

~
徊

□ニ ，
 

ゃ
2150 

第474図溝30(1/30) ・出土遺物① (1/4• 1/2) 
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物

S 151 

る。溝底は南方部で周辺よ

り5cm余り高くなる箇所が

確認されているが、北端で

海抜2.85m、南端で2.45m

を測り、全体としては南流

する傾向が窺える。なお、

溝の南部では掘り替えがな

されている。埋土は溝29と

同様に軟らかく、火を受け

た礫なども確認している。

出上した主な遺物は備前大

甕2147、亀山揺鉢2148お

よび甕2149、瓦器鍋2150、

釘M92、硯 S151、五輪塔

昌 。 5cm 

第475図溝30出土遺物② (1/2) 

の空・風輪などである。 S

151は頁岩製の短冊型を呈す。よく使い込まれ陸前面がかなり凹んでおり、縁辺に墨を残す。

背面には金属状のもので、浅く文字が彫り込まれているが判読不明である。なお、当溝は調査

時点において溝29より低い位置から検出されたもので、新旧関係も検討したが、前記溝29出土

土器2141の在り方や出土遺物の特徴から、ほぼ同時期に埋没した可能性が高いと考える。

溝31• 32 (第424・476図）

8B区に位置する東西方向に平行して延

びる浅い溝で、断面1II1形を呈す。平面的に

は前記溝25-----28の延長部とも考えられなく

はないが、埋土は暗褐色の粘質砂であった

ため別遣構として取り扱った。なお、遺物

は皆無であった。

溝33(第424・477図）

_2叩cm

~ 一50cm 

290cm 

胃t. ,. ,. ―贔平an

第476図溝31 (左）・溝32(右） (1/30) 

8Bd区に位置する区画溝で、東西方向に延びる部分を検出した。断面逆台形を呈し、幅約

1.8m、深さ約90cmを測る。溝底は西端で約10cm深く下がる部分が認められ、海抜高は2.lmを

測り、東から西へ僅かながら下がっている状況を示す。埋土の状況は溝30などと近似しており、

遺物も少量であったが同時期と思われる瓦器鍋2151が出士するなど、両溝は調査区外で矩形

につながるものと推測される。
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3. 足守川矢部南向遺跡

0-
lm 

溝34(第424・478図）
30(knl 

溝33の南東から検出さ

れた、南北方向に延びる

区画溝である。断面逆台

形を呈し、幅約70cm、深

さ約15cmを測り、溝底の

海抜は2.4mでほぼ一定し

ている。なお、遺物は皆

無であったが、平面的に

見て当溝は北端で東に曲

f
 

閉i:m 2i5i 

第477図 溝33(1/30) ・出土遺物 (1/4)

がり、後記溝36につなが

る可能性が高い。

溝35 (第424・479・ 

480図）

270cm 
• 一・一

， ／ 
0 50an 
~ 

第478図溝34(1/30) 

9Ba区から検出され

た東西方向に延びる区画溝で断面逆台形を呈す。幅約1.5m、

深さ約60cmを測る。溝底は西方で約10cmの段をもって下がり、

西端部で海抜約2ぶ)illを測る。なお、当溝は前記溝33に連続

するものと推測される。遺物は備前壺2153・2154、大甕

2155が出土しているが、 2154は後記する溝36出土の破片と

結合したものである。備前焼の特徴は室町時代後半のもので

あろう。

溝36(第424・480図）

溝35の南に並行して検出された東西方向に延びる区画溝である。断面逆台形を呈し、幅約

300cm 

゜
lm 

1. 茶灰褐色粘質土

2. 淡茶灰色粘質土

3. 1炎青灰色粘質土

4. 淡青茶灰色粘士

第479図溝35(1/30) 
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lm、深さ約70cmを測る。溝底

は西端で海抜約2.lm、東端で

約2.15mを測り、ほとんど差は

ない。また、前記溝34の溝底と

も高低差はなく、矩形に掘削さ

れていたものと推定される。な

お、遺物は備前壺2152が2154

とともに出土している。

2153 

1. 茶灰褐色粘質士咳璽冒

2. 淡茶灰色粘質土

3. 淡青灰色粘土

4. 暗青茶灰色粘質土

゜

2152 

閉c:m

第 2章第 6節 中世以降の遺構・追物

300cnl 

lm 

'--

2155 

第480図溝36 (1/30) ・溝35• 36出土遺物 (1/4)

溝37(第424・481図）

9B区の東端に位置する南北方向に延びる溝で、西肩部から底中央にかけての一部を検出し

た。出土遺物はみられなかったものの、埋土の状況や溝の方向から前述してきた区画溝の一部

と推定される。

第38• 39 (第424・482図）

9B区に位置する、南北間約3.5mの間隔をもって東西方向に延びる 2条の溝で、溝38は土

壊120の上層から検出された。いずれも断面逆台形を呈すが溝38が溝39と比べ僅かに細くて深い。
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3. 足守川矢部南向遺跡
29Qan 

1. 淡灰青色土

2. 灰青色粘質土

3. 暗灰青色粘土

n
》 一lm 

第481図溝37(1/30) 

300cm 300cm 

0 50cm 一
~ 

~111 I I I 111.::Jcm 

第482図溝38(左）・溝39 (右） (1/30) 

『
／

3

4

 

6
 

、．

5

.
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w
 

n
Y
 

m
 

1
i
 

1. 暗茶褐色土 3. 暗灰色土 5. 暗灰色土

2. 暗茶褐色土 4. 暗灰色粘質士 6. 暗灰緑色土

第483図溝40• 41 (1 /30) 

いずれにしても幅40cm前後の小規模なも

のであり、これら 2条の溝の北方約20m

には断面形状はやや差はあるが同様の小

規模溝31・32が所在し、有機的な関連が

示唆される。 （江見）

溝40(第424・483・485・486図）

8A区・ 9A区で検出された南北に直

線的に走行する溝があるが、北で西に直

角に曲がる分流が認められる。本流の幅

約1.2m、最大深35cmを測り、断面は浅

ぃu字形を呈する。なお、分流の幅は本

流に比べて幅約90cmと狭い。底面高から

みて、北から南と西に流下している。遺

物は土師器の高杯2156、須恵器の蓋

2157、2159、杯身2158、青磁の椀2160、

羽釜2161、土鍋2162・2177、平瓦2163・

2164、亀山焼の甕2171・2172、播鉢2166

~2170、備前焼の播鉢などが出土してい

る。時期は16~17世紀代と考えられる。

溝41 (第424・483図）

溝40の西で検出された南北に走行する

溝で、北端は溝40の分流に切られている。

溝の幅は約40cm、深さ約15cmを測り、断

面は浅いU字形を呈する。底面高からみ

て、北から南に流下する。遺物は弥生士

器、土師器、亀山焼などが出土している。時期は14~15世

w 
280呵

E 

冒`0 印cm一1-. 暗灰色土 2. 暗茶褐色士

第484図溝42(1/30) 

紀代と考えられる。

溝42(第424・484図）

溝40の東で検出された、南北に走行する溝である。溝の

幅は約50cm、深さ約20cmを測り、断面は U字形を呈する。

底面高はほぽ同じであるため、流れる方向は不明である。

遺物は弥生土器、土師器、須恵器、亀山焼などの細片と鉄
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第 2章第6節 中世以降の遺構・遺物

滓が出土している。時期は14世紀代と考えられる a. (松本）
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第485図 溝40出土遠物 (1/4)
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第486図 溝40・41出土遠物 (1/4)

(6) 包含層遺物（第487-----491図、写真図版174)

陶磁器は大小400片余りが出土しており、時期的には12------13世紀代の青磁椀2181から、 17---18

冊紀前半の肥前染付碗2195まであり、大半は14---16世紀代のもので、中でも 16世紀代のものが

多く出士した。 2178は明？の皿で、 2179------2181は明前半の青磁椀で2179は雷文体をもつ。

2182は14世紀末---16世紀前半の青磁香炉である。 2183は白磁皿で、 2184---2186は16世紀代の

やや黄みがかった白磁小皿である。 2187の染付小杯には唐草文が、 15末-16世紀前半の染付皿

2188・2189には玉取り獅子文が描かれている。他に16世紀代の染付皿2190---碗2194などがある。

日本製の陶磁器は2195の他、肥前染付碗2196.皿2197、瀬戸美濃の灰釉陶器2198などがある。

士製品は備前焼、亀山焼を二次転用した円盤C154------161および硯C162が出土している。硯

は4Ba区から出土したもので淡茶灰色を呈し、よく焼き締まっている。残存する陸は後世の

損傷もあるが荒れており、あまり使用されたようにはない。幅4.74cm、高さ1.5cmを測る。

一方、石製品でも 6Ba区から硯 S152が出土している。海付近を残す破片ではあるが、残

存する側面は丁寧に研ぎ出されている。溝30出土の S151と同様の頁岩製で、幅も 5.07cmとほ

とんど変わらない規格のものである。石製品には他に石臼 S153および、時期判定は困難であ
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第2章第 6節 中世以降の遺構・遺物
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第487図包含層出土遺物① (1/3) 

るが砥石S154-----159などが出土している。

金属製品は釘40本余りをはじめ小破片を含め約150点出上しているが、形状の不明ものも多

く、当項ではその一部を記載するにとどめた。鉄鏃M93-95、鉛の鉄砲玉M96・97、M100

は用途不明の銅製品、止め金具M101、M102は小札？、鋤先M106などがある。なお、 M105

は鋳物のようである。

銭貨は総数70枚出土しており、そのうち、遺構に伴うものは溝10から無文銭、溝29から判読

不明の私鋳銭が各 1枚あり、残り 68枚が包含層からのものである。総数の内訳は唐の年号をも
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第488図包含層出土遺物② (1/3• 1/2・1/4) 
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第489図 包含層出土追物③ (1/3) 

つ開元通賓4枚、北宋の太平通賓～政和通賓40

枚、金の正隆元宝 1枚、明の洪武および永楽通

賓 7枚、無文銭2枚、判読不明銭 8枚、破片 8

枚で、北宋の年号をもつものが最も多く、南宋

のものは確認されなかった。

なお、開元通賓M107の裏面上部には判読不

明の一字が記されており、洪武通賓M144の裏

面右側に「錢」と記されており、今後の私鋳銭

の検討を待ちたい。

n
3
 

10cm 
I 
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3. 足守川矢部南向遺跡
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第490図包含層出土遺物④ (1/2) 

-1058-



第 2章第6節 中世以降の遺構・遣物

◎ Q~ ◎ ◎ ◎◎ 
◎ ◎◎◎◎◎◎ M115・M116 M117 M118 M120 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ M121 M122 M123 M124 M125 M126 

◎ ◎◎  ◎◎  
M128 M129 M130 M131 M132 M133 M134 

◎ ◎◎◎  ◎◎  〇
M135 M136 M137 M138 M139 M140 M141 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
M142 M143 M144 M145 M146 M147 M148 

第491図包含層出土遺物⑤ (1/2) 

最後に金属生産にかかる関連遺物の補足をしておく。

鉄滓は主に古墳時代後半以降の遺構から出士しており、溝 2からは約 4kgにおよぶ量が出土

している。これを除き鉄滓は中世溝や包含層から約20kgが出土をしている。時期判定は難しい

ものの、鍛冶関連施設の所在したことは明らかで、他に輔の羽口や口径約10cmの対禍と思われ

るものも数点も出土していることを記しておく。 （江見）
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3. 足守）II矢部南向遺跡

第 7節結 語

今回の足守川矢部南向遺跡の調査では竪穴住居74軒をはじめ遺構総数約350が検出され、遺

物総数約1700箱が出土し、それらを弥生時代中期から中世以降の 6節に分け、各遺構・遺物の

概略を記述してきた。各時期の遺構は切り合い関係をもつ遺構が多く、このことは調査におい

て切り合い関係を明確に捉え、遺構の埋没状況および遺物の出土状況を微細に記録することに

より、より詳細な時代の実態が遺構・遺物を通して理解されることは自明のことであった。し

かしながら、旧堤防除去後の調査開始にあって、まず検出された遺構は中世を中心とした約

2000個の柱穴群であり、古墳時代後半の残存率の低い住居跡であった。そして、これらととも

にそれ以前の遺構群は間層を挟まないままに上下にも著しく重複を繰り返し、調査区ほぼ全域

に連綿と続く状況を呈した。このため遣構の所在の判断から供伴遺物の確定に至る作業は予想

をはるかに上回る困難なものと化し、調査上最も有効な新旧関係を知り得る機会を十分に捉え

るには至らなかった。一方、当遺跡は第 1章で記した如く遺跡の範囲は約 6万面と推定され、

微高地中央を貫通する今回の調査範囲はその約 1/10程と細長くて狭い、さながら丼鉢に割り

箸を一本渡した程度のもので、この調杏結果をもって集落全体を想定・復原することは「木を

見て森を見ず」の如く結末が予測されるものの、以下、いくつかの遺構・遺物において若干の

所見を加えることで結語としたい。

遺構

住居跡は図に示すように各時代ごとの全体図にさらに新旧の判る範囲で時期ごとに区別をし

た。なお、上東・鬼川市 I---IIやIII-オの町 Iのように～を付しているか所は結果的に中間の

時期に当たる場合もあるであろうが、ここでは単に新旧の土器が混合している状況を示してお

り、基本的には新相の要素をもつ時期に含むべきと思われる。しかしながら単純時期と捉えら

れる住居に返って混乱が生じる恐れから敢えて区別をしたものである。

弥生時代後期の竪穴住居は46軒検出され、平面形態は一部を除き円形を基本として建てられ

ている。主柱は不明なものを除き 4---6・8本で、 7本からなるものは確認されなかった。床

面積は最小l0.8m2(竪穴住居25) から最大38.4m2(竪穴住居22) まであり、約11-25面の床面

規模をもつものに集中する。また、床面積に対し主柱は増加する傾向があり、竪穴住居44は床

推定面積が18.4→ 23.2→ 28.3面と拡張された住居で、主柱は後2者間で 4→ 6本に建て替えら

れる。しかし一方で、竪穴住居10のように 4本の主柱によって17.8→ 29.9面に拡張され、主柱

6本の竪穴住居44・7を上回る面積をもつものや、床面積から見れば本来4本で事足りると思

われるものの主柱 5本の竪穴住居22B (16.4面） ．竪穴住居43(14.5niりなどがあり、一概に

面積の増加と主柱の関係は比例せず、特に主柱 5本の竪穴住居は建築部材や工法からではなく、
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3. 足守川矢部南向遺跡

別の要因を考える必要があるのではないだろうか。

なお、平面形態隅丸長方形を呈す竪穴住居が2軒検出されている。主柱は確認されなかった

ものの竪穴住居17には壁体溝が巡り、竪穴住居36には竪穴住居と同様の貼床が検出されたため、

いずれも竪穴住居として扱ったが、床面積が2.8m2および6.4面と極端に狭く、今後の事例を待

ちたい。

一方、住居の施設として中央穴は普遍的に認められていたが、今回の調査では新たに中央穴

の周囲に低く土手状に土を盛り上げ、平面楕円形、断面浅い凹地状を呈す部分の所在する竪穴

住居がいくつか検出されている。土手状に巡る箇所は主に中央穴からその南側にかけて検出さ

れる場合が多く、便宜上今回調査では中央穴を含めた部分を中央施設と仮称した。楕円形に形

成された凹地部分には炭層の堆積がよく見られ、いくつかのそれを採取し洗浄を行ってみたが、

肉眼では何ら遺物を確認することはできなかった。これと同様の施設は百間川遺跡群などでい

くつか見られるが、当遺跡群のように明瞭に検出された例はあまりない。当遺跡での中央施設

検出例は後期全般を通じて見られ、中央穴から中央施設確認の変化は中央穴のみならず凹地状

部分とをセットとして、その機能および用途などを探る事が必要であるとともに、中央施設の

占める範囲から、一住居内に居住し得る人数の検討にも考慮する必要があろう。

古墳時代前半の竪穴住居は平面形態が弥生時代以来の円形および、新たに隅丸方形を基本と

する 2者があり、前者は下田所併行期まで継続し、亀川上層期のものは確認されなかった。ー

方、後者においても下田所併行期には出現しており、また、これら隅丸方形を呈す住居の床面

積が平均約23面であるのに対し、下田所併行期には推定ではあるが床面積約54面を測る住居

（竪穴住居56) が検出されたり、規模はやや小さいものの鉄剣• 玉類が供伴した亀川上層併行

期の竪穴住居51のように、ベッド周辺床下に小礫を砂とともに押し固める地下構造をもつ、他

の住居とは様相を異にしているものなどが見られた。

古代の建物については遺物からの時期決定は困難なものであった。しかしながら遺構の切り

合い関係から、竪穴住居72→掘立柱建物 6→掘立柱建物 4・5となり、掘立柱建物 6と棟方向

を揃える掘立柱建物 8・9が導き出された。これら建物の柱穴掘り方は掘立柱建物 6は円形で、

掘立柱建物 8・9は方形を意識しているようでもあるがいびつな掘り方を呈すものであった。

なお、これら建物群の棟方向とほぼ同じにする溝が検出されている。建物群の北側に大小 2条、

南側に一部接して同様2条検出され、出土遺物から見れば、 6世紀末の南側溝→ 7世紀代の北

側溝に移動しているようであるが、いずれにせよ、これらの溝は建物群を画するものと考えら

れる。

一方、掘立柱建物 4・5の段階には方位に沿って建物が建てられており、これらと同様に棟

方向をそろえる掘立柱建物 7および10が東に位置し、さらにその南には工房的な様相が窺える
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3. 足守川矢部南向遺跡

O 20m 一

竪穴住居76が所在する。これら建物群の西には棟方向と平行する区

画溝が流走しており、出土した遺物の年代観は下っても 7世紀前半

までに収まると考えられるものであった。また、同時期の包含層遺

物として硯が発見されていることなどから、公的施設の一端と考え

ている。なお、上記建物群は調査当時、包含層中から発見された奈

良時代遺物をもとに 8世紀代の建物と漠然と予測していたものであ

ったが、当該時期の遺物は全体からすれば極めて少なく、区画溝と

の関連からも 7世紀代に遡って建てられたものと理解している。

中世の遣構で特筆されるのは大小合わせて34条に上る溝である。

その内のいくつかは同一溝と推定されるものや合流するものなど、

その数は減少するものの、中でも調査区南半部から検出された溝群

は整然と方位に沿って屋敷地を区画するものであった。これらの溝

からは備前焼をはじめ亀山焼• 土師質土器・磁器などが出土してお
(I) 

り、そしてその特徴は和気天神山城の関連遺物や岡山城二の丸跡出

(2) 

土の最小層建物とほぽ共通しており、そこから得られる年代観は16

世紀後半であった。

第494図中世溝 (1/1000) 第495図 羽柴勢•毛利勢布陣図（註 3文献より）
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第 2章第 7節結語

一方、当遺跡の北方約 3kmには天正10(1582)年、秀吉により水攻めされた高松城が所在し、

その戦乱を記した『備中兵乱記」には、遺跡周辺にも羽柴• 毛利双方の軍勢が割拠• 攻伐した

ことが記されている。これを基に加原耕作氏は両軍の陣配置を復原しており、南に位置する毛

利軍の陣の一つである甫崎天神山城は、近年の発掘調査により、当時期の郭や建物の一端をが

明らかにされ、これを裏付けた。甫崎天神山城の南東には鴨庄城をはじめ、日幡城・楯山など

に毛利軍が布陣しており、両軍の攻防に当遺跡が巻き込まれたと想像することは容易で、 16世

紀後半代の遺物群とともに焼けた角礫が多く出土した区画溝群は、この期に一気に埋没したも

のと推定される。なお、当遺跡は楯山から見下ろす位置にあたる。「備中兵乱記』には長州藪

の地名が3か所に記載されており、その内 2か所には楯山とともに記されている。実数の真偽

は別として、来島刑部は3000余を率いて丘陵上の楯山と麓の長州藪に陣を布いており、今回の

調査箇所がこの長州藪の一端にあたると推定すれば、遺構の在り方や溝出士の硯、包含層出士

の鉄砲玉・鏃などの出土根拠がより明確に理解されるのではなかろうか。

上壊は201基検出され、中でも弥生時代後期の袋状土壊および長方形土城は今まで県南の沖

積地にあって確認されなかった遺構である。

袋状上塘は33基検出され、供伴遺物から大半が上東・鬼川市 I併行期のものであったが、鬼

川市IIにも見られ、皿併行期（上堀74)で終了している。平面形態は円形・楕円形・不整円形

と様々であるが、いずれにせよ円形を基本にしているようである。床は平坦なものから中央部

がやや高く、壁に向かってわずかに下がるもの、壁際が溝状にさらに深く下げられているもの

などがある。床面の規模は計測できた範囲では最小0.63m2(上城39)---最大2.77m2(士城52)、

平均1.4面を測り、 i---1.5面の小規模なものが多いものの、 2-2.5面の中規模のものもいくつ

か見られた。

次に、袋状土城の大半を検出した後期前半の竪穴住居との関連を見たい。竪穴住居の床面は

3B区の竪穴住居 9が最も高い海抜2.9mを示し、 BB区の竪穴住居27のそれは海抜1.9mであ

った。 2B区の竪穴住居群は竪穴住居 9程の高さは示さないものの、調杏区全体を見れば2B

-9B区の約140mの間で住居床面は、多少上下するものの徐々に下がっており、その高低差

は約 lmであった。また、袋状土城の床面は 2B区の土城 6が最も高い海抜2.5mを示し、 8

B区土漿52のそれは海抜1.44mで、その高低差は住居と同様に約 lmを測るとともに、土城群

の床面高においても 2B→ 9Bに向かい徐々に下がる傾向が確認された。そこで袋状土城に近

接する竪穴住居床面との比較を行えば、袋状土城は住居床面とほぼ同一高を示すもの（上猥

6・24・29・45・49・50)から、住居床面より袋状土城床面が約50cm低いもの（士城14・16・

18・33・41・52)などがあり、ばらつきのある竪穴住居床面と最も高い差を示す 7B区の竪穴

住居22Aと士堀41とにおいても高低差は85cmで、 lmを越えるものは確認されなかった。
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一方、長方形土堀においても平面形態が長方形・方形・台形・楕円形など様々であるが、こ

れらの土城はいずれも壁が垂直に近い傾斜を示し、底部が水平な形状を示す。供伴遣物から後

期後半の上東・鬼川市皿併行期から見られ、古墳時代の遺構としては確認されなかったもので

ある。底部床面の規模は計測できた範囲内では最小0.88m2(土城78)........ 最大5.06m2(土城72)、

平均1.9面を測り、 1面前後の小規模なものに加え、 2----3.5・5.06面を測る大・中規模のもの

もいくつか見られた。

次に袋状土城と同様の方法で後期後半の竪穴住居との関連を見れば、 2B区竪穴住居30床面

は海抜2.7m、6B区竪穴住居50のそれは海抜2.35mを測り、その間約80mで40cm余りの高低差

が確認された。また、長方形土城の床面と比較してみれば、住居床面よりやや高いもの（土城

57・70・77・87)、ほぽ同一高のもの（土堀64・66・88)、約50cmほど深いもの（土城60・62)

約 lmの高低差をもつ士城72などがあるが、 lmを越えるものは袋状土城と同様に確認されな

かった。このように、長方形土堀は袋状土城の規模および住居との床面比において、長方形土

城が袋状土城に対してやや浅い傾向が窺われた。

ここで周辺の遺跡に目をやれば、当遺跡から約 5km南の丘陵上に位置する奥坂遺跡では弥生

時代後期～古墳時代初頭にかけての竪穴住居とともに袋状土城が多数検出されている。調査に

あたった高畑知功氏によると奥・後 ・ill期に 8基、奥・後.IV期に14基、奥・古.I期に 1基

の総数23基を数え、皿期の床面積は約1.05........ 3.23面を測り、 1V期は深いものが多くなり、それ

に比例して床面積も増加しており、大・中規模のものが定着する。そして奥・古.I期では居

住地区の移動、あるいは激減を予想された。足守川矢部南向遺跡のそれとは時期がずれるもの

の、皿期の床面規模は 1--...1.5面の小規模なものが多く見られ、 IV期のそれは1.5----2面のも

のが多く、中には3.5面を測るものもあり、古墳時代のそれは約 3面の規模をもつものであ

った。

以上のように、奥坂遺跡では古墳時代にまで袋状土壊が所在するものの、沖積地においては

後期前半までに見られた袋状土城は後期後半には袋状土堀と同一機能をもつ土城として長方形

土城に移行すると理解すれば、奥坂遺跡で窺えた袋状土城床面の大型化傾向と合致するのでは

ないだろうか。

なお、当遺跡からは弥生時代後期前半の井戸が 1基のみ検出されている。袋状土城の機能が

貯蔵穴と想定した場合、調査地点は地下水位の低い安定した場合であったことが想像され、こ

のため当遺跡の井戸も海抜Om付近でも底に達し得ない深さであった。これまで県南の沖積地

からは豊富な土器とともに井戸が多数検出されている。特に広範に調査を実施している百間JII 

遺跡群からは150基を越える弥生～古墳時代の井戸が検出されている。しかしながら袋状土城

や長方形土堀と考えられるものの検出はいまだに見られず、鹿田遺跡、上東遺跡においても同
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様である。このことは同じ沖積地にあっても調査地点の相違によることが自明で、当遺跡から

も調査区外の適地には多数の井戸が所在するであろうと想像されるが、井戸の検討を加えた中

野雅美氏によればf:百間川遺跡群では古墳時代住居 l軒に対し井戸1.5基の比率が示されるほ

どに多くの井戸が検出されており、このような在り方は、本来、水の必要な丘陵地からは当然

のことながら発見されず、逆に水の豊富な沖積地にあってあまりに多く、袋状土堀• 長方形土

壊のみならず井戸をも含め、再検討していく必要があるように思われる。

遺物 → 

遺物は約1700箱の土器とともに石製品約300点、土製品約260点、金属製品約450点が出土し

た。本報告では類似する遺物については細かく分類し、代表させた遺物での説明を行うような

ことはせず、旧態依然として一括性の高い遺物から、各遺構時期の捉えられる遺物をできるだ

け掲載する方法をとり実施してきた。しかしながら、著しく重複する遺構にあって、供伴関係

を捉えられたものは全体からすれば少なく、遺物の掲載はその約半分以下に留まり、数多くの

未掲載遺物を残した。

今調査において特に注目されるものは小銅鐸といくつかの土器群である。小銅鐸については
(8) 

かつて資料紹介しており、それ以降、県下では総社市横寺遺跡から、そして全国的にもいくつ

か報告されていたものの、その時点における認識との隔たりは基本的には変わらないことから

割愛し、以下、土器について若干の所見を述べて項を閉じたい。

弥生時代後期前半の土器は比較的まとまった資料が袋状土堀から出土している。中でも土城

32・33の高杯は、かつて坪井清足氏が紹介した上東資料q:'.と同様の形態をもつもので、柳頻昭彦
(1~ 

氏が上東鬼川市Il式の設定の際、古相を呈す一群と理解していたものであったが、当時断片的

には見られたものの、他の器種との供伴関係が十分につかめなかったものである。当遺跡群か

らは諸処に見られ、窪木薬師遺跡の土器溜りからも出士するなどその例は増しており、備前と
船｝

の併行関係は既に高橋護氏が指摘する如く、 7-d (上東式古 4)期の百間川原尾島遺跡の井

戸16・17を中心にするものとの併行関係が窺えた。ただし、高杯のみについて言えば、口縁端

部が肥厚するものから外方へ引き出される上東• 鬼川市 Iのものと今回出士の口縁にはその差

が大きく、今後の課題として残される。

弥生時代後期後半の竪穴住居37上層および土壊72からは大量の土器とともに、同一個体と考

えられる特殊器台の一部が各々の遺構から出土している。頸部に沈線を巡らす長頸壺をはじめ、

上部に大きく拡張する口縁部をもつものなど上東・鬼川市IIIの影響を残すものの、全体的には

オノ町 I期の範疇で捉えられるもので、時期的特徴を顕著に表すと考えられる高杯の在り方か

ら察すれば、 646・647など上東・鬼川市m期に遡るものから986・987などオノ町II期に近い

もの、そして、 661・663の古墳時代前半にまで下がるものも一部含まれていた。
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また、特殊器台とともに集落跡からの出土例を見ない壺類に586---591、887・888などがあ

る。口縁端部を上方に大きく拡張し、外面に板状あるいは櫛状工具などにより条線を巡らすもの
四

で、これに類似するものは当遺跡の南西丘陵に所在する女男岩遺跡C溝から出土している。女男

岩のそれと比較すればやや後出的な印象をもつものであるが、ほぼその年代観は一致しており、

特殊器台がこれら壺類と同時期と考えるならば、オノ町期の中で捉えられるものであろう。

古墳時代前半の土器は竪穴住居を中心に比較的良好な資料が出土しており、住居の切り合い

O<l 

を基に、高橋氏の細分を参考に表を作成した。なお、表の左には住居出土土器の流れを、右に

は竪穴住居62上層遺物を掲げており、また、 10-a期の土器はいくつか見られるものの、器種

構成を十分に示し得るほどの資料はなく割愛した。

竪穴住居遺物の検討から10-b ----d・e期までの土器の流れを確認するとともに、高橋氏の

b・C期の間に、過渡期的な形態を示す一群を抽出し得た。氏の示された b期高杯の形態は、

脚柱部内面上部が絞りによって中実を呈すものであり、 c期のそれはやや太く、器壁をほぽ均

ーにするとともに中空を呈すものであった。•これら b・C期のものに対し、 b..._, C期のそれは

b期同様に細く絞られているものの明瞭な中実を呈さず、また、器壁は均ーを示さず、上部か

ら下方に向かって厚さを減じている一群である。これら高杯を表に組み込み変化を追ってみる

と、杯部椀状を呈す a類においては相違を見いだすことは困難であるが、口縁が斜め外方に延

びる b類および有段の C類は、杯部が深く杯底部が狭いものから、杯部が浅く杯底部が広いも

のへと推移することが明らかとなった。また、 b--... C間に見られた甕bはb期のものとさほど

変化を示していないが、甕は倒卵形を呈し胴部がやや長くなるものに加え、やや小型のものに

底部は残すものの胴部長に対し最大径の比率がやや高い、球形化の兆しが現れてくるようで、 C

期にはやや大型の甕にも球形化を示すものが所在し、 d期においては良好な資料には恵まれなか

ったものの、高橋氏の指棟とされる胴部下膨れの形態をもつものはほとんど認められなかった。

次に、上記遺物を指標に表右に揚げた竪穴住居62上層遺物をみてみれば、 b..._, d期に至る遺

物の所在することが明らかとなった。中でも特に注目されるのは甕bの在り方である。 c期に

は竪穴住居で確認されたと同様に、高橋氏の c期とされる胴部が直線的に延びるものは少なく、

胴部最大径がほぽ中央に位置し、球形化傾向を示すものが大半を占めた。また、 d期の指標で

ある外面下半を削る小型鉢や有段鉢、二重口縁が直線的に延びつつある傾向をもつ壺・甕など

が所在する中で、この土器溜りにおいても明瞭に胴部下膨れの形態をもつ甕類は確認されなか

った。

以上のように、甕bは当遺跡においては c期には球形化を示すものが主体を占め、 d期併行

と考える甕においても下膨れの甕が顕著でないことが明らかとなり、高橋氏の C・d期の甕の

様相とやや相違する形態を示した。 C・d期に球形化傾向を示す甕は当遺跡群のほか、上東遺
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竪穴住居出土遺物 竪穴住居 62 上層遺物
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征 (16)

跡H-2、亀川上層遺物、川入遺跡井戸302などに見られ、また、 d期の下膨れの甕は備中南

部では現在の所あまり例を見ず、わずかに確認できた足守川加茂A遺跡竪穴住居21や、総社市

金井戸新田遺跡H-4では e期の土器とともに出土している。これらわずかな例から推測すれ

ば、少なくとも備中南部において甕 bは、百間川遺跡など備前南部とは様相を異にしており、

c期に現れる球形化傾向は、 d期を通して認められ、備前南部に顕著に現れる d期の下膨れ甕

は、備中南部ではやや遅れて出現する可能性があるのではないだろうか。また、調査時点で廃

棄された時期にあまり隔たりがないと考えられた竪穴住居62上層遺物には、 10期 b~d にまた

がる遺物が見られた。このことは、これら 3期の示す形態変化の時期幅は非常に短いものと推

定され、このような前提が肯定されるとすれば、形式的には追認される高橋氏の編年案にあっ

て、竪穴住居など個々の出土遺物を取り上げると、必ずしも一致するものばかりではなく、前

後する遺物の混入する状況が多く見られたことも理解できるのではないだろうか。

当稿を成すにあたって高橋護氏をはじめ、平井泰男、伊藤晃、柳瀬昭彦の各氏からは貴重な

御教示を種々賜った。記して感謝の意を表します。 （江見）
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足守川加茂 A 遺跡

足守川加茂 B遺跡

足守川矢部南向遺跡

（表・付載・写真図版）



足守川加茂A遺跡

1 . 足守川加茂A遺跡遺構・遺物一覧

1 竪穴住居

弥生時代後期前半

遺構番号1 地区 平面形態 I主柱穴 I長軸長 1短軸長 1 深さ I床面稽 I 床海抜高 1 中央 I ペソト• その他
(cm) (cm) (cm) (m') (m) 施設 1の施設

I 出土遺物 I備 考

I I第 1調査区 38 2.40 

弥生時代後期後半

遺構番号 地区 平面形態 主柱穴 長(an軸)長 序ぎ 深(anさ) 床(m面')積 床海(rn抜)高 謡 ベッド その他設 出士遺物 備 考
の施

2 第 1調査区 円形？ (2) 40 2.45 

3 第 1調査区 円形？ (1) 35 2.50 

4 第 1調査区 (40) (2.50) 

5 第 1調査区 32 2.75 

6 第 1調査区 25 2.80 

7 第 1調査区 円形 4 360 {310) 55 2.35 

゜8 第 1調査区 円形 (1) 330 330 50 2.40 ， 第 1調査区 30 2.55 

10 第 1闘査区 円形 4 430 40 2.30 

゜11 第 1調査区 方形？ 20 2.80 

12 第 1調査区 屈丸方形？ (I) 350 15 2.30 

13 第 2調査区 20 2.10 

14 第 2調査区 限丸？ (1) (400) (350) 2.25 線刻士器 1

15 第 2調究区 隅丸？ 45 2.05 銅鏃 1

16 第 2調査区 （方形） 35 2.48 

17 第 2調査区 椙丸（方形） 50 2.30 土製紡錘車 l

18 第 2調査区 （隅丸方形） (l) 25 2、22

19 第 2謂査区 隅丸方形 (3) 545 25 2.26 

20 第 2調査区 15 2.40 

古墳時代前半

遺構番号 地区 平面形態 主柱穴 長軸長） 門翌 深(anさ) 床(面m'積) 床海(m抜)高 益 ペッド
その他

出土遺物 備 考(cm の施設

21 第 1調査区 隅丸方形〒 (1) 485 35 2.60 石杵2、砥石l、軽石1

22 第 l調査区 方形（？） (1) 390 37 Z.45 

゜
土製支脚 1

23 第 1調査区 方形（？） 4 (2) 570 55 2.40 

゜
水晶多数

24 第 2調査区 方形（？） 400 50 2.30 土製紡錘車 1

25 第 2調査区 床面のみ遺存

26 第 2調査区 方形？ 495 35 2.55 石杵1、土製支脚1

訂 第 2調査区 60 2.40 

お 第 2調査区 （円形） (3) 45 2.50 管玉 1

-1075-



足守JII加茂A遺跡

遺構香号 地区 平面形態 主柱穴 吃F門翌 深(cmさ) 床(面m'積) 床悔(m抜)高 猛 ペッド その能の他註 出土遺物 備 考

29 第 2調査区 （方形） 4 (2) 15 2.35 庄石 1

30 第 2調査区 （円形）？ 5 (4) 15 2.45 土製支目石杵他石製品

31 第2調査区 方形 (2) 40 2.45 

32 第 2調査区 方形 4 {3} 530 30 2.45 鉄器2

33 第 2調査区 （方形） 4 670 45 2.25 

゜゚34 第 2潟査区 26 2.00 

35 第 2調査区 28 2.00 

2 土城

弥生時代後期前半

地 区 I 平面形態 l 長軸•長 Ccm> I短軸長 CcmJ I深さ (cm) 出土遺物 備 考

第 1~査区 I楕円形 I 135 
第 1調究区 隔丸品方形 (206) 

3 I 第 2調査区 l不定形 138 

105 

(1!5) 

101 

80 

50 

70 

弥生時代後期後半

遺構番号 地 区 平面形態 位軸長 (Clll) 短軸長 (cm) 深さ (cm) 出土遣物 備 考

4 第 l調査区 （円形） (90) 82 30 

5 第 1調査区 楕円形 63 52 72 

6 第 2調査区 不定形 128 86 65 

7 第 2調査区 不定形 90 15 

8 第 2謁査区 楕円形 105 68 50 

， 第 2調査区 210 95 石器 l、管玉 l 貝層上層

10 第 2調査区 楕円形？ 90 70 50 

11 第 2調査区 不定形？ 80 70 30 

12 第 2調査区 楕円形 (100) 80 50 

13 第 2調査区 円形？ (80) 70 80 

14 第 2調査区 方形？ (80) (80) 50 

15 第 2調査区 不定形 (168) (67) 40 

16 第 2調査区 屈丸長方形？ 80 お

17 第2調査区 楕円形 90 80 20 

18 第2調査区 楕円形？ 110 30 

古墳時代前半

地 区 I 平面形態 1長軸長 (an) l短軸長 (an) I深さ (cm) 出土遣物 低 考

疇 臼円形

125 
---' 
120 

256 

40 

90 

2
0
-
3
4
-
1
8
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足守川加茂 A遺跡

遺構番号 地 区 平面形態 長袖長 (an) 短軸長 (an) 深さ (cm) 出土遺物 備 考

22 第 1潤査区 楕円形 112 90 35 管玉 l

23 第 1調査区 不定形 128 104 24 石製品 l

24 第 2調査区 方形？ 230 32 

25 第 2調査区 （長）楕円形 126 56 14 

26 第 2調査区 不定形 145 100 80 

27 第 2調査区 不定形 120 40 18 

28 第 2調査区 円形 80 80 18 

29 第 2調査区 隅丸長方形 105 74 18 

30 第 2調査区 方形？ 135 40 

31 第 2調介区 （円形） 100 80 25 

32 第 2調査区 隅丸長方形 52 24 

33 第 2調査区 楕円形 100 90 lO 

34 第 2調杏区 不定形 88 20 

35 第 2調査区 円形？ 140 120 30 

古墳時代後半

逍構番号 地 区 平面形態 長軸長 {cm) 短軸長 (an) 深さ (cm) 出土造物 備 考

36 第 1調査区 楕円形 130 65 16 

中世

I I 地 区 平面形態 長軸長 (cm) 短翰長 (cm)I ~ ~(cm) I 出土遺物 I 備 考

31 I 第 1調査区 円形 66 I 23 

38 I 第 1調査区 隅丸方形 68 65 

39 I 第 1調却区 長楕円形 70 I 10 

3 石器•石製品

遺物香号 地 区 遺構名 器種 最大長(mm) 最大幅(!llll) 最大厚(!!!Ill) 重位 (g) 材 質 特 徴

S I 第 2調査区 包含層 スクレイバー 92.0 59.0 I I.。 63.40 サヌカイト

S2 第 2調査区 包含層 石包丁 94.0 34.0 11.5 44.80 サヌカイト

S 3 第 2謁査区 竪穴住居19 敲石 118.0 64.5 23.0 227.70 花尚斑岩

S4 第 2調査区 竪穴住居19 石錘 80.0 75.0 59.5 502.90 細粒閃緑岩

S5 第 2謁査区 竪穴住居19 石錘 82.0 71.0 61.0 464.90 花尚閃緑岩

S6 第 2調査区 土漿 9 石槍 114 0 35.5 110 62.10 サヌカイト

S 7 第 2調査区 土損9 管玉 31.0 85 4.39 碧至

S8 第 2調査区 包含層 石錘 79.0 75.0 54.0 細粒閃緑岩

S9 第 2調査区 包含層 石錘 53.2 49.0 38.0 137.40 花尚岩

S10 第 2調査区 包含層 石錘 53.5 37.5 44.0 134.20 溶結凝灰岩

Sll 第 2調査区 包含層 敲石 111.0 77.2 認.5 922.50 安山岩

S 12 第 2調査区 包含層 敲石 117.0 104-.0 62.0 lll6.IO 安山岩

S!3 第 2講査区 包含層 鼓石
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足守川加茂A遺跡

選物香号 地 区 遺構名 器種 最大長(m) 最大幅(en) 最大厚(o:i) 重II:(g) 

S14 第 1調査区 包含層 苺石 107.8 54.0 34.5 打7.30

S15 第 l調査区 包含層 磨製石包丁 88.0 52.0 10.0 70.30 

S16 第2調査区 包含層 践石 162.0 67.5 25.5 463.70 

S17 第 1調査区 包含層 敲石 98.0 46.5 29.0 175.80 

S18 第 1調査区 包含層 敲石 145.0 62.5 46.0 352.90 

Sl9 第 2調査区 包含層 171.0 106.5 102.0 1795.50 

S20 第 1調査区 包含層 爵製石包丁 55.5 45.0 9.0 34.40 

S21 第 2調査区 包含層 砥石 81.0 77.5 60.0 (382.70) 

szz 第 2調査区 包含層 砥石 78.0 39.3 22.2 98.80 

S23 第 1調査区 包含層 砥石 43.0 22.2 20.0 18.40 

S24 第 1調査区 包含層 投弾 62.2 29.5 25.0 53,90 

S25 第 1調査区 竪穴住居21 石杵 184.0 131.0 64.0 2006.70 

S26 第 1調査区 竪穴住居21 石杵 90.2 44.0 42.2 242.90 

S27 第1調査区 竪穴住居21 61.0 68.0 4.8 51.90 

S28 第 l調査区 竪穴住居21 砥石 107.8 40.2 23.5 117.20 

S29 第2調査区 竪穴住居26 石杵 83.0 58.0 37.0 178.60 

S30 第2調査区 竪穴住居胡 管玉 7.9 3.5 0.16 

S31 第 2調査区 竪穴住居29 敲石 69.0 56.2 53.4 175.90 

S32 第 2謁査区 竪穴住居30 砥石 81.0 56.0 31.0 256.10 

S33 第 2調査区 竪穴住居30 石錘 111.0 100囀2 47.5 977.10 

S34 第 2調査区 竪穴住居30 石杵 123 0 113.0 70.0 1433.30 

S35 第 2調査区 竪穴住居30 84.0 68.0 57.0 72.60 

S36 第 2調査区 土猿22 管玉 31.0 7.5 3.56 

S37 第 1調査区 士城23 4.1 1.8 1.8 

S38 第 2調査区 土器溜り 管玉 7.8 2.9 0.11 

S39 第 1調査区 包含層 の子状｝ 65.0 22.0 12.0 28.20 

4 金 属器

遼物番号 地 区 遺構名 器 租 最大長(mm) 最大幅(mm) 最大厚(mm) 重位 (g)

Ml 第2調査区 竪穴住居15 鏃 22.0 11.0 4.5 3.10 

M2 第 2調査区 竪穴住居20 鏃 88.0 26.0 4.0 15.78 

M3 第 2調査区 竪穴住居31 斧 40.0 20.0 8.0 10.91 

M4 第 2調査区 竪穴住居32 縁 27.0 2.0 11.17 

MS 第 2調査区 土器溜り 36.0 28.5 2.0 3.98 

M6 第 2調査区 土器溜り 剣 27.J 32.5 3.0 154.83 

M7 第 2調査区 包含層 鎌 115.0 浜.5 2.0 42.82 

5 士製品

遼嗣袴I地 区 I 遺構名 I 器種 I巌大長（日 I最大輻（匹） I最丸互｛匹） I重塁 (g)

C 1 I第2調査区i竪穴住居17I紡錘車

C2 第 2調査区 竪穴住居19 土錘

50.0 

35.0 

4.0 

48.0 
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材 質 特 徴

流紋岩

古鋼算石安山岩

安山岩？

砂岩

泣紋岩質疑灰岩？

玄武岩？

変質流紋岩

流紋岩

凝灰岩

斑岩

花尚岩 朱付箔•

斑岩 朱付箔

軽石

凝灰岩

細粒閃緑岩 朱付箔

碧王

流紋岩

流紋岩

花尚岩

角閃石ヒン岩

軽石

碧玉

碧玉

材 質 特 徴

腎銅

鉄

鉄 袋状

鉄

背銅

鉄

鉄

特徴



足守川加茂 B遺跡

遺物番号 地 区 遺構名 器種 最大長(mm) 倣大幅(lll'll) 最大厚（叩） 頂嘉 (g) 特 徴

C3 第 1開査区 竪穴住居22 支脚 外面タタキ

C4 第 2潤査区 竪穴住居24 紡錘車 27.5 25.0 4.5 3.77 

cs 第 2調査区 竪穴住居26 支脚 外面タタキ

CG 第 2調査区 竪穴住居30 支脚 外面押圧

C7 第 2調査区 ±器溜り 紡錘車 55.0 4.5 未製品

6 玉類

遺物番号 地 区 遺構名 器種 最大長(mm) 最大幅(llDil) 最大厚(mm) 重盈 (g) 材 質 特 徴

S 7 第2調査区 土壊9 管玉 31.0 8.5 4 39 碧玉

S30 第2謁査区 竪穴住居28 管玉 7.9 3.5 018 碧玉

S36 第2調査区 土城22 管玉 31.0 7.5 3.56 碧王

S38 第2調査区 土器溜り 管玉 78 2.9 0.11 碧玉

2 . 足守Jr!加茂B遺跡遺構・遺物一覧

l 竪穴住居

弥生時代中期後半

遺構番号1地区 平面形態 I主柱穴1長軸長1短軸長1深さ I床面積I床海抜高1中央
(an) (an) (an) (m') (m) 施設

Iペッド lその他の施設 I出土遣物 備 考

llC I隅丸方形?I (l) 
2 I llC 円形? 8 (6) 25 

2.46 
—• 
2.10 石器 1、鉄器 1

弥生時代後期前半

遺構番号 地区 平面形態 主柱穴 長(軸on長) 短(軸cm長) 深(cmさ) 床(面m'り積 床海(m抜)高 盆 ベッド その他の施設 出土遺物 備 考

3 JIB 円形？ 33 2.20 台石 焼失

4 !IC 隅丸方形 8 778 775 42 42.0 2 15 土製品 3、鉄器l 建替 1回

5 llC 隅丸方形？ 4 ?(2) 39 2.19 

゜6A llC 隅丸方形 4 (3) 592 39 2.02 

゜
土製品 3 石器 1

68 llC 屈丸方形 4 (3) 499 24 2.00 

゜7 l!C 円形 4 530 489 26 17.3 2.18 土城、台石 石器2 焼失

SA llC 楕円形 6 11 2.36 土製品 2

88 llC 不整円形 5 (735) (691) 11 37.5 2.36 

8C llC 円形 8 784 (749) 11 40.6 2.36 ， llC 陪丸方形 4 571 525 38 23.0 2.07 石器2、鉄器 1

10 lOC 円形？ 6 ?(5) 786 35 2.43 台石？ 土製品 1 建替1回

11 lOB 不登隅丸方影 4 4公3 7 2.51 

゜゚
台石？ 焼失

12 10B 楕円形 4? 377 347 25 9.3 2.42 

゜
台石 鉄器 l
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足守JII加茂B遺跡

遺構香号 地区 平面形態 主柱穴 月翌 短(軸C!!l長) 深(cmさ) 床C面m'積) 床海{m抜)高 猛 ペッド その他の捻臣 出土遺物 協 考

13 9C 閑丸方形 4 495 53 J.80 

゜
石器3

14 9C 昆丸方形 (l) 床面焼土

15 9C 梢円形 (2) 323 10 2.20 

゜
床面焼土

16 SB 楕円形？ 5 (4) 540 15 2.05 

゜
土製品 1

17 SB 不竪開丸方形 486 455 20 16.7 1.98 

弥生時代後期後半

遺構番号 地区 平面形態 主柱穴 径(軸cm長) 短(軸cm艮) 深(cmさ) 床(面m'積} 床海(m抜)高 益 ベッド その他の施設 出土遺物 領 考

18A JJC 円形 (2) 435 45 2.60 

゜18B llC 円形 (2) 403 13 2.48 

19 UC 隅丸方形 4 420 390 40 11.2 2.35 石器4 焼失

20 UC 不整円形 4 607 573 32 24.4 2.28 

゜21 llC 不整円形？ 32 2.37 

゜22 llB 円形 8? (3) 32 2.22 ・o 

゜
台石 石器 1、鉄器 l

23 JOB 不整円形 4 530 477 30 20.8 2.67 

゜
焼土面 鉄器2

24A lOB 不整円形? 4 2.36 

24B !OB 屈丸方形 4 2.36 

25A lOC 不整円形 6 590 41 27.l 2.24 

゜
土嬰品2、石器4、鉄器2、玉I

25B lOC 不整円形 4 530 524 6 218 2.13 

゜26A lOC 円形？ 9 ?(7) 24 2.34 

゜
台石

26B lOC 円形？ 4 2.34 

゜
建替2回

27 lOC 円形 7 ?(5) 592 26 2.25 

゜
楼品？` 孤l滑屑il淮i2 建替 1回

28A !OC 不整円形 6 603 32 27.7 2.38 

゜
±製品1.石器 I.鉄醤2

28B lOC 円形 4 535 2.38 △ 建替 1回

29 lOC 隅丸方形 6?(3) 26 2.22 建替 1回

30A 9C 不整円形 4 520 10 19.9 2.08 石器 l

30B 9C 隅丸方形? 4 10 2.08 

31 9C 限丸方形？ 4 (3) 487 46 2.11 

゜
土製品 1、石器2

32 9C 閑丸方形? 2 57 2.05 

33 9C 隅丸方形 4 (3) 534 46 2.00 

゜
台石 焼失？

34A 9C 隅丸方形 4 (2) 432 62 l.98 

゜
石器 l

34B 9C 隅丸方形？

35A 9C 隅丸方形？ 6 ?(4) 54 2.00 

゜
土城 鉄器 l

35B 9C 隅丸方形? 4 2.00 

36 9C 円形 4 (3) 493 25 2 04 。 土嬰品］，良呂I,炭化米、§

37A 9B 円形 5 662 577 38 29.3 2.24 

゜゚
造出し 土製品 l、鉄器 5

37B 9B 円形 4 19ふ 2.02 

゜38 9B 楕円形 4 440 382 25 12.1 2.22 

゜゚
台石 鉄器 1

39 SC 偶丸方形? 4 1.79 

40 SC 隅丸方形 4 (3) (455) 1.89 鉄器 l

41 SC 隔丸方形？ 鉄器 1

42 9C 隅丸方形 4 (2) 436 50 1.97 。 鉄器 1

43 BB 屈丸方形 4 (3) (422) 1.96 。 台石

44 SB 円形？ (2) 20 2.17 

゜
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足守川加茂B遺跡

古墳時代前半

遺構番号 地区 平面形態 主柱穴 長(軸an長) 短(an軸長) 深(anさ) 床（面面積） 床海(m抜)店 謡 ペッド その他の施設 出上遺物 備 考

45A UC 屈九長方形 4 602 51 20.8 2.30 石器4.鉄器 1

45B llC 偶九方形 4 475 58 15.6 2.22 

゜45C llC 隅丸方形 4 486 478 74 17.5 2.06 

46 llC 方形 4 545 532 37 23.l 2.31 

゜
。 鉄器1 建替 1回

47A llC 隅丸方形 4 443 29 2.54 。 台石 土製品 1、炭化米

47B llC 隅丸方彩？ 4 (1) 38 2.45 

゜
方形土城

48 llB 方形 4 (2) 442 35 2.46 ±嬰品2.石昌2、快塁I

49A 11B 方形？ 4 447 31 2.33 。 方形士蹟

49B llB 隅丸長方形？ 4 (3) 38 2.26 

゜50 llC 長方形 4 (3) 467 426 30 16.0 2.50 

゜
方杉土恨、土捐、台石 鉄器 1 建替 1回

51 UC 方形？ 2? (1) 376 32 2.50 

52 lOC 隅丸方形 4 460 435 30 15.2 2.84 。
゜

石器 2、鉄器 1

53 UC 方形 4 397 375 15 13.0 2.70 

゜
鉄器2

54 lOB 方形？ 33 2.67 土稼

55 llB 方形？ 4 568 34 2.66 

゜56 llB 方形？ 35 2.59 士城？

57 llB 隅丸方形 27 2.57 

58 lOB 楕円形 2? 329 37 2.33 

59 UB 方形？

60 lOC 方形 4 432 422 29 16.6 2.40 

゜
。方形土讃、土堀 石器 1 建替2回

61 lOC 方形？ 21 2.57 方形土城 玉 1

62 lOB 長方形 574 547 21 2.89 

゜
建替 1回

63 lOC 方形？ 4 (3) 510 21 2.70 。
゜

士城 石器 2

64 lOC 方形？ 4 (1) 520 19 2.87 石器 1

65 lOB 方形？ 394 49 2.48 

66 lOC 方形？ 33 2.45 

67 lOC 不整方形 4 547 487 15 2.47 

゜
鉄器 l 建替 1回

68 lOC 方形 4 415 369 36 13.2 2.34 0 

゜
石器 1、鉄器2

69 lOC 方形？ 4 (2) 28 2.66 台石？ 石器 1、鉄器 l

70 lOC 隅丸方形 4 439 401 24 15.7 2.43 

゜
土猥、台石 土製品 l

71A lOB 不整方形 2 434 370 28 2.54 ±城、台石 石器2

71B lOB 台形 410 354 35 2.39 土隣

72 lOB 楕円形 2 380 17 14.0 2.55 

゜73A lOC 長方形 ? (1) 54.5 394 42 19.2 2.36 

゜
。 土製品 3、鉄器2 焼失

73B lOC 長方形？ 4? (2) 434 43 2.31 ±製品 l、玉 1

73C lOC 不整長方形 4 434 369 43 15.1 2.32 土製品 1

74 lOC 方形？ 4? (1) 75 2.26 

75 lOC 隅丸方形？ 4 (2) 63 2.40 鉄器 1 建替 l[ii] 

76A 9C 楕円形 6 (5) 635 35 2.37 

゜゜
土漿 石器 1、鉄器2

768 9C 楕円形 6 578 35 2.50 

゜77A lOB 楕円形？ 4? (3) 8 2.54 

゜778 IOB 楕円形 430 ， 2.44 

78 9B 隅丸方形 4 514 496 14 20.7 2.53 

゜゜
台石 土製品 1

79A 9B 楕円形 380 333 14 10.1 鉄器 l

79B 9B 楕円形？

80 9B 隅丸方形？ 4S 1.38 

81 9B 隅丸方形？ 建替2回
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足守川加茂 B遺跡

選椙香号 地区 乎面形態 主柱穴 長(cm軸長) 短(an軸長) 深(cmさ) 床(面mり積 床海(m抜)高 謡 ペッド その他の総設 出士遺物 備 考

82 9B 方形 8 2.35 土損

83 9B 方形 473 45 2. お

゜
石器1

64 9B 方形 360 345 20 22.6 2.45 

゜
方形土損 鉄器l

85 9C 方形？ 55 2.10 

86A 9C 不整方形？ 266 31 2.17 

゜
鉄器2

S6B 9C 方形 4 (2) 386 53 2.08 台石 鉄器3

87 9C 方形 4 (2) 540 5 2.38 

゜
鉄器l

88 9C 屈丸方形？ (2) 13 2.03 鉄器 1

89 9C ォ遠整円形 5 5臼 553 45 23.8 1.90 

゜
埠却、紐l、籟lil 

90 BC 閑丸方形？ 6 (4) 491 441 40 16.9 2.14 石器1、鉄器2

91 9C 方形 2 430 398 34 13.2 2.19 

゜
。方形土損台石

92 9C 方形 4 507 502 23 2.'1:l 方形土堀 土塁品l、鉄器］` 玉1

93 SC 不整悶丸方形 4 512 479 40 19.3 2.07 

゜
△ 区匪溝 碍！ふI,朽瑶，揺床，着子 建替 1回

94 9B 力形 343 345 20 10.2 2.50 

゜
方形土視台石

95 9B 長方形 4 476 410 13 17.5 2.37 。 石器L 鉄器2

96 9B 方形？ 26 2.20 方形土撰 石器l、鉄器2

97 9B 方形 4 454 16 1.49 

゜
方形土揖台石

98 9B 方形 4 2S 2.48 

゜99 9B 方形 4 

100 9B 方形 4 422 410 22 17.4 Z.34 

゜101 SC 方形 4 411 398 33 14.6 2J3 

゜
石器l

102 SC 方形 4 408 8 2.22 

゜103 SC 長方形 2 440 375 20 14.6 2.10 士城、台石 鉄器 l 鉄器3

104 SC 方形 325 10 2.16 。 土製品 1

105 SC 方形 4 (2) 27 2.16 

106 SC 隈丸方形 4 534 530 41 25.2 2.05 

゜
。土撰 土製品 1

107 8B 方形 4 464 450 20 18.2 2.43 

゜゚
方形土撓台石 ±製品L石器l、鉄苔3

古墳時代後半

遺構番号 地区 平面形態 主柱穴 長(軸on)長 短(Oil軸長) 深(OEさ) 床（面面積） 床海(m抜)高 益 ベッド その他の施設 出土遺物 備 考

108 !OB 長方形 4 503 430 10 18,0 3.40 寵（北）、土城 鉄器 2

109 !OB 長方形 531 463 10 22.2 3.08 寵（西） 土製品].石器1、玉l

110 !OB 長方形？ 鉄器 3

lll SC 長方形？ 4 (2) 478 20 2.60 耀（南西） 焼失

2 土 城

弥生時代中期後半

平面形態 長(an軸長) 短(軸cm長) 深{an)さ I 出土遺物 I 備 考

llCbl楕円形 132 60 I I袋状土堀？

2 111ccl楕円形 154 57 45 1 貝殻多位

3 l11Bdl隅丸長方形 152 126 41 
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平面形態

4 I IOC a I円形

IOC b 円形

弥生時代後期前半

遺構番号 地区 平面形態

6 llC b 楕円形

7 llC b 円形

8 llC b 円形

， llC b 楕円形

10 llB b 長方形？

11 !ICC 不整長方形

12 llC d 円形

13 lOC b 楕円形

14 llC C 隅丸方形

15 llC C 円形

16 llC C 楕円形

17 llB d 不整楕円形

18 llB d 楕円形

19 lOB b 方形

20 llB b 隅丸長方形

21 llBc 楕円形？

22 lOC b 不整円形

23 lOC a 隅丸長方形

24 lOC a 楕円形

25 lOB b 隅丸方形？

26 lOB b 楕円形

27 10B b 隅丸長方形

28 10B b 円形

29 !OB a 楕円形

30 !OB a 不整円形

31 !OB a 楕円形

32 10B a 楕円形

33 10B a 楕円形

34 10B a 隅丸長方形

35 !OB d 楕円形

36 10B c 不整楕円形

37 9 Ba 楕円形？

38 98b 不整円形

39 9Cb 円形

40 9Cb 円形

41 9Cd 隅丸長方形

42 9Cd 楕円形？

43 9Cd 不整円形

44 9Cd 楕円形

45 9Cd 円形？

46 9Cd 楕円形？

長軸長 1短軸長 1深 さ
(cm) (cm) (cm) 

l臼丑

長(軸cm長) 短(軸on長) 

105 103 

104 

141 126 

125 

198 75 

130 

150 115 

121 

89 76 

188 135 

123 99 

51 48 

105 85 

106 102 

135 93 

140 91 

90 63 

190 161 

71 69 

85 81 

100 

110 91 

74 53 

193 173 

ii 64 

85 74 

124 

110 106 

ll9 104 

157 99 

123 112 

))9 96 

37 

37 

深(an)さ

40 

30 

90 

60 

62 

22 

50 

40 

33 

25 

50 

43 

24 

44 

47 

41 

7 

52 

75 

10 

34 

48 

45 

44 

21 

10 

17 

28 

25 

33 

7 

84 

42 

23 

54 

13 

出土遺物

出土遺物

炭化米多紐

石包丁 l、貝殻

分銅形士製品 1、貝殻

石磁l、管至片2、ガラス玉4、ガラス滓

貝殻

手焙形土器 1

卜骨 l

鉄器1

石銀 1

砥石 l
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足守川加茂 B遣跡

備 考

俯 考

袋状土城

袋状土城

袋状土城

袋状土漿？

長方形土壊？

袋状土城

袋状土城？

袋状土渡？

袋状土城？

袋状土展

袋状土城？

袋状土壊

袋状土寝

袋状土坂

袋状土積？



足守川加茂B遺跡

遺構番号 地区 平面形態 長(輪cm長) 門笞 深(cm)さ 出土遺物 銅 考

47 9Cc 隅丸方形 129 109 37 

48 9C c. 閂丸方彩 160 16Z お

49 9Cc 円形 27 ガラス滓、炭化米

50 9Bd 不整楕円形 190 155 85 

51 8Bb 隈丸長方形 290 218 16 敲石 l

52 SBb 円形 87 82 46 

53 8Bb 楕円形 144 74 19 

145 llCa 円形？ 28 

146 llC d 円形？ 82 2-7 

147 llC d 限丸長方形 26 

148 llC d 楕円形？ 23 

149 lOC b 楕円形 65 23 

150 lOC a 円形 82 75 18 

151 lOB b 楕円形 93 13 

152 !OB b 楕円形 82 17 

153 lOB b 楕円形 68 22 

154 !OB b 楕円形 80 26 

155 !OB a 長方形 58 48 11 

156 !OB a 不整楕円形 97 82 28 

157 !OB d 楕円形 106 84 40 

158 lOB d 楕円形 78 69 18 

159 !OB d 楕円形 19 

160 lOB d 楕円形 89 77 39 

161 lOB C 楕円形 104 76 33 

162 !OB C 楕円形 89 38 30 

163 9Bb 楕円形？ 37 

164 9Bb 不整楕円形 77 48 35 

165 9Bb 不整円形 56 52 25 

166 8Ca 楕円形 48 

弥生時代後期後半

遺構番号 地区 平面形態 長(on軸長) 短(軸cm長) 深(cm)さ 出土遺物 備 考

54 llC b 長方形 398 205 80 茄石 l 長方形土堀

55 llC b 長方形 373 190 45 長方形土琥

56 llC a 楕円形 107 15 

57 llC a 開丸長方形 144 105 35 長方形土城？

58 llC a 隅丸長方形 165 38 長方形土城

59 llC a 長方形 223 110 13 長方形土城

60 llC d 長方形 261 90 長方形土袋

61 llCd 不整長方形 190 101 20 長方形土城

62 llCd 長方形 l距 135 55 鉄銀 l 長方形土撰

63 llCd 隅丸長方形 135 50 スクレイバー 1、敲石 1 長方形土捩

64 llC d 楕円形 92 81 36 

65 llCd 長方形 75 31 

66 llC d 不整棺円形 155 120 49 
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足守川加茂B遺跡

遺構番号 地区 平面形態 長(軸cm長) 短(cm軸長) 深(an)さ 出土遺物 備 考

67 llC C 艮方形 273 180 62 長力形土城

68 UC  d 長方形 205 103 71 長方形土城

69 llC C 長方形 295 152 61 長方形土城

70 llC c 隅丸長方形 235 192 45 長方形土漿

71 llC C 悶九長方形 270 210 44 長方形土城

72 llC C 隅丸長方形 83 18 長方形士漿？

73 UBd 楕円形 95 15 

74 llC C 楕円形 78 19 

75 llB d 長方形？ 126 46 分銅形土製品 l 長方形土城

76 llB d 楕円形

77 lOC b 不整楕円形 140 64 

78 lOC b 楕円形 172 93 33 

79 lOC b 隅丸長方形 160 50 長方形土腰

80 lOC a 楕円形 87 67 22 

81 lOC a 楕円形 103 74 28 

82 IOC a 楕円形 61 57 25 

83 IOC a 楕円形 61 40 

84 IOC a 楕円形 92 77 36 銅鏡 1

85 lOB b 隅丸方形 195 178 58 石槍 l 長方形土城

86 lOB b 隅丸方形 125 30 長方形土城？

87 lOB b 隅丸長方形 116 63 40 長方形土撰？

88 IOB b 不整長方形 232 194 42 砥石 1、炭化米 長方形士城？

89 lOB b 楕円形 196 175 55 

90 lOB b 楕円形 100 78 22 貝殻

91 108 a 円形 85 84 48 

92 10B a 円形 88 84 63 鎌 l

93 lOC d 長方形 140 88 58 長方形土猥

94 lOC d 長方形 315 29 長方形土横

95 lOC d 不整長方形 182 97 31 長方形土城？

96 lOC d 隅丸長方形 227 98 27 長方形土城

97 lOC d 長方形 163 11 長方形士城？

98 lOC d 楕円形 114 54 14 

99 lOC d 楕円形 74 22 

100 lOC d 楕円形 71 57 12 

101 lOC d 長方形 62 49 長方形士漿？

102 lOC C 長方形 185 157 54 長方形土喋

103 lOB C 長方形 279 147 長方形土塙

104 lOB c 長方形 83 63 34 長方形土猥？

105 lOB C 不整長方形 32 

106 9Cb 不整長方形 183 17 長方形士壊？

107 9Cb 長方形 86 70 34 土錘 l 長方形土猥？

108 9Cb 不整長方形 241 164 鎌 1 長方形土腺

109 9Cb 楕円形 62 53 23 手焙形土器 1

110 9Cb 長方形？ 35 長方形土渡

lll 9Bb 楕円形 77 70 45 

112 9Bb 楕円形 103 85 49 石包丁 l

113 9Ba 楕円形 210 156 30 小玉2、ガラス滓

114 9Cd 円形 65 

“ 
48 袋状土壊

ll5 9Cd 楕円形？ 石包Tl
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足守川加茂 B遺跡

遺構番号 地区 平面形慈 月ざ 門翌 深(an)さ 出土遺物 菌 考

116 9Cc 長方形 154 94 14 長方形士坂？

117 9Cc 方形 130 125 42 長方形土壊

118 9Bd 楕円形 101 86 42 

119 9Bd 隅丸方形 100 80 81 鉄器1、種子 袋状土塚

120 9Bd 楕円形？ 104 93 16 炭化米

121 9Bd 長方形 238 121 42 長方形土撰

122 9Bd 不整形 210 197 22 

123 9Bd 楕円形 222 83 20 士製紡錘車 1

124 9Bd 円形 78 71 12 

125 9Bd 長方形？ 175 60 石錘 2

126 9Bd 閑丸長方形 190 151 80 ガラス滓、炭化米、種子 長方形土損

l切 sea 長方形 171 115 39 長方形土坂

128 8Ca 隅丸方形 173 131 13 長方形土城？

129 8Bb 楕円形 110 97 25 

130 8Bb 閑丸長方形 9) 60 27 

131 8Bb 楕円形 113 67 2] 

132 8Ba 楕円形 149 93 41 

133 8Ba 梢円形 148 128 29 

134 8Cd 隅丸長方形 173 50 29 特殊器台、種子

167 llC b 隅丸長方形 190 130 11 長方形土城？

168 llC a 不整長方形 35 

169 llC a 楕円形 88 67 20 

170 llC a 隅丸方形

171 11B d 方形？ 51 17 

172 lOC a 隅丸長方形 130 105 17 

173 lOC a 隅丸方形 70 68 42 

174 lOC a 隅丸方形 90 75 22 

175 lOC a 楕円形 89 84 46 

176 lOC a 楕円形 117 80 18 種子

177 lOC a 楕円形 82 67 6 

178 lOB b 隅丸長方形 87 60 25 

179 lOB b 不整円形 83 77 28 

180 JOB b 楕円形 ll9 101 41 

181 lOB b 楕円形 92 66 47 

182 lOB b 楕円形 81 59 34 

183 IOB b 楕円形 135 89 32 

184 IOB b 楕円形 105 63 23 

185 !OB b 楕円形 100 78 31 

186 !OB b 楕円形 103 78 33 

187 IOB b 楕円形 85 67 31 

188 IOB a 楕円形 77 66 42 

189 lOB a 楕円形 78 63 22 

190 lOC d 屈丸長方形

191 lOC d 長方形 43 長方形土撰？

192 lOC d 楕円形 223 143 

193 !OC C 隅丸方形 64 23 

194 lOC d 長方形 112 20 

195 lOC C 楕円形 88 52 20 

196 !OC C 悶丸長方形 87 64 15 
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足守川加茂B遺跡

遺構番号 地区 平面形態 長(軸cm長) 短(cm軸長) 深(cm)さ 出土遣物 備 考

197 !OB d 不整楕円形 112 40 

198 lOB C 楕円形 73 60 30 

199 lOB C 楕円形 138 123 30 

200 9Cb 方形 64 61 46 

201 9Cb 楕円形

202 9Cb 長方形 98 58 8 長方形土城？

203 9Gb 方形 57 55 50 

204 9Cb 不整円形 78 73 30 

205 9Bb 楕円形 65 54 31 

206 9Bb 隅丸方形 83 76 31 

207 9Bb 不整形 132 

208 9Cd 円形？ 64 

209 9Cd 娼丸方形？ 73 34 

210 9Cd 長方形 70 27 

211 9Cd 楕円形 85 66 34 

212 9Cd 楕円形 88 68 46 

213 9Cd 楕円形 91 71 10 

214 9Cd 隅丸長方形 12 

215 9Cd 楕円形？

216 9Cc 楕円形 100 58 34 

217 9Cc 長方形？ 83 41 ガラス滓

218 9Cc 楕円形 67 

219 9Bd 楕円形 125 

220 9Bd 楕円形 117 16 

221 9Bd 楕円形 129 91 10 

222 8Cb 長方形？

223 8Cb 円形？ 80 80 36 

224 8Cb 隅丸長方形 113 69 25 

225 8Ca 楕円形？ 66 

226 sea 楕円形

227 8Ca 楕円形 68 36 

228 8Ca 楕円形 134 110 44 

229 8Ca 隔丸方形 139 30 

230 8Bb 楕円形 84 70 16 

231 8Ba 楕円形 122 112 50 

古墳時代前半

遺構番号 地区 平面形態 長(cm軸長) 短(cm軸長) 深（匹）さ 出土遣物 備 考

135 lOBb 長方形 151 117 21 

136 lOB C 隅丸長方形 136 99 46 鉄器3、種子

137 10B c 楕円形 63 57 12 

138 9Ba 楕円形 79 41 21 鉄鏃2

139 9Bb 不院形 鉄鏃 1、鉄器 l

140 9Cd 不整楕円形 106 70 11 

141 9Bd 隅丸長方形 185 95 26 

142 9Bd 累丸方形 60 60 14 
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足守JII加茂 B遺跡

遺構番号 地区 平面形態 吃F門翌 深(CJ!!)さ 出士遠物 備 考

143 88b 屈丸方形 136 lお 68 鉄 1

232 108 b 楕円形 89 53 12 

233 lOC C 方形 133 131 39 

234 lOB d 樟円形？

235 lOB d 楕円形 Ill S9 34 

236 !OB d 不整台形 180 85 39 

237 lOB d 隔丸長方形 130 103 21 

238 lOB C 長方形 86 61 19 

239 lOB C 楕円形 84 75 35 

240 !OB C 楕円形 63 57 19 

241 !OB C 円形 63 62 32 

242 JOB C 不整方形 65 

“ 
37 

243 lOB C 楕円形 103 56 31 

244 }OB C 長方形 72 49 33 

245 JOB C 長方形 104 85 31 

246 JOB C 方形 85 84 41 

247 10B c 長方形 76 54 31 

248 9Cb 長方形 64 35 

249 9Ca 楕円形 140 22 

250 9Bb 楕円形 60 54 17 

251 9Bb 不整楕円形

252 9 Ba 梢円形 105 75 12 

253 9Bd 楕円形 73 54 19 

254 9 B d 稲円形 83 58 26 

古墳時代後半以降

平面形態 長(軸an長) 短(軸an長) 深(an)さ 出土遺物 備 考

144 9 B b ,G整円形 720 652 鉄斧 l

255 !OB C 不整楕円形

256 8Cb 方形 I 136 I 126 

3 石器•石製品

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大mm長) 最(大!1111輻) 最（大皿甲） 悶 材 質 特 徴

S 1 JJC 竪穴住居2 石包丁 67.0 42.5 10.0 34.92 サヌカイト

S2 llC 竪穴住居6A 楔形石器 35.0 3LO 10.0 8.47 サヌカイト

S3 llC 竪穴住居 7 砥石 170.0 55.0 34.0 422.20 古銅輝石安山岩

S4 llC 竪穴住居7 砥石 123.0 55.0 51.0 460.90 流紋岩

S5 llC 竪穴住居9 敲石 ZOl.5 76.0 60.0 !ZZ-7.70 ヒン岩

S6 llC 竪穴住居9 石包丁 邸.0 45ふ 14.0 62會74 サヌカイト 珪酸付箔

S7 9C 竪穴住居13 石匙 49.0 41.0 9.0 13.36 サヌカイト

S8 9C 竪穴住居13 石鏃 53 5 13.5 6.5 3.89 サヌカイト

S9 9C 竪穴住居13 石包丁 66.0 40.0 8.5 25.20 サヌカイト 珪酸付着
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足守川加茂 B迫跡

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大mrn長) 最(大mm幅)・ 最(大mm瞑) 讐 材 質 特 徴

S10 !IC 土撰14 石包丁 48.0 53.0 98 31.65 サヌカイト 珪酸付行

Sll llB ± 滉資21 石鏃 43.0 19.0 5.5 3.39 サヌカイト

S12 9C 土城43 石鏃 41.0 22.5 6.0 4.12 サヌカイト

Sl3 9C 土瞭46 砥石 割,,0 47.5 29.0 145.90 流紋岩

S14 8B 士坂51 敲石 73.5 62.5 29.0 200.10 安山岩

S 15 lOC スクレイパー 78.0 47.5 18.3 46.79 サヌカイト

S16 lOB スクレイパー 47.5 33.5 8.3 14.11 サヌカイト

S17 llC スクレイパー 31.0 47.0 7.0 9.00 サヌカイト

S18 lOB スクレイパー 50.0 46.0 7.0 I4J3 サヌカイト

S 19 lOC スクレイパー 50.5 51.0 5.5 18.69 サヌカイト 石包丁転用、珪酸付着

S20 lOB エンドスクレイバー 49.0 29.0 6.1 8.98 サヌカイト

S21 lOB スクレイパー 39.0 38.0 8.0 11.22 サヌカイト

S22 llC 石包丁 42ふ 35尋5 7.5 7.39 サヌカイト 珪酸付府

S23 lOC 石包丁 62.0 39.0 8.5 19.58 サヌカイト 珪酸付沿

S24 lOC 石包T 59.0 46.0 l l.0 35.10 サヌカイト 珪酸付着

S25 lOB 石包T 43.5 45.0 9.0 27.04 サヌカイト 珪酸付箔

S26 lOB 石包丁 43.0 40.0 10.0 14尋31 サヌカイト 珪酸付滸

S27 UC 石包T 96.0 50 5 10.0 46、45 サヌカイト 珪酸付滸

S28 lOC 石包丁 54.0 57.0 9.5 45.03 サヌカイト 珪酸付沼

S29 9B 石包丁 73ふ 49.5 7.9 38.09 サヌカイト 珪酸付着

S30 llC 石包丁 27. 〇 47.5 10.7 18 25 サヌカイト 珪酸付着

S31 lOC 石包T 46.0 41.5 11 5 19.24 サヌカイト

S32 lOC 石包T 42.5 55.5 6.5 18.93 サヌカイト 珪酸付着

S33 lOB 石包丁？ 37.0 50.0 10.5 18 19 サヌカイト

S34 9C スクレイパー 34.0 24.5 5,5 4.00 サヌカイト

S35 lOB 石包丁 33.5 32.0 10.0 13.27 サヌカイト

S36 lOC 石包丁 47 0 24.0 6.2 8.00 サヌカイト

S37 lOC 石錐 39.0 27.0 5.0 4.35 サヌカイト

538 9B 石錐
54尋゚

19鼻。 9.0 9.97 サヌカイト 端部使用痕

S39 llC 石槍？ 36.0 28.5 7.0 8.08 サヌカイト

S40 lOC 石棺 64.0 27.0 6.5 12.24 サヌカイト

S41 10B 石鏃 48.0 15.0 4.3 4.24 サヌカイト

S42 9C 石鏃 46.0 17.0 4.5 4 22 サヌカイト

S43 9B 石鏃 29.0 23.0 39 2.42 サヌカイト

S44 10B 石鏃 22.5 15.0 27 0.75 サヌカイト

S45 10B 石核 92.5 49.0 17.2 80.51 サヌカイト

S46 llC 小形石斧 60.0 24.5 8.8 1.3.17 緑色片岩

S47 8C 石鍬 131.0 77.5 12.4 137.63 緑色片岩

S48 9B 蛤刃石斧 207.0 76.0 52.0 1429.29 安山岩

S49 8B 蛤刃石斧 65 0 62.5 38.5 229.90 変斑槻岩

S50 10B 砥石 248.0 125.7 48.5 1906.15 流紋岩

S51 9C 砥石 132 S 130.0 31.0 715.90 流紋岩

S52 9B 石錘 56.0 41.5 
36. ゚

114.91 石英斑岩

S53 UC 石錘 62.5 54.0 38.0 178,92 花尚岩

S54 9C 石錘 77.0 60.0 40.0 258.99 石英斑岩

S55 lOC 石錘 69.0 65.0 44.0 Z-74.59 花尚閃緑岩

S56 9B 石錘 79.5 65.5 48.0 327.67 斑岩

S57 8B 石錘 90.0 76.5 50.5 464.98 花協岩

S58 8B 石錘 83.5 75.0 50.5 463.51 石英斑岩
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足守川加茂B遺跡

遺物番号 地区 遺 構名 器 種 最(大n::::1長) 最{大c:iほ) 最(大rn厚) 悶 材 質 特 徴

S59 9C 石錘 糾.0 85.0 59.0 700.47 閃緑岩

S60 SB 石錘 99.5 71.0 66.0 641.80 花繭岩

S61 8B 石錘 89.5 72.0 66.0 594.00 石英斑岩

S62 SB 石錘 74鴫O 72.5 46.5 341.96 花菌岩
！ 

S63 8B 石錘 80.0 68.0 48.0 317.10 角閃石安山岩

S64 9B 石錘 80.5 67.0 43.5 308.73 角閃ヒン岩

S65 !OB 石錘 7S.O 60.0 60.0 422.00 花固岩

S66 SB 石錘 67.0 56.5 44.0 233.40 角閃石安山岩

S67 lOC 石錘 82.5 69.5 58.0 468.22 粗粒砂岩

S68 9C 石錘 85.0 78.5 50.0 423.19 ヒン岩

S69 SC 石錘 61.0 50.5 33.0 157.45 安山岩

S70 9B 敲石 74.0 42.0 32.0 167.23 流紋岩

S71 SC 廠石 161.0 35.5 20.0 172.90 古鋼輝石安山岩

S72 8C 敲石 ll3.5 46.5 39.0 324.30 ヒン岩

S73 BC 茄石 130.0 73.5 28.0 366.40 砂岩

S74 10B 砥石 147.0 59.0 53.5 756.73 流紋岩 紐通し穴 l孔

S75 UC 石斧 192.0 67.0 50.0 585疇00 安山岩

S76 9C 砥石 87.5 86.0 59.0 540.36 半花尚岩

S77 8C 砥石 65 0 30.0 9.0 23.12 

S78 SB 敲石 82.0 61.0 50.0 387.40 

S79 8C 敲石 92.0 80.5 36.0 409.IO 

S80 llC 竪穴住居19 石包T 36.5 35.5 8.7 13.99 サヌカイト 珪酸付沿

S81 llC 竪穴住居19 スクイパー 56.0 38.0 13.5 27.24 サヌカイト

S82 llC 竪穴住居19 石包丁 35.5 41.5 5.9 11.43 サヌカイト 珪酸付滸

S83 llC 竪穴住居19 敲石 76.0 60.0 40.0 219.70 半花尚岩

S84 llB 竪穴住居22 石杵 70.5 72.5 37.0 253.00 細粒閃緑岩 側面朱付桁

S85 lOC 竪穴住居25 石荀 36.0 22.5 5.3 4.83 サヌカイト

S86 lOC 竪穴住居25 敲石 61.3 38.7 37.0 121.10 安山岩

S87 lOC 竪穴住居25 石錘 85.0 85.0 55.0 642.30 閃緑岩

sss lOC 竪穴住居25 敲石 76.0 74.0 42.0 379.80 花尚岩

S89 lOC 竪穴住居27 エンドスクレイパー 59.0 64.5 24.0 69.42 サヌカイト

S90 lOC 竪穴住居28 敲石 148.0 67.0 42.0 592.40 安山岩

S91 9C 竪穴住居30 砥石 95.0 53.5 24.0 219.90 玄武岩

S92 9C 竪穴住居31 石錘 39.0 30.0 24.0 34.60 安山岩

S93 9C 竪穴住居31 石錘 38.5 31.3 22.0 39.70 頁岩

S94 9C 竪穴住居34 石錘 59,0 41.0 40.0 117.30 砂岩

S95 9B 井戸 l 勾玉 13.6 6.8 4.8 0.60 

S96 9B 井戸 1 管至 9.5 3.0 0.15 碧玉

S97 9B 井戸 1 臼玉 3.5 43 0.08 滑石

S98 JJC 土損54 敲石 94.5 70.0 30.5 268.80 ヒン岩

S99 llC 土城63 スクレイパー 49.5 52.5 6.5 サヌカイト

S100 llC 土城63 蔽石 103.0 55.5 'Zi.O 251.10 安山岩

SlOl JOB 土城85 石拍 20 0 29.0 6.0 5會03 サヌカイト

S102 10B 土壊88 砥石 125.6 53.0 21.7 261.70 玄武岩

S103 9B 士城112 石包丁 47.5 49.0 11.4 33.14 サヌカイト

S104 9B 土坂113 臼玉 3.2 4.8 0.10 滑石

S105 9B 土城113 臼玉 3.3 5.2 0.12 滑石

S106 9C 土猿115 石包丁 91.0 44.0 14.0 83.44 結品片岩

S 107 9B 土坂125 石錘 66.0 62.0 44.0 262.00 花尚斑岩
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足守川加茂B遺跡

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大mm長) 最(大mm幅) • 最(大IIDD厚) 讐 材 質 特 徴

S 108 9B 土城125 石錘 46.5 39.0 33 0 99 50 閃緑岩

S 109 SB ±器溜り 1 砥石 153.0 81.5 33.5 746.30 砂岩

S110 BB 土器溜り 1 敵石 71.0 59.5 44.0 289.40 砂岩 石斧転用

Slll !LC 竪穴住居45 砥石 226.0 118.5 74.0 2511.50 花尚岩

S 112 llC 竪穴住居45 砥石 92.0 117.0 65.0 536.90 流紋岩

S 113 llC 竪穴住居45 石錘 76.5 63.0 44.0 322.90 ヒン岩

S 114 UC 竪穴住居45 敲石 151.0 47.7 62.0 562.20 砂岩

S 115 llB 竪穴住居48 49 砥石 84會〇 72.0 69會0 437.00 流紋岩

Sll6 llB 竪穴住居48 49 敲石 72.5 63.5 16.0 117.80 砂岩

S 117 lOC 竪穴住居52 砥石 175.0 130.0 70.0 2052.70 閃緑岩＋花尚岩

S 118 lOC 竪穴住居52 砥石 94.0 57.0 31.0 294.10 花尚岩

S 119 lOC 竪穴住居60 砥石 47.0 38.0 30.0 63.30 凝灰岩

S 120 lOB 竪穴住居61 勾玉 16.3 4.8 4.5 0.62 メノウ

S 121 lOC 竪穴仕居63 砥石 166.0 100.0 86.0 1661.20 砂岩

S 122 lOC 竪穴住居63 茄石 113.5 43.0 41.0 365.60 細粒閃緑岩

S 123 lOC 竪穴住居64 疎石 123.0 70.0 48.0 682.80 ヒン岩 石斧転用

S 124 lOC 竪穴住居68 敲石 133.0 46.5 25.5 230.20 斑岩

S 125 lOC 竪穴住居69 砥石 98.0 45.0 13.5 86.45 頁岩

S 126 !OB 竪穴住居71 砥石 43.0 20.5 16.9 22.60 流紋岩

S 127 !OB 竪穴住居71 石錘 45.5 30.5 33.0 61.40 半花尚岩

S 128 9C 竪穴住居76 石錘 91.6 71.0 45.5 444.80 花尚岩

S 129 9B 竪穴住居83 石錘 84.0 85.5 48.5 493.52 細粒閃緑岩 砥石転用

S 130 BC 竪穴住居90 砥石 114.0 115.5 50.0 1092.46 半花尚岩

S 131 9C 竪穴住居93 砥石 55.0 53.5 42.0 114.33 流紋岩

S 132 9C 竪穴住居93 砥石 109.5 87.0 49.0 597.90 流紋岩

S 133 9C 竪穴住居93 管玉 17.5 5.5 0.68 碧王

S 134 9B 竪穴住居95 砥石 95 0 73.0 99.0 734.50 流紋岩

S 135 9B 竪穴住居96 砥石 97.5 45.0 39.0 289.65 凝灰岩

S 136 SC 竪穴住居101 敲石 98.5 60.0 62.0 553.03 ヒン岩

S 137 8B 竪穴住居107 砥石 83.0 49.0 48.5 129.95 凝灰岩

S 138 llC 土器溜り 2 砥石 194.5 136.0 49.0 2020.50 安山岩

S 139 llC 土器溜り 2 石錘 80.0 73.5 41.2 400.70 l::'.ン岩

S140 8B 斜面堆積 石杵 176.0 97.5 92.0 2162.00 細粒閃緑岩 使用面朱付着

S 141 llC 勾玉 22.l 9.0 6ふ 2.47 

S142 10B 竪穴住居109 管玉 12.8 4.9 0.44 

S143 10B 竪穴住居109 石錘 、116.5 87.0 69.0 1059.90 ピン岩

4 金属器

遺物番号 地区 遺 構 名 器 種 最(大rrm長) 最（大四幅） 最{大111111厚} t月 材 質 特 徴

Ml llC 竪穴住居2 鏃 (52,5) (17尋0) (3.2) 5.44 鉄 未製品？

M2 II B 竪穴住居4 (46.0) 7.4 2.0 1.99 鉄

M3 llC 竪穴住居9 鏃 (53.0) 11.0 (3.5) 4.44 鉄

M4 !OB 竪穴住居12 鏃 (58.3) (5.5) (4.0) 5.64 鉄

MS 9B 土撰37 (14.0) 12.0 6.0 Z.42 鉄

M6 llB 竪穴住居22 (26.3) 02.0) (2ふ） 3.21 鉄
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足守）II加茂B遺跡

還物香号 地区 遺構名 器 種 最(大c:a長) 最(大mほ) 最(大.m厚) 悶 材 質 特 徴

M7 10B 竪穴住居23 鏃 50.5 14.5 (3.0) 4.99 鉄

MS 10B 竪穴住居23 鈍 (51.5) 16.8 {3.0) 5.45 鉄

M9 lOC 竪穴住居25 (63.5) (12.0) (10.5) 19.75 鉄

MLO lOC 竪穴住居25 鏃 (48.0) (17.5) {3.0) 5.58 鉄

Mll lOC 竪穴住居27 鏃 40.5 10.2 45 3.24 斉銅

Ml2 lOC 竪穴住居27 鎚 (99.0) (10.0) {1.6) 11.74 鉄

Ml3 lOC 竪穴住居27 (27.7) (21.0) (12) 5.48 鉄

Ml4 lOC 竪穴住居2S 箆 (54.0) 13.0 2.0 4.01 鉄

Ml5 !OC 竪穴住居28 (39.0) (!8.0) {4.3) 3.73 鉄

Ml6 9C 竪穴住居35 斧 (54.0) (31.5) (8.6) 27.06 鉄

Ml7 9C 竪穴住居36 範 (52.0) 18.5 30 7.33 鉄

MIS 9B 竪穴住居37 鈷 (38.0) 9.0 (3 0) 4.99 鉄

Ml9 9B 竪穴住居37 鋤先 (37.0) 15.6 90 9.28 鉄

M20 9B 竪穴住居37 (39.0) (13.0) (2.8) 429 鉄

M21 9B 竪穴住居37 鏃 (19.8) 3.5 3.5 0.51 鉄

M22 9B 竪穴住居37 鏃 (37.5) 11.0 3.-0 1.70 鉄

M23 9B 竪穴住居38 (52.0) 13.0 4.5 6.72 鉄

M24 SC 竪穴住居40 鉤 (46.5) 7.5 2.0 2.09 鉄

M25 8C 竪穴住居41 (21.0) 12.0 {2.0) 2.33 鉄

M26 9C 竪穴住居42 鉛 (40.0) (11.0) (1.5) 4.64 鉄

M27 llC 士堀62 鏃 (42.0) 12.0 (2.S) 3.47 鉄

M2S lOC 土堀糾 鏡 75.0 6.5 32.57 背銅 佑製鏡

M29 JOB 土城92 鎌 (25.3) (24.5) (2.0) 12.33 鉄

M30 9C 士城108 鎌 (45.6) 27.3 (3.0) 13.82 鉄

M31 9B 土堀119 (42.5) 16.2 4.0 5.30 鉄 未製品

M32 9B 土器溜り 1 刀子 (44.0) 14.0 4.0 5.62 鉄

M33 9B 土器溜り l 鏃 (55.0) 18.0 3.0 5.65 鉄

M34 9B 土器溜り 1 (47.5) 11.3 2.0 5.07 鉄

M35 llC 竪穴住居45 (55.0) (21.0) (8.3) 17.34 鉄

M36 llC 竪穴住居46 (35.0) (27.0) (2.8) 4.86 鉄

M37 llB 竪穴住居48 49 鏃 (32.0) (9.0) (4.2) 3.06 鉄

M38 ll C 竪穴住居50 銘 (82.5) (5.5) (2.0) 3.92 鉄

M39 lOC 竪穴住居52 (34.0) (20.0) (5.5) 10.18 鉄

M40 llC 竪穴住居53 (31.0) (2ふ0) (2鼻0) 1.74 鉄

M4l llC 竪穴住居53 (28.0) (21.0) (3.5) 5.73 鉄

M42 lOC 竪穴住居67 (27.0) (13.5) (4.8) 2.65 鉄

M43 lOC 竪穴住居68 鎌 84.0 20.5 (2.0) 16.93 鉄

M44 lOC 竪穴住居68 (43.0) (6.0) 2.75 鉄

M45 lOC 竪穴住居69 鏃 (30.0) (14 5) (3.0) 3.06 鉄

M46 lOC 竪穴住居73A 鎚 (126.5) (7.2) (2.0) 6.24 鉄

M47 9C 竪穴住居73A 鏃 (30.5) 17.2 4.0 3.90 鉄

M4S 9C 竪穴住居75 (38.2) 16.5 4.0 2.94 鉄

M49 9C 竪穴住居76 (54.0) 7.0 32 4.72 鉄

M50 9C 竪穴住居76 (42.3) 9.5 3.3 3.44 鉄

M51 9B 竪穴住居79 剣？ (50.0} 28.0 5.0 23.19 鉄

M52 9B 竪穴住居84 鏃 （切.2) 5.0 4.0 2.46 鉄

M53 9C 竪穴住居86B (40.0) (35.0) (5.8) 10.92 鉄

M弘 9C 竪穴住居86B (23.8) 6.5 2.0 1.25 鉄

M55 9C 竪穴住居86B 刀子 (25.5) 9.5 Z.5 1.80 鉄
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足守川加茂 B遺跡

遺物番号 地区 遺楕名 器 種 最(大JJDll長) 仮(大mmり)ほ最(大mm厚) 替 材 質 特 徴

M56 9C 竪穴住居86A (23.3) 14.0 2.8 1.25 鉄

M57 9C 竪穴住居86A (20.5} 10.0 (4.0) 4 03 鉄

M58 9C 竪穴住居87 (26.7) 19.5 (2.0) 4.64 鉄

M59 9C 竪穴住居88 鏃 (42.0) (6.5) (4.0) 2.38 鉄

M60 9C 竪穴住居89 箆？ (66.0) 5.5 3.0 3.98 鉄

M61 9C 竪穴住居89 鏡 44.5 10.0 10.24 青鐸］ 紡製鏡

M62 8C 竪穴住居90 鏃 (34.0) 12.0 (7.7) 3.43 鉄

M63 8C 竪穴住居90 鏃 (17.0) (15.0) 3.0 0.82 鉄

M64 9C 竪穴住居92 鈍 (133.0) 8.0 3.5 17.18 鉄

M65 9B 竪穴住居95 刀子？ (68.0) 19.0 2.0 9.16 鉄

M66 9B 竪穴住居95 鏃 (47.0) 10.5 7.5 9.88 鉄

M67 9B 竪穴住居96 (36.0) 18.0 2.0 2.85 鉄

M68 9B 竪穴住居96 鏃 (48.5) (14.0) (2.5) 7.43 鉄

M59 8C 竪穴住居103~105 毛抜？ (74.0) 12 1.8 2.46 鉄

M70 8C 竪穴住居103、105鏃 (39.0) 13.6 2.6 3.26 鉄

M71 8C 竪穴住居103、105 (28.0) 11.4 1.6 1.33 鉄

M72 SC 竪穴住居l03 剣 (104.0) 25.5 (5.0) 57.89 鉄

M73 SB 竪穴住居107 刀子 (44會0) 19.0 3.0 8.87 鉄

M74 8B 竪穴住居107 (25.0) 4.5 3.5 1.28 鉄

M75 8B 竪穴住居107 鏃 (20.5) 15.0 30 0.62 鉄

M76 !OB 土堀136 (38.0) (20.5) (3.0) 4.94 鉄

M77 lOB 土城136 (49.8) (27,0) (3鼻0) 10.07 鉄

M78 lOB 土城136 (37.0) (15.0) (5.0) 5.88 鉄

M79 9B 土城138 鏃 (49.0) 22.0 3.0 7.47 鉄

M80 9B ±猥138 鏃 (32.0) 25.0 3.5 4.24 鉄

M81 9B ±戦139 釘？ (32.7) 8.0 4.6 4.72 鉄

M82 9B 土堀139 鏃 (28.0) 5.0 4.0 2.23 鉄

M83 SB 土猥143 鏃 (44.0) 16.0 3.0 5.32 鉄

M84 8C 斜面堆積 鎌 (52.0) 18.5 (2.0) 5.40 鉄

M85 SB 斜面堆積 斧 (35.5) 29.0 9.0 10.30 鉄

M86 SB 斜面堆積 鏃 (26.0) 21.5 2.5 3.49 鉄

M87 8B 斜面堆積 鏃？ (34.0) (21.5) (2.0) 2.89 鉄

M88 8B 斜面堆積 鏃 (36.0) 9.0 4.0 5.10 鉄

M89 SB 斜面堆積 鏃 (26.3) 02.5) 6.50 鉄

M90 llB 刀子 (47.0) 13.2 (3.0) 6.64 鉄 蕨手刀子

M91 SB 刀子 (97.5) 10.5 3.5 8.03 鉄

M92 lOC 刀子 (21.0) 8.0 (2.0) 1.73 鉄

M93 9B 刀子 (67.7) 10.0 3.0 9.10 鉄

M94 9B 刀子 (55.0) 19.5 3.5 6.61 鉄

M95 9C 刀子 (52.0) 13.5 3.0 7.64 鉄

M96 9B 鋏？ (63.0) (12ふ） (3.5) 4.97 鉄

M97 9C 鋸 (49.2) (9.0) 3.5 2.93 鉄

M98 9B 刀子 (23.4) 14.5 2.0 2.24 鉄

M99 9C 廷？ (88.0) (9.0) (8.5) 13.68 鉄

MlOO 9C (51.0) i.O (2.5) 3.68 鉄

MlOl 9C 銹 (52.0) 8.4 2ふ 2.76 鉄

M102 9B 頁金具 (2&.0) 13.0 3.2 4.57 鉄

Ml03 9B (13.0) 2.0 l.8 0.11 鉄

M瞑 9C (64 0) 13.0 2.7 17.81 鉄
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足守川加茂B遺跡

遺物香号 地区 遺構名 器 種 最(大&:.長) 最(大c:::iほ) 最（大口厚） 苔 材 質 特 徴

Ml05 9B (42.0) 8.3 7.0 8.57 鉄

MI06 9B (63.4} (6.0) (5疇0) 4.71 鉄

Ml07 9B 鎌 (65.0) 27.0 4.0 18.88 鉄

Ml08 9B 鎌 (31.0) 43.7 4.0 l!.15 鉄

Ml09 9C 斧？ {78 0) (39.4) (13.8) 30.86 鉄

MllO ~c 鍛先 63.0 29.0 20.17 鉄

Mlll 9B (39.0) 30.2 4.3 10.60 鉄

Mll2 9C (2"7.5) 17.8 3.5 10.92 鉄

Mll3 9C 鏃？ (44.0) 17.0 2.8 4.39 鉄

Mll4 10B 鏃 (27.0) 14.0 (3.0) 2.37 鉄

Mll5 9C 鏃 qo.o) 12.0 2.5 2.47 鉄

M116 lOB 鏃 (29.0) (14.5) (2.0) 1.58 鉄

Mll7 108 鏃 (44.0) 12.0 2.0 3.29 鉄

Mll8 JOB 鏃 (34.5) (11.0) 3.0 1.63 鉄

M119 10B 飽 (38.5) 10.5 (3.3) 2.72 鉄

Ml20 9C 鏃 (49.0) (22.0) 3.0 10.34 鉄

Ml21 JOC 鏃 (75.0) 22.0 (3.0) 11.89 鉄

Ml22 9C 鈷 (37.0) (8.0) 2.5 3.39 鉄 未製品？

Ml23 10B 鏃？ (29.5) (20.0) 3.5 3.81 鉄

Ml24 8B 二又矛 (31.0) 15.0 5.5 5.07 鉄

Ml25 9B 鏃 (42.8) 4.3 4.1 2.37 鉄

Ml26 9B 鏃？ (41.2) 4.0 4,0 2.93 鉄

Ml27 9B (41.0) 4.5 3.5 3.99 鉄

Ml28 9C 鏃 (42.6) 5.0 3.0 2.29 鉄

Ml29 9B (29.7) 32.0 (3.0) 10.36 鉄

Ml30 llB (36.5) (22.0) (2.7) 7.14 鉄

Ml31 9B (44.0) 20.0 8.2 22.42 鉄

Ml32 9B (33.2) 22.0 9.3 2.55 鉄

Ml33 9B (31.5) 13.0 (4.0) 3.42 鉄

Ml34 9C (29.2) 16.5 4.0 4.44 鉄

Ml35 9C (27.0) (23.0) (7.5) 10.11 鉄

Ml36 9B (41.6) 11.0 7.5 6.15 鉄

Ml37 !OB (2"7.5) 14.5 (7.0) 6.39 鉄

Ml38 9B (37.0) 20.0 5.8 10.04 鉄

Ml39 9B (40.0) 6.3 {4.5) 2.33 鉄 上端裁断面

Ml40 9B 鏃 28.2 11.4 3.6 1.98 青銅

Ml41 9B 鏃 19.8 6.8 2.3 l.Ol 青銅

Ml42 9C 鏃 16.3 5.9 2.0 0.67 青銅

Ml43 9B 鏃 29.0 7.5 3.6 L72 青銅

Ml44 9C 鏃 32.0 9.0 35 3.11 脊銅

Ml45 lOC 鏃 20.0 3.0 3.0 0.74 脊銅

Ml46 !OB 鏃 32.3 2J.4 4.2 7.93 青銅 未製品

Ml47 lOB 竪穴住居108 鎌 (74.5) 27.0 2.0 23.63 鉄

Ml48 !OB 竪穴住居108 鏃 (64.3) (4.0) (3.0) 5.84 鉄

Ml49 !OB 竪穴住居llO 剣？ (43.5) (22.0) 3.2 8.13 鉄

MlSO !OB 竪穴住居110 鏃 (37.0) (22.5) {3.0) 5.05 鉄

Ml51 !OB 竪穴住居110 網？ (26.0) (19.0) {3.4) 2.21 鉄

Ml52 9B 土城144 斧 (31.5) 48.0 5.6 20.94 鉄

Ml53 SB 溝群 斧？ {26.5) 43.0 7.0 18.32 鉄
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足守川加茂 B遺跡

遺物番号I地区 I遺構名 器 種 最(大mm長) 最(mm大幅) 最(大llllD厚) 悶 材 質 特 徴

Ml54 9C 溝群 釘？ (48.0) (3.0) (3.0) 3.75 鉄

MISS 98 溝群 飽 (25.5) 12ふ 2.5 2 72 鉄

Ml56 9B 溝群 (26 5) 

5 土製品

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大mm長} 最（大口幅） 最(大llllll厚) 碧 特 徴

C 1 llC 竪穴住居4 嘉形土製品 81.0 40.0 16.0 35.41 

C2 llC 竪穴住居4 紡錘車 45.3 6.2 7.07 土器片（甕）転用

C3 llC 竪穴住居4 動物形土製品 47 0 21.5 31.0 20.89 

C4 11 C 竪穴住居6 ±錘 28.8 24 0 19.40 

cs llC 竪穴住居6 土錘 31.2 28.9 28.22 

C6 llC 竪穴住居6 土錘 26.0 24,5 16.79 

C7 !IC 竪穴住居8 紡錘車 69.0 66.0 8.8 40.66 土器片（甕）転用

cs llC 竪穴住居8 士錘 20.0 15.0 6.21 

C9 lOC 竪穴住居10 紡錘車 44.9 5.0 10.83 土器片（壺？）転用

CIO SB 竪穴住居16 48.0 64.0 11.0 33.77 

CII llB 土横20 分銅形土製品 23.0 43.0 7.2 8.75 

C 12 !OB 分銅形士製品 58.3 46.0 11.0 27.00 赤色顔料~

C 13 11B 分銅形土製品 44.5 42.5 12.0 21.64 

C 14 108 分銅形土製品 45.0 78ふ 17.3 63.46 赤色顔科

Cl5 9B 分銅形土製品 43 5 79.2 15.0 48.62 

Cl6 108 分銅形土製品 44.3 70.5 18.0 51.73 赤色顔料

Cl7 IOC 竪穴住居25 紡錘車 34.0 31.5 4.8 5.88 土器片（甕）転用

Cl8 lOC 竪穴住居25 士錘 17.5 12.6 3.09 

Cl9 lOC 竪穴住居27 紡錘車 85.0 8.2 43.06 土器片転用

C20 lOC 竪穴住居27 紡錘車 30.7 9.0 4.11 土器片（高杯？）転用、焼成前穿礼

C21 lOC 竪穴住居29 紡錘車 38.6 22.7 10.0 9.35 焼成前穿孔

C22 9C 竪穴住居31 紡錘車 59.2 52.8 8.0 27.84 土器片（壺？）転用

C23 9C 竪穴住居36 紡錘車 32.7 29.7 5.7 6.51 土器片転用

C24 9B 竪穴住居37 紡錘車 49.5 4.0 6.00 土器片（甕）転用

C25 11B 土城75 分銅形土製品 615 70.5 13.0 60.09 赤色顔料？

C26 9C 土壊107 士錘 29.0 24.0 26.0 

C27 9B 土壊123 紡錘車 33.0 33.0 7.2 7.99 土器片（高杯？）転用

C28 11 C 竪穴住居47 分銅形土製品 23.7 40.0 9.8 

C29 llB 竪穴住居48 49 土錘 68.3 36.2 30.0 84 83 

C30 llB 竪穴住居48・49 土錘 10.2 13.6 3.17 

C3I lOC 竪穴住居70 紡錘車 48.8 43 0 4.8 11.30 士器片（甕？）転用

C32 lOC 竪穴住居73A 土錘 21.3 19.0 15 7 6.26 

C33 lOC 竪穴住居73A 上錘 20.5 15.0 8.0 

C34 lOC 竪穴住居73A 瓢形土製品 30.7 16.8 13.0 4.00 

C35 lOC 竪穴住居i3B 士錘 4l.5 39.0 36.0 67.90 

C36 IOC 竪穴住居73B 勾至 Z9.0 8.2 7.8 2.56 

C37 IOC 竪穴住居73℃ 土錘 62.3 34.2 31.5 55.34 

C38 9B 竪穴住居78 紡錘車 37.0 35ふ 8.2 10.61 士器片（高杯？）転用

C39 9C 竪穴住居89 紡錘車 33.3 31.0 4.0 4.37 上器片（甕）転用
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足守川加茂B遺跡

遺物香号 地区 遺構名 器 種 位(大lll'.ll長) 最（大四） 幅 最（大四厚） 苔 特 徴

C40 9C 竪穴住居89 紡錘車 32.0 20.2 4.1 2.30 土器片（甕）転用

C41 9C 竪穴住居92 土錘 71.9 22.0 19.5 37.03 

C42 9C 竪穴住居92 勾玉 21.5 17.2 )5.0 6.74 

C43 SC 竪穴住居104 紡錘車 43.0 40.5 6.0 11.90 士器片（受）転用

C44 SC 竪穴住居!06 土錘 27.5 23.8 15.89 

C45 8B 竪穴住居107 紡錘車 38.7 35.0 5.0 7.82 土器片（甕？）転用

C46 9B 勾玉 31.6 12.2 14.5 8.22 

C47 llC 紡錘車 53.0 51.0 5.0 13.56 土器片（甕）転用

C48 9C 土錘 38.0 33.0 22.7 17.93 

C49 9C 土錘 65.3 29 3 26.7 68.76 

C50 9C 土錘 59.4 32.8 28.4 76.87 

CSl JOB 土錘 37.5 36.0 34.0 51.82 

C52 9C 士錘 64.8 20.8 20.0 36.72 

C53 9C 土錘 86.0 19.2 16.8 34.04 

C54 9C 土錘 91.0 25.0 24.2 67.31 

C55 9C 士錘 68.0 22.0 ]8.2 36,03 

C56 9C 紡錘車 33.0 32.0 4.1 5.23 土器片転用｀未製品

C57 9C 紡錘車 30 0 19.0 6.5 3.87 土器片転用

C58 9B 土錘 20.0 18.0 14.0 4.81 

C59 9C 紡錘車 38.0 36.0 5.3 8.11 士器片転用

C60 9C 紡錘車 29.0 28 0 4.4 3.30 土器片（甕？）転用

C61 108 竪穴住居109 紡錘車 65.5 35.0 5.8 17.41 土器片（壺？）転用

6 玉類

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大l!l!ll長) 最｛大皿！幅） 最(大lllll厚) 悶 材 質 特 徴

S95 9B 井戸 1 勾玉 13.6 6.8 4.8 0.60 （石）

S96 9B 井戸 l 管玉 9.5 3.0 0.15 碧玉

S97 9B 井戸 l 臼玉 3.5 4.3 。.08 滑石

S104 9B 土堀113 臼玉 3.2 4.8 0.10 滑石

S105 9B 土椴113 臼玉 3.3 5.2 0.12 滑石

S 120 lOC 竪穴住居61 勾玉 16.3 4.6 4疇5 0.62 メノウ

S 133 9C 竪穴住居93 管玉 17.3 4.3 0.68 碧玉

S 141 llC 勾玉 22.l 9.0 6.5 2.47 （石）

S142 !OB 竪穴住居109 管玉 12.8 4.9 0.44 碧王

G 1 llB 士撰21 小玉 2.8 3.8 0.03 ガラス

G2 llB 土堀21 小玉 2.7 3.5 0.02 ガラス

G3 llB 土城21 小玉 3.2 3.3 0.04 ガラス

G4 11B 土撰21 小玉 2.9 3.1 0.02 ガラス

G5 lOC 竪穴住居25 小玉 5.1 5.6 0.14 ガラス

C36 lOC 竪穴住居73B 勾玉 29.0 8.2 7.8 2.56 ± 

C42 9C 勾玉 21.5 17.2 15.0 6.74 ± 

C46 9B 勾玉 31.6 12.2 14 5 8.22 土
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足守川矢部南向遺跡

3 . 足守川矢部南向遺跡遺構・遺物一覧

1 竪穴住居

弥生時代中期後半

鍔 地区 平面形態 主柱穴 長(軸cm長) 短(軸cm長) 深(cmさ) 床(面m'積)・ 床悔(rn抜)裔盆 ベッド その他の施設 出土遣物 備 考

1 5B 不整円形 4 (2) 450 20 2.30 石製品 6

2 8B 不整円形 5 550 25 (22.1) 2.40 石製品21、分銅形土製品 l

3A BB 不整円形 4 530 510 40 18.3 2.15 石製品22、土製紡錘車 1 床面一部張出

3B 8B 円形 490 17.6 2.10 

4 8B 不整円形 (1) 15 1.85 

弥生時代後期前半

鍔 地区 平面形態 主柱穴 月翌 短(軸cm長) ぢ 床(面m'租) 床(悔m抜)高 醤 ペッド その他の施設 出± 遺物 備 考

5 2B 円形 ？ 35 2.70 分銅形土製品 l

6 2B 円形 4 (3) 410 400 15 (11.4) 2.55 石製品 2

7 2B 円形 6 620 20 {27.3) 2.75 砥石2

8 2A 円形 ？ 50 2鳥55

， 3A 楕円形 4 645 595 40 (37.6) 2.90 石製品 5 焼失

lOA 3B 不整円形 4 (3) 640 625 35 29.9 2 52 

゜
石包丁 l、砥石 1、鉄製品 1

lOB 3B 不整円形 4 (3) 470 470 17.8 2 48 

゜lOC 3B 不整円形 ？ 435 (310) 20 2.43 

゜11 3B 円形 4 (2) 20 2.60 楔形石器 1、砥石 1

12 3B 円形 (2) 590 20 2.30 土製紡錘車 1、施 1

13 4B 円形 8 712 (690) 25 38.0 2.35 石製品6

11 4B 不整円形 5 610 590 40 2.45 

15A 4B 円形 4 660 5 2.40 

゜
石錘2、土製品 l

158 4 B 円形 4 (2) 540 2.45 

16 4 B 円形 4 (3) 25 2.45 

17 4 B 長方形 230 155 20 2.8 2.85 

18 SB 円形 (3) 20 2.50 

19 5B 不整円形 4 (500) 465 35 (15.0) 2.55 

゜
スクレイバー 1、]J子 l

20 5B 円形 5 (3) 680 5 2.50 石製品4、鉄鏃 I

21 6B 楕円形 4 (500) 450 30 (15.6) 2.25 

゜
楔形石器 l、砥石 l、玉類 2

22A 7B 円形 8 730 700 30 38.4 2.40 

゜
石製品 2、士製紡錘車3、鉄製品3

22B 7B 円形 5 490 455 5 16.4 2.35 

23 7B 円形 4 495 40 (15.9) 2.15 銅鏃 1

24 7B 不整円形 4 (3) 345 15 2.45 

25 7B 不整円形 4 435 375 10.8 2.30 

゜26 8B 楕円形 5 (600) 570 ;)O -- (25.5) 2.00 

゜゚
石銀2、土製品 2、鉄製品 l 焼失

27 SB 不整円形 4 365 40 (10.2) 1.90 

28 9B 円形 4 (2) お 1.95 
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足守川矢部南向遺跡

誓り 1 地区 I 乎面形態 I 主柱穴1月ざ1~:r1 后訂唸r1 床烈｝石1::1ペッド I その他の紐 出上遺物 銅考

29 I 9 BI円形 (3) I 560 25 2.15• ― 石斧 L 石包丁 l

弥生時代後期後半

喜悶 地区 平面形態 主柱穴 長(軸cm長) 短(cm軸長) 深(anさ) 床(面m'積) 床(袴m抜)高芦 ペッド その他の格設 出土遺物 館 考

30A 2B 不整円形 4 515 490 30 20.5 2.70 。 上製紡錘車2、刀子 l

30B 2B 不竪円形 15 

31 3B 円形 4 (3) 525 40 (17.1) 2.75 ガラス小玉 1

32A 2B 不整円形 5 (4) 540 20 2.70 筵 l

32B 2B 不整円形 ？ 

゜33 3A 円形 (l} 25 2.70 

34 3A 円形 4 (660) 15 2.30 

35 3A 円形 4 510 60 (18.4) 2.15 

゜
台石 土製紡錘車 1

36 3A 長方形 ？ 325 225 15 6.4 1.97 

37 3A 不整円形 5 (2) 5 2.00 

゜
土製紡錘車2、上錘l、分銅形土製品］

38 4A 不整円形 4 (3) 600 540 40 (24.6) 2.50 

39 4B 円形 5 520 35 (20.3) 2.55 

゜
ガラス小玉 1

40A 4 B 楕円形 6 520 500 35 35.5 2.55 

゜
砥石2、土製品 1、鋸 l

40B 4B 5 5 。
41 4B 不整円形 4 440 405 5 {14.5) 2.45 士製紡錘車 l

42A 4B 不整円形 4 530 530 5 (21.2) 2.40 

428 4B 不整円形 4 (530) (530) 5 (21.2) 2.15 

゜゚43 SB 円形 5 440 40 04.5) 2.40 砥石l、土製紡錘車2、鉄製品2、管玉l床面一部張出

44A 5B 円形 6 (5) 610 35 (28.3) 。
゜

金属器 7、玉類3

44B 5B 円形 4 (3) 550 (23.2) 

44C SB 不整円形 490 (18.4) 

45 5B 円形 6 (4) 5 士製紡錘車6

46A 5B 円形 20 2.45 土製紡錘車2、金属器10、管玉 1

46B SB 円形 4 (3) (490) 10 2.30 

゜47 5B 不整円形 4 (2) (505) 30 2.20 

48 SB 円形 (4) 30 2.40 小銅鐸 l

49 6B 不竪円形 4 (3) 415 390 10 12.4 2.50 

゜50 6B 不整円形 4 (2) 450 400 20 13.1 2.35 

゜
鈍2、管玉 1 床面一部張出

古墳時代前半

誓悶 地区 平面形態 主柱穴 長(軸an長) 門翌 深(anさ) 床(面uf積) 床(樟rn抜)高猛 ペッド その他の捻殴 出土遺物 偉i 考

SIA 2B 方形 4 630 610 45 32.5 2.75 

゜
土堀 砥石 1、土錘2、玉類 3、鉄剣 1

51B 2B 方形 4 (3) 560 520 24.8 2.70 

゜52 2B 方形 4 (3) 625 20 2.85 

゜
砥石 1、土錘2、鉄製品 2

53 l B 精丸方形 380 375 30 11.1 2.60 砥石 l、土玉 1

54 lB 不整円形 6 (680) 30 2.75 

゜
土製品 3、金属器2

55A 2B 隅丸方形 4 530 515 40 22.S 2.75 士錘5、鉄斧 1、手鎌 1

55B 2B 隅丸方形 (4} (530) (470) 5 (20.7) 2.80 

゜56 28 方形 4 (3} (780) 15 54.0 2.85 土製紡錘車 1、鈍 1、鉄鏃1

57A 3B 限丸方形 4 513 500 25 22.4 2.80 C〉 土錘 1、土玉 1、土製品 l
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足守川矢部南向遺跡

誓悶 地区 平面形態 主柱穴 長(an軸長) 短(an軸長} 深(anさ) 床（面面積） 床(悔m抜)高盆 ペッド その他の施設 出土遺物 備 考

57B 3B 隅丸方形 4 (440) (425) 10 (14.3) 2.70 

58 3B 隅丸方形 4 (2) 560 20 2 90 

゜59 3B 方形 35 2.40 

60 3A 不整円形 4 (3) (720) (590) 30 (32.0) 2.50 砥石3、土錘2、土製紡錘車 1

61 4A 不整円形 (3) 15 2.45 石包丁 1、土錘2

62 4B 隅丸方形 4 580 560 35 28.4 2.50 土錘12、鉄製品 2、玉類3

63A 4B 隅丸方形 4 570 25 (27尋0) 2.55 土錘7,土製紡錘車3、鉄製品2、土玉1

63B 4B 隅丸方形 4 415 10 2.45 

64 8B 不整方形 505 440 25 19.4 2.45 。 刀子 1

65A 9B 円形 4 510 495 35 17.9 2.25 

゜
台石

65B 9B 円形 440 10 2.05 

66 8A 隅丸方形 4 550 540 20 25.3 2.45 砥石 1

67 8A 隅丸方形 25 2.40 

68 8A 隅丸方形 25 2.40 

古墳時代後半

闘 地区 平面形態 主柱穴 長(c軸m長) 短(軸cm長) 深(cmさ) 床(面m'積) 床(悔m抜}裔註 ベッド その他の施設 出土遺物 備 考

69 2B 不整長方形 4 45 370 5 (14.6) 3.30 窟（西辺中央） 士錘 i

70 5B 不整長方形 4 830 710 10 (54.9) 2.80 寵（北辺中央）

71 8B 長方形 ？ 405 346 10 (13.2) 2.60 寇（北辺東寄｝ 焼失

72 8B 隅丸方形 4 610 25 2.45 寵（北辺中央）

73 8B 阻丸方形 15 2.50 

74 9B 方形 ？ 430 30 2.50 鉄製品 4

75 9B 方形 4 (1) 560 5 2.50 

76 9B 方形 ？ 472 5 2.65 中央に炉 金属製品4

2 掘立柱建物

弥生時代中期

喜悶I地区,,間ド 桁 (an) 梁 (an) 桁行 I 梁間 1 面積
(an) (an) (m') 

棟 方 向 柱穴掘り方

出
292-315 
—-'• 9 

158-196 

290 
● " '・-

235-248 :: I ::: I 1:::~ 
北西•南東

北西•南東

円形

円形

古代

悶 地区 規（間模） 桁 (an) 簗 (cm) 桁(cm)行 梁(cm間) 面(m'積) 棟 方 向 柱穴謡り方

3 7B l X 1 335-365 340-345 365 345 北西•南東 方形

4 8B ?X2 215-230 230-233 463 南北 方形

5 8B ?X2 192-230 235-261 496 北西・南東 方形

7 9B 南西？ 方形
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足守JII矢部南向遺跡

闘 地区 規（間段） 桁 (cm) 梁 (cm) 桁(cm行) 梁（四｝問 面(m'積) l 棟 方 向 I柱穴掘り方

s 9B ?X2 170-220 190 380 南西・北東 円形

， 9B 2X2 2so~'2:io 165-195 500 360 18.00 南西・北東 方形

10 8A 2X2 220 210 440 420 9.70 東西 方形

中世

:: 地区 規(Ill!模) 桁 (an) 梁 (an) 桁(an行) 梁(cm)間 面(m'積) 棟 方 向 柱穴掘り方

ll 4B IX I 215 145 215 145 3.10 北 西 南 東 円形

12 4B 2 X l 165-192 283 357 2-83 10.10 南北 円形

13 6B 2 X 1 220-245 225 475 225 東西 円形

14 6B 2 X l 200-250 210 750 210 15.80 北 西 南 東 円形

15 68 2 X 1 192-254 223-225 452 225 北西• 南東 円形

16 6B 2 X 1 160-185 240 345 240 8.30 東西 円形

17 SB 3X2 185-220 140-240 605 380 23.00 南 西 北 東 円形

18 9B 255-315 270- 東西？ 円形

3 土壊

弥生時代中期

遺構番号 地区 平面形態 長(軸an長) 短(軸an長) 深(cm)さ 出土遺物 伽 考

l 4Bc 不整円形 122 86 石包丁 1、U.F 2 

2 5Bd 不整円形 71 58 24 石包丁 1、他2

3 6Bc 不整円形 116 105 22 

4 7Ba 円形 68 26 

123 3Bb 40 

弥生時代後期前半

遺構番号 地区 平面形態 長(cm軸長) 短(cm軸長) 深(cm)さ 出土遣物 備 考

5 2Ba 不整円形 148 100 51 袋状土煽

6 2Ba 不整円形 126 110 22 袋状土坂

7 2Ac 円形 90 35 

8 2Ad 円形 80 20 

， 2Ba 円形 118 109 31 石核 1 袋状土堀

10 2Ba 円形 l郎 101 31 敲石 1、石鏃1 袋状土張

11 2Ba 不整楕円形 144 109 67 石製品8

12 2Ba 円形 80 75 55 

13 2Ba 円形 124 112 64 凹み石 l 袋状土堀

14 2Bb 不整円形 135 90 袋状土城

15 2Bb 不整円形 130 130 48 
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足守川矢部南向遺跡

遺構番号 地区 平面形態 ]巴 短(軸an長) 深(cm)さ 出土遺物 備 考

16 2Bb 楕円形 135 98 84 袋状土城

17 2Bd 円形 114 106 68 袋状土城

18 2Bd 不整円形 100 90 105 袋状土城

19 28d 不整長方形 145 22 

20 3Ac 不整円形 93 40 袋状土壊

21 3Ba 楕円形 95 30 

22 3Bc 楕円形 112 73 25 

23 3Bc 不整円形 177 35 

24 3Bb 不整円形 128 115 47 袋状土城

25 3Bb 円形 100 10 

26 3Bb 不整円形 118 84 65 袋状士城

27 4Ba 不整長方形 183 134 73 鉄鏃 l

28 4Bb 楕円形 98 28 

29 4Bb 不整円形 135 41 袋状土猥

30 4Bb 不整長方形 21 

31 4 B c 円形 42 28 17 

32 4 B d 円形 106 117 袋状土城

33 4Ba 円形 j95 45 スクレイパー l 袋状士城

34 SBc 不整円形 113 97 73 上製紡錘車 1

35 5 B c 不整楕円形 129 82 21 鉄鏃 l

36 6Ba 円形 86 81 49 袋状土城

37 6Ba 不整円形 122 105 35 

38 6Bc 円形 131 125 62 袋状士城

39 6Ba 不整円形 lll 102 44 袋状土城

40 6Bb 長方形 151 75 21 

41 7Ba 不整円形 141 111 75 袋状土城

42 7Bb 不整長方形 117 91 23 

43 8Ba 円形 164 159 85 石包T2、他4、鉄鏃 1 袋状土城

44 9Ba 不整円形 92 90 24 石斧 l

45 9Ba 円形 146 50 袋状土堀

46 8Bd 楕円形 130 69 袋状土城

47 9Ba 不整円形 118 108 40-55 袋状土漿

48 9Bb 不整円形 179 170 75 石包Tl 袋状土壊

49 9Bb 楕円形 125 87 55 袋状土城

50 9Bb 楕円形 125 109 43 袋状土猥

51 9Bb 円形 172 170 87 袋状土城

52 9Ba 不整楕円形 215 190 35 袋状土城

53 9Ba 不整楕円形 103 54 袋状土城

54 9Ba 円形 110 100 袋状土猥

55 9Bc 円形 103 95 54 スクレイパー 2 袋状土撰

124 2Ac 円形 85 80 20 

125 2Ad 20 

126 2Ba 楕円形 HO 80 35 

127 2Ba 楕円形 75 60 20 

12-8 2Bb 不整円形 llO 25 

129 2Bd 不整円形 100 蕊 10 

130 3Ba 不整円形 95 i5 30 

131 3Bc 楕円形 llO 75 10 

132 3Bd )5 
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足守川矢部南向遺跡

遺栖香号 地区 平面形態 長(弱cm長) 短軸長） 
(an 深{an)さ 出土遺物 備 考

133 4 B c 円形 70 35 

134 5Bb 円形 110 100 30 鋸l

135 5Bc 不整円形 95 80 35 

136 6Bb 楕円形 90 70 お

137 6Bc 楕円形 91 67 22 

138 6Bd 楕円形 195 120 50 袋状土漿

139 6Bd 不整円形 125 105 40 

140 7Bb 20 

141 8Ba 長方形 105 75 15 

142 8Ba 楕円形 85 55 20 

弥生時代後期後半

遺構番号 地区 平面形態 長(cm軸長) 門翌 深(cm)さ 出士逍物 備 考

56 l B b 円形 135 128 75 

57 1 B b 長方形 180 30 金属器 2 長方形土堀

58 2Ba 方形 117 107 25 長方形土城

59 2Ba 長方形 160 110 47 石錘 l

60 2Ba 長方形 210 110 20 長方形土城

61 2Ba ォ速整円形 70 57 10 

62 28b 台形 172 165 46 長方形士坂

63 28b 不整力形 259 233 90 

64 2Bd 長方形 210 141 48 長方形土城

65 2Bd 長方形 138 97 49 長方形土隕

66 28d 不整長方形 265 169 37 鉄鏃l 長方形土城

67 2Bd 不整円形 70 62 22 

68 2Bd 長方形 170 75 長方形土椴

69 3Bc 長方形 150 98 48 長方形士堀

70 3Ac 長方形 143 116 50 長方形土堀

71 3Ad 長方形 280 148 45 長方形土城

72 3 Ba 不竪円形 300 290 150 土製品 2 長方形士坂

73 3Ba 台形 230 85 長方形土堀

74 3Bb 楕円形 112 80 90 袋状土椴

75 3 Ba 不整円形 66 64 18 

76 3Bb 不整円形 104 83 20 

77 3Bb 不整長方形 134 111 57 石錘 l、刀子 l 長方形土城

78 3Bd 長方形 112 90 24 長方形土椴

79 3Bd 長方形 247 89 27 

80 3Bd 不整長方形 165 130 45 長方形土城

81 3Bd 円形 90 87 24 

82 3Bb 不整長方形 218 169 48 長方形士撰

83 4 B c 楕円形 98 64 25 

84 4 B c 長方形． 216 72 44 

85 4 B c 長楕円形 195 80 25 士錘2

86 4Bd 長方形 116 総 13 

87 4Bd 長方形 68 89 長方形土堀

88 5Bd 不整長方形 120 75 35 長方形土堀
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足守川矢部南向遺跡

遺構番号 地区 平面形態 長(軸cm)長 短(軸cm長) 深(cm)さ 出土遺物 備 考

89 5Bd 長方形 215 151 49 土製紡錘車 l、金属器3 長方形土凜

90 5Bb 長方形 170 65 27 

91 7Bc 不整円形 70 60 20 

92 7Ba 円形 98 36 

93 7 Ba 楕円形 209 103 20 

94 7Bd 楕円形 116 87 40 

143 2Ba 円形 94 92 41 

144 2Ba 不整円形 90 85 22 

145 2Ba 楕円形 220 53 長方形土撰

146 2Bb 長方形 125 40 長方形士城

147 2Bd 円形 105 30 

148 3Ba 円形 90 20 

149 3Ba 円形 85 25 

150 3Ba 楕円形 85 75 25 

151 3Ba 円形 115 15 

152 3Bb 不整円形 100 15 

153 3Bb 楕円形 50 30 25 

154 3Bd 70 15 

155 3Bc 楕円形 100 10 

156 4Bb 長方形 150 120 40 

157 4Bb 長方形 120 40 長方形土城

158 4Bb 楕円形 llO 85 15 

159 4Bb 40 

160 4Bc 不整円形 80 75 10 

161 4Bc 不整方形 78 69 長方形土城

162 48b 15 

163 5Bb 楕円形 65 15 

164 5Bb 不整楕円形 65 10 

165 5Bb 不整円形 65 65 20 

166 5Bb 80 60 

167 6Ba 楕円形 135 65 40 

168 7Ba 不整円形 90 69 ， 
169 7Bd 円形 85 25 

170 8Bb 20 

l?l 9Ba 不整円形 90 75 10 

古墳時代前半

遺構番号 地区 平面形態 長(an戟長) 門翌 深(cm)さ 出土遺物 備 考

95 l B b 不整方形 l切 106 73 

96 2Ac 楕円形 85 45 20 

97 2Bd 楕円形 120 58 55 

98 4Bc 椙丸長方形 125 90 IO 

99 4Bc 楕円形 60 54 IO 土錘37

100 4Bc 方形 126 21 ±錘7

101 4Bc 不整方形 84 81 31 

102 4Bc 不整円形 166 126 35 

l船 4Bb 長方形 134 91 13 
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足守川矢部南向遺跡

遺構香号 地区 平面形葱

104 4Ba 楕円形

105 4Ad 不整円形．

106 5Ba 不整円形

107 5Bd 楕円形

172 2Bb 方形

li3 2Bc 円形

174 3Bb 

175 3Bd 不整円形

176 4 Ba 不整円形

177 4 Ba 不整円形

178 4Bc 不整円形

179 5Bb 不整円形

180 SBb 不整円形

181 9Bc 不整円形

古墳時代後半

遺構番号 地区 平面形態

108 3Bb 不整方形

109 8Bb 長方形

182 5Bb 不整円形

183 9Bb 不整円形

184 9Bb 楕円形

185 9Bb 楕円形

中世

遺栴番号 地区 平面形態

llO 5Bd 不整楕円形

111 5Bb 不整長方形

112 5Bb 不整長楕円形

113 5Bb 不竪長楕円形

114 6Bb 不整長楕円形

115 6Bb 

116 6Bb 長方形

117 6Bd 不整方形

HS 78c 楕円形

119 7Bb 円形

120 9Bd 不竪方形

121 9Bd 楕円形

122 9Bb 不整円形

186 2Bb 楕円形

187 3Bc 楕円形

188 3Bc 

189 4Bb 不整円形

190 4Bb 不整円形

月吋 短(翰cm長) 深(cm)さ 出土遺物 倫 考

100 70 14 

70 65 16 

118 86 22 

103 63 10 

82 77 51 

75 65 50 

10 

164 131 49 

115 96 30 

85 70 30 

99 85 36 

65 60 25 

65 60 10 

65 20 

長(cm軸長) 短(軸cm長) 深(cm)さ 出土遺物 備 考

94 78 11 

llO 35 焼土撰

70 64 18 

95 80 20 

90 50 40 

140 105 15 

長(軸cm長) 吃F深(an)さ 出土遺物 備 考

259 ll3 19 砥石 1、鉄製品 1

222 189 18 

215 118 10 

471 98 63 

315 100 20 砥石 1

400 155 13 鉄製品 l

243 97 21 

183 106 25 銅製品 l、鉄製品 l

254 101 23 円盤 l

400 円盤 1

225 178 14 刀子 l

177 ， 
58 46 30 

115 80 15 

120 90 25 骨片有り、土損墓の可能性有

225 77 

150 135 7 

155 10 
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足守川矢部南向遺跡

遺構番号 地区 平面形態 長(軸cm長) 短(軸cm長) 深(cm)さ 出土遺物 備 考

191 4Bd 長方形 180 90 15 

192 4Bd 不整円形 140 30 

193 4 B c 円形 80 20 

194 4Bd 不整円形 135 120 15 

195 4Bb 楕円形 60 40 20 

196 4Ba 不整楕円形 345 120 5 

197 8Ba 不整円形 65 60 25 

198 8Ba 不整円形 87 71 26 

199 8Bc 長方形 154 75 11 

200 9Bb 長方形 165 45 15 

201 9Bd 円形 30 

4 石器•石製品

遺物番号 地区 遺構名 器 植 最(大mm長) 最(大mm幅) 最(大IIDil厚) 讐 材 質 備 考

S 1 5B 竪穴住居 l スクレイ/1°一 48.5 30.3 6.7 10.07 サヌカイト 石包T転用

S 2 5B 竪穴住居 1 石包T 22.5 40.0 8.0 5.40 サヌカイト

S 3 5B 竪穴住居 1 石包丁？ 78.8 57.2 14.0 76.77 サヌカイト

S 4 8B 竪穴住居2 スクl,{11'-? 44.5 23.0 6.1 サヌカイト

S5 8B 竪穴住居 2 石包丁？ 53.5 53.8 13.5 40.94 サヌカイト 刃部付近珪酸付滸

S 6 8B 竪穴住居2 石鎌？ 79.5 34.0 5.9 16.29 サヌカイト

S7 8B 竪穴住居2 R.F. 65.0 39.0 15.5 23.15 サヌカイト 完形

S8 8B 竪穴住居2 スクHIゞ― 32.5 26.l 7.6 4.65 サヌカイト

S9 8B 竪穴住居 2 楔形石器 15.0 28.0 5.3 3.08 サヌカイト

S 10 8B 竪穴住居 2 楔形石器 21.5 22.0 5.5 3.45 サヌカイト

S 11 88 竪穴住居 2 楔形石器 24.0 25.0 4.8 3.23 サヌカイト 戟断面有、やや欠損

S 12 8B 竪穴住居2 楔形石器 29.5 16.0 5.1 2.23 サヌカイト

Sl3 88 竪穴住居2 石鏃 15.0 15.1 3.0 0.60 サヌカイト ほぽ完形

S 14 88 竪穴住居2 石鏃 18.5 14.9 35.0 0.75 サヌカイト やや欠損

S 15 88 竪穴住居2 石斧 79.7 45.6 15.2 92.44 黒色片岩

S 16 8B 竪穴住居2 石斧 144.0 74.4 47.8 845.59 安山岩 ほぼ完形

S 17 8B 竪穴住居3 スクレイ／＼•一 123.2 88.5 19.0 19618 サヌカイト ほぼ完形

S 18 SB 竪穴住居3 スクレイバー 51.5 41.5 11.2 22.41 ザヌカイト

S 19 88 竪穴住居3 石包丁orスクレイIゞ— 37.0 19、0 7.0 サヌカイト

S20 8B 竪穴住居3 石鏃？ 30.5 23.5 4.5 サヌカイト

S21 8B 竪穴住居3 楔形石器 14.0 23.5 6.5 サヌカイト 哉断面有

S22 8B 竪穴住居3 楔形石器 22.Q 24.5 6.5 312 サヌカイト

S_23 SB 竪穴住居3 石鎌 27.5 16.5 6.3 2 33 サヌカイト 未製品

S24 SB 竪穴住居3 石鏃 31.0 22.5 6.0 3.55 サヌカイト 未製品？

S25 SB 竪穴住居3 石銀 33.0 21.0 5.8 3.84 サヌカイト

S26 4Bc 土撰 l 石包T 25.0 49.0 9.2 744 サヌカイト

S27 5Bd ±城 2 M!,{rゞ—? 62.5 29.0 7.0 7.81 サヌカイト

S28 5Bd 土哀 2 石包T 40.0 45.0 7.6 1114 サヌカイト

S29 5Bd ±堀 2 楔彩石器 13.0 28.0 3.2 1.62 サヌカイト

S30 5Bb 講l スクレイバー 87.5 62,5 IOふ 64.31 サヌカイト
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足守）11矢部南向遺跡

遺物香号 地区 遺構名 器 種 最(大m長) 最(大c:i)幅 簸(大m厚) 翌 材 質 備 考

S31 2B 竪穴住居6 スクレイバー 62.5 47.0 l!.O 29.05 サヌカイト

S32 2B 竪穴住居6 石包丁 39.0 28.5 11.8 9.03 サヌカイト

S33 3A 竪穴住居9 殿石 168.5 6!.5 42.0 624.80 安山岩 完形

S34 3A 竪穴住居9 茄石 87.5 77.5 83.0 797.13 安LIJ岩 ほぼ完形

S35 3Ba 竪穴住居9 砥石 203.0 113.5 96.0 砂岩

S36 3Ba 竪穴住居9 楔形石器 38.0 30.0 10.5 11.63 サヌカイト

S37 3B 竪穴住居10 石包丁 74.0 35.0 9.5 33.10 サヌカイト やや欠損

S38 3Bb 竪穴住居11 楔形石器 27.5 29.5 6.0 6.00 サヌカイト

S39 4B 竪穴住居13 石包丁 72.0 42.5 9.0 32.50 サヌカイト

S40 4B 竪穴住居13 石包丁 68.5 47.5 8.5 41.48 サヌカイト

S41 4B 竪穴住居）3 ).'j, イバー？ 64.5 45.5 ll.5 35.57 サヌカイト 完形

S42 4B 竪穴住居13 50.0 32.0 5.3 8.10 サヌカイト 石包丁転用

S43 4B 竪穴住居13 RF  27.0 34.5 5.6 6.40 サヌカイト

S44 4B 竪穴住居15 石錘 68.7 68.6 63.7 480.58 閃緑岩

S45 4B 竪穴住居15 石垣 69.0 61.0 59.0 350.06 花尚岩 完形

S46 5B 竪穴住居16 ”レイ）、・-? 33.7 2ふ8 6.2 6.04 サヌカイト

S47 SB 竪穴住居20 MH11・ 一 32.6 29.0 5.0 4.95 サヌカイト．

S48 5B 竪穴住居20 楔形石器 33.0 26.0 5.1 4.06 サヌカイト

S49 6B 竪穴住居21 管玉 7.J 4.2 0.2U 碧玉

S50 GB 竪穴住居21 楔形石器 35.0 24.5 7.7 7.50 サヌカイト 完形

S51 6B 竪穴住居21 砥石 73.7 80.0 55.0 455彎03 流紋岩の溶岩

S52 7B 竪穴住居22 石鏃 29.9 19.7 3.3 1.50 サヌカイト ほぼ完形

S53 SB 竪穴住居26 石鏃 31.5 13.2 4.2 1.53 サヌカイト

S54 8B 竪穴住居26 石鏃？ 19.5 17.0 4.0 1.56 サヌカイト

S55 9Bc 竪穴住居29 敲石 73.0 62.0 49.0 369.68 安山岩 爵製石器に転用

S56 9Bc 竪穴住居29 石包丁 98.5 46.5 11.0 55.70 サヌカイト ほぼ完形

S57 2Ba 土城 9 石核 115.0 62.0 32.8 260 51 サヌカイト

S58 2Ba 土撰10 敲石 77.0 55.0 30.0 190.06 安山岩

S59 2Ba ±城10 石鏃 27.0 15.0 3.5 1.30 サヌカイト

S60 2Ba 土塙11 ス,H1,・ —? 62.5 30.0 10.0 18.60 サヌカイト

S61 2Ba 土壊11 石包丁 49.0 45.5 10.0 35.72 サヌカイト

S62 2Ba 土城11 石鏃 34.6 22,0 5.7 5.30 サヌカイト

S63 2Ba 土城11 茄石？ 113.0 95.4 52.4 803.77 安山岩

S64 2Ba 土損13 凹み石 134.0 111.0 36.0 875.21 安山岩 完形

S65 2Ba ±堀33 ”レイIゞ -? 42.0 22.0 6.5 6.67 サヌカイト

S66 9Ba 土城43 石包T? 41.5 42.0 7.0 12.15 サヌカイト

S67 9Ba 土城43 石包T? 48.0 34.0 12.0 18.24 サヌカイト

S68 8Ba 士坂43 石組状石器 69.0 32.0 13.8 42.34 サヌカイト

S69 8Ba 土城43 石鏃 19.0 18.0 3.1 0.81 サヌカイト ほぽ完形

S70 8Ba 土墟43 茄石 77.0 33.0 32.0 128.00 砂岩

S71 9Bb 土壊48 石包丁 42.5 36.0 9.0 12.69 サヌカイト

S72 9Bc 土撰55 ”以iゞ— 33.0 20.5 5.7 3.28 サヌカイト

S73 9Bc 土撰55 ”以iゞー？ 39.0 24.0 5.5 5.82 サヌカイト

S74 5Bb 包含層 ,., 以11・一 106.0 41.0 14.5 46.76 サヌカイト やや欠損

S75 8B 包含層 スクレイバー 55.3 44.6 8.5 20.29 サヌカイト

S76 5Bd 包含屈 スクレイバー 95.0 715 13.0 89.57 サヌカイト

S77 lBb 包含函 ”レイ9ゞ— 6L5 41.5 11.0 20.50 サヌカイト

S78 5Bd 包含層 U.F 33.5 33.0 8.0 7.74 サヌカイト

S79 6B 包含層 スクレイパー 40.S 31.5 6.8 10,51 サヌカイト 石錐か？
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足守川矢部南向遺跡

遺物番号 地区 遺構 名 器 種 最(大mm長) 最(大l!llll)幅 最(大mm厚) 替 材 質 備 考

S80 8B 包含層 スクレイIヽ• 一 38.5 28.5 7.0 8.86 サヌカイト

S81 8Bb 包含層 i?H1ゞ— 88.0 56.0 8.0 38.20 サヌカイト ほぼ完形

S82 6Bb 包含層 MHIヽ• 一 54.5 36.0 10.9 23.86 サヌカイト

S83 6Bc 包含層 石錐？ 44.0 29.0 6.0 7.17 サヌカイト 石包丁転用

S84 SBb 包含層 石包T 59 5 44 5 10.0 20.44 サヌカイト

S85 3Ba 包含瑶 石包T 56.0 53.0 10.0 36.64 サヌカイト

S86 1 B b 包含陪 石包丁 44.5 46.5 9.5 23.70 サヌカイト

S87 3B 包含屈 石包T 47.5 29.0 11.0 19.10 サヌカイト

S88 SB 包含層 石包丁 39.0 30 5 9.5 7.45 サヌカイト

S89 4Bb 包含陪 磨製石包T 32.5 28.5 5.2 5.90 粘板岩

S90 5B 包含層 楔形石器 30ふ 32.0 6.5 7.78 サヌカイト

S91 3B 包含屈 楔形石器 31.0 23.5 7.5 6.48 サヌカイト

S92 8Bb 包含屈 楔形石器 31.5 16.5 4.5 2.04 サヌカイト

S93 SBd 包含層 楔形石器 20.0 22.0 6.5 3 65 サヌカイト ．裁断面有・完形

S94 7B 包含瑶 楔形石器 27.0 24.5 6.0 3.97 サヌカイト

S95 6Bd 包含沼 扁平片刃石斧 45.5 38.0 7.0 21.30 黒色片岩 完形

S96 6Ba 包含層 磨製石斧？ 95.0 42.0 13.0 90.81 緑色片岩

S97 6Ba 包含層 46.5 12.0 85 6.82 頁岩

S98 2Bb 包含附 石槍 36.0 26.0 10 5 9.94 サヌカイト 転用

S99 2B 包含層 石鏃 21.5 16.0 3.7 0.90 サヌカイト

S 100 7B 包含層 石鏃 51.5 15.5 3.8 0.61 サヌカイト 完形

S 101 5Ba 包含層 石鏃 18.0 19.0 3.5 0.87 サヌカイト

S 102 5Ba 包含隔 石鏃 22 0 16.0 3.9 1.03 サヌカイト

S 103 2B 包含憑 石鏃 33.0 17.0 4.0 2.30 サヌカイト ほぼ完形

S 104 8Ba 包含層 石鏃 30 5 16.0 3.5 1.37 サヌカイト ほぼ完形

S 105 5Bd 包含層 石鏃 34.0 19 5 5.3 2.05 サヌカイト ほぼ完形

S 106 3 Ba 包含層 石鏃 26.0 15.0 3.0 1倉20 サヌカイト ほぽ完形

S107 5Bb 包含層 石鏃 48.0 18.5 6ふ 5.74 サヌカイト ほぼ完形

S 108 3B 包含層 石鏃 37.0 14.5 4.6 2.54 サヌカイト

S 109 2 B d 包含層 石鏃 40.0 16.0 4.7 2.52 サヌカイト ほぽ完形

S110 9Bc 包含層 石鏃 33.0 13.5 3.7 1.51 サヌカイト

S111 6Bd 包含層 39會゚ 23.0 5.0 4.26 サヌカイト 有茎鏃の未製品か？

S 112 SBa 包含層 石鏃 26.5 14.5 3.2 1.13 サヌカイト 未製品

S113 9B 包含層 石鍬 107.5 73.0 26.5 28516 安山岩 未製品

S 114 SB 竪穴住居43 管玉 6.4 23 0.05 碧至

S115 5B 竪穴住居44 管玉 3.8 2.1 0 02 

S116 5B 竪穴住居44 勾玉 12 7 4.6 2.9 0.32 蛇紋岩

Sll7 5B 竪穴住居46 管玉 11.8 3.8 0.24 

S118 6B 竪穴住居50 管玉 13.S 4.2 0.25 

S119 3Bb 土壊77 石錘 34.8 34.8 26.5 46.45 安山岩

S 120 2B 竪穴住居51 勾玉 15.6 7.0 42 1.05 蛇紋岩？

S121 2B 竪穴住居51 勾玉 15.4 6.4 3.7 0.80 蛇紋岩？

S122 2B 竪穴住居51 日玉 2.3 4.3 0.05 蛇紋岩

S123 2Ba 竪穴住居51 砥石 145.6 31.0 19.0 137.43 流紋岩質凝灰岩 工具痕踪明瞭、ほぽ完形

S124 lBb 竪穴住居53 砥石 156.0 85.5 38.5 537.04 流紋岩の溶岩 やや欠損

S125 3A 竪穴住居60 砥石 84.0 28.0 25.0 98.60 

Sl26 3A 竪穴住居60 砥石 190.0 95.0 21.5 891.54 

S127 3A 竪穴住居60 砥石 76.0 32.0 31.0 

S128 3A 竪穴住居61 石包T 103.0 29.0 5.0 一部欠損
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足守川矢部南向遺跡

遺物番号 地区 遺構名 器 種 匂(大c.長) 最(大m幅) 最(大m厚) 翌 材 序只 錨 考

S 129 3B 竪穴住居62 管玉 12.5 4.6 0.33 碧玉

S 130 4B 竪穴住居62 管玉 20.0 5.2 1.00 碧玉

S 131 8A 竪穴住居66 砥石 77.0 46.0 28.0 l名'.20

S 132 5Bb 包含層 臼玉 11.5 4.3 0.04 蛇紋岩

S 133 7Bc 包含層 臼王 2.0 3.9 0.04 黒色片岩

Sl34 7Ba 包含層 臼玉 2.1 4.3 0.05 蛇紋岩

S135 7Ba 包含層 臼王 2.0 6.4 0.11 碧玉

S 136 3 Ba 包含層 管王 9ふ 2.2 0.10 碧玉

S137 6 Ba 包含廣 管玉 12.9 4.5 
疇゚26 碧玉

Sl38 7 B c 包含層 管至 13.3 4.4 0.44 堆積岩？

S139 7Bb 包含庖 管王 15.0 5.1 0.67 碧玉

S140 SB 包含層 管玉 15鼻。 3.4 0.38 碧玉

S 141 4Ad 包含庖 管玉 16.3 4.1 0.50 碧玉

S [42 4Bd 包含迅 管玉 16.4 2.8 0.17 

S 143 8B 包含層 管玉 19.6 7.0 lふ4 碧王

S 144 6Bd 包含陪 勾玉 27.5 10.6 10.4 5.06 碧玉

S 145 2B 包含層 勾玉 9.8 4.4 2.4 0.22 蛇紋岩？

S 146 5Bb 消10 石臼 128 0 56.2 31.6 砂岩 破片

S 147 5Bb 溝10 砥石 55 0 63.0 _49.0 268.40 泥岩

S 148 6Ba 溝16 砥石 117 5 82.5 66.6 816.82 流紋岩の溶岩

S 149 6Ba 消16 石臼 安山岩 約 1/4強残存

S 150 6Ba 溝16 石臼 砂岩 約 l/ 4弱残存

S 151 7Bb 溝30 硯 114.6 52.4 18.0 204.06 

S 152 6Ba 包含層 硯 43.5 51.0 14,0 44.93 

S 153 7Bc 包含屠 石臼 安山岩質凝灰岩 約 l/ 4弱残存

S 154 6Bb 包含層 砥石 68.6 55.4 55.0 321.26 半花尚岩

S 155 6Bb 包含層 砥石 49.0 47.4 42.8 181.33 砂岩？

S 156 6Bc 包含層 128.9 77.0 59.6 815.89 流紋岩の溶岩？

S 157 58 包含思 砥石 77.0 42.0 30.0 101.61 流紋岩の溶岩？

Sl58 9B 包含層 砥石 85.0 54.0 29.0 160.46 流紋岩質凝灰岩 ほぽ完形

S159 5B 包含陪 砥石 144.5 143.0 77.0 半花尚岩

S 160 SB 竪穴住居 3 石柏 56.4 32.4 9.3 15.71 サヌカイト

5 金属器

遺物番号 地区 遣構名 器 種 最（大皿幅） 最(大llllll幅) 最(大lll'.ll瞑) 慧t 材 質 僻 考

Ml 3B 竪穴住居10 ｛板状） 40.0 s.o 3.0 J.27 鉄

M2  3B 竪穴住居12 鈍 54.0 13.0 4.0 4,21 鉄

M3  5B 竪穴住居19 屈？ 49.0 13.0 3.0 4.16 鉄

M4 9B 竪穴住居20 鏃 33.0 20.0 7.0 4.81 鉄

M5  7B 竪穴住居22 鎚 52.0 ll.O 6.0 4.70 鉄

M6  78 竪穴住居23 鏃 24.0 10.0 3.0 0.99 青銅

M7  8B 竪穴住居26 鋤？ 46.0 52.0 9.0 28.11 鉄

MS  48a 土蜃27 鏃 29.0 8.0 8.0 2.01 鉄

M9  5Bc 士坂35 鏃 47.0 18.0 5.0 3.96 鉄

MIO 8 Ba ±坂43 鏃 18.0 15.0 4.0 l.63 鉄
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足守川矢部南向遺跡

遺物番号 地区 遺構名 器 種 敢(大mm幅) 最（大暉幅） 最(大llllll厚) 讐 材 質 伽 考

Mll 2B 竪穴住居30 刀子 45.0 13.0 5.0 5.77 鉄

Ml2 2B 竪穴住居32 鎚？ 27.0 19.0 7.0 4.16 鉄

Ml3 4B 竪穴住居40 飽 30.0 12.0 6.0 2.51 鉄

Ml4 5B 竪穴住居43 鋸 57.0 11.0 4.0 3.86 鉄

Ml5 SB 竪穴住居44 鏡？ 15.8 11.0 3.0 1.10 背銅

Ml6 SB 竪穴住居44 鏃 35.0 28.0 5.0 5.55 鉄

Ml7 SB 竪穴住居44 34.0 14.0 4.0 3.51 鉄

Ml8 SB 竪穴住居44 23.0 16.0 4.0 1.65 鉄

M19 SB 竪穴住居44 鏃 27.5 10.0 4.0 2、07 青銅

M20 5B 竪穴住居46 施 36.0 12.0 4.0 2.53 鉄

M21 SB 竪穴住居46 鎚 28.0 10.0 3.0 1.27 鉄

M22 SB 竪穴住居46 箋 54.0 11.0 6.0 6.47 鉄

M23 SB 竪穴住居46 鏃 48.0 11.0 7.0 3.40 鉄

M24 SB 竪穴住居46 鏃 26.0 20.0 3.0 184 鉄

M25 SB 竪穴住居46 67.0 9.0 4.0 6.86 鉄

M26 SB 竪穴住居48 小銅鐸 64.3 37.7 34.56 青銅

M27 6B 竪穴住居50 鈍 35.0 17.0 10.0 8.14 鉄

M28 6B 竪穴住居50 鋸？ 49.0 20.0 4.0 5J6 鉄

M29 1 B d 土城57 49.3 9.0 6.0 8.80 鉄

M30 2Bd ±城66 54.0 16.0 7.0 5.34 鉄

M31 3Bb 土壊77 錨？ 39.0 16.0 7.0 9.11 鉄

M32 SBd 土城89 20.0 26.0 7.0 4.40 鉄

M33 5 B d 土城89 36.0 8.0 3.0 1.94 鉄

M34 2B 竪穴住居51 剣 100.0 28.0 12.0 33 66 鉄

M35 2B 竪穴住居51 35.0 9.0 4.0 1.42 鉄

M36 lB 竪穴住居54 鏃 22.5 9.0 3.0 1會49 背銅

M37 lB 竪穴住居54 刀子 37.0 HO 5.0 4 02 鉄

M38 2 B 竪穴住居55 斧 73.0 47.0 10.0 115.14 鉄

M39 2B 竪穴住居55 鎌？ 28 0 18.0 10.0 5.30 鉄

M40 3B 竪穴住居56 鋸 33.0 110 4.0 2.18 鉄

M41 2B 竪穴住居56 鏃 31.0 19.0 3.0 1.42 鉄

M42 4B 竪穴住居62 70 0 25.0 6.0 14.47 鉄

M43 4B 竪穴住居62 鐙 38.0 10.0 6.0 3.48 鉄

M44 4B 竪穴住居63 刀子 51.0 12.0 6.0 3.93 鉄

M45 4B 竪穴住居63 鈍 43.0 ll.O 7.0 5.00 鉄

M46 8B 竪穴住居糾 刀子 49.0 13鼻。 6.0 6.83 鉄

M47 ?Ba 土器溜り 2 錨 44.0 15.0 8.0 7.85 鉄

M48 5Bc 包含隔 鏡 11.6 14.0 2.0 0.79 背銅

M49 3Ba 包含層 鏃 22.2 8.0 4.0 1.90 青銅

M50 7Bc 包含層 鏃 38.7 10.0 4.0 2.12 青銅

M51 3Ba 包含層 鈍 31.0 17鼻。 6.0 3.33 鉄

M52 3Bb 包含層 鉛 66.0 14.0 5.0 7.74 鉄

M53 3Ba 包含層 鎚 30.0 14.0 3.72 鉄

M54 5Bd 包含層 鐙 36 0 11.0 7.0 2.74 鉄

M55 5Bc 包含層 鉗 56.0 12.0 4.0 2.76 鉄

M56 9Bb 包含層 苺 51.2 9.0 3.0 5.26 鉄

M57 5Bb 包含層 施 40 7 14.0 3.0 7.58 鉄

M58 4Bb 包含層 錢？ 30.0 89.0 16.0 60.88 鉄

M59 3Ba 包含層 鋤先 62 0 112.0 18.0 124.19 鉄
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足守）11矢部南向遺跡

遺物番号 地区 遺構名 器 極 最(大m長) 最(大rn幅) 最(大m厚) 替 材 質 鍮 考

M60 5Ba 包含層 鋤先 40.0 65.0 12.0 40.30 鉄

M61 9B 竪穴住居74 刀子 34.0 21.0 8.0 7.01 鉄

M62 9B 竪穴住居74 鏃 36.0 13.0 7.0 4.51 鉄

M63 9B 竪穴住居74 刀子 45.0 11.0 8.0 5.60 鉄

M64 9B 竪穴住居74 錐 45.0 13.0 9.0 6.34 鉄

M65 9Bb 竪穴住居76 耳環 23.0 7.0 9.34 銅

M66 9Bb 竪穴住居76 鏃 95.0 29.0 10.0 28.14 鉄

M67 9Bd 竪穴住居76 斧 86.0 42.0 14.0 l初.63 鉄

M68 9B 竪穴住居76 鋤先 32.0 66.0 路.36 鉄

M69 SB 掘立柱建物4 63.0 90 7.0 5.16 鉄

M70 9B 掘立柱建物9 鈍 29.0 12.0 4.0 2.40 鉄

M71 7Ba 溝2 刀子？ 54.0 22.0 10.0 19.76 鉄

M72 7Ba 溝2 鋸その他 41.0 14 0 6.0 4.77 鉄

M73 8B 溝4 鏃 32.0 11.0 5.0 2.06 鉄

M74 SB 溝4 包丁？ 72.0 30.0 4.0 15.31 鉄

M75 9B 溝6 範 27.0 21.0 7.0 7.05 鉄

M76 9B 溝6 鈍 29.0 14.0 7.0 4.52 鉄

M77 9B 包含層 耳環 32.0 6.0 17.11 銅

M78 9B 包含層 鎌 58.0 22.0 2.0 13.47 鉄

M79 9Bb 包含層 斧 79囀。 33.0 12.0 65.29 鉄

M80 5Bd 土城110 75.0 40.0 5.0 30.85 鉄

M81 6Bd 土堀117 75.2 123.0 12.0 23.30 腎銅

M82 6Bd ±堀117 94.0 7.0 7.0 9.73 鉄

M83 9Bd 土城120 刀子 178.0 15.0 3.0 32.06 鉄

M況 5B 溝10 銭貨 21.l 1.08 無文銭完形

M85 SB 溝16 小刀 128.0 10 0 3.0 5.32 鉄

M86 5B 溝16 刀子 54.0 14.0 4.0 5.12 鉄

M87 SB 溝16 （鉄板） 44.0 13.0 2.0 1.25 鉄

M88 6B 溝18 26.0 26.0 4.0 6.87 鉄

M89 6B 溝20 刀子 19.0 46.0 9.0 7.73 鉄

M90 6B 溝20 釘 46.0 5.0 5.0 2.56 鉄

M91 8B 溝29 銭貨 21.l 0.80 判読不明破片

M92 7B 溝30 釘 83.0 9.0 7.0 7.73 鉄

M9J° 6Bd 包含層 鏃 70.0 7.96 鉄

M94 8B 包含層 鏃 31.0 2.71 鉄

M95 8B 包含層 鏃 30.0 3.64 鉄

M96 8B 包含層 鉄砲玉 13.0 12.56 鉛

M97 9B 包含層 鉄砲玉 19.0 22.00 鉛

M98 5Ba 包含層 刀子 13.00 鉄

M99 5Bc 包含層 釘 1.52 鉄

MlOO 5Bb 包含層 飾り金具？ 銅

MlOl 4Bd 包含層 金具 銅

Ml02 4 Ba 包含層 8.88 鉄

Ml03 6Bb 包含層 79.21 鉄

Ml04 2 Ba 包含層 鏃 6.80 鉄

Ml05 5Bb 包含層 54.0 54.0 7.0 30.40 鉄

Ml06 6Ba 包含層 鋤先 73 0 121.0 10.0 195.26 鉄

Ml07 6B 包含屠 銭貨 24,2 3.51 開元通貨完形初鋳621

M!Os" 6B 包含層 銭貨 25.0 3.03 開元通貨完形初鋳621
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足守川矢部南向遺跡

遺物番号 地区 選構名 器 種 最(大mm長) 最(mm大)幅 最(大mm匝) 讐 材 質 備 考

Ml09 7Bb 包含層 銭貨 22.5 1.79 開元通賽完形初鋳621

MllO 9B 包含層 銭貨 24.7 2.17 開元通貿完形初鋳621

Mlll lBb 包含層 銭貨 22.8 1.72 淳化元賓完形初鋳990

Mll2 6Bb 包含層 銭貨 24.1 2.73 至道元賓完形初鋳995

Mll3 6Bb 包含層 銭貨 24.3 2.43 咸平元賓完形初鋳998

Mll4 6Bb 包含惑 銭貨 24.l 2.90 景徳元貨完形初鋳1004

Mll5 6Bb 包含層 銭貨 24.0 2.71 景徳元費完形初鋳1004

Mll6 4Bd 包含層 銭貨 25.0 2.97 祥符元賣完形初鋳1008

Mll7 5Ba 包含層 銭貨 25.2 3.12 祥符元賓完形初鋳1008

Mll8 5Ba 包含層 銭貨 24.5 3.17 祥符元賓完形初鋳1008

M119 5Bc 包含層 銭貨 25.0 3.22 祥符元賣完形初鋳1008

M120 5Ba 包含層 銭貨 25.5 2.95 祥符元貰破片初鋳1008

Ml21 6B 包含恩 銭貨 24,5 2.95 祥符元貿完形初鋳1008

Ml22 5 B c 包含層 銭貨 24.7 3.03 天聖元賓完形初鋳1023

Ml23 6Bb 包含層 銭貨 25.1 3.10 天聖元賓完形初鋳1023

M124 SBa 包含陪 銭貨 25.0 2.27 明道元賓完形初鋳1032

Ml25 5Ba 包含陪 銭貨 24.9 3.64 皇宋通賓完形初鋳1039

Ml26 9B 包含陪 銭貨 24 I 2會66 治平元賓完形初鋳1064

Ml27 9Bd 包含層 銭貨 24.4 2 62 治平元賣完形初鋳1064

M128 5 B a 包含層 銭貨 23.7 2.05 熙寧元費完形初鋳1068

Ml29 5Bc 包含附 銭貨 24.4 4.00 熙寧元費完形初鋳1068

MI30 5B 包含陪 銭貨 23 9 2.90 元豊通賓完形初鋳1078

Ml31 SBb 包含閑 銭貨 25.0 2.33 元豊通賓完形初鋳1078

Ml32 SB 包含恩 銭貨 23.8 2.88 元祐通賓完形初鋳1086

Ml33 5Bc 包含層 銭貨 24.2 2.59 元祐通賓完形初鋳1086

Ml34 SB 包含層 銭貨 24.0 2.44 紹聖元賓完形初鋳1094

Ml35 8Bd 包含惑 銭貨 24.0 2.16 紹聖元費完形初鋳1094

M136 9B 包含愚 銭貨 24.2 2.74 紹聖元賓完形初鋳1094

Ml37 4Bd 包含陪 銭貨 25.3 2.44 堅宋元賣完形初鋳1101

Ml38 6Bb 包含層 銭貨 24.2 2.96 聖宋元賓完形初鋳1101

Ml39 7Ba 包含附 銭貨 24.4 2.17 聖宋元賓完形初鋳1101

M140 6Bb 包含思 銭貨 24.5 3.77 政和通賓完形初鋳1111

Ml41 6Bb 包含層 銭貨 23.9 3.54 政和通費完形初鋳1111

Ml42 4B 包含庖 銭貨 25.0 3.20 正隆元賓完形初鋳1158

Ml43 5Bd 包含層 銭貨 23.5 2.81 洪武通賓完形初鋳1368

M144 5B 包含層 銭貨 22.6 3.55 洪武通賓完形初鋳1368

Ml45 SBa 包含恩 銭貨 24.2 2.66 永楽通賓完形初鋳1408

Ml46 5Ba 包含層 銭貨 24.7 2.65 永楽通貰完形初鋳1408

Ml47 SBa 包含層 銭貨 24.8 3.47 永楽通貨完形初鋳1408

Ml48 8Bb 包含陪 銭貨 25.0 2.95 水楽通賽完形初鋳1408

6 土製品

遺構名 l 器 種 最(大c:::i長) 最(大mm)輻 最(大rn厚) 悶 慌 考

Cl I 8B I竪穴住居2 分鋼形±製品 破片

C 2 I SB I竪穴住居3 紡錘車 45.0 43.4 5.3 15.05 完形

C 3 I 8 B I竪穴住居5 分鋼形土製品 破片
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足守川矢部南向遺跡

遺物香号 地区 遺構名 器 種 最(大w長) 最(大CJほ) 最(大m厚) 翌 懐 考

C4 3B 竪穴住居12 紡錘車 35.S 20.4 3.8 4.36 破片

C5 4B 竪穴住居15 完形

C6 7B 竪穴住居22 紡錘車 42.0 36.2 33 8.32 破片

C7 7B 竪穴住居22 紡錘IIL 48.3 39.0 4.0 10.50 破片

cs 7B 竪穴住居22 紡錢車 69.7 62.5 5.1 'Zl.57 完形

C9 SB 竪穴住居26 装飾付土玉 22.4 22.7 11.76 完形

ClO 8B 竪穴住居26 勾玉 32.2 9.6 SA 3.55 

Cll 5Bc 土坂況 紡錘車 32.6 22.0 3.1 2.54 ほぼ完形

c12 3Bb 包含層 分銅形土製品 破片

Cl3 2B 竪穴住居30 紡錘車 36.6 35.0 3.5 7.06 完形

C 14 2B 竪穴住居30 紡錘Iii 58.0 51.6 5.0 18. 糾 完形

Cl5 3A 竪穴住居35 紡錘車 67.0 55.0 4.2 17.76 

Cl6 3A 竪穴住居37 紡錘単 42.0 37.0 3.0 11.43 完形

Cl7 3A 竪穴住居37 士錘 770 34.2 完形

ClS 3A 竪穴住居37 土錘 45.8 'Zl.0 49.38 一部欠損

C19 3A 竪穴住居37 分銅形土製品 63.0 56.0 20喩o 67鼻07 一部欠損

C20 4 B 竪穴住居40 笛？ 33.5 44.0 完形

C21 4B 竪穴住居41 紡錘取 58.3 51.2 4.9 15.64 完形

C22 SB 竪穴住居43 紡錘車 45.0 37.6 41 7.20 ほぼ完形

C23 5B 竪穴住居43 紡錘庫 55.3 51.9 4,0 17.67 完形

C24 SB 竪穴住居44 勾玉 祁.0 9.2 10.0 3.50 

C25 SB 竪穴住居45 紡錘車 27.4 19.1 4.0 3.45 破片

C26 5B 竪穴住居45 紡錘車 30 4 お.2 4.3 4.47 ほぽ完形

C27 5B 竪穴住居45 紡錘車 27.6 26.4 2.6 4.52 ほぼ完形

C28 5B 竪穴住居45 紡錘車 42.8 38 8 2.5 6.45 完形

C29 5B 竪穴住居45 紡錘車 36.6 30.3 6.0 9.)3 ほぼ完形

C30 5B 竪穴住居45 紡錘車 50.7 35.2 4.1 9.17 破片

C31 SB 竪穴住居46 紡錘車 36.5 31.3 6.8 9.Z4 ほぼ完形

C32 SB 竪穴住居46 紡錘車 41.6 22.8 4.7 5.74 破片

C33 3Ba 土堀72 土玉 17,9 17.2 5.40 完形

C34 3 Ba 土損72 紡錘車？ 52.1 47.3 10.2 29.85 ほぼ完形

C35 4Bc 土城85 土錘 84.5 34.2 104.41 完形

C36 4 B c 土壊85 土錘 75.5 31.0 73.01 完形

C37 5Bd 土城89 紡錘車 42.8 25.6 6.2 10.26 ほぼ完形

C38 2B 包含層 紡錘車 33.6 33.0 4.8 7.46 破片

C39 5Ba 包含培 紡錘車 38.0 23.7 6.8 7.34 破片

C40 6Bb 包含屠 紡錘単 432 41.1 5.5 12.83 ほぼ完形

C41 48b 包含層 紡錘車 44.7 42.9 3.8 9.87 完形

C42 4Bd 包．含層 紡錘車 46.8 46.4 2ふ 8.02 完形

C43 6B 包含層 紡錘車 44.l 42.7 5.3 12.55 破片

C44 2Bb 包含焙 紡錘車 67.5 64.0 9.0 41.40 完形

C45 5Ba 包含層 紡錘車 76.1 60.3 5.0 32.60 ほぼ完形

C46 2B 竪穴住居5] 士錘 61.4 33.4 70.12 完形

C47 2B 竪穴住居51 土錘 35.0 19.S 13.82 破片

C4S 2B 竪穴住居52 土錘 73.0 33.0 82.0l ほぼ完形

C49 2B 竪穴住居52 土錘 76.0 18.5 27.73 破片

C50 1 B 竪穴住居53 装節付士玉 25.9 29.8 21.l7 完形

C51 1 B 竪穴住居54 装飾付土玉 25.3 32.6 20.54 完形

C52 lB 竪穴住居54 動物形土製品
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足守JI!矢部南向遺跡

逍物番号 地区 遺構名 器 種 最(大mm長) 最(大mm幅) 最(大mm厚) 替 備 考

C53 1 B 竪穴住居54 土錘 89.0 20.5 37.78 完形

C54 2B 竪穴住居55 士錘 61.3 35.4 86.10 完形

C55 ZB 竪穴住居55 土錘 73.0 33.0 81.63 完形

C56 2B 竪穴住居55 土錘 71.0 36.5 109.66 完形

C57 2B 竪穴住居55 土錘 78.0 33.0 89.56 完形

C58 2B 竪穴住居55 土錘 73 0 35.5 98.00 完形

C59 2B 竪穴住居56 紡錘車 26.2 25.8 5.0 4.30 完形

C60 3B 竪穴住居57 20.0 21 0 

C61 3B 竪穴住居57 土玉 19.0 完形

C62 3B 竪穴住居57 土錘 82.5 29 0 77.27 完形

C63 3A 竪穴住居60 土錘 73.0 32.0 10218 完形

C64 3A 竪穴住居60 土錘 50.0 29.5 一部欠損

C55 3A 竪穴住居60 紡錘車 41.0 41.0 7.0 11.83 完形

C66 4A 竪穴住居61 土錘 78.0 34.0 99.0 完形

C67 4A 竪穴住居61 土錘 77.0 35.0 104.94 完形

C68 4B 竪穴住居62 ±至 15.0 11.8 2.14 

C69 4B 竪穴住居62 土錘 36.6 35.0 44.84 完形

C70 48 竪穴住居62 土錘 69.7 32.9 91.00 完形

C71 4B 竪穴住居63 土玉 22.2 22.l 11.24 完形

C72 4B 竪穴住居63 紡錘車 35.6 31.7 3.5 4.34 完形

C73 4B 竪穴住居63 紡錘車 44.5 42.4 6.7 19 57 完形

C74 4B 竪穴住居63 紡錘車 58.8 40.4 5.0 13.90 破片

C75 4Bc 土城99 士錘 64.7 33.0 74.81 完形

C76 4 B c 土城99 土錘 73尋2 32.6 85.56 完形

C77 4Bc 士撰99 土錘 76.7 33.8 93.50 完形

C78 4 B c 上城99 土錘 76 6 31.2 81ふl 完形

C79 4Bc 土城99 士錘 71.7 34.3 87.27 完形‘

C80 4Bc 土城99 土錘 79.8 37.8 126.50 完形

C81 4Bc ±渡99 土錘 74.7 33.2 97.47 完形

C82 4Bc 土城99 土錘 751 34.0 93.03 完形

C83 4Bc ±漿99 土錘 74.5 30.3 80.85 完形

C84 4Bc 土猥99 土錘 no 27 5 59.20 完形

C85 4 B c 土城99 土錘 68.0 30.5 76.44 完形

C86 4 B c 士堀99 士錘 69.5 33.0 82.50 完形

C87 4 B c 士墟99 土錘 77疇〇 34.0 100.45 完形

C88 4 B c 土城99 土錘 80.0 34.0 116.20 完形

C89 4Bc 土猥99 土錘 69.5 35.0 92.95 完形

C90 4Bc ±城99 土錘 76 0 35.0 114.95 完形

C91 4Bc ±城99 士錘 79.0 35.0 114.50 完形

C92 4Bc 土横99 土錘 78.0 33.5 氾.86 完形

C93 4Bc ±漿99 土錘 73.5 34.0 88.91 完形

C94 4Bc 土壊99 土錘 83.0 34.5 106.12 完形

C95 4Bc 土墟99 土錘 85.5 33.5 109.04 完形

C96 4Bc 土積99 土錘 71.5 31.5 76.43 完形

C97 4Bc 土墟99 土錘 70.5 35.5 88.84 完形

C98 4Bc 士蜃99 土錘 78.0 34.5 88.40 完形

C99 4Bc ±禎99 土錘 73.5 31ふ 90.13 完形

CIOO 4Bc 土痰99 土錘 71.5 32.0 72.94 完形

CIOl 48c ±咲99 土錘 70.0 32.5 89 20 完形
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足守川矢部南向遺跡

遺物香号 地区 遺構名 器 種 餞(大c長) 最{大m幅) 位{大c:i厚) 替 菌 考

Cl02 4 B c 土張-99 土錘 80.5 32.5 89.85 完形

Cl03 4Bc 土城99 土錘 81.0 30.0 89. 裟 ほぼ完形

C104 4Bc 士振99 土錘 i6.0 32.0 86.80 ほぼ完形

Cl05 4Bc 土堀100 土錘 66.1 30.8 72.42 完形

Cl06 4Bc 土墟100 土錘 80.5 36.3 109.23 ほぼ完形

Cl07 4Bc 土坂100 士錘 75.9 32.8 80.52 破片

C 108 4Bc 士坂100 士錘 82.0 36 2 94.72 ほぽ完形

Cl09 4Bc 土城100 土錘 66.3 28.1 63.70 完形

CllO 4 B c 土痰100 土錘 71.9 32.9 98.67 完形

Clll 7Ba 土器溜り 2 円盤 26.0 24.0 7.0 6.45 土器ほぼ完形

Cll2 7Ba 士器溜り 2 土板？ 39.3 28.4 6.3 8.02 ほぼ完形

Cll3 3Ba 包含層 鏡ミニチュア 59.0 ほぼ完形

Cll4 4Ba 包含層 動物形土製品

Cll5 5Ba 包含層 動物形土製品

C 116 4Bd 包含層 動物形土製品

CI17 包含層 脚

Cll8 5Ba 包含陪 土玉 28.3 30.0 24.90 完形

Cll9 7Bb 包含層 土玉 37.6 24.8 22.92 ほぼ完形

Cl20 4Ba 包含層 舟ミニチュア？

C 121 2Bb 包含陪 土錘 74.0 35.0 97.61 完形

Cl22 4Bc 包含層 土錘 84.1 32.0 103.40 完形

Cl23 4Bc 包含層 士錘 52.1 30.3 38.05 破片

Cl24 4Bb 包含層 土錘 76.4 35鼻。 105.43 完形

C 125 4Bd 包含層 土錘 68.8 31.4 85.34 完形

C 126 4B 包含屡 土錘 76.5 37.0 111.96 完形

C 127 4B 包含層 土錘 69 S 33.4 88.00 完形

Cl28 4 Ba 包含層 土錘 68.5 34.5 82.43 完形

Cl29 4Bc 包含層 土錘 70.5 35.0 91.24 完形

Cl30 4B 包含層 土錘 81.3 30.1 72.76 完形

Cl31 5Ba 包含層 土錘 77.8 35.2 107.57 完形

Cl32 3B 包含層 土錘 44.8 20.9 20.60 ほぼ完形

C133 5Ba 包含陪 士錘 29.8 32.3 28.70 完形

Cl34 2Bb 包含層 土錘 85.6 20.7 35.70 完形

Cl35 2Bb 包含層 土錘 741 21.0 37.10 破片

Cl36 2B 竪穴住居69 士錘 35.5 43.0 61.21 完形

Cl37 8Bd 包含層 硯 105.0 須恵器

CI38 7Bc 土i/l]18 円盤 40.3 37.5 11.5 26.35 備前焼完形

Cl39 7Bb 土城119 円盤 52.0 51.4 13.8 60.24 備前焼完形

Cl40 3B 溝 9 円盤 29.7 25.0 160.0 17.24 備前焼

Cl41 3B 溝 9 円盤 57.0 49.5 14.0 備前焼

Cl42 3B 溝 9 円盤 62.5 53.5 12.2 57.35 術前焼

Cl43 3B 溝 9 円盤 :i—:i••• .:i 一 45.0 !2.0 41.64 儲前焼

C144 5B 湛lO 円盤 55.1 54.5 11.l 47.35 低前焼

Cl45 5B 溝15 円盤 5l.l 46.0 13.5 38.49 瓦

C146 6B 湛：16 円盤 43.8 33.4 11.5 25.93 偉前焼

C 147 6B 溝18 士錘 48.3 11.6 6.60 完形

Cl48 6B 溝18 円盤 62.9 51.8 ]1.0 55 77 備前焼

Cl49 6B 渚20 土錘 71.5 20.0 27.34 破片

Cl50 7B 溝27 円盤 42.2 36.7 16.5 41.44 備前焼完形
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足守川矢部南向遺跡

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最{大mm長) 最(大mm幅) 最(大mm厚) 翌 備 考

C 151 7B 溝29 円盤 32.0 28.4 10.0 13.74 備前焼

C 152 7B 溝29 円盤 43.5 40.2 12.5 32.11 備前焼

C 153 7B 溝29 円盤 50.0 46.0 14.3 50.76 備前焼

C 154 8Bb 包含層 円盤 26 3 22.5 9.5 8.10 備前焼完形

Cl55 9B 包含層 円盤 30.8 27.6 11.0 16.92 備前焼完形

Cl56 9B 包含層 円盤 27.9 24.4 12.7 11.35 備前焼完形

Cl57 4Ba 包含層 円盤 36.4 29.0 12.0 22.76 備前焼完形

Cl58 4Ba 包含層 円盤 41.5 40.0 11.9 27.20 備前焼完形

C 159 4B 包含層 円盤 42.1 39 6 11.2 22.10 亀山焼完形

Cl60 4 Ba 包含層 円盤 51.l 46.1 12.1 34.96 亀山焼完形

Cl61 4Bd 包含層 円盤 48.9 42.0 11.8 28.88 亀山焼完形

Cl62 4 B a 包含層 硯 52.0 48.0 15.0 44.07 

7 玉類

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大mm長) 最(大mm幅) 最{mm大厚) 翌 材 質
備 考

G 1 6B 竪穴住居21 小玉 2.2 33 0.02 ガラス

S49 _6 B 竪穴住居21 管玉 7.1 4.2 0.20 碧玉

C9 8B 竪穴住居26 装節付上玉 22.4 22.7 11.76 ± 完形

CIO 8B 竪穴住居26 勾玉 32.2 9.6 84 3.55 ± 
G2 3B 竪穴住居31 小玉 3.1 3.2 0.03 ガラス

G3 4 B 竪穴住居39 小玉 3.3 6.6 0.33 ガラス

S 114 SB 竪穴住居43 管玉 6.4 2.3 0.05 碧玉

S 115 5B 竪穴住居44 管玉 3.8 2.1 0.02 石（不明）

S116 5B 竪穴住居44 勾玉 12.7 46 2.9 0.32 蛇紋岩？

C24 5B 竪穴住居44 勾玉 28.0 9.2 10.0 3.50 ± 
S 117 SB 竪穴住居46 管玉 11.8 3.8 0.24 石（不明）

S118 6B 竪穴住居50 管玉 13.5 ・4.2 0.25 石（不明）

C33 3Ba 土城72 土玉 17.9 17.2 5.40 土 完形

S120 2B 竪穴住居51 勾玉 15.6 7.0 4.2 1.05 蛇紋岩？

S 121 2B 竪穴住居51 勾至 15.4 6.4 3.7 0.80 蛇岩？

S 122 2B 竪穴住居51 臼玉 2.3 4.3 0.05 蛇岩

cso l B 竪穴住居53 装飾付土玉 25.9 29.8 21.17 上 完形

C51 l B 竪穴住居54 装飾付上玉 25.3 32 6 20.54 土 完形

C61 3B 竪穴住居57 ±玉 19.0 ± 完形

S 129 4B 竪穴住居62 管玉 12.5 4.6 0 33 碧玉

S 130 4B 竪穴住居62 管玉 20,0 5.2 1.00 碧玉

C68 4B 竪穴住居62 土玉 15.0 11.8 2阜14 土 完形

C71 4B 竪穴住居63 土玉 22 2 221 1L24 ± 完形

G4 4Bc 包含層 小玉 1.9 3.2 0.01 ガラス

GS 7Bb 包含層 小韮 1.7 3.4 O.Ol ガラス

G6 7Bd 包含層 小玉 2.5 3.4 0.03 ガラス

G7 6Bb 包含層 小至 4.0 3.4 0.05 ガラス

GS 6Bb 包含層 小玉 3.i 4.8 0.10 ガラス

S 132 5Bb 包含層 臼玉 1.5 43 0.04 蛇紋岩

S 133 78c 包含層 臼玉 2.。3.9 0.04 黒色片岩？
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足守川矢部南向退跡

遺物番号 地区 遺構名 器 種 最(大m長) 最(大rn幅) 最{ナrnJ}互 翌 材 質 備 考

SI浜 7Ba 包含層 臼玉 2.1 4.3 0.05 蛇紋岩

S135 ?Ba 包含層 臼玉 2.0 6.4 0.11 碧玉

S136 3 Ba 包含層 管玉 9.5 2.2 。.10 碧王

S 137 6 Ba 包含層 管王 ]2.9 4.5 0.26 碧玉

Sl38 7Bc 包含層 管玉 13.3 4.4 0.44 堆積岩？

S 139 7Bb 包含層 管玉 15.0 5.1 0.67 碧玉

S 140 SB 包含層 管玉 15.0 3.4 0.38 碧王

S 141 4Ad 包含層 管玉 16.3 4.1 0.50 碧玉

S 142 4Bd 包含層 管玉 16.4 2.8 0.17 石（不明）

S143 8B 包含層 管玉 19.6 7.0 1.54 碧玉

Sl44 6Bd 包含層 勾玉 27.5 10.6 10.4 5.06 碧玉

S145 2B 包含屠 勾玉 9.8 4.4 2.4 -0.22 蛇紋岩？

Cll9 5Ba 包含層 土玉 28.3 30.0 24.90 土 完形

Cl20 7Bb 包含層 土玉 37.6 24.8 22.92 士 ほぽ完形
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付載1. 足守川加茂A・B遺跡、足守川矢都南向遺跡柑土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所 白石 純

1. はじめに

この分析では、以下の点について検討した。

(1) 足守川加茂A・B遺跡出士士器で時期、器種により、胎土差がみられるか。
(2) 

(2) 以前分析した古墳時代初頭の総社市窪木薬師遺跡、岡山市百間川原尾島遺跡の甕（ボウ

フラ）と、足守川加茂A・B遺跡出土古墳時代初頭土器との比較。また、これに加えて、

周辺地域の遺跡で足守川矢部南向遺跡との比較検討。

(3) 足守川矢部南向遺跡出士弥生時代後期後半の土器で器形• 技法・調整などが讃岐系、畿

内系といわれている土器と、在地で生産されている士器の間に差異があるかどうかの検

討。

(4) 足守川矢部南向遺跡の同じ時期の土器で器種ごとに胎土に差がみられるかどうかの検討。

2. 分析結果

分析方法は、蛍光X線分析装置により、測定方法、条件、資料の作製などは現在までおこな

っている分析方法である。

また、分析した資料は表 1の35点および表2の62点の士器である。

この分析の結果、 (1)の足守川加茂A・B遺跡内出土土器で時期差による胎土の比較では、

第 1図K/Ca-Sr/Rb、第 2図K/Ca-Fe/Tiの各散布図から、弥生時代中期中葉 (B竪穴住居 1)

と中期後業 (B土城 1)の間で差がみられた。しかしながら器種ごとによる差は、資料点数の

少なさから十分に検討できなかった。資料点数を増やして検討する必要がある。

足守川加茂A遺跡士器溜り出上の古墳時代初頭の士器は、第 1図K/Ca-Sr/Rb、第 2図

K/Ca-Fe/Tiの散布図で資料番号12-22、30、32、35のAグループと資料番号23--...29、31、33、

34のBグループの二つに別れた。このうち、 Bグループには甕（ボウフラ）が6点含まれてい

る。そして、 Bグループの土器は、肉眼観察から色調が褐色で、胎上中に角閃石を含んでおり、

甕以外の資料番号28、31の壺と29の高杯にもこの胎土が使われていた。このように、足守川加

茂A・B遺跡出土の古墳時代初頭の土器のうち色調が褐色を呈し、胎土の砂粒に角閃石を含む

土器は、ある程度のまとまりをもつようである。一方、 Aグループとした一群も一応、大きな

まとまりをもち、別のグループをつくっている。ただ、このAグループの14点の上器の内訳は
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(4) 

壺 (12、13、15、19、32)、甕 (35)、高杯 (14、16、17、18、21、30)、鉢 (20)、鼓形土器
(5) 

(22)で、甕はわずか 1点である。

次に、 (2)の課題である百間川原尾島遺跡（弥生時代後期～古墳時代初頭）、窪木薬師遺跡

（古墳時代初頭）、足守川矢部南向遺跡（弥生時代後期後半）の各遺跡との比較では、第 3図

K/Ca-Sr/Rb、第4図K/Ca-Fe/Tiの散布図から足守川加茂A・B遺跡のBグループと百間川原

尾島遺跡（古墳時代初頭）、窪木薬師遺跡（古墳時代初頭）、足守川矢部南遺跡（弥生時代後期

後半の在地産）の土器がほぽ一つのグループにまとまった。

{3)の課題である讃岐系、畿内系と在地の土器との比較では第 5図K/Ca-Sr/Rb、第 6図

K/Ca-Fe/Tiの散布図から、表 1の資料番号 8、29の讃岐系と22、24、25、27、28の畿内系の

壺．甕は、在地の壺• 甕と識別が可能であった。ただ、壺(6)・甕(20)のように在地と畿内の分

布範囲の中間にプロットされるものもある。

また、高杯・鉢の中には在地の壺や甕がグループをつくる範囲内に入るものと、それ以外に

プロットされるものがみられる。後者の例は高杯では30、32、34、38で、鉢では43、50、53で

ある。そして、これらのグループ以外の土器の分布を細かくみると、 6、20、32、34、38のま

とまりと30、40、43、50、53のまとまりがあるようにみられる。この二つのグループを器形、

技法、胎土などで他のグループと比較する必要がある。

(4)の器種ごとに胎土に差異があるかどうかでは、第 5・6図散布図から在地産の壺・甕が

ほぽ一つにまとまった。また、鉢も 19点中16点が在地の壺・甕の分布範囲に入った。しかし、

高杯に関しては、散漫な分布をし、まとまらなかった。そして、特殊器台 (1、2、61、62)

は、ほぼ一つにまとまる結果となった。

3. まとめ

以上の分析結果をまとめると、

(1) 足守川加茂A・B遺跡出土の弥生時代中期中葉と中期後葉の土器の間で胎土に差がみ

られた。しかし、資料点数の少なさもあり、今後の資料蓄積を待って改めて検討する必要が

ある。

(2) 足守川加茂A・B遺跡出土の古墳時代初頭の土器のうち、肉眼観察から褐色の色調を

呈し、胎土に角閃石を含む土器は、ほぽ一つにまとまる傾向を示した。

また、百間JII原尾島遺跡、窪木薬師遺跡、足守川矢部南向遺跡出土土器との比較では、百

間川原尾島・窪木薬師の甕（ボウフラ）およぴ弥生時代後期後半の足守川矢部南向の在地産

土器（壺、甕、鉢）が足守川加茂A・B遺跡のBグループと一つにまとまった。

(3) 足守川矢部南向遣跡の資料では讃岐系、畿内系の土器が、在地の土器と胎土的に差が
(6} 

みられ識別できた。
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(4) 足守川矢部南向遺跡出土土器で器種ごとに差がみられるかどうかでは、在地の壺、甕、

鉢がほぼ一つにまとまり、同じ胎土と推測された。また、高杯は分布範囲が非常に散漫で一

定のまとまりをつくらなかった。これは、高杯に使用されている粘土が精製されたものもあ

り、このことが分析値に影響しているのかもしれない。また、足守川矢部南向遺跡および鯉
(7) 

喰神社採集の特殊器台はほぼ一つのグループをつくったが、これら特殊な土器に関しても資

料を増やして、どのような分布をなすのか検討していく必要がある。

今回、足守川加茂A・B遺跡の資料を中心に周辺地域の遺跡出土土器との比較をおこなっ

たが、古墳時代初頭の甕（ボウフラ）の胎土がほぽ一つにまとまり、以前報告し /~s*吉果と同
様になった。つまた、分析値からの検討ではボウフラに使用されている粘土はほぼ同じもの

が使用されているようである。また、時期は異なるが足守川矢部南向遺跡（弥生時代後期後

半）の在地産土器と古墳時代初頭の甕（ボウフラ）がほぽ重なり分析からはほぽ同じ結果と

なった。このことから、まだ周辺遺跡との比較データの少なさもあるが、足守川加茂A・B

遺跡および足守川矢部南向遺跡を中心とした地域にこれら土器の粘土採掘城が存在した可能
(9) 

性が十分に考えられる。今後も分析資料のデータ蓄積をおこない検討しなければならない。

弥生時代後期後半の一遺跡内での一時期の資科の分析では讃岐系・畿内系•在地産の土器

が、はっきり別れた。しかし、在地産の器種別によるまとまりでは、壺や甕ではまとまった

が、高杯は散漫な分布を示し、まとまらなかった。今後の検討課題として、器種による粘土

の使い分け、混和材（砂粒など）混入および別種の粘土を混ぜるなどのことも十分考慮して

分析する必要がある。

なお、この報告をおこなうにあたり、亀田修一先生には終始ご教示頂いた。また、資料の

収集その他では松本和男、江見正己、島崎 東の各氏をはじめ岡山県古代吉備文化財センタ

ーの職員の方々にお世話になりました。記して謝意を表します。

註

(1) 白石 純「窪木薬師遺跡出土遺物の胎土分析」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告86 窪

木薬師遺跡j岡山県教育委員会 1993.3.

(2) 白石 純「百間川原尾島遺跡出土土器の胎土分析」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告88

百間川原尾島遺跡 3」岡山県教育委員会 1994.3.

(3) 白石 純「蛍光X線による考古学遺物（石器•土器）の化学分析 (II)」「蒜山研究所研

究報告」第12号 岡山理科大学 1986.

(4) この35の甕は、時期的に新しくなり、古墳時代時代前半頃と考えられる。

(5) 器種により素地の使い分けをしていることも十分考えられるが、詳しくは検討していな

Vヽ

゜
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(6) 註(2)では、讃岐系土器が岡山県内の土器と、はっきり識別できたが、今回も同じ結果

となった。今後、香川県内の土器と比較する必要がある。

(7) この鯉喰神社採集の特殊器台は柳瀬昭彦氏採集資料を提供していただいた。

(8) 註(2)の分析では、百間川原尾島遺跡と総社市窪木薬師遺跡の古墳初頭の甕（ポウフラ）

がほぼ同じ分析結果となったことを述べた。

(9) 高畑知功•内藤善史他「矢部奥田遺跡」「山陽自動車道建設に伴う発掘調査 6 岡山県

埋蔵文化財発掘調査報告82」岡山県教育委員会1993.3.では、粘土採掘城が確認されて

おり、採掘粘土は、黒色～漆黒色のきめの細かい粘性のあるもので、採掘時期は古墳

時代前半期（下田所期）を中心とした時期が考えられている。また、これらの採掘城

からは弥生時代中期後半と後期の遺物も出土している。そして、今回胎土分析した足

守JII加茂A・B遺跡とこの採掘城が確認された矢部奥田遺跡とは、直線距離にして約

1 kmしか離れておらず、今後これらの粘土の分析も含めて検討しなければならないが、

この遺跡を含めた周辺遺跡での粘土採集、土器生産が想定されよう。
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第 1 図 K/Ca-Sr/Rb敷布図足守川加茂A• B遺跡時期ごとによ る比較
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第 2図 K/Ca-Fe/Ti散布因足守川加茂A • B遺路時期ごとによる比較
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第 3図 K/Ca-Sr/Rb酌布図 各遺跡ごとの比較

◇ 足守Ill加茂A•B遭“古墳初頭

＋ 百圃11原尾島遺“ 古墳初頑 饗

● 百問川&,,:尾島遺註 弥生後期(I-ID)

▲ 総社市窪木薬鯖遺“古墳切頑饗

● 足守川矢部附向遭箪 弥生後期後半在地産（壼・ • · 鉢 •高If)

原尾鳥遺騎弥生緩期(I-m) 
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第 4図 K/Ca-Fe/Ti散布図 各遺路ごとの比較
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第 5図 K/Ca-Sr/Rb散布図 足守川矢部南向遺蹄出土土器の器形、技法による胎土の比較
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第 6図 K/Ca-Fe/Ti散布図 足守川矢部南向遺筋出土土器の器形、技法による胎土の比較
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表 1 足守JII加茂A•B遺跡胎土分析一覧表

資料番号 遺 構 名 器種 時 期

1 加茂 B 土城 1 20 高杯 弥生中期後葉

2 ケ 14 空~ ヶ

3 ，' 13 壺 ケ

4 // 17 甕
,~ 

5 ケ 高杯 /; 

6 加茂 B 竪穴住居 1 3 空= 弥生中期中葉

7 ;,, 6 甕 I/ 

8 ク 10 鉢 ~ 

， /,, 8 扁杯 & 

10 /,, ， 高杯 ，，，， 

11 ヽ 鉢 ケ

12 加茂 A 士器溜り 842 盆_._, 古 墳時代初頭

13 /; 814 空て七 ,, 

14 ，' 899 高杯 ケ

15 
,... 894 空~- ~ 

16 ;,. 901 両杯 ケ

17 lj 905 高杯 ~ 

18 ，， 927 器台 ，，， 

19 ~ 931 
'.§: _L• ，，， 

20 // 822 宰_L• ヶ

21 
,, 924 紙杯 ;,, 

22 ケ 916 鼓形 ，' 

23 ケ 840 空= /j 

24 
,,,. 920 鼓形 み

25 ，， 885 甕 ケ

26 q 851 甕 {; 

27 /,, 883 甕 ，，， 

28 ,~ 951 宮_._ ケ

29 ケ 867 高杯 /,-

30 ケ 868 高杯 /,, 

31 ，， 836 空-= ，' 

32 {; 837 宮..L み•

33 ，，， 796 甕 ケ

34 q 797 甕 ，' 

35 包 ＾ 己

層 989 甕 ，，， 

表 2 足守川矢部南向遺跡胎土分析一覧表

資料番号 遺 構 名 器 種 時 期 備 考

1 土城 72 883 特殊器台 弥生後期後半

2 ~ 884 特殊器台 /; 

3 r,, 885 特殊壺？ ~ 

4 ，，，， 886 空~ ヶ

5 .I'/ 889 宰_LJ ，，， 

6 ヶ 891 宮囀 ,., 

7 /,> 892 空． /_, 

8 ~ 895 空= .,,, 讃岐系
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資料番号 遺 構 名 器 種 時 期 備 考

， 土城 72 897 壺 弥生後期後半

10 ;,, 913 直口壺 4易

11 ，，， 914 直口壺 ‘’ 
13 ,,. 903 壺 み・

14 ，... 909 空てピ ... , 

15 .,., 915 甕 // 

16 // 926 甕 /,, 

17 ,~ 932 甕 ケ

18 ,, 944 甕 ，，， 

19 ,, 949 甕 ，，， 

20 ケ 961 甕 ケ

21 ケ 963 甕 ~ 

22 if 965 甕 ,,. 畿内系

23 ‘’ 966 甕 I/ 

24 ,:, 969 甕 ,:, 畿内系

25 .,,, 970 甕 I; 畿内系

27 (/ 972 甕 ケ 畿内系

28 ,,. 973 甕 .,., 畿内系

29 /,- 976 甕 ,, 證岐系

30 ヽ 977 高 杯 // 

32 ~ 983 高 杯 ケ

33 .,,. 987 高 杯 ;,, 

34 ，，， 989 高 杯 ;,; 

35 ケ 992 古向 杯 /,> 

37 ,, 997 高 杯 ,;, 

38 I; 998 古回 杯 ・ヽ

39 ケ 1000 手焙形土器 ;,, 

40 ケ 1001 手焙形土器 ,,. 

41 ,, 1021 鉢 ，，， 

42 ，，， 1023 鉢 ケ

43 ，， 1026 鉢 I,, 

44 ケ 1030 鉢 .,., 

46 ケ 1038 鉢 ,, 

47 .. _. 1047 鉢 ケ

48 ~ 1048 鉢 /,, 

49 .,,. 1050 鉢 ;,, 

50 ~ 1051 鉢 ,;, 

51 ~ 1052 鉢 ，，， 

52 9 1055 鉢 r,, 

53 ~ 1056 鉢 ，，， 

54 ，，， 1057 鉢 ~ 

55 ケ 1058 鉢 ,,. 

56 ~ 1064 鉢 ,,. 

57 ,,. 1065 鉢 ~ 

58 ,,. 1069 鉢 /_,. 

59 I';- 1072 鉢 .,,. 

60 ケ 1073 鉢 ~--
61 特殊器台 // 

62 鯉喰神社表採 特殊器台 ケ

※ 備考襴の讃岐系、畿内系などの観察は、資科提供者による。
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付載2. 足守川遺跡群出土青銅器の鉛同位体比について

作陽短期大学 馬淵久夫

東京国立文化財研究所 平尾良光

榎本淳子

1 . はじめに

青銅器の原科産地を推定するための手段として、国際的に定着した方法に鉛同位体比法があ
(l) (2) 

る。鉛は質量の異なる 4種の同位体巫Pb、20opb、207Pb、2ospbの混合物であり、その混合比（同

位体比）は鉛鉱床の性格と生成年代によって異なるので、産地の指標になり得る。筆者は、

1970年代後半からこの手法の応用に取り組み、その結果、弥生時代から歴史時代初頭に至るま

での日本出土の青銅器について、時代によって青銅原料の出所が変っていくことが明らかにな
CJHBl 

った。
(9)(10) 

今回、足守川河川改修に伴って行われた発掘調査で出土した銅鏡• 銅鏃などの青銅器につい

て、鉛同位体比を順次測定したので、その結果に若干の考察を加えて報告したい。また足守川

遺跡群ではないが、岡山市雄町から出土した銅鐸についてもこの紙面を借りて併せて報告する。

2. 測定

現在、同位体比を測定する機器である質量分析計は極めて高感度になっているので、本法は

ほとんど非破壊法と言って差し支えない。出土青銅器に必ず生じている錆の微量を採取すれば

よい。同位体比は化学反応の過程でほとんど変ることがないので、錆の中の鉛を使って測定す

ればよい。筆者らは、測定用の試料を無益に必要量以上採取することがないよう、一定の基準

を設けて試料収集の目安としている。測定条件は下記の通りである。

a. 試料の量

• 弥生時代・古墳時代の青銅器の場合には錆 1咽程度。

b. 化学分離：電着法

C • 質量分析計（固体用表面電離型、東京国立文化財研究所に設置）

• 日本電子社製JEOL-05RB(稼働：昭和52年 4月～平成元年 9月）

・VG Isotope社（英国）製VGSector (稼働．．平成元年10月～現在）

d. 鉛装着量

・JEOL-05RB : 1μg 

-1126-



・VG Sector : 0.2μg 

ここで報告する試料のうち、足守川加茂B遺跡出土の小形佑製鏡 2面と銅鏃 l点、足守川矢

部南向遺跡出土の小銅鐸、雄町遺跡出土の銅鐸はJEOL-05RBで、その他の資料はVGSectorで、
(ll) 

それぞれ測定された。両方の機器のデータが一致することは実験によって確かめられている。

2.18 

2.16 

4

2

 

1

.

,

 

2

2
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e
o
i
/
q
d

費

2.10 

2.08 

0.85 0.86 0.87 
2D7 Pb/ 208 p b 

D.88 。導89

図 1 日本出土青銅器の鉛同位体比分布および足守J11遺跡群出土青銅器の鉛同位体比

領域A:前漠鏡

領域B:神獣鏡、画像鏡など後漢中期から三国・晋の鏡

領域c:日本産の鉛鉱石

ライン D:多紐細文鏡•細形銅利器のような朝鮮系遣物

図中の番号は表 1の試料Na

D は近畿式•三遠式銅鐸の集中する位置
3. 日本出土青銅器のグルーピンク

Q2) 

筆者らが確立した、日本出士青銅器に対するタイプ別の鉛同位体比の分布範囲を図 lに枠で
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囲って示した。この図は 208Pb/206Pbを縦軸に、 201Pb/怨 Pbを横軸にプロットしたもので、最も標

準的な図示法である。日本出土青銅器を舶載品と佑製品で分けて考えると分かりやすい。

まず、舶載品から述べると、 Aの範囲は弥生時代に将来された前漠鏡が占める位置である。

Bは神獣鏡、画像鏡など後漢中期から三国・晋の時代に作られた鏡の占める範囲である。方格

規矩鏡、連弧文鏡（内行花文鏡）、細線式獣帯鏡のように後漢の早い時期から作られていた鏡
(8) 

は、 A と B とに分れる。 C は日本産の鉛鉱石の大部分が入る領域である。 D は多鉦細文鏡• 細

形銅利器のような弥生時代に将来された朝鮮系遺物が位置するラインである。

つぎに、国産青銅器について言うと、弥生時代では早い時期の銅鐸• 銅剣・銅矛などはライ

ン D に載り、それより遅い時期の銅鐸・鋼剣・銅矛さらに小形侑製鏡• 銅鋤などはAに入ると

いう、はっきりした傾向がある。古墳から出土する佑製銚• 巴形銅器などの大部分はBに入る。

国産青銅器については、 AとBの区別が弥生時代と古墳時代の区別になっているようにみえる

ことが顕著な結果である。

A、B、Dに分布する鉛の産地が地理的に何処に当たるかを正確に言うことは難しい。今ま

でに測定した鉛鉱石から推察すると、大ざっぱにAは中国の北部、 Bは中部から南部というこ

とができる。中国の中部から南部、つまり黄河より南で長江を含有する広大な地域は、地質学

的に均ーで、鉛同位体比が似たりよったりの値になる。 Bは複数の地域の鉛が重なり合ってい

る可能性があると筆者らは考えている。舶載鏡の鉛同位体比からみて、前漢時代は北部の原料

(A)で鏡を作っていたが、後漢のある時期（中期）から中部・南部 (B)の原料に変ったと

推測される。

Dはミシシッビバレー・タイプと呼ばれる特殊な鉱床の鉛であるが、鉛鉱石の測定によると、
(8)(12) 

現在の輯国の南西部地域（忠清南北道、全羅南北道）と推定される。

4. 結果と考察

測定結果を表 1にまとめた。これらを資料の種類別に見ることにする。

(a) 小形佑製鏡

J 
直径4.4cmの蕨手状渦文鏡 (No2) は、高倉洋彩によると、韓国の慶尚北道漁隠洞遺跡で出

土した鏡群 (11面のうち l面を除く）や大邸市坪里洞遺跡出土鏡4面と同類で、重圏文H光鏡
(14) 

I b に属する。このことから、山磨康平• 島崎東は朝鮮半島で製作されたと考えている。一方、

直径6.7cmの櫛歯文鏡 (No3)は重圏文日光鏡IIIbに属し、この種の鋭は瀬戸内～近畿で独自

に鋳造されたと高倉洋彰は述べている。

鉛同位体比の結果は、図 lでわかるように 2面とも領域Aに入り、中国の鉛を含むと解釈さ
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れる。この結果は一見、高倉や山磨らの見解と相反するように見えるが、必ずしもそうではない。

表 1 足守川遺跡群出土青銅器および雄町出土銅鐸の鉛同位体比

No 資料名 出 土 地 .. Pb/ll"'Pb 匹Pb/""Pb 呵't;/叫も 咽 /'"F1:i

足守）II遺跡群

l 銅鏃 足守川加茂A遺跡 Ml 17.740 0.8762 2.1648 15.544 

2. 小形侑製鏡 足守川加茂 B遺跡 M88 17疇682 0.8778 2.1691 15.521 

（蕨手状渦文）

3. 小形佑製鏡 足守川加茂 B遺跡 M28 17.742 0 8769 2.1697 15.558 

（櫛歯文）

4. 銅鏃 足守JII加茂 B遺跡 Ml47 17.749 0.8760 2.1639 15.548 

5. 小銅鐸 足守Ill矢部南向遺跡 M26 17.737 0.8757 2.1541 15.532 

6. 銅鏃 足守川矢部南向遺跡 M36 17.740 0.8770 2.1663 15.554 

7 銅鏃 足守川矢部南向遺跡 M49 17.752 0.8762 2.1651 15.546 

8 鋼鏃 足守川矢部南向遺跡 Ml9 17.745 0.8761 2.1640 15.741 

9. 銅製品（鏡？） 足守川矢部南向遺跡 Ml5 18.519 0.8500 2.1056 15.654 
ヽ

10. 銅製品（鏡？） 足守川矢部南向遺跡 M48 18.217 0.8593 2.1261 15.572 

ll. 銅鏃 足守川矢祁栴向遺跡 M50 17.762 0.8767 2.1671 15.553 

12. 銅鏃 足守川矢部南向遺跡 M6 17.751 0.8762 2.1649 

岡山市雄町遺跡

13. 銅鐸（扁平鉦式） 岡山市雄町の水田 17.805 0.8741 2.1611 15.563 

測定誤差 士0.005 士0.0002 士0.0002 0.005 

(4) 

すでに、 1982年の銅鐸論文で指摘し、その後の多数の青銅器の測定で確かめられたように、

朝鮮半島では紀元前から自前の鉛（多分、銅・スズも）を使って細形銅剣や多紐細文鏡を鋳造

していた。その材料は、あるいは素材で、あるいは銅剣• 鏡のような製品として日本列島に流

入し、初期の国産青銅器の鋳造に使われた。しかし、前108年の楽浪郡設置以後は漢の製品と

原料が日本列島に入るようになり、朝鮮半島産の原料に置き換っていった。

小形防製鏡は漠鏡に倣って製作したものであるから、初期の段階から中国の原料が使える状

態にあったと考えられる。流入ルートは朝鮮半島経由であるから、朝鮮半島で小形佑製鏡を鋳

造する際に中国の原料を使うことは十分可能であっただろう。勿論、朝鮮半島産原料を使う場

合もあったかもしれない。恐らく、それは朝鮮半島か九州かといった製作地によるよりも、中

国原料が少なかった初期の段階に起ったというような時間的関係によったのではないだろう

か。筆者らが過去に測定した小形佑製鏡のデータをまとめると表2のようになる。
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表 2 小形佑製鏡の鏡式と原料産地＊

悶!:~~,る； 1測？数丁盟;::  マ：ノ：：遺跡 I測定数！朝鮮］島産原科考

内行花文鏡 IIa 

内行花文鏡 IIb 

重圏文日光鏡 Ib 

重圏文日光鏡 II

重圏文日光鏡IIIb

四 蛯鏡

不 明

8
 

9 ! 久留米市西屋敷遺跡出土
鏡は華中・華南の鉛

2 ! 1面は本研究の蕨手状渦
文鏡

1 I佐賀県上峰村五本谷遺跡
出土

1 I本研究の櫛歯文鏡

1 ! 福岡県小郡市横隈狐塚遺
跡出土

1 ! 熊本県合志町木瀬住居址
出土

1 ! 福岡県筑紫野市隈•西小
田出土

＊ 表中の資料の鉛同位体比は文献 (6) ・ (18) に報告されている。

結局、 25面のうち 2面だけが朝鮮半島産の原料で作られており、 1面は足守川加茂B遺跡出

土のものと同じ漁陰洞系の重圏文日光鏡 Ibに属することが注目される。このような製作地と

時代と原料の関係は、将来、漁陰洞遺跡や坪里遺跡で出士した鏡を測定すればもっと明らかに

なるであろう（次項も参照のこと）。

(b) 銅鏃

3遺跡から出土した計 7点を測定した。これらの鉛同位体比は図 1からもわかるように、す
(4) 

べてが誤差の範囲内で一致している。 1982年の銅鐸論文の中 (p53)で、箪者らは近畿式・ 三

遠式銅鐸18鐸が

201Pb/206Pb = 0.8763士0.0008

の範囲内に収まってしまうことを述べた。その後、九州から関東に至るまで全国の弥生後期の

遺跡から出土する銅鏃• 銅環・銅鋤・小銅鐸•小形佑製鏡の多くがこの特徴的な鉛を含むこと

を確認した。今回測定した 7点の銅鏃がすべてこの範囲に入ることは明らかである。足守川加
(14) 

茂B遺跡出土の 2面の小形佑製鏡のうち、蕨手状渦文鏡がこの範囲から外れ、櫛歯文鏡 (No.3) 

がこの範囲に入ることは、後者の製作時期を遅くみる高倉の編年と一致しているので典味深い。
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(c) 小銅鐸

筆者らは過去に下記で出土した小銅鐸を測定している。
(4) 

イ）静岡県沼津市開峯
(4) 

ロ）栃木県小山市田間

ハ）福岡県宇佐市別府（朝鮮式小銅貞3
00 

二）神奈川県海老名市本郷遺跡
(I力

ホ）福岡県福岡市西区今宿五郎江遺跡
08)(19) 

へ）福岡県糸島郡前原町浦志遺跡

これらの結果を見ると、まず、宇佐市別府出土の朝鮮式小銅鐸（ハ）は他の小銅鐸と全く違

った産地（恐らく朝鮮半島）の鉛を含み、型式のみならず材料の点でも明瞭に区別される。

つぎに、残りの 5資料は、弥生時代後期の国産青銅器に共通に含まれる中国華北の“前漢鏡

タイプ＂の鉛を含むことがわかった。さらに、これら 5資料のうち、今宿五郎江遺跡出土のも

のを除くイ）口）二）へ）は、前節で述べた近畿式• 三遠式銅鐸の数値をとり、“前漠鏡タイ

プ”の鉛の中でも最も時代が下るものと推定される。

今回測定した足守川矢部南向遺跡出土の小銅鐸は、表 1 からわかるように、近畿式• 三遠式

銅鐸の数値と誤差の範囲内で一致し、多くの小銅鐸と同じ材料であることがわかった。このデ
(20) 

ータと出土地点からみた小銅鐸の時代との関係については江見正己が詳しく考察している。

(d) 銅製品

足守川矢部南向遺跡からは 2点の銅製品 (Ml5、M48)の破片が出土している。一般的には、

種別の明確でない資料を分析しても意味ある情報にはならないが、 M48については鏡ではない

かという所見があるので、鉛同位体比でそれを確認することは可能かもしれない。このような

意図で測定してみた。結果は図 1に示したように、両者とも領域Bに入り、以下に述べるよう

に幸運にも資料の種別を推測できるデータになった (No9のMl5は領域Cと重複するが、割Pb

を使う図では明らかに領域Bに入るので日本産鉛ではない）。

まず 2点の銅製品が弥生時代の遺物であるとすると、過去の測定の結果からは、領域Bに入

る弥生時代の遺物は舶載の漢式鏡だけということになる。弥生時代の国産青銅器は、本研究の

小形佑製鏡や銅鏃や小銅鐸をみてもわかるように一般に領域Aに入り、領域Bに入るものはな
(Ic 

ぃ。ただ一つの例外は久留米市西屋敷遺跡2号石棺墓出土の小形佑製鏡であるがこれは当時の

北九州が中国の文物が流入する玄関口のために、弥生時代末期に中国から入り始めた華中・華

南の新しい材料をいち早く使った例外的物件と考えられるので除外して考えてよい。

-1131-



第 2に、 2点の銅製品が舶載鏡だとしてどのような鋭式が可能かを考えてみよう。弥生時代

の青銅器の分布は地域差があるので、厳密には中国地方の出土例でみる必要があるが、残念な

がらデータが少ない。そこで、九州の例をみると、弥生時代遺跡出土で領域Bに入る鏡として

は、連弧文鏡・方格規矩鏡・ 浮彫式獣帯鏡• 線彫式獣帯鏡•菱鳳鏡が測定されている。 2 点の

銅製品はこれらの鏡式のいずれかである確率が高い。

第 3に、 Ml5とM48が同一の鏡の破片ではなく、別々の鏡であることは鉛同位体比値から明

らかである。

(e) 銅鐸（岡山市雄町出土）

足守川遺跡群ではないが、昭和60年 4月に岡山市雄町の水田から出土した扁平鉦式袈裟欅文

銅鐸の鉛同位体比測定結果も付記しておきたい。
(4) 

図 lに示したように本銅鐸の鉛同位体比は領域Aに入り、しかも 1982年の銅鐸論文で明らか

にした扁平鉦式の分布範囲に収まっている。つまり、菱環鉦式（朝鮮半島の鉛）→外縁付鉦式

（朝鮮半島の鉛あるいは中国の鉛）→扁平鉦式（中国の鉛）→突線鉦式（中国の鉛、ただし近

畿式•三遠式は画ー的同位体比をもつ中国の鉛）、という原料の推移についての考察を裏付け

るデータが一つ加わったことになる。

本稿を執筆するにあたり、種々ご教示を賜った古代吉備文化財センターの河本清氏、江見正

己氏に厚くお礼申し上げたい。
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付載3.足守川遺跡群出士の石杵と土器に付着の赤色顔料について

はじめに

福岡市埋蔵文化財センター

宮内庁正倉院事務所

本田光子

成瀬正和

足守川遺跡群出土の石杵及び土器に付着している赤色物について、その材質と状態を知るた

めに顕微鏡による観察およびX線分析を行い、若干の考察を試みた。

出土赤色顔料についての現在までの知見に寄れば、赤色物は鉱物質の顔料であり、酸化第 2

鉄Fe2Q3を主成分とするベンガラと、赤色硫化水銀HgSを主成分とする朱の 2種が用いられて

いる。これ以外に古代の赤色顔料としては、四三酸化鉛Pb3Q4を主成分とする鉛丹があるが、

出上例はまだ確認されていない。

今回の資料 5点の石杵のうち 4点はその形状から見て朱専用の L字状石杵と考えられ、土器

は赤色顔料の付着状態等から朱専用の内面朱付着土器と考えられる。これらに付着している赤

色顔科は朱である可能性が強いが、ここでは、これら三種類の赤色顔料を考えて調査を行っ

試料の一覧、分析結果とそれに基づき推定される赤色顔料の種類を表 1に示した。

試料

赤色顔料の付着残存部分は挿図の通りである。全資料とも実体顕微鏡で観察を行い、状態の

良い部分から針先に浩く程度の醤を採取し検鏡用プレパラートを作成した。 X線分析には全資

表 1 試料の一覧と分析結果及び推定される赤色顔料の種類

No 遺 跡 遺 構 遺 物
蛍光X線 X線回折

顕微鏡観察
赤色顔料

挿図
鉄水銀 赤鉄鉱辰砂 の種類

l 足守JII加茂A 竪穴住居30 L字状石杵 ＋ ？ ベンガラ ベンガラ S34 

2 足守JI!加茂A 竪穴住居21 L字状石杵 ＋ ＋ ＋ 朱 朱 S25 

3 足守川加茂A 竪穴住居26 L字状石杵 ＋ ＋ ... ... 朱 朱 S29 

4 足守川加茂B 竪穴住居22 L字状石杵 ＋ ＋ ● ●● 9 ＋ 朱 朱 S84 

5 足守川加茂B 斜面堆積 石杵 ＋ " ＋ ベンガラ ペンガラ S140 

6 足守川加茂A 土壊9 内面朱付済土器 ＋ ＋ , .. ＋ 朱 朱 202 

．．ー：未測定 ＋：検出 ー未検出 ？：不確定
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料ともそのままの状態で赤色顔科付着部分を測定した。

顕微鏡観察

検鏡の目的は、赤色顔料の有無・状態・種類を判断するものである。古代の三種の赤色顔料

（朱、ベンガラ、鉛丹）は特に微粒のものが混在していなければ、粒子の形状、色調等の違い

から検鏡により経験的に見極めがつく。今回は全資料が朱関連遺物と考えられるので、特に使

用痕と赤色顔料の状態を注意した。

No 1 磨面には長側辺に平行な擦痕がほぽ全面に認められる。赤色顔料は先端部と末端部の

擦痕凹部に付着残存し、その他の部分には極めて僅かしか認められなかった。赤色顔料として

はペンガラ粒子を認めたが、顕著な朱粒子は認められなかった。ただし、微粒のものについて

は、判断できなかった。また、ベンガラには管状粒子は見い出せなかった。

No2 磨面には長側辺に平行な擦痕がほぼ全面に認められるが、顕著な敲打痕はない。赤色

顔料は磨面と左側面の全面、右側面の下部、握部の上部、前面下部の凹部に付着残存していた。

握部前面と右側面の中央部分には極めて僅かしか認められなかった。赤色顔料としては朱粒子

を認めた。磨面凹部の朱粒子の最大径は約30μmであった。

No3、4 磨面には長側辺に平行な擦痕がほぽ全面に認められるが、外観は研磨されたよう

に平滑である。この擦痕は、岩石中の軟らかい部分が消滅し硬い部分のみが摩滅して残った痕

跡である。赤色顔料は磨面以外のほぼ全面凹部に付着残存しており、ほぼ 5μm以下の細かい

朱粒子である。磨面には少数の凹部の底に僅かに朱と思われる赤色顔料が認められるが、今回

の検鏡では赤色顔科の種類を確定できなかった。

No 5 磨面はほぼ平らで方向性のある擦痕はない。赤色顔料は磨面の全面に付着し、ベンガ

ラであり、磨面以外にはほとんど認められない。朱粒子は認められなかった。

No6 土器片内面全体にミガキが認められ、赤色顔料が付着している。赤色顔料はほぼ5μ

m以下の朱粒子で、器面の凹部に残存している。

蛍光X線分析

赤色顔科の主成分元素の検出を目的として実施したものである。石杵の測定位置はNa1、2、

5は磨面であるが、 Na2、 3については磨面の赤色顔料付着量がきわめて微量のため、側面の

赤色顔料付着部分である。理学電機工業聡製蛍光X線分析装置を用い、 X線管球；クロム対陰

極、印加電圧； 40kV、印加電流； 20mA、分光結晶；フッ化リチウム、｛釦出器；シンチレーシ

ョン計数管、ゴニオメーター走査範囲 (28) ; 1 o----65゚ 、走査速度； 2 8 8゚ ／分、時定

数； 0.5秒の条件で測定を行った。
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赤色顔料の主成分元素としてはNo1、5から鉄が、 No2、3、4、6から水銀と鉄が検出さ

れた。この他、マンガン、ストロンチヴム、ルピジウムなどの元素が検出されたが、これらは

みな主として石杵本体、土器胎土及び付着の土砂に由来するものと考えられる。ただし、鉄は

石、士器、士砂部分にも必ず含まれるので、赤色顔料由来のものとの区別は蛍光X線強度から

判断した。

X線回折

赤色の由来となる鉱物成分の検出を目的として、理学電機（術製文化財測定用X線回折装置を

用い、 X線管球；クロム対陰極、フィルター；バナジウム、印加電圧； 25kV、印加電流；

lOmA、検出器；シンチレーション計数管、発散および受光側スリット； 0.34゚ 、照射野制限

マスク（通路幅） ； 4 mm、ゴニオメーター走査範囲 (2e) ; 30~90゜、走査速度 2 e 4°/ 

分、時定数； 2秒の条件で測定を行った。測定位置は蛍光X線分析とほぼ同じである。

赤色の由来となる鉱物として、 No5に赤鉄鉱 (Hematite酸化第二鉄）が、 No2、4、6に

辰砂 (Cinnabar赤色硫化水銀）が同定された。 No1は顕著な赤鉄鉱のピークを確認できなか

った。この他、石英、長石などが確認されたが、それは主として石杵本体、土器胎土、付着土

砂に由来するものと考えられる。

結果

検鏡及びX線分析の結果から各資料に付着した赤色顔料の種類と状態は次のように考えられ

る。蛍光X線分析で水銀、 X線回折で辰砂あるいは検鏡で朱が認められたものは朱、蛍光X線

分析で鉄のみ、 X線回折で赤鉄鉱あるいは検鏡でベンガラが認められたものはベンガラであ

る。

現在、資料に付着している赤色顔料は以上の通りであり表 lに示したものであるが、これら

の赤色顔料の種類と付着残存状況の関係から以下の興味深い事実がわかった。

No 1 形状• 使用痕ともに L字状石杵であるが、赤色顔料はベンガラである。磨面付着のき

わめて微粒な赤色顔料粒子についてはその種類を判断することができなかったため、本来は朱

専用であったものがベンガラ用に転用されたかどうかについては不明である。ただし、握部等

には微粒のものも含めて赤色顔料そのものの付着がほとんどなかったので、（朱専用石杵は肉

眼では見えなくとも握部にも朱が付着残存している）当初よりベンガラ専用である可能性も高

い。

函 2 形状•使用痕•赤色顔科の種類と付着状況のすべての点で典型的な L 字状石杵であ

り、次のNo3、4とは異なり使用中のものと考えられる。

No3、4 形状• 使用痕•赤色顔料の種類から L字状石杵であるが、磨面には赤色顔料以外
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の物に使用した擦痕が認められ、状況から皮革等の軟らかいものの「磨石Jとして転用した可

能性が高い。

No 5 形状•使用痕• 赤色顔科の種類からみて L字状石杵ではない。しかし、磨面が平で、

擦痕も一定ではないが、握部を意識した点で通常のベンガラ用の磨石（各地で出土しているべ

ンガラ用の磨石には「定型」がない）とは異なる可能性は捨てきれない。

No6 土器内面に擦り込まれたように付着している赤色顔料は朱であり、器面の調整から見

て明らかに「内面朱付着土器」である。

考察

L字状石杵について

表 2 L字状石杵出土土地名表

遺 跡 名 出土遺構 時代 時期 特 記 文献

1 伝滋買県高品郡高島町鴨稲荷山古墳 採集 朱が付笈 I 

2 滋賀県守山市酒寺遺跡 竪穴住居 弥生後期 朱が付筍 2 

3 大阪府和泉市観音寺山遺粉 竪穴住居 弥生中末～後期 赤色顔料が付箔 3 

4 大阪府和泉市観音寺山遺跡 竪穴住居 弥生中末～後期 赤色顔料が付沿 3 

5 大阪府高槻市芝谷遺跡 竪穴住居 弥生後期初頭 4 

6 大飯府高槻市古曽部遺跡 環濠 弥生後期初頭 5 

7 兵庫県神戸市伯母野山遺跡 採集 赤色願料が付珀 6 

8 兵庫県加古川市溝之口遺跡 竪穴住居 弥生後期 使用痕なし、赤色顔料なし 7 

， 福岡県行橋市下稗田遺跡 竪穴住居 弥生後期 赤色顔料が付着 8 

10 福岡県福岡市比恵 1号墳 周溝 古墳前期初頭？ 朱が付沿 ， 
11 福岡県福岡市那珂遺跡13次 竪穴住居 古墳前期初頭 朱が付着 10 

12 伝福岡県甘木市小田茶臼塚古墳 採集 朱が付着 11 

13 福岡県朝倉郡三輪町犬竹遺跡 竪穴住居 弥生後期終末 朱が付沿、内面朱付沿土器が共伴 12 

14 福岡県山門郡源高町藤ノ尾垣添遺跡 竪穴住居 弥生後期後半 朱が付沿、内面朱付培士器が共伴 13 

15 福岡県浮羽郡田主丸町 採集 弥生後期 朱が付珀 14 

16 福岡県浮羽郡田主丸町 採集 弥生後期 朱が付芍 14 

表 3 磨面にカーブを持つ石杵

遺 跡 名 出土遺構 時代 時期 特 記 I文献

大阪府八尾市亀井遺跡 土環 弥生前期 朱 I 1s 
2 l 徳島県徳g市名東遺跡 竪穴住居 弥生中期末 赤色顔科が付着 1 16 

徳島県徳g市名東遺跡 竪穴住居 弥生中期末 赤色顔科が付着 I 16 

表2にL字状石杵の出土一覧を示したが、これ以外に未報告資料が大阪府 1、兵庫県 l、愛

媛県 1、福岡県2、佐賀県 1の計6例がある。愛知県郷中遺跡出土の長靴状の石器もこの範中
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(17) 

に含まれるかも知れない。また、磨面にカープを有する点でL字状石杵と大きな関わりを持つ

と考えられる石杵を表3に示した。

L字状石杵は、磨面にカープを有し、磨面と垂直方向に握部を持つ磨石で、ほとんどの例に

赤色顔料特に朱が付着する。ただし、兵庫県溝之口遺跡出土例のように磨面がない（使用痕が

ない）、つまり使っていない、そのため赤色顔科も付着していない「かたち」だけの L字状石

杵もある。溝之口例は実見して確かめたが、例えば高槻市古曽部遺跡例は「赤色顔料の付着は

認められない」と報告にあり、本遺跡出土例のように「転用」のために赤色顔料が残っていな

いのか、「かたち」だけのためなのか興味のある所である。なお、 L字状石杵は磨面の状態か

ら見て「臼」に当たるものはいわば薬研のような状態かとも想定できるが、まだ出士例はない。

従来の例に本遺跡出土資料が加わり、 L字状石杵の使用痕及び赤色顔料付着状況を次のよう

に整理することができる。

① 長側辺に併行な擦痕、磨面には朱が付着するもの

② 長側辺に併行な擦痕、磨面にはベンガラが付着するもの

③ 磨面は極端に摩滅、磨面には朱がほとんど残っていないもの

④ 曲面に整形してあるが磨面はない（使用していない）、赤色顔料が認められないもの

①はいわゆる典型的 L字状石杵であり、②の存在は今の所、今回の Nolが唯一の例である。

③については、従来は「大きな時間差のない転用」を積極的に評価せずに、後世の転用あるい

は埋蔵環境やあまりに器面が平滑なため付浩残存しにくいものと消極的に考えていた。例えば、

福岡県犬竹遺跡例は磨面が上下にあり、当初の下部磨面は砥石にでも転用されたかのごとく完

全な平面になっているが、上部の磨面はカーブを有し朱が残存している。これについては 5C

代の住居跡出士からその時期での転用を想定した。ところが、今回の No3,4は、上下の磨面

が時間的に近接あるいは同時進行の可能性もあることを考えさせ得る資料である。近接した位

置からの出土した No3と「丹塊」がほぼ同時期に属するからである。単純に「転用」と考え

るのではなく、「磨る」「相手」が変わったために、使用中（直後）であっても赤色顔料が残ら

なかったとも考えられるかもしれない。

内面朱付着土器について

分析により確かめられた内面朱付着土器の福岡県内出土一覧を表4に示したが、これ以外に
⑱ (19) 

分析されたものとしては巨摩廃寺遺跡と纏向遺跡出土土器にその可能性がある。他に未分析お

よび未報告資科が兵庫県、徳島県、香川県、愛媛県、佐賀県で出土している。

足守JII加茂A遺跡では他に片口鉢が2点出土しており、朱であることが確かめられており、

器面調整なども共通することから、いわゆる内面朱付着土器であろう。

内面朱付着土器とは以下の特徴を持つ土器である。
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表 4 福岡県内出土の内面朱付藩土器

遺跳名 出土遺構 器種 赤色顔科 時期 特記 文献
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40-41-42-43-44-45-46-47-48-49-50 

① 土器は主として内面に朱（硫化水銀HgS)が残る

② 現時点で確かめられている時期は、畿内では弥生中期末に、北部九州では後期中頃に出

現する。終わりは古墳時代初頭である。

③ 弥生土器では完形に復元可能のものと、甕等の小破片がある。いずれも断面にも朱が付
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着する場合が多い

④ 朱は粉状あるいは塗膜状で付着しているのではない

⑤ 朱は擦り込まれたように密着し光沢があるものが多い

⑥ 朱が土器のヒビ等胎土深くに染み込み、外面までしみでたものが多い

⑦ 土器の外面には著しくススが付着することが多い

⑧ 甕鉢には片口が付くことが多い。

⑨ 朱専用の定型の石杵 (L字状石杵、棒状石杵 c類）と共伴することがある

岡山県内では百間川原尾島遺跡で福岡県辻垣長通遺跡例と同じ広片口三耳鉢が出土していると

いわれており、時期は後期の前半という。東大阪市巨摩廃寺遺跡では、吉備産の士器がまとまっ

て出土した沼状遺構上層から内面朱付着土器小破片が 1点、同下層からは広片口三耳鉢を思わせ

る内面（ヘラミガキ）に朱、外面に黒色塗抹物が付着した異形の内面朱付着土器が出土している。

桜井市纏向遺跡では、分析調査が行われている赤色顔料付着土器は11点であり、そのうち 3点が

朱によるのもとされている。纏向石塚古墳南側周溝出士の鉢辻地区土城 1の高杯、辻地区土城 7

の鉢、東田地区北溝下層の片口鉢、辻地区土城4上層の鉢である。徳島市名東遺跡からは中期末

に比定される広片口三耳鉢に類する土器が出土し磨面にカーブを持つ石杵と共伴している。

内面朱付着士器は朱の残存状態や外面の煤及び注ぎ口を持つこと等から、彩色による装飾あ

るいは単に塗科としての朱の製造・精製・貯蔵に関る土器であるとは考えられない。生産地関

連遺跡では二次的に水簸に用いた可能性も否定できないが、通常は土器に朱を入れて外側から

加熱したのではないだろうか。朱を塗料として用いるならば、漆等に混和することが最適であ

り、その場合熱は不必要である。しかも朱は高温 (580℃)になると昇華する。液状の朱を入

れた士器を加熱して何をしていたのか？単なる朱の精製容器ではなく、中国の煉丹術との関連

で捉える必要があると考えてはいるが、今は時期比定の可能な資料の分析例を増やすことが先

決であろう。

まとめ

吉備地方の朱関連遺物については今回を含め 3遺跡しか調査していないが、今の所北部九州

との関係は次のようになる。大田茶屋遺跡出土朱は北部九州の前漠鏡を伴う甕棺墓出土朱の粒

度とほぽ同じタイプとなり、楯築遺跡出士朱は後漢鏡を伴う墳墓出土朱の粒度に見合う。今回

の典型的L字状石杵 (No2)に残存する朱には約30μmの粒子が含まれており、北部九州では

後期前半以降のものと判断できる。 L字状石杵、内面朱付着土器ともにまだまだ資料集成の段

階ではあるが、今回の調査により L字状石杵は使用痕と赤色顔料の種類で分類が可能であるこ

とがわかった。
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L字状石杵と内面朱付着土器の出土状況から見て、朱関連遺物の出現には東瀬戸内地方が大

きな関わりを持つことは明かである。特に吉備地方での朱関連遣物については朱の粒度も含め、

近畿や北部九州との関わりの中で基本的調査が行われることに期待したい。
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付載4.岡山県足守川加茂A・B遺跡出土の動物遺体と骨角製品

金子浩昌

はじめに

岡山県足守川加茂A・B遺跡（以下加茂A遺跡・加茂B遺跡）はこの地方では数少ない弥生、

古墳時代の貝塚が検出された遺跡である。貝塚は河川の改修工事の際の発見で、今回の調査に

よってはじめて其の内容が明るみにでるものであった。弥生期の貝塚それ自体の調脊としても

興味深いものがあるが、この貝塚からほど遠くない地点に縄文時代中期の貝塚が形成されてお

り、それについては既に詳細を報告している。それ以後旧児島湾奥部入り江の環境変遷の進む

なかで貝塚の動物相にどのような変化がみられるか、そこに住んだ人々の生活が反映されてい

る貝塚の動物遺体の比較研究は、興味ある問題を提供しよう。両貝塚の動物遺体は単に環境変

化によって動物種が変わるということではなくて、人々の新しい活動の跡を知ることができる

であろう。

本文の記述に先立ち種々お世話になった岡山県古代吉備文化財センターの山磨康平氏に御礼

申し上げたい。また動物遺体の写真撮影には、那覇市教育委員会文化課の栗山初美、比嘉君子

氏の御協力をいただいた。併せて御礼申し上げたい。

II 出土した動物遺体の種名表

軟体動物門 Phylum Mollusca 
腹足綱 Class Gastropoda 

原始腹足目 Order Archaeogastropoda 

ニシキウズガイ科 Family Trochidae 

ヘソアキクボガイ Chlorostorna argyrostoma 
リュウテンサザ工科 Family Turbinidae 

スガイ Lunella coronata 

アマオプネガイ科 Family Neritidae 
ヒロクチカノコガイ Dost1a violacea 

中腹足目 Order Mesogastropoda 

タニシ科 Family Viviparidae 

オオタニシ Cipangopaludina japonica 

カワニナ科 Family Pleuroceridae 
カワニナ Semisulcospira bensom 

チリメンカワニナ S. b. reiniana 

ウミニナ科 Family Potamididae 

カワアイ Cerithideopsilla djadjariensis 

フトヘナタリ Cerithieda rhizophorerum 

シマヘナタリ C. ornata 

ウミニナ Butilla mulutiform1s 

タマガイ科 Family Naticidae 

-1143-



ゴマフダマガイ Paratectonat1ca t1grma 

ツメタガイ Glassaulax dydyrna 

新腹足目 Order Neogastropoda 

アクキガイ科 Family Muricidae 

アカニシ Rapana venosa 

レイシガイ Thais bronni 

レポニシ Thais clavigera 

二枚貝綱 Class Bivalvia 

フネガイ目（糸鯰目） Order Arcoida (Filibranchia) 

フネガイ科 Family Arcida 

サルポウガイ Scapharca subcrenata 

ハイガイ Tegillarca釘anoza

イタポガキ科 Family Ostreidae 

マガキ C rassostrea印gas

イシガイ目 Order Unionoida 

イシガイ科 Family Unionidae 

・マッカサガイ Inversidens j apanens1s 

マルスダレガイ目 Order Veneroida 

シオサザナミガイ科 Family Psammobiidae 

フジナミガイ Soletellina boeddinghausi 

マテガイ科 Family Solenidae 

マテガイ Solen strictus 

フナガタガイ科 Family Trapeziidae 

ウネナシトマヤガイ Trapezmm liraturn 

シジミ科 Family Corbiculidae 

ヤマトシジミ Corbicula j aponica 

マルスダレガイ科 Family Veneridae 

ハマグリ Meretrix lusoria 

オキシジミ Cyclina sinensis 

脊椎動物門 Phylum VERTEBRATA 

軟骨魚綱 Class Chondrichthyes 

サメ目 Order Lamniformes 

科、属不明 Fam. et gen. indet. 

エイ目 Order Raj if orrnes 

トビエイ Holorhinus tobijie 

硬骨魚綱 Class Osteihthyes 

ニシン目 Order Clupeiformes 

ニシン科 Family Clupeidae 

ヒラ Risha elongata 

コイ目 Order Cypriniformes 

コイ科 Family~yprinidae 
コイ Cypnnus carp10 

フナ Carasius auratus 

ナマズ目 Order Siluriformes 

ギギ科 Family Bagride 

ギパチ Pseudobagras aurantiacaus 

ウナギ目 Order Anguilliformes 

アナゴ科 Family Congridae 

アナゴ科の一種 Congridae gen. et sp. indet. 

ハモ科 Family Muraenesopcidae 

ハモ類 Muraenesox sp. 

ポラ目 Order Mugiliformes 

ボラ科 Ffmily Mugilida 

ボラ Mugil cephalus 

スズキ目 Order Perciforrnes 

スズキ科 _FamilySerranidae 

スズキ Lateolabraxa J aporucus 
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ニベ科 Family Sciaenidae 

ニベ Nibea mitsukurii 

タイ科 Family Sparidae 

マダイ Pagrus maior 

クロダイ Acanthopagrus schlegeli 

サパ科 Family Scombridae 

サバ科の一種 Scombridae gen. et sp. indet. 

フグ目 Order Tetraodontiformes 

カワハギ科 Family Aluteridae 

カワハギ科の一種 Aluteridae gen. et sp. indet. 

マフグ科 Famlyr Tetraodontidae 

マフグ科の一種 Tetraodontidaegen. et sp. indet. 

カサゴ目 Order Scorpaeniformes 

カサゴ科 Famiiy Scorpaenidae 

カサゴ科の一種 Scorpaenidae gen. et sp. indet. 

コチ科 Famiiy Platycephalidae 

コチ Platycephalus indicus 

カレイ目 Order Pleuronectiformes 

ヒラメ科 Family Bothidae 

ヒラメ Paralichthys olivaceus 

カレイ科 Famiiy Pleuronectidae 

カレイ科の一種 Pleuronectidae gen. et sp. indet. 

両生絹 Class Amphibia 

無尾目 Order Anura 

アカガエル科 Famiiy Ranidae 

爬虫網 Class Reptilia 

カメ目 Order Chelonia 

イシガメ科 Famiiy Emydidae 

イシガメ Cl emmys Japomca 

有鱗目（ヘピ亜目） Order Ophidia 

ナメラ科 Famiiy Co;uburidae 

ナメラ科の一種 Co;uburidae gen. et sp. indet. 

烏綱 Class Aves 

ガンカモ目 Order Anseriformes 

ガンカモ科 Famiiy Anatidae 

ガンカモ科の一種 Anatidaegen. et sp. indet. 

キジ目 Order Galliformes 

キジ科 Famiiy Phasianidae 

キジ Phasiani colchicus 

哺乳綱 Class Mammalia 

食虫目 Order Insect1vora 

モグラ科 Family Talpidae 

モグラ Magera wogura 

ドガリネズミ科 Family Soricidae 
ジネズ：：：、 Croctduradsinezumi 

醤歯旦 Order Rodeutia 

ネズミ科 Family Muridae 

アカネズミ Apodemus speciosus 

クマネズミ属の一種 Rattus sp. 

ハタネズミ亜科の一種 Microtinae sp. 

食肉目 Order Carnivoa 

イヌ科 Famiiy Canidae 

イヌ C anis fa1mhar1s 

偶蹄目 Order Artiodactyla 

イノシシ科 Famiiy Suidae 

イノシシ Susscrofa 

シカ科 Famiiy Cervidae 

ニホンジカ C ervus ruppon 
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Ill 動物遺体の記載

1 . 加茂B遺跡貝塚 lの貝類

検出された貝の87%はヤマトシジミ 表 1 加茂B遺跡（貝塚 1)の貝類の出現率表

Corbicula japonicaによって占められて

いた。このことから本貝塚の形成が貝塚

の面する河谷あるいは低地域のラグーン

化と関わることはいうまでもない。これ

に伴うマガキCrassostrea g1gas、ハイガ

イTegillarcagranozaのような湾奥棲の

貝種の量が10%程であるところをみる

と、こうした貝を採るための条件もごく

限られていたのではないかと思われる。

旧児島湾内奥部のラグーン化は縄文時代

前・中期に既にみられるようになり、先

にそうした貝塚の一つである矢部奥田貝

塚を報告して貝類相の特徴を述べた。矢

部奥田貝塚は加茂A・B遣跡の西750m

程の地点にあり、同じ足守川谷の貝塚で

ある。二つの貝塚の貝類相を比較すると

主体貝種の上では大きな差異はなく、マ

ッカサガイなどの淡水系の貝種が弥生期

の貝塚にみられるものの、ヤマトシジミ

などは縄文貝塚の方が比率が高く、殻形

も小さい。貝の捕採率がより高かったか

らなのであろう。

2 . 加茂B遺跡の脊椎動物遺体

種 類 数 量 ％ 重星(g) ％ 

ヤマトシジミ 4況 (RLイズV力）X]/2=21渦 86.9 36699 63.7 

マ ガキ R2003 Ll900 8.1 10182 17.7 

ハイガイ R 709 L680 2.9 9634 16.7 

カワアイ 224 0.9 I,,, 

7卜ヘナタリガイ 66 0.3 

オオタニシ 37 0.1 

カワニナ 26 0.1 

ス ガイ 23 0.1 

ウミニナ 20 0.1 

チリメンカワニt 13 0.1 

アカニシ 9 十 ...._ 544 0.9 

シマヘナタリ 8 ＋ 

レ イ シ 6 ＋ 

イボニシ 2 十

ツメタガイ 2 十

ヒロクチカJコガイ 2 ＋ 

ゴマフタマガイ 1 ＋ 

ヘ'}アキクボガイ 1 ＋ ''  

オキシジミ R44 L53 0.2 ー，．．

ゥネナシトマヤガイ R17 L9 0.1 

マッカサガイ 30 (RLイズV力）Xl/2=15 0.1 

ハマグリ R7 L7 ＋ ~527 0.9 

フジナミガイ 3 (R LイズV力）Xl/2=].5 ＋ 

サルボウ R 1 ＋ 

マテガイ l (RLイズレカ）=: X l/2::0,5 ＋ ，．． 

合計 24795個 100 57586 99.9 

＊整理箱46箱のうち 6箱 (13%)の計量。数量の多い貝種を

本遺跡の脊椎動物遺体は弥生時代後期 はじめにあげ、その他を腹足、斧足、綱の顛に表示した。

に属するものとされている。次に動物遺

体各種の主要標本について述べる。文中

の計測値は特に記してない限り mmで現
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表 2 加茂B遺跡貝塚 1出土ヤマトシジミ殻高分布 ＊計測数量の 6%

す。

A. 魚類 PISCES 

サメ目 Order Lamniformes 

椎骨が 1点検出されたのみである。椎体長6.49、椎体得5.06。沿岸棲のドチザメ Triakis

scylliaではないかと思われる。

エイ目 Order Rajiformes 

出土した骨はトビエイHolorhinustobijeiの分割された歯板数片と、やや多い椎体、尾棘数片

が確認されているのみである。椎体は大きなもので径12.0前後になるが、 この程度の大きさに

なる標本は少なく、 6 -----8.0位のものが多い。エイ類の椎体は一個体で数も多く、個々の歯板

片も上下合わせると数が多い。その割で考えると埋存していた個体数も余り多い数ではなかっ

たように思われる。

ニシン科 Family Clupeidae 

ヒラ Hisha elongataが検出されている。主上顎骨、耳骨、歯骨、角骨などが標本として確

認されている。おそらくこれらの部分が保存され易かったためであろう。椎骨も幾つか検出さ

れているが、まだ標本の分類が完全ではない。骨質が瘍いために完存する標本はないが、歯骨

の左右連合する近心部の高さは8.6あった。標本には体長30cm位になる比較的大形の個体のが

多かった。

コイ科

コイ

Famiiy Cyprinidae 

Cyprinus carpio、フナ Carasius auratusが知られるがコイの方が多いようである。
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コイ科の標本は咽頭骨が両種を区別するのに的確であるが、前上顎骨、歯骨、主鯉蓋骨片など

が確認されているが破片が多く、それらの骨によるとおよそ中型までの標本である。前上顎骨

長14.0、歯骨長12.6。

ギギ科 Family Bagride 

おそらくギバチ属の仲間であろう。検出されている標本は鋸歯をもつ鰭棘数点と鎖骨がある

が標本は小さい個体のもので、その数も少ない。胸鰭棘長15.8。

ウナギ目 Order Anguilliformes 

アナゴ科の一種 Congridae gen. et sp. indet. は主上顎骨、鎖骨、椎骨が検出されている。標

本の点数は少ないが、検出例の少ない種類である。主上顎骨長17.0。

ハモ類 M uraenesox sp. は大きな歯骨と上顎骨を各 1点と椎骨を検出している。他に断片

のようなかたちで検出することもなかった。椎骨は採集されている各地点のプロック中に数点

乃至その前後の数が含まれていた。椎体の大きさはどれもほとんど同じであった。椎体長が

4.0前後である。主上顎骨は近心部に近い半分を残すのみの標本であるが、推定される全長は

60.0であるが、個体としてははるかに大きなものであったはずである。歯骨長65.0前後と推定

される。

ボラ目 Order Mugiliformes 

ボラ Mugil cephalus 

主鯉蓋骨、椎骨が主たる標本である。本遺跡ではやや多い遺骸の出土をみた魚種であったと

思われる。主鯉蓋骨、椎骨でやや大形の個体のものと思われる標本がある。椎骨長で11.0前後

がもっとも大きい。標本はこれよりも小さいものが多く、全体としては小振りの標本が多いこ

とになる。

スズキ目 Order Perciformes 

スズキ Lateolabrax japonicusは本遺跡の主体魚種の一つであって、遺骸の検出部位、数量

共に多かった。また標本からみる漁獲個体の大きさにも変化が見られたことは他の魚種による

よりも顕著であった。このことは、この魚の漁獲に恵まれた条件が遺跡に近い水域にあったか

らであろう。

検出された骨は比較的保存条件のよい歯骨を主として、前上顎骨、主上顎骨、鎖骨などが多

くみられた。歯骨連合部の高さの計測によると 13.0前後が大型の標本であるが、このような大

きさの標本は少なく、多くはそれよりも小さいもので、 2--4.0位のものが多かった。これは

本遺跡のスズキの特徴になる点であろう。

ニベ類 Family Sciaenidae 

ニベ Nibea mitsukurii 
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確認されたにはただ 1個の尾椎骨である。この椎体は焼けて灰白色に変化していた。神経、

血管棘は焼けた後に折れたようである。椎体全長220.0位になるもので、大型である。この椎

体の形態は全体がやや細長めであって、表面に見られる骨の細かい跛はブリなどのかたちにも

似るが、ニベ科 FamilySciaenidae、ニベ Nibeamitsukuriiにもっともよく似た形状をもつ。

椎体の近位部の左右横部にやや隆起する部分がみられ、これがみられるのが第一の椎骨数えて

20、21番目にみられるので、この標本も同じ位置にくる椎体であったろう。現生標本で同位置

の尾椎体長11.0で、体長420.0になるので、出土の標本は500.0になる体長であったと思われる。

この大きさの椎体は今回の調査で出土した魚類椎骨のどの標本よりも大きいものであった。

タイ科 Family Sparidae 

マダイ Pagras maJor 

タイ科のなかではクロダイ Acan thopagrus schlegeli とともに主体となって採られていた魚

種である。大型の標本があるが、クロダイよりも一般的に大きい個体が含まれるようである。

内蔵骨標本は主上顎骨、前上顎骨、歯骨を主とし、普通よくしられる前頭骨はまり大きくない

l点があったのみである。大型の標本で前上顎骨は全長45.0、小さい標本で25.0前後とみてよ

いと思われる。

クロダイ Acan thopagrus schlegeli 

マダイ Pagras major よりも多くの標本が出土している。内蔵骨のには主上顎骨、前上顎

骨、歯骨、口蓋骨などがよくのこされていた。これはこれらの骨が比較的厚みのある骨で保存

され易い形であることによるものなのであろう。前上顎骨で全長25.0前後というのが大型のも

のになる。最小のものは13.11であった。

フグ目 Order Tetraodontiformes 

カワハギ科の一種 Aluteridae gen. et sp. indet. 

この種の標本はごく少ないが、この地域での検出例としても珍しいのではないかと思われる。

標本はこの科特有の細かい鋸歯をもつ第一背鰭棘、腰帯の各 1点と前上顎骨である。腰帯は大

きく別個体のようである。主J:.顎骨長9.5。

マフグ科の一種 Tetraodontidae gen. et sp. indet. 

本遺跡におけるフグ類の出土は標本数の上ではタイ類に次ぐ数になるであろう。ただ、標本

は比較的小さい個体のものである。内蔵骨も比較的よく残されていた。

前J:.顎骨長（エナメル質部分）小型の標本で11.0、やや大きくて15.0前後。歯骨もほぼ同じ

棟本がある。

カサゴ目 Order S corpaemformes 

カサゴ科の一種 Scorpaenidae gen. et sp. indet. 
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数は少ないが、大型の標本が出土している。前上顎骨長40.0に近い標本があり、方骨にもこ

の大きさに近い個体の標本がある。体長350.0位であろう。

コチ Pia tycephalus indicus 

標本の出土は少ない。歯骨長45.0前後（歯骨近心部高4.7)、体長350前後と推定。他の標本も

同じ程度の大きさの個体が推定される標本である。

カレイ目 Or_der Pleuronectiformes 

ヒラメ科 Family Bothidae 

ヒラメ Paralichthys olivaceus 

左右の主上顎骨があり、同じ個体ではないかと思われる程の大きさである。右主上顎骨長

35.0、体長260-270位。左口蓋骨は復元全長が50.0になる。当然体長はいっそう大きく 45.0に

なるだろう。この魚の内蔵骨関係の骨はごく限られた部位を検出するのみであった。

カレイ科 Famiiy Pleuronectidae 

カレイ類でも内蔵骨関係の骨では口蓋骨が主たる標本であった。口蓋骨は全長10.0程度の小

さい標本が多かった。

B. 爬虫網 Class Reptilia 

カメ目 Order Chelonia 

ィミガメ C ./ lemmys Japonica 

検出された標本はごく僅かなものであった。意図的な捕獲ではなかったのであろう。

ヘビ類 ナメラ科の一種 Co;uburidaegen. et sp. indet. 

採取された各プロック土中に 1乃至数個の椎骨が含まれることは稀ではなかった。椎骨全長

4.0程度のが普通であるが、 1点のみ8.0になる大形の椎骨があった。おそらくこれは別種の大

形ヘビと考えられる。アオダイショウ Elaphe climacophoraがそれに近いと思われる。

C. 鳥網 Class Aves 

ガンカモ科 Farniiy Anatidae 

中形のカモ類があるが、確認された部位、標本の数ともに少なかった。

キジ Phasiani colchicus 

中手骨 1点がある。ニワトリ（白色レグホン）に比べると華奢で小さくキジのタイプである。

第 3中手骨の外側面遠位骨端から延びる細い溝の顕著なこともキジ的な特徴である。

全長34.8

D. 哺乳絹 Class Mammalia 

食虫目 Or den Insecti vora 

モグラ Mogera wogura、ジネズミ Crocidura dsinezumi 
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モグラ類の大型の上腕骨、ジネズミの下額骨が出土している。ジネズミは川床の草原、水田

の畦などに穴居するので、近くに棲息していたものであろう。遺跡からの下顎骨などの出土は

めずらしい。

醤歯目 Order Roden tia 

数種のネズミ類の遺骸が知られている。下顎骨や四肢骨が遊離した状態で出土するが、捕食

したものかどうかはなお明らかではない。

偶蹄目 Order Artiodactyla 

イノシシ Sus scrofa 

上顎骨片 1、下顎骨片 l、四肢骨は撓骨 2、尺骨 2、距骨と踵骨が各 1程度の出土で全体的

に少ない。歯の残留が少ないので、年令などについての特徴を知ることはできない。

ーナンジカ C ー Iヽ ervusmppon 

イノシシと同様に残されている遺骸は多くないが、下顎骨（破片を含めて） 3点があり、幼

獣から成獣までを含んでいた。角座骨部分を残す前頭骨、角座骨、角冠部などが各 1点である

が残され、それぞれに切断した跡がみられた。四肢骨はやはり少なく、肩甲骨関節部分2、腟

骨 lというのが目立ったものであった。

3 . 加茂A遺跡の脊椎動物遺体

この遺跡の動物遺体は加茂B遺跡よりもやや新しい時期に属するものと考えられている。こ

こでの動物遺体は獣骨を中心とするもので、加茂B遺跡とはかなり様相がちがうようである。

A. 魚類 PISCES 

サメ目 Order Lamniformes 

椎骨のみであるが小型のドチザメ Triakis scylliaではないかと思われる。

エイ目 Order Raj iformes 

椎骨と尾棘各 l点。

ヒラ Hisha elongata 

主上顎骨、角骨が少数あり、加茂B遺跡の標本と似た大きさである。

ギギ科 Family Bagride 

胸鰭の棘3点がある。大型の棘は体長30cm位になる個体のものである。

スズキ L ateolabrax Japonicus 

多くの骨が残されている。中型から大型の個体のものを含んでいる。

ハタ類 Serranidae gen. et sp. indet. 

僅か 2点の標本であるが検出されている。この時期の特徴になって漁獲されるようになった
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魚種かも知れない。

ニベ科 Family Sciaenidae 

やや多い標本がみられる。小さい個体のものである。

マダイ Pagras maJor 

もっとも多くの骨を出士している。前頭骨、前上額骨、前鯉蓋骨、歯骨の出土が多く、大小

の個体を含んでいる。前頭骨幅44.0、前上顎骨長44.81というように大形の個体のものである。

クロダイ Acanthopagrus schlegeli 

本種の骨の出土も多い。大型の個体の標本もあるが、小さい個体の標本もある。

サバ科の一種 Scornbridae gen. et sp. indet. 

確認されたこの科の魚類の骨は僅かに 1点の椎骨があったのみである。

フグ目 Order Tetraodon tiformes 

1点のみであるが、大型の前上顎骨がある。

カサゴ科の一種 Scorpaenidae gen. et sp. indet. 

前上顎骨、主上顎骨など内蔵骨など 3点。

カレイ科 Famiiy Pleuronectidae 

標本は多くないが口蓋骨 4点はすべて別個体のものである。

B. 哺乳絹 Class Mammalia 

イノシシ Sus scrofa 

右上顎骨片 1点がある。朽からMZまでとM3の歯槽部を残す。 M叶ま脱落して歯槽中にない

が、萌出して間もない状態であったと思われる。この標本は頭蓋を縦に二つに割り、更に上顎

部と頭蓋部とを分断したものの一部なのであろう。このような解体法は当時よく行われたので

ある。なおこの上顎骨は次に述べる下顎骨とは別個体である。

下顎骨片 1点がある。下顎枝の部分のみの破片である。 M3遠心部の残欠があり、その部分

で下顎を打ち折ったものである。エナメル質が咬耗によって大きく孔をあけている。下顎枝幅

60.0であるのでやや小さい下顎骨である。下額枝の基部に横走する短い切り傷が付くが、この

切痕は下顎枝に付く咬筋を切断するための加工である。

ここに述べた上顎骨片と下顎骨片は別々の個体のものであるが、頭蓋の分配、分断の方法を

推測させるものとして典味深い。上述したようにこの下顎骨はM3の中央不で割れていて、そ

の状態は先にのべた上額骨片のMJ歯槽中央からの割れと同じである。もし頭蓋の分断が同じ

方法で行われたものとすると、頭蓋は下顎骨の付いたまま、先ず縦方向で左右に分断し、これ

が最初の分配になったのであろう。次に頭蓋を横にして上顎• 下顎部と頭蓋部とを分けるよう

に割り、最後に頭蓋部からそこになお付いている下顎枝部分を、咬筋を切断して取り外すとい
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った手順であったということになる。

他に左踵骨 l点があり、成獣骨、食肉獣による咬み跡が多数みられる。

ーナン'~ー，、 ンカ Cervus mppon 

角座骨部分2点がある。 1点は左前頭骨の一部を残して角座骨、角座と第一枝分岐部までを

残すもので、第一枝分岐部ぎりぎりのところで切断している。切断に金属製の鋸が使われてい

ることはその切り口から明かである。角座骨部分左右径31.5、角座直上部左右径32.6。

他の 1点は右角座骨部分であるが、あまり保存状態がよくない。角座骨部分は細い。

左角冠部があり、角幹部、枝部が切断されている。切断には金属製品が使われている点は上

記加工品と変わらない。

下顎骨 2点がある。 1点はdm4をつける下顎骨、(M3は脱落している）、 1点はM3まで完全

萌出のもの。

他に左踵骨 l点がある。成獣。

IV 加茂B遺跡貝塚1脊椎動物遺体の特徴

次に本遺跡の動物遺体について貝塚形成時の環境と動物の生態的な条件から当時の採集、漁

猟の活動を示唆するものがどのようにみられるかをのべてみたい。

1. 加茂B遺跡における動物遺体について

魚類 ｀ 
加茂B遺跡においてもっとも多く出土した。この地区は貝と魚の処理場であったが、また別

にのべるような卜骨などの出土しているところから近くには祭祀に関わる場所もあったと推測

される。

どのような魚が捕られていたのであろうか。

エイ類：トビエイが確認されている。浅海砂泥底の海に多く棲息する魚であり、捕獲する機会

はあったのであろう。数個体はあったと思われ、そのうちには全長 7----80cmになるような個体

もあったらしい。

ヒラ：やや多くの個体を残していた。この遺跡のニシン科の魚として特徴的な魚種の一つにあ

げてよいであろう。この魚も泥底質の海に棲み、この頃の児島湾内に多い魚であったろう。

コイ・ギギ類：本貝塚から知られた淡水系の魚である。当時の児島湾奥部に注ぐ河川水域で漁

獲されたのであろう。漁獲量は鍼水魚に比べて少ない。

ハモ・アナゴ類：この魚も本貝塚を特徴着ける。この地方の海に多棲する魚であったと思われ

るからである。しかし、貝塚からの出土量は特に多くはない。

ボラ・．内湾奥部の貝塚魚類の代表的な魚種の一つであり、漁獲量も多かったと思われる。
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スズキ：本貝塚でもっとも多くの漁獲があったと考えられる魚である。内湾が形成され、この

魚の棲息に適するような水域の環境があったことを示すものであろう。漁獲されている魚体が

小さな個体を含むことから、この旧児島湾あるいはそれに近い水域で産卵、ふ化のあったこと

が推測される。

マダイ・クロダイ：マダイは外海の魚であり、この魚の漁獲には外海域への漁獲活動の拡大を

考えなければなるまい。内湾内に入ることがあっても其の数は限られると思われるからである。

こうしたことからマダイ漁獲の意義がいろいろ考えられてくるであろう。クロダイは内湾の魚

であり、したがって漁獲はスズキに次ぐ。大きな個体も捕られている。

フグ類：この魚の淮獲も多かった。クロダイと同程度になるのである。

カサゴ類、コチ：．漁獲は少ないがカサゴ類など大形の個体が捕られている。外海の魚であり、

マダイなどと同じ条件下で捕られたのであろう。コチはむしろ砂底内湾の魚である。

とラメ・カレイ類：底棲の魚であり漁獲の条件には恵まれていたであろう。小さい個体が湾内

に進入していたのを漁獲していたらしい。

2 . 縄文中期矢部奥田貝塚の魚類相との比較

矢部貝塚において確認された魚類種10種に対して、加茂B遺跡では17種があり、種類の増加

していることが注目される。しかし、矢部奥田貝塚の魚類を特徴付けているのはエイ類、ポラ、

スズキ、クロダイ、コチであり、更に主体的な種類と量差はスズキを主としてクロダイ、ボラ、

コチの順である点は、加茂B遺跡貝塚 lのそれと基本的に変わらないと言えそうである。また

主体種以外の魚種にしても例えばナマズ、ギギ類、コイ、カサゴ類が少量づつ伴っている点に

も共通した在り方が認められる。つまり縄文後期以降河谷の埋積などによる海岸線の変化はあ

ったものの、 1日児島湾内の環境に基本的な変化は無かったということなのであろう。

ところで加茂B遺跡貝塚 lにおいて追加された魚種のうちヒラ、マダイ、フグ類、カレイ類

は上記の主要種に及ぶものではないが、それに次ぐ重要魚種であったとすることができるもの

で、漁労活動の上でこの時期に至って新たな展開がみられたのではないかと考えられる。マダ

イはより外海においての漁獲であり、ヒラのような河口域で産卵する魚の増えているのはそう

した環境の広まりと関係があろう。またアナゴ類、ハモ、カレイのような底棲魚の増えている

点は漁獲技術上の改良があったのであろう。

加茂A遺跡の魚類遺体は、加茂B遺跡とほぽ同じ種類が検出され、マダイ、スズキ、クロダ

イなどを主体とする点も共通するものがあった。しかし、各種の骨の出士総量、最小個体数な

どを両地点の魚種で比較すると、加茂B遺跡でもっとも多かったスズキはマダイ、クロダイの

次位になり、ボラ、コチ、フグ類なども減少している。クロダイを除く内湾種が減少している
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ようである。ただしフグ類は 1点であるが、加茂B遺跡ではみなかった大型の前上顎骨があっ

た。おそらくこうした変化は、この時期に至っていっそう外海的な漁労が盛んになることを示

唆すると思われる。

烏• 獣類

加茂B遺跡貝塚 1での鳥・獣類遺体の出土はきわめて限られ、種類を確認する以上のことを

述べることはあまりできない。また特別の種類を検出することもなかった。しかし、占い・祭

事と関係のある骨製品「卜骨」の出土の状況をみると、こうした骨素材を得るために狩猟もま

た欠かせない仕事であったに違いない。この地点での獣骨の少ないのは、解体が別の場所で行

われた可能性がある。加茂A遺跡ではイノシシ、ニホンジカの遺骸が多かった。シカの角の第

一次加工品とみられるものもあった。鹿角の加工が盛んだったことを示して典味深い。しかし、

顎骨を除く四肢骨は少なく、鳥獣類の解体は住居地区などの別の場所で行われたのであろう。

なお、加茂A・B遺跡共にイヌ、タヌキ、アナグマなどの中型獣の遺骸はほとんど検出する

ことができなかった。矢部奥田貝塚においても少なかった。これを棲息個体数の問題とするか、

狩猟の生業における問題があるかも知れない。これについては更に別の事例と考えあわせねば

なるまい。

v 加茂A・B遺跡出土の骨角製品

I . ト骨

加茂B遺跡出土の卜骨

(1) No64、ニホンジカ、左肩甲骨（図版4-1、第138図B3) 

肩甲骨の外形のほぽ全体を残す。内側遠位骨端から頚部にかけての一部が削られ、海綿質が

露呈し、平らな面ができている。柄部としての加工であろう。

外面の肩甲棘は残るが、その上端は10mm程度割り取ったようで、そのために低くなっている。

この加工は肩甲棘を中途で折り取ることを目的としたのであろう。この卜骨の灼痕で現在確認

できるのは、内側のほぽ中央に縦方向 3か所接して並ぶのが認められるのみである。

(2) No55、イノシシ、右肩甲骨（図版4-2、第138図B4) 

大型の肩甲骨である。現在では遠位骨端とそれに近い部分を残すのみである。外面にある肩

甲棘は低く削られ、痕跡程度にしかみることができない。

灼痕は外側「棘上商」に縦に 2点、「棘下裔Jに3か所、内側中央に縦に 3点、それぞれ10

-15mmの間隔を置いて並ぶ。

肩甲骨関節部29.0-41.0、肩甲骨頚部最小幅26.4

(3) No34、ニホンジカ、左肩甲骨（図版4-3、第139図B5) 
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小さな肩甲骨である。遠位骨端部のみであるがほぼ形を残す。肩甲棘は高く残るが、その上

端には削り痕が顕著で、金属刃で水平方向に遠位骨端方向に向けて削っている。

灼痕は外側「棘下裔」に 2点、内側では肩甲頚縁に沿って 6か所が並ぴ、更に 2か所が平行

する。間隔は縦の並びで 5mm前後であるところが多い。灼痕は淡＜茶色に焦げ、中央が黒く点

をなして焦げる。亀裂もよく観取され、ほぽ中央部を縦に通るのが普通である。

肩甲骨関節部32X22.0、肩甲骨頚部最小径17.9

(4) Nol2、ニホンジカ、左肩甲骨（図版5-4、第139図B6) 

遠位骨端を完存する。肩甲棘は近位方向から削られた痕跡がみられる。ただし、この部分の

「肩峰」部は折れ、加工の状況は不明である。

前

関節窓 関節窓

イノシシ
シカ

図 1 イノシシ、シカ肩甲骨（左側）部位名称図

（骨格図を E.Schmid〈1972〉より）

1. 肩甲棘 4. 棘下窟

2. 肩峰 5. 関節上結節

3. 戟上窓 ＊肩甲頚

△外側後線の隆起帯（肋骨面）
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灼痕は外側の「棘下商」に 1か所、内側に肩甲頚部の縁に沿って 4か所、それに並んで l点

がある。灼痕の間隔は 6mm、灼痕の形状、亀裂の入る具合は前例とほぽ同じである。

肩甲骨関節部~6.0X23.75、肩甲骨頚部最小径21.3

(5) No.14、ニホンジカ、左肩甲骨（図版4-5、第139図B7) 

遠位骨端を完存する。肩甲棘の遠位端は折れるが、一部に削ったような痕跡のみられる状態

は上記の例によく似る。灼痕は「棘下商」に 1点、内側に肩甲頚縁に沿って 4か所が並び、さ

らに 1か所が入る。灼痕間隔は 6-----Srnm。焦げる具合は上記標本と変わらない。

(6) No 6、ニホンジカ、左肩甲骨後縁部分（図版5-6、第139図B8) 

後縁部分を残すのみの断片であるが、残されている部分から推定してこれまでにみた肩甲骨

よりもはるかに大きなものであることがわかる。（図版 5-7、第85図B1) 

外側後縁の隆起帯に沿って灼痕が 2か所、内側の隆起帯に平行して 2か所が認められる。こ

の卜骨についた灼痕跡は大きく、また焼けが深い。そのために内側面の灼が外側面までをこわ

している。

(7) No.63 (士漿18)、イノシシ、右肩甲骨（図版 5-7、第85図B1) 

遠位骨端部を欠くが、近位部分はほぼ完全に残る。肩甲骨は小さく、若い個体のものである。

おそらく生後 1年未満ではなかろうか。

外側の肩甲棘は残っている。「棘下窟」に 3か所がある。「棘上裔」に 2か所の穿孔が認めら

れるのは内側面からの灼のための貰通である。内側には前縁に沿って 3か所が並び、後縁に沿

うように 4か所、さらにその間に 1か所づつ計 9か所に灼痕が認められた。

(8) No37、ニホンジカ、左肩甲骨（図版 5-8、第140図B9) 

大型の肩甲骨である。遠位骨端部を残す。肩甲棘の遠位骨端は高く残るが折れて完存しない。

近位骨端側は削り痕がみえる。内外両側の一部に擦痕あるいは削り面がみられるが、この肩甲

骨には灼痕が見られないので、それとの関係が不明である。

肩甲骨関節部幅31.6、肩甲骨頚部最小径25.3

II . 鹿角の加工品（図版 6、第137図B2) 

左側鹿角を加工したものである。全面を削り、元の鹿角がかなり細くなっているものと思わ

れる。基部に隆帯がみられるが、その部分は鹿角の角座部が残されているものと思われる。角

幹部は湾曲しながら角冠まで延びる。角冠の第三枝は基部から切断され、切断部は面取りの加

工がされ、それより先の角先端部も 8面をつくるように面取り加工がされている。基部つまり

角座に近い部分の後面に細長い幅の切り込みの溝がつけられている。この溝には別のものがは

めこまれたと考えられるが、現状からはそれがどのようなものであったか判定し難い。

全長（直線径） 288.0、最大径16.0
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皿加茂A遺跡の卜骨

ニホンジカ、左肩甲骨（図版 5-A) 

大破はしているが全体の形をもっともよく残しているものである。また、全面に器面調整の

ための特徴的な加工をみることができる。外側面では、肩甲棘部分をその基底部から削り取り、

肩甲骨の全体を関節部のみを別にして平たい板状のものに仕上げている。頚部にはこのために

付いた深い切り込みが顕著である。内側の骨面の加工として、後縁に沿って付く高い隆起帯を

削り、さらに全面に削りをいれた痕跡—擦痕ーが付く。

灼痕は、外側では上にのべた肩甲棘の削り跡に縦に並ぶように 3か所が確認され、さらに

「棘上商」に 1か所、「棘下裔」に 2か所認められる。このうち主になるのが肩甲棘跡につく 3

か所の灼痕で中央が黒く焦げ、強く焼かれたことがわかる。この面が焼灼する方の面であって、

この反対面つまり肩甲骨の内側の面には擦り痕がみられ、外側の焼灼部に対応させて骨壁を薄

くするように加工するのである。この面が卜占の兆しである亀裂の現れる面になる。遣物では

この部分は破損して孔が開いているが、亀裂の痕跡を一部にみる。このように灼く面と兆しを

みて占う面を区別しているのである。

なおこの卜骨には、さらに内側面に肩甲骨前縁に沿って近位骨端寄りに 3箇所、ほぼ中央位

置に 2か所が確認される。近位骨端寄りの 3か所の場合は焼灼面が肩甲骨内面であったらしい

ことが骨の焦げの濃さから推測される。この他にさらに多くの灼痕があった可能性もあるが、

この卜骨の中央部が大きく破損しているので現状ではわからない。

加茂A•B遺跡出土の卜骨の特徴

1 . 加茂B遺跡の卜骨について。

比較的狭い貝塚部分から 8点もが出土したことは、この種の製品の出土例としては異例のこ

とではないかと思われ、このことからも本貝塚の特殊性がうかがえるのである。

この地点で出土した卜骨の大部分はシカの肩甲骨が素材とされ、それも比較的若い小さい個

体のものが使われていた。 1例のみイノシシの肩甲骨が使われ、その肩甲骨は成獣のかなり大

きな個体のものであった。

卜骨に使われる肩甲骨は、大体自然の形そのままがつかわれてきたはずであるが、残存して

いるところで見る限り肩甲棘を削るという加工が唯一あったのではないかと思われる。

焼灼は外側では「棘下裔」といわれる部分の範囲が広いので、その部分に主として行われた

ようである。肩甲骨の幅広い近位骨端部の残されることがほとんどないので、どの程度の数の

焼灼が行われるのが普通であったかよくわからない。おそらく幅の狭い部分では 1乃至2か所、

広い部分で数列は行われたのであろう。

内側（助骨面）では肩甲頚部の幅の狭い部分では 1列に 3か所位、その先で2列になり更に
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列、数の増えたのであろう。

イノシシの肩甲骨が使われている場合、外側では肩甲頚部で肩甲棘の両側が広いので、 1列

づつ焼灼が行われ、先に行ってさらに数列になるのであろう。内側はシカの場合と同様のよう

である。

2 . 加茂A遺跡の卜骨について。

1点が出士しているのみであるが、その形態には明らかに加茂B卜骨とは異なるところがみ

られた。肩甲骨素材を平らな骨板に整形するような加工は弥生期にはなく、新しい時期に入っ

て行われるようになった技法とみられる。本例に近い加工法を示す資料として石川県金沢市畝

田（うねた）遺跡出上の古墳時代前期 (4世紀）のシカの肩甲骨を素材とした卜骨がある。ま

た中期の例では宮城県山王遺跡から知られた資料があり、焼灼の方法に変化のみられることが

確認されている。

畝田例もシカの左側肩甲骨が使われ、外側の肩甲棘が削られ、平らな面がつくられる。その

加工は更に入念で、肩甲骨頚部には肩甲棘を削った痕跡はほとんど残されていない。しかし、

肩甲棘の跡に焼灼痕が縦に並ぶので、この場所が焼灼に意識されているのであろう。

要約

加茂A・B遺跡から卜骨が採取された。岡山県におけるこの種の資料の初めての検出である

という。二つの遺跡の貝塚はそれぞれ時期を異にして形成されている。 卜骨もまたその時期の

特徴を示すものであった。すなわち加茂B遺跡のは弥生期に例のみられる「灼面卜面一致型」

で、加茂A遺跡のは「灼面卜面分離型」といわれる古墳時代に属するものとされるが、本遺跡

においても年代的には矛盾はないようである。本資料が卜骨のさらなる研究に寄与するところ

は大きいであろう。

VI 骨鏃

1. 加茂B遺跡の骨鏃（図版6, 5) 

ニホンジカの中手もしくは中足骨を素材。片面に骨表面の湾曲面が残る。偏平な板状のもの

がつくられ、柄部をやや細く尖らす。全体には縦方向に削り面が付くが、全面に横方向に走る

刃物の削り痕が残る。

全長（現存） 60.0mm、最大幅8.2mm、最大厚5.2mm

2 . 加茂A遺跡の骨鏃と刺突具

4点が出土している。素材の多くはニホンジカの中手もしくは中足骨。

1)全長61.0mm、最大幅9.2mm、最大厚5.6mm(図版6, 1、第154図B3) 

もっとも長いもの。柄部との切り込みは比較的明瞭。均整のとれた形がつくられている。全
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面に縦方向の擦痕で整形されている。体部は偏平に加工されるが、断面は左右均等ではない。

2)全長44.3mm、最大幅8.0mm、最大厚3.8mm(図版6, 2、第154図B4) 

短い作りであるが完存する。柄部をやや細く加工。縦方向に擦痕がつく。

3)現存長23.6mm(図版6, 4、第154図B6) 

表面に 3面、裏面に自然面と加工面 2面があり、面取りが明瞭。きわめて偏平なことと加工

の形が違うので、骨鏃であるかどうか問題である。

4)現存長32.0mm(図版6, 3、第154図B5) 

刺突具先端部の小片。片面は円形の断面で反面には深い切り込みが入る。素材はシカの中手

もしくは中足骨といったものではないかも知れない。また製品も鏃とするよりも漁労用の刺突

具ではなかったかと思われる。

要約

加茂B・A遺跡の骨角器は卜骨を除くと種類も出土屎も少なかった。僅かに骨鏃があったが、

出土量では古墳時代前期の方がはるかに多く、獣骨の出土もまた多かった。獣骨と骨角器との

対応に時期差の見られる興味ある一例であるが、さらにこれを魚骨にみられた外海への拡大を

重ね合わせるならば、古墳時代前期における狩猟や漁労がいっそうの積極さをもって展開して

いたことがうかがえるのである。今回こうした予測を貝塚の動物遺体からなし得たことは、こ

の地域における考古学研究の興味ある成果の一つといえよう。・
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動物遺体出土量表

加茂B遺跡魚骨出土量表（採取位置、左岸北東： A、南東： B、北西： C、南西： Dを現す。）

頭骨 内 蔵 厄目 脊椎骨 肩 帯

skull visceral skeleton vertebra shoulder girdle 

鋤前上 前 上 口 歯 角 方 舌 前 主 下鯉 腹 尾 後 上 擬 肩
種類 I採取位置II I 頭後 上

顎 蓋 顎
畜-田"' 針-田" 

•蓋 椎 椎
側 擬

鎖 甲 Iそ の 他
骨頭 顎 蓋 蓋 頭 鎖
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頭骨 内 蔵 骨 脊椎骨 肩 帝

skull visceral skeleton vertebra shoulder girdle 

鋤 詞上 前 上 口 歯 角 方 舌 前 主 下鯰 腹 尾 後 上 擬 肩

種類 I採取位置II I 頭後 上
顎 蓋 顎

鯉 鯉
・蓋 椎 椎

測 擬
鎖 甲 Iそ の 他

骨頭 顎 蓋 蓋 頭 頷

11骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨間骨体体骨骨骨骨
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頭骨 内 蔵 骨 脊椎骨 肩 帝

skull visceral skeleton vertebra shoulder girdle 

鋤前上 前 上 D 歯 角 方 舌 前 主 下鯰 腹 尾 後 上 擬 府
種類 I採取位置II I 頭後 上

顎 蓋 顎
鰐 鰐

・蓋 椎 椎
側 擬

鎖 甲 Iそ の 他
骨頭 顎 蓋 蓋 頭 鎖

! I骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨間骨体体骨骨骨骨
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頭骨 内 蔵 骨 脊椎骨 肩 帯

skull visceral skeleton vertebra shoulder girdle 

鋤 訛上 前 上 口 歯 角 方 舌 前 主 下壁 腹 尾 後 上 擬 肩

種類 I採取位置III 頭後 上
顎 蓋 顎

鰈 、-I!! 
・蓋 椎 椎

側l擬
籟 甲Iそ の 他

骨頭 顎 蓋 蓋 頭 鎖

I I骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨問骨体体骨骨骨骨

スズキ ID~~~~ 『l言：ーf~J]:~『]丁冒〗~l~lir+~~一塁了―---
r 

,, E I-—- ---- ---1----1-一—---o----t---t-----<---~--
I 1 

r--7---,--1---r--------------
1 

r 
左岸卜 1 

1 1 1 IL l*l 

l 
---1―了―---2-―------------

l . 3 1 
~ 

1 I 2 

＊第 1椎骨
・--------
瞥鰭第 2棘 l

r 蝶, 1 2 l 1 3 

貝層 1-1-― 2----------i―---2――---―了----- ト—-.l---1..--;---+---------------

r 7 8 12 4 4 3 3 * 3 

計 1-1-- ---2 五――― 五―2--8 ―---3 ―；一日 3 
3 I 3 

3 I 4 l 6 

＊第 1椎骨

r 
二 ベ （北） I-+-十—-t-—+--f---t-一—ャー1--—ャ—-1---1— --t-— --l I 1 1--—--+---~---!---~---------------

I 

r 1 1 1 
クロダイ A トー ― ------------------+― --t- 一—-!---+----! I 1-----t —--t-一一→―--+-―--------------

，，， 

ケ

，，， 

~ 

,, 

l 1 

r 
B I-

I 
---------_!_ -----_:J-LL __ J __ J __」 I L-:-t— --t-一ー→―--+-―--------------
r 1 1 

C I-—- ---- ----------1-一→—--t-一—;---t----; I I-一—←--1-―_ _, __—+-—-------------
I 1 2 1 

D 1-r-- ------------_!_ --」__J_」__j __」 I L __ j__J_」__J_:: ーイ＿り竺竺門竺上＿
I l 1 

E 1-r-_ __ __ _1 ___________ J__J_」__J_」I L-」__J_」__J_! 門竺＿巴9』----
l 

〗丁ロニ
マダイ I A I-~~-+——t-; 十—:-f-! —~-d-3-L-」」J_:,———~---

l 臀鰭第 2棘 1l 卜—-t---l--」___1 _____________ _ 
l 

~I B 卜]—r-+--t-―十―-t—+-1」__J_」__J」...--―← --
瞥鯰第 2棘 l

1 r--↑ ---r---1---r--------------
血管間棘 l

,, I C f-~~ —t--t-1十—3-t-—十—；十—十—~1―;-「―,-3―ヤー一一
l 

~---1---1----t---+---------------

/, 

D I-~-卜十—i-t」+—f--+—f--+--1—~-L-」」→--- l 

E 卜:-L土」--l-J__ J __」ーーーし」__J __」__J ___ I 1• 
''  , I *第 1椎骨

ト―~--+"i~l―--「；~-1#______ _ 
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種類 採取位置II I 

頭骨

skull 

鋤 前上
頭後

骨頭

i I骨 骨

VO SfrUDO o 

前 上
上

顎
顎

骨 骨

prem max 

内蔵骨

visceral skeleton 

口 歯 角 方 舌

蓋 顎

骨 骨 骨 骨 骨

pal den an qu hyo 

脊椎骨 I肩 帝
vertebra shoulder girdle 

前 主 下鯰 腹 尾 後 上
擬 IJ;J自...,!H 鰈

蓋 椎 椎
側 擬 鎖甲 Iそ の 他

蓋 蓋 頭 鎖

骨 骨 間骨 体 体 骨 骨 骨骨

preo ope sub 
abd cau 

p 
cs. l cl I SC. imop tern 

マダイ::: ~tf ll~l:::1:~1:ttl~tl:1 , 1, l:ll:1:::1旦；□―:::
卜r 3 4 2 3 I l 2 3 11-1 1 

計—-- ----------------------------
I 16  4 7 31216  

1 I 1 ＊第 1椎骨

I t--21丁「―t--—+---------------

. l 1 1 
フグ目 IA 卜r_---------------------------+---

I l 1 

舌骨 l

3 1----1ーー一l-一一→一--+----------------

r 1 111  1 1 
B トl-――---;----1――I―2--1―-;-------1----

3」l舌骨 l2'---」---1--------------------~ 

r 1 1 
C I-―---------_...;_・__ ------1----1- ——-1----1---- 5 I-—-4---1----<--—+---------------l 1 2 

ケ D I-~-- --_:__ -1-----~--- ---l----1----l----1----

左岸叶十十寸1--l---L-~」__J_」上I-ー一→—--+--- l--舌骨 1
4 1----1---l----」------------------

1 I 3 
貝層 f--1- — -1-ー -'-~---1----1---1- —--l---1-- —--l---1-- — ---1— --+----1 I I-ーー -l---1-- —--1一――+---------------

I 

計卜;;H—H-H—H十—:—H十―：_十；十——+{-t--~I 14• —-• —--• ——•--—•---------------

カワハギ類 IB 1--1-— ------+---1-ー→—--1-ー一→—--1- ー一 -1---1-一― -1--— 1----
I 

{,, 

，，， 

C 卜［しL」上I-―-4---1-一—~---1---~---+-――-1---+--
l 

左岸 i--「―-「――1―I― 1--一—-1--- ト---1ー― -1--一―-1---~---1---~---
I 

計斤「寸――1―I―1------1---1------1---1--—→-—→---1---•—-

カサゴ類 I A 卜~I-—+--+-—+---t--+---t---1---+--t-—+--t---l 7* 

ケ
B 1-l-「―-「――r--「-lr--「-;l--「―;-1--—+---1---+---

~ C 卜~LJ_J_.:J__ j__J_:+--1--一―-1---~---1----1----

ヶ D 1-+--1-一―-1----1----1----1---4---1-—-』___.._ __  -I ___ .._ __  _ 

I 

ヶ 左岸片I寸寸寸寸寸―:1―--「―;-l---~---1—---1----
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腰帝 l

腰帯 l
-----
背鰭第 1棘 1

＊同一個体

I 
I-ー一4---1,-----1---,1.----------------



頭骨 内 蔵 骨 脊椎骨 肩 帯

却 IL visceral skeleton vertebra shoulder girdle 

鋤 前上 前 上 口 歯 角 方 舌 前 主 下竪 腹 尾 後 上 擬 后

種類 I採取位置I/I 頭後 上
顎 蓋： 顎

鯉． 壁
・奎 椎 椎

側 擬
鎖 甲 lそ の 他

骨頭 顎 蓋 蓋 頭 鎖

] I骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨 f!l1骨体体骨骨骨骨

VO)悶ぞjpremlmaxlpal I den I an I qu I hyo I preo I ope l;~:PI abd l cau I t!;,, I~I cl I sc. 

カサゴ類 l貝塚 r-1-「T――1―i ―「――1―--「――1―--「-,-~—+-—--t---+----

計叶+-t--t-~+1-1—+-:―1―--「了1―i―t-—+-—t---1 I 7← -4---~----1-—• --------------

コチ IA~+—t--t-1+—+—十—-1—]十―[」-~-1-一—+--t---1 t I 3 1-一—←--t-一—;--—+---------------

,, 

,, 

~ 

ヽ

B I-~ 「T―― 1―--「――1―--「了1―了トー一→—__.,. __ _, ___ .. ――― 

C ト'.J_上_J__ J_l_-+― --1-一―-1 ―--1-一―-1 ―――~----1ー一—+-―――
I 

誌什十十—-+-1-しし」――ーし」__J_:+--~---

貝層 r-l-t-—-t-――-t—--t-一―-t ―--t-一—-1---t-一―→---t-一― -Iー一—+---

計 斤十十—t-1―十：-十—+-「t-2十―[」_!_iーし+--t---i 1 I 3← -~---I-—— -1--—+---------------

ヒ ラメ I C r-1---1-——+---1----tーーートー―-1---1----1 —--f--一一1---f-----
I 

_,., I貝層廿十十十;J__J__」 ---L-~-----+-――→---+-―--

計 I-~十—+十十—：ーしし」__J_l_→ ---t-――→ --—+---

カレイ類 IA 甘[「t寸寸寸~-「_i___「；+--t—+--t---1 I 6 i---1-―ーヤー-:--1---+---------------

ケ I B 1--1-—+--t-—+-—i-—ートーー,-—-1----1---t-一—;---t-一―--l I 8 1-一一→—--1-一—-l---+---------------
I 

C 卜:-「-r--1―--「―― 1丁卜—--1—--1-―--1ー一—←---!---+----

D l-1-r·--「--t--'."'「--t"i― I-ー一-l--+--+--1-ーー+-―¼----l I 4 1- ー—-+---+--―-1--—+----------------

，，， E 卜—卜—+--+---ト---t――+---tーーートー—+--t-—+--t-―寸 I 1 1----+--—+-——•——+--------------
I 

，，， 
左岸 t-l-「t--t―--「--1了―トー—-1---ト ---1---t-—+--t---\ I 14 rー―→--—•——•—--+--------------

，，， 貝層卜[「t寸寸寸I―トー一-1-—+--+--t-一—+--t-一―--1 I 5 1-一ー4---1-一一→—―←-------------

計月;ト十十—十——且—卜—-,-—-t----1——+—+--t---1 I 24 1-一―-1---1-一―-1--—+---―---------
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加茂B遣跡烏骨出土量表

椎肋 烏 肩 上 撓 尺 中 寛 大 腔 誹 距 踵 中 指 そ

採取 口 甲 腕 手 腿 足 の
種 類

位置
I骨骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 他

l vn~b rt cposra d 富 hpusm d 醤i晶 農i盟 品 晶 畠 ta ca 晶 畠 ①完

r 1 破片 1
ガン・カモ A ------------. ---------------------------... 一―― ---------------~-----------

l 

r 1 
，，， C -~--- ----__ ., --------__ ,, ., 一--------------- . ,. ------"'.  ----~-----------

l 1 

r 
，，， D ---------------・・ ---->---- ・---

•一―――
--" ----ー....., --------ー．．．． -----------------

l 1 1 

r VS 烏口と尺骨は別
，，， 貝層 ------① ----------------------------------__  .,., ー・ ---------------------------

I l 

r V5 l l 
計 -------- ----------.. 一一'"-------., ＿＿＿＿ 

一•一
----. ------------------

I I 3 1 

r ① 
キ ジ --,------------・ ------------ー．．．． ＿＿． ----ー．．．，•一 -----------＿＿＿＿ ------------

I 

加茂B遺跡哺乳類出土量表

頭 下 椎肋 肩 上 撓 尺 中 寛 大 胚 朋 距 踵 中 指
r 

蓋 顎 甲 腕 手 腿 足

骨

そ

種 類 I採取 I/ 骨 骨 骨骨 骨 骨 ,m. 目 骨 骨 骨 骨 骨 よ目ユ 骨 骨 骨 の
位置

他

アカネズミ

ハタネズミ
亜科

，' 

アカネズミ

t era md 羽『 言lhpusm d 醤〗 晶 畠 畠 晶 盟 畠 ta ca 畠 盟

: :J : : t ::: l : : J : : :l ::: l : : J : '. :l : _ l :,: J : ~ : I : >: l : :: : : : : : : : : : : ーー： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： 
r 

C 卜 —-- -—+---; ―――トーーヤー―;---1-- —ャー一寸ーー一1- --t-一一→一ーーlー―-t- 一— -t -―-!----------l . l 

D トtt~t—+一十—十——怜十—-~-]—十—―l― -d--~ —――I――—十—卜に言云―ミ｀
E ~」---L-- ↓--」---L--L-J L 上頴切歯-----L -L -J_ --↓ __ j — --L--L-- 」--」---------

l 

r 胸椎 上顎切歯
~l --- -- -- --- -- -- --- -- -- ------ -- ------ -- -- ---------々 I 左岸

l 上顎切歯

r maxl 3 尾椎1 1 l 1 1 l 
トー――---------------------------------------------貝層
l 2 V. 2 at l 1 l 1 2 2 l 

rl  6 2 1 l I 2 2 1 
f---------------------------- --4-- —I—--1---4---1----------
l 6 at l 2 1 3 4 2 3 1 

I 
f-; -----. ---------------------― し――;-―ーlー一—←→__ __, —---------三ジネズミ 貝計層

イノシシ

D 汀—+--+-+——+--~--+ー一卜——~-—l— --e--i — lーー1—ーート:.-+--~----------

l―丘i:---t---1―—十——+—+—+五―十—-t-—+—+—+-—十—I十—i十—--t予~~色ー孟:、;
左岸庄—--t-一——+―-+----1----1一―--+----t-一――←---~--—•——• ----i----+----1-―――←―---P-----------

貝塚 1-H--—十—-~~竺•十―-+---}—--h―—4111v事卜i--十—-t―十———十——+—4---4m 1·1~~~Yi蔽了―--

-1167-



頭 下 細 肩 上 榛 尺 中 寛 大 腔 誹 距 踵 中 指

採取
r 吾 顎 椎 甲 腕 手 腿 足 そ

種 類
位置

I 骨 骨 骨骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 の

I era 宮 宮 hpusd m 悶 晶 品 品品晶 品 儡 盟
他

md は ca 

r I I、I,
イノシシ ~ 

「l_・---------・ ~- --------->----ト—-- --.. "'- ---ー・.----.. 一•—--- ---
ーー・

-----------

r 
~ ，，， ,.._ 

, —— ------------~ ·—--_, 
,_ ___ 

ト—-- — ・・ ．．． 
.••.• 一--------1----~---

ーー・・ -——~~-------l 

r 1 l 
計 ---------------------ト—-- ---•一，一 ------------->----ト—-- --------------

I 1 1 1 1 

r 
ニホンジカ B 了―--ー•••一

__ ,,, -----------------------------------.,.. ___ ドー一― --------------
l* * (Pz-M3) 

r l* * --(-M--3-) ------，，， D 
-!-―--

--.. ---------
""一――

--------------------------------1(基）

r 頚椎 1 1 
~ 貝塚 ~- ------------4 ---匹... -----------------------・-----------（基）2------------

l 1 2 

r 1 1 l 1 3 
計 ---------------------~--- ----------------------------------------

I 2 2 

加茂A遺跡貝層魚骨出土量表

頭骨 内 蔵 骨 脊椎骨 肩 帯

skull visceral skeleton vertebra shoulder gir die 

鋤 前上 前 _t ロ 歯 角 方 舌 前 主 下鯰 腹 尾 後 上 擬 肩
種類 I採取位置1/1 頭後 上

額 蓋 顎
鯰 鯰

・蓋 椎 椎
側 擬

鎖 甲 Iそ の 他

骨頭 顎 蓋 蓋 頭 鎖

l骨 骨骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 間骨 体 体 骨 骨 骨 骨

VOJ翌~Ipreml maxi pal I den I an I qu I hyo I preo] o叫ばぶIabd I cau I t~;... I図Icl I SC. 

北半 Ir 尾棘片 l
エイ目 I t--t- — -t-—— 1----t-——-t---t-―--t ―--t-―--t― --t-一—-1一——+-―-- 1~ —-.f---1-—-」--—↓--------------

灰褐色 11

r 
エイ類 I 北半卜—トー~--+--→----+―――r---tーー→~――-;---r---i――—+-―--

尾棘片 l
1 I-—--l---1-—--l- ——• ---------------

I 

r 
サメ類 l 北半 I-ー1-―-+-——+---1-一—+---1---..+---l----i---l----i---+- ――― 8 ~ —--+―--1-ー一→一——,!----------------l 

ヒ ラ I 北半~-十十―-t-—十—:-t—+—1-~-t-一—←—ーヤー―;-—ーヤー―
ギギ

r 
北半 1--t---+-—+---t----t— --t-一― -t―――トー→—--t-―--t――—+-―――

胸鰭 1

i---1---i----1一ー一ャー一------------I 2 

ハモ 北半叶［卜十―-t-―十―-t-―十―;--t---t-----4 ---.. ー—→-------

ポラ 北半 i-;-L土土土」__J __ j__J __」__j __」_!____ _ ＊眼前骨

スズキ 北半 I-~―十十—-t-it-:-f—t-;1—:—~-d——十——十｛—+-一――
臀鰭第 2棘 l

スズキ
北半 Ir

灰褐色 11-「―T――1――T――1―--「―1-+――→__ _, ―――← __ _, ______ _ 
臀鰭第2棘 1

計 I-~ 十十―-t-~t~十——+1—1-~十—i-1―-t--1—{―←--
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種類 i採取位置II I 

頭骨

skull 

鋤 前上
頭後

骨頭

I I骨 骨

VO sfrupo o 

r 

前 上 口
上

瀕 蓋
顎
骨 骨 骨

prem max pal 

内蔵骨

visceral skeleton 

歯 角 方 舌 前 主 下鰐

顎
鰐 鯉

蓋
蓋 蓋

骨 骨 骨 骨 骨 骨 間骨

den an qu hyo preo ope sub 
imop 

ハタ類 I北半トー---------------1--->----1--->-――→ --—+---

マダイ I 北半卜〗~叶［十——十—4—--f廿—i—+---
H-2 Ir 

ーー一←―--+―--1- ―--+―--1-一—→ ---1-~--f—--+-—---<---~---
覆土 I「1

マダイ I: :lilUJHt: 『；:LL:l:!J□：：：： 
111131612121712 1 I 3 I 2 

脊椎骨 I肩 帯
vertebra shoulder girdle 

腹 尾 後 上

擬I'"椎 椎
側 擬

鎖甲
頭 鎖

体 体 骨 骨 骨骨

その他

abd cau 
p. 

cs. l cl I SC. tem 

十蜻棘 l
1-—-4---~---I—-- ---------------

角舌骨 l

角舌骨 l

クロダイ
r 

I 
北半 卜—-- ---~- _1_ ----~---i——• ---t--4---t--」 1• I 1 L_」__J_」__J_~ ーー第＿上＿雙竺＿＿＿＿＿

3 1 2 4 2 

クロダイ
r 

北半ト
l 
------------------i--~---i--~---i--」 l* I 1 L-」--」ー＿＿」＿―-1-~―-第ー！＿直位~------

2 

it I-;+—+—-f —i++1—4+-:-i―；ートー一+--t--+--t-― -1 2 1 2 1-一一→―--i,----1――ーヤー--------------

サバ類 I 北半 r---1-―-t-― --t —--t-一― -t —--t- 一―→---t-一―-i--—+-――-i-- —+--- l 1----f---l---→ ---+---------------
l 

サパ科 l 北半 r→←—←--+--―← ---t——→•一-;---+-——←--+-----<--—+---
l 

l t-一― -t —--t-一一→—--t-一―-------------

3 I 2 

ニペ科 I 北半 i-l-「―-「――1了―「了1――-「―了―--t-一—-I---+-――-1一——+----

r 
フグ類 北半卜汀―丁―l--+---1- —--+―--1-一—→--—• --<---+-―--<---+----

カサゴ科 」ヒ半卜It--「--1了―「了1―--,--i---「-i-1-t--+--t----l7* 
＊別個体

カ`サゴ科 北；半卜;t_t_2_t_1_l_1_ t_ --「__i_1_「--i―l-t--+--t---17* 
＊別個体

2 
コ チ I 北半卜—1---1-----l----t-一—-t---t-一―→---t-一―-t — --t-一―-t--— t----

l 

r 3 
カレイ類 I 北半叶—十—十十十i->-―--1 ―――← ---1—--+-—---1--—+---
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加茂A遺跡貝層鳥骨出土量表

椎肋 烏 屑 上 撓 尺 中 党 大 腔 誹 距 踵 中 指
r 

口 甲 腕 手 腿 足 そ
採取

種 類
位置 l骨骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 骨 の

I vreib rt cpsd ora 宮 冨 嵩 品 孟 ppe] sd 品 晶 怠 品 盟
他

ta ca 

r l 
イシガメ 北端貝層 ----------------------------- __  , 一 -------------------------------------

I 

r 
ガ ン 北半貝層 --------------------------------------------------- ••• 一一 ----トー—-----------I 1 

r 
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足初11/J醍 A遺跡 写真図版 1

1. 第 2調査区遠景（北から）

2. 第 2・3調査区遠景 （北か ら）



写真図版 2 :._・・i 』II及＼・且判

2. 第 1調査区全景（北から）



足守川加i父Air!跡 写真図版 3
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1. 第 1調査区全景 （南から ）

2. 第 1!:]査区東壁士層断面 （北西か ら）



写真図版 4 ,'ic-¥. ふ判

1. 第 2嗣査区全景（北から）

2. 第 3胴査区全景：東から）



足泊11/JII茂A姐跡 写真図版 5

1. 竪穴住居 2 ¥南東から ）

2. 竪穴住居 2 床面据え置き壺検出状況 ＼南から



写真図版 6 11 ! ·1,'ic.-\ 遺~;

1 竪穴住居 7・8 (東から）

2. 竪穴住居10(南西から）



足卯11/JII茂Ai俎跡 写真図版 7

1. 竪穴住居11 (南西から ）

2. 竪穴住居13(北東か ら）



写真図版 8 ;l'._ 111/JIJ戊-¥iri:Wi-

1 . 竪穴住居17·18·19 • 32 (北から）

2. 竪穴住居17埋土状況’”‘ら）



足守川加茂Aj釘跡 写真図版 9

1. 竪穴住居21 (南から）

2. 竪穴住居21摺土上層遺物堆積状況 （東から ：



写真図版10 足 ＇ 及＼沿Z-J

1. 竪穴住居21覆土上暦遺物検出状況（北から）

2. 竪穴住居21 覆土上層遺物検出状況



足泊IIIJU茂Ailt跡 写真図版11
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1. 竪穴住居21 土層断面（西から）
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2. 竪穴住居22• 23 (南から ‘
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1. 竪穴住居22・23土暦断面 （西から）

， 

~----- ~-- ~ -· 
2. 竪穴住居22、東から



足守川/Jll伐Aii'.i跡 写真図版13

1 . 竪穴住居23 東から）

2. 竪穴住居24、東から



写真図版14 足 IIJIJぃ •ir: ● Ji'l:~ 

1. 竪穴住居25・26(東から）

2. 竪穴住居25遺物出土状況 （東から）



足守JII/Jn,友A,rt跡 写真固版15

1 . 竪穴住居14・29・30・31 (南か ら）
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2. 竪穴住居14・31 (西から‘



写真図版16 足川IJII戊-¥iii跡

1. 竪穴住居27',南東から）

2. 竪穴住居30(南から）



足.j'IllI.Ill茂Ai且跡 写真図版17

1 . 竪穴住居30(西から）

2. 竪穴住居30遺物検出状況 （北から）



写真図版18 足.JI I/J[l1・文＼直釣

1 竪穴住居31 (南西から ）

2. 竪穴住居32(南西から ）



足守川/Jn戊Ai且跡 写真図版19

1 . 竪穴住居33(北西から）
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2. 竪穴住居33内土壌遺物検出状況 （南から）



写真図版20 I:.-¥: 直株

1. 竪穴住居35検出状況 （北から）

2. 貝層検出状況 ＼南か らj



足 ．． 引IIIJII茂Aii'l跡 写真図版21
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2. 近世水田検出状況 ＼南か ら



写真図版22 心 1,'ic.-\iu~

1 • 近世水田畦畔検出状況（西から）

2. 近世水田検出状況 ，南から）



足守JJl/111茂Aj且跡 写真図版23

1 • 近世水田検出状況（南から）

2. 第 3調査区土層断面 （北から‘



写真図版24 足.・i: Ill /JIJ ,: 父 A 迅~-

1. 第 1調査区調査風景（北から ）

2. 第 2調査区調査風景 （南から）



足 ．． 引ii/Ju,'.父Aili跡 写真図版25

1 . 第 2調査区調査風景（南西から）

2. 第 3調査区類査風景 （南か ら）



写真図版26 足旧IIりD戊知g判
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足守川加茂A遺跡 写真図版27
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出土遺物2弥生土器・土師器



写真図版28 凡.flll/JIJ戊..¥迅跳
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出土遺物 3士師器



足叩111111茂A遺跡 写真図版29
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出土遺物 4 土師器
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出土遺物 5土師器



足守川加茂A遺跡 写真固版31
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出土遺物§ 土師器



写真図版32 足， IIIIJn,¥.¥・且％
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E
 出土遺物1石器・石製品



足・.判 I/JU茂A遺跡 写真固版33
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出土遺物 8 石製品
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出士遺物9鉄器・ 青銅製品



足守川})11茂A俎跡 写真図版35

ヽ

1 . 竪穴住居23出土水晶

予’
＼
 

ヽt 、
＼ 

B5 

B 1 

ィ
B 3 

B 4 ＇ B 6 

2. 貝層出土骨角器



写真図版36 ；又B心判

1 . 足守川加茂B遺跡遠景南西から）

2. 胴査前の状況南から



足判IIIJII茂Bii'l:跡 写真図版37
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1. 8 B c区調査風景（北東から）

2. 8 B c区調査風景＼南東から ）
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足守川加茂B沿跡 写真図版39
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｀` 1 . 竪穴住居 6 遺物出土状況（南から）
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｀ -----

-
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2. 竪穴住居 7炭化材検出状況 （東から）



写真図版40 足.j:111/JU/文B社跡
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1 . 竪穴住居 7・8・9 (東から）

2. 竪穴住居12(南から ）



足‘．引II/JU茂Bjff跡 写真図版41

2. 竪穴住居13(北から）



写真図版42 足・J I ii /JJI戊B心跨

1 . 竪穴住居16(南西から）

2. 土器棺 1 北から）



足泊II/JU茂Bii'i跡 写真図版43

~ 

1 . 土壊墓 1頭骨近景 （東から）

2. 土壌墓 2 人骨検出状況 （西から 1



写真図版44 •L 'i..B 俎柑•

1. 土壌 6 遺物出土状況（南西から ）

2. 土填14貝殻出土状況（南東から）



足守IllIJII茂Bi且趾 写真図版45

1. 土壊33遺物出土状況 （西から ）

2. 土壌41 、東から）



写真図版46 足守111t.. :rn俎判

1. 士壌43(東から）

2. 士壌50遺物出土状況 （南東から ）



足守川/Jn茂Birt跡 写真図版47

1. 貝塚 1 /西から）

2. 貝塚 1 (南東から）



写真図版48 •t 'icB直判

1 • 貝塚 1 遺物出土状況 （北西から）

2. 貝塚 1卜骨 (B3 出土状況 （北西から I



足守川/Jn茂B追跡 写真図版49

1. 貝塚 1 東西断面（北から）

2. 貝塚 1 南北断面北半 （西から）



写真固版50 足.'(JIIIJllr・文Bi且蹄

1 • 貝塚 1 南北断面南半 （西から ）

2. 貝塚 1南北断面南半土器検出状況 （西か ら）



足守川加茂B沿跡 写真図版51
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1. 竪穴住居18(西から）

2. 竪穴住居19遺物出土状況（北東から）



写真図版52 •kB ill!,-

1 . 竪穴住居23(北から‘

2. 竪穴住居25,南東から I



足守111/JII,'.父B此粉 写真図版53

1 . 竪穴住居27(西から）

2. 竪穴住居28南から）



写真固版54
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1 . 竪穴住居30・31 (南東か ら

2. 竪穴住居35 北西から ）
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足卯111JU茂B遺跡 写真図版55

1 . 竪穴住居36(北か ら）

2. 竪穴住居38(北西から ）



写真図版56 足.j"'II/Jll,1B直跡

1 竪穴住居37A 床面検出状況 （北か ら）

2. 竪穴住居37地から ）



足守川/JU茂B遺跡 写真固版57

1 • 井戸 1 遺物出土状況 （南から）
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2. 土器棺2 (南東から）



写真図版58
＇と. ,'ic.Biu判・

1 . 土墳55(東か ら）

2. 土壌57遺物出土状況 '.北東かが



足がIll/Jll1'. 父Bili跡 写真図版59
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1 . 土壌58遺物出土状況 （北東から）

2. 士壌59遺物出土状況 （北西から）



写真図版60 11!..f IIりII及B,ti:iJ・

；`  

1 . 土墳64遺物出土状況（東から）

2. 士壊65遺物出土状況 （北西か ら）



足利IIIJII茂Bi社跡 写真図版61

1. 土壊67(東から）

2. 土壌68(南東から I



写真図版62 足．」 ,'kB心

1 士凛69(南東から）

2. 土凛70r南から



足守川/JII,・文Bji'i跡 写真図版63

1. 土壌71南半遺物出土状況 （北から）

2. 土壌74遺物出士状況 、＇北西から）



写真図版64 足守IllIJII戊B,il舛

1 • 土填84(北から）

＾ 

~ 

2. 土壌84錢 M28)出土状況 （北東から）



足'."f/11/JII茂Bi印跡 写真図版65
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1 . 土壌90貝殻検出状況（北東から）
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2. 土墳109遺物出土状況 （東か ら）



写真図版66 }L ¥ I •'kB 直¥'

1 土壌126遺物出土状況（南から）

2. 土器溜り 1遺物出土状況（北東から）



足・.j'III/Jii,'. 父Bi{l跡 写真図版67

1 竪穴住居46(西から）

2. 竪穴住居53東半、南西から）



写真図版68 11itJUicB迅蹄

1. 竪穴住居50 • 51 (東から）

2. 竪穴住居50方形土壊遺物出土状況 （北から）



足守111/JII茂Bi且跡 写真回版69

1 . 竪穴住居60(南東から ）

2. 竪穴住居68床面検出状況 （北東から ）



写真図版70 :,.. 及H'--'

1 . 竪穴住居70床面検出状況 （南西から）

2. 竪穴住居76床面検出状況 （北東から）



足守川!JU茂B俎跡 写真図版71

1 . 竪穴住居78(北東から）

2. 竪穴住居77・78・79(北東か ら）



写真図版72 Ii.'. 判 lりo,iBi且判・

1 . 竪穴住居86A (南から）

2. 竪穴住居868 (南から）



足守JII/JII戊Birt跡 写真図版73

1 . 竪穴住居89(東から）

2. 竪穴住居89i克 M60)出土状況 （南東から）



写真図版74 足-i1111111,、kBili蹄

1. 竪穴住居91・92(北東から）
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2. 竪穴住居94-100、北から）



足守Ill/JU戊B遺跡 写真図版75

1. 竪穴住居93床面検出状況（北から）

2. 竪穴住居93(北から ）



写真図版76 足-i'llltm茂B逍翔

1. 竪穴住居101 t西か ら）

2. 竪穴住居102(北東から）



足守川加茂B遺跡 写真図版77
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1 . 竪穴住居103(北東から）

~--;.J., ~ 

2. 竪穴住居107, 西から）



写真図版78 足守JII ,・ 父B直丹

1 . 土器溜り 2 遺物出土状況僭南東から）

2. 斜面堆積遺物出土状況 1l (南から）



足守Ill加茂B遺跡 写真図版79

1 • 斜面堆積遺物出土状況(2)(西から ）

2. 斜面堆積遺物出土状況3'南東から）



写真固版80 IL.』 I '又l:l俎跡

1. 竪穴住居109床面検出状況 南から）

"!~ ごく年_・

~~ 

2. 竪穴住居111 (北東から）



足守川1JJJ茂B姐跨 写真図版81

1. 10C-9C区溝群 （北から）



写真固版82 足守111/J・ilB直跡

出土遺物 i弥生土器



足守川加戊Bjft跡 写真図版83

. :----/. 

232 

1067 547 

出土遺物 2弥生土器



写真図版84 足 1-111t111,i;: BJ社跳

/ 

1561 

1452 
1565 

出土遺物 3弥生土器



足守1111111茂B姐跡 写真図版85

出土遺物 4弥生土器



写真図版86 hどが 'II~u,1B iii,』.

1551 

1548 

970 

出土遺物5弥生土器



足‘判11/Jn,笈B近跡 写真固版87

2505 

2514 

出土遺物 6 士師器



写真図版88 足 j:111加茂B遺舛

2294 

出土遺物7土師器



足泊II加茂B遺跡 写真図版89

出土遺物 8土師器



写真図版90 足・.jIIIIJU,'i:B直跡

1440 

2596 

315 

出土遺物 9手焙形土器



足’．引11/JII茂Bi直跡 写真図版91

C23 

C50 C49 
C41 

｀ 
C54 

出土遺物印土製品



写真図版92 足・.印II/Jll茂B追跡
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出土遺物n分鉗形士製品・玉類



足',t川加茂Bil'!跡 写真図版93

S28 S46 

S44 S43 

S41 

出土遺物立 打製石器



写真図版94 足守111加茂B遺粋

S71 

S134 

S140 

出土遺物lj石製品



足守川加茂B渭跡 写真図版95

S56 

S108 

S107 

S101 

S13 

出士遺物H 磨製石器 • 石製品



写真図版96 足守IIIIJII茂B遺府
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M77 

綱駆厖
M147 

M29 

悶疇
M107 
纏
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M19 

疇靡~'M110 

M84 
M30 

M108 
M109 

出土遺物15鉄器



足 ．． 引11/JII茂B遺跡 写真図版97

M152 M18 

M14 M26 
M97 

M96 
M64 

M69 

一
M10 

M115 
M116 

M117 

M114 
M56 M47 M8 

出土遺物16鉄器



足.fill加及Bin枕写真図版98

M151 M149 

M120 

M106 

M135 M66 
M131 

M34 M41 
M138 

M104 M35 

出土遺物1?鉄器



足初IIりII茂B遺跡 写真図版99
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出土遺物⑱ 卜骨・角器



写真図版100 足守川加茂Bii'i枕

＼ 
ヽ

1・屍.' 

i ̀~ ヽ -Y, 1'i. ・1¥ I~ -. 
~ ｀ ． 
し 86

B5 

1,. 1 Jヽ 、口 A

4• 83 

ヽ

魚、 :f 

•、J
-;J 

ン土
ー~ -'- B 1 隼....・,.＇ ＇ I 

., . .) ., 

89 

... 
B 7 

t i 

BB 

< .- • 

｀ 82 

出土遺物19 卜骨 • 角器



足守川矢部南l•1J遺跡 写真図版101

1 . 遺跡遠景（南から）昭和56年撮影

2. 遺踪遠景 （北西か ら） 昭和61年撮影



写真図版102 足.flll'1. 南向此判
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1. 8 A区コ査開始 （北西から）

2. 3 A区全景 （北西から）



足守川矢部r村1,,Jju跡 写真固版103

1 . 3 B区全景（南東から）

2. 5 B区全景 （南東から ）



写真図版104 足'.flll矢部怜jii,Jjfi跡

1 . 7 B区全景 （南東から）

2. 8 A区全景 （南東から）



足守川矢部1tili1Jjtl跡 写真図版105

1 • 竪穴住居 1 (北東か ら）

2. 竪穴住居 2・3 (南西から）



写真図版106 足・l .,ii~ が

1 . 掘立柱建物 1・2 (南東から）

2. 溝 1 ¥西から ）



足守川矢部1tJJi1Jj且跡 写真固版107

1 . 竪穴住居 6 (南から）

2. 竪穴住居 7・左上竪穴住居30・ 右竪穴住居56(南東から ）



写真図版108

'> 

1 . 竪穴住居 9 南部床面検出状況（南西から）

2. 竪穴住居10(西から）

足 • ‘’ ,l~i(n]沿枕
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足守Ill'崎1:,ti1n1姐跡 写真図版109

1 . 竪穴住居15(南か ら）

2. 竪穴住居15柱穴遺物出土状況 （南西から）



写真図版110 足•j Ill・, h[i,J迅判

1. 竪穴住居19(西か ら）

2. 竪穴住居21 (南から）



足‘．旧II矢部1tHi1Jil'l跡 写真図版111

1 . 竪穴住居22遺物出土状況（東から）

2. 竪穴住居22(東から



写真図版112 足 .J ..... tJl11Jii'i判

1. 竪穴住居23 北東から）

2. 竪穴住居26(北東から）



足守Ill矢部1t/111Jji'.l:跡 写真図版113

1 . 土壌 6 (南西から）

2. 士壌 9 、南から）



写真図版114 足がIll/ f,,t向Jli判．

1. 士壊14(北東から ）

2. 9 B区土墳群 （東から ）



足守Jll矢部南向遺跡 写真図版115
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1 . 士壊48(西から）

i
 

2. 土墳51 (北西から ）



写真図版116 足'fl Jii'i削・

1. 竪穴住居30(南から）

2. 竪穴住居32(北東から）



足泊II矢部rtir句消跡 写真図版117

1 . 竪穴住居37上層遺物堆積状況 （南西から）
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2. 竪穴住居39¥南から）



写真図版118 足守Ill矢品1ti(i1J迅判・
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1 . 竪穴住居40(南から）



足守JII 矢部rM••h社跡 写真図版119

~ 

1 . 竪穴住居46-48(北西から）



写真図版120 足.fill 矢部 l~il11J遺~-

1. 竪穴住居49(東から）

2. 竪穴住居50(南東から）



足守川矢部南向沿跡 写真図版121

1. 士器棺 1 (西から）

2. 土器棺 2 (北西から）



写真図版122 足 111],i'i杓・

1 . 土壌59 南東から）

2. 土壌62,南から I



足守"'ク崎i;,ti,句遺跡 写真固版123

1 . 土壌72遺物出土状況 （南東から ）

2. 土壌72堆積状況 （南東から ）



写真図版124 足守Ill矢部市向俎跡
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土壌75(北から）

2. 土壌80(東から）



足守JII矢部1ti(i1J遺跡 写真図版125

1. 土壌81 (北西から）

2. 土壌87I南西から）



写真図版126 足.fill)、"';1HJ1.1Jiu鉤；

1 . 土墳89(南か ら）

2. 土頃90、北東か ら1



足守川矢部,w句ill跡 写真図版127

1. 竪穴住居51 , 南から ）

2. 竪穴住居53,西から‘



写真図版128 足‘・fillク"";南(i,Jii'i跡

1 . 竪穴住居54(北西から）

2. 竪穴住居55(南から）



足',i'Illク：：iii淋i向j且趾 写真図版129

1. 竪穴住居57(東から）

2. 竪穴住居57床面遺物出土状況 、南東から）



写真図版130 足 .'fill'hti•Jii'l判

1 . 竪穴住居58(南東から）

2. 竪穴住居60(北東から;



足守川矢部rhli•J遺跡 写真図版131

1 . 竪穴住居62遺物堆積状況（東から）

2. 竪穴住居62(西から）



写真図版132 足がIllク崎l油 (11]遺怜

1 . 竪穴住居63l東か ら）
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2. 竪穴住居66(北か ら）



足守川矢部南向遺跡 写真図版133

1. 土壌99(西から）



写真図版134 足./lll'T・j;,'j,.1]直粉

1 . 竪穴住居69(北東から）

2. 竪穴住居76(南か ら）



足守川矢部南1ii1i且跡 写真図版135

1 . 掘立柱建物 4-6 および溝 4 (南東から）

2. 掘立柱建物 4・5 (東から ）



写真図版136 足守Ill矢部1-ti向JU跡

1 . 掘立柱建物 6 (南東から）

2. 掘立柱建物 8・9 および溝 5・6 (北東から）



足·.j引 II 矢部 1til•1l遺跡 写真図版137

1 . 掘立柱建物 8 (北東から）

2. 掘立柱廷物 9 (北西から）



写真図版138 足'.fI'I I・;. i'I-Jii't柑、

1 . 土壌109(南西から）

2. 溝 2 (北から）



足‘：日II矢部i旬柏I遺跡 写真図版139

1. 土墳墓 5 (南から）

2. 土壌墓 6 (南東から）



写真図版140 足.j'III,;-・•hfi,J沿跨｀

ヽ

1. 土墳113(西か ら）

2. 土壌115(東から）



足守川矢部南向逍跡 写真図版141

2. 溝 9 (北東から）



写真図版142 足.j"'II久．．．諏j向道判・

t~ 

1 . 6 B区中世溝群（東から）



足守川矢部南向追跡 写真図版143

1. 4 B区住居群調査風景（南東から）

2. 4 B区竪穴住居62調査風景 （北西から）



写真図版144 足守Ill矢uG南向社釣

---~.,.. 

-~ ―-・-
142 

竪穴住居15・ 土壊 6. 土壌 9• 土壌10・ 土壌17出土遺物



足‘．引II矢部南阿遺跡 写真図版145

383 

土墳14・土壌27・土壌33出土遺物



写真図版146 足守Ill矢;,r,ffilu]迅約

416 

492 493 

482 483 484 

487 488 491 

土墳35・ 土壌38・ 竪穴住居30L出土遺物



足守川矢部南向遺跡 写真図版147

497 

竪穴住居302・ 竪穴住居48・ 土器棺 1 出土遺物



写真図版148 Jt・ 年 Ill 矢 ~jJi·· せh

-表採

888 

土頃721 出土遺物



足守川矢部南1,,1遺跡 写真図版149
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土墳722'出土遺物



写真図版150 hじ.jIll ク~..~rr 卜］迅i~が

土壊721 出士遺物



足守川矢部市向直跡 写真図版151

＼
 

土壌72-4 出土遺物



写真図版152 足．祖II矢部南lnJ遺跨

,＼ 

土環72§,出土遺物



足べ'fill ク崎i淋il••Ji出趾 写真図版153
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972 

土壊726 出士遺物



写真図版154 11 
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土壌727 出土遺物



hどが HI クこ、沿 ,~i111Jj~~か 写真図版155

土壌72~ 出土遺物



写真図版156

1040 

土墳729 出土遺物



足守Ill矢部1t前Jiu粉 写真図版157
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土壌73・ 土壌76・ 土壌77・ 土墳80・ 士填89・ 士域91 出土遺物



写真図版158

、ペ

1290 

1284 

1302 

竪穴住居55出土遺物



足守川矢部南向遺跡 写真固版159

竪穴住居上層1出土遺物



写真図版160 足守Ill矢部南(i,J迅粋

1528 

1550 
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竪穴住居上層 2出土遺物



足守Ill矢部rti向遺跡 写真固版161

竪穴住居上層3出土遺物



写真図版162 足',i'Ill矢部南I句逍蹄

1594 1600 
1605 

1640 

竪穴住居上層 4出土遺物
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調査原因

所収遺跡名 所在地名 市町村 遺跡番号 ,゚H 
o , n m ， 

34度 133度
足守川河/11改修

筵辱l『f疏A道緑 飼閲籐闊伍市茄茂 2 0 1 40分 49分 198201-198203 850 
に伴う事前調査

05秒 25秒

34度 133度
足守111河川改修

徒緑箭面&B誕絲 馘閻籐闘孤市血茂 2 0 1 39分 5吟 198208-198508 2,800 
に伴う事前調査

55秒 30秒

筵 寸rもらり 箭 闘閲嬢蒼械市
34度 133度
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集落 弥 生 竪穴住居 35軒 弥生土器• 土師器

古 墳 土 城 39基 須恵器鉄器
中近世 柱 穴 多数 石器石製品

足守川加茂A遺跡 溝 7本 玉類・骨角器

水 田 1面

集落 弥 生 竪穴住居 111軒 弥生土器•土師器
貝塚 古 墳 掘立柱建物 1軒 須恵器・石器• 石製品

墓 古 代 井 戸 1基 青銅製品・鉄器

足守II加茂 B遺跡 中 世 土渡墓 2基 玉類・骨角器 ガラス滓
土 堀 114基 炭化米
貝 塚 1基
柱

＾ ^ 
多数

溝 多数

集落 弥 生 竪穴住居 74軒 弥生士器士師器

墓 古 墳 掘立柱建物 18軒 須恵器石器石製品

足守川
古 代 井 戸 1基 青銅製品鉄器

中 世 上城墓 2基 王類・骨角器・ガラス滓
矢部南向遺跡 近 世 ± 坂 201基 炭化米

柱 ,.._ ^  2 , 0 005 1 本本
溝
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